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地域の“意思”
観光客急増で問われる

1.
観光による地域への
負の影響にどう向き合うべきか
公財）日本交通公社 後藤健太郎

2.
オーバーツーリズムに苦悩する
国際観光都市
バルセロナ、ベネチア、
京都 
龍谷大学 阿部大輔

3.
地域らしさと
町の品格に相応しい
観光振興の
あり方とは
近江八幡
近江八幡観光物産協会 田中宏樹

4.
生活と観光の
バランスを考える
視点と環境変化
への対応
由布院 後藤健太郎

5.
世界の人々 の
夢と憧れの街へ
銀座 
銀座通連合会事務局長 竹沢えり子

6.
観光地域の
マネジメントに先立ち
必要となる計画管理
鎌倉市 後藤健太郎

7.
居住地での観光を許容制限する対応
ソウル 
帝京大学 金 振晩
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●ここで紹介している当財団発行の出版物は、
全ページをホームページで公開しています。
●またアマゾン（amazon.co.jp）で、
オンデマンド印刷版を販売しています。

公益財団法人 日本交通公社 出版物のご案内

毎号、研究員がみなさまにお伝えしたい観光テーマで綴る「研究員コラム」。
全文は当財団のホームページでご覧下さい。隔週月曜日の更新です。「研究員コラム」の紹介

　平成30年度『観光地経営講座』のテーマは
「多様化する宿泊事業に対応する観光地経
営」です。宿泊事業は世界的に大きく変化して
きています。国際化が進展する中、我が国の宿
泊事業もその流れを受けて大きく変化しつつ
あります。そうした宿泊事業の変化について、
国際規模での宿泊事業投資のコーディネータ
ー、ファンドも活用しながら所有と経営を分離

し多店舗展開を行っている宿泊事業者、日本で世界基準のコンド
ミニアム事業を立ち上げてきた開発運営事業者、そして、自身が
持つ住居系不動産（アパート）を利用し新たな宿泊事業に取り組
む宿泊事業者の方々を講師に、宿泊事業に生じている「変化」「ダ
イナミズム」を参加者の皆様と共有させていただきました。そして、
地域として何を目指していくのか、宿泊事業という大きな資本をど
のように地域に呼び込み、育て、発展させていくのかについて、デ
ィスカッションしました。観光地に対する「投資」はその地域の持続
的な成長に欠かせない要素です。インバウンドが動いてきた現在
は、そうした投資を呼び込むチャンスともなっています。その手段と
して、地域における宿泊施設をどのように構成していくのか、どのよ
うに活用していくのかについて考えるヒントになったと考えていま
す。A4判80ページ／1,000円+税。『観光地経営講座 講義録』は、
平成25年度版からホームページで公開しています。

『平成30年度 観光地経営講座 講義録』
（発行：2018年11月）

　日本一の高さを誇り、日本を代表

する山である富士山。その姿は、古

来より日本人の自然に対する信仰

のあり方や日本独自の芸術文化に

おける源泉となっており、その価値

を踏まえて2013年、世界文化遺産

リストに記載されました。現在、富士

山では文化遺産としての価値の認

知度向上や登山道の混雑による安

　当財団のエントランスにあるギャラリーでは、
当財団の沿革を紹介する常設展示をはじめ、研究成果などを紹介する企画展示を定期的におこなっています。

　また、旅の図書館では所蔵古書をさまざまな切り口から紹介する古書展示をおこなっています。
ご来館の際はぜひご覧下さい。

『富士山 公益財団法人日本交通公社の取り組み』
（2019年1月～3月）

企画
展示
ギャラリー

古書
展示
ギャラリー

　経済的困窮の打開策、国際親善

の有力手段の一方策として外客誘

致の重要性が認識されつつある中、

昭和5年に「外客誘致に関する施設

の統一連絡及促進を図る官設の中

央機関」として設置されたのが、鉄

道省国際観光局です。 同局は、太平

洋戦争に突入するまでの約12年間

にわたり、ジャパン・ツーリスト・ビュ

『日本における観光行政のあゆみ ～国際観光局の12年～』
（2019年1月～3月）

旅の図書館開設40周年特別展示第3段

　我が国の観
光統計の課題
について少し
お話ししてみ
たい。国や地
域の観光行政
担当者、観光
事業者、研究
者など統計ユ
ーザーの便益

という観点からみて、手直しすべき我が国の観光統計の課題は
様々にある。それらを大別するならば、観光統計自体の質的な側
面と、観光統計の利活用の側面とに二分されるだろう。

我が国の観光統計をめぐる一連の課題
[コラムvol.385]…塩谷英生

　わたしたちのオフィス・日本交
通公社ビルが「港区みどりの街づ
くり賞」を受賞しました。今回表彰
された他の4施設は商業ビルやホ
テル、マンションと業態はそれぞ
れ異なりますが、いずれも港区の
街並みと建物との連続性を意識した設計であったことが各施設の
紹介から窺うことができました。わたし自身がこれまで携わってき
たみどりとの関わりは観光資源として接する機会が多く、景観その
ものの価値に重きを置きがちでした。しかし今回の受賞はみどり単
体としての価値だけではなく、地域とのつながりを含めた価値にも
目を向けることの大切さを教えてもらった貴重な機会となりました。

港区みどりの街づくり賞受賞にあたって
[コラムvol.384]…相澤美穂子

　当財団では、地方公共団体（都道府県および市町村)を対象と
する「観光政策に関するアンケート調査」を2014年度より毎年継
続して実施している。現在、このアンケート結果を元に、「観光振興
による取り組みは経済
的な影響を与えてい
るのか？」「どのような
取り組みが影響を与
えているのか？」とい
った点を中心に分析
を進めているところで
ある。本コラムでは、そ
の一端をご紹介したい。

観光政策の目的と手段
[コラムvol.382]…守屋邦彦

　鳥海山山麓に2018年7月1日、新
たな美術館が誕生しました。その名
も「鳥海山 木のおもちゃ美術館」。も
とは明治から大正時代の校舎形式
を受け継いだ東北日本海側の特徴
ある木造校舎で、３つの棟（A～C棟）と、元体育館（D棟）の、計4つ
の建物からなっています。A棟・D棟が有料の美術館ゾーン、B棟・
C棟が無料の市民ゾーンです。子ども達に大人気なのはD棟「もり
のあそびば」。スギ、エンジュといった主に秋田県材が使用された、
優しくあたたかな雰囲気に包まれた空間の中央には、隠れ家のよ
うなツリーハウス「ちょうかいタワー」がそびえ立ち、5000個「木の
どんぐりプール」や、様々なおもちゃが置かれた「遊びのこべや（26
室）」が整備されています。A棟では・・

地域の思いがつまった廃校を、“新たな交流拠点”に
[コラムvol.383]…吉澤清良

  「日本人の旅行市場」「訪日外国人の旅行市
場」「観光産業」「観光地」「観光政策」の 5 編と、

「付記（観光研究）」「資料偏（統計資料と年表）」
で構成。各種の統計資料や当財団が実施し
た調査結果をもとに、最近一年の動向を解説
しています。A4 判 224 ページ／ 2,000 円 + 税。
経年で見ることができるように、『旅行年報』は、
2014 年版からホームページで公開しています。

『旅行年報2018』（発行：2018年10月）

 「温泉まちづくり研究会」は、7つの温泉地（阿
寒湖、草津、鳥羽、有馬、道後、由布院、黒川）
が集まり、温泉地、温泉旅館が抱える課題につ
いて、解決の方向を探り、活性化に資すること
を目指しています。本書は2017年度に開催し
た3回の研究会の内容を分かりやすく取りまと
めたものです。第1回は「温泉地の雇用環境」
をテーマとし、今年度研究会として実施する宿

泊施設従業員・経営者アンケートの内容などについて議論を深め
ました。第2回は「温泉地でのアート（芸術文化）の展開を考える」と
題し、芸術祭でいかに地域が発展していくのかなどについて学びま
した。第3回は「温泉地の雇用問題を考える～今後どう取り組むべ
きか～」と題し、各会員温泉地で実施した宿泊施設従業員・経営
者アンケートの結果をもとに、今後の温泉地での人材の「確保」

「定着」「育成」についての議論を行いました。A4判84ページ／
1,500円+税。『温泉まちづくり』は2011年度版からホームページ
で全ページを公開しています。

『温泉まちづくり』（発行：2018年3月）
－2017年度 温泉まちづくり研究会総括レポート―

ーロー（日本旅行協会）や国際観光

協会などの関連組織とともに、海外

における観光事業の調査研究、ホテ

ルや観光地の整備、海外への観光

宣伝、外客への接遇改善などを実施

しました。今回の特別展示では、我が

国における観光行政のルーツであ

る同局の取り組みを出版物からご紹

介しています。

全性の低下などが課題となっていま

す。

　今回の展示では、富士山に関する

当財団の調査・研究の経緯をはじめ、

安全で快適な富士登山を楽しむた

めの「来訪者管理戦略の策定」や、

富士山の奥深さに触れてもらうため

の「REBIRTH! 富士講プロジェク

ト」の概要などをご紹介しています。

観光文化
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、
滋
賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
琵
琶
湖
の

南
東
部
に
位
置
し
、
近
江
商
人
の
商
家
が
建
ち
並
ぶ
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
の
残
る
旧
市
街
地
や
八
幡
堀
、
長

命
寺
（
西
国
第
31
番
札
所
）
な
ど
の
歴
史
的
・
文
化
的

観
光
資
源
、
そ
し
て
水
郷
地
帯
や
わ
が
国
の
淡
水
湖
で

唯
一
の
住
区
を
も
つ
沖
島
な
ど
、
豊
か
な
自
然
と
文
化

に
恵
ま
れ
、
今
で
は
年
間
5
0
0
万
人
を
超
す
観
光
客

が
訪
れ
る
。
し
か
し
、
40
年
前
は
長
命
寺
を
訪
れ
る
数

万
人
の
み
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
八
幡
堀
は
、
ヘ
ド
ロ
が
堆
積
し
悪
臭
が
漂
っ

て
い
た
。
そ
の
中
で
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
か
ら
で
も
観
光

目
的
で
も
な
い
保
存
修
景
運
動
を
青
年
会
議
所（
J
C
）

が
中
心
と
し
て
推
し
進
め
た
。
こ
れ
が
当
市
の
ま
ち
づ

く
り
運
動
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
か
ね
て
よ
り
私
は
、「
真
の
ま
ち
づ
く
り
が
出
来
れ

ば
観
光
客
は
後
か
ら
や
っ
て
来
る
」
と
い
う
思
い
を
も

っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
観
光
と
は
、
本
来
物
見
遊
山

を
意
味
す
る
言
葉
で
は
な
く
、
易
経
に
は
「
国
の
光
を

観
る
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
国
の
光
と
は
そ
の
ま
ち
の

佇
ま
い
や
自
然
の
風
景
な
ど
「
外
な
る
風
景
」
と
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
や
目
の
輝
き
、
暮
ら
し
の
文
化

な
ど
の
「
内
な
る
風
景
」
の
総
体
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
触
れ
て
こ
そ
、
人
は
心
を
動
か
さ
れ
、

と
き
め
き
を
覚
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
地
を
訪
れ

よ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
観
光
の
本
質
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ま
ち
そ
の
も
の
の
魅
力
こ
そ
が
観
光
の

〝
本
態
性
ニ
ー
ズ
〞
で
あ
り
、
か
つ
て
各
地
で
見
ら
れ

巻頭言

た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
作
る
な
ど
の
一
過
性
の
経
済
効
果

だ
け
を
狙
っ
た
も
の
は
〝
流
行
性
ニ
ー
ズ
〞
に
過
ぎ
な

い
。

　
ま
ち
の
魅
力
と
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、

「
究
極
の
観
光
客
」
の
姿
が
見
え
て
く
る
。
私
が
考
え

る
「
究
極
の
観
光
客
」
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

に
賛
同
し
、
こ
こ
な
ら
生
涯
を
終
え
て
も
良
い
と
す
る

「
死
に
甲
斐
の
あ
る
ま
ち
」
＝
「
終
の
栖
」
と
決
め
て

移
り
住
ん
で
来
ら
れ
る
人
た
ち
で
あ
る
。
観
光
は
、
そ

の
た
め
の
内
覧
会
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
に
と
っ
て
生
き
甲
斐
は
複
数
あ
っ
て
も
、
人
生
を

終
え
る
場
所
は
た
だ
一
ケ
所
。
死
の
間
際
に
「
こ
ん
な

ま
ち
で
…
」
と
後
悔
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
無

意
味
と
な
る
。
死
に
甲
斐
に
は
属
地
性
が
あ
る
。

　
私
は
青
年
会
議
所
時
代
、
今
で
は
近
江
八
幡
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
た
八
幡
堀
の
復
活
・
修
景
保
存
活

動
を
始
め
、
そ
の
後
市
長
時
代
に
は
、
近
江
商
人
の
商

家
が
建
ち
並
ぶ
新
町
通
な
ど
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

指
定
や
、
近
江
八
幡
の
水
郷
の
文
化
庁
「
重
要
文
化
的

景
観
」第
１
号
指
定
（
平
成
18
年
）
な
ど
、
一
貫
し
て

終
の
栖
の
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
地
方
が
観
光
地
を
考
え
る
上
で
最
も
大
切
な
の
は
、

こ
う
し
た
長
い
歴
史
の
中
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
風
景
や

固
有
の
歴
史
、
文
化
遺
産
、
祭
り
や
行
事
な
ど
に
根
ざ

し
、
本
質
を
踏
ま
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
だ
と
考
え
て
い
る
。

観光は終の栖の内覧会

元
近江八幡市長

川端五兵衞

－死に甲斐のある終の栖のまちづくり－
つい すみか

つ
い

す
み
か

　世
界
的
規
模
で
旅
行
者
が
急
増
す
る
中
、
一
部
の
地
域
で
は
、
許
容
範
囲
を
超
え

た
観
光
客
の
来
訪
お
よ
び
行
動
に
よ
る
生
活
・
商
環
境
の
悪
化
や
観
光
客
の
体
験
の

質
の
低
下
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
環
境
変
化
が
見
込
ま
れ
る
中
に
お
い

て
、
観
光
を
我
が
国
の
成
長
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
し
て
、

観
光
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
地
域
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
、
我
々
は
今
観
光
に
ど

う
向
き
合
う
べ
き
か
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
地
域
で
議
論
を

積
み
重
ね
、
地
域
の
意
思
を
明
確
に
示
し
、
行
動
・
対
応
し
て
き
た
各
地
の
取
組
を

通
じ
て
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
。
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第240号 January 20191 44

　
近
江
八
幡
市
は
、
滋
賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
琵
琶
湖
の

南
東
部
に
位
置
し
、
近
江
商
人
の
商
家
が
建
ち
並
ぶ
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
の
残
る
旧
市
街
地
や
八
幡
堀
、
長

命
寺
（
西
国
第
31
番
札
所
）
な
ど
の
歴
史
的
・
文
化
的

観
光
資
源
、
そ
し
て
水
郷
地
帯
や
わ
が
国
の
淡
水
湖
で

唯
一
の
住
区
を
も
つ
沖
島
な
ど
、
豊
か
な
自
然
と
文
化

に
恵
ま
れ
、
今
で
は
年
間
5
0
0
万
人
を
超
す
観
光
客

が
訪
れ
る
。
し
か
し
、
40
年
前
は
長
命
寺
を
訪
れ
る
数

万
人
の
み
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
八
幡
堀
は
、
ヘ
ド
ロ
が
堆
積
し
悪
臭
が
漂
っ

て
い
た
。
そ
の
中
で
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
か
ら
で
も
観
光

目
的
で
も
な
い
保
存
修
景
運
動
を
青
年
会
議
所（
J
C
）

が
中
心
と
し
て
推
し
進
め
た
。
こ
れ
が
当
市
の
ま
ち
づ

く
り
運
動
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
か
ね
て
よ
り
私
は
、「
真
の
ま
ち
づ
く
り
が
出
来
れ

ば
観
光
客
は
後
か
ら
や
っ
て
来
る
」
と
い
う
思
い
を
も

っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
観
光
と
は
、
本
来
物
見
遊
山

を
意
味
す
る
言
葉
で
は
な
く
、
易
経
に
は
「
国
の
光
を

観
る
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
国
の
光
と
は
そ
の
ま
ち
の

佇
ま
い
や
自
然
の
風
景
な
ど
「
外
な
る
風
景
」
と
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
や
目
の
輝
き
、
暮
ら
し
の
文
化

な
ど
の
「
内
な
る
風
景
」
の
総
体
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
触
れ
て
こ
そ
、
人
は
心
を
動
か
さ
れ
、

と
き
め
き
を
覚
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
地
を
訪
れ

よ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
観
光
の
本
質
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ま
ち
そ
の
も
の
の
魅
力
こ
そ
が
観
光
の

〝
本
態
性
ニ
ー
ズ
〞
で
あ
り
、
か
つ
て
各
地
で
見
ら
れ

巻頭言

た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
作
る
な
ど
の
一
過
性
の
経
済
効
果

だ
け
を
狙
っ
た
も
の
は
〝
流
行
性
ニ
ー
ズ
〞
に
過
ぎ
な

い
。

　
ま
ち
の
魅
力
と
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、

「
究
極
の
観
光
客
」
の
姿
が
見
え
て
く
る
。
私
が
考
え

る
「
究
極
の
観
光
客
」
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

に
賛
同
し
、
こ
こ
な
ら
生
涯
を
終
え
て
も
良
い
と
す
る

「
死
に
甲
斐
の
あ
る
ま
ち
」
＝
「
終
の
栖
」
と
決
め
て

移
り
住
ん
で
来
ら
れ
る
人
た
ち
で
あ
る
。
観
光
は
、
そ

の
た
め
の
内
覧
会
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
に
と
っ
て
生
き
甲
斐
は
複
数
あ
っ
て
も
、
人
生
を

終
え
る
場
所
は
た
だ
一
ケ
所
。
死
の
間
際
に
「
こ
ん
な

ま
ち
で
…
」
と
後
悔
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
無

意
味
と
な
る
。
死
に
甲
斐
に
は
属
地
性
が
あ
る
。

　
私
は
青
年
会
議
所
時
代
、
今
で
は
近
江
八
幡
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
た
八
幡
堀
の
復
活
・
修
景
保
存
活

動
を
始
め
、
そ
の
後
市
長
時
代
に
は
、
近
江
商
人
の
商

家
が
建
ち
並
ぶ
新
町
通
な
ど
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

指
定
や
、
近
江
八
幡
の
水
郷
の
文
化
庁
「
重
要
文
化
的

景
観
」第
１
号
指
定
（
平
成
18
年
）
な
ど
、
一
貫
し
て

終
の
栖
の
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
地
方
が
観
光
地
を
考
え
る
上
で
最
も
大
切
な
の
は
、

こ
う
し
た
長
い
歴
史
の
中
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
風
景
や

固
有
の
歴
史
、
文
化
遺
産
、
祭
り
や
行
事
な
ど
に
根
ざ

し
、
本
質
を
踏
ま
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
だ
と
考
え
て
い
る
。

観光は終の栖の内覧会

元
近江八幡市長

川端五兵衞 □□□□□□□□「□□□□□□」

－死に甲斐のある終の栖のまちづくり－
つい すみか

つ
い

す
み
か

　世
界
的
規
模
で
旅
行
者
が
急
増
す
る
中
、
一
部
の
地
域
で
は
、
許
容
範
囲
を
超
え

た
観
光
客
の
来
訪
お
よ
び
行
動
に
よ
る
生
活
・
商
環
境
の
悪
化
や
観
光
客
の
体
験
の

質
の
低
下
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
環
境
変
化
が
見
込
ま
れ
る
中
に
お
い

て
、
観
光
を
我
が
国
の
成
長
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
し
て
、

観
光
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
地
域
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
、
我
々
は
今
観
光
に
ど

う
向
き
合
う
べ
き
か
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
地
域
で
議
論
を

積
み
重
ね
、
地
域
の
意
思
を
明
確
に
示
し
、
行
動
し
変
化
に
対
応
し
て
き
た
各
地
の

取
組
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
。
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特
集観

光
客
急
増
で
問
わ
れ
る
地
域
の〝
意
思
〞

巻
頭
言

観
光
は
終
の
栖
の
内
覧
会
│
死
に
甲
斐
の
あ
る
終
の
栖
の
ま
ち
づ
く
り
│

観
光
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
先
立
ち
必
要
と
な
る
計
画
管
理

市
民
と
観
光
客
、両
者
の
満
足
に
繋
が
る
ま
ち
の
成
熟
度
を
高
め
る
た
め
に
、

よ
り
住
民
を
意
識
し
た
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、今
は
ま
だ
一
部
の
地
域
に
留
ま
っ
て
い
る
。し
か
し
、そ
の
現
状
を
知
り
、

事
前
に
察
知
す
る
視
点
や
備
え
る
意
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
は
必
要
だ
。

視座

観
光
客
急
増
で
問
わ
れ
る

地
域
の〝
意
思
〞

機関誌

目次

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

主
席
研
究
員

吉
澤
清
良

帝
京
大
学 

経
済
学
部 

観
光
経
営
学
科

准
教
授

金 

振
晩

一
般
社
団
法
人 

銀
座
通
連
合
会
、

全
銀
座
会
、

銀
座
街
づ
く
り
会
議 

事
務
局
長

竹
沢
え
り
子

近
江
八
幡
観
光
物
産
協
会

事
務
局
長

田
中
宏
樹

元
近
江
八
幡
市
長

川
端
五
兵
衞公

益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
地
域
研
究
部

主
任
研
究
員

後
藤
健
太
郎

龍
谷
大
学
政
策
学
部 

教
授

阿
部
大
輔

後
藤
健
太
郎

後
藤
健
太
郎

観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー

韓
国
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況
と
対
応
の
方
向
性

〜
日
韓
国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
8
よ
り
〜

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

主
任
研
究
員

福
永
香
織

旅
の
図
書
館
開
設
40
周
年
特
別
講
演

古
書
か
ら
学
ぶ
未
来
への
ヒ
ン
ト
│
日
本
の
観
光
の
課
題
と
こ
れ
か
ら
│

神
戸
芸
術
工
科
大
学 

教
授

西
村
幸
夫

【
連
載
】観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
①

淑
徳
大
学 

経
営
学
部
観
光
経
営
学
科 

朝
倉
ゼ
ミ

淑
徳
大
学 

教
授

朝
倉
は
る
み

旅
の
図
書
館
か
ら

特
集
関
連
の
蔵
書
・
報
告
書
リ
ス
ト
選
：
旅
の
図
書
館
副
館
長

大
隅
一
志

第 号240

6

〜
鎌
倉
市
観
光
基
本
計
画
〜

居
住
地
で
の
観
光
を
許
容
制
限
す
る
対
応

地
域
が
観
光
を
統
制
で
き
る
規
模
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

方
向
性
や
対
策
を
決
め
る
際
の
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

7

〜
韓
国
ソ
ウ
ル・
北
村
韓
屋
村
〜

世
界
の
人
々
の
夢
と
憧
れ
の
街
へ

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
し
て
も
、そ
れ
は
、お
そ
ら
く
変
化
の
一
部
な
の
だ
。

5

〜
東
京
都
・
銀
座
の
取
り
組
み
〜

生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
視
点
と
環
境
変
化
への
対
応

生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
を
地
域
側
に
だ
け
求
め
る
の
で
は
な
く
、

外
も
含
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
も
っ
と
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

4

〜
2
0
0
0
年
代
以
降
の
生
活
型
観
光
地
・
由
布
院
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
〜

地
域
ら
し
さ
と
町
の
品
格
に
相
応
し
い
観
光
振
興
の
あ
り
方
と
は

市
民
も
観
光
客
も
楽
し
め
る
観
光
事
業
こ
そ
が
、住
む
人
の
郷
土
愛
の
増
進
に
繋
が
り
、

観
光
客
の
満
足
度
の
ア
ッ
プ
に
な
る
。

3

〜
滋
賀
県
・
近
江
八
幡
〜

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
苦
悩
す
る
国
際
観
光
都
市

伝
統
的
な
市
民
力
に
頼
り
切
る
の
で
は
な
く
、

計
画
が
適
切
な
観
光
市
場
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。

2

観
光
に
よ
る
地
域
への
負
の
影
響
に

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か

地
域
は
観
光
を
通
じ
て
負
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
正
の
影
響
も
受
け
て
お
り
、

前
者
だ
け
を
あ
る
立
場
か
ら
切
り
出
し
て
取
り
上
げ
る
だ
け
で
は
、本
当
の
解
決
に
至
ら
な
い
。

1第
13
回 

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
開
催

世
界
を
魅
了
す
る
飛
騨
高
山
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

Guest speaker…

高
山
市
東
京
事
務
所
所
長
代
理 

江
尻
英
夫

│
独
自
の
取
り
組
み「
戦
略
派
遣
」の
展
開
│

第
14
回 

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
開
催

観
光
都
市
ロ
ン
ド
ン
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ど
う
捉
え
た
か

第
28
回 

旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催 Guest speaker…

山
嵜
一
也
建
築
設
計
事
務
所
代
表 

山
嵜
一
也

│
建
築
空
間
・
公
共
空
間
・
景
観
を
観
光
レ
ガ
シ
ー
へ
│

活
動
報
告

P

60
P

64
P

68

レ
ポ
ー
ト
：
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

泉 

佳
奈

レ
ポ
ー
ト
：
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織

レ
ポ
ー
ト
：
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織

 No.
26

P

1
P

47
P

52
P

72
P

75
P

42
P

30
P

25
P

20
P

15
P

8
P

4
P

35
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特
集観

光
客
急
増
で
問
わ
れ
る
地
域
の〝
意
思
〞

巻
頭
言

観
光
は
終
の
栖
の
内
覧
会
│
死
に
甲
斐
の
あ
る
終
の
栖
の
ま
ち
づ
く
り
│

観
光
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
先
立
ち
必
要
と
な
る
計
画
管
理

市
民
と
観
光
客
、両
者
の
満
足
に
繋
が
る
ま
ち
の
成
熟
度
を
高
め
る
た
め
に
、

よ
り
住
民
を
意
識
し
た
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、今
は
ま
だ
一
部
の
地
域
に
留
ま
っ
て
い
る
。し
か
し
、そ
の
現
状
を
知
り
、

事
前
に
察
知
す
る
視
点
や
備
え
る
意
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
は
必
要
だ
。

視座
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客
急
増
で
問
わ
れ
る

地
域
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思
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6

〜
鎌
倉
市
観
光
基
本
計
画
〜

居
住
地
で
の
観
光
を
許
容
制
限
す
る
対
応

地
域
が
観
光
を
統
制
で
き
る
規
模
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

方
向
性
や
対
策
を
決
め
る
際
の
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

7

〜
韓
国
ソ
ウ
ル・
北
村
韓
屋
村
〜

世
界
の
人
々
の
夢
と
憧
れ
の
街
へ

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
し
て
も
、そ
れ
は
、お
そ
ら
く
変
化
の
一
部
な
の
だ
。

5

〜
東
京
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・
銀
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の
取
り
組
み
〜

生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
視
点
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環
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変
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観
光
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ラ
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ぞ
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立
場
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っ
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考
え
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あ
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だ
ろ
う
。

4

〜
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0
0
0
年
代
以
降
の
生
活
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観
光
地
・
由
布
院
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
〜

地
域
ら
し
さ
と
町
の
品
格
に
相
応
し
い
観
光
振
興
の
あ
り
方
と
は

市
民
も
観
光
客
も
楽
し
め
る
観
光
事
業
こ
そ
が
、住
む
人
の
郷
土
愛
の
増
進
に
繋
が
り
、

観
光
客
の
満
足
度
の
ア
ッ
プ
に
な
る
。

3

〜
滋
賀
県
・
近
江
八
幡
〜

オ
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バ
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ツ
ー
リ
ズ
ム
に
苦
悩
す
る
国
際
観
光
都
市

伝
統
的
な
市
民
力
に
頼
り
切
る
の
で
は
な
く
、

計
画
が
適
切
な
観
光
市
場
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。

2

観
光
に
よ
る
地
域
への
負
の
影
響
に

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か

地
域
は
観
光
を
通
じ
て
負
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
正
の
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受
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お
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、
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け
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か
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取
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。
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│
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催
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観
光
産
業
は
裾
野
が
広
く
地
域
経
済
に

お
い
て
非
常
に
重
要
な
産
業
で
あ
り
、
世

界
規
模
で
成
長
し
て
い
る
産
業
の
一
つ
で
あ

る
。
人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
我
が
国
に

お
い
て
は
、
外
国
人
旅
行
者
の
来
訪
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
へ
の
期
待
は
高
く
、
政

府
は
「
明
日
の
日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
お
い
て
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を

２
０
２
０
年
に
４
０
０
０
万
人
、
２
０
３
０

年
に
６
０
０
０
万
人
を
目
指
す
と
し
て
い
る

（
図
1
）。

特
集

1

　

他
方
、
世
界
的
規
模
で
旅
行
者
が
急
増
す

る
中
、一
部
の
地
域
で
は
、
地
域
住
民
の
許
容

範
囲
を
超
え
て
観
光
客
が
来
訪
す
る
こ
と
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

変
化
に
よ
っ
て
、
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
な

ど
、
観
光
の
負
の
影
響
が
顕
在
化
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
は
、
こ
う

し
た
現
象
を
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

呼
び
、
そ
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

旅
行
者
の
来
訪
に
よ
る
負
の
影
響
（
問
題
）

は
以
前
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
今
に
始
ま
っ

た
こ
と
で
は
な
い
が
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
国
際
観
光
客
到

着
数
が
２
０
３
０
年
に
は
18
億
人
に
達
す
る

観
光
に
よ
る

地
域
へ
の
負
の
影
響
に

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か

観
光
地
域
研
究
部　

主
任
研
究
員　

後
藤 

健
太
郎

図●訪日外国人旅行者数の推移と政府の目標1

１ 

世
界
的
規
模
で
拡
大
す
る

　

 

観
光
客
と
そ
の
影
響

出典：日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」「明日の日本を支える観光ビジョン」
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特集
観光客急増で問われる地域の“意思”
　観光による地域への負の影響にどう向き合うべきか1

第240号 January 2019

と
予
測
さ
れ
て
お
り
、
同
種
の
問

題
が
よ
り
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
国
内

に
お
い
て
は
、
近
年
の
外
国
人
旅

行
者
数
急
増
を
背
景
に
、
京
都
や

鎌
倉
な
ど
に
お
い
て
各
種
問
題

が
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
、
そ
の

対
策
は
急
務
で
あ
る
。

　

国
連
で
は
、
２
０
１
７
年
を

「
開
発
の
た
め
の
持
続
可
能
な
観

光
の
国
際
年
」
と
定
め
、
観
光
を

世
界
的
規
模
で
取
り
組
む
べ
き

重
要
課
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の
役

割
に
対
す
る
共
通
認
識
の
醸
成

を
図
っ
て
い
る
。

　

国
内
に
お
い
て
も
、
２
０
１
７

年
度
（
平
成
29
年
度
）
に
国
土
交

通
省 

国
土
交
通
政
策
研
究
所
が

「
持
続
可
能
な
観
光
政
策
の
あ
り

方
に
関
す
る
調
査
研
究
」
を
実

施（
表
1
）。
ま
た
、
観
光
庁
は
国

連
と
同
テ
ー
マ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
。
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）

６
月
18
日
に
は
、「
持
続
可
能
な

観
光
推
進
本
部
」
を
同
庁
内
に
設

置
し
た
。
そ
こ
で
は
、
外
国
人
観

光
旅
客
の
集
中
に
よ
る
観
光
地

域
の
混
雑
、
外
国
人
観
光
旅
客
の

増
加
に
よ
る
住
民
の
生
活
環
境
の
変
化
、
外

国
人
観
光
旅
客
の
マ
ナ
ー
が
課
題
の
例
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
が
観
光
立
国
を

目
指
す
上
で
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で

あ
ろ
う
。

❶「
観
光
公
害
」「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」の
使
用

　

同
問
題
は
、現
在
進
行
形
の
問
題
で
あ
り
、

各
地
の
状
況
と
そ
の
対
応
も
時
間
と
と
も
に

変
化
・
進
展
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、

引
き
続
き
各
地
に
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が

あ
る
が
、
本
号
で
は
、
現
在
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
が
発
生
し
て
い
る
と
さ
れ
る
地
域

に
加
え
て
、
観
光
客
の
量
的
拡
大
や
生
活
と

観
光
と
い
う
視
点
か
ら
、
長
年
地
域
で
議
論

を
積
み
重
ね
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
き
た

各
地
の
事
例
報
告
な
ど
を
通
じ
て
、
ど
う
対

応
す
べ
き
か
だ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
こ

う
し
た
問
題
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
向
き
合

う
べ
き
か
も
含
め
て
考
え
て
み
た
い
。

　

と
い
う
の
は
、
地
域
は
観
光
を
通
じ
て
負

の
影
響
だ
け
で
は
な
く
正
の
影
響
も
受
け
て

お
り
、
前
者
だ
け
を
あ
る
立
場
か
ら
切
り
出

し
て
取
り
上
げ
る
だ
け
で
は
、
本
当
の
解
決

に
至
ら
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

「
観
光
公
害
」「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が

発
生
し
て
い
る
地
域
と
し
て
市
場
に
認
識
さ

れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
同
問
題
の

情
報
発
信
が
、
観
光
地
に
果
た
し
て
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
。
安
易
な
使
用
や

多
用
は
避
け
た
い
と
思
い
つ
つ
も
、
誰
も
取

り
上
げ
な
け
れ
ば
、
社
会
全
体
の
認
識
も
変

わ
ら
な
い
。

❷
こ
れ
ま
で
の
負
の
側
面
へ
の
対
応

　

我
が
国
で
は
、「
観
光
公
害
」
と
い
う
用
語

が
１
９
６
０
年
代
に
は
使
用
さ
れ
て
お
り
、

近
年
で
は
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
同

種
の
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
る
。「
観
光
公
害
」
の
定
義
な
ど
に

関
し
て
は
、
小
池
（
１
９
６
６
、１
９
７
９
）

や
天
野
（
２
０
１
６
）
の
研
究
が
あ
り
、
今

後
は
こ
う
し
た
国
内
で
の
研
究
成
果
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
世
界
の
観
光
地
に
も
貢
献
で

き
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　

な
お
、「
観
光
公
害
」
や
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
い
う
用
語
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
、

観
光
に
よ
る
負
の
影
響
は
発
生
し
て
お
り
、

先
の
用
語
の
使
用
の
有
無
、
そ
の
定
義
に
こ

こ
で
は
と
ら
わ
れ
ず
、
我
が
国
の
大
き
な
流

　

 

負
の
側
面
へ
の

２ 

向
き
合
い
方
、扱
い
方
の

　

 

難
し
さ

出典：「持続可能な観光政策のあり方に関する調査研究 」2018年4月 国土交通省 国土交通政策研究所

第1章 調査研究の概要 （第1節 背景と目的／第2節 調査フロー）

第2章 持続可能な観光に関する先
行研究等

（第1節 持続可能な観光の概念／第2節 STI関連文献／
第3節 その他文献／第4節 まとめ）

第3章 我が国における持続可能な
観光に係る動向

（第1節 訪日外国人観光客増加に伴う問題事例／第2節 
自治体における観光関連計画／第3節 DMO における観
光関連計画）

第4章 我が国における持続可能な
観光に向けた課題分析 （第1節 全般論／第2節 個別論）

第5章 海外事例調査 （第1節 文献調査／第2節 海外ヒアリング調査／第3節 
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の
発
生
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
マ

イ
カ
ー
の
急
増
で
交
通
渋
滞
な
ど
が
発
生
し

住
環
境
が
悪
化
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
各

地
で
起
こ
っ
た
反
対
運
動
や
地
域
に
よ
る
独

自
ル
ー
ル
の
設
定
な
ど
を
背
景
に
、
文
化
財

や
自
然
環
境
の
保
護
、
管
理
が
強
化
さ
れ
た
。

た
だ
、
そ
の
背
景
に
は
、
道
路
の
建
設
、
住
宅

地
開
発
な
ど
か
ら
資
源
や
環
境
を
守
る
こ
と

が
あ
り
、「
観
光
公
害
」
だ
け
が
そ
の
直
接
的

な
背
景
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

各
地
の
動
き
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
京
都

市
で
は
、
住
民
に
よ
る
公
害
対
策
推
進
会
の

設
置
と
関
係
行
政
機
関
へ
の
要
望（
注
２
）、

「
マ
イ
カ
ー
観
光
拒
否
宣
言
」（
１
９
７
３
年
）

（
注
３
）、
京
都
市
に
よ
る
観
光
公
害
に
対
す

る
調
査（
注
２
）、
そ
れ
に
伴
う
対
応
策
な
ど

が
行
わ
れ
た（
注
４
）。
ま
た
、
調
査
対
象
地

区
の
一
つ
で
あ
っ
た
西
芳
寺
（
苔
寺
）
で
は
、

１
９
７
７
年
（
昭
和
52
年
）
に
一
般
拝
観
が
中

止
さ
れ
、
事
前
申
し
込
み
（
往
復
は
が
き
）へ

と
変
更
が
な
さ
れ
る
な
ど
し
た
。
こ
う
し
た

動
き
の
一
部
は
、
当
時
の
『
観
光
白
書
』
で
も

報
告
さ
れ
て
い
る（
注
５
）。
低
開
発
地
域
の

観
光
開
発
や
施
設
整
備
に
よ
り
、
供
給
量
を

拡
大
す
る
対
応
も
行
わ
れ
た
。

［
リ
ゾ
ー
ト
開
発
期
］　

全
国
各
地
で
、
海
浜

リ
ゾ
ー
ト
や
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
ゴ
ル
フ
リ

ゾ
ー
ト
、
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
開

発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
１
９
８
７
年
（
昭
和

62
年
）
に
は
、
総
合
保
養
地
域
整
備
法
が
制

定
。
高
度
経
済
成
長
が
ひ
と
段
落
し
た
後
の

地
方
振
興
策
と
し
て
リ
ゾ
ー
ト
が
期
待
さ
れ

た
。
し
か
し
、
環
境
・
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
面
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た
。
投
機

目
的
の
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
問
題

も
発
生
し
た
。一
部
の
地
域
で
は
「
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
制
定
し
、
対
応
を
図
っ
た
。
そ
う

し
た
中
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
、
民
間
資
本
の

開
発
意
欲
が
急
減
。
開
発
予
定
地
や
廃
業
施

設
な
ど
の
問
題
と
し
て
形
を
変
え
て
影
響
が

残
っ
た
。

［
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
拡
大
期
］　

訪
日
外
国
人

観
光
客
の
急
増
に
よ
り
急
激
に
客
層
が
変

化
し
た
こ
と
で
、
観
光
客
の
関
心
の
広
が
り
、

観
光
行
動
の
違
い
に
よ
る
問
題
、
訪
日
外
国

人
需
要
の
獲
得
を
狙
っ
た
観
光
産
業
へ
の
参

入
や
地
域
外
資
本
の
参
入
な
ど
が
増
加
。
問

題
現
象
自
体
は
過
去
に
も
確
認
さ
れ
る
が
、

そ
の
背
景
に
あ
る
仕
組
み
や
文
化
、
商
習
慣 1966年（昭和41年）版『観光白書』

れ
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
以
下
、
極
め
て

断
片
的
か
つ
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い

が
、
負
の
側
面
の
う
ち
、
今
後
の
観
光
を
考

え
る
に
お
い
て
参
考
と
な
る
４
つ
の
局
面
に

絞
っ
て
紹
介
す
る
。

［
戦
前
］　

鉄
道
敷
設
に
よ
り
全
国
に
観
光

客
の
移
動
が
広
が
る
中
で
、
観
光
客
の
行
動

な
ど
が
問
題
と
も
な
っ
て
い
た
。
３
代
目
国

際
観
光
局
長
で
あ
る
田で

ん

誠ま
こ
と

氏
は
１
９
３
６
年

（
昭
和
11
年
）
に
「
淸せ

い

淨じ
ょ
う

地
區
」
の
設
定
を
提

唱
し
て
い
る（
注
１
）。
当
時
、
遊
覧
地
や
景

勝
地
に
お
い
て
不
知
不
識
の
う
ち
に
美
観
を

損
す
る
行
為
や
汚
損
す
る
行
為
が
見
受
け

ら
れ
た
た
め
、一
定
の
限
ら
れ
た
地
区
を
指

定
し
、
行
為
抑
制
を
通
じ
て
善
良
な
風
習
を

馴じ
ゅ
ん

致ち

す
る
方
法
を
講
じ
て
は
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
提
唱
者
自
身
が
法
規
に
よ
る
解
決
を

一
義
的
な
方
法
と
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
戦

争
に
突
入
し
、
観
光
自
体
が
控
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
っ
た
。

［
高
度
成
長
期
］　

国
民
の
所
得
も
上
が
り
旅

行
需
要
が
拡
大
す
る
中
で
、
観
光
に
よ
る
弊

害
が
顕
在
化
し
て
く
る
。
観
光
客
に
よ
る
地

域
資
源
の
損
壊
や
観
光
事
業
者
な
ど
の
開
発

に
よ
る
環
境
・
歴
史
的
風
土
の
破
壊
、
特
定

観
光
地
で
の
過
剰
利
用
・
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス

1964年（昭和39年）版『観光白書』
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な
ど
の
違
い
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
従
来
と

は
異
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
世
界
各
地
で

問
題
が
同
時
に
発
生
し
て
い
る
こ
と（
注
６
）

が
こ
れ
ま
で
の
違
い
と
言
え
よ
う
。

　

我
が
国
で
は
、
観
光
の
負
の
側
面
を
早
く

に
認
識
し
対
応
策
も
講
じ
て
き
て
は
い
る
。

一
方
で
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
問
題

の
発
生
源
自
体
が
大
き
く
変
化
し
て
し
ま
っ

た
状
況
も
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
は

住
環
境
そ
の
も
の
の
整
備
な
ど
が
優
先
さ
れ

た
時
代
で
も
あ
り
、
経
済
成
長
を
支
え
る
他

の
産
業
も
あ
っ
た
た
め
、
現
在
の
よ
う
に
社

会
に
お
け
る
観
光
の
位
置
づ
け
が
高
い
時
代

で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同
問

題
を
継
続
的
に
扱
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
、
我
が
国
で
は
、
２
０
０
３
年
（
平

成
15
年
）
に
「
観
光
立
国
宣
言
」
が
あ
り
、

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
に
は
観
光
庁
が

設
置
さ
れ
、
観
光
の
重
要
性
は
社
会
的
に
も

認
識
さ
れ
期
待
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
見
る
と
、
観
光
の
重
要
性
を
認
識
し

観
光
の
負
の
側
面
に
〝
正
面
か
ら
〟
向
き
合

う
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
負
の
影
響
だ
け
で
は
な
く
正
負
の
影
響

を
考
慮
し
な
が
ら
、
よ
り
総
合
的
・
統
合
的

な
視
点
で
我
が
国
の
地
域
が
観
光
振
興
や
観

光
地
の
管
理
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

を
活
か
し
て
本
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
今

後
は
必
要
で
あ
る
。

　

各
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
現
場
レ
ベ
ル
で

の
具
体
的
な
対
応
策
は
一
度
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
、
２
０
０
０
年

代
以
降
に
我
が
国
の

観
光
地
域
が
取
り
組

ん
で
き
た
住
民
参
加

や
合
意
形
成
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
観
光
推

進
体
制
・
組
織
の
強

化
、
デ
ー
タ
取
得
と

指
標
に
よ
る
管
理
、

観
光
財
源
に
関
す
る

取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
る
。
引
き
続
き

量
の
観
光
か
ら
質
の
観
光
へ
の
転
換
を
意
識

し
つ
つ
、
地
域
自
身
が
自
ら
判
断
、
決
断
し

て
い
け
る
か
、
総
合
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

る
か
、
観
光
地
と
計
画
を
管
理
し
て
い
け
る

か
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
ご
と
う　

け
ん
た
ろ
う
）

︵
注
１
）	

田
誠
（
１
９
３
６
）：「
淸
淨
地
區
の
設
定
に
就
て
」

『
都
市
美
復
刻
版
』
不
二
出
版
、p. 

11

（
注
２
）	

京
都
市
公
害
対
策
室
（
１
９
７
５
）：「
第
４
節 

観

光
地
に
お
け
る
公
害
の
状
況
」『
公
害
の
現
状
と
対

策 

昭
和
48
年
度
』

（
注
３
）	

京
都
市
市
政
史
編
纂
委
員
会
編
、京
都
市（
２
０
１
２
）：

『
京
都
市
政
史 

第
２
巻
（
市
政
の
展
開
）

（
注
４
）	

市
電
・
バ
ス
の
一
日
定
期
券
の
発
行
、
散
策
路
の
設

置
、
歩
道
の
整
備
な
ど
。

（
注
５
）	

１
９
６
４
年
版
の
『
観
光
白
書
』（
総
理
府
）
で
は
、

観
光
に
よ
る
負
の
側
面
に
関
す
る
言
及
が
確
認
で

き
る
。
そ
の
後
、
何
十
年
と
続
く
「
観
光
週
間
（
観

光
道
徳
の
高
揚
と
観
光
資
源
の
保
護
週
間
）」
は
、

観
光
に
関
す
る
正
し
い
観
念
の
普
及
と
観
光
資
源

保
全
に
つ
い
て
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
閣
議
了
解
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
。１
９
６
６
年
版
の『
観
光
白
書
』

で
は
、
観
光
資
源
破
壊
の
要
因
を
、
１
）
観
光
開
発

に
伴
う
も
ろ
も
ろ
の
措
置
、
２
）
観
光
以
外
の
目
的

か
ら
す
る
公
共
投
資
、
民
間
投
資
、
３
）
観
光
客
自

体
か
ら
の
観
光
資
源
損
壊
の
動
き
、
の
３
つ
に
整

理
し
て
い
る
。

（
注
６
）	『
国
際
観
光
情
報
』第
２
７
４
号（
１
９
９
２
）で
は
、

「
海
外
及
び
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
環
境
と
調

査
し
た
観
光
）
の
現
状
」
が
特
集
と
し
て
組
ま
れ
、

イ
タ
リ
ア
の
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
当
時
イ

タ
リ
ア
で
は
観
光
客
を
歓
迎
し
な
い
動
き
が
起
こ

っ
て
お
り
、
ロ
ー
マ
、
ベ
ネ
チ
ア
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

カ
プ
リ
島
な
ど
で
の
反
観
光
運
動
の
動
き
と
各
地

で
の
対
応
策
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
限
ら

ず
他
国
の
一
部
で
も
観
光
に
よ
る
負
の
影
響
は
既

に
顕
在
化
し
て
い
る
状
況
に
は
あ
っ
た
。

『観光文化』238号　2018年7月『観光文化』216号　2013年1月

『国際観光情報』第274号（1992年）
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観
光
が
地
域
・
都
市
を
支
え
る
重
要
な
産

業
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
輸
送
費
の

低
コ
ス
ト
化
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
普
及
、
ビ
ザ
の
緩
和

等
を
含
む
旅
行
の
円
滑
化
、
特
に
発
展
途
上

国
で
拡
大
す
る
中
間
層
等
の
状
況
が
観
光
産

業
の
成
長
を
後
押
し
し
た
。
世
界
の
海
外
旅 　

行
者
数
は
１
９
５
０
年
の
２
５
０
０
万
人
か

ら
２
０
１
７
年
に
は
13
億
人
を
超
え
る
ま
で

に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
近
年
世
界
的
に

急
速
に
成
長
を
遂
げ
て
い
る
観
光
産
業
は
、

２
０
１
７
年
に
は
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
10
％

を
占
め
、
全
雇
用
の
約
10
％
を
生
み
出
し
て

い
る
［W

T
T
C
, 2018

］。
こ
の
10
年
に
限
っ

て
み
れ
ば
、全
世
界
の
雇
用
の
20
％
が
観
光
・

レ
ジ
ャ
ー
分
野
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

特
集

2

こ
の
先
も
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、
観
光
分
野
は

２
０
３
０
年
ま
で
年
率
約
３
・
３
％
の
成
長

が
見
込
ま
れ
て
い
る
［U

N
W

T
O
, 2017

］。

　

観
光
産
業
が
堅
調
な
成
長
を
見
せ
る
な

か
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
観
光
都
市
で
あ

る
京
都
に
お
い
て
、
行
き
過
ぎ
た
観
光
地
化

（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
の
問
題
が
近
年
注

目
を
集
め
つ
つ
あ
る（
注
）。
わ
が
国
で
は
、

京
都
を
除
け
ば
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
依

然
と
し
て
顕
在
化
し
て
い
な
い
も
の
の
、
欧

州
都
市
で
は
こ
の
10
年
あ
ま
り
観
光
の
過

熱
が
引
き
起
こ
す
社
会
的
不
満
が
顕
著
で

あ
り
、
し
ば
し
ば
市
民
レ
ベ
ル
で
の
大
規
模

な
デ
モ
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
。
反
観
光
の

動
き
を
ス
ペ
イ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
は
観
光
客
恐

怖
症
［tu

rism
ofobia

］
と
名
付
け
る
な
ど
、

各
種
ア
ク
タ
ー
が
協
働
し
て
一
刻
も
早
く
解

決
策
を
模
索
す
べ
き
社
会
問
題
と
し
て
認
知

さ
れ
て
い
る
。
世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ

Ｏ
）
も
昨
年
の
10
月
に
欧
州
都
市
（
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
ベ
ル
リ
ン
、
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
リ
ス
ボ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ザ

ル
ツ
ブ
ル
ク
、
タ
リ
ン
）
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
当
座
の
解
決
方
策
に

つ
い
て
ま
と
め
た
報
告
書
を
出
版
し
た
ば
か

り
だ
［U

N
W

T
O
, 2018

］。

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
言
葉
が
い
つ

登
場
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
一
説
に

は
旅
行
情
報
メ
デ
ィ
アS

kift

に
掲
載
さ
れ

た
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
と
さ
れ
る
［U

N
W

T
O
, 

op.cit.

］。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
登
場
以

前
も
、「
空
間
的
・
経
済
的
・
社
会
文
化
的

環
境
を
悪
い
方
向
に
変
質
さ
せ
た
り
、
訪
問

者
の
満
足
度
を
大
幅
に
減
じ
た
り
す
る
観
光

地
の
収
容
力
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
が
あ
り
得

る
」
と
い
う
議
論
は
な
さ
れ
て
き
た
。
現
段

階
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
観
光
公
害

と
訳
さ
れ
た
り
、
論
者
に
よ
っ
て
意
味
合
い

が
や
や
変
動
し
た
り
す
る
バ
ズ
ワ
ー
ド
で
あ

る
が
、
本
稿
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

「
市
民
生
活
の
質
お
よ
び
（
あ
る
い
は
）
訪
問

客
の
体
験
の
質
に
過
度
に
負
の
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
観
光
の
あ
り
よ
う
」
と
定
義
す
る
。

観
光
客
・
地
域
住
民
の
双
方
が
観
光
の
進
展

に
何
ら
か
の
不
満
を
抱
く
よ
う
な
状
況
こ
そ

が
、
古
く
て
新
し
い
政
策
課
題
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

　

行
き
過
ぎ
た
観
光
地
化
が
地
区
に
も
た
ら

す
弊
害
は
、
１
９
６
０
年
代
中
頃
か
ら
指
摘

さ
れ
て
お
り
（A

tkinson
 et.al, 2008

）、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
苦
悩
す
る

国
際
観
光
都
市

龍
谷
大
学　

政
策
学
部
政
策
学
科　

教
授　

阿
部 

大
輔

１ 

急
成
長
を
続
け
る

　

 

観
光
市
場

２ 

観
光
が

　

 

社
会
問
題
と
な
る
と
き

３ 

観
光
が
地
域
に
も
た
ら
す

　

 

弊
害
の
現
代
的
側
面
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観
光
地
化
と
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
を

問
う
問
題
設
定
自
体
は
新
し
い
も
の
で
は
な

い
。
あ
る
特
定
の
場
所
に
観
光
客
が
集
中
す

る
こ
と
に
よ
る
環
境
負
荷
の
増
大
が
も
た
ら

す
環
境
破
壊
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
の
悪
化
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
交
通
渋
滞
等
は
、

比
較
的
古
典
的
な
問
題
で
も
あ
る
。

　

で
は
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
で
確
認
さ

れ
て
い
る
観
光
が
も
た
ら
す
新
た
な
問
題

は
、
古
典
的
な
そ
れ
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る

の
だ
ろ
う
か
？　

そ
の
現
代
的
側
面
を
以
下

に
整
理
す
る
（
阿
部
，
２
０
１
８
）。

　

第
一
に
、
内
需
の
大
幅
な
拡
大
が
期
待
で

き
な
い
現
在
、
都
市
へ
の
投
資
を
促
進
す
る

有
効
な
産
業
と
し
て
観
光
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
本
稿
で
見
る
よ
う
に
、
観
光
都
市

に
お
け
る
過
剰
な
観
光
客
の
集
中
は
、
必
ず

し
も
地
域
の
文
脈
を
踏
ま
え
た
わ
け
で
は
な

い
投
機
的
な
宿
泊
施
設
の
急
増
を
惹
起
し
て

い
る
。
脱
工
業
化
の
現
在
、
多
く
の
都
市
が

次
世
代
を
担
う
産
業
（
例
え
ば
Ｉ
Ｔ
産
業
や

創
造
産
業
等
）
の
育
成
に
苦
戦
し
て
い
る
現

状
も
、
観
光
の
産
業
と
し
て
の
可
能
性
に
さ

ら
な
る
期
待
を
寄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を

生
み
出
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
ツ
ー
リ
ス
ト
の
嗜
好
が
多
様
化

し
た
結
果
、
何
気
な
い
界
隈
が
観
光
や
宿
泊

の
対
象
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
が
掲
げ
る
「
暮
ら
す
よ

う
に
旅
し
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
地
の
生
活
を
疑
似
体

験
で
き
る
よ
う
な
観
光
ス
タ
イ
ル
が
人
気
を

集
め
て
い
る
。
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
に
代
表
さ
れ

る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
浸
透
も
、

こ
う
し
た
流
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

第
三
に
、
都
市
再
生
政
策
と
観
光
の
活
用

が
不
可
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
生

産
年
齢
の
人
口
が
減
少
す
れ
ば
、
内
需
は
減

少
の
一
途
を
た
ど
る
た
め
、
経
済
活
力
の
維

持
の
た
め
に
は
外
需
を
呼
び
込
む
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
、
そ
の
た

め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
全
国
各
地
で
多

様
な
展
開
を
み
せ
る
ま
ち
づ
く
り
も
、
地
域

へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
醸
成
お
よ
び
経

済
効
果
へ
の
期
待
か
ら
、
観
光
を
軸
と
す
る

取
り
組
み
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て

久
し
い
。

４ 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
（
２
０
１
７
年
段
階
の
人

口
約
26
・
１
万
人
）
に
と
っ
て
観
光
は
伝
統

的
に
重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
も
の
の
、
市
民

を
巻
き
込
ん
だ
都
市
政
策
の
中
心
的
命
題
と

し
て
脚
光
を
浴
び
る
の
は
１
９
９
０
年
代
に

入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
［M

ilano, 2018

］。

２
０
１
２
年
に
公
開
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
》

は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
旧
市
街
に
お
け
る
行
き

過
ぎ
た
観
光
地
化
が
住
民
の
流
出
と
そ
れ
に

並
走
す
る
界
隈
の
社
会
構
造
の
消
失
を
描
写

し
て
い
る
。
こ
の
映
像
が
示
す
よ
う
に
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況

は
、
世
界
遺
産
で
も
あ
る
旧
市
街
の
継
続
的

な
人
口
減
少
と
、
そ
の
旧
市
街
の

規
模
を
は
る
か
に
超
え
た
観
光

客
の
来
訪
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら

れ
る
。

　

戦
前
期
に
最
大
約
18
万
人

を
数
え
た
旧
市
街
の
人
口
は

１
９
９
０
年
に
は
８
万
人
を
割

り
込
み
、
そ
の
後
も
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
現
在
は
約
５
・
５
万

人
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

２
０
０
０
年
か
ら
の
十
数
年
で
人

口
を
さ
ら
に
約
１
万
人
減
じ
て
お

り
、
観
光
客
の
着
実
か
つ
近
年
の

急
激
な
増
加
と
、
旧
市
街
の
人
口

減
少
が
同
時
に
進
行
し
て
い
る
様

子
が
見
て
取
れ
る
。

　

２
０
０
３
年
に
約
６
２
１
万
人

だ
っ
た
宿
泊
客
数
は
、
２
０
１
５

年
に
は
約
１
０
１
８
万
人
に
ま
で

増
加
し
て
い
る
（
図
１
）。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を

訪
れ
る
の
は
宿
泊
客
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の

数
に
日
帰
り
客
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
客
が
加
わ

る
。
１
９
９
７
年
に
は
約
30
万
人
だ
っ
た
ク

ル
ー
ズ
観
光
客
は
、
２
０
１
５
年
に
は
５
倍

以
上
の
約
１
５
８
万
人
に
ま
で
増
加
し
て
い

る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
の
２
０
１
５
年
の
推

計
で
は
、
約
３
４
１
８
万
人
の
日
帰
り
客
が

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
都
市
圏
を
訪
れ
て
い
る
。

出典：Milano,2018

図●ヴェネツィアの宿泊者数の推移1
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光
系
店
舗
の
増
殖
に
よ
る
生
活
用
品
店
の
不

足
」「
住
宅
価
格
の
上
昇
」「
ク
ル
ー
ズ
船
」

を
問
題
視
し
様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
デ
モ

を
組
織
。
２
０
１
４
年
設
立
。

《G
enerazione ‘

9
0

》：
旧
市
街
で
生

ま
れ
育
っ
た
１
９
９
０
年
代
生
ま
れ
の
若
者

が
主
導
す
る
団
体
で
、
市
の
政
策
を
観
光
で

は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
目
を
向
け
さ

せ
る
た
め
に
、
様
々
な
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
観
光
の
た
め
の
都
市
で
は
な
く
、

本
土
の
方
に
移
住
し
て
し
ま
っ
た
若
年
層
も

再
び
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
整
備
が
必

要
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
若
者
の
雇
用

創
出
と
「
よ
り
よ
い
観
光
の
定
着
」
を
連
動

さ
せ
る
政
策
を
訴
え
て
い
る
。

《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で

は
な
い
》：
悪
化
し
つ
つ
あ
る
観
光
客
の
マ

ナ
ー
問
題
の
是
正
を
通
し
て
、
旧
市
街
に
相

応
し
い
観
光
ス
タ
イ
ル
を
追
求
す
る
こ
と
を

目
指
す
住
民
組
織
。

政
策
的
対
応

　

観
光
に
つ
い
て
は
、２
０
０
９
年
の
段
階
で

《
観
光
戦
略
調
整
政
策
》（C

oordinam
ento 

delle S
trategie Turistiche

）
が
作
成
さ

れ
、
観
光
の
発
展
を
都
市
の
再
生
と
接
続
さ

せ
よ
う
と
す
る
政
策
の
展
開
を
試
み
て
い

る
。
近
年
急
増
し
た
日
帰
り
観
光
客
が
観
光

（E
l
P

a
ís

紙
、20

0
8
/7

/1
2

やA
v
u
i

紙

2
0
0
8
/9

/27

）、「
も
う
観
光
客
は
た
く
さ
ん

だ
」（L

a
V
an

guard
ia

紙
、2008

/11/6

）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
や
や
過
激
な
文
言
が
紙

上
を
賑
わ
し
た
。
２
０
１
３
年
頃
か
ら
観
光

に
対
す
る
市
民
レ
ベ
ル
で
の
反
対
運
動
が
散

見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
２
０
１
４
年
に
公

開
さ
れ
た
《B

ye B
ye B

arcelona

》
は
、

旧
市
街
の
一
部
や
サ
グ
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
や

グ
エ
ル
公
園
の
周
辺
エ
リ
ア
等
に
お
け
る
観

光
の
過
熱
が
界
隈
に
も
た
ら
す
負
の
影
響
に

つ
い
て
克
明
に
記
録
し
た
興
味
深
い
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。
軋
轢
が
顕
在
化
し
た

当
初
は
、
外
国
人
の
若
者
ら
が
昼
間
か
ら
公

共
空
間
で
泥
酔
し
夜
中
ま
で
騒
ぐ
と
い
っ
た

マ
ナ
ー
が
問
題
視
さ
れ
た
が
（「
酔
い
ど
れ
観

光
」
と
呼
ば
れ
た
）、
そ
の
後
、
民
泊
急
増
な

ど
で
市
民
生
活
が
住
宅
確
保
な
ど
の
面
で
脅

か
さ
れ
る
影
響
に
論
点
が
移
っ
て
き
て
い
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
始
前
の
１
９
９
０
年
の

宿
泊
客
数
は
１
７
３
万
人
、
２
０
０
０
年
に

３
１
４
万
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
２
０
１
０

年
に
は
７
１
３
万
人
と
20
年
間
で
４
倍
強

に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
微
増
傾
向
を

続
け
る
が
、
２
０
１
５
年
に
は
８
３
０
万
人
、

２
０
１
６
年
に
は
９
０
６
万
人
に
ま
で
増
加

し
て
い
る（
図
２
）。

　

観
光
客
の
増
加
は
、
当
然
な
が
ら
宿
泊

の
質
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
観
光

客
急
増
の
裏
で
旧
市
街
か
ら
人
口
の
流
出
が

著
し
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
都
市
計
画
と
し
て
、

建
築
類
型
の
保
存
、
公
共
空
間
の
再
整
備
に

次
い
で
、
居
住
・
教
育
・
福
祉
用
途
の
確
保

を
図
っ
て
い
る
。
住
宅
問
題
、
福
祉
問
題
と

し
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
課
題
に
切
り

込
も
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
。

　

一
方
、
様
々
な
ソ
フ
ト
的
な
対
策
も
打
た

れ
て
い
る
。
観
光
マ
ナ
ー
の
向
上
を
訴
え
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
加
え
、
２
０
１
７
年
４
月

に
は
旧
市
街
全
域
へ
の
観
光
客
の
分
散
化
、

警
察
の
増
員
、
混
雑
が
深
刻
な
場
所
に
お
け

る
住
民
やV

enezia U
n
ica

カ
ー
ド
（
ヴ
ァ

ポ
レ
ッ
ト
券
や
各
種
文
化
施
設
の
入
場
券
を

一
括
し
て
取
り
扱
う
サ
ー
ビ
ス
）
利
用
者
と

そ
の
他
の
観
光
客
の
動
線
を
分
離
す
る
柵
の

設
置
、
宿
泊
施
設
の
規
制
、
旧
市
街
へ
の
観

光
客
数
の
上
限
設
定
等
の
新
た
な
指
針
が
市

長
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
。

５ 

バ
ル
セ
ロ
ナ

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況

　

ス
ペ
イ
ン
第
二
の
都
市
、
人
口
１
６
０
万

人
を
擁
す
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
観
光

と
地
域
の
関
係
に
疑
念
が
呈
さ
れ
た
の
は

２
０
０
８
年
頃
で
あ
る
。「
観
光
客
恐
怖
症
」

　

不
動
産
の
紹
介
サ
イ
ト
で
あ
るidealista.

it
が
２
０
１
６
年
５
月
に
公
表
し
た
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
不
動
産
価
格

は
４
４
３
２
ユ
ー
ロ
／
㎡
で
あ
り
、３
４
６
０

ユ
ー
ロ
／
㎡
の
ミ
ラ
ノ
、
３
３
８
６
ユ
ー
ロ
／

㎡
の
ロ
ー
マ
を
引
き
離
し
国
内
で
最
も
高
い

都
市
と
な
っ
て
い
る
。
旧
市
街
の
特
に
中
心

部
、
カ
ナ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
沿
い
一
帯
や
サ
ン
・

マ
ル
コ
広
場
周
辺
は
１
・
２
万
〜
２
万
ユ
ー
ロ

／
㎡
と
特
に
不
動
産
価
格
帯
の
高
い
エ
リ
ア

と
な
っ
て
い
る
［M

ilano, 2018

］。
こ
う
し

た
界
隈
に
地
元
住
民
が
住
み
続
け
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
来
家
族
用
の
フ

ラ
ッ
ト
と
し
て
利
用
さ
れ
る
べ
き
不
動
産
が

観
光
事
業
者
に
買
い
占
め
ら
れ
る
こ
と
も
多

い
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
け
る
不
動
産
市
場

の
問
題
は
、
住
宅
価
格
の
上
昇
に
あ
る
と
い

う
よ
り
、
む
し
ろ
地
域
住
民
の
た
め
の
賃
貸

物
件
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

市
民
か
ら
の
反
応

　

観
光
地
化
に
よ
る
界
隈
の
変
質
を
テ
ー
マ

に
す
る
住
民
組
織
は
数
多
く
存
在
す
る
。

《
ク
ル
ー
ズ
船
反
対
委
員
会
：
ラ
グ
ー
ン
は

わ
た
し
た
ち
の
共
有
財
》：
新
た
な
マ
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
あ
る
ク
ル
ー
ズ
船
観
光
に
反
対
す

る
組
織
と
し
て
２
０
１
２
年
に
設
立
。

《G
ruppo 

25
》：「
住
民
の
追
い
出
し
」「
観
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施
設
の
増
加
と
連
動
す
る
。
ホ
テ
ル
数
は

１
９
９
０
年
の
１
１
８
か
ら
２
０
１
０
年

に
は
３
２
８
、２
０
１
６
年
に
は
４
０
８
へ

と
増
加
、
ベ
ッ
ド
数
も
１
９
９
０
年
か
ら

２
０
１
６
年
に
か
け
て
１
万
８
５
６
９
か
ら

６
万
７
６
４
０
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

数
値
に
、
民
泊
が
加
わ
る
の
で
、
相
当
数
の

宿
泊
機
能
が
都
市
内
に
増
殖
し
て
い
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

不
動
産
価
格
も
高
騰
し
て
い
る
。

２
０
１
４
～
２
０
１
７
年
の
3
年
間
で

住
宅
価
格
は
２
９
７
７
ユ
ー
ロ
／
㎡
か
ら

４
０
２
４
ユ
ー
ロ
／
㎡
へ
と
約
35
％
も
上
昇

し
て
い
る
。
住
宅
価
格
の
み
な
ら
ず
賃
貸
市

場
も
同
様
に
高
騰
し
て
お
り
、
特
に
旧
市
街

や
そ
の
外
側
に
広
が
る
拡
張
地
区
、
個
性
的

な
店
舗
が
軒
を
連
ね
る
グ
ラ
シ
ア
と
い
っ
た

地
区
で
の
上
昇
率
が
高
く
、
住
民
の
追
い
出

し
は
日
常
茶
飯
事
の
よ
う
に
生

じ
て
い
る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、

観
光
そ
の
も
の
が
原
因
と
い
う

よ
り
も
、
観
光
の
成
長
が
投
機

的
な
動
き
を
助
長
し
、
結
果
、

地
区
の
変
質
が
進
む
状
況
が
発

生
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、バ

ル
セ
ロ
ナ
市
民
の
観
光
客
に
対

す
る
感
情
も
年
々
悪
化
し
て
い

る
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
市
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
れ
ば
、「
現
在
の
バ

ル
セ
ロ
ナ
に
お
い
て
最
も
深
刻

な
問
題
は
何
か
？
」
と
の
問
い

に
対
し
て
観
光
を
挙
げ
る
市
民

の
割
合
が
２
０
１
３
年
以
降
約

３
％
か
ら
19
％
へ
と
急
増
し
て

い
る
。
ま
た
、「
よ
り
多
く
の
観

光
客
を
呼
び
込
む
べ
き
か
？
」

と
の
問
い
に
対
し
て
71
・
８
％
が
イ
エ
ス
と

答
え
た
２
０
１
２
年
を
境
に
年
々
賛
意
が
減

少
し
て
お
り
、
２
０
１
６
年
に
は
47
・
５
％

に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。「
観
光
客
を
受
入

れ
る
限
度
に
近
づ
い
て
い
る
か
？
」
と
の
問

い
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
人
の
割

合
は
２
０
１
２
年
に
は
25
％
だ
っ
た
の
が
、

２
０
１
６
年
に
は
48
・
９
％
と
お
よ
そ
半
数

の
市
民
が
観
光
を
問
題
視
し
つ
つ
あ
る
現
状

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る（A

juntam
ent 

de
Barcelona

）。

市
民
か
ら
の
反
応

　

２
０
１
５
年
に
設
立
さ
れ
た
《
持
続
可
能

な
観
光
に
向
け
た
住
民
協
議
会
》（
Ａ
Ｂ
Ｔ

Ｓ
）
は
、
無
秩
序
な
観
光
の
進
展
に
抵
抗
す

る
合
計
28
も
の
住
民
組
織
を
束
ね
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
界
隈
へ
不

可
逆
的
な
悪
影
響
を
与
え
る
土
地
投
機
の
圧

力
を
緩
和
し
、
家
賃
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
数
多
く
の
デ
モ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
主
催
し
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
適
切
な
観
光
の
あ
り
方
を
訴
え
て

き
た（
写
真
）。
観
光
客
数
を
界
隈
の
生
活
に

脅
威
を
及
ぼ
さ
な
い
安
定
的
な
レ
ベ
ル
に
ま

で
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
、「
行
政
に
よ
る

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
中
止
」「
バ
ル
セ
ロ

ナ
観
光
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
公
的
資
金
が
投

図●バルセロナにおける宿泊者数の推移2

写真　テーマパーク化する観光資源とオーバーツーリズム反対運動。古くからの市民の台所であるボケリア市場は日がなツーリストで賑わっている（左）。まちなかの観
光案内板に落書きされたアンチ・ツーリズムのメッセージ（中）。ツーリスト・フラット（民泊）に反対する旧市街の住民グループ（右）。

出典：Ajuntament de Barcelone / Diputació de Barcelona / Barcelona Turisme 
Estadístiques de turisme. Barcelona: ciutat i entorn,2017
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入
さ
れ
た
官
民
協
働
事
業
体
）
の
活
動
の
監

視
」「
民
間
事
業
者
へ
の
公
的
資
金
を
用
い

た
補
助
金
、
減
免
措
置
等
の
撤
回
」「
観
光

宿
泊
施
設
抑
制
プ
ラ
ン
（
後
述
）
よ
り
厳
し

い
規
制
措
置
」「
観
光
セ
ク
タ
ー
の
労
働
者

の
労
働
条
件
の
改
善
」
等
の
提
案
を
行
っ
て

い
る
。

政
策
的
対
応

　

２
０
１
７
年
１
月
に
可
決
、
承
認
さ
れ
た

観
光
宿
泊
施
設
抑
制
プ
ラ
ン
（
Ｐ
Ｅ
Ｕ
Ａ
Ｔ
）

に
よ
り
、
具
体
的
な
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

図
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｕ
Ａ
Ｔ
は
計
画
手
法
と
し
て
は
シ

ン
プ
ル
で
、
市
内
を
大
き
く
４
つ
の
ゾ
ー
ン

に
区
切
り
、一
切
の
宿
泊
系
用
途
を
禁
じ
る

ゾ
ー
ン
１
（
旧
市
街
や
拡
張
地
区
の
一
部
、
グ

ラ
シ
ア
旧
市
街
、
ポ
ブ
レ
ノ
ウ
旧
市
街
周
辺

地
区
ｅ
ｔ
ｃ
。
古
く
か
ら
の
生
活
が
根
付
く

歴
史
的
市
街
地
で
あ
り
、
多
く
の
観
光
資
源

が
立
地
す
る
エ
リ
ア
）、
条
件
付
き
認
可
だ
が

原
則
的
に
増
設
は
禁
じ
る
ゾ
ー
ン
２
（
ゾ
ー

ン
１
の
少
し
外
側
の
エ
リ
ア
。
拡
張
地
区
の

一
部
も
含
ま
れ
る
）
と
都
心
部
は
か
な
り
厳

し
い
規
制
を
敷
く
。
今
後
の
宿
泊
施
設
は
相

対
的
に
ホ
テ
ル
数
が
少
な
い
郊
外
部
（
ゾ
ー

ン
３
）や
再
開
発
と
連
動
す
る
エ
リ
ア
（
ゾ
ー

ン
４
）
に
の
み
認
め
て
い
く
と
い
う
方
針
で

あ
る
。
宿
泊
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

図●京都市における旅館業許可施設の推移3

出典：京都市「許可施設数の推移（平成30年2月末現在 速報値）」

図●中京区・下京区・東山区における新規旅館業許可施設の推移4

出典：京都市「許可施設数の推移（平成30年2月末現在 速報値）」

図●簡易宿所立地図（京都）5
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通
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
用
途
の
混
在

を
図
り
、
市
民
の
住
む
権
利
を
保
障
し
、
界

隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活
を
維
持
す
る
と
と

も
に
そ
こ
へ
の
観
光
の
影
響
を
最
小
限
に
留

め
、
持
続
可
能
な
経
済
活
動
の
展
開
を
図
る

と
こ
ろ
に
狙
い
が
あ
る
。

６ 

京
都

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況

　

京
都
市
の
観
光
客
数
は
２
０
１
５
年
に
過

去
最
高
の
５
６
８
４
万
人
を
数
え
、２
０
１
６

年
ま
で
に
３
年
連
続
で
５
５
０
０
万
人
を
記

録
し
た
。
年
間
宿
泊
客
数
も
１
４
１
５
万
人

と
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
る
。
２
０
１
３

年
の
段
階
で
は
１
１
３
万
人
だ
っ
た
外
国
人

宿
泊
客
数
は
２
０
１
５
年
に
３
１
６
万
人

と
初
め
て
３
０
０
万
人
の
大
台
を
突
破
し
、

２
０
１
６
年
は
３
１
８
万
人
と
過
去
最
高
の

数
字
と
な
っ
た
。

　

急
激
な
宿
泊
客
数
の
伸
び
に
対
し
、
市
内

の
客
室
総
数
は
こ
の
10
年
で
微
増
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
宿
泊
施
設
が
慢
性
的
に
不
足

し
て
い
る
。
都
心
部
に
大
規
模
ホ
テ
ル
を
建

設
で
き
る
よ
う
な
用
地
も
限
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
大
幅
な
客
室
増
は
見
込
み
に
く
い
。

　

そ
う
し
た
間
隙
を
縫
う
よ
う
に
急
増
し
て

い
る
の
が
民
泊
な
ら
び
に
簡
易
宿
所
営
業
の

宿
泊
施
設
で
あ
る
。
京
都
市
「
京
都
市
民
泊

施
設
実
態
調
査
」（
２
０
１
６
年
）に
よ
れ
ば
、

市
内
の
民
泊
で
所
在
地
が
特
定
で
き
た
の
は

２
７
０
２
件
中
の
１
２
６
０
件
（
46
・
６
％
）

で
あ
り
、
う
ち
旅
館
業
の
許
可
が
確
認
で
き

た
も
の
は
わ
ず
か
７
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

住
宅
宿
泊
事
業
法
の
施
行
に
よ
り
徐
々
に
適

正
化
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

無
許
可
民
泊
施
設
の
存
在
は
京
都
市
に
と
っ

て
も
懸
念
材
料
で
あ
る
。
な
お
、
無
許
可
民

泊
へ
の
宿
泊
者
数
は
約
１
１
０
万
人
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
の
ア
パ
ー
ト

や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
宿
泊
し
た
と
す
る
回
答
率

は
14
％
も
あ
り
、
数
字
に
表
れ
な
い
宿
泊
の

実
態
が
垣
間
み
ら
れ
る
。

　

ホ
テ
ル
数
は
微
増
、
旅
館
数
は
減
少
す
る

一
方
で
、
小
規
模
で
簡
素
な
手
続
き
で
営
業

が
可
能
な
簡
易
宿
所
は
２
０
１
７
年
時
点
で

２
２
９
１
軒
と
５
年
間
で
約
６
倍
に
増
え
て

い
る（
図
３
）。
特
に
２
０
１
６
年
以
降
の
増

加
が
顕
著
で
あ
る
。
現
在
、
簡
易
宿
所
は
旅

館
業
法
上
の
宿
泊
施
設
の
約
８
割
を
占
め

る
。
ま
た
、２
０
１
７
年
度
に
新
た
に
営
業
許

可
を
取
得
し
た
ホ
テ
ル
数
は
32
軒
、
旅
館
数

は
４
軒
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
簡
易
宿
所
営

業
は
２
０
１
４
年
度
に
79
軒
、
２
０
１
５
年

度
に
２
４
６
軒
、
２
０
１
６
年
度
は
８
１
３

軒
、
２
０
１
７
年
度
に
８
７
１
軒
と
急
激
に

増
加
し
て
い
る（
図
３
）。

　

簡
易
宿
所
の
立
地
を
見
て
み
る
と
、
東
山

区
は
４
４
１
軒
、
下
京
区
は
４
６
７
軒
、
中

京
区
は
３
４
３
軒
で
あ
り
、
約
６
割
が
三

区
に
集
中
し
て
い
る
。
相
対
的
に
地
価
が
低

く
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
宿
泊
施
設
が
立
地

し
て
こ
な
か
っ
た
居
住
用
途
の
優
勢
な
エ
リ

ア
に
、
こ
う
し
た
新
た
な
簡
易
宿
所
が
急
速

に
立
地
す
る
傾
向
が
あ
る
（
川
井
・
阿
部
、

２
０
１
８
）（
図
４
、図
５
）。

　

東
山
区
の
五
条
通
り
北
に
位
置
す
る
六
原

元
学
区
は
、
三
区
の
中
で
も
清
水
元
学
区
と

並
ん
で
簡
易
宿
所
が
70
軒
と
最
も
多
く
立
地

し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
学
区
内
の
街
路
は

約
６
割
が
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
細
街
路
で
あ

り
、
木
造
家
屋
の
密
集
す
る
居
住
用
途
と
し

て
の
性
格
が
強
い
。
六
原
元
学
区
で
は
、
簡

易
宿
所
の
増
加
に
よ

る
影
響
が
出
始
め
て

い
る
。
六
原
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
委
員

長
の
菅
谷
幸
弘
氏
に

よ
れ
ば
、
宿
泊
施
設

建
設
の
た
め
に
住
民

が
退
去
を
迫
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
え
つ
つ

あ
る
と
い
う
（
川
井

ら
、
２
０
１
８
）。

市
民
か
ら
の
反
応

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
よ
う
な

テ
ー
マ
型
の
反
対
運
動
を
組
織
す
る
住
民
団

体
は
不
在
で
あ
る
が
、
六
原
元
学
区
の
よ
う

に
実
際
に
宿
泊
施
設
の
建
設
が
目
立
つ
エ
リ

ア
で
は
、
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
対

策
に
乗
り
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

六
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
木
造
密
集

市
街
地
に
お
け
る
路
地
の
保
全
と
防
災
性

向
上
の
両
立
や
空
き
家
の
再
生
に
実
績
を
も

つ
自
治
組
織
で
あ
り
、
地
区
内
の
空
き
家
が

次
々
と
民
泊
に
変
わ
っ
た
り
、
不
誠
実
な
事

業
者
が
参
入
し
た
り
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
問

題
が
目
立
ち
始
め
た
こ
と
に
頭
を
悩
ま
せ
て

い
た
。
住
民
の
声
と
し
て
、「
防
犯
の
不
安
」

「
ホ
ス
ト
・
ゲ
ス
ト
の
顔
が
見
え
な
い
こ
と
」

「
路
地
へ
の
侵
入
」「
地
元
へ
の
経
済
利
潤
の

図●民泊に対する地域からの自律的な取り組み6
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少
な
さ
」
等
が
あ
が
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

新
た
な
宿
泊
施
設
と
地
域
と
の
接
点
を
探
る

プ
ロ
セ
ス
支
援
を
図
っ
て
い
る（
図
6
）。

政
策
的
対
応

　

土
地
利
用
や
立
地
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
市

レ
ベ
ル
で
の
対
策
は
不
在
で
あ
る
。
現
在
の

観
光
ス
タ
イ
ル
の
質
を
高
め
る
た
め
の
方
針

と
し
て
、
京
都
市
産
業
観
光
局
は
「
良
質
な

宿
泊
施
設
の
拡
充
と
民
泊
適
正
化
」「
観
光

客
の
分
散
化
に
よ
る
観
光
客
の
満
足
度
の
向

上
」「
文
化
を
基
軸
と
し
た
観
光
の
取
り
組

み
の
推
進
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

適
切
な
観
光
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
検
討
す
る
視

点
は
不
在
で
あ
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

問
題
は
し
ば
し
ば
観
光
客
の
急
増
に
よ
る
混

雑
問
題
や
観
光
客
の
マ
ナ
ー
問
題
に
回
収
さ

れ
が
ち
で
あ
る
が
、
よ
り
本
質
的
に
注
目
す

べ
き
は
過
度
の
観
光
活
動
が
も
た
ら
す
土
地

所
有
権
の
急
速
か
つ
不
可
逆
な
変
質
に
よ
る

界
隈
の
社
会
構
造
の
変
化
な
ら
び
に
地
域
資

源
へ
の
再
投
資
な
き
消
費
で
あ
ろ
う
。

　

欧
州
の
国
際
的
観
光
都
市
で
は
、
観
光
は

す
で
に
飽
和
状
態
に
あ
り
、
地
元
の
生
活
環

境
を
侵
害
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
一
般
的

で
あ
り
、
そ
う
し
た
危
機
感
は
し
ば
し
ば
住

民
の
社
会
運
動
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
に
な
っ
て

き
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
経
験

は
、
観
光
客
と
住
民
の
両
者
が
満
足
で
き
る

よ
う
な
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
戦
略
と
手
法

を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
の
必
要
性
を
示
唆
し

て
い
る
。観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
、リ
ピ
ー

ト
へ
の
意
欲
を
刺
激
す
る
一
方
、
市
民
生
活

の
レ
ベ
ル
も
観
光
の
存
在
に
よ
っ
て
む
し
ろ

向
上
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
宿
泊
ベ
ッ
ド

総
数
を
地
域
主
導
で
検
討
し
、
行
政
が
将
来

的
な
戦
略
と
の
兼
ね
合
い
の
な
か
で
後
方
支

援
し
、
全
体
と
し
て
規
制
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
不
可
欠
だ
。
伝
統
的
な
市
民
力
に
頼
り

切
る
の
で
は
な
く
、
計
画
が
適
切
な
観
光
市

場
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
発
想
こ
そ
が
求
め

ら
れ
る
。

　

ホ
ス
ト
と
ゲ
ス
ト
の
新
た
な
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
は
、
都
市
の
様
相
を
変
え
て
い
く

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
る
一
方
、
実
際
に
宿

泊
行
為
が
な
さ
れ
る
「
界
隈
」
が
培
っ
て
き

た
社
会
文
化
資
源
が
結
果
的
に
消
費
の
対
象

と
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
も
負
う
。
宿
泊
を

経
て
「
旅
」
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
旅

人
が
刹
那
的
に
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
貸
し

手
に
経
済
利
潤
が
舞
い
込
み
、
地
域
に
歓
迎

さ
れ
、
地
域
に
何
か
し
ら
の
社
会
的
利
潤
を

も
た
ら
す
よ
う
な
関
係
性
の
構
築
が
欠
か
せ

な
い
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
戦
略
的
に

対
応
す
る
こ
と
は
、
都
市
に
包
容
力
を
も
ち

こ
む
好
機
と
な
ろ
う
。

（
あ
べ　

だ
い
す
け
）

７ 

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら

　

 

包
摂
的
な
観
光
へ

︵
注
）	京
都
新
聞
は
「
暮
ら
し
と
京
都
観
光
」と
題
す
る
特
集

を
組
み
、
観
光
の
現
状
と
地
域
へ
の
影
響
を
数
回
に
わ

た
り
レ
ポ
ー
ト
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て
受
け
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
「
客
過
剰
で
空
洞
化　

市
民
デ
モ
」

と
し
て
掲
載
さ
れ
た
（
２
０
１
８
・
11
・
26
）
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近
江
八
幡
市
は
滋
賀
県
（
琵
琶
湖
）
の
東

側
に
位
置
す
る
人
口
８
万
人
余
り
の
都
市
。

滋
賀
県
や
近
江
八
幡
市
に
は
馴
染
み
が
無
く

て
も
、
織
田
信
長
の
安
土
城
、
全
国
で
活
躍

し
た
近
江
商
人（
写
真
１
）、
琵
琶
湖
、
三
大

和
牛
の
一
つ
・
近
江
牛
と
い
っ
た
言
葉
を
耳

に
す
れ
ば
、
親
し
み
を
感
じ
て
下
さ
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
の
近
江
八
幡
の
観
光
客
数
は
年
間
約

５
０
０
万
人（
図
１
）。
近
年
は
人
気
施
設
が

出
来
た
こ
と
も
あ
っ
て
数
が
増
え
て
い
る
。

し
か
し
大
き
な
受
け
入
れ
駐
車
場
は
な
く
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
に
入
場
制
限
を
す
る

こ
と
も
出
来
な
い
状
況
で
は
、
混
雑
、
渋
滞

に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

写真1　新町通りの町並み

地
域
ら
し
さ
と
町
の
品
格
に
相
応
し
い

観
光
振
興
の
あ
り
方
と
は

特
集

3

出典：「滋賀県観光入込客統計調査書」
注：2015年に調査地点が変更になり「ラ コリーナ近江八幡」が追加された

図●近江八幡市の観光入込客数（合併前・合併後）1
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滋
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そ
の
対
策
は
容
易
で
は
な
い
。
交
通
規
制

の
あ
り
方
ひ
と
つ
に
し
て
も
、
規
制
す
べ
き

は
バ
ス
か
自
家
用
車
か
、一
方
通
行
は
ど
ち

ら
側
か
ら
行
う
か
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
営

体
制
は
等
々
、
10
年
近
く
の
試
行
錯
誤
を
経

て
よ
う
や
く
合
意
形
成
が
見
え
て
き
た
と
こ

ろ
だ（
コ
ラ
ム
１
）。

　

近
江
八
幡
に
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
昭
和
の
終
わ
り
頃
か
ら
で
あ
る
。

城
下
町
と
し
て
町
が
開
か
れ
て
約
４
５
０

年
、
遺
跡
や
古
墳
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
古

く
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、
観
光

地
と
し
て
の
歴
史
は
ま
だ
ま
だ
浅
い
。

　

近
江
八
幡
観
光
の
原
点
と
な
っ
た
の
は
八

幡
堀
の
保
存
再
生
運
動
で
あ
る（
写
真
２
、

３
）。
八
幡
堀
と
は
豊
臣
秀
次
（
豊
臣
秀
吉

の
甥
）
に
よ
り
造
ら
れ
、
城
下
に
賑
わ
い
と

繁
栄
を
も
た
ら
し
た
人
工
の
水
路
の
こ
と
だ

が
、
１
９
７
０
年
頃
に
は
荒
れ
果
て
て
無
用

の
長
物
と
な
っ
て
い
た
。
埋
め
立
て
を
求
め

る
圧
倒
的
な
民
意
に
反
す
る
形
で
、
保
存
再

生
を
求
め
た
青
年
会
議
所
の
若
者
達
に
よ
る

運
動
が
１
９
７
２
年
に
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
運
動
は
観
光
客
を
招
く
た
め
に
行
わ

写真2　荒廃した八幡堀の保存再生作業の様子

写真3　八幡堀の現在の風景

れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
近

江
八
幡
市
民
に
と
っ
て
八
幡

堀
と
は
何
か
、
子
ど
も
た
ち

に
残
し
た
い
町
の
姿
は
ど
う

い
う
形
な
の
か
を
確
認
す

る
活
動
が
、
近
江
八
幡
の
ま

ち
づ
く
り
で
あ
り
、
結
果
と

し
て
観
光
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
町
並
み
保
存
整

備
や
歴
史
的
資
産
を
後
世

に
伝
え
る
資
料
館
や
観
光

案
内
所
の
整
備
、
そ
し
て
そ

れ
ら
を
案
内
す
る
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
の

設
立
な
ど
が
続
く
こ
と
で
、

観
光
地„
近
江
八
幡
＂
と
し

て
の
体
裁
が
整
え
ら
れ
た
。

　

１
９
９
９
年
に
実
施
さ
れ
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
市
の
観
光
振
興
の
あ
り
方
と

し
て
、
市
民
の
43
・
４
%
が
「
観
光
客
増
加

に
躍
起
に
な
ら
な
い
観
光
」
と
回
答
し
て
い

る（
図
２
）。

　

２
０
０
６
年
に
策
定
さ
れ
た
観
光
振
興
計

画
の
中
で
、
観
光
を
「
近
江
八
幡
市
の
暮
ら

し
と
文
化
を
観
る
こ
と
」
と
定
め
、『
特
定
の

施
設
に
よ
る
集
客
観
光
で
は
な
く
、
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
「
誰
も
が
住
ん
で
良

か
っ
た
、
こ
こ
で
生
涯
を
終
え
て
も
よ
い
と

思
え
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
創

造
さ
れ
る
「
暮
ら
し
と
文
化
の
豊
か
さ
」
を

資
源
と
し
、
観
光
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
』

と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

２
０
１
０
年
の
旧
近
江
八
幡
市
と
旧
安
土

町
の
合
併
前
の
旧
近
江
八
幡
市
に
お
い
て
実

施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
目
指
し
た

い
観
光
の
あ
り
方
と
し
て
「
観
光
客
の
増
加

に
躍
起
に
な
ら
な
い
観
光
振
興
」「
自
然
、
歴

史
、
文
化
に
特
化
し
た
観
光
資
源
の
整
備
」

が
多
く
を
占
め
た
。

　

近
江
八
幡
市
民
に
と
っ
て
、
観
光
は
目
的

で
は
な
く
手
段
で
あ
る
。
今
で
も
近
江
八
幡

観
光
の
原
点
は

八
幡
堀
の
保
存
再
生
運
動

＂観
光
客
増
加
に
躍
起
に
な
ら
な

い
観
光
振
興
＂を
望
む
市
民
意
識
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　近江八幡では、2000年代中盤以降に観光客が急

増したことに伴い、駐車場不足、交通渋滞、市民や観

光客の安全面などにおいて、さまざまな課題が生じた

ため、関係者と協議し、対応策を講じてきている。最も

渋滞・混雑が発生する日牟禮八幡宮前道路（市道）は、

約200メートルの限られた空間（写真）であり、観光客

と車の進入量は、受入容量をはるかに超えていた。そ

して、同区間の交通渋滞は、大杉町通り（歴史地区を東

西に横断する主要道路）など八幡堀周辺の地域にも連

鎖していたのである。また、同通りは、周辺住民の生活

道路であり、通学道路でもあったことから、安全確保も

求められた。そこで、近江八幡では、特定の時期に一

方通行や大型バスの通行禁止を行うとともに、パーク

アンドバスライドや臨時駐車場の開設、市営駐車場の

拡張などを実施するなど、交通渋滞や混雑の解消に取

り組んできた。

　実施にあたっては、市役所の市民部人権・市民生

活課と総合政策部文化観光課が連携し、周辺自治会、

警察署、日牟禮八幡宮、事業者などの関係者で構成さ

れる交通安全対策検討会議で協議を重ね、対応して

きている。周辺環境の変化や関係者の合意形成の状

況により、各回の対応が異なることもあるが、市民の安

全な生活か観光振興かの二者択一ではなく、「個々の

利益を超えて地域全体の利益を最優先（注）」とした最

適な状態を関係者で見極め、定期的に状態変化を把

握し管理していけるようになることが望まれる。

　また、近江八幡の取り組みから学ぶ点として、単に

交通渋滞解消という視点で負の影響低減策を検討、

模索するのではなく、安全を基本としつつ「伝建地区や

境内地にふさわしい環境とは～静寂で凜とした空気が

漂い、心が洗われるような厳かな環境の復活（注）」と

地区の特性を意識していることが挙げられる。地域に

よって問題、対応策は異なると思われるが、どのような

環境が望ましいのか、そして、そこでどのような過ごし

方が望ましいのか、こうした視点で対応が図られていく

ことを期待したい。

観光地域研究部　主任研究員　後藤 健太郎

取り組み

大型バスの通行禁止

【場所】日牟禮八幡宮前道路（市道白雲宮内線）
【区間】白雲橋から八幡山ロープウェー乗り場付近
【時期】春と秋の観光シーズン（約1カ月間）
【内容】大型乗用車の乗入禁止（11人乗り以上）※路線バスを除く
【時間】午前10時～午後5時

一方通行の実施
（相互通行の禁止）

【場所】日牟禮八幡宮前道路（市道白雲宮内線）
【区間】白雲橋から八幡山ロープウェー乗り場付近
【時期】春と秋の観光シーズン（約1カ月間）のうちの土日
　　　 2007年から2016年まで実施

【時間】午前10時～午後5時

パークアンドバスライド
【場所】市役所臨時駐車場～市営小幡観光駐車場
【時期】大規模行事時 ※八幡まつり（4月）、八幡堀まつり（10月）
【内容】観光地周辺及び郊外に設けた駐車場利用者を観光地までシャトルバスで送迎

市営小幡観光駐車場の拡張 【内容】大型バス７台→11台、普通乗用車17台→83台　
　　　 ※2013年に工事完了

歩行者専用スペースの確保
（未舗装部分の駐車禁止）

【場所】日牟禮八幡宮前道路（市道白雲宮内線）
【区間】白雲橋～日牟禮八幡宮楼門前
【時期】春と秋の観光シーズン（約一カ月間）、終日
【内容】当初はバリケード等であったが、市民団体の協力を得て景観に配慮した柵の設置。
　　　 道路両側全面禁止（2017年）、道路東側駐車禁止（2018年）

表 近江八幡での主な交通安全対策の概要

（注）平成29年第2回6月定例会議事録「近江八幡市議会会議録検索システム」
（http://ssp.kaigiroku.net/tenant/omihachiman/pg/index.html）より

近江八幡における交通渋滞への対応
～伝建地区や境内地に相応しい環境とは～

日牟禮八幡宮前道路での交通規制（2018年度）

コラム 1
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市
民
と
観
光
の
距
離
感
は
変
わ
っ
て
い
な
い

と
感
じ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
当
協
会
の
各

種
事
業
は
、
回
遊
性
を
図
り
、
滞
在
時
間
を

高
め
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
。
身
の
丈
・

背
の
丈
の
取
り
組
み
、
市
民
も
観
光
客
も
楽

し
め
る
観
光
事
業
こ
そ
が
、
市
民
の
観
光
振

興
に
対
す
る
理
解
や
郷
土
愛
の
増
進
に
繋
が

り
、
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
が
深
ま
り
、
観

光
客
の
満
足
度
の
Ｕ
Ｐ
に
繋
が
る
最
大
の
誘

客
策
だ
と
信
じ
て
い
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
等
へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
で
は
、

「
顔
の
見
え
る
観
光
」
を
合
言
葉
に
、
幾
度
と

な
く
東
京
や
大
阪
に
足
を
運
び
、
愚
直
に
信

用
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
関
係
を
構
築
し
て

き
た
。
そ
し
て
、
地
域
で
は
、
近
江
商
人
の
精

神
や
文
化
な
ど
を
情
報
媒
体
や
ガ
イ
ド
を

通
じ
て
丁
寧
に
伝
え
て
き
た（
コ
ラ
ム
２
）。

そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
近
江
八
幡
に
対
す

る
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
に
あ
る
。
地
道
に

着
実
に
、
そ
し
て
誠
実
に
市
民
と
観
光
客
の

交
流
を
通
じ
て
、一
歩
一
歩
、
賑
わ
い
と
活
性

化
に
繋
げ
て
行
く
に
尽
き
る
。

　

観
光
入
込
客
数
に
囚
わ
れ
、
観
光
客
で
あ

れ
ば
誰
で
も
良
い
、
売
れ
る
も
の
は
何
で
も

店
頭
に
並
べ
る
な
ど
の
、
近
江
八
幡
の
町
の

品
格
に
相
応
し
く
な
い
無
節
操
な
セ
ー
ル
ス

は
、
主
体
性
を
失
い
兼
ね
な
い
。
近
江
商
人

の
天
秤
棒
で
は
な
い
が
、
商
い
は
、
売
り
手

と
買
い
手
の
気
持
ち
が
釣
り
合
っ
た
と
き
に

成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、一
方
的
な
片
思
い

で
は
長
続
き
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

大
河
ド
ラ
マ
誘
致
で
観
光
客
は
倍
増
す
る

が
そ
の
反
動
も
激
し
く
、
少
し
長
い
目
で
見

れ
ば
逆
に
地
域
が
疲
弊
し
た
と
い
う
の
も
珍

し
い
話
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
い
つ
ま
で
も

右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い
く
こ
と
は
あ
り
え

な
い
。
急
成
長
の
後
に
は
そ
の
反
動
が
待
っ

て
い
る
。

　

人
間
に
は
個
々
に
気
質
や
体
質
が
備
わ
る

よ
う
に
、
人
が
作
る„
ま
ち
＂に
も
同
じ
よ
う

に
特
性
が
存
在
し
て
い
る
は
ず
だ
。
先
人
た

ち
が
守
り
育
て
た
地
域
の
自
然
や
歴
史
を
安

売
り
や
切
売
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
利
益
の
先
食
い
的
な
観
光
や
地
域
資
源

（
資
本
）
の
価
値
を
貶
め
た
り
食
い
つ
ぶ
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
配
慮
と
品
格
は
必
要

で
あ
り
、
そ
の
地
が
も
つ
風
土
に
沿
わ
な
い

こ
と
は
、
世
の
中
の
関
心
・
ブ
ー
ム
に
乗
る

と
い
う
中
で
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
っ
て
も
、
長

い
目
で
見
れ
ば
地
域
住
民
の
支
援
や
声
援
は

得
ら
れ
な
い
。

　

ま
ち
を
作
っ
て
い
る
の
は
観
光
事
業
者
の

図●近江八幡市の観光振興のあり方（1999年）2

出典：「『近江八幡市総合発展計画改訂』に伴うまちづくりのための市民アンケート」平成11年

（％）
0　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　 20　　　　　　　　　　 30　　　　　　　　　　 40　　　　　　　　　　 50

新しい観光の
ニーズの創出

その他

無回答

自然・歴史文化に
特化した
観光資源の整備

観光客増加に
躍起にならない
観光振興

2.9

7.2

43.4

25.1

21.4

住
ん
で
良
い
町
で
な
け
れ
ば

訪
ね
て
く
る
人
も
い
な
い
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特集
観光客急増で問われる地域の“意思”
　地域らしさと町の品格に相応しい観光振興のあり方とは3

第240号 January 2019

田中  宏樹 （たなか  ひろき）

1973年生まれ、滋賀県近江八幡市生まれ、
1997年より近江八幡観光物産協会にて勤
務。2009年より同協会事務局長を務める。

消費されない過ごし方を地域自らが考える

　近江八幡への観光の目的の一つに「ヴォーリズ建築

めぐり」がある。W・M・ヴォーリズは、1905年（明治38

年）に滋賀県立商業高校に英語教師として来日しキリス

ト教伝道活動を行うとともに、「建築物の品格は、人間

の人格の如く、その外観よりもむしろ内容にある」との

信念で、全国に約1,600にも及ぶ建築設計に携わった。

　観光では、特徴的な風景や建物の外観などに焦点

が当てられることも少なくないが、近江八幡では、先人

の精神や志への理解、共感を視野に入れた取り組み

を行っている。先のヴォーリズの言葉も近江八幡の観

光振興のあり方を方向づける一つだろう。近江八幡観

光物産協会では、地域の歴史や資源、まちづくりに関

する情報を協会自ら深く調べ、情報媒体『滋賀近江八

幡 水都八都（すいーとはーと）』（1992年～現在）として

とりまとめ、来訪者に対して有料販売するとともに、特

別ガイドツアーなどを定期的に実施し、より深く近江八

幡を知ってもらうための取り組みを地道に続けている。

単なる見栄えの良さ、派手さで観光客に訴求する情報

発信や飲食などによる消費の提供のみに走らなかった

ことが、他の観光地との違いと言える。「精神は消費さ

れない」「来訪時の一過性の観光ではなく、観光客が

持って帰り、その後の生活、人生に活かせるような観

光を」と話す田中氏の言葉が最も印象的であった。

特別ガイドツアーの風景

コラム 2

み
で
は
な
く
、
様
々
な
属
性
を
含
む
市
民
で

あ
る
。
来
訪
者
を
迎
え
る
の
も
市
民
で
あ
り
、

今
で
こ
そ
日
常
の
光
景
と
な
っ
て
い
る
が
、
住

ん
で
良
い
町
で
な
け
れ
ば
訪
ね
て
く
る
人
も

い
な
い
、訪
ね
て
く
る
人
だ
け
の
こ
と
を
考
え

る
と
住
む
人
が
い
な
く
な
る
。
観
光
地
と
し

て
の
継
続
（
存
続
）
を
考
え
る
こ
と
は
、
近
江

八
幡
ら
し
い
観
光
と
は
何
か
を
考
え
、
近
江

八
幡
ら
し
さ
を
求
め
続
け
る
活
動
で
あ
る
。

　

ど
ん
な
時
代
が
や
っ
て
き
て
も
、
観
光
地

へ
の
近
道
を
探
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
中
で
、
振
り
返
れ
ば
観
光
地
に

な
っ
て
い
た
と
い
う
形
が
本
来
の
形
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
近
江
八
幡
の
観
光
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
、こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、「
住

ん
で
良
い
ま
ち
・
訪
ね
て
よ
い
ま
ち
・
も
う

一
度
訪
れ
た
い
ま
ち
」
で
あ
る
。

（
た
な
か　

ひ
ろ
き
）

観光地域研究部　主任研究員　後藤 健太郎

建
築
物
の
品
格
は
、

人
間
の
人
格
の
如
く
、

そ
の
外
観
よ
り
も

む
し
ろ
内
容
に
あ
る
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大
分
県
中
部
に
位
置
す
る
由
布
院
は
、
我

が
国
を
代
表
す
る
温
泉
地
で
あ
り
、
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
て
成
長
し
て
き
た

観
光
地
で
あ
る（
写
真
）。
機
関
誌
『
観
光
文

化
』（
２
１
５
号
、
２
２
３
号
）（
注
１
）
に
お

い
て
も
、
地
域
の
哲
学
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
は

既
に
地
域
か
ら
紹
介
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

よ
っ
て
、
今
回
は
、
２
０
０
０
年
代
前
後
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
観
光
客
の
増
加
に
対
す

る
対
応
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

　

由
布
院
を
含
む
旧
湯
布
院
町
（
現
由
布

市
湯
布
院
町
）
の
観
光
客
数
は
、
年
間
約

写真　由布岳を望む風景

特
集

4

３
８
０
万
人
で
あ
り
、
宿
泊
客
数
約
90
万

人
。
日
帰
り
客
数
約
２
９
０
万
人
で
あ
る

（
２
０
０
０
年
当
時
）。
由
布
院
温
泉
観
光
協

会
長
で
あ
る
桑
野
和
泉
氏
は
、
由
布
院
は
暮

ら
し
の
町
で
あ
り
、
人
口
１
万
人
の
町
（
旧

湯
布
院
町
）
に
年
間
３
８
０
万
人
の
観
光
客

が
来
訪
し
て
お
り
、
１
日
当
た
り
の
交
流
人

口
と
定
住
人
口
が
ほ
ぼ
同
じ
と
し
て
紹
介
し

て
い
る（
図
１
）。
ま
た
、
定
住
人
口
と
交
流

人
口
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
バ
ラ
ン
ス
が
不
均

衡
に
な
る
こ
と
で
、
景
観
や
交
通
の
問
題
が

出
て
く
る
」（
注
２
）
と
語
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
観
光
地
で
は
、
観
光
客

に
関
す
る
量
的
な
数
値
（
観
光
客
数
）
や
こ

こ
数
年
は
、
質
的
数
値
（
満
足
度
、
消
費
額

な
ど
）
の
把
握
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
住

民
の
観
光
に
対
す
る
意
識
な
ど
の
把
握
も
一

部
の
地
域
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
の
性
格
が
異
な
る

の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
も
の
の
、）
そ
れ
ぞ

れ
を
個
別
に
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
で
捉
え
よ
う
と
す
る
視
点
は
、
今

後
我
が
国
が
持
続
可
能
な
生
活
地
域
を
よ
り

意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
上
で
非
常
に
重

要
だ
ろ
う
。
生
活
と
観
光
の
共
存
を
掲
げ
る
、

住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
を
掲
げ
る
地
域

は
増
加
し
た
が
、
例
え
ば
、
設
定
さ
れ
て
い

る
指
標
に
関
し
て
言
え
ば
、
観
光
に
限
定
さ

れ
て
い
る
地
域
も
少
な
く
な
い
。

　

な
お
、
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
中
谷
健

太
郎
氏
は
、
２
０
０
０
年
代
前
半
に
、
観
光

客
に
関
し
て
「『
２
％
ず
つ
減
少
を
見
込
み
、

５
年
で
10
％
減
』
と
い
う
目
標
を
立
て
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
か
」（
注
３
）
と
提
唱

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え

方
を
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
持
っ
て
い
た
こ
と

は
、
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域

全
体
の
方
向
性
と
し
て
、
そ
う
し
た
考
え
を

ど
の
よ
う
に
地
域
の
総
意
と
し
て
い
く
か
、

刻
々
と
変
わ
る
社
会
経
済
環
境
の
変
化
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
実
際
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
は
、
今
後
の
我
が
国
の
観
光
地
に

お
い
て
課
題
と
な
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
う
し

た
考
え
を
地
域
や
リ
ー
ダ
ー
が
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
中
で
は
、
自
律
的
な
観
光
地
域
の

管
理
が
ど
こ
ま
で
進
む
か
は
疑
問
で
あ
る
。

生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

視
点
と
環
境
変
化
へ
の
対
応

観
光
地
域
研
究
部　

主
任
研
究
員　

後
藤 

健
太
郎

２
０
０
０
年
代
以
降
の「
生
活
型
観
光
地
」由
布
院
の
取
り
組
み
を
通
じ
て

１ 

定
住
人
口
と
交
流
人
口
が

　

 

ほ
ぼ
同
じ
の
町
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観光客急増で問われる地域の“意思”
　生活と観光のバランスを考える視点と環境変化への対応4

第240号 January 2019

図●旧湯布院町の定住人口、1日当たりの観光客数の推移1
　

観
光
地
で
観
光
客
の
増
加
や
生
活
と
観
光

の
バ
ラ
ン
ス
を
問
題
と
し
て
扱
う
際
に
留
意

す
べ
き
点
と
し
て
、
由
布
院
観
光
総
合
事
務

所
の
事
務
局
長
（
当
時
）
の
米
田
誠
司
氏
は
、

「
観
光
地
と
い
う
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
い

て
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
町
が
、
お
客
様

の
数
を
制
限
す
る
と
い
う
言・

い・

方・

は
到
底
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
し
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
点
は
筆

者
加
筆
）（
注
３
）
と
述
べ
る
。

実
態
と
し
て
、
観
光
客
の
行
動

が
地
域
住
民
の
暮
ら
し
に
正
の

影
響
だ
け
で
は
な
く
負
の
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
は
あ
り
得

る
だ
ろ
う
。
適
切
な
制
限
が
必

要
な
こ
と
も
あ
る
。
と
は
い
え
、

観
光
で
多
く
の
人
が
生
計
を
成

り
立
た
せ
て
い
る
地
域
に
お
い

て
、
そ
の
課
題
や
負
の
側
面
だ

け
を
こ
と
さ
ら
に
際
立
た
せ
て

対
外
的
に
発
信
す
る
こ
と
は
、

市
場
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
自
ら
毀き

損そ
ん

す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
慎
重
な
態
度
、
行
動

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
地

域
関
係
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ

れ
を
発
信
し
よ
う
と
す
る
第
三

者
も
同
様
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、近
年「
観
光
公
害
」や「
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
用
語
が
多
用
さ
れ
る

が
、
そ
の
問
題
現
象
だ
け
の
発
信
、
警
鐘
に

留
ま
る
と
、
そ
う
し
た
問
題
を
抱
え
て
い
る

地
域
と
し
て
の
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
。
仮

に
使
用
す
る
に
し
て
も
、
地
域
自
身
が
そ
う

し
た
状
態
に
あ
る
と
の
一
定
程
度
の
見
解
を

示
し
て
か
ら
が
適
切
だ
ろ
う
。

　

観
光
客
全
体
、
あ
る
い
は
特
定
の
客
層
の

増
加
な
ど
に
よ
っ
て
新
た
な
問
題
が
生
じ
た

り
、
そ
う
し
た
観
光
需
要
の
獲
得
を
狙
っ
た

地
域
外
資
本
に
よ
る
参
入
に
よ
っ
て
、
調
和

の
保
た
れ
て
い
た
生
活
と
観
光
の
均
衡
が
変

化
し
、
意
識
的
な
対
応
を
模
索
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
主
に
交
通
・
景
観
・

空
間
に
関
す
る
特
徴
的
な
取
り
組
み
の
一
部

に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

❶
湯
布
院
・
い
や
し
の
里
の
歩
い
て

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
交
通
社
会
実

験
の
実
施（
２
０
０
２
年
度
）

　

観
光
客
の
自
家
用
車
や
大
型
観
光
バ
ス

の
増
加
に
よ
り
「
歩
い
て
楽
し
む
ま
ち
」
と

は
言
え
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
旧
湯
布

　

 
観
光
で
生
計
を
立
て
て
い
る

２ 
地
域
だ
か
ら
こ
そ
の

　

 

慎
重
な
態
度

院
町
で
は
、
２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）
に
大

規
模
な
社
会
実
験
を
実
施
。
多
く
の
地
域
住

民
も
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
湯
布
院
ら
し
い

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
何
を
目
指
し
た

ら
よ
い
の
か
、
何
が
正
し
い
姿
な
の
か
を
町

を
挙
げ
て
考
え
、
方
向
を
見
い
だ
す
こ
と
を

目
的
に
４
つ
の
実
験
を
実
施
し
た（
表
１
）。

観
光
客
と
地
域
住
民
が
実
際
に
体
験
し
た

上
で
、
両
者
の
評
価
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ

た
こ
と
や
、
実
験
と
し
て
は
実
施
可
能
な
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
実
施
に
は
課

題
事
項
も
多
く
、
比
較
的
合
意
形
成
が
図
ら

れ
や
す
い
も
の
に
関
し
て
は
、
積
極
的
に
実

施
に
向
け
て
の
展
開
を
目
指
す
こ
と
が
望
ま

れ
る
な
ど
の
指
摘
が
整
理
さ
れ
た
。

❷
観
光
環
境
容
量
・
産
業
連
関
表
分

析
調
査
及
び
地
域
由
来
型
観
光
モ

デ
ル
事
業（
２
０
０
６
年
度
）

　

本
事
業
は
、
由
布
院
地
域
（
中
で
も
由
布

院
温
泉
、
由
布
院
盆
地
の
範
囲
）
の
産
業
構

造
（
地
域
産
業
の
主
要
な
部
分
を
占
め
る
と

言
わ
れ
る
観
光
業
の
規
模
、
他
産
業
と
の
連

携
の
度
合
い
と
経
済
波
及
効
果
な
ど
）
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
１
９
７
１
年
（
昭
和

46
年
）
以
降
、
由
布
院
地
域
中
心
部
の
土
地

利
用
の
変
遷
な
ど
も
併
せ
て
調
査
。
本
来
の

由
布
院
の
魅
力
が
何
で
あ
り
、
何
を
守
り
何

出典：「国勢調査」「大分県観光動態調査」より作成

３ 

生
活
と
観
光
の
均
衡
を

　

 

模
索
す
る
取
り
組
み
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表●交通社会実験の概要1

実施概要

１．中心部へ流入する観光自動車を減らす実験
①パーク＆バスライド実験
②パーク＆レールライド実験
③田園地区に無料駐車場設置実験

２．中心部内の観光自動車の無駄な動きを減らす実験 ④駐車場予約システム実験
⑤観光バス乗降システム実験

３．歩いて楽しいみちをつくる実験 ⑥観光自動車の乗入制限実験
⑦レンタサイクル実験

４．その他の関連実験
⑧実験関連情報提供システム
⑨実験関連各種サービスの実施
⑩景観に関する実験

交通実験の結果
～各実験メニューの利用者・交通量の変化～

2日間で約350,000人の観光客と延べ1,412人のボランティアスタッフが、交通実
験を体験しました。またパーク＆ライド実験や田園地区駐車場によって、全体の約
1／4の車が盆地周辺部に駐車し、中心部への集中を緩和させることができました。

交通実験の評価
～交通実験をしてわかったこと～

①様々な実験メニューを組み合わせた「パッケージ型」の交通実験をすることで、
総合的な効果が得られた。

②湯布院のまちが「歩いて楽しむまち」であることについて、総論としての賛成が得
られた。

③町民ボランティアの多数参加と多彩なメニューの総合的実施は、我が国随一の
実験であった。

課題解決1
地域の持続的な活性化のためには自立した地域
産業の存在が鍵

→地産地消を目指して、農業、商業、観光業が同じ土俵で取り組む
●地域を持続させるために農業も観光客も活かす
●「食」をキーワードに、農業、商業、観光は地元での経済への波及を優先する

課題解決2
滞在型観光と通過型観光のどちらを目指すのか？

→持続する観光地として、統一感のある湯の坪街道を目指す
●当地の暮らしと経済が持続していくための滞在型観光
●時間をかけて湯布院を味わう仕掛けづくり

課題解決3
駐車場の増大化をどうするか？

→安心してゆっくり滞在できる湯の坪街道をつくるために
●観光客が車を敬遠する意識を醸成する

課題解決4
地元住民対象の既存商店街をどう再生するか？

→地元商業者の新たな事業展開、雇用創出を図る
●観光客対象の小売業や宿泊施設対象のサービス業の開業
●ふるさと文化交流事業は、地域の事業者が暮らしと事業活動を一体化できる

出典：『湯布院・いやしの里の歩いて楽しいまちづくり交通社会実験の実施』

表●調査事業の提言2

出典：『観光環境容量・産業連関表分析調査及び地域由来型観光モデル事業報告書（概要版）』由布院温泉観光協会をもとに一部筆者が再整理

宿泊施設や物販・飲食施設といった観光関連施設について、周辺店舗や地域全体に溶け込めるよう開発規模を3,000㎡（延床面積）以下と
することを基本とし、外観については「由布院盆地景観計画」および「湯の坪街道周辺地区景観計画」の基準を遵守するとともに、これまで
の由布院における商売に対する考え方や行動を守っていくことが大事となる。
また、宿泊施設については、由布院観光を持続可能な地域とするため、従前より調整を図ってきた開発規模である15室程度（最大で30室程
度）とすることを基本とする。

表●2018年に示された基本方針3

を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
を
今
後
見
極

め
て
い
く
た
め
に
、
約
40
年
続
い
て
い
る
由

布
院
観
光
の
成
長
の
軌
跡
と
、
そ
の
成
長
・

発
展
が
ど
の
よ
う
な
成
果
と
課
題
を
地
域
に

も
た
ら
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
由
布
院
温
泉
観
光
協
会
が
由
布
院
温

泉
旅
館
組
合
と
連
携
し
て
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
同
事
業
で
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
提
案
と
し
て
４
つ
の
解
決
課
題
が
示

さ
れ
て
い
る（
表
２
）。

❸
湯
の
坪
街
道
周
辺
地
区
景
観
計
画
・

景
観
協
定
の
策
定（
２
０
０
８
年
）

　

２
０
０
６
年（
平
成
18
年
）
に
湯
の
坪
街

道
で
起
き
た
交
通
事
故
を
き
っ
か
け
に
、
安

心
安
全
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
「
湯
の

坪
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
発
足
。
同
協
議

会
で
の
協
議
を
も
と
に
、
景
観
計
画
を
定
め

る
た
め
の
委
員
会
と
し
て
「
湯
の
坪
街
道
周

辺
地
区
景
観
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
が
発

足
し
、
湯
の
坪
地
区
で
の
景
観
ル
ー
ル
づ
く

り
が
行
わ
れ
た
。
２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）

に
「
湯
の
坪
街
道
周
辺
地
区
景
観
計
画
・
景

観
協
定
」
が
策
定
さ
れ
、
景
観
計
画
区
域
内

の
建
築
物
や
工
作
物
に
一
律
に
課
せ
ら
れ
る

ル
ー
ル
や
、
住
民
が
守
る
べ
き
ル
ー
ル
が
設

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
法
的
な
強
制
力
は
な
い

も
の
の
、
地
域
の
申
し
合
わ
せ
と
し
て
守
っ
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図●由布市の外国人客数3

出典：「由布市観光動態調査」（由布市）

ら
公
共
交
通
機
関
で
の
移
動
な
ど
、
様
相
も

変
化
。
＂静
け
さ
、
緑
、
空
間
＂
を
大
切
に
長

年
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
が
、
日
帰
り

観
光
客
の
増
加
や
、ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
キ
ャ

リ
ー
ケ
ー
ス
に
よ
る
騒
音
な
ど
の
行
動
が
、

生
活
、
観
光
の
双
方
に
影
響
を
与
え
る
な
ど
、

由
布
院
が
描
い
て
き
た
ま
ち
の
姿
や
過
ご
し

方
が
必
ず
し
も
実
現
で
き
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。

　

ま
た
、
観
光
に
影
響
を
与
え
た
変
化
と

し
て
は
、
挾は

さ

間ま

町
、

庄
内
町
と
の
合
併

（
２
０
０
５
年
）、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

（
２
０
０
８
年
）、
熊
本

地
震
な
ど
の
災
害
の

発
生
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
２
０
０
０
年

代
以
降
は
、
地
域
内

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
変
化
と
そ
れ
に
伴

う
問
題
へ
の
対
応
も

迫
ら
れ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、

２
０
１
８
年（
平
成
30

年
）
に
由
布
院
温
泉

観
光
協
会
・
由
布
院

温
泉
旅
館
組
合
は
、

て
い
く
マ
ナ
ー
と
し
て
「
紳
士
協
定
（
お
も
て

な
し
協
定
）」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
的
で
あ
る（
図
２
）。

　

な
お
、
景
観
に
関
し
て
は
、
由
布
院
と
し

て
あ
る
べ
き
風
景
を
つ
く
る
た
め
の
建
築
デ

ザ
イ
ン
上
の
心
得
を
示
し
た
『
ゆ
ふ
い
ん
建

築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
注

４
）
も
策
定
さ
れ
て
い
る
。
旧
湯
布
院
町
で

は
、
１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）
に
自
然
環
境

や
景
観
、
風
紀
を
守
る
た
め
の
大
規
模
な
開

発
を
抑
制
し
て
も
ら
う
と
い
う
「
成
長
管
理
」

と
い
う
考
え
方
を
打
ち
出
す
『
潤
い
の
あ
る

町
づ
く
り
条
例
』
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、

小
規
模
開
発
に
関
し
て
は
同
ブ
ッ
ク
で
方
針

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
０
１
８
年
（
平

成
30
年
）
に
は
、
後
述
す
る
『
新
・
由
布
院
温

泉
観
光
基
本
計
画
』
で
表
３
の
よ
う
な
方
針

が
示
さ
れ
た
。

　

２
０
０
０
年
代
以
降
、
多
岐
に
わ
た
る
環

境
変
化
を
経
験
し
て
い
る
由
布
院
。
例
え
ば
、

外
国
人
観
光
客
に
関
し
て
は
、
客
数
（
総
数
）

が
増
加
す
る
中
で（
図
３
）、
団
体
旅
行
か
ら

個
人
旅
行
へ
、
大
型
観
光
バ
ス
で
の
移
動
か

　

 

環
境
変
化
を
踏
ま
え
た

４
「
新
・
由
布
院
温
泉
観
光

　

 

基
本
計
画
」の
策
定

「
由
布
院
温
泉
観
光
基
本
計
画
」（
１
９
９
６

年
に
策
定
）の
見
直
し
を
行
っ
た
。
20
年
以

上
が
経
過
し
た
同
計
画
は
、
課
題
認
識
お
よ

び
そ
れ
に
基
づ
く
取
り
組
み
内
容
に
現
状
と

の
乖か

い

離り

が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
関
係
者
間

で
の
議
論
が
以
前
に
比
べ
る
と
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
由
布
院
の
外
か
ら
参
入
し

て
く
る
事
業
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
由
布
院
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
が
共
有

で
き
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
由
布
院
観
光
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
か
ら
生
じ
た
各
種
課
題
を
明
確
化
し

た
上
で
、
改
め
て
由
布
院
が
目
指
す
姿
と
と

も
に
そ
の
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
を
示
す

こ
と
を
目
的
に
、
由
布
院
温
泉
観
光
基
本
計

画
の
改
定
が
行
わ
れ
た（
表
４
）。

図●紳士協定（おもてなし協定）の内容2

出典：「由布岳を望む誰もが安らげる湯の坪街道周辺地域づくりのために『湯の坪街道周辺
地区景観計画・景観協定（概要版）』」（湯の坪街道周辺地区景観づくり検討委員会）
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表●「新・由布院温泉観光基本計画」の概要4

由布院を取り巻く環境の変化
（１）外国人観光客の増加／（２）入込み客（日帰り客）の増加／
（３）熊本地震等の災害の発生／（４）外部からの参入の増加／
（５）観光まちづくりの手法の変化

由布院観光の課題と方向性

１.社会環境や外部環境の変化を踏まえ、受入態勢を強化しなければならない
→ FITの増加やフリーライダーを許さないための対応が必要
２.過去を振り返り、未来を見つめ直さなければならない
→ これからも今のままでよいのか、何を変換していくべきかを検討することが必要
３.目指すべき方向性を確認し、地域で共有しなければならない
→ 今後の目指すべき方向性、それぞれの役割を地域内で周知することが必要
４.持続的な発展のために地域のルールを再構築しなければならない
→ 地域合意による計画に位置づけられた自主ルールや定量的な指標が必要

由布院観光の理念

①由布院の観光を支える大きな柱は『自然』であり、大事に育まれてきた『環境』『景観』が
最大の観光資源である

②程よい大きさの由布院盆地の中で、生活のスケールに合った心地良さと生活を豊かにす
る小味で多様な魅力が安らぎの空間と個性あるまちを創る

③1人ひとりの顔が見える交流が、無限に広がる情報や物の流れの中から新たな価値を見
出し、生活を豊かにしていくとともに、魅力あるものが創造されていく

由布院観光のコンセプト 『豊かな暮らしと交流が共存する滞在型保養温泉地』

想定する主要ターゲットの考え方
　由布院観光の理念の通り、由布院の大きな魅力の一つは、由布院に住む個々の人の生き
方がベースとして存在し、そこに様々な交流が生まれていることである。こうした交流から
生まれる様々な価値を今後も大事にしていくためには、由布院の理念を理解し、共感してく
れる人に由布院に来てもらうことが最も重要となる。

戦略

１.由布院観光の魅力の根源である温泉滞在を地域一丸となって推進する
　【滞在化推進戦略】
２.由布院温泉での観光まちづくりを官民一体となって力強く推進する
　【観光まちづくり推進戦略】
３.由布院温泉の観光地としてのブランドや推進体制など観光基盤を整備・充実させる
　【観光地としての基盤整備推進戦略】
４.由布院温泉のインフラを含めた滞在環境を抜本的に見直し、強力に整備を推進する
　【滞在環境整備推進戦略】

し
い
よ
ね
」（
注
５
）
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を

外
部
に
対
し
て
発
信
し
続
け
て
き
た
。
一
緒

に
暮
ら
す
„
生
き
方
＂、„
出
会
い
＂の
場
所
の

イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
、
由
布
院
に
関
わ
る
地

域
内
外
の
関
係
者
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
我
が
国
の
今
後
の
観
光
を
考
え

る
際
に
は
、
生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
や
共

存
に
向
け
た
対
応
お
よ
び
管
理
を
地
域
側

だ
け
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
地
域
外
も
含

め
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
域
へ
の
関
与
の
仕

方
、
果
た
せ
る
役
割
、一
つ
ひ
と
つ
の
行
動
が

地
域
に
与
え
る
影
響
な
ど
を
も
っ
と
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
ご
と
う　

け
ん
た
ろ
う
）

︵
注
１
）	

２
１
５
号
で
は
、
米
田
誠
司
「
２ 

観
光
と
ま
ち
づ

く
り
の
間
に
あ
る
も
の　

―
由
布
院
の
四
十
年
の

足
跡
か
ら
見
え
る
こ
と
」、
２
２
３
号
で
は
、
桑
野

和
泉
「
３ 

百
年
の
計
、
変
わ
ら
ぬ
思
い
と
進
化
す

る
由
布
院
」、
生
野
敬
嗣
「
４ 

温
泉
地
か
ら
の
声 

由
布
院
温
泉
」
を
参
照
。

（
注
２
）	

桑
野
和
泉（
２
０
０
９
）：「
今
後
の
観
光
庁
及
び
観
光

政
策
に
関
す
る
懇
談
会 

概
要
」

 

国
土
交
通
省
、p. 

２

（
注
３
）	

公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
由
布
院
の
ま
ち
づ
く
り
に
学
ぶ
」

の
講
演
録
紹
介
（
第
４
回
）』
滋
賀
大
学
産
業
共
同

研
究
セ
ン
タ
ー
、p. 

１

（
注
４
）	

１
９
９
８
年
に
作
成
。
２
０
０
０
年
に
は
、
由
布
院

温
泉
観
光
協
会
、旅
館
組
合
、商
工
会
、地
区
住
民
、

湯
布
院
町
役
場
で
立
ち
上
げ
た
「
ゆ
ふ
い
ん
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
」で
議
論
を
重
ね
、
創
り
・

守
る
べ
き„
ゆ
ふ
い
ん
の
風
景
イ
メ
ー
ジ
＂
を
形
と

し
て
町
民
に
示
す
こ
と
を
主
眼
に
「
町
民
普
及
版
」

を
作
成
。
２
０
１
１
年
に
は
増
補
改
訂
版
が
作
成

さ
れ
た
。

（
注
５
）	「
第
１
回
由
布
院
ス
ピ
リ
ッ
ト
研
究
会
議
事
録
」

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
、２
０
１
０
）よ
り
。

５ 

人
口
１
万
人
の
町
で
の

　

 

生
活
と
観
光

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
想
定
の
範
囲

を
超
え
る
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
ま
ず
は
由
布
院
の
よ
う
に
、
地
域
住
民

自
ら
が
主
体
性
を
持
っ
て
、
地
域
内
外
に
意

志
を
明
示
し
、
生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
も

意
識
し
な
が
ら
、
地
域
を
創
り
管
理
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。
今
あ
る
由
布
院
の

姿
は
、
自
然
に
生
ま
れ
た
姿
で
は
な
く
、
長

年
地
域
が
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
結
果

な
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

我
が
国
の
観
光
地
は
、
由
布
院
の
よ
う
に
小

さ
な
町（
地
域
）も
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

地
域
自
身
が
主
体
性
を
持
っ
て
臨
む
の
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
小
さ
な
町
の
中
の
力
と

努
力
だ
け
で
は
解
決
に
至
ら
な
い
こ
と
も
多

い
。
３
．で
述
べ
た
通
り
、
由
布
院
は
各
種
対

応
を
行
っ
て
き
て
お
り
今
後
も
そ
う
し
た
対

応
は
必
要
だ
が
、一
方
で
小
さ
な
町
で
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
は
、
地
域
外
の
人
の
好
意
、

善
意
と
支
援
も
な
け
れ
ば
守
っ
て
い
け
な
い

と
由
布
院
は
認
識
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

リ
ー
ダ
ー
の
中
谷
氏
は
「
こ
の
よ
う
に
生
き

た
い
よ
ね
、一
緒
に
生
き
る
、
出
会
っ
た
場
所

が
こ
の
よ
う
で
あ
る
と
ど
ん
な
に
か
素
晴
ら

特集4.indd   24 2019/01/23   10:40



25

特集
観光客急増で問われる地域の“意思”
　世界の人々 の夢と憧れの街へ5

第240号 January 2019

　

昭
和
７
年
文
部
省
制
作
『
東
京
の
四
季
』

と
い
う
フ
ィ
ル
ム
を
見
る
機
会
を
得
た
。
隅

田
川
の
川
開
き
と
花
火
、
上
野
駅
、
飛
鳥
山

の
桜
、
堀
切
菖
蒲
園
、
相
撲
と
東
京
各
地
の

四
季
が
描
か
れ
る
中
で
、「
歳
末
大
売
り
出

し
」
の
舞
台
は
銀
座
。
セ
ー
ル
の
看
板
と
歳

末
の
買
い
物
に
慌
た
だ
し
く
急
ぐ
人
々
の
足

元
が
、
師
走
の
東
京
風
物
詩
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
９
月
、
五
輪
招
致
が
決
定
し

て
以
来
、
訪
日
外
国
人
は
急
激
に
増
加
し
た
。

周
知
の
と
お
り
国
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
の
目
標
を
２
０
２
０
年
に
は
４
０
０
０
万

人
、
２
０
３
０
年
に
は
６
０
０
０
万
人
と
し

て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
以
前
に
達
成
す

写真１　銀座４丁目交差点の風景

世
界
の
人
の々
夢
と
憧
れ
の
街
へ

特
集

5
一
般
社
団
法
人
銀
座
通
連
合
会
・
全
銀
座
会
・
銀
座
街
づ
く
り
会
議
・
銀
座
デ
ザ
イ
ン
協
議
会　

事
務
局
長　

竹
沢 

え
り
子

東
京
都
・
銀
座
の
取
り
組
み

る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
平
成
29
年
東

京
都
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
訪
日
外
国
人
が
都

内
で
訪
れ
る
場
所
の
１
位
が
新
宿
・
大
久
保

で
56
・
０
％
、
２
位
が
銀
座
で
49
・
７
％
。
つ

ま
り
、
東
京
都
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光
客
の

半
数
は
、
銀
座
に
来
て
い
る
の
で
あ
る（
図

１
）。
そ
し
て
「
一
番
期
待
し
て
い
た
場
所
」

「
一
番
満
足
し
た
場
所
」
の
い
ず
れ
も
、
１
位

は
銀
座
。
行
っ
た
行
動
は
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」。

昔
も
今
も
、
銀
座
は
買
い
物
の
街
、
商
売
の

街
で
あ
る（
写
真
１
）。

　

今
、
銀
座
通
り
で
聞
こ
え
て
く
る
の
は
右

も
左
も
外
国
語
。
中
国
語
・
英
語
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
時
に
は
全
く
知
ら
な
い
言
語
が

飛
び
交
っ
て
い
る
。
観
光
客
ば
か
り
で
は
な

い
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
れ
ば
、
左
右
の
テ
ー

ブ
ル
で
外
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
ラ
ン
チ
を

取
っ
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
。
従
業
員
に
も

外
国
人
が
増
え
た
。

　

百
貨
店
業
界
で
は
、
訪
日
客
の
免
税
売
り

上
げ
シ
ェ
ア
が
20
％
を
超
え
る
百
貨
店
は
全

国
２
０
０
を
超
え
る
店
舗
の
う
ち
３
店
舗
し

か
な
く
、
そ
の
う
ち
２
店
は
銀
座
の
店
だ
と

い
う
。

　

訪
都
外
国
人
旅
行
者
数
は
２
０
１
４

年
の
８
８
７
万
人
に
対
し
て
２
０
１
５

年
は
１
１
８
９
万
人
と
一
気
に
増
加
し
、

２
０
１
７
年
に
は
１
３
７
７
万
人
と
な
っ
た

（「
東
京
都
観
光
客
数
等
実
態
調
査
（
東
京

都
）」
よ
り
）。

　

中
央
区
の
延
べ
宿
泊
客
数
も
、
２
０
１
５

年
の
１
０
６
万
人
泊
か
ら
２
０
１
６
年
は

１
１
５
万
人
泊
と
な
っ
て
い
る
（「
宿
泊
旅
行

統
計
」（
観
光
庁
）（
注
１
）
よ
り
）。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
始
め
た
当
初
は
、

眉
を
ひ
そ
め
た
く
な
る
よ
う
な
マ
ナ
ー
違

反
も
多
々
見
受
け
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
銀

座
の
街
全
体
が
荒
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
、
日
本
人
顧
客
が
銀
座
か
ら
離
れ
て
い
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が

一
気
に
広
が
っ
た
。
そ
こ
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
応
す
る
た
め
に

立
ち
上
げ
ら
れ
た
、
全
銀
座
会
Ｇ
２
０
２
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
注
２
）
で
は
、
２
０
１
５
年

４
月
、
会
員
店
舗
を
対
象
に
「
外
国
人
旅
行

マ
ナ
ー
違
反
か
ら
、

お
互
い
の
理
解
へ

昔
も
今
も

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
街
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図●訪都外国人旅行者の訪問した場所（2017年）1

出典：東京都「平成29年  国別外国人旅行者行動特性調査」
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客
へ
の
対
応
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
話
し
合
い
、
た
だ
一
方
的
に
禁
止
し
た

り
「
や
め
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
の
で
は
な

く
、
銀
座
は
ど
う
い
う
街
な
の
か
、
ど
ん
な

ふ
う
に
こ
の
街
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
の

か
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、日
常
の
ち
ょ
っ

と
し
た
文
化
の
違
い
を
説
明
し
、「
こ
う
し
た

ほ
う
が
お
互
い
に
気
持
ち
が
い
い
で
す
よ
」

「
ス
マ
ー
ト
で
す
よ
」
と
い
う
伝
え
か
た
を
し

よ
う
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
そ
こ
で
同
じ

銀
座
の
仲
間
で
あ
る
会
社
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
ア
ジ
ア
圏
で
人
気
の
あ
る
「
ち
び
ま
る

子
ち
ゃ
ん
」
に
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
登
場
し
て
も
ら
っ
て
、
簡
体
字
︱
英
語
、
繁

体
字
︱
英
語
の
２
種
類
か
ら
な
る
銀
座
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
制
作
し
た（
写
真
２
）。
さ
く
ら

も
も
こ
さ
ん
に
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
画
も
描
い
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、内
容
と
し
て
は
、銀
座
マ
ッ
プ
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
マ
ナ
ー
、

夜
の
銀
座
の
楽
し
み
方
、
地
震
発
生
時
の
行

動
、
近
隣
地
区
へ
の
移
動
方
法
な
ど
を
掲
載

し
た
。
百
貨
店
や
店
舗
を
は
じ
め
、
成
田
空

港
、
羽
田
空
港
、
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
等
に
配
布
し

て
、
銀
座
を
訪
れ
る
以
前
に
手
に
し
て
も
ら

え
る
工
夫
を
し
た
。

　

同
時
に
、
店
頭
の
案
内
ツ
ー
ル
と
し
て

使
っ
て
い
た
だ
く
ス
テ
ッ
カ
ー
も
制
作
し
た
。

「
喫
煙
Ｎ
Ｇ
」「
店
内
の
食
べ
歩
き
禁
止
」「
土

足
厳
禁
」「
お
話
は
小
さ
な
声
で
」
な
ど
十
種

類
で
あ
る
。
店
内
に
掲
示
し
た
り
、
お
店
で

困
り
ご
と
が
起
き
た
時
に
、
人
前
で
面
と
向

か
っ
て
注
意
す
る
の
で
は
な
く
、
さ
り
げ
な

く
ス
テ
ッ
カ
ー
を
示
す
、
と
い
う
使
い
方
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
銀
座
会
で
は
、
銀
座
の
店
舗
で

働
く
従
業
員
向
け
に
、
国
に
よ
る
文
化
・
習

慣
の
違
い
を
理
解
し
て
、
訪
日
外
国
人
を
ど

の
よ
う
に
ご
案
内
、
お
迎
え
し
て
い
く
べ
き

か
を
ま
と
め
た
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ガ
イ

ド
」（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
・
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
）も
制
作
し
た
。

　

そ
の
後
、
爆
買
い
の
よ
う
な
現
象
も
減
り
、

あ
か
ら
さ
ま
な
マ
ナ
ー
違
反
は
激
減
し
た
。

観
光
客
も
団
体
客
だ
け
で
な
く
家
族
連
れ
、

友
人
グ
ル
ー
プ
、
個
人
と
多
様
化
し
、
事
前

に
様
々
な
情
報
を
手
に
入
れ
、
免
税
で
買
い

物
が
で
き
る
場
所
、
安
く
買
え
る
場
所
な
ど

を
熟
知
し
て
い
る
。
同
じ
化
粧
品
を
購
入
す

る
に
し
て
も
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
目
的
な
ど
、

個
別
対
応
を
求
め
る
客
が
増
え
て
い
る
と

い
う
。

　

受
け
入
れ
る
側
も
、
国
内
外
の
文
化
や
習

慣
が
ぶ
つ
か
っ
て
互
い
に
不
快
に
な
ら
な
い

よ
う
に
カ
ウ
ン
タ
ー
を
分
け
て
別
々
に
買
い

物
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
事
前
に
工
夫

す
る
余
裕
が
出
来
て
き
て
い
る
。
現
場
の
困

り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
従
業
員
同
士
で

情
報
共
有
し
て
話
し
合
い
、
対
応
を
検
討
す

る
と
い
っ
た
経
験
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
あ
る
店
舗
で
は
持
ち
込
ま
れ
た
ゴ

ミ
は
先
に
受
け
取
っ
て
し
ま
う
等
、
お
客
様

の
要
望
を
先
回
り
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
が

そ
れ
も
経
験
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
こ

と
と
言
え
る
。

　

あ
る
百
貨
店
で
は
、
全
銀
座
会
と
し
て
の

動
き
も
踏
ま
え
、「
な
ぜ
、
こ
う
い
う
こ
と
を

す
る
の
だ
ろ
う
。
た
だ
禁
止
す
る
の
で
は
な

く
、
ま
た
は
諦
め
て
し
ま
う
の
で
も
な
く
、

文
化
や
背
景
を
知
っ
て
、
そ
の
上
で
き
ち
ん

と
言
わ
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
社
内
で
も
議
論
し
、
独
自
の
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
を
作
り
、
お
客
様
に
提
示
し
て
い
る
と

い
う
。

　

日
本
人
客
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
ゼ
ロ
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
人
客

も
、
そ
し
て
店
も
街
の
人
々
も
、
多
く
の
外

国
人
が
街
を
闊
歩
す
る
姿
、
異
文
化
を
背
景

に
持
つ
人
た
ち
が
日
常
生
活
に
登
場
す
る
こ

と
に
よ
う
や
く
「
慣
れ
て
き
た
」
の
だ
と
思

う
。
観
光
バ
ス
で
乗
り
付
け
る
団
体
客
ば
か

り
で
な
く
、
ア
ジ
ア
圏
の
個
人
客
、
欧
米
人

客
が
日
常
風
景
の
一
部
で
あ
る
姿
も
増
え
て

き
た
。
世
界
の
主
要
都
市
に
行
け
ば
、
様
々

な
人
種
が
溢
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
人

し
か
い
な
い
、
あ
る
意
味
で
は
い
び
つ
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
社
会
で
あ
っ
た
東
京
も
、

よ
う
や
く
世
界
の
主
要
都
市
と
同
じ
よ
う
に

な
っ
た
、
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

街
全
体
と
し
て
の
最
大
の
困
り
ご
と

は
、
観
光
バ
ス
の
駐
停
車
問
題
で
あ
る
。

２
０
１
７
年
に
開
業
し
た
ギ
ン
ザ
シ
ッ
ク
ス

（
写
真
３
）
は
、
地
域
貢
献
の
一
つ
と
し
て
、
観

光
バ
ス
乗
降
所
を
設
け
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
銀
座
通
り
に
停
車
を
し
て
客
を
降

ろ
し
、一
定
時
間
後
に
戻
っ
て
き
て
客
を
待
つ

観
光
バ
ス
は
後
を
絶
た
な
い
。
ひ
ど
い
時
は

二
重
停
車
し
て
銀
座
通
り
が
渋
滞
し
、
晴
海

通
り
か
ら
右
左
折
で
き
ず
に
交
差
点
を
塞
ぐ

写真２　訪日観光客向けガイドブック

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
迎
え
る

交
通
シ
ス
テ
ム
課
題
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あ
っ
て
い
て
気
の
毒
で
す
ら
あ
る
。
さ
ら
に

無
駄
な
周
回
は
交
通
量
を
い
た
ず
ら
に
増
や

す
こ
と
に
な
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
と
い
う
面
か

ら
も
問
題
だ
ろ
う
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
迎
え
る
都
市
交
通
シ
ス

テ
ム
の
あ
り
か
た
全
体
と
し
て
、
検
討
さ
れ

る
べ
き
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

日
本
か
ら
、
世
界
の
銀
座
へ

　

あ
る
百
貨
店
担
当
者
は
、「
来
店
す
る
観

光
客
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
体
験
の
価
値
を
求

め
に
銀
座
に
来
る
。
こ
の
価
値
は
、
商
業
の

街
・
銀
座
が
築
い
て
き
た
宝
だ
と
思
う
。我
々

が
今
の
シ
ェ
ア
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
銀
座
と
い
う
街
の
価
値
を
維
持
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
強
調
す

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
銀
座
の
街
の
魅
力
を
落

と
さ
な
い
努
力
を
街
全
体
で
や
っ
て
き
た
の

だ
し
、
自
分
た
ち
も
そ
の
つ
も
り
で
協
力
し

て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

銀
座
は
、
明
治
５
年
に
煉
瓦
街
が
建
設
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
日
本
人
が
見
た
こ
と
も
な
い

西
欧
風
の
街
並
み
に
、
全
国
か
ら
進
取
の
気

性
に
富
む
商
人
た
ち
が
や
っ
て
き
て
次
々
と

出
店
し
、
西
洋
の
珍
し
い
商
品
を
扱
っ
て
文

化
・
情
報
の
発
信
地
と
な
り
、
明
治
の
終
わ

り
ご
ろ
ま
で
に
は
日
本
全
国
の
憧
れ
の
街
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
っ
た
。「
い
つ
か

は
銀
座
で
買
い
物
を
し
て
み
た
い
」「
特
別
な

日
は
銀
座
で
過
ご
し
た
い
」「
い
つ
か
は
銀
座

に
店
を
出
し
た
い
」。
日
本
人
の
夢
と
憧
れ
を

集
め
て
き
た
街
、
そ
れ
が
銀
座
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
今
、
国
内
か
ら
世
界
の
人
た
ち
へ

と
広
が
っ
た
、
そ
の
変
化
の
只
中
に
い
る
の

だ
、
と
銀
座
は
受
け
止
め
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
そ

れ
は
変
化
の
一
部
な
の
だ
。
世
界
中
の
人
々

が
「
い
つ
か
は
銀
座
で
買
い
物
し
た
い
」
と
憧

れ
、一
度
訪
れ
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
「
も
う

一
度
来
て
、
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
を
知
り
、
銀

座
ツ
ウ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
（
そ

れ
が
ス
テ
イ
タ
ス
）」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
街
に
な
り
た
い
。
そ
れ
が
銀
座
の
思

い
で
あ
る
。

（
た
け
ざ
わ　

え
り
こ
）

こ
と
す
ら
あ
る
。
年
２
回
ほ
ど
、
国
土
交
通

省
、東
京
都
、中
央
区
、警
察
、そ
し
て
町
会
・

通
り
会
で
協
力
し
、
や
っ
て
く
る
バ
ス
の
運

転
手
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。
バ
ス
か

ら
降
り
た
団
体
客
が
、
花
壇
を
踏
み
荒
ら
し

た
り
歩
道
を
ふ
さ
い
だ
り
す
る
こ
と
も
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
来
は
旅

行
会
社
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い

問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
周
辺
に
駐
車

場
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
起
こ
る
問

題
で
あ
る
。
客
を
待
つ
間
、
運
転
手
は
周
回

し
続
け
ざ
る
を
え
ず
、
休
憩
す
る
こ
と
も
ト

イ
レ
に
行
く
こ
と
も
で
き
な
い
、
そ
の
う
え

街
の
人
か
ら
は
注
意
さ
れ
る
、
と
い
う
目
に写真３　観光バスで渋滞する銀座通りの様子

︵
注
１
）	「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
報
告
書
」（
国
土
交
通
省
観

光
庁
）
よ
り
（
公
財
）
日
本
交
通
公
社
調
べ
。

	

（
中
央
区
の
年
間
の
延
べ
外
国
人
宿
泊
者
数
は
、

２
０
１
５
年
１
〜
３
月
は
、
四
半
期
別
報
告
書
よ

り
、
２
０
１
５
年
４
月
以
降
は
、
月
別
報
告
書
で
公

表
さ
れ
て
い
る
数
字
（
未
回
収
分
を
推
計
し
た
も

の
で
は
な
い
）
を
足
し
上
げ
た
も
の
。

（
注
２
）	

全
銀
座
会
は
、
東
京
都
中
央
区
銀
座
の
全
エ
リ
ア
を

網
羅
す
る
自
治
末
端
組
織
で
あ
る
「
町
会
」、
地
域

振
興
商
店
街
組
織
で
あ
る
「
通
り
会
」、
業
種
業
態

組
合
ほ
か
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
組
織
。
銀
座
の
街
の

全
体
方
針
を
意
思
決
定
す
る
組
織
で
、
２
０
０
１
年

10
月
に
設
立
（
前
身
の
「
銀
座
連
絡
会
」
を
発
展
的

に
改
組
）。
全
銀
座
会
Ｇ
２
０
２
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
銀
座
の
課
題
や
変
化
に
対
応
し
、
全
銀
座
会
の

各
団
体
、
各
店
舗
の
企
業
が
連
携
を
と
り
あ
い
な
が

ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
応
に
街
全

体
と
し
て
取
り
組
む
た
め
、
２
０
１
４
年
に
設
立
。

Ｇ
２
０
２
０
は
、
２
０
２
０
年
を
き
っ
か
け
と
し
て

銀
座
と
い
う
街
の
価
値
を
向
上
さ
せ
、
長
期
的
に
銀

座
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

竹沢 えり子 （たけざわ えりこ）

一般社団法人銀座通連合会・全銀座会・
銀座街づくり会議・銀座デザイン協議会 
事務局長
東京生まれ。慶應義塾大学文学部卒業。
出版社勤務、企画会社経営を経て、1992
年頃より銀座のまちづくりに関わる。2011
年、東京工業大学大学院社会理工学研
究科博士課程修了。博士（工学）。銀座の
まちづくりをテーマとした博士論文にて日
本都市計画学会論文奨励賞を受賞。著書
に『銀座にはなぜ超高層ビルがないのか』

（平凡社新書、2013）、共著に『銀座  街の
物語』（河出書房新社、2006）、『地域と大
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など。
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　近年、訪日観光客の急増等により、来訪者の受入環

境の確保などが求められており、銀座地区において適

切にホテル計画を誘導していく必要が発生。

　そこで、東京都中央区は、2017年9月1日に銀座地

区の地区計画を変更し、ゆとりある滞在空間を備え、

銀座の地域特性および賑わいと調和するホテル計画

を誘導するため、建築物などの用途の制限において宿

泊の用に供する建築物について客室規模や交流機能

に係る規定を新たに定めた（下表）。そこに至る経緯は

次の通りである。

　2015年に銀座でカプセルホテルが開業することを

把握し、カプセルホテルが「銀座ならではの体験」に

繋がる宿泊施設なのかが大きく議論された。「銀座は

低価格をアピールするのではなく、他にはない価値やよ

りよいサービスを提供したい、銀座の近隣にあるなら

銀座には必要ないのではないか」（注1）など、さまざま

な意見が出されたという。全銀座会では、2015年１月

に、カプセルホテルなどの、簡易に低価格で宿泊でき

る施設を含む簡易宿所は銀座には必要ないという結

論に至り、中央区と検討を開始。そして、今回の地区計

画の変更となった。

　同取り組みから学ぶポイントとしては、「銀座では、

来街者には上質でラグジュアリー、豊かで落ち着いた

空間と時間を安心して楽しんでいただきたい」（注1）と
いう考えのもと、銀座にどのような宿泊施設が望ましい

のか、を「銀座ならではの体験」という観点で議論をし

ていること。そして、環境が変化する中で、その時々の

問題を自ら扱い議論し、街の“意志”を行動に移してい

くための組織と仕組み、官民の関係性などを時間をか

けて作り上げてきたことが挙げられるだろう。

　中央区と銀座では、その後も地域関係者と課題や意

識共有の機会を持ち、協議型で議論を重ねている（注
2）。現在中央区では、2019年7月に「一定規模以上の

客室や、まちににぎわいをもたらす施設を設けた良質な

ホテル計画について、容積率を緩和します」（注3）とい

う内容を盛り込んだ地区計画の変更を予定している。

　社会情勢や時代の流れが変化する中で、一度に全

てを解決することは非常に難しい。どう柔軟に対応して

いくか、そして、継続的に活動を続けていけるかも今後

の鍵となってくるだろう。引き続き、銀座のまちづくりに

学んでいきたい。

観光地域研究部　主任研究員　後藤 健太郎

宿泊の用に供する建築物について、次に掲げる建築物は建築してはならない。

①一宿泊室の床面積が次に掲げる数値未満の建築物。
　　　　　　　　ア）一宿泊室の定員が1人の場合、9㎡。
　　　　　　　　イ）一宿泊室の定員が2人の場合、13㎡。
　　　　　　　　ウ）一宿泊室の定員が3人以上の場合、次の算定式により求められる数値とする。
　　　　　　　　　　　　　Ｘ＝5.5（ｎ－１）＋9
　　　　　　　　　　　　　Ｘ：一宿泊室の床面積（㎡）　ｎ：一宿泊室の定員（人）

②フロントの前面に配置するロビー等（ロビー及びロビーと一体的に整備する応接室、談話室等の施設。）が次の
いずれかに該当する建築物。

　ただし、ロビー等の位置は周辺環境との調和等に配慮した計画でやむを得ないものはこの限りでない。
　　　　　　　　ア）当該面積（㎡）が宿泊室の定員の合計に0.4を乗じた数値未満の建築物。
　　　　　　　　イ）当該位置が1階以外又は道路に面しない建築物

表 地区計画の変更内容

出典：中央区HP「地区計画の変更について（銀座地区）9月1日」
（http://www.city.chuo.lg.jp/kusei/kohokotyo/press/puresuheisei29/201709011press.html）

「銀座ならではの体験」から考える
～望ましい宿泊施設とは～

（注1）	銀座街づくり会議「NEWS LETTER 2015/12/25 Vol.93 
簡易宿所（カプセルホテル等）規制に向けて、2016年度
早 に々手続き開始、地区計画策定へ」

	 （http://www.ginza-machidukuri.jp/activity/pdf/
NL93.pdf）

（注2）	銀座街づくり会議「NEWS LETTER 2018/12/07 Vol.108
これからの銀座をどうしていきたいか？ 銀座の将来像と地
区計画「銀座ルール」変更について」

	 （http://www.ginza-machidukuri.jp/activity/pdf/
NL108.pdf）

（注3）	中央区HP「地区計画等の変更について（平成30年11月）」
	 （http://www.city.chuo.lg.jp/kankyo/keikaku/

tikukeikaku_kinoukousinngata/tikukeikaku_
oshirase.html
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鎌
倉
市
は
、
年
間
約
２
０
０
０
万
人
の
観

光
客
が
来
訪
す
る
国
内
有
数
の
観
光
都
市

で
あ
る（
図
１
）。
１
１
８
５
年
（
文
治
元
年
）

に
源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
き
、
江
戸
期

に
は
、
社
寺
が
復
興
し
参
拝
客
が
訪
れ
る
半

農
半
漁
の
門
前
町
と
な
る
。
明
治
期
に
は
、

良
好
な
海
水
浴
場
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
横
須
賀
線
や
江
ノ
電
も
開

通
す
る
な
ど
、
そ
の
後
、
観
光
地
・
保
養
地

と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。鶴
岡
八
幡
宮（
写

真
1
）
や
鎌
倉
五
山
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史

資
源
の
他
、
由
比
ガ
浜
海
水
浴
場
な
ど
の
自

然
資
源
や
、
江
ノ
島
電
鉄（
写
真
２
）
な
ど

多
様
な
資
源
を
有
し
、
観
光
客
が
来
訪
す
る

範
囲
は
広
い
。
中
世
の
道
路
網
を
踏
襲
し
た

都
市
構
造
を
継
承
す
る
同
市
で
は
、
以
前
か

ら
観
光
目
的
の
自
動
車
交
通
に
よ
る
渋
滞

特
集

6

（
写
真
３
）
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
市

民
と
観
光
客
、
双
方
の
視
点
か
ら
問
題
解
決

に
向
け
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
。
そ
う

し
た
中
で
、
近
年
に
お
い
て
は
、
訪
日
外
国

人
の
急
増
な
ど
を
背
景
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
改
め
て
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
、
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
よ
り
広
い
視
野
か

ら
、
鎌
倉
市
が
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
振
興

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
対
応
し
て
き
た
か
、
を

第
三
者
の
視
点
か
ら
概
説
し
た
い
。
既
に
多

く
の
観
光
客
が
来
訪
し
て
い
る
地
域
に
お
い

て
、
地
域
を
よ
り
持
続
可
能
な
観
光
地
域
へ

と
近
づ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
中
長
期
的
な

視
点
で
の
取
り
組
み
と
持
続
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
持
続
的
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
に
は
、
計
画
と
そ

観
光
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
先
立
ち

必
要
と
な
る
計
画
管
理

観
光
地
域
研
究
部　

主
任
研
究
員　

後
藤 

健
太
郎

鎌
倉
市
観
光
基
本
計
画

出典：神奈川県「入込観光客調査」

図●鎌倉市の延べ入込観光客数1
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特集
観光客急増で問われる地域の“意思”
　観光地域のマネジメントに先立ち必要となる計画管理6

第240号 January 2019

の
着
実
な
計
画
の
推
進
お
よ
び
管
理
が
必
要

と
な
る
。

　

鎌
倉
市
は
、
１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
よ

り
３
回
に
わ
た
り
「
鎌
倉
市
観
光
基
本
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る（
表
１
）。
詳
細
は
公
開
さ

れ
て
い
る
各
計
画
書
に
譲
る
が
、
市
民
と
観

光
客
へ
の
扱
い
を
整
理
す
る
と
、
市
民
と
観

光
客
の
双
方
を
意
識
す
る
段
階
か
ら
、「
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
訪
れ
て
よ
か
っ
た
ま
ち
」
と

は
何
か
を
具
体
的
に
導
き
出
す
段
階
に
向
か

い
、
さ
ら
に
両
者
の
満
足
に
つ
な
が
る
ま
ち
の

成
熟
度
や
観
光
の
「
質
」
を
高
め
る
た
め
に
、

よ
り
住
民
を
意
識
し
た
目
標
が
掲
げ
ら
れ
る

と
い
う
大
き
な
流
れ
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

［
第
１
期
］

市
民
と
観
光
客
、双
方
を
意
識
し
た

計
画
の
策
定

　

豊
か
な
歴
史
性
に
依
存
し
た
観
光
が
中
心

と
な
る
中
で
、
市
民
の
生
活
環
境
へ
の
変
化

や
観
光
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
新
た

な
観
光
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
っ
た
。
そ

れ
を
受
け
、
観
光
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
、

人
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
市
民
や
観
光
客
が
豊

か
な
生
活
・
観
光
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
な

計画期間 理念 方針／目標

第1期
1996-2005年度
（1996.4策定）

本計画は、鎌倉の持つ様々な
魅力が国民共有の財産である
ことを認識しながら、「住んで
よかった、訪れてよかった」と
思えるまちを、市民、観光客と
行政がともに育てていくこと
を理念とします。

1 歴史的遺産と自然の保全と観光資源としての活用を図ります。
2 環境にやさしい観光の実現を図ります。
3 観光客、市民、事業者の相互理解を図ります。
4 市民と観光客が共有できる観光基盤の整備を図ります。
5 鎌倉観光の質の向上を図ります。
6 観光による地域経済活性化を図ります。

第2期
2006-2015年度
（2007.2策定）

※2008,2009年に見直し

1 史的遺産と自然、まち並み景観の保全を図りながら、観光資源としての活
用を図ります。

2 新たな魅力の創出によるまちの活性化を図ります。
3 多様な観光行動への対応と鎌倉らしいもてなしの充実を図ります。
4 誰もが安全で快適に楽しめる観光空間の整備を図ります。
5 地域全体で観光振興に取り組む姿勢を共有し、その推進を図ります。

第3期
2016-2025年度
（2016.3策定）

鎌倉の持つ様々な魅力や価値
が世界に誇る貴重な財産であ
ることを認識し、観光に携わ
るあらゆる主体が連携・協力
して、誰もが「住んでよかった、
訪れてよかった」と思える成
熟した観光都市を目指します。

Ⅰ 歴史、文化、自然、景観といった様々な遺産を保存・継承しつつ、 知られざる
鎌倉の魅力や価値を掘り起し、新たな観光資源として 発展・向上させます。 

Ⅱ 成熟した観光都市としての鎌倉に市民が誇りや郷土愛を感じつつ、 安心
して穏やかに暮らせるまちをつくります。 

Ⅲ 誰もが安全で快適につつがなく鎌倉で学び楽しめるように、観光客を受
け入れます。 

Ⅳ 観光の振興を地域の活性化につなげます。

表●鎌倉市観光基本計画（第1～3期）の概要1

る
こ
と
を
目
的
に
、
１
９
９
６
年
に
観
光
計

画
を
策
定
。
鎌
倉
の
観
光
の
特
徴
の
一
つ
と

し
て
、
国
内
主
要
観
光
都
市
の
入
込
客
数
を

比
較
し（
表
２
）、「
人
口
・
市
域
の
面
積
に
対

し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
」

を
挙
げ
、
鎌
倉
で
交
通
渋
滞
や
混
雑
が
発
生

す
る
状
況
な
ど
を
説
明
し
た
上
で
、
基
本
理

念
を
「
本
計
画
は
、
鎌
倉
の
持
つ
様
々
な
魅

力
が
国

―
―

民
共
有
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
な
が
ら
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
訪
れ
て
よ

か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
を
、
市

―民、観光
客

と

―
―

行
政
が
と
も
に
育
て
て
い
く
こ
と
」（
下
線

は
筆
者
加
筆
）
と
定
め
た
。
そ
し
て
、
基
本
方

針
で
は
、「
観
光
客
、
市
民
、
事
業
者
の
相
互

理
解
を
図
り
ま
す
。」「
市
民
と
観
光
客
が
共

有
で
き
る
観
光
基
盤
の
整
備
を
図
り
ま
す
。」

と
掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的

な
施
策
を
計
画
に
位
置
づ
け
て
い
っ
た
。

［
第
２
期
］

「
鎌
倉
ら
し
さ
」の
明
確
化
と

市
民
意
識
に
関
す
る
指
標
の
設
定

　

第
2
期
で
は
、
理
念
に
あ
る
「
住
ん
で
よ

か
っ
た
、訪
れ
て
よ
か
っ
た
ま
ち
」と
は
何
か
、

を
鎌
倉
と
い
う
地
に
落
と
し
込
ん
で
具
体
的

に
検
討
が
な
さ
れ
、「
鎌
倉
ら
し
さ
」
と
し
て

明
確
に
示
し
た
。

◦
観
光
都
市
と
住
宅
・
生
活
都
市
の
二
面
性
を
両
立
さ
せ
る

こ
と
と
歴
史
・
文
化
都
市
と
し
て
の
伝
統
を
継
承
す
る
こ

と
が
「
鎌
倉
ら
し
さ
」

◦「
鎌
倉
ら
し
さ
」
と
は
、
鎌
倉
の
魅

力
を
形
成
す
る
歴
史
的
遺
産
や
自

然
及
び
景
観
が
保
全
さ
れ
て
い
る

中
で
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
が
武

家
文
化
の
精
神
性
や
伝
統
、
歴
史

的
背
景
を
理
解
し
、「
誇
り
」「
香

り
」「
洗
練
」「
知
性
」「
品
格
・
品

位
」「
情
緒
」
と
い
っ
た
こ
だ
わ
り

を
日
々
の
生
活
の
中
で
大
切
に
し

て
い
る
「
生
活
様
式
」「
生
き
方
」
の

こ
と
で
あ
り
、
観
光
客
の
方
に
も
、

こ
の
よ
う
な
「
生
活
様
式
」「
生
き

方
」
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
（
出
典
：「
第
２
期
鎌
倉
市
観
光
基

本
計
画
」、p.
８
）

　

ま
た
、「
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
訪
れ
て
よ
か
っ
た
」
ま

ち
づ
く
り
と
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
観
光
客
を
迎
え
、

鎌
倉
の
良
さ
・
鎌
倉
ら
し
さ

を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
も
て
な
し
て
い
く
と
い

う
目
標
を
掲
げ
、
観
光
客
、

市
民
に
関
す
る
指
標
を
目

標
指
標
と
し
て
設
定
し
、
後

述
の
よ
う
に
進し

ん

捗ち
ょ
く

管
理
に

活
用
し
て
い
っ
た（
表
3
）。

　
「
観
光
客
数
」
に
関
し
て

は
、
そ
の
数
を
伸
ば
す
具
体

的
な
数
値
目
標
の
設
定
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
休
日
に

集
中
し
て
い
る
観
光
客
を

平
日
に
分
散
し
た
り
、
新
た

な
魅
力
を
紹
介
し
て
滞
在

１ 

観
光
計
画
に
お
け
る

　

 

市
民
と
観
光
客
の
扱
い
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時
間
を
延
ば
し
た
り
、
宿
泊
し
て
ゆ
っ
く
り

２
日
間
楽
し
ん
で
も
ら
う
な
ど
、
観
光
客
の

満
足
の
質
を
高
め
る
観
光
客
数
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
観
光
需
要
の
的
確
な
把
握
と
効
果
的

な
振
興
策
へ
の
展
開
）
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

［
第
３
期
］

成
熟
し
た
観
光
都
市
実
現
に
向
け
た

市
民
の
位
置
づ
け

　

ま
ち
に
息
づ
く
人
々
の
「
生
活
様
式
」
や

「
生
き
方
」
に
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
お
け
る

都
市
と
し
て
の
成
熟
度
が
表
れ
て
く
る
と
考

え
、
４
つ
目
標
を
掲
げ
た（
表
１
）。
観
光
の

「
質
」
は
、
結
果
的
に
は
市
民
と
観
光
客
の
満

足
度
に
表
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
の
も

と
、
目
標
達
成
に
向
け
た
指
標
の
中
で
は
、

市
民
の
満
足
度
と
観
光
客
の
満
足
度
を
最
も

重
視
す
る
と
と
も
に
、
第
２
期
の
課
題
を
踏

ま
え
て
、
目
標
の
一
つ
に
「
Ⅱ 

成
熟
し
た
観

光
都
市
と
し
て
の
鎌
倉
に
市
民
が
誇
り
や
郷

土
愛
を
感
じ
つ
つ
、 

安
心
し
て
穏
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。」
を
設
定
し
、

指
標
と
し
て
「
市
民
満
足
度
」
に
「
市
民
理
解

度
」
を
加
え
た
。

　

以
上
、
３
期
に
わ
た
る
観
光
計
画
で
の
市

民
と
観
光
客
の
位
置
づ
け
を
振
り
返
っ
て
み

た
が
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
背
景
に
は
、
上

記
以
外
に
も
入
込
客
数
の
増
加
と
税
収
の
増

加
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
で
は
、
市
民
の
観
光
客

に
対
す
る
不
満
が
増
加
へ
と
向
か
っ
て
し
ま

う
た
め
、
よ
り
市
民
を
重
視
し
た
観
光
政
策

へ
と
向
か
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

鎌
倉
市
の
観
光
計
画
の
特
筆
す
べ
き
も
う

一
つ
の
点
と
し
て
、
計
画
の
進
捗
管
理
体
制

を
整
え
、
継
続
的
に
計
画
管
理
を
行
っ
て
き

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
１
期
の
反
省
を
踏
ま
え
て
着
実
に
計
画

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
既
存
の
組
織
を

中
心
に
多
様
な
主
体
で
構
成
す
る
組
織
を
構

築
し
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ〔
計
画
〕、Ｄ
ｏ〔
実

行
〕、Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ〔
評
価
〕、Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
〔
改

善
〕）
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て
計
画
を
推
進
。
そ

の
評
価
・
情
報
の
公
開
も
行
わ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
計
画
の
実
施
に
お
い
て
は
、

観
光
振
興
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
「
①
鎌

倉
市
観
光
振
興
推
進
本
部
」（
平
成
23
年
６

月
に
は
、
鎌
倉
市
観
光
基
本
計
画
推
進
協
議

会
へ
改
組
）、
鎌
倉
市
観
光
振
興
推
進
本
部

の
下
部
組
織
と
し
て
、
観
光
に
関
す
る
さ
ま

出典：「鎌倉市観光基本計画」
　　　鎌倉市,1996,p.6

２ 

計
画
の
管
理
と

　

 

情
報
公
開

表●国内主要観光都市の入込客数の比較2

出典：「第2期鎌倉市観光基本計画」および「鎌倉市の観光事情〔平成28年度版〕」より（公財）日本交通公社作成

入込客数*1
（千人）A

面積*2
（k㎡）B

人口*3
（人）C

面積当りの入込客数
（千人）A/B

人口当りの入込客数
（千人）A/C

面積当りの市内混雑度数
（A/365+C/B）

小樽市 5,087 243 160,711 21 32 719
函館市 4,815 347 303,112 14 16 912
日光市 7,068 321 19,834 22 356 122
金沢市 5,788 468 430,926 12 13 955
高山市 2,080 140 64,489 15 32 503
横浜市 25,604 435 3,250,548 59 8 7,629
鎌倉市 19,659 40 174,782 496 112 5,774
奈良市 13,982 212 352,889 66 40 1,849
京都市 38,288 610 1,394,964 63 27 2,458
神戸市 27,500 544 1,468,208 51 19 2,839
萩　市 1,572 138 49,497 11 32 390
長崎市 5,595 241 439,129 23 13 1,887

満足度
策定時 第2期 目標年　 目標値
2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2015

市　民*1 76.6 75.3 74.1 77.7 77.4 78.5 74.9 79.7 79.0 90
観光客*2 59.2 66.8 70.2 73.9 74.0 78.6 75.4 75.9 76.8 79.2 79.5 85
*1：市経営企画課による第3次鎌倉市総合計画基本計画に関する市民意識

調査において、｢鎌倉市は、観光に高い魅力と独自性のあるまちだと思いま
すか｣の問いに対して、｢とてもそう思う｣ ｢少しそう思う｣と答えた人の割合

　 ※平成26年度より、当該調査が施策ごとの主な事業と当初予算額に対す
る調査内容に変更となり、上記の設問が調査対象外となったことから、平
成26年度以降の数値は集計不可として、記載なしとなっている。

*2：年4回実施している神奈川県観光振興対策協議会の入込観光客数調査
の際に行っている聞き取り形式のアンケート調査と観光商工課ホームペー
ジで随時受付している満足度アンケート調査結果によるもの。設問は、「鎌
倉に来る前の期待と比べて全体的に満足いただけましたか」の問いに対し
て、「たいへん満足」「やや満足」と答えた人の割合

表●市民と観光客に関する指標とその推移（一部）3

*1：入込客数は、93年の年間の
延べ入込客数（各数観光統
計資料より）

*2：面積は90年10月1日現在（国
土地理院「全国都道府県市
町村別面積調」より）

*3：人口は93年3月31日現在（自
治省「住民基本台帳」より）

注：ここでは、同整理が最初に行
われた第1期のデータを参
考に掲載している。

　 第2期、第3期においても、同
時点でのデータで再整理が
行われているので、最新のデ
ータはそちらを参照。

（年度）
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特集
観光客急増で問われる地域の“意思”
　観光地域のマネジメントに先立ち必要となる計画管理6

第240号 January 2019

ざ
ま
な
課
題
ご
と
に
設
置
さ
れ
、
個
別
に
検

討
を
行
っ
て
い
く
「
②
個
別
検
討
部
会
設
置
」

（
７
部
会
）、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
評
価
・
検
討
す
る
「
③
鎌
倉
市

観
光
基
本
計
画
進
行
管
理
委
員
会
」
を
設
置

し
た
。
参
考
ま
で
に
、
計
画
期
間
中
に
開
催

さ
れ
た
会
議
の
開
催
件
数
を
述
べ
る
と
、
①

は
計
24
回
、
③
は
計
25
回
で
あ
る
（
①
③
合

同
開
催
も
含
む
）。

　

ま
た
、
鎌
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
鎌

倉
市
の
観
光
事
情
」
と
し
て
、
毎
年
、
以
下
の

内
容
を
整
理
し
公
開
し
て
い
る
。

　
「
1
進
行
管
理
状
況
評
価
報
告
書
～
鎌
倉

市
観
光
基
本
計
画
進
行
管
理
委
員
会
編
～
」

　
「
2
平
成
22
年
度
実
績
概
要
～
鎌
倉
市
市

民
経
済
部
観
光
課
・
観
光
振
興
推
進
担
当

編
～
（
Ⅰ
平
成
22
年
度
の
実
績
概
要
／
Ⅱ
目

標
指
標
の
22
年
度
実
績
数
値
／
Ⅲ
観
光
課
・

観
光
振
興
推
進
担
当
の
事
業
概
要
／
Ⅳ
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
／
Ⅴ
そ
の
他 

統
計
デ
ー
タ
）」

　

な
お
、
推
進
体
制
に
関
し
て
は
、
第
２
期

の
状
況
を
踏
ま
え
て
第
３
期
に
変
更
が
な
さ

れ
た
。
こ
れ
も
試
行
錯
誤
の
結
果
で
あ
り
、

実
践
し
て
き
た
地
域
だ
か
ら
こ
そ
成
し
得
る

改
善
だ
ろ
う（
図
2
）。

図●推進体制の変更（第2期から第3期）2

　

以
上
の
よ
う
に
、
鎌
倉
市
で
は
、
市
民
と

観
光
客
の
双
方
に
対
し
て
早
く
か
ら
問
題
意

識
を
持
っ
て
観
光
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
計

画
管
理
を
行
っ
て
き
た
。
住
民
の
暮
ら
し
と

観
光
が
既
に
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
状
況

に
お
い
て
、
両
者
の
折
り
合
い
を
ど
の
よ
う

に
つ
け
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
か
、
合
意

形
成
も
一
筋
縄
に
は
い
か
な
い
。一
朝
一
夕
に

は
解
決
で
き
な
い
問
題
も
多
い
か
ら
こ
そ
、

短
期
的
か
つ
即
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
と
中

長
期
的
視
点
で
腰
を
据
え
て
合
意
形
成
を

図
り
な
が
ら
進
め
る
べ
き
取
り
組
み
を
見
極

め
、
後
者
に
関
し
て
は
、
早
期
に
着
手
し
、
住

民
、
観
光
客
と
の
対
話
や
実
験
を
重
ね
な
が

ら
相
互
理
解
を
深
め
、
継
続
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
推

進
お
よ
び
管
理
の
枠
組
み
、
体
制
を
地
域
自

身
で
整
え
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
最
後
に
近
年
鎌
倉
市
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
交
通
渋
滞
解
消
な
ど
に
向
け
た
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
。

❶（
仮
称
）鎌
倉
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
の
検
討

　

鎌
倉
地
域
に
は
多
く
の
来
訪
交
通
が
集

中
し
、
特
に
休
日
に
は
幹
線
道
路
を
中
心
に

交
通
渋
滞
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
ス

の
定
時
制
や
速
達
性
の
低
下
、
緊
急
車
両
の

到
達
時
間
の
遅
れ
な
ど
が
生
じ
て
い
る
と
と

も
に
、
生
活
道
路
へ
来
訪
交
通
が
進
入
す
る

こ
と
で
、
歩
行
環
境
が
低
下
す
る
な
ど
、
市

民
の
居
住
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
交
通
渋

滞
を
抜
本
的
に
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、

道
路
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
歴

史
的
環
境
の
保
全
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約

を
抱
え
て
い
る
た
め
、
短
期
的
に
整
備
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
何
ら
か
の
方
策
で
自

動
車
交
通
量
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
い
る（
注
1
）。

　

鎌
倉
市
で
は
、
１
９
９
５
年
度
（
平
成
７

年
度
）
に
「
鎌
倉
地
域
交
通
計
画
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
、
鎌
倉
地
域
の
交
通
環
境
改

善
に
向
け
た
「
鎌
倉
地
域
の
地
区
交
通
計
画

に
関
す
る
提
言
」
を
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
ま

で
本
提
言
に
沿
っ
て
実
現
可
能
な
施
策
を

順
次
導
入
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
目

に
見
え
た
交
通
渋
滞
の
解
消
に
は
至
ら
ず
、

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
５
月
に
、
市
の

付
属
機
関
と
し
て
、
鎌
倉
市
交
通
計
画
検
討

委
員
会
と
、
下
部
組
織
と
し
て
鎌
倉
市
交
通

出典：「第3期鎌倉市観光基本計画」

３ 

計
画
管
理
と

　

 

相
互
理
解
の
促
進

４ 
近
年
の

　

 
取
り
組
み
の
紹
介
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計
画
検
討
委
員
会
・
専
門
部
会
を
設
置
し
、

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
10
月
よ
り
、
交
通

渋
滞
の
解
決
策
の
一
つ
で
あ
る
、（
仮
称
）
鎌

倉
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ（
注
2
）
の
内
容

に
つ
い
て
の
検
討
を
開
始
し
た
。
住
宅
地
と

観
光
地
が
共
存
す
る
鎌
倉
地
域
の
交
通
渋
滞

の
解
消
お
よ
び
市
民
の
居
住
環
境
の
回
復
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
２
０
１
７
年
度
（
平

成
29
年
度
）
に
は
、
国
土
交
通
省
が
設
け
た

「
観
光
交
通
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
地
域
」（
注
３
）

に
も
選
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
エ
リ
ア
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
を
含
む
交
通
需
要
制
御
な
ど
の
エ

図●これまでの検討事項と今回の観光渋滞対策社会実験で提案する事項3

リ
ア
観
光
渋
滞
対
策
の
検
討
・
調
整
な
ど
を

目
的
に
、
国
土
交
通
省
が
「
鎌
倉
エ
リ
ア
観

光
渋
滞
対
策
実
験
協
議
会
」
を
設
置
し
、
こ

れ
ま
で
（
２
０
１
９
年
１
月
21
日
現
在
）
２

回
開
催
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
仮

称
）
鎌
倉
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
関
す
る

こ
れ
ま
で
の
検
討
事
項
と
国
土
交
通
省
に
提

案
し
た
内
容
は
図
３
の
通
り
。
鎌
倉
市
交
通

計
画
検
討
委
員
会
で
の
検
討
結
果
や
鎌
倉
エ

リ
ア
観
光
渋
滞
対
策
実
験
協
議
会
で
の
調
査

結
果
を
も
と
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開

催
し
な
が
ら
、
市
民
生
活
と
観
光
が
共
生
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
と
し
て
い

る（
注
４
）。

❷
江
ノ
電
鎌
倉
駅
西
口
改
札
に
お
け

る
社
会
実
験

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
江
ノ
電

混
雑
時
に
お
け
る
沿
線
住
民
な
ど
の
移
動
円

滑
化
を
図
る
た
め
、
江
ノ
島
電
鉄
株
式
会
社

の
協
力
の
も
と
、
沿
線
住
民
な
ど
が
鎌
倉
駅

構
外
に
並
ば
ず
に
駅
構
内
に
入
場
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
社
会
実
験
を
２
０
１
７
年

（
平
成
29
年
）
よ
り
実
施
。
市
が
事
前
に
発
行

し
た
江
ノ
電
沿
線
住
民
な
ど
証
明
書
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
改
札
口
の
外
の
行
列
に
並
ば

ず
に
駅
構
内
に
入
場
し
、
構
内
の
行
列
の
最

後
尾
に
並
ぶ
と
い
う
も
の
。

　

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
は
、
５
月
４

日
午
前
11
時
頃
か
ら
駅
構
外
へ
の
乗
車
待

ち
の
列
が
発
生
。
最
大
で
約
１
０
０
ｍ
の
列

が
生
じ
、
85
人
の
沿
線
住
民
な
ど
が
証
明
書

を
利
用
し
て
駅
構
内
へ
入
場
し
た
（
発
行
枚

数
１
４
７
１
枚
に
対
す
る
使
用
割
合
は
約

６
％
）。
最
も
混
雑
し
て
い
た
時
間
帯
に
お
い

て
、
沿
線
住
民
な
ど
が
優
先
入
場
す
る
こ
と

に
よ
り
、
最
大
約
20
分
程
度
待
ち
時
間
を
短

縮
。
証
明
書
の
申
請
時
に
事
前
に
配
布
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
８
割
が
、
今
回
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
「
と
て
も
有
意
義
」
ま
た

は
「
有
意
義
」
と
回
答
し
、
約
９
割
が
、「
今

後
も
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
回
答
。
ま
た
、

当
日
乗
車
待
ち
を
し
て
い
た
観
光
客
の
う
ち

１
１
８
人
の
方
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
約
８
割
（
90
人
）
の
方
か
ら
、

今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
ま

た
は
お
お
む
ね
理
解
で
き
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た（
注
５
）。

　

交
通
の
他
、
訪
日
外
国
人
に
関
す
る
取
り

組
み
と
し
て
は
、
２
０
１
８
年
度
（
平
成
30

年
度
）
に
実
態
調
査
を
実
施
。
同
市
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
と
と
も
に
観
光
消
費
額
の
増

大
を
図
る
た
め
の
施
策
案
を
策
定
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
基
礎
デ
ー
タ
収
集
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
に
も
対
応
し
な
が

＜参考文献＞
1） 鎌倉市公式HP＞市政情報 > 施策・計画 

> 観光基本計画
　（https://www.city.kamakura.kanagawa.

jp/shisei/shisaku/kankou_keikaku/
index.html）

2） 旬刊旅行新聞 特集No.503 オーバーツー
リズムの波、各地で混雑や渋滞、マナー
違反など問題に. 2018年9月21日（金）

3） 高坂晶子（2018）：「求められる観光公害
（オーバーツーリズム）への対応─持続

可能な観光立国に向けて─」JR Iレビュー 
2018，p.19-21

　（http://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/
report/jrireview/pdf/10798.pdf）

ら
、
長
年
、
生
活
と
観
光
の
共
存
を
模
索
し

て
き
た
同
市
の
苦
労
が
近
い
う
ち
に
実
を
結

ぶ
こ
と
を
心
か
ら
願
い
た
い
。

（
ご
と
う　

け
ん
た
ろ
う
）

︵
注
１
）	「
鎌
倉
市
交
通
計
画
検
討
委
員
会
・
専
門
部
会
（
仮

称
）
鎌
倉
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
」、p.
１

（https://w
w

w
.city.kam

akura.kanagaw
a.jp/

koutsu/docum
ents/road-pricing-soan.pdf

）

（
注
２
）	

道
路
の
使
用
に
対
し
て
課
金
す
る
の
で
は
な
く
、

鎌
倉
地
域
へ
の
流
入
に
対
し
て
課
金
す
る
エ
リ
ア

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
こ
と
。

（
注
３
）	「
観
光
先
進
国
」の
実
現
に
向
け
魅
力
あ
る
観
光
地

を
創
造
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
な
ど
の
革
新

的
な
技
術
を
活
用
し
、
警
察
や
観
光
部
局
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
エ
リ
ア
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
含
む
交

通
需
要
制
御
な
ど
の
エ
リ
ア
観
光
渋
滞
対
策
の
実

験
・
実
装
を
図
る
の
が
「
観
光
交
通
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
地
域
」。
鎌
倉
市
は
、
京
都
市
と
と
も
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
る
人
や
車
の
動
向
把
握
な
ど
の
実
証
実
験
に

着
手
す
る
エ
リ
ア
観
光
渋
滞
対
策
の
実
験
実
施
地

域
と
し
て
選
ば
れ
た
。

（
注
４
）	

第
２
回　

鎌
倉
エ
リ
ア
観
光
渋
滞
対
策
実
験
協
議

会
「
資
料–

５ 

鎌
倉
市
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」、p.
３

（
注
５
）	「
江
ノ
電
鎌
倉
駅
西
口
改
札
に
お
け
る
社
会
実
験
の

最
終
報
告
に
つ
い
て
」
資
料

　
　
　
（http

s://w
w

w
.city.kam

aku
ra.kan

agaw
a.

jp/koutsu
/docum

ents/enodensaisyu.pdf

）

出典：第１回  鎌倉エリア観光渋滞対
策実験協議会「資料–3 鎌倉市
の提案内容について」、p.7
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観光客急増で問われる地域の“意思”
　居住地での観光を許容制限する対応7

第240号 January 2019

❶
日
常
生
活
の
観
光
対
象
化

　

R
yan

（1998

）
は
、
観
光
客
の
旅
行
経
験

が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
旅
行
目
的
は
多
様

化
さ
れ
変
化
し
、
旅
行
キ
ャ
リ
ア
が
高
け
れ

ば
高
い
ほ
ど
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
文
化

を
理
解
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
自
己
啓
発
の
動
機
が
高
ま
る
と
指
摘
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
最
近
、
現
地
の
人
々
の
よ

う
に
、
地
域
の
日
常
生
活
を
経
験
し
よ
う
と

す
る
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
、
観
光
資
源
・

対
象
の
範
囲
が
既
存
の
自
然
景
観
、
歴
史
遺

跡
か
ら
住
居
地
域
、
グ
ル
メ
、
〇
〇
通
り
な

ど
に
拡
張
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
観
光
、
余
暇
、
文

化
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、消
費
、教
育
、

住
居
な
ど
の
境
界
が
曖
昧
と
な
っ
て
い
る
。

　

W
orld

 T
ravel M

on
itor

に
よ
る
と
、

２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
４
年
の
間
に
‘
都

市
観
光
’
は
82
％
増
と
指
摘
し
、
都
市
観
光

の
特
徴
と
し
て
、
観
光
目
的
の
多
様
化
、
都

市
の
多
様
な
機
能
を
観
光
資
源
と
共
有
、
観

光
客
の
空
間
と
地
域
住
民
の
空
間
と
の
境
界

の
曖
昧
さ
、
地
域
の
中
心
地
と
し
て
文
化
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
持
続
的
な
変
化
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
観
光
者
側
の
観
光
形
態
や

観
光
対
象
の
変
化
と
、
居
住
地
域
の
観
光
地

化
に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る

動
き
と
相
ま
っ
て
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
お
け
る
日
常
生
活
の
体
験
は
現
在
の
旅
行

ト
レ
ン
ド
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
旅
行
ト
レ
ン
ド
は
、
訪
問
地
域
な
ら
で
は

の
魅
力
を
開
発
し
訪
問
客
か
ら
収
益
を
創
出

す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
反
面
、
地
域
住
民

の
定
住
権
の
侵
害
に
よ
る
訪
問
客
と
地
域
住

民
間
の
葛
藤
の
要
因
に
な
る
な
ど
否
定
的
な

面
も
少
な
く
な
い
。

❷
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（Touristification

）の
概
念
及
び
現
象

　

２
０
０
０
年
以
降
、
都
市
観
光
の
進
展
に

伴
い
、
都
市
の
変
化
を
あ
ら
わ
す
新
た
な
概

念
と
し
てTou

rism
 G

entrification

が
注

目
さ
れ
、
そ
れ
は
「
観
光
ト
レ
ン
ド
の
変
化
、

観
光
政
策
、
観
光
客
な
ど
の
原
因
に
よ
り
、

町
の
本
来
の
機
能
及
び
構
造
が
変
化
し
て
い

く
過
程
」
と
定
義
さ
れ
る
（P

ark, 2016

）。

G
entrification

と
は
、
外
部
か
ら
の
人
々

の
流
入
に
よ
る
、
賃
貸
料
な
ど
の
上
昇
に
伴

い
、
既
存
の
住
民
が
移
住
せ
ざ
る
を
得
な
い

現
象
を
意
味
す
る
（G

lass, R
., 196

4

）。

　

ツ
ー
リ
ス
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

観
光
地
化
を
意
味
す
る‘

Tou
rstify’

と

‘
G

entrification’

の
合
成
語
で
あ
り
、
地

域
の
観
光
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

既
存
の
居
住
民
を
対
象
と
し
た
近
隣
生
活
施

設
が
観
光
客
を
対
象
と
す
る
商
業
施
設
に

替
わ
ら
れ
、
急
騰
す
る
賃
貸
料
な
ど
の
影
響

に
よ
り
既
存
の
居
住
民
が
移
住
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
を
複
合
的
に
説
明
す
る
用
語
で
あ

る
。
１
９
９
８
年
にJansen-V

erbeke

が

初
め
て
こ
の
用
語
を
使
い
、
最
近
は
あ
る
地

域
に
お
い
て
観
光
資
本
に
よ
る
商
業
的
観
光

地
化
へ
と
変
貌
す
る
中
で
、
地
域
住
民
が
移

住
す
る
現
象
や
そ
の
原
因
を
あ
ら
わ
す
用
語

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
住
居
地
域

に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
起
因
す

る
住
居
生
活
権
の
侵
害
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
、
住
民
と
観
光
客
と
の
葛
藤
を
代
弁
す

る
用
語
と
な
っ
て
い
る
。

２ 

北
村
韓
屋
村
の
概
要

❶
地
域
的
特
性

　

北
村
は
、
行
政
区
域
と
し
て
は
ソ
ウ
ル
特

別
市
鍾
路
（
ゾ
ン
ノ
）
区
の
嘉
会
洞
（
カ
ヘ

ド
ン
）
と
三
清
洞
（
サ
ム
チ
ョ
ン
ド
ン
）
を
指

し
、
総
面
積
は
１
１
２
万
８
３
２
７
・
７
㎡
で

あ
る
。
景
福
宮
（
キ
ョ
ン
ボ
ク
グ
ン
）
と
昌
德

宮
（
チ
ャ
ン
ド
ク
グ
ン
）、
宗
廟
（
ゾ
ン
ミ
ョ
）

の
間
に
位
置
し
、
風
水
地
理
的
に
も
良
好
な

環
境
と
知
ら
れ
て
高
級
官
僚
た
ち
の
住
居
地

と
な
っ
た
。
１
９
０
６
年
の
戸
籍
資
料
を
み

る
と
、
北
村
全
体
の
１
９
３
２
軒
の
内
、
両

藩
や
官
僚
の
割
合
が
44
％
と
記
録
さ
れ
て
い

居
住
地
で
の
観
光
を

許
容
制
限
す
る
対
応

特
集

7

帝
京
大
学
経
済
学
部
観
光
経
営
学
科　

准
教
授　

金 

振
晩

韓
国
ソ
ウ
ル
・
北ブ

ク

村チ
ョ
ン

韓ハ
ン

屋オ
ク

村マ
ウ
ル

　

 

観
光
名
所
に
お
け
る

１ 

住
民
被
害
に
対
す
る

　

 

概
念
的
理
解
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年度 事業名 事業内容
2000 ソウル都心部管理基本計画 北村地域の歴史性の保存及び住居環境の整備提案
2000 町単位都市計画の基本方向 北村の環境整備方向性の提示
2001 北村まちづくり基本計画 都市計画的側面からの北村まちづくりの枠組みの構築
2004 ソウル都心部発展計画 北村まちづくりの持続的推進の強調
2005 北村まちづくり中間評価研究 韓屋保存事業の診断及び今後の改善点の評価
2006 北村長期発展構想 北村地区単位計画の樹立の提案
2010 北村地区単位計画の樹立 長期的側面に基づき一貫性のある計画的な管理対策の構築

2016～2017 北村地区単位計画の再整備 既存の整備計画の問題点の補完及び定住環境の改善方案の導出

た
。
ま
た
、
三
清
洞
周
辺
に
は
、
数
多
く
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
グ
ル
メ
、特
色
の
あ
る
カ
フ
ェ

が
で
き
て
か
ら
訪
問
者
が
急
増
し
た
。

　

ソ
ウ
ル
市
も
２
０
０
０
年
ソ
ウ
ル
都
心
部

管
理
基
本
計
画
を
皮
切
り
に
、
２
０
０
１
年

北
村
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
よ
っ
て
北
村

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
枠
組
み
を
構
築
し
、
現

在
歴
史
文
化
美
観
地
区
と
し
て
北
村
地
区

単
位
計
画
を
再
整
備
し
て
い
る
。

❷
北
村
の
観
光
動
向

　

北
村
に
は
、
史
跡
５
カ
所
、
ソ
ウ
ル
市
民

俗
資
料
４
カ
所
、
有
形
文
化
財
３
カ
所
、
文

化
財
資
料
１
カ
所
な
ど
の
歴
史
文
化
遺
産
や

朝
鮮
時
代
か
ら
形
成
さ
れ
た
古
道
や
街
並
み

な
ど
の
歴
史
遺
跡
が
残
っ
て
お
り
、
観
光
資

源
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
０
２
年
10
月
、
北
村
の
伝
統
文
化
を

共
有
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
た
め

に
北
村
文
化
セ
ン
タ
ー
を
開
館
し
、
ソ
ウ
ル

徒
歩
解
説
観
光
コ
ー
ス
と
し
て
北
村
韓
屋

村
コ
ー
ス
が
で
き
、
国
内
か
ら
の
旅
行
者
の

み
な
ら
ず
外
国
人
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る

場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
の
外
来
観
光
客
の
実
態
調
査

（
文
化
体
育
観
光
部
）
に
よ
る
と
、
訪
韓
外
国

人
観
光
客
の
北
村
訪
問
率
は
、
２
０
１
２
年

９
・
１
％
か
ら
持
続
的
に
増
加
し
、
２
０
１
７

る
。
そ
の
後
、
１
９
３
０
年
代
に
地
方
か
ら
上

京
し
た
人
々
の
住
宅
難
を
解
消
す
る
た
め
に

集
団
居
住
地
と
し
て
開
発
さ
れ
、
中
小
規
模

の
韓
屋
地
区
が
建
設
さ
れ
一
般
の
人
々
に
分

譲
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
家

屋
が
韓
屋
で
あ
っ
た
１
９
６
０
年
代
に
比
べ
、

１
９
９
０
年
代
以
降
急
増
し
た
ア
パ
ー
ト
の

よ
う
な
多
世
代
住
宅
の
普
及
に
よ
り
数
多
く

の
韓
屋
が
な
く
な
っ
た
が
、一
部
地
域
に
は

良
好
な
状
態
で
残
っ
て
い
る（
写
真
１
）。

　

２
０
０
２
年
北
村
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
展

開
と
と
も
に
、
嘉
会
洞
周
辺
の
老
朽
化
し
た

韓
屋
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、ド
ラ
マ
、映
画
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
な

ど
メ
デ
ィ
ア
の
露
出
に
よ
り
、
有
名
に
な
っ

表●北村韓屋村に関わる地域管理基本計画の一覧1

出典：ソウル市

年
に
は
16
・
９
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
日
平

均
訪
問
客
数
は
３
万
７
１
０
０
人
、
週
末
平

均
訪
問
客
数
は
５
万
４
２
０
０
人
で
あ
り
、

平
日
よ
り
週
末
の
方
が
約
１
・
46
倍
多
く
集

計
さ
れ
た
（
鐘
路
区
庁
、
２
０
１
７
）。

❶
地
域
住
民
の
住
居
環
境
へ
の
影
響

　

北
村
韓
屋
村
の
地
域
住
民
は
、
訪
問
客
に

よ
る
騒
音
、
ゴ
ミ
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
日

常
生
活
に
支
障
が
発
生
し
て
い
る
と
訴
え
て

い
る（
写
真
２
、３
）。
特
に
、
団
体
観
光
客
を

乗
せ
た
観
光
バ
ス
の
不
法
駐
車
・
停
車
に
よ

る
交
通
混
雑
が
一
番
の
不
満
事
項
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
。

　

地
域
住
民
は
、
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
を

断
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、

観
光
客
に
よ
る
悪
影
響
を
最
小
化
で
き
る
よ

う
に
、
北
村
を
訪
れ
る
前
に
北
村
に
対
す
る

理
解
と
基
本
的
な
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
る
よ
う

に
訪
問
前
の
事
前
教
育
の
必
要
性
を
主
張
し

て
い
る
。
ま
た
、
団
体
観
光
客
を
引
率
す
る

観
光
ガ
イ
ド
に
対
す
る
教
育
や
団
体
観
光
客

の
抑
制
方
法
と
し
て
入
場
料
の
徴
収
な
ど
の

対
策
を
求
め
る
声
も
多
い
。

写真1　嘉会洞からの風景（2006）

　

 

北
村
韓
屋
村
に
お
け
る

３ 

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

　

 

現
況
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年度 訪韓外国人観光客数（人） 北村韓屋村の訪問客数（人） 訪問比率
2012 11,140,028 1,013,742   9.1％
2013 12,175,550 1,314,959 10.8％
2014 14,201,513 2,172,831 15.3％
2015 13,231,651 1,799,504 13.6％
2016 17,241,823 3,465,606 20.1％
2017 13,335,758 2,253,743 16.9％

表●北村韓屋村の外来訪問客数の推移2

出典：鐘路区庁ホームページ

出典：文化体育観光部（2017）

図●北村韓屋村のMAP1
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区分 世帯数 人口数 転入 転出
2014 3,747 8,482 994 1,313
2015 3,602 8,135 882 1,236
2016 3,534 7,898 912 1,199

表●北村韓屋村の人口及び転出入の推移3

出典：ソウル市統計

写真2　居住地への観光客の来訪状況（2018） 写真3　観光客に対するマナー啓発（2018）

区分 公示地価の増加率（％） ソウル市の平均（％） 全国の平均（％）
2015 10.4 4.47 4.63
2016   7.8 4.08 5.08
2017 12.4 5.26 5.34

表●北村韓屋村の公示地価の推移4

出典：国土交通部（2017）

❷
居
住
地
域
の
観
光
地
化
に
よ
る
変
化

　

観
光
地
化
に
よ
る
韓
屋
村
の
変
化
と
し

て
、
開
発
に
よ
る
利
益
配
分
に
対
す
る
利
害

関
係
者
間
の
葛
藤
も
見
ら
れ
る
。
地
域
住
民

の
中
で
も
、
住
宅
や
商
業
ビ
ル
の
所
有
者
と

賃
貸
者
の
間
で
も
そ
れ
ぞ
れ
求
め
て
い
る
こ

と
が
異
な
る
。
最
近
不
動
産
価
格
の
上
昇
に

よ
る
賃
貸
料
が
急
騰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
住
民
の
転
出
入
が
激
し
く
、
住
民
の
た
め

の
利
便
施
設
で
は
な
く
、
観
光
客
の
た
め
の

商
業
施
設
へ
の
変
化
に
よ
り
生
活
物
価
の

上
昇
や
遠
方
へ
の
買
物
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

❸
行
政
の
政
策
に
対
す
る
認
識
の
差
異

　

地
域
住
民
の
意
思
と
は
関
係
な
く
進
め
ら

れ
た
地
域
の
観
光
地
化
に
よ
っ
て
、
地
域
住

民
は
日
常
生
活
に
様
々
な
不
便
を
抱
え
て
い

る
も
の
の
、
行
政
の
政
策
は
観
光
客
中
心
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
不
満
の
声
が
高
ま
っ
て

い
る
。
例
え
ば
、
交
通
混
雑
を
解
消
す
る
た

め
の
公
共
駐
車
場
の
建
設
、
公
衆
ト
イ
レ
の

拡
充
な
ど
の
事
業
に
予
算
を
浪
費
す
る
よ
り

は
、
既
存
の
公
共
施
設
を
活
用
す
る
な
ど
、

消
費
対
象
と
し
て
の
北
村
で
は
な
く
、
品
格

の
あ
る
北
村
観
光
の
あ
り
方
や
持
続
可
能
な

地
域
住
民
と
の
共
生
・
共
存
が
検
討
で
き
る

よ
う
な
政
策
の
推
進
を
求
め
て
い
る
。

４ 

ま
と
め

　

現
在
、
世
界
各
地
は
観
光
に
対
す
る
既
存

の
肯
定
的
認
識
を
維
持
し
な
が
ら
、
地
域
の

持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
死
闘
し
て
い
る
。
国
際
観
光

の
最
近
の
潮
流
を
み
る
と
、
今
は
我
々
が
慣

習
的
に
認
識
し
て
い
る
観
光
に
よ
る
経
済
的

効
果
や
地
域
活
性
化
の
手
段
と
し
て
の
観
光

と
い
っ
た
固
定
概
念
を
一
度
疑
う
必
要
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
。
特
に
、
観
光
は
、
観
光
が

持
つ
‘
自
己
破
壊
性
’
に
よ
っ
て
長
期
的
に

は
地
域
に
多
く
の
犠
牲
を
求
め
る
こ
と
も
あ

り
う
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
地
域
活
性
化
の
手
段
と
し
て
観
光
に

対
す
る
無
条
件
的
支
持
で
は
な
く
、
実
際
的

か
つ
合
理
的
に
観
光
を
認
識
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

観
光
成
長
と
開
発
が
観
光
地
に
与
え
る
影

響
に
関
連
し
て
‘
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
効
果
’
と

い
う
用
語
が
あ
る
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
効
果
と

は
、坂
か
ら
あ
る
要
因
に
よ
り
小
さ
な
ス
ノ
ー

ボ
ー
ル
が
発
生
し
て
転
が
り
な
が
ら
次
第
に

大
き
く
な
り
最
後
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
な
い
大
き
さ
に
な
っ
て
坂
を
転
が
り
落
ち

る
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
を
観
光
地
の
成
長
に

比
喩
す
る
と
、
自
然
や
歴
史
文
化
的
資
源
が

優
れ
た
地
域
に
そ
の
魅
力
に
よ
っ
て
観
光
地
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図●スノーボール効果2

出典：Page, S.J.（2011）, p.342

（注）	第9条2（特別管理地域の指定など）①市長は多
数の観光客が訪問する住居地域の住民の平穏な
生活環境を維持するため、区庁長の申請、または
必要な場合、市長が直接次に掲げる事項に該当す
る地域を特別管理地域として指定することができ
る。1．観光客によって地域住民の平穏な生活に影
響が生じる、または生じる恐れのあり、管理する必
要があると判断される地域、2．観光客による地域
住民の苦情が集団的に発生する地域（詳細は、次
のURLを参照すること。http://www.law.go.kr/
ordinInfoP.do?ordinSeq=1342109）

＜参考資料＞
Glass, R.（1964）. London: Aspects of Change. London, MacGibbon & Kee.
Jansen-Verbeke, M.（1998）. Tourismification of Historical Cities. Annals of Tourism Research. 25（3）, 739-742.
Page, S.J.（2011）. Tourism Management: An Introduction 4th Edition, Butterworth-Heinemann.
Ryan, C.（1998）. The travel career ladder: An appraisal. Annals of Tourism Research. 25（1）, 936-957.
韓国観光公社（2017）：『外来観光客実態調査2016』
鐘路区庁（2017）：『2017ビッグデータを活用した鐘路区の観光統計分析』

金  振晩 （きむ じんまん）

帝京大学経済学部観光経営学科准教授。1974
年韓国江原道江陵市生まれ。立教大学大学院観
光学研究科博士課程後期課程修了。博士（観光
学）。2008年（株）ツーリズムマーケティング研究
所（現、（株）JTB総合研究所）。2011年帝京大学
経済学部観光経営学科専任講師を経て現職。研
究テーマはホテル業における経営戦略、サービス
マーケティング、観光による地域振興・地域活性
化。著書に『戦略的ホテル経営―戦略的志向性
と企業の成果との関係』（学文社、2013）。

化
さ
れ
、
行
政
の
介
入
や
民
間
の
投
資
が
相

乗
作
用
に
よ
る
経
済
的
便
益
の
極
大
化
が

追
求
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
観
光
と
い
う
ス

ノ
ー
ボ
ー
ル
が
益
々
大
き
く
な
り
、
民
間
も

行
政
も
統
制
で
き
な
い
規
模
と
な
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
観
光
地
に
お

け
る
問
題
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ル
効
果
的
な
視
点
か
ら
み
る
と
、

概
ね
観
光
地
が
収
容
で
き
る
物
理
的
、
社
会

的
容
量
、即
ち
収
容
能
力
の
限
界
を
超
過
し
、

観
光
を
地
域
が
統
制
で
き
る
状
態
か
ら
離
れ

て
い
る
信
号
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ

て
、
観
光
地
は
、
そ
の
魅
力
を
最
大
化
し
観

光
に
よ
っ
て
発
生
す
る
便
益
が
費
用
よ
り
少

し
で
も
高
く
地
域
が
観
光
を
統
制
で
き
る
規

模
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ソ
ウ
ル
市
も
ソ
ウ
ル
市
観
光
条
例
の
改
定

（
注
）（2018.1.4

）
や
訪
問
時
間
の
制
限
、
団

体
観
光
客
の
訪
問
時
の
ガ
イ
ド
同
行
案
内
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
観
光
バ
ス
の
不
法
駐
停
車

の
取
締
り
の
強
化
、
ゴ
ミ
収
去
の
拡
大
、
公

衆
ト
イ
レ
の
拡
大
、
観
光
客
の
禁
止
行
為
案

内
版
の
設
置
、
観
光
ガ
イ
ド
対
象
の
事
前
教

育
、
住
民
主
導
管
理
者
の
育
成
な
ど
の
北
村

韓
屋
村
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
策
を

発
表
し
た
（2018.6.14

）
が
、
大
事
な
こ
と

は
、
も
ぐ
ら
叩
き
の
よ
う
な
処
方
箋
で
は
な

く
、
地
域
住
民
を
含
む
利
害
関
係
者
間
の
十

分
な
議
論
を
通
じ
て
の
方
向
性
や
対
策
を
決

め
る
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
性
を
看
過
し
て
は
な

ら
な
い
。

（
き
む　

じ
ん
ま
ん
）

特集7.indd   39 2019/01/23   10:43



40

　韓国ソウル市では、2016年よりUNWTOの後援のもと、2018年は第7

回UNWTO世界都市観光総会と合わせて「ソウル公正観光国際フォーラ

ム（Seoul International Fair＆Sustainable Tourism Forum）」（ソ

ウル市主催、ソウル観光財団主管）を開催している。

　近年「オーバーツーリズム」が世界的に問題視される中、公正観光（注）
と観光開発の重要性について、中長期的に実効性のある政策の樹立及び

その実践を目指し、2016年は「誰もが幸せな観光：大都市と公正観光、大

都市と村旅行」、2017年は「都市観光：公正かつ持続可能な都市の議題」、

2018年は「誰もが幸せな観光：未来公正観光」をテーマに開催した。

　2016年のフォーラムでは、2017年、国連が定めた「持続可能な観光国

際年」を迎えるにあたり、11項目から構成される「ソウル公正観光宣言（서

울 공정관광 선언문）」（左表を参照）を発表している。地域におけるより積

極的な管理や総合的アプローチなど同種の指摘は我が国でもなされてい

るが、我が国の「オーバーツーリズム」の論調と大きく異なるのは、「オーバー

ツーリズム」の発生している地区を抱えるソウル市自身が、宣言7において、

自
・

ら
・

も
・

旅
・

行
・

者
・

であることを認識し、訪れた先の自然と文化の環境を尊
・

重
・

す
・

る
・

責
・

任
・

を持たなければならないと、（旅行者と自身を切り離して他者に求め

るだけでなく）自らも含めて問うている点だろう。

　こうした視点の宣言がどの程度浸透しているか、していくかは今後になら

ないとわからないが、各地域の問題や課題を伝え警鐘を鳴らす・批判する、

地域での対応策を紹介する、地域の目線を全国に拡大・俯瞰して対応方

策を模索するだけではない議論が我が国にも必要だろう。同フォーラムに

おいては、「公正観光」をその名称に用いていることが重要なポイントであり、

目指すべき方向性を関係者に明示していると捉えることもできる。

　我が国では、「オーバーツーリズム」や「観光公害」というマイナスイメージ

を伴う情報発信が多くを占めるが、これをきっかけに観光・旅行がどう変わ

ろうとしているのか、どのように変えるべきなのか、どのような「観光社会」を

形成すべきなのか、がより見える形で議論がなされていくことを期待したい。

「
公
正
観
光
」に
向
け
て
取
り
組
む

 
韓
国
ソ
ウ
ル
か
ら
学
ぶ

（注）	「公正観光（Fair Travel）」という用語は、韓国において、大量の観光形態が観光地に及
ぼすマイナスの影響に対する批判の中で、近年議論され始めたものであり、その概念・定
義は幾つか確認されるが、本号は、北村を事例として扱っていることから、ソウル市鐘路
区庁が行った「住宅地の観光名所の住民被害実態調査（주거지역 관광명소 주민피해 

실태조사）」（2017.10）報告書の41-42ページを参照することをお勧めする。

観
光
地
域
研
究
部
　
主
任
研
究
員　

後
藤 

健
太
郎
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1

公正観光は現在だけでなく、将来の世代の平等を考慮するべきである。現世代の利害関係者だけではなく、将来の世
代の利害関係者にも公平となるよう、私たちの子孫の分け前－自然、環境、社会的資源と文化遺産を守っていけるよう、
観光産業をリードしなければならないだろう。2017年、私たちは、国連が定めた持続可能な観光年を迎える。持続可
能な生活が無いなら、持続可能な観光は存在できない。持続可能な生活と持続可能な観光は不可分の関係にあること
を世界中の観光の現場で確認することができる。

2

2015年に韓国を訪れた観光客の数は1,300万人を記録しており、このうち78.7％に達する1,000万人の観光客が首都
ソウルを訪れている。大都市（Megacity）は、多くの国で観光の中心軸を成しており、都市の主人である住民、都市を
訪れる観光客の両方の幸せな観光が行われているかどうかについて、より多くの注意が必要である。ソウル市は、観光
の利点が地域住民にも共有されるべきであり、住みよいところが観光にもよいところであるという認識を共有する。

3

「2016ソウル公正観光国際フォーラム」は、公正観光と観光開発の重要性について、単に問題を提起し、認識の変化を
促すことに留まらず、中長期的に実効性のある政策を樹立して実践していくことを目指して開催となった。すべての種類
の観光は、より公平になること、住民とその文化と環境にも利点が戻るようにするとともに、観光客もより意味のある
思い出に値する経験をすることができる。

4

観光客の急激な増加とこれによる地域社会と市のインフラと環境への負担が増加している現時点では、ソウル市は
2016年を観光革新元年として、「2016ソウル公正観光国際フォーラム」を通じて、市の観光政策が公正であること、さ
らには公共性を十分に政策に盛り込んでいるのか、変化する観光欲求に対応した主要な観光政策を公正性と公共性と
いう価値に基づいて入れようと努力しているかどうかを検討した。

5

ソウル市は、都市の観光政策をさらに積極的に管理しなければならない変曲点に立っている。これは観光担当部署だ
けでなく都市計画、建築物管理、交通、環境、および都市廃棄物管理などの市の統合的なアプローチを必要とする。ソ
ウル市でこのような統合的なアプローチが行われたとき、観光が住民共同体と環境を損なうことなく、本当に効果のあ
る利益をもたらすことができる方向に操作することができるだろう。市政府は都市住民が、自分の生活の基盤で隣人と
生活を営むことができるように保護する義務を持つ。

6

団地開発と成長のための観光政策ではなく、「持続可能な生活のための観光」はどのような政策と努力を通じて行われ
るべきか、都市の主人である住民、また都市を訪れる観光客に公平な観光と持続可能な開発が具体的にどのように行
われるか、これらの目標を実現することができるように、政策当局と学界、市民社会と専門家などが、それぞれの領域
でなければならない実践的課題が何なのか、新たな道と方法を模索して「ソウル公正観光宣言」に込め、ソウルをはじ
めとするアジアの大都市、さらに全世界の都市観光の新たなマイルストーンを提示しようとする。

7

私たちは皆、周辺地域、国内、そして海外を旅行する旅行者である。旅を通して新しい文化や環境を共有し、私たち自
身の生活の中だけでなく、場合によっては訪れた先の住民の生活の質を高めることもある。公正観光の中核的価値は
尊重である。他の人の生活の基盤を旅する観光客として、私たちは、住民の生活と、そこの自然および文化環境を尊重
する責任を持たなければならない。また、自分の生活の基盤で行われる観光の地域住民も重要な声を出すことができ
るようにしなければならない。観光客の消費が地域住民の生活を不快にしたり、現地の自然や文化を毀損することにな
る場合には、これらの観光は公平でないため、歓迎されることもない。

8

2017年は国連が定めた「持続可能な観光開発年」である。ソウル市は、住民がより住み良い場所を作るのに観光を活
用することで、持続可能な都市開発に観光が貢献するようにしようとする。これらの目標を達成するためには、都市の
政治家、政府関係者、観光業界では、地域共同体と市民社会の両方の活発な参加が求められる。政策関係者は、すべ
ての形態の観光が公正とできるようにする方針を模索し実行する必要がある。そのためには、自分が住んでいる町や近
隣で観光政策が策定され適用されるかどうか、その企画段階から意思決定、実行、監視に至る全過程に地域住民の参
加が必要である。自分の人生のどの部分までを、観光客と一緒に分かち合うのかを決定するべきである。また、単に量
的な側面から観光客の数が増えることだけに重点を置くのではなく、観光による雇用創出と持続可能な開発から都市
が何を得ることができるかを悩まなければならない。

9

観光業界は、住民や観光客を結び付け、文化と経済交流を促進する重要な役割をする。観光業界は、住民や観光客が
相互の生活や文化を尊重する中、より多くの交流が促進されることができるよう、公正かつ創造的な公正観光モデルを
開発しなければならない。これに関連し、観光業界は守るべき観光価値をチェックして、変化に対応した様々な代替観
光商品を開発しなければならない。

10
公正観光と持続可能な観光開発が大都市の中心部から徐々に中小都市に拡散することができるように必要な観光政
策を策定し、実践戦略を講じなければならない。これに関連して市の観光の現場、都市で活動する地域の専門家、業界、
学術、政策関係者が相互の経験を共有し、協力しなければならない。

11

公正観光と持続可能な観光開発のパラダイムがアジアの大都市との都市間連携を介して拡散することができるように、
各国の大都市の関係者が先頭に立って都市間の協力を図るべきである。公正観光と持続可能な観光開発は、観光を抑
制するのではなく、住民や観光客、観光業界間が相互尊重と協力を行い、豊かな生活の価値を実現しようとするもの
であることを宣言する。

表 ソウル公正観光宣言の内容

出典：「ソウル公正観光宣言」（http://www.seoulfairtourismforum.net/down/Seoul%20Declaration_FINAL.pdf）より翻訳
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は
じ
め
に

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
市
場
の
急
成
長
と
そ

の
経
済
効
果
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。一
方
で
、

外
国
人
旅
行
者
も
含
む
観
光
客
の
増
加
・
集

中
に
よ
る
騒
音
や
交
通
渋
滞
な
ど
で
、
生
活

環
境
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
の
報
道
も
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）、
当
財
団
が
事

務
局
を
務
め
る
「
観
光
政
策
検
討
有
識
者
会

議
」
が
実
施
し
た
、
１
７
９
市
町
村
（
政
令
指

定
都
市
20
市
を
含
む
）
を
対
象
と
し
た
調
査

に
よ
る
と
、「
観
光
地
と
し
て
許
容
で
き
る
限

界
以
上
の
観
光
客
が
来
訪
し
て
お
り
、
観
光

資
源
の
劣
化
や
住
民
の
生
活
環
境
の
悪
化
が

生
じ
て
い
る
と
思
う
か
」
と
の
質
問
に
対
し

て
、
全
体
的
に
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

影
響
を
意
識
し
て
い
る
市
町
村
は
わ
ず
か
で

あ
っ
た（
図
１
）。

　

し
か
し
、一
部
の
市
町
村
か
ら
は
、「
想
定

以
上
の
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
、
観
光
地
周

辺
で
の
渋
滞
発
生
な
ど
、
道
路
事
情
の
悪
化

が
顕
著
で
、
地
元
住
民
ら
の
日
常
生
活
に
悪

影
響
が
出
て
い
る
」「
観
光
客
の
増
加
に
よ

り
、
交
通
渋
滞
や
ご
み
問
題
が
発
生
し
て
お

り
、
住
民
に
と
っ
て
観
光
が
メ
リ
ッ
ト
で
は

な
く
、
ス
ト
レ
ス
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
」
な
ど
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
悪
影
響
が
、
観
光
資
源

の
劣
化
以
上
に
、
生
活
環
境
の
悪
化
と
い
う

形
で
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
現
状
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　
「
特
集
１　

観
光
に
よ
る
地
域
へ
の
負
の

影
響
に
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
」
で
も
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
よ
る
悪
影
響
は
、
今
に
始
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
は
市
町
村
や
観
光

地
が
個
別
に
対
応
し
て
き
た
印
象
が
強
く
、

全
国
的
に
は
必
ず
し
も
十
分
な
議
論
は
な

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
２
０
１
８
年

６
月
に
は
、
観
光
庁
に
「
持
続
可
能
な
観
光

推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
観
光
客
と
地
域

住
民
の
共
存
・
共
生
に
関
す
る
対
応
策
の
あ

り
方
が
検
討
中
で
あ
り
、
そ
の
取
り
組
み
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

い
う
言
葉
は
学
術
用
語
で
は
な
く
、
メ
デ
ィ

ア
が
使
用
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る

（
本
誌
「
観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー
」
Ｐ
47
）。
し
か

し
、
特
集
１
で
、
そ
の
安
易
な
使
用
や
多
用

を
懸
念
し
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
存
在
す
る
以
前
か
ら

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
地

域
の
中
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
第
三
者
に

指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
人
も

 出典：観光政策検討有識者会議〔事務局：（公財）日本交通公社〕

図●オーバーツーリズムの発生に対する評価1
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少
な
く
な
い
。

　

幸
い
に
も
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ

る
課
題
が
顕
在
化
し
た
の
は
、
今
は
ま
だ
一

部
の
地
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
他

の
地
域
も
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状

を
知
り
、
事
前
に
察
知
す
る
視
点
や
何
か
し

ら
備
え
る
意
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
私
ど
も
は
、

本
誌
の
特
集
テ
ー
マ
に
、「
観
光
客
急
増
で
問

わ
れ
る
地
域
の„
意
思
＂」
を
取
り
上
げ
る
こ

と
と
し
た
。

　

本
特
集
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状

況
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
国
内
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
例
か
ら
、
そ
の
現
状
と
対
応
策
を

学
び
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
示
唆
を
得
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

各
特
集
の
要
点
を
振
り
返
る

【
特
集
２
】

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
苦
悩
す
る

国
際
観
光
都
市

　

龍
谷
大
学
の
阿
部
大
輔
氏
は
、
世
界
各
地

で
起
き
て
い
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現

状
に
つ
い
て
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」「
バ
ル
セ
ロ

ナ
」「
京
都
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
政
策
的

対
応
策
を
解
説
し
た
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
、
２
０
０
９
年
（
平

成
21
年
）
の
段
階
で
「
観
光
戦
略
調
整
政
策
」

が
作
成
さ
れ
、
観
光
の
発
展
を
都
市
の
再
生

と
接
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
策
が
と
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）４
月
に
は
、

市
長
か
ら
旧
市
街
全
域
へ
の
観
光
客
の
分
散

化
、
混
雑
が
深
刻
な
場
所
で
の
住
民
と
一
部

観
光
客
の
動
線
の
分
離
、
宿
泊
施
設
の
規
制

な
ど
、
新
た
な
指
針
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
２
０
１
７
年
１
月
に

可
決
・
承
認
さ
れ
た
「
観
光
宿
泊
施
設
抑
制

プ
ラ
ン
（
Ｐ
Ｅ
Ｕ
Ａ
Ｔ
）」
に
よ
り
、
宿
泊
施

設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
は
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
へ
の
観
光
の

影
響
を
最
小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経
済

活
動
の
展
開
を
図
る
狙
い
が
あ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
京
都
で
は
、
現
在
の
観
光
ス
タ
イ
ル

の
質
を
高
め
る
た
め
の
方
針
と
し
て
、「
良
質

な
宿
泊
施
設
の
拡
充
と
民
泊
適
正
化
」「
観

光
客
の
分
散
化
に
よ
る
観
光
客
の
満
足
度
の

向
上
」「
文
化
を
基
軸
と
し
た
観
光
の
取
り

組
み
の
推
進
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

阿
部
氏
は
、
こ
れ
ら
の
必
要
性
を
認
め
た

う
え
で
、
さ
ら
に
市
民
の
生
活
環
境
を
踏
ま

え
た
際
に
、
適
切
な
観
光
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

検
討
す
る
視
点
の
大
切
さ
を
述
べ
た
。

【
特
集
３
】

地
域
ら
し
さ
と
町
の
品
格
に
相
応
し
い

観
光
振
興
の
あ
り
方
と
は

　

近
江
八
幡
市
で
も
、
２
０
０
０
年
代
中
盤

以
降
の
観
光
客
の
急
増
に
伴
い
、
駐
車
場
不

足
、
交
通
渋
滞
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

生
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
多
様
な

関
係
者
で
協
議
し
、
市
民
生
活
か
観
光
振
興

か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
利

益
を
意
識
し
た
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　

近
江
八
幡
観
光
物
産
協
会
の
田
中
宏
樹
氏

は
、
近
江
八
幡
市
の
観
光
の
特
徴
を
、「
暮
ら

し
と
文
化
の
豊
か
さ
を
資
源
と
し
た
観
光
」

「
観
光
客
の
増
加
に
躍
起
に
な
ら
な
い
観
光

振
興
」
と
紹
介
し
た
。
ま
た
、
観
光
は
目
的
で

は
な
く
手
段
で
あ
り
、
身
の
丈
・
背
の
丈
の

取
り
組
み
、
市
民
も
観
光
客
も
楽
し
め
る
観

光
事
業
こ
そ
が
最
大
の
誘
客
策
だ
と
述
べ
た
。

　

そ
し
て
、「
観
光
地
と
し
て
の
継
続
（
存
続
）

を
考
え
る
こ
と
は
、
近
江
八
幡
ら
し
い
観
光

と
は
何
か
を
考
え
、
近
江
八
幡
ら
し
さ
を
求

め
続
け
る
活
動
で
あ
る
」
と
説
い
た
。

　

由
布
院
に
は
、
年
間
約
３
８
０
万
人
も
の

観
光
客
が
来
訪
し
、
１
日
当
た
り
に
換
算
す

る
と
、
同
地
域
の
人
口
に
匹
敵
す
る
人
数
だ

と
い
う
（
２
０
０
０
年
当
時
）。

　

由
布
院
で
は
、観
光
客
増
加
へ
の
対
応
と
し

て
、こ
れ
ま
で
も「
交
通
社
会
実
験（
２
０
０
２

年
）」「
景
観
計
画
の
作
成
・
景
観
協
定

（
２
０
０
８
年
）」
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
由
布
院
温
泉
観
光
協

会
と
旅
館
組
合
が
、「
観
光
基
本
計
画
」
の
見

直
し
を
行
い
、
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
、
宿

泊
施
設
や
商
業
施
設
の
外
部
資
本
の
参
入
な

ど
、
昨
今
の
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
へ

の
対
応
を
明
記
し
た
（
２
０
１
８
年
）。

　

当
財
団
で
由
布
院
・
由
布
市
に
関
わ
る

後
藤
健
太
郎
は
、
２
０
０
０
年
代
前
半
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
中
谷
健
太
郎
氏

が
、「
観
光
客
を
減
ら
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
提
案
」
を
行
う
な
ど
、
生
活
と
観
光
の
均

衡
を
図
る
た
め
の
意
識
が
芽
生
え
て
い
た

こ
と
を
、
地
域
が
自
律
的
な
管
理
を
行
っ
て

い
く
上
で
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
と
述
べ
て

い
る
。

　

ま
た
、
由
布
院
観
光
総
合
事
務
所
の
事

務
局
長
（
当
時
）を
務
め
て
い
た
米
田
誠
司

氏
の
言
葉
を
引
き
合
い
に
出
し
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
問
題
現
象
だ
け
の
発
信
に
と

ど
ま
る
と
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
毀き

損そ
ん

す

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
慎

【
特
集
４
】

生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

視
点
と
環
境
変
化
へ
の
対
応

２
０
０
０
年
代
以
降
の「
生
活
型
観
光
地
」由
布
院
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
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重
な
態
度
、
行
動
が
求
め
ら
れ
る
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。

【
特
集
５
】

世
界
の
人
々
の
夢
と
憧
れ
の
街
へ

東
京
都
・
銀
座
の
取
り
組
み

　

銀
座
通
連
合
会
・
全
銀
座
会
・
銀
座
街
づ

く
り
会
議
の
竹
沢
え
り
子
氏
は
、
東
京
・
銀

座
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
、
２
０
１
３

年
（
平
成
25
年
）
９
月
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
が
決
定
し
て
以
降
、

急
激
に
増
加
し
た
と
い
う
。

　

当
初
は
、
外
国
人
旅
行
者
の
マ
ナ
ー
違
反

な
ど
か
ら
、
日
本
人
客
の
銀
座
離
れ
が
懸
念

さ
れ
た
が
、
全
銀
座
会
（
銀
座
の
街
の
全
体

方
針
を
意
思
決
定
す
る
組
織
）
を
中
心
に
、

外
国
人
旅
行
者
の
マ
ナ
ー
向
上
を
促
す
「
銀

座
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や
、
従
業
員
の
接
客
向

上
の
た
め
の
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ガ
イ
ド
」

の
作
成
・
活
用
な
ど
に
よ
り
、
お
互
い
の
理

解
も
進
み
、
次
第
に
、
外
国
人
旅
行
者
の
存

在
に
、„
慣
れ
て
き
た
＂
と
の
こ
と
。

　

な
お
、
銀
座
に
は
、
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
な
ど

の
割
安
な
宿
泊
施
設
の
出
店
計
画
が
持
ち
上

が
る
こ
と
に
も
な
っ
た
が
、
中
央
区
は
、
地
元

商
店
街
な
ど
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
街
の

風
格
や
景
観
維
持
の
観
点
か
ら
、
地
区
計
画

を
変
更
し
て
低
価
格
の
宿
泊
施
設
の
新
規
開

業
を
規
制
す
る
こ
と
に
し
た
（
２
０
１
７
年
）。

　

最
後
に
、
竹
沢
氏
は
、
あ
る
百
貨
店
担
当

者
の
話
と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
体
験
の
価

値
は
、
商
業
の
街
・
銀
座
が
築
い
て
き
た
宝

で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
銀
座
の
街
の
魅
力

を
落
と
さ
な
い
努
力
を
街
全
体
で
や
っ
て
き

た
と
の
例
を
挙
げ
て
、「（
銀
座
を
）
世
界
の

人
々
の
夢
と
憧
れ
の
街
へ
」
と
、
そ
の
思
い
を

語
っ
た
。

【
特
集
６
】

観
光
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
先
立
ち

必
要
と
な
る
計
画
管
理

鎌
倉
市
観
光
基
本
計
画

　

当
財
団
の
後
藤
健
太
郎
は
、「
鎌
倉
市
で

は
、
以
前
よ
り
観
光
目
的
の
自
動
車
交
通

に
よ
る
渋
滞
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
、
市
民

と
観
光
客
、
双
方
の
視
点
か
ら
問
題
解
決

に
向
け
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
」
と
し

て
、「
観
光
基
本
計
画
の
３
期
に
わ
た
る
策
定

（
１
９
９
６
年
、２
０
０
７
年
、２
０
１
６
年
）」

「
市
民
へ
の
観
光
に
よ
る
正
負
の
影
響
調
査

の
実
施
」「
住
民
意
識
に
関
す
る
指
標
の
設

定
」「
計
画
管
理
の
定
期
的
実
施
」
な
ど
の
取

り
組
み
を
取
り
上
げ
て
、
他
地
域
と
比
較
す

る
と
、
鎌
倉
市
で
は
計
画
管
理
が
全
国
の
観

光
地
の
中
で
も
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
き
た

と
分
析
し
た
。

　

ま
た
、
鎌
倉
で
は
、
交
通
渋
滞
解
消
策
の

一
つ
と
し
て
、
日
本
初
と
な
る
「
ロ
ー
ド
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
」（
自
動
車
に
よ
る
道
路
の
使
用
に

対
す
る
料
金
徴
収
）の
実
現
に
向
け
た
検
討

が
近
年
大
き
く
進
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

　

し
か
し
、
鎌
倉
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
策

を
講
じ
て
も
な
お
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
一

因
と
し
て
、
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
振
興
が

複
雑
に
入
り
組
む
中
で
、
地
域
に
お
け
る
多

様
な
関
係
主
体
、
地
域
住
民
や
観
光
客
双
方

の
折
り
合
い
を
つ
け
て
管
理
し
て
い
く
こ
と

の
難
し
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

【
特
集
７
】

居
住
地
で
の
観
光
を

許
容
制
限
す
る
対
応

韓
国
ソ
ウ
ル
、北
村
韓
屋
村

　

帝
京
大
学
の
金
振
晩
氏
に
よ
る
と
、
北

村
韓
屋
村
で
は
、
観
光
客
に
よ
る
騒
音
、
ご

み
の
増
加
、
不
動
産
賃
貸
料
の
高
騰
な
ど
に

よ
っ
て
日
常
生
活
に
支
障
が
発
生
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
住
民
の
中
で
も
、
住
宅
や
商
業
ビ

ル
所
有
者
と
そ
の
賃
貸
者
な
ど
で
利
害
が
異

な
る
こ
と
が
、
問
題
を
一
層
難
し
く
し
て
い

る
と
い
う
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
行
政
の
政
策
が
、
公
共

駐
車
場
の
建
設
、
公
衆
ト
イ
レ
の
拡
充
な
ど
、

観
光
客
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
さ
ら

に
不
満
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
８
年
に
な
り
、
ソ
ウ
ル

市
は
、
ソ
ウ
ル
市
観
光
条
例
の
改
定
、
訪
問

時
間
の
制
限
、
観
光
バ
ス
の
不
法
駐
停
車
の

取
り
締
ま
り
の
強
化
、
公
衆
ト
イ
レ
の
拡
大
、

観
光
ガ
イ
ド
対
象
の
事
前
教
育
な
ど
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
策
を
発
表
し
た
。

　

し
か
し
、
金
氏
は
、„
も
ぐ
ら
叩
き
＂
の
よ

う
な
処
方
箋せ

ん

よ
り
も
、
地
域
住
民
を
含
む
利

害
関
係
者
間
の
十
分
な
議
論
を
通
じ
て
の
方

向
性
や
対
策
を
決
め
る
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

課
題
と
対
応
策

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
悪
影
響
の

う
ち
、
特
に
地
域
住
民
と
観
光
客
と
の
軋あ

つ

轢れ
き

は
、「
観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー
」
で
も
「
図
１ 

空

間
特
性
別
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事

象
」
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
観
光
客
が
集

中
す
る
地
域
が
、
住
居
地
域
な
の
か
、
商
業

地
域
な
の
か
と
い
っ
た
空
間
特
性
に
も
大
き

く
影
響
を
受
け
、
起
こ
り
得
る
弊
害
も
異

な
っ
て
く
る
。

　

こ
う
し
た
難
し
さ
も
手
伝
っ
て
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
悩
む
自
治
体
な
ど
が
さ

ま
ざ
ま
な
対
応
策
を
講
じ
て
は
い
る
も
の

の
、
な
か
な
か
根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
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視座 観光客急増で問われる地域の“意思”

表●オーバーツーリズムの課題と対応策の例1
対応策

短期的対応
中長期的対応

需要抑制 受入容量拡大
観
光
施
設
等
へ
の
入
場
制
限

交
通
等
ル
ー
ル
の
変
更

近
隣
の
観
光
地
へ
の
誘
導

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
周
知
徹
底

混
雑
度
の
調
査（
将
来
的
な
入
場
有

料
化
等
を
見
据
え
て
）

民
泊
の
禁
止
も
し
く
は
制
限

宿
泊
施
設
の
新
規
設
置
の
禁
止
も

し
く
は
制
限

地
区
の
用
途
別
ゾ
ー
ン
分
け

中
心
部
へ
の
自
動
車
流
入
の
禁
止

も
し
く
は
制
限（
有
料
化
を
含
む
）

中
心
部
に
お
け
る
駐
車
場
の
撤
去

高
級
ホ
テ
ル
の
誘
致

古
民
家
な
ど
空
き
施
設
・
店
舗
等

の
活
用

宿
泊
税（
観
光
税
）の
導
入

平
準
化
策
の
実
施（
観
光
客
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
策
の
導
入
な
ど
）

課
題

（1）地域資源への影響

自然資源や人文資源等の損傷・劣化 ● ● ● ● ● ●

景観の損失（雰囲気の劣化） ●

（2）観光客の観光体験への影響

トイレなどのインフラ不足 ● ● ● ● ● ●

交通機関（電車・バス等）の混雑 ● ● ● ● ●

道路等の交通渋滞の発生・悪化 ● ● ● ● ● ●

観光資源・施設等の混雑 ● ● ● ● ● ●

観光客による騒音の発生・悪化 ●

観光客のマナー・ルールの無視 ●

（3）住民の生活環境への影響

観光客による騒音の発生・悪化 ●

交通機関（電車・バス等）の混雑 ● ● ● ● ●

日常的に利用する施設等の混雑 ● ● ● ●

道路等の交通渋滞の発生・悪化 ● ● ● ● ● ●

観光客のマナー・ルールの無視 ●

観光客によるゴミの増加 ● ●

物価や家賃等の高騰 ● ●

治安の悪化 ●

（4）地域経済への影響

道路等の交通渋滞の発生・悪化 ● ● ● ● ● ●

物価や家賃等の高騰 ● ●

安価な宿泊施設の増加 ● ● ● ● ●

非居住オーナーの宿泊施設の増加 ● ● ●

地域（観光地）イメージの低下 ● ● ●
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導
入
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
立
ち
入
り
制
限
や
禁
止
、
有
料

化
に
係
る
対
応
策
な
ど
は
、
複
雑
な
利
害
関

係
が
絡
む
だ
け
に
、
実
施
の
前
提
と
し
て
、

関
係
者
の
合
意
形
成
が
何
よ
り
も
大
切
と
な

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

対
応
の
留
意
点

　

先
に
示
し
た
対
応
策
は
、
い
わ
ば
対
症
療

法
的
な
も
の
で
は
あ
り
、
地
域
住
民
と
観
光

客
と
の
共
生
・
共
存
を
常
に
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
対
応
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。

　

国
や
地
域
が
観
光
振
興
に
取
り
組
み
、
多

く
の
観
光
客
が
来
訪
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
悪
影
響
を
受

け
る
地
域
が
、
少
な
か
ら
ず
増
加
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
と
し
て

留
意
す
べ
き
事
項
を
、
次
の
通
り
整
理
し
た
。

①	

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
は
、
そ

の
発
生
前
か
ら
兆
候
を
つ
か
ん
で
お
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
各
種
デ
ー
タ
の
取
得
（
宿
泊
容

量
、
交
通
利
用
者
数
、
混
雑
時
間
帯
の
観

光
客
数
、
ク
ル
ー
ズ
寄
港
数
な
ど
）
や
観

光
客
の
行
動
特
性
（
移
動
経
路
な
ど
）
を

把
握
し
て
お
き
、
発
生
に
備
え
た
対
応
策

を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②	

対
応
策
の
検
討
に
際
し
て
は
、
単
に
観
光

客
数
を
抑
制
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
地

域
の
観
光
資
源
や
日
常
生
活
に
も
配
慮

が
で
き
、
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
に
寄

与
す
る
旅
行
者
を
増
や
し
て
い
く
、
そ
う

し
た
旅
行
者
に
選
ば
れ
る
地
域
に
な
る
と

い
っ
た
視
点
も
大
切
で
あ
る
。

③	

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
事
前
に
備
え
て
お
い
た
対
応
策
を

も
と
に
、
日
常
生
活
へ
の
支
障
を
最
低
限

に
と
ど
め
る
た
め
に
も
、短
期
的
対
応（
観

光
施
設
な
ど
へ
の
入
場
制
限
、
近
隣
の
観

光
地
へ
の
誘
導
、
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
周

知
徹
底
な
ど
）
は
、
関
係
者
の
同
意
の
も

と
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

終
わ
り
に

　

元
近
江
八
幡
市
長
の
川
端
五
兵
衞
氏
は
、

巻
頭
言
（
観
光
は
終つ

い

の
栖

す
み
か

の
内
覧
会
～
死
に

甲
斐
の
あ
る
終
の
栖
の
ま
ち
づ
く
り
～
）の

最
後
を
、「
地
方
が
観
光
地
を
考
え
る
上
で
最

も
大
切
な
の
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
築
き
上

げ
ら
れ
た
風
景
や
固
有
の
歴
史
、文
化
遺
産
、

祭
り
や
行
事
な
ど
に
根
差
し
、
本
質
を
踏
ま

え
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
だ

と
考
え
て
い
る
」
と
結
ん
だ
。

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
に
陥
っ

た
と
し
て
も
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
地
域
は
、
そ
の
変
容
・

変
質
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
、
特
集
７
の
コ
ラ
ム
で
、
後
藤
健

太
郎
が
「
ソ
ウ
ル
公
正
観
光
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
２
０
１
８
年
）」
を
例
に
し
て
説
い
て
い

る
が
、
我
が
国
で
も
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
対
応
を
契
機
に
、
観
光
・
旅
行
が
ど

う
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う

に
変
え
る
べ
き
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
「
観
光

社
会
」
を
形
成
す
べ
き
な
の
か
、
が
よ
り
見

え
る
形
で
議
論
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ　

き
よ
よ
し
）

　

表
１
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
な
ど
を

参
考
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
課

題
と
考
え
ら
れ
る
対
応
策
の
例
を
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

課
題
は
、
次
の
４
タ
イ
プ
に
分
類
し
た
。

　
（
１
）
地
域
資
源
へ
の
影
響
…
観
光
資
源

（
自
然
資
源
、
人
文
資
源
な
ど
）
お
よ

び
そ
れ
を
含
む
景
観
（
雰
囲
気
）へ

の
悪
影
響

　
（
２
）
観
光
客
の
観
光
体
験
へ
の
影
響
…
待

ち
時
間
の
増
加
や
不
快
な
思
い
な

ど
か
ら
観
光
客
が
観
光
地
に
対
し
て

抱
く
不
満
な
ど

　
（
３
）
住
民
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
…
住
民

の
日
常
生
活
に
直
接
的
お
よ
び
間

接
的
に
及
ぼ
す
悪
影
響

　
（
４
）
地
域
経
済
へ
の
影
響
…
観
光
客
の
増

加
な
ど
に
よ
り
地
域
が
被
る
経
済

面
で
の
被
害

　

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
と
ら
れ
る
対

応
策
は
複
数
に
わ
た
る
。

　

例
え
ば
、
短
期
的
に
は
「
観
光
施
設
な
ど

へ
の
入
場
制
限
」「
近
隣
の
観
光
地
へ
の
誘

導
」「
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
周
知
徹
底
」
な
ど

が
、
ま
た
中
長
期
的
に
は
「
宿
泊
施
設
の
新

規
設
置
の
禁
止
も
し
く
は
制
限
」「
中
心
部

へ
の
自
動
車
流
入
の
禁
止
も
し
く
は
制
限

（
有
料
化
を
含
む
）」「
宿
泊
税
（
観
光
税
）の

＜参考資料＞
・	「持続可能な観光政策のあり方に関する

調査研究」（国土交通政策研究第１４６
号、２０１８年４月、国土交通省  国土交通
政策研究所  前主任研究官  十河久惠、
研究官  奥井健太、研究官  中村卓央、研
究官  大内健太）

・	「求められる観光公害（オーバーツーリズ
ム）への対応～持続可能な観光立国に向
けて～」（ＪＲＩレビュー２０１８、株式会社日
本総合研究所  調査部  主任研究所   高
坂晶子）
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両機関の会長・院長による挨拶
「韓国におけるオーバーツーリズムの
現況と対応の方向性」
韓国文化観光研究院（KCTI） 朴 注暎研究委員

「日本のオーバーツーリズムの現状と課題」
（公財）日本交通公社（JTBF） 後藤健太郎 主任研究員

休憩
ディスカッション
第１部 終了

金 正晩
柳 匡勳
金 玄珠
朴 注暎
趙 アラ
吳 　　
末永安生
寺崎竜雄
塩谷英生
中島 泰
後藤健太郎
福永香織
泉 佳奈
＜通訳＞

金 振晩
具 敏靖

………韓国文化観光研究院 院長

………韓国文化観光研究院 観光研究本部長

………韓国文化観光研究院 観光政策研究室長

………韓国文化観光研究院 観光産業研究室 研究委員

………韓国文化観光研究院 観光政策研究室 副研究委員

………韓国文化観光研究院 観光政策研究室 研究員

　……公益財団法人日本交通公社 会長

　……公益財団法人日本交通公社 理事・観光地域研究部長

　……公益財団法人日本交通公社 理事・観光経済研究部長・観光文化情報センター長

………公益財団法人日本交通公社 観光地域研究部 主任研究員

　　…公益財団法人日本交通公社 観光地域研究部 主任研究員

　……公益財団法人日本交通公社 観光文化情報センター 旅の図書館長 企画室長 主任研究員（事務局）

………公益財団法人日本交通公社 観光文化情報センター（事務局）

………帝京大学経済学部観光経営学科 准教授

………JTB総合研究所 コンサルティング事業部 研究員

　2
0
1
8
年
11
月
22
日
（
木
）、
当
財
団
と
韓
国
文
化
観

光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）
が
共
同
で
日
韓
国
際
観
光

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
8
を
開
催
し
ま
し
た
。
K
C
T
I

と
は
昨
年
度
に
4
期
目
と
な
る
M
O
U
を
締
結
し
、
両
機
関

が
積
極
的
な
情
報
交
換
や
研
究
交
流
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
毎
年
、

開
催
地
を
交
互
に
変
え
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度

は
当
財
団
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
K
C
T
I
か
ら
は
院

長
と
5
名
の
研
究
員
が
、
当
財
団
か
ら
は
会
長
と
5
人
の
研

究
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

韓
国
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

現
況
と
対
応
の
方
向
性

日
韓
国
際
観
光
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
8
よ
り

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

　

旅
の
図
書
館
長 

企
画
室
長 

主
任
研
究
員

　

福
永
香
織

観
光

研
究
レ
ビ
ュ
ー

26
回

第

表 1 日韓国際観光カンファレンス2018 プログラム

表 2 日韓国際観光カンファレンス2018 参加者

　今
年
度
は
2
部
構
成
と
し
、
第
1
部
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
第
2
部
は
両
国
の
旅
行
者
動
向
と
い
う
共
通
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
両
機
関
の
研
究
員
か
ら
の
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

第
1
部

開会
「日本人の旅行者動向」
（公財）日本交通公社（JTBF）中島 泰 主任研究員

休憩
「韓国人の旅行実態」
韓国文化観光研究院（KCTI） 趙アラ 副研究委員

質疑応答
終了

第
2
部

　本
稿
で
は
K
C
T
I
研
究
委
員
で
あ
る
朴
注
暎
氏
に
よ
る

「
韓
国
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況
と
対
応
の

方
向
性
」
の
概
要
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

グ ミュンジュン

キム ジンマン

オ ユ ラ

チョウ

パク ジュヨン

キム ヒュンジュ

リュウ ガンフン

キム ジョンマン

パク ジュヨン

チョウ
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図 1 空間特性別のオーバーツーリズムの事象（朴氏発表資料より）

出典：朴注暎(2018),「韓国におけるオーバーツーリズムの現況と対応の方向性」

　2
0
1
8
年
11
月
22
日
（
木
）、
当
財
団
と
韓
国
文
化
観

光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）
が
共
同
で
日
韓
国
際
観
光

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
8
を
開
催
し
ま
し
た
。
K
C
T
I

と
は
昨
年
度
に
4
期
目
と
な
る
M
O
U
を
締
結
し
、
両
機
関

が
積
極
的
な
情
報
交
換
や
研
究
交
流
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
毎
年
、

開
催
地
を
交
互
に
変
え
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度

は
当
財
団
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
K
C
T
I
か
ら
は
院

長
と
5
名
の
研
究
員
が
、
当
財
団
か
ら
は
会
長
と
5
人
の
研

究
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
現
象
に

対
す
る
理
解

　イ
タ
リ
ア
の
ベ
ニ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
オ
ラ

ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
い
っ
た
有
名
観
光
都
市
で
は
、

そ
の
地
域
の
容
量
を
超
え
た
観
光
客
が
押
し
寄
せ
た
結
果
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
は
学
術
用
語
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
現
象

に
対
し
て
メ
デ
ィ
ア
が
使
用
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
観
光
地
が
耐
え
ら
れ
る
以
上
の
観
光
客
の
流
入
に

よ
り
発
生
す
る
多
様
な
問
題
を
含
む
概
念
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
段
階
と
し
て
は
、
ま
ず
観
光
客

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
混
雑
感
が
増
し
、
観
光
客
の
満
足

度
や
再
来
訪
希
望
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
さ

ら
に
観
光
客
が
増
え
る
と
地
域
の
観
光
地
化
が
進
み
住
民
の

日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
。
最
終
的
に
は
観
光
に
対
す
る
住

民
の
反
感
や
嫌
悪
感
が
生
ま
れ
、
全
て
の
社
会
問
題
の
原
因

を
観
光
客
の
増
加
に
転
嫁
し
た
り
、
観
光
客
に
対
す
る
暴

言
・
暴
力
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

　

S
eraphin et al.（2018

）は
、欧
州
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
発
生
す
る
主
な
要
因
と
し
て
、
①
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

登
録
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
、
②
観
光
客
に
よ
る
地
域
の
住

民
の
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
低
下
、
③
観
光
目
的
地
の
環

境
的
持
続
可
能
性
に
対
す
る
脅
威
、
④
観
光
客
の
経
済
的
な

貢
献
不
足
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
U
N
W
T
O
で

は
、
①
繁
忙
期
に
お
け
る
観
光
客
の
集
中
化
、
②
過
度
に
否

定
的
な
考
え
を
持
つ
観
光
客
の
増
加
、
③
観
光
経
済
の
過
度

な
物
理
的
影
響
力
な
ど
を
原
因
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

　ま
た
、M

cK
insey &

 C
om

pany and W
orld T

ravel 

&
 T

ourism
 C

ouncil

（2017

）は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
影
響
と
し
て
、
①
住
民
の
疎
外
、
②
観
光
の
質
の
低

下
、
③
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
過
度
な
負
荷
、
④
自
然
破
壊
、

⑤
文
化
・
遺
産
に
対
す
る
脅
威
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

韓
国
の

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況

　韓
国
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
だ

し
た
の
は
2
0
1
7
年
1
月
で
あ
る
。
K
C
T
I
で
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
連
す
る
報
道
内
容
を
テ
キ
ス
ト
分
析
し

た
結
果
、
言
及
さ
れ
た
地
域
は
、
国
内
で
は
済
州
島
（
2
4

5
回
）、
全
州
・
北
村
韓
屋
村
（
83
回
）、
城
山
邑
（
56
回
）

で
あ
り
、 

国
外
で
は
ベ
ネ
チ
ア
（
1
0
8
回
）、
バ
ル
セ
ロ

ナ
（
87
回
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
具
体
的
に
発
生
し
て
い
る
事

象
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
ゴ
ミ
（
1
6
1
回
）、

観
光
地
（
1
3
9
回
）、
活
性
化
（
1
3
3
回
）、
イ
ン
フ
ラ

（
56
回
）、
受
容
力
（
51
回
）、
観
光
地
化
（
50
回
）
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
対
応
と
し
て
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
委
員
会
、
戦
略

会
議
な
ど
が
上
位
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
が
っ
て
い
た
。
各
種

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
会
議
な
ど
に
お
い
て
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
議
論
が
増
加
し
て
い
る
様
子

も
う
か
が
え
る
。

　韓
国
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、
観
光
地
が
活
性
化

し
た
こ
と
に
よ
る
容
量
オ
ー
バ
ー
に
関
す
る
現
象
と
し
て
捉

（E
uropean T

ourism
 Indicators S

ystem

）
と
持
続

可
能
性
指
標
（G

D
S
-In

d
ex

）
な
ど
を
基
盤
と
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
分
析
指
標
を
開
発
し
て
い
る
。
そ
の
基

準
と
し
て
は
、
G
D
P
ま
た
は
雇
用
に
お
け
る
観
光
産
業
の

割
合
、
観
光
客
増
加
率
、
住
民
の
疎
外
感
（
観
光
客
の
密
度
、

住
民
対
比
観
光
客
数
）、
観
光
客
満
足
度
の
低
下
率
、
イ
ン

フ
ラ
へ
の
過
大
な
負
荷
、
大
気
汚
染
度
、
文
化
遺
産
破
壊
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
指
標
は
都
市
部
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
た
め
、
地
方
部
で
も
当
て
は
ま
る
よ
う
な
指
標

の
開
発
が
改
め
て
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　自
治
体
と
し
て
は
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
政
府
と
し
て
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
作
成
し
、
特
性
や
原
因
に
合
わ
せ
た
対

応
が
と
れ
る
よ
う
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
に
も
正
確
な
現
況
把
握
に
よ
っ
て
問
題
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、
対
応
策
を
検
討
す
る
シ
ス
テ
ム
や
戦
略
が
必
要
で

あ
る
。

　観
光
に
よ
る
恩
恵
が
地
域
住
民
に
も
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う

な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
韓
国
南
部
に
あ
る
麗
水
の
離
島
で

は
観
光
客
が
水
着
の
ま
ま
島
内
を
歩
き
ま
わ
る
こ
と
な
ど
が

問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
、
住
民
自
ら
観
光
事
業
体
を
立
ち
上

げ
て
キ
ャ
ン
プ
場
を
運
営
す
る
こ
と
で
観
光
に
よ
る
経
済
効

果
を
享
受
し
、
観
光
に
対
す
る
否
定
的
な
意
識
が
低
く
な
っ

た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
釜
山
の
甘
川
文
化
村
で
は
、

観
光
客
に
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
よ
う
商
店
街
の
各
店

舗
で
ゴ
ミ
を
引
き
取
る
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

の
地
域
で
も
、
観
光
に
よ
る
収
益
を
地
域
の
福
祉
に
還
元
し

た
り
、
市
民
が
観
光
事
業
に
関
わ
る
こ
と
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
問
題
が
減
少
し
た
例
も
あ
る
。

　観
光
客
の
マ
ナ
ー
を
高
め
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
る
問
題
も

多
い
た
め
、
観
光
客
へ
の
意
識
啓
発
や
、
ガ
イ
ド
の
育
成
、

団
体
客
に
対
す
る
ガ
イ
ド
同
伴
の
義
務
づ
け
な
ど
、
地
域
と

観
光
が
共
生
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　朴
研
究
委
員
の
発
表
の
あ
と
、
後
藤
主
任
研
究
員
が
「
日

本
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
発

表
を
お
こ
な
い
、
日
本
の
各
地
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
状
況
や
取
り
組
み
、
国
の
対
応
に
つ
い
て
紹
介
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
用
語
を
使

う
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
（
地
域
へ
の
影
響
、
誰
が
ど
の
視

点
で
語
る
か
）、
観
光
客
数
・
客
層
の
急
激
な
変
化
に
対
す

る
迅
速
な
意
思
決
定
と
行
動
、
望
ま
し
い
「
観
光
社
会
像
」

に
つ
い
て
議
論
す
る
必
要
性
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　朴
研
究
委
員
と
後
藤
主
任
研
究
員
の
発
表
を
受
け
て
質
疑

応
答
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

趙
氏（
K
C
T
I
）
…
日
本
で
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
地
域

と
い
う
と
大
阪
が
思
い
浮
か
ぶ
。
近
年
は
外
国
人
観
光
客
も

増
加
し
て
い
る
と
思
う
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

現
象
に
つ
い
て
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

後
藤（
J
T
B
F
）
…
今
年
、
大
阪
で
偶
然
話
を
伺
う
機
会
が

あ
っ
た
。
外
国
人
旅
行
者
急
増
に
よ
り
個
別
の
地
区
で
は
い

ろ
い
ろ
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
大
阪
は

元
々
商
業
都
市
で
あ
り
基
本
的
に
お
客
様
に
は
来
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
意
識
が
根
底
に
あ
る
の
で
京
都
に
比
べ
て
問

題
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
住

民
が
ど
う
感
じ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
の
成
り
立
ち

や
特
性
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

金
氏（
K
C
T
I
）
…
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
対

し
て
は
、
国
が
ど
こ
ま
で
介
入
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

え
て
い
る
側
面
が
強
く
、
メ
デ
ィ
ア
は
観
光
地
化
に
よ
り
居

住
環
境
が
破
壊
さ
れ
、
結
果
的
に
住
民
が
地
域
か
ら
追
い
出

さ
れ
る
状
況
を
頻
繁
に
発
信
し
て
い
る
。
観
光
公
害
や
観
光

嫌
悪
症
と
い
っ
た
新
語
も
生
み
出
さ
れ
、
こ
れ
が
さ
ら
に
観

光
の
否
定
的
な
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。

　韓
国
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
紹
介
す
る
。
北
村
韓

屋
村
は
、
景
福
宮
と
昌
徳
宮
の
間
に
位
置
し
、
伝
統
的
な
韓

屋
が
密
集
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
2
0
0
1
年
、
老
朽
化

し
た
韓
屋
が
北
村
整
備
事
業
に
よ
り
改
修
さ
れ
た
こ
と
が
報

道
さ
れ
、
有
名
に
な
っ
た
。
当
初
は
個
人
の
旅
行
者
が
中
心

だ
っ
た
が
、
次
第
に
中
国
か
ら
の
団
体
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
、
2
0
1
7
年
8
月
時
点
で
は
1
日
当
り
平
均
7
4
0

0
名
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。
観
光
客
に
よ
る
騒
音
や
不
法
駐

車
、
無
断
撮
影
、
観
光
客
向
け
の
カ
フ
ェ
や
店
舗
の
増
加
な

ど
に
よ
り
居
住
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
ほ
か
、
地
価
の
上
昇

に
よ
り
地
権
者
と
テ
ナ
ン
ト
と
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁

に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
半

年
前
か
ら
地
元
の
自
治
体
や
ソ
ウ
ル
市
が
一
体
と
な
り
、
住

民
の
自
治
組
織
の
育
成
、
観
光
客
の
受
入
時
間
の
設
定
や
観

光
バ
ス
の
不
法
駐
車
取
締
の
強
化
、
集
中
清
掃
と
公
衆
ト
イ

レ
の
拡
大
、
観
光
マ
ナ
ー
の
意
識
啓
発
運
動
、
持
続
可
能
な

観
光
に
関
す
る
条
例
の
制
定
（
仮
制
定
）
な
ど
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
全
州
韓
屋
村
は
1
1
0
0
万
人
（
2
0
1
7
年
）

の
観
光
客
が
訪
れ
た
が
、
観
光
客
が
年
々
増
加
し
て
い
る
一

方
で
住
民
の
数
は
減
少
し
て
い
る
。
住
民
に
対
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
観
光
客
に
よ
る
経
済
効
果
が
商
店
ば
か

り
に
集
中
し
、
住
民
が
効
果
を
享
受
で
き
て
い
な
い
点
、
以

前
か
ら
こ
の
地
で
商
売
を
し
て
い
る
人
と
新
規
参
入
者
と
の

間
で
軋
轢
が
生
じ
て
い
る
点
な
ど
が
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
観
光
客
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、

混
雑
に
よ
り
不
快
感
を
覚
え
た
り
、
地
域
ら
し
さ
の
な
い
普

遍
的
な
観
光
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
姿
に
失
望
し
た
と
い
う

声
が
あ
っ
た
。

　特
に
韓
国
に
お
け
る
韓
屋
村
の
観
光
地
化
は
、
観
光
の
成

熟
化
に
よ
り
有
名
観
光
地
で
は
な
く
韓
国
独
特
の
居
住
地
域

に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
安
価
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
旅
行
の
団
体
客
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
は
各
主
体
の
認
識
が
異
な

る
こ
と
に
加
え
、
地
域
の
空
間
特
性
や
観
光
客
の
目
的
、
観

光
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
は
異
な
る
。
単
純
に
観
光
客

数
が
増
加
す
る
と
い
う
数
字
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
増
え

た
観
光
客
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
に
よ
っ
て
、
問

題
の
顕
在
化
の
有
無
や
深
刻
さ
が
変
わ
っ
て
く
る
。
一
方
で
、

観
光
客
に
対
す
る
規
制
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
は
利
害
関
係

者
間
に
軋
轢
を
生
じ
さ
せ
る
結
果
に
も
つ
な
が
る
。
観
光
客

に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
関
係
者
間

の
話
し
合
い
や
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

対
応
の
方
向
性

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
応
と
し
て
は
、
ま
ず
診
断
と

指
標
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。M
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韓
国
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

現
況
と
対
応
の
方
向
性

韓
国
で
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
が
、
問
題
が
深
刻
に
な

り
、
地
域
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
可
能
に
な
っ
た
際
に
国
の

介
入
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

後
藤（
J
T
B
F
）
…
全
国
レ
ベ
ル
の
状
況
整
理
な
ど
を
お
こ

な
う
場
合
は
国
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
状
況

が
異
な
る
各
地
域
に
ま
で
介
入
す
べ
き
か
ど
う
か
は
疑
問
が

あ
る
。
た
だ
、
例
え
ば
交
通
の
社
会
実
験
な
ど
を
お
こ
な
う

際
の
最
初
の
支
援
は
国
が
お
こ
な
い
、
そ
の
後
の
運
用
や
管

理
は
地
元
が
お
こ
な
っ
て
い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

柳
氏（
K
C
T
I
）
…
ロ
ン
ド
ン
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
パ
レ
ー
ド

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た

び
に
渋
滞
が
発
生
し
た
り
交
通
規
制
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
状
況
に
対
し
て
住
民
が
ど
う
感
じ
て
い

る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
観
光
客
に
見

て
も
ら
う
こ
と
は
自
分
た
ち
の
誇
り
に
な
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。

末
永
会
長（
J
T
B
F
）
…
長
崎
で
は
「
長
崎
さ
る
く
博
」
と

い
う
ま
ち
あ
る
き
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

住
民
自
ら
が
自
分
の
ま
ち
を
案
内
し
、
見
ら
れ
る
こ
と
を
意

識
す
る
こ
と
で
自
宅
の
ま
わ
り
を
き
れ
い
に
掃
除
し
て
、
行

き
交
う
観
光
客
に
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
住

民
の
意
識
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
問
題
を
考
え
る
上
で
も
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

金
院
長（
K
C
T
I
）
…
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
人
に
よ

っ
て
オ
ー
バ
ー
と
感
じ
る
ラ
イ
ン
が
異
な
る
た
め
、
定
義
が

難
し
い
。
例
え
ば
観
光
客
の
中
に
は
非
常
に
賑
や
か
な
と
こ

ろ
が
良
い
観
光
地
だ
と
思
う
人
も
い
れ
ば
、
の
ん
び
り
、
ゆ

っ
く
り
過
ご
せ
る
観
光
地
が
良
い
観
光
地
だ
と
思
う
人
も
い

る
。
ま
た
、
主
に
不
満
を
訴
え
て
い
る
の
は
地
域
住
民
と
観

光
以
外
の
産
業
に
従
事
し
て
い
る
方
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景

に
は
利
益
享
受
の
有
無
と
い
う
よ
り
、
個
々
に
課
せ
ら
れ
る

費
用
負
担
に
対
す
る
不
満
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　一
方
で
、
経
済
面
以
外
で
の
影
響
や
効
果
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
研
究
は
十
分
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
う

い
っ
た
点
を
我
々
は
突
き
詰
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

お
わ
り
に

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
両
国
の
最
新
状
況
を
共

有
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
北

村
韓
屋
村
な
ど
住
民
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
対
応
を
お
こ
な

っ
て
い
る
様
子
は
、
一
昨
年
に
朴
研
究
委
員
に
発
表
し
て
い

た
だ
い
た
観
光
ド
ゥ
レ
事
業
の
考
え
方
と
通
じ
る
部
分
も
あ

り
、
住
民
と
し
て
の
自
治
機
能
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
は
、
観
光
が
全
て
の
人
や

地
域
に
と
っ
て
無
関
係
で
は
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
住
民
、
旅
行
者
、
産
業
従
事
者
な
ど
、

自
分
が
複
数
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、
地
域
と

し
て
は
、
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
や
、
起
こ
り
う
る
課
題
、

対
応
策
な
ど
を
常
日
頃
か
ら
幅
広
い
主
体
を
ま
じ
え
て
議
論

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
K
C
T
I
と

は
引
き
続
き
有
益
な
情
報
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　今
年
度
は
2
部
構
成
と
し
、
第
1
部
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
第
2
部
は
両
国
の
旅
行
者
動
向
と
い
う
共
通
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
両
機
関
の
研
究
員
か
ら
の
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

島嶼
（物理的に区切られた空間）
地域に観光客が集中

商業地域に
観光客が集中

↓
商店街、

カフェ密集地域、
商業密集地などが

有名化

住居地域に観光客が集中
↓

定住型地域の観光地化

住居環境に脅威
地域住民の移住

ジェントリフィ
ケーション
(非自発的移住)
大型FC出店

コスパ低下商品の販売
商圏のモール特色化

環境汚染

物価上昇

居住権の侵害

自然環境破壊

賃料の上昇

インフラ不足

空間の類型 主なイシュー
　本
稿
で
は
K
C
T
I
研
究
委
員
で
あ
る
朴
注
暎
氏
に
よ
る

「
韓
国
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況
と
対
応
の

方
向
性
」
の
概
要
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
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図 1 空間特性別のオーバーツーリズムの事象（朴氏発表資料より）

出典：朴注暎(2018),「韓国におけるオーバーツーリズムの現況と対応の方向性」

　2
0
1
8
年
11
月
22
日
（
木
）、
当
財
団
と
韓
国
文
化
観

光
研
究
院
（
以
下
、
K
C
T
I
）
が
共
同
で
日
韓
国
際
観
光

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
1
8
を
開
催
し
ま
し
た
。
K
C
T
I

と
は
昨
年
度
に
4
期
目
と
な
る
M
O
U
を
締
結
し
、
両
機
関

が
積
極
的
な
情
報
交
換
や
研
究
交
流
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。
本
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
毎
年
、

開
催
地
を
交
互
に
変
え
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度

は
当
財
団
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
K
C
T
I
か
ら
は
院

長
と
5
名
の
研
究
員
が
、
当
財
団
か
ら
は
会
長
と
5
人
の
研

究
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
現
象
に

対
す
る
理
解

　イ
タ
リ
ア
の
ベ
ニ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
オ
ラ

ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
い
っ
た
有
名
観
光
都
市
で
は
、

そ
の
地
域
の
容
量
を
超
え
た
観
光
客
が
押
し
寄
せ
た
結
果
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
は
学
術
用
語
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
現
象

に
対
し
て
メ
デ
ィ
ア
が
使
用
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
観
光
地
が
耐
え
ら
れ
る
以
上
の
観
光
客
の
流
入
に

よ
り
発
生
す
る
多
様
な
問
題
を
含
む
概
念
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
段
階
と
し
て
は
、
ま
ず
観
光
客

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
混
雑
感
が
増
し
、
観
光
客
の
満
足

度
や
再
来
訪
希
望
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
さ

ら
に
観
光
客
が
増
え
る
と
地
域
の
観
光
地
化
が
進
み
住
民
の

日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
。
最
終
的
に
は
観
光
に
対
す
る
住

民
の
反
感
や
嫌
悪
感
が
生
ま
れ
、
全
て
の
社
会
問
題
の
原
因

を
観
光
客
の
増
加
に
転
嫁
し
た
り
、
観
光
客
に
対
す
る
暴

言
・
暴
力
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

　

S
eraphin et al.（2018

）は
、欧
州
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
発
生
す
る
主
な
要
因
と
し
て
、
①
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

登
録
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
、
②
観
光
客
に
よ
る
地
域
の
住

民
の
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
低
下
、
③
観
光
目
的
地
の
環

境
的
持
続
可
能
性
に
対
す
る
脅
威
、
④
観
光
客
の
経
済
的
な

貢
献
不
足
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
U
N
W
T
O
で

は
、
①
繁
忙
期
に
お
け
る
観
光
客
の
集
中
化
、
②
過
度
に
否

定
的
な
考
え
を
持
つ
観
光
客
の
増
加
、
③
観
光
経
済
の
過
度

な
物
理
的
影
響
力
な
ど
を
原
因
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

　ま
た
、M

cK
insey &

 C
om

pany and W
orld T

ravel 

&
 T

ourism
 C

ouncil

（2017

）は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
影
響
と
し
て
、
①
住
民
の
疎
外
、
②
観
光
の
質
の
低

下
、
③
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
過
度
な
負
荷
、
④
自
然
破
壊
、

⑤
文
化
・
遺
産
に
対
す
る
脅
威
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

韓
国
の

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況

　韓
国
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
だ

し
た
の
は
2
0
1
7
年
1
月
で
あ
る
。
K
C
T
I
で
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
連
す
る
報
道
内
容
を
テ
キ
ス
ト
分
析
し

た
結
果
、
言
及
さ
れ
た
地
域
は
、
国
内
で
は
済
州
島
（
2
4

5
回
）、
全
州
・
北
村
韓
屋
村
（
83
回
）、
城
山
邑
（
56
回
）

で
あ
り
、 

国
外
で
は
ベ
ネ
チ
ア
（
1
0
8
回
）、
バ
ル
セ
ロ

ナ
（
87
回
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
具
体
的
に
発
生
し
て
い
る
事

象
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
ゴ
ミ
（
1
6
1
回
）、

観
光
地
（
1
3
9
回
）、
活
性
化
（
1
3
3
回
）、
イ
ン
フ
ラ

（
56
回
）、
受
容
力
（
51
回
）、
観
光
地
化
（
50
回
）
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
対
応
と
し
て
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
委
員
会
、
戦
略

会
議
な
ど
が
上
位
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
が
っ
て
い
た
。
各
種

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
会
議
な
ど
に
お
い
て
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
議
論
が
増
加
し
て
い
る
様
子

も
う
か
が
え
る
。

　韓
国
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、
観
光
地
が
活
性
化

し
た
こ
と
に
よ
る
容
量
オ
ー
バ
ー
に
関
す
る
現
象
と
し
て
捉

（E
uropean T

ourism
 Indicators S

ystem

）
と
持
続

可
能
性
指
標
（G

D
S
-In

d
ex

）
な
ど
を
基
盤
と
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
分
析
指
標
を
開
発
し
て
い
る
。
そ
の
基

準
と
し
て
は
、
G
D
P
ま
た
は
雇
用
に
お
け
る
観
光
産
業
の

割
合
、
観
光
客
増
加
率
、
住
民
の
疎
外
感
（
観
光
客
の
密
度
、

住
民
対
比
観
光
客
数
）、
観
光
客
満
足
度
の
低
下
率
、
イ
ン

フ
ラ
へ
の
過
大
な
負
荷
、
大
気
汚
染
度
、
文
化
遺
産
破
壊
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
指
標
は
都
市
部
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
た
め
、
地
方
部
で
も
当
て
は
ま
る
よ
う
な
指
標

の
開
発
が
改
め
て
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　自
治
体
と
し
て
は
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
政
府
と
し
て
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
作
成
し
、
特
性
や
原
因
に
合
わ
せ
た
対

応
が
と
れ
る
よ
う
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
に
も
正
確
な
現
況
把
握
に
よ
っ
て
問
題
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、
対
応
策
を
検
討
す
る
シ
ス
テ
ム
や
戦
略
が
必
要
で

あ
る
。

　観
光
に
よ
る
恩
恵
が
地
域
住
民
に
も
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う

な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
韓
国
南
部
に
あ
る
麗
水
の
離
島
で

は
観
光
客
が
水
着
の
ま
ま
島
内
を
歩
き
ま
わ
る
こ
と
な
ど
が

問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
、
住
民
自
ら
観
光
事
業
体
を
立
ち
上

げ
て
キ
ャ
ン
プ
場
を
運
営
す
る
こ
と
で
観
光
に
よ
る
経
済
効

果
を
享
受
し
、
観
光
に
対
す
る
否
定
的
な
意
識
が
低
く
な
っ

た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
釜
山
の
甘
川
文
化
村
で
は
、

観
光
客
に
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
よ
う
商
店
街
の
各
店

舗
で
ゴ
ミ
を
引
き
取
る
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

の
地
域
で
も
、
観
光
に
よ
る
収
益
を
地
域
の
福
祉
に
還
元
し

た
り
、
市
民
が
観
光
事
業
に
関
わ
る
こ
と
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
問
題
が
減
少
し
た
例
も
あ
る
。

　観
光
客
の
マ
ナ
ー
を
高
め
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
る
問
題
も

多
い
た
め
、
観
光
客
へ
の
意
識
啓
発
や
、
ガ
イ
ド
の
育
成
、

団
体
客
に
対
す
る
ガ
イ
ド
同
伴
の
義
務
づ
け
な
ど
、
地
域
と

観
光
が
共
生
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　朴
研
究
委
員
の
発
表
の
あ
と
、
後
藤
主
任
研
究
員
が
「
日

本
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
発

表
を
お
こ
な
い
、
日
本
の
各
地
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
状
況
や
取
り
組
み
、
国
の
対
応
に
つ
い
て
紹
介
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
用
語
を
使

う
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
（
地
域
へ
の
影
響
、
誰
が
ど
の
視

点
で
語
る
か
）、
観
光
客
数
・
客
層
の
急
激
な
変
化
に
対
す

る
迅
速
な
意
思
決
定
と
行
動
、
望
ま
し
い
「
観
光
社
会
像
」

に
つ
い
て
議
論
す
る
必
要
性
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　朴
研
究
委
員
と
後
藤
主
任
研
究
員
の
発
表
を
受
け
て
質
疑

応
答
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

趙
氏（
K
C
T
I
）
…
日
本
で
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
地
域

と
い
う
と
大
阪
が
思
い
浮
か
ぶ
。
近
年
は
外
国
人
観
光
客
も

増
加
し
て
い
る
と
思
う
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

現
象
に
つ
い
て
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

後
藤（
J
T
B
F
）
…
今
年
、
大
阪
で
偶
然
話
を
伺
う
機
会
が

あ
っ
た
。
外
国
人
旅
行
者
急
増
に
よ
り
個
別
の
地
区
で
は
い

ろ
い
ろ
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
大
阪
は

元
々
商
業
都
市
で
あ
り
基
本
的
に
お
客
様
に
は
来
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
意
識
が
根
底
に
あ
る
の
で
京
都
に
比
べ
て
問

題
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
住

民
が
ど
う
感
じ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
の
成
り
立
ち

や
特
性
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

金
氏（
K
C
T
I
）
…
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
対

し
て
は
、
国
が
ど
こ
ま
で
介
入
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

え
て
い
る
側
面
が
強
く
、
メ
デ
ィ
ア
は
観
光
地
化
に
よ
り
居

住
環
境
が
破
壊
さ
れ
、
結
果
的
に
住
民
が
地
域
か
ら
追
い
出

さ
れ
る
状
況
を
頻
繁
に
発
信
し
て
い
る
。
観
光
公
害
や
観
光

嫌
悪
症
と
い
っ
た
新
語
も
生
み
出
さ
れ
、
こ
れ
が
さ
ら
に
観

光
の
否
定
的
な
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。

　韓
国
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
紹
介
す
る
。
北
村
韓

屋
村
は
、
景
福
宮
と
昌
徳
宮
の
間
に
位
置
し
、
伝
統
的
な
韓

屋
が
密
集
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
2
0
0
1
年
、
老
朽
化

し
た
韓
屋
が
北
村
整
備
事
業
に
よ
り
改
修
さ
れ
た
こ
と
が
報

道
さ
れ
、
有
名
に
な
っ
た
。
当
初
は
個
人
の
旅
行
者
が
中
心

だ
っ
た
が
、
次
第
に
中
国
か
ら
の
団
体
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
、
2
0
1
7
年
8
月
時
点
で
は
1
日
当
り
平
均
7
4
0

0
名
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。
観
光
客
に
よ
る
騒
音
や
不
法
駐

車
、
無
断
撮
影
、
観
光
客
向
け
の
カ
フ
ェ
や
店
舗
の
増
加
な

ど
に
よ
り
居
住
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
ほ
か
、
地
価
の
上
昇

に
よ
り
地
権
者
と
テ
ナ
ン
ト
と
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁

に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
半

年
前
か
ら
地
元
の
自
治
体
や
ソ
ウ
ル
市
が
一
体
と
な
り
、
住

民
の
自
治
組
織
の
育
成
、
観
光
客
の
受
入
時
間
の
設
定
や
観

光
バ
ス
の
不
法
駐
車
取
締
の
強
化
、
集
中
清
掃
と
公
衆
ト
イ

レ
の
拡
大
、
観
光
マ
ナ
ー
の
意
識
啓
発
運
動
、
持
続
可
能
な

観
光
に
関
す
る
条
例
の
制
定
（
仮
制
定
）
な
ど
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
全
州
韓
屋
村
は
1
1
0
0
万
人
（
2
0
1
7
年
）

の
観
光
客
が
訪
れ
た
が
、
観
光
客
が
年
々
増
加
し
て
い
る
一

方
で
住
民
の
数
は
減
少
し
て
い
る
。
住
民
に
対
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
観
光
客
に
よ
る
経
済
効
果
が
商
店
ば
か

り
に
集
中
し
、
住
民
が
効
果
を
享
受
で
き
て
い
な
い
点
、
以

前
か
ら
こ
の
地
で
商
売
を
し
て
い
る
人
と
新
規
参
入
者
と
の

間
で
軋
轢
が
生
じ
て
い
る
点
な
ど
が
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
観
光
客
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、

混
雑
に
よ
り
不
快
感
を
覚
え
た
り
、
地
域
ら
し
さ
の
な
い
普

遍
的
な
観
光
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
姿
に
失
望
し
た
と
い
う

声
が
あ
っ
た
。

　特
に
韓
国
に
お
け
る
韓
屋
村
の
観
光
地
化
は
、
観
光
の
成

熟
化
に
よ
り
有
名
観
光
地
で
は
な
く
韓
国
独
特
の
居
住
地
域

に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
安
価
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
旅
行
の
団
体
客
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
は
各
主
体
の
認
識
が
異
な

る
こ
と
に
加
え
、
地
域
の
空
間
特
性
や
観
光
客
の
目
的
、
観

光
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
は
異
な
る
。
単
純
に
観
光
客

数
が
増
加
す
る
と
い
う
数
字
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
増
え

た
観
光
客
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
に
よ
っ
て
、
問

題
の
顕
在
化
の
有
無
や
深
刻
さ
が
変
わ
っ
て
く
る
。
一
方
で
、

観
光
客
に
対
す
る
規
制
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
は
利
害
関
係

者
間
に
軋
轢
を
生
じ
さ
せ
る
結
果
に
も
つ
な
が
る
。
観
光
客

に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
関
係
者
間

の
話
し
合
い
や
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

対
応
の
方
向
性

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
応
と
し
て
は
、
ま
ず
診
断
と

指
標
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。M

cK
insey 

&
 
C
om

pany 

and W
orld T

ravel &
 T

ourism
 C

ouncil

（2017

）
は
、

欧
州
委
員
会
（E

u
ro

p
ean

 
C

o
m

m
issio

n

）
のE

T
IS

韓
国
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

現
況
と
対
応
の
方
向
性

韓
国
で
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
が
、
問
題
が
深
刻
に
な

り
、
地
域
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
可
能
に
な
っ
た
際
に
国
の

介
入
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

後
藤（
J
T
B
F
）
…
全
国
レ
ベ
ル
の
状
況
整
理
な
ど
を
お
こ

な
う
場
合
は
国
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
状
況

が
異
な
る
各
地
域
に
ま
で
介
入
す
べ
き
か
ど
う
か
は
疑
問
が

あ
る
。
た
だ
、
例
え
ば
交
通
の
社
会
実
験
な
ど
を
お
こ
な
う

際
の
最
初
の
支
援
は
国
が
お
こ
な
い
、
そ
の
後
の
運
用
や
管

理
は
地
元
が
お
こ
な
っ
て
い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

柳
氏（
K
C
T
I
）
…
ロ
ン
ド
ン
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
パ
レ
ー
ド

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た

び
に
渋
滞
が
発
生
し
た
り
交
通
規
制
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
状
況
に
対
し
て
住
民
が
ど
う
感
じ
て
い

る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
観
光
客
に
見

て
も
ら
う
こ
と
は
自
分
た
ち
の
誇
り
に
な
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。

末
永
会
長（
J
T
B
F
）
…
長
崎
で
は
「
長
崎
さ
る
く
博
」
と

い
う
ま
ち
あ
る
き
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

住
民
自
ら
が
自
分
の
ま
ち
を
案
内
し
、
見
ら
れ
る
こ
と
を
意

識
す
る
こ
と
で
自
宅
の
ま
わ
り
を
き
れ
い
に
掃
除
し
て
、
行

き
交
う
観
光
客
に
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
住

民
の
意
識
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
問
題
を
考
え
る
上
で
も
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

金
院
長（
K
C
T
I
）
…
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
人
に
よ

っ
て
オ
ー
バ
ー
と
感
じ
る
ラ
イ
ン
が
異
な
る
た
め
、
定
義
が

難
し
い
。
例
え
ば
観
光
客
の
中
に
は
非
常
に
賑
や
か
な
と
こ

ろ
が
良
い
観
光
地
だ
と
思
う
人
も
い
れ
ば
、
の
ん
び
り
、
ゆ

っ
く
り
過
ご
せ
る
観
光
地
が
良
い
観
光
地
だ
と
思
う
人
も
い

る
。
ま
た
、
主
に
不
満
を
訴
え
て
い
る
の
は
地
域
住
民
と
観

光
以
外
の
産
業
に
従
事
し
て
い
る
方
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景

に
は
利
益
享
受
の
有
無
と
い
う
よ
り
、
個
々
に
課
せ
ら
れ
る

費
用
負
担
に
対
す
る
不
満
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　一
方
で
、
経
済
面
以
外
で
の
影
響
や
効
果
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
研
究
は
十
分
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
う

い
っ
た
点
を
我
々
は
突
き
詰
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

お
わ
り
に

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
両
国
の
最
新
状
況
を
共

有
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
北

村
韓
屋
村
な
ど
住
民
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
対
応
を
お
こ
な

っ
て
い
る
様
子
は
、
一
昨
年
に
朴
研
究
委
員
に
発
表
し
て
い

た
だ
い
た
観
光
ド
ゥ
レ
事
業
の
考
え
方
と
通
じ
る
部
分
も
あ

り
、
住
民
と
し
て
の
自
治
機
能
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
は
、
観
光
が
全
て
の
人
や

地
域
に
と
っ
て
無
関
係
で
は
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
住
民
、
旅
行
者
、
産
業
従
事
者
な
ど
、

自
分
が
複
数
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、
地
域
と

し
て
は
、
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
や
、
起
こ
り
う
る
課
題
、

対
応
策
な
ど
を
常
日
頃
か
ら
幅
広
い
主
体
を
ま
じ
え
て
議
論

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
K
C
T
I
と

は
引
き
続
き
有
益
な
情
報
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　今
年
度
は
2
部
構
成
と
し
、
第
1
部
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
第
2
部
は
両
国
の
旅
行
者
動
向
と
い
う
共
通
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
両
機
関
の
研
究
員
か
ら
の
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

島嶼
（物理的に区切られた空間）
地域に観光客が集中

商業地域に
観光客が集中

↓
商店街、

カフェ密集地域、
商業密集地などが

有名化

住居地域に観光客が集中
↓

定住型地域の観光地化

住居環境に脅威
地域住民の移住

ジェントリフィ
ケーション
(非自発的移住)
大型FC出店

コスパ低下商品の販売
商圏のモール特色化

環境汚染

物価上昇

居住権の侵害

自然環境破壊

賃料の上昇

インフラ不足

空間の類型 主なイシュー
　本
稿
で
は
K
C
T
I
研
究
委
員
で
あ
る
朴
注
暎
氏
に
よ
る

「
韓
国
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況
と
対
応
の

方
向
性
」
の
概
要
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
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オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
現
象
に

対
す
る
理
解

　イ
タ
リ
ア
の
ベ
ニ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
オ
ラ

ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
い
っ
た
有
名
観
光
都
市
で
は
、

そ
の
地
域
の
容
量
を
超
え
た
観
光
客
が
押
し
寄
せ
た
結
果
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
は
学
術
用
語
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
現
象

に
対
し
て
メ
デ
ィ
ア
が
使
用
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
観
光
地
が
耐
え
ら
れ
る
以
上
の
観
光
客
の
流
入
に

よ
り
発
生
す
る
多
様
な
問
題
を
含
む
概
念
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
段
階
と
し
て
は
、
ま
ず
観
光
客

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
混
雑
感
が
増
し
、
観
光
客
の
満
足

度
や
再
来
訪
希
望
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
さ

ら
に
観
光
客
が
増
え
る
と
地
域
の
観
光
地
化
が
進
み
住
民
の

日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
。
最
終
的
に
は
観
光
に
対
す
る
住

民
の
反
感
や
嫌
悪
感
が
生
ま
れ
、
全
て
の
社
会
問
題
の
原
因

を
観
光
客
の
増
加
に
転
嫁
し
た
り
、
観
光
客
に
対
す
る
暴

言
・
暴
力
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

　

S
eraphin et al.（2018

）は
、欧
州
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
発
生
す
る
主
な
要
因
と
し
て
、
①
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

登
録
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
、
②
観
光
客
に
よ
る
地
域
の
住

民
の
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
低
下
、
③
観
光
目
的
地
の
環

境
的
持
続
可
能
性
に
対
す
る
脅
威
、
④
観
光
客
の
経
済
的
な

貢
献
不
足
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
U
N
W
T
O
で

は
、
①
繁
忙
期
に
お
け
る
観
光
客
の
集
中
化
、
②
過
度
に
否

定
的
な
考
え
を
持
つ
観
光
客
の
増
加
、
③
観
光
経
済
の
過
度

な
物
理
的
影
響
力
な
ど
を
原
因
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

　ま
た
、M

cK
insey &

 C
om

pany and W
orld T

ravel 

&
 T

ourism
 C

ouncil

（2017

）は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
影
響
と
し
て
、
①
住
民
の
疎
外
、
②
観
光
の
質
の
低

下
、
③
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
過
度
な
負
荷
、
④
自
然
破
壊
、

⑤
文
化
・
遺
産
に
対
す
る
脅
威
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

韓
国
の

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況

　韓
国
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
だ

し
た
の
は
2
0
1
7
年
1
月
で
あ
る
。
K
C
T
I
で
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
連
す
る
報
道
内
容
を
テ
キ
ス
ト
分
析
し

た
結
果
、
言
及
さ
れ
た
地
域
は
、
国
内
で
は
済
州
島
（
2
4

5
回
）、
全
州
・
北
村
韓
屋
村
（
83
回
）、
城
山
邑
（
56
回
）

で
あ
り
、 

国
外
で
は
ベ
ネ
チ
ア
（
1
0
8
回
）、
バ
ル
セ
ロ

ナ
（
87
回
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
具
体
的
に
発
生
し
て
い
る
事

象
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
ゴ
ミ
（
1
6
1
回
）、

観
光
地
（
1
3
9
回
）、
活
性
化
（
1
3
3
回
）、
イ
ン
フ
ラ

（
56
回
）、
受
容
力
（
51
回
）、
観
光
地
化
（
50
回
）
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
対
応
と
し
て
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
委
員
会
、
戦
略

会
議
な
ど
が
上
位
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
が
っ
て
い
た
。
各
種

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
会
議
な
ど
に
お
い
て
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
議
論
が
増
加
し
て
い
る
様
子

も
う
か
が
え
る
。

　韓
国
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、
観
光
地
が
活
性
化

し
た
こ
と
に
よ
る
容
量
オ
ー
バ
ー
に
関
す
る
現
象
と
し
て
捉

（E
uropean T

ourism
 Indicators S

ystem

）
と
持
続

可
能
性
指
標
（G

D
S
-In

d
ex

）
な
ど
を
基
盤
と
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
分
析
指
標
を
開
発
し
て
い
る
。
そ
の
基

準
と
し
て
は
、
G
D
P
ま
た
は
雇
用
に
お
け
る
観
光
産
業
の

割
合
、
観
光
客
増
加
率
、
住
民
の
疎
外
感
（
観
光
客
の
密
度
、

住
民
対
比
観
光
客
数
）、
観
光
客
満
足
度
の
低
下
率
、
イ
ン

フ
ラ
へ
の
過
大
な
負
荷
、
大
気
汚
染
度
、
文
化
遺
産
破
壊
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
指
標
は
都
市
部
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
た
め
、
地
方
部
で
も
当
て
は
ま
る
よ
う
な
指
標

の
開
発
が
改
め
て
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　自
治
体
と
し
て
は
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
政
府
と
し
て
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
作
成
し
、
特
性
や
原
因
に
合
わ
せ
た
対

応
が
と
れ
る
よ
う
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
に
も
正
確
な
現
況
把
握
に
よ
っ
て
問
題
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、
対
応
策
を
検
討
す
る
シ
ス
テ
ム
や
戦
略
が
必
要
で

あ
る
。

　観
光
に
よ
る
恩
恵
が
地
域
住
民
に
も
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う

な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
韓
国
南
部
に
あ
る
麗
水
の
離
島
で

は
観
光
客
が
水
着
の
ま
ま
島
内
を
歩
き
ま
わ
る
こ
と
な
ど
が

問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
、
住
民
自
ら
観
光
事
業
体
を
立
ち
上

げ
て
キ
ャ
ン
プ
場
を
運
営
す
る
こ
と
で
観
光
に
よ
る
経
済
効

果
を
享
受
し
、
観
光
に
対
す
る
否
定
的
な
意
識
が
低
く
な
っ

た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
釜
山
の
甘
川
文
化
村
で
は
、

観
光
客
に
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
よ
う
商
店
街
の
各
店

舗
で
ゴ
ミ
を
引
き
取
る
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

の
地
域
で
も
、
観
光
に
よ
る
収
益
を
地
域
の
福
祉
に
還
元
し

た
り
、
市
民
が
観
光
事
業
に
関
わ
る
こ
と
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
問
題
が
減
少
し
た
例
も
あ
る
。

　観
光
客
の
マ
ナ
ー
を
高
め
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
る
問
題
も

多
い
た
め
、
観
光
客
へ
の
意
識
啓
発
や
、
ガ
イ
ド
の
育
成
、

団
体
客
に
対
す
る
ガ
イ
ド
同
伴
の
義
務
づ
け
な
ど
、
地
域
と

観
光
が
共
生
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　朴
研
究
委
員
の
発
表
の
あ
と
、
後
藤
主
任
研
究
員
が
「
日

本
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
発

表
を
お
こ
な
い
、
日
本
の
各
地
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
状
況
や
取
り
組
み
、
国
の
対
応
に
つ
い
て
紹
介
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
用
語
を
使

う
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
（
地
域
へ
の
影
響
、
誰
が
ど
の
視

点
で
語
る
か
）、
観
光
客
数
・
客
層
の
急
激
な
変
化
に
対
す

る
迅
速
な
意
思
決
定
と
行
動
、
望
ま
し
い
「
観
光
社
会
像
」

に
つ
い
て
議
論
す
る
必
要
性
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　朴
研
究
委
員
と
後
藤
主
任
研
究
員
の
発
表
を
受
け
て
質
疑

応
答
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

趙
氏（
K
C
T
I
）
…
日
本
で
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
地
域

と
い
う
と
大
阪
が
思
い
浮
か
ぶ
。
近
年
は
外
国
人
観
光
客
も

増
加
し
て
い
る
と
思
う
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

現
象
に
つ
い
て
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

後
藤（
J
T
B
F
）
…
今
年
、
大
阪
で
偶
然
話
を
伺
う
機
会
が

あ
っ
た
。
外
国
人
旅
行
者
急
増
に
よ
り
個
別
の
地
区
で
は
い

ろ
い
ろ
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
大
阪
は

元
々
商
業
都
市
で
あ
り
基
本
的
に
お
客
様
に
は
来
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
意
識
が
根
底
に
あ
る
の
で
京
都
に
比
べ
て
問

題
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
住

民
が
ど
う
感
じ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
の
成
り
立
ち

や
特
性
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

金
氏（
K
C
T
I
）
…
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
対

し
て
は
、
国
が
ど
こ
ま
で
介
入
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

え
て
い
る
側
面
が
強
く
、
メ
デ
ィ
ア
は
観
光
地
化
に
よ
り
居

住
環
境
が
破
壊
さ
れ
、
結
果
的
に
住
民
が
地
域
か
ら
追
い
出

さ
れ
る
状
況
を
頻
繁
に
発
信
し
て
い
る
。
観
光
公
害
や
観
光

嫌
悪
症
と
い
っ
た
新
語
も
生
み
出
さ
れ
、
こ
れ
が
さ
ら
に
観

光
の
否
定
的
な
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。

　韓
国
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
紹
介
す
る
。
北
村
韓

屋
村
は
、
景
福
宮
と
昌
徳
宮
の
間
に
位
置
し
、
伝
統
的
な
韓

屋
が
密
集
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
2
0
0
1
年
、
老
朽
化

し
た
韓
屋
が
北
村
整
備
事
業
に
よ
り
改
修
さ
れ
た
こ
と
が
報

道
さ
れ
、
有
名
に
な
っ
た
。
当
初
は
個
人
の
旅
行
者
が
中
心

だ
っ
た
が
、
次
第
に
中
国
か
ら
の
団
体
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
、
2
0
1
7
年
8
月
時
点
で
は
1
日
当
り
平
均
7
4
0

0
名
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。
観
光
客
に
よ
る
騒
音
や
不
法
駐

車
、
無
断
撮
影
、
観
光
客
向
け
の
カ
フ
ェ
や
店
舗
の
増
加
な

ど
に
よ
り
居
住
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
ほ
か
、
地
価
の
上
昇

に
よ
り
地
権
者
と
テ
ナ
ン
ト
と
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁

に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
半

年
前
か
ら
地
元
の
自
治
体
や
ソ
ウ
ル
市
が
一
体
と
な
り
、
住

民
の
自
治
組
織
の
育
成
、
観
光
客
の
受
入
時
間
の
設
定
や
観

光
バ
ス
の
不
法
駐
車
取
締
の
強
化
、
集
中
清
掃
と
公
衆
ト
イ

レ
の
拡
大
、
観
光
マ
ナ
ー
の
意
識
啓
発
運
動
、
持
続
可
能
な

観
光
に
関
す
る
条
例
の
制
定
（
仮
制
定
）
な
ど
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
全
州
韓
屋
村
は
1
1
0
0
万
人
（
2
0
1
7
年
）

の
観
光
客
が
訪
れ
た
が
、
観
光
客
が
年
々
増
加
し
て
い
る
一

方
で
住
民
の
数
は
減
少
し
て
い
る
。
住
民
に
対
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
観
光
客
に
よ
る
経
済
効
果
が
商
店
ば
か

り
に
集
中
し
、
住
民
が
効
果
を
享
受
で
き
て
い
な
い
点
、
以

前
か
ら
こ
の
地
で
商
売
を
し
て
い
る
人
と
新
規
参
入
者
と
の

間
で
軋
轢
が
生
じ
て
い
る
点
な
ど
が
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
観
光
客
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、

混
雑
に
よ
り
不
快
感
を
覚
え
た
り
、
地
域
ら
し
さ
の
な
い
普

遍
的
な
観
光
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
姿
に
失
望
し
た
と
い
う

声
が
あ
っ
た
。

　特
に
韓
国
に
お
け
る
韓
屋
村
の
観
光
地
化
は
、
観
光
の
成

熟
化
に
よ
り
有
名
観
光
地
で
は
な
く
韓
国
独
特
の
居
住
地
域

に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
安
価
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
旅
行
の
団
体
客
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
は
各
主
体
の
認
識
が
異
な

る
こ
と
に
加
え
、
地
域
の
空
間
特
性
や
観
光
客
の
目
的
、
観

光
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
は
異
な
る
。
単
純
に
観
光
客

数
が
増
加
す
る
と
い
う
数
字
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
増
え

た
観
光
客
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
に
よ
っ
て
、
問

題
の
顕
在
化
の
有
無
や
深
刻
さ
が
変
わ
っ
て
く
る
。
一
方
で
、

観
光
客
に
対
す
る
規
制
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
は
利
害
関
係

者
間
に
軋
轢
を
生
じ
さ
せ
る
結
果
に
も
つ
な
が
る
。
観
光
客

に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
関
係
者
間

の
話
し
合
い
や
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

対
応
の
方
向
性

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
応
と
し
て
は
、
ま
ず
診
断
と

指
標
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。M

cK
insey 

&
 
C
om
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and W
orld T

ravel &
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ourism
 C

ouncil

（2017

）
は
、

欧
州
委
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会
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m
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n

）
のE

T
IS

韓
国
で
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
が
、
問
題
が
深
刻
に
な

り
、
地
域
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
可
能
に
な
っ
た
際
に
国
の

介
入
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

後
藤（
J
T
B
F
）
…
全
国
レ
ベ
ル
の
状
況
整
理
な
ど
を
お
こ

な
う
場
合
は
国
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
状
況

が
異
な
る
各
地
域
に
ま
で
介
入
す
べ
き
か
ど
う
か
は
疑
問
が

あ
る
。
た
だ
、
例
え
ば
交
通
の
社
会
実
験
な
ど
を
お
こ
な
う

際
の
最
初
の
支
援
は
国
が
お
こ
な
い
、
そ
の
後
の
運
用
や
管

理
は
地
元
が
お
こ
な
っ
て
い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

柳
氏（
K
C
T
I
）
…
ロ
ン
ド
ン
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
パ
レ
ー
ド

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た

び
に
渋
滞
が
発
生
し
た
り
交
通
規
制
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
状
況
に
対
し
て
住
民
が
ど
う
感
じ
て
い

る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
観
光
客
に
見

て
も
ら
う
こ
と
は
自
分
た
ち
の
誇
り
に
な
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。

末
永
会
長（
J
T
B
F
）
…
長
崎
で
は
「
長
崎
さ
る
く
博
」
と

い
う
ま
ち
あ
る
き
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

住
民
自
ら
が
自
分
の
ま
ち
を
案
内
し
、
見
ら
れ
る
こ
と
を
意

識
す
る
こ
と
で
自
宅
の
ま
わ
り
を
き
れ
い
に
掃
除
し
て
、
行

き
交
う
観
光
客
に
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
住

民
の
意
識
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
問
題
を
考
え
る
上
で
も
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

金
院
長（
K
C
T
I
）
…
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
人
に
よ

っ
て
オ
ー
バ
ー
と
感
じ
る
ラ
イ
ン
が
異
な
る
た
め
、
定
義
が

難
し
い
。
例
え
ば
観
光
客
の
中
に
は
非
常
に
賑
や
か
な
と
こ

ろ
が
良
い
観
光
地
だ
と
思
う
人
も
い
れ
ば
、
の
ん
び
り
、
ゆ

っ
く
り
過
ご
せ
る
観
光
地
が
良
い
観
光
地
だ
と
思
う
人
も
い

る
。
ま
た
、
主
に
不
満
を
訴
え
て
い
る
の
は
地
域
住
民
と
観

光
以
外
の
産
業
に
従
事
し
て
い
る
方
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景

に
は
利
益
享
受
の
有
無
と
い
う
よ
り
、
個
々
に
課
せ
ら
れ
る

費
用
負
担
に
対
す
る
不
満
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　一
方
で
、
経
済
面
以
外
で
の
影
響
や
効
果
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
研
究
は
十
分
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
う

い
っ
た
点
を
我
々
は
突
き
詰
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

お
わ
り
に

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
両
国
の
最
新
状
況
を
共

有
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
北

村
韓
屋
村
な
ど
住
民
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
対
応
を
お
こ
な

っ
て
い
る
様
子
は
、
一
昨
年
に
朴
研
究
委
員
に
発
表
し
て
い

た
だ
い
た
観
光
ド
ゥ
レ
事
業
の
考
え
方
と
通
じ
る
部
分
も
あ

り
、
住
民
と
し
て
の
自
治
機
能
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
は
、
観
光
が
全
て
の
人
や

地
域
に
と
っ
て
無
関
係
で
は
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
住
民
、
旅
行
者
、
産
業
従
事
者
な
ど
、

自
分
が
複
数
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、
地
域
と

し
て
は
、
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
や
、
起
こ
り
う
る
課
題
、

対
応
策
な
ど
を
常
日
頃
か
ら
幅
広
い
主
体
を
ま
じ
え
て
議
論

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
K
C
T
I
と

は
引
き
続
き
有
益
な
情
報
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
現
象
に

対
す
る
理
解

　イ
タ
リ
ア
の
ベ
ニ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
オ
ラ

ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
い
っ
た
有
名
観
光
都
市
で
は
、

そ
の
地
域
の
容
量
を
超
え
た
観
光
客
が
押
し
寄
せ
た
結
果
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
い
う
言
葉
は
学
術
用
語
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
現
象

に
対
し
て
メ
デ
ィ
ア
が
使
用
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ば
、
観
光
地
が
耐
え
ら
れ
る
以
上
の
観
光
客
の
流
入
に

よ
り
発
生
す
る
多
様
な
問
題
を
含
む
概
念
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
段
階
と
し
て
は
、
ま
ず
観
光
客

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
混
雑
感
が
増
し
、
観
光
客
の
満
足

度
や
再
来
訪
希
望
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
さ

ら
に
観
光
客
が
増
え
る
と
地
域
の
観
光
地
化
が
進
み
住
民
の

日
常
生
活
に
支
障
が
出
る
。
最
終
的
に
は
観
光
に
対
す
る
住

民
の
反
感
や
嫌
悪
感
が
生
ま
れ
、
全
て
の
社
会
問
題
の
原
因

を
観
光
客
の
増
加
に
転
嫁
し
た
り
、
観
光
客
に
対
す
る
暴

言
・
暴
力
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

　

S
eraphin et al.（2018

）は
、欧
州
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
発
生
す
る
主
な
要
因
と
し
て
、
①
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

登
録
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
、
②
観
光
客
に
よ
る
地
域
の
住

民
の
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
低
下
、
③
観
光
目
的
地
の
環

境
的
持
続
可
能
性
に
対
す
る
脅
威
、
④
観
光
客
の
経
済
的
な

貢
献
不
足
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
U
N
W
T
O
で

は
、
①
繁
忙
期
に
お
け
る
観
光
客
の
集
中
化
、
②
過
度
に
否

定
的
な
考
え
を
持
つ
観
光
客
の
増
加
、
③
観
光
経
済
の
過
度

な
物
理
的
影
響
力
な
ど
を
原
因
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

　ま
た
、M

cK
insey &

 C
om

pany and W
orld T

ravel 

&
 T

ourism
 C

ouncil
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）は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
影
響
と
し
て
、
①
住
民
の
疎
外
、
②
観
光
の
質
の
低

下
、
③
イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
過
度
な
負
荷
、
④
自
然
破
壊
、

⑤
文
化
・
遺
産
に
対
す
る
脅
威
の
5
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

韓
国
の

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況

　韓
国
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
だ

し
た
の
は
2
0
1
7
年
1
月
で
あ
る
。
K
C
T
I
で
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
連
す
る
報
道
内
容
を
テ
キ
ス
ト
分
析
し

た
結
果
、
言
及
さ
れ
た
地
域
は
、
国
内
で
は
済
州
島
（
2
4

5
回
）、
全
州
・
北
村
韓
屋
村
（
83
回
）、
城
山
邑
（
56
回
）

で
あ
り
、 

国
外
で
は
ベ
ネ
チ
ア
（
1
0
8
回
）、
バ
ル
セ
ロ

ナ
（
87
回
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
具
体
的
に
発
生
し
て
い
る
事

象
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
ゴ
ミ
（
1
6
1
回
）、

観
光
地
（
1
3
9
回
）、
活
性
化
（
1
3
3
回
）、
イ
ン
フ
ラ

（
56
回
）、
受
容
力
（
51
回
）、
観
光
地
化
（
50
回
）
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
対
応
と
し
て
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
委
員
会
、
戦
略

会
議
な
ど
が
上
位
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
が
っ
て
い
た
。
各
種

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
会
議
な
ど
に
お
い
て
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
議
論
が
増
加
し
て
い
る
様
子

も
う
か
が
え
る
。

　韓
国
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、
観
光
地
が
活
性
化

し
た
こ
と
に
よ
る
容
量
オ
ー
バ
ー
に
関
す
る
現
象
と
し
て
捉

（E
uropean T

ourism
 Indicators S

ystem

）
と
持
続

可
能
性
指
標
（G

D
S
-In

d
ex

）
な
ど
を
基
盤
と
し
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
分
析
指
標
を
開
発
し
て
い
る
。
そ
の
基

準
と
し
て
は
、
G
D
P
ま
た
は
雇
用
に
お
け
る
観
光
産
業
の

割
合
、
観
光
客
増
加
率
、
住
民
の
疎
外
感
（
観
光
客
の
密
度
、

住
民
対
比
観
光
客
数
）、
観
光
客
満
足
度
の
低
下
率
、
イ
ン

フ
ラ
へ
の
過
大
な
負
荷
、
大
気
汚
染
度
、
文
化
遺
産
破
壊
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
指
標
は
都
市
部
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
た
め
、
地
方
部
で
も
当
て
は
ま
る
よ
う
な
指
標

の
開
発
が
改
め
て
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　自
治
体
と
し
て
は
持
続
可
能
な
観
光
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
政
府
と
し
て
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
作
成
し
、
特
性
や
原
因
に
合
わ
せ
た
対

応
が
と
れ
る
よ
う
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
に
も
正
確
な
現
況
把
握
に
よ
っ
て
問
題
を
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
、
対
応
策
を
検
討
す
る
シ
ス
テ
ム
や
戦
略
が
必
要
で

あ
る
。

　観
光
に
よ
る
恩
恵
が
地
域
住
民
に
も
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う

な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
韓
国
南
部
に
あ
る
麗
水
の
離
島
で

は
観
光
客
が
水
着
の
ま
ま
島
内
を
歩
き
ま
わ
る
こ
と
な
ど
が

問
題
視
さ
れ
て
い
た
が
、
住
民
自
ら
観
光
事
業
体
を
立
ち
上

げ
て
キ
ャ
ン
プ
場
を
運
営
す
る
こ
と
で
観
光
に
よ
る
経
済
効

果
を
享
受
し
、
観
光
に
対
す
る
否
定
的
な
意
識
が
低
く
な
っ

た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
ま
た
、
釜
山
の
甘
川
文
化
村
で
は
、

観
光
客
に
ゴ
ミ
を
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
よ
う
商
店
街
の
各
店

舗
で
ゴ
ミ
を
引
き
取
る
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他

の
地
域
で
も
、
観
光
に
よ
る
収
益
を
地
域
の
福
祉
に
還
元
し

た
り
、
市
民
が
観
光
事
業
に
関
わ
る
こ
と
で
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
問
題
が
減
少
し
た
例
も
あ
る
。

　観
光
客
の
マ
ナ
ー
を
高
め
る
こ
と
で
解
消
さ
れ
る
問
題
も

多
い
た
め
、
観
光
客
へ
の
意
識
啓
発
や
、
ガ
イ
ド
の
育
成
、

団
体
客
に
対
す
る
ガ
イ
ド
同
伴
の
義
務
づ
け
な
ど
、
地
域
と

観
光
が
共
生
し
て
い
く
た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　朴
研
究
委
員
の
発
表
の
あ
と
、
後
藤
主
任
研
究
員
が
「
日

本
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
発

表
を
お
こ
な
い
、
日
本
の
各
地
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
状
況
や
取
り
組
み
、
国
の
対
応
に
つ
い
て
紹
介
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
用
語
を
使

う
際
に
留
意
す
べ
き
こ
と
（
地
域
へ
の
影
響
、
誰
が
ど
の
視

点
で
語
る
か
）、
観
光
客
数
・
客
層
の
急
激
な
変
化
に
対
す

る
迅
速
な
意
思
決
定
と
行
動
、
望
ま
し
い
「
観
光
社
会
像
」

に
つ
い
て
議
論
す
る
必
要
性
な
ど
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　朴
研
究
委
員
と
後
藤
主
任
研
究
員
の
発
表
を
受
け
て
質
疑

応
答
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

趙
氏（
K
C
T
I
）
…
日
本
で
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
地
域

と
い
う
と
大
阪
が
思
い
浮
か
ぶ
。
近
年
は
外
国
人
観
光
客
も

増
加
し
て
い
る
と
思
う
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う

現
象
に
つ
い
て
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

後
藤（
J
T
B
F
）
…
今
年
、
大
阪
で
偶
然
話
を
伺
う
機
会
が

あ
っ
た
。
外
国
人
旅
行
者
急
増
に
よ
り
個
別
の
地
区
で
は
い

ろ
い
ろ
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
大
阪
は

元
々
商
業
都
市
で
あ
り
基
本
的
に
お
客
様
に
は
来
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
意
識
が
根
底
に
あ
る
の
で
京
都
に
比
べ
て
問

題
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
住

民
が
ど
う
感
じ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
域
の
成
り
立
ち

や
特
性
に
よ
っ
て
も
大
き
く
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。

金
氏（
K
C
T
I
）
…
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
に
対

し
て
は
、
国
が
ど
こ
ま
で
介
入
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

え
て
い
る
側
面
が
強
く
、
メ
デ
ィ
ア
は
観
光
地
化
に
よ
り
居

住
環
境
が
破
壊
さ
れ
、
結
果
的
に
住
民
が
地
域
か
ら
追
い
出

さ
れ
る
状
況
を
頻
繁
に
発
信
し
て
い
る
。
観
光
公
害
や
観
光

嫌
悪
症
と
い
っ
た
新
語
も
生
み
出
さ
れ
、
こ
れ
が
さ
ら
に
観

光
の
否
定
的
な
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。

　韓
国
に
お
け
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
紹
介
す
る
。
北
村
韓

屋
村
は
、
景
福
宮
と
昌
徳
宮
の
間
に
位
置
し
、
伝
統
的
な
韓

屋
が
密
集
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
2
0
0
1
年
、
老
朽
化

し
た
韓
屋
が
北
村
整
備
事
業
に
よ
り
改
修
さ
れ
た
こ
と
が
報

道
さ
れ
、
有
名
に
な
っ
た
。
当
初
は
個
人
の
旅
行
者
が
中
心

だ
っ
た
が
、
次
第
に
中
国
か
ら
の
団
体
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
、
2
0
1
7
年
8
月
時
点
で
は
1
日
当
り
平
均
7
4
0

0
名
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。
観
光
客
に
よ
る
騒
音
や
不
法
駐

車
、
無
断
撮
影
、
観
光
客
向
け
の
カ
フ
ェ
や
店
舗
の
増
加
な

ど
に
よ
り
居
住
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
ほ
か
、
地
価
の
上
昇

に
よ
り
地
権
者
と
テ
ナ
ン
ト
と
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
繁

に
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
半

年
前
か
ら
地
元
の
自
治
体
や
ソ
ウ
ル
市
が
一
体
と
な
り
、
住

民
の
自
治
組
織
の
育
成
、
観
光
客
の
受
入
時
間
の
設
定
や
観

光
バ
ス
の
不
法
駐
車
取
締
の
強
化
、
集
中
清
掃
と
公
衆
ト
イ

レ
の
拡
大
、
観
光
マ
ナ
ー
の
意
識
啓
発
運
動
、
持
続
可
能
な

観
光
に
関
す
る
条
例
の
制
定
（
仮
制
定
）
な
ど
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
全
州
韓
屋
村
は
1
1
0
0
万
人
（
2
0
1
7
年
）

の
観
光
客
が
訪
れ
た
が
、
観
光
客
が
年
々
増
加
し
て
い
る
一

方
で
住
民
の
数
は
減
少
し
て
い
る
。
住
民
に
対
す
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
観
光
客
に
よ
る
経
済
効
果
が
商
店
ば
か

り
に
集
中
し
、
住
民
が
効
果
を
享
受
で
き
て
い
な
い
点
、
以

前
か
ら
こ
の
地
で
商
売
を
し
て
い
る
人
と
新
規
参
入
者
と
の

間
で
軋
轢
が
生
じ
て
い
る
点
な
ど
が
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
観
光
客
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、

混
雑
に
よ
り
不
快
感
を
覚
え
た
り
、
地
域
ら
し
さ
の
な
い
普

遍
的
な
観
光
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
姿
に
失
望
し
た
と
い
う

声
が
あ
っ
た
。

　特
に
韓
国
に
お
け
る
韓
屋
村
の
観
光
地
化
は
、
観
光
の
成

熟
化
に
よ
り
有
名
観
光
地
で
は
な
く
韓
国
独
特
の
居
住
地
域

に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
安
価
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
旅
行
の
団
体
客
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
は
各
主
体
の
認
識
が
異
な

る
こ
と
に
加
え
、
地
域
の
空
間
特
性
や
観
光
客
の
目
的
、
観

光
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題
は
異
な
る
。
単
純
に
観
光
客

数
が
増
加
す
る
と
い
う
数
字
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
増
え

た
観
光
客
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
に
よ
っ
て
、
問

題
の
顕
在
化
の
有
無
や
深
刻
さ
が
変
わ
っ
て
く
る
。
一
方
で
、

観
光
客
に
対
す
る
規
制
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
は
利
害
関
係

者
間
に
軋
轢
を
生
じ
さ
せ
る
結
果
に
も
つ
な
が
る
。
観
光
客

に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
関
係
者
間

の
話
し
合
い
や
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

対
応
の
方
向
性

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
応
と
し
て
は
、
ま
ず
診
断
と

指
標
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。M
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、
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韓
国
で
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
が
、
問
題
が
深
刻
に
な

り
、
地
域
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
可
能
に
な
っ
た
際
に
国
の

介
入
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

後
藤（
J
T
B
F
）
…
全
国
レ
ベ
ル
の
状
況
整
理
な
ど
を
お
こ

な
う
場
合
は
国
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
状
況

が
異
な
る
各
地
域
に
ま
で
介
入
す
べ
き
か
ど
う
か
は
疑
問
が

あ
る
。
た
だ
、
例
え
ば
交
通
の
社
会
実
験
な
ど
を
お
こ
な
う

際
の
最
初
の
支
援
は
国
が
お
こ
な
い
、
そ
の
後
の
運
用
や
管

理
は
地
元
が
お
こ
な
っ
て
い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

柳
氏（
K
C
T
I
）
…
ロ
ン
ド
ン
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
パ
レ
ー
ド

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た

び
に
渋
滞
が
発
生
し
た
り
交
通
規
制
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
状
況
に
対
し
て
住
民
が
ど
う
感
じ
て
い

る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
観
光
客
に
見

て
も
ら
う
こ
と
は
自
分
た
ち
の
誇
り
に
な
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。

末
永
会
長（
J
T
B
F
）
…
長
崎
で
は
「
長
崎
さ
る
く
博
」
と

い
う
ま
ち
あ
る
き
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

住
民
自
ら
が
自
分
の
ま
ち
を
案
内
し
、
見
ら
れ
る
こ
と
を
意

識
す
る
こ
と
で
自
宅
の
ま
わ
り
を
き
れ
い
に
掃
除
し
て
、
行

き
交
う
観
光
客
に
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
住

民
の
意
識
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
問
題
を
考
え
る
上
で
も
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

金
院
長（
K
C
T
I
）
…
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
人
に
よ

っ
て
オ
ー
バ
ー
と
感
じ
る
ラ
イ
ン
が
異
な
る
た
め
、
定
義
が

難
し
い
。
例
え
ば
観
光
客
の
中
に
は
非
常
に
賑
や
か
な
と
こ

ろ
が
良
い
観
光
地
だ
と
思
う
人
も
い
れ
ば
、
の
ん
び
り
、
ゆ

っ
く
り
過
ご
せ
る
観
光
地
が
良
い
観
光
地
だ
と
思
う
人
も
い

る
。
ま
た
、
主
に
不
満
を
訴
え
て
い
る
の
は
地
域
住
民
と
観

光
以
外
の
産
業
に
従
事
し
て
い
る
方
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景

に
は
利
益
享
受
の
有
無
と
い
う
よ
り
、
個
々
に
課
せ
ら
れ
る

費
用
負
担
に
対
す
る
不
満
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　一
方
で
、
経
済
面
以
外
で
の
影
響
や
効
果
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
研
究
は
十
分
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
う

い
っ
た
点
を
我
々
は
突
き
詰
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

お
わ
り
に

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
両
国
の
最
新
状
況
を
共

有
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
北

村
韓
屋
村
な
ど
住
民
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
対
応
を
お
こ
な

っ
て
い
る
様
子
は
、
一
昨
年
に
朴
研
究
委
員
に
発
表
し
て
い

た
だ
い
た
観
光
ド
ゥ
レ
事
業
の
考
え
方
と
通
じ
る
部
分
も
あ

り
、
住
民
と
し
て
の
自
治
機
能
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
は
、
観
光
が
全
て
の
人
や

地
域
に
と
っ
て
無
関
係
で
は
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
住
民
、
旅
行
者
、
産
業
従
事
者
な
ど
、

自
分
が
複
数
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、
地
域
と

し
て
は
、
望
ま
し
い
観
光
の
あ
り
方
や
、
起
こ
り
う
る
課
題
、

対
応
策
な
ど
を
常
日
頃
か
ら
幅
広
い
主
体
を
ま
じ
え
て
議
論

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
K
C
T
I
と

は
引
き
続
き
有
益
な
情
報
交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

〈
参
考
〉 

機
関
誌「
観
光
文
化
」2
3
3
号 

観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー（
1
）韓
国
の
観
光
政
策

「
観
光
ド
ゥ
レ
事
業
」に
つ
い
て
│
韓
国
文
化
観
光
研
究
院（
K
C
T
I
）と
の
研
究
交
流

会
よ
り 

│ 

P
52
│

P
55

朴研究委員（KCTI）

後藤主任研究員（JTBF）

末永会長（JTBF）

金院長（KCTI）

朴
研
究
委
員
の
発
表
の
様
子
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西
村
幸
夫
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学 

教
授
）　

と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当

時
は
活
版
印
刷
な
の
で
１
冊
の
本
を
作
る
に

は
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
の
で
、
出
版
す

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
の

意
味
で
言
う
と
、
１
冊
の
本
を
後
世
に
残
す

と
い
う
の
は
大
変
な
仕
事
で
す
。
こ
の
時
代

で
も
そ
う
な
の
で
、
戦
前
に
も
な
る
と
な
お

さ
ら
で
す
。
今
、
我
々
が
簡
単
に
ネ
ッ
ト
上

で
垂
れ
流
す
よ
う
な
情
報
と
は
レ
ベ
ル
が
違

う
。
人
間
の
肉
体
は
い
つ
か
滅
び
ま
す
が
、

想
い
が
形
に
な
っ
て
い
れ
ば
次
の
世
代
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
私
は
本
を
大
事

に
し
た
い
で
す
し
、
過
去
に
書
い
た
人
の
想

い
を
な
ん
と
か
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
継
ぐ

場
所
と
し
て
の
図
書
館

　
最
近
、『
県
都
物
語 

47
都
心
空
間
の
近
代

を
あ
る
く
』
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
。
地

域
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
公
立
図
書

館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
行
く
と
大
半
の

も
の
は
あ
る
の
で
、
こ
こ
10
年
く
ら
い
各
地

の
図
書
館
を
訪
ね
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
市
史

は
必
ず
読
み
ま
す
が
、
政
治
史
は
書
か
れ
て

い
て
も
生
活
史
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
昔
の
写
真
集
を

コ
ピ
ー
し
て
そ
れ
を
持
っ
て
ま
ち
を
歩
き
、

自
分
で
写
真
を
撮
る
。
そ
し
て
再
度
市
史
を

読
み
直
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
ど
う
考
え
た
ら

よ
い
か
を
1
ヶ
月
か
ら
2
ヶ
月
く
ら
い
考
え

続
け
る
と
い
う
生
活
を
10
年
間
し
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ま
る
で
恋
人
を
想
う
よ

う
に
そ
の
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
色
々
な
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
す
。

都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
る
の
で

色
々
な
も
の
の
見
方
が
で
き
ま
す
。
こ
の
道

は
な
ぜ
こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
こ
の
建
物
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
と
か
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
地
域
の
資
料
を
読

ん
で
い
き
ま
し
た
。
橡
内
吉
胤
が
『
日
本
都

市
風
景
』
で
書
い
た
よ
う
な
こ
と
を
、
私
も

『
県
都
物
語
』
を
通
し
て
書
き
ま
し
た
。

　
各
地
の
図
書
館
に
は
か
な
り
助
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
図
書
館
は
知
識
の
宝
庫
だ
と
思
い

ま
し
た
。
情
報
源
と
し
て
最
大
限
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
使
う
側
が
問
題
意
識
を
持
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
私
は
古
書
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

っ
て
、
そ
れ
で
私
も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
私
が
書
い

た
も
の
が
次
の
世
代
の
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
捨
て
ら
れ
ず
に
こ
う
い
う
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
読
者
に
何
ら

か
の
想
い
が
伝
わ
れ
ば
良
い
人
生
だ
っ
た
と

思
え
る
か
な
と
。
特
に
橡
内
吉
胤
の
本
と
自

分
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

参
加
者
…
都
市
は
美
を
中
心
に
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
猥
雑
さ
も
魅
力

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
都
市
の
猥

雑
さ
に
関
し
て
は
東
京
の
都
市
計
画
を
研
究

さ
れ
、
新
宿
の
歌
舞
伎
町
な
ど
を
作
ら
れ
た

石
川
栄
耀
先
生
な
ど
が
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

歌
舞
伎
町
は
区
画
整
理
で
で
き
て
い
ま
す
が
、

コ
マ
劇
場
（
現
・
新
宿
東
宝
ビ
ル
）
に
ぶ
つ

か
る
よ
う
に
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ッ

ド
で
作
る
の
で
は
な
く
、
突
き
当
た
り
に
広

場
的
空
間
を
配
置
す
る
こ
と
で
猥
雑
で
迷
路

の
よ
う
な
空
間
に
し
ま
し
た
。
実
際
、
そ
う

い
う
形
で
今
も
機
能
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
…
西
村
先
生
が
実
際
に
訪
れ
て
、
使

い
や
す
か
っ
た
公
立
図
書
館
は
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
3
階
の

地
域
コ
ー
ナ
ー
に
は
市
史
や
写
真
集
が
大
変

充
実
し
て
お
り
感
動
的
で
し
た
。
し
か
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚

い
だ
け
で
な
く
、
本
の
管
理
を
は
じ
め
色
々

な
シ
ス
テ
ム
が
飛
び
抜
け
て
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

参
加
者
…
西
村
先
生
の
ご
著
書
『
観
光
ま
ち

づ
く
り
』
で
、「
ま
ち
づ
く
り
が
観
光
へ
向

か
う
と
い
う
動
き
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
が

ま
ち
づ
く
り
へ
ひ
ろ
が
る
と
い
う
動
き
も
同

様
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
う
ご

き
は
観
光
地
づ
く
り
と
し
て
は
ま
だ
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
は
あ
る
。」と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

古
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
と
い

う
の
は
ど
こ
か
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
温
泉
街
の
ト
ー
タ
ル
な
魅

力
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
方
は
あ
ま
り
見

た
こ
と
が
な
い
で
す
。
も
し
か
す
る
と
当
時

は
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
発
想
が
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
別
の
宿
が
ど
れ

だ
け
頑
張
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
地
の
側
か
ら
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
城
崎

温
泉
で
し
ょ
う
か
。
城
崎
温
泉
の
あ
た
り
は
、

北
但
大
震
災
と
い
う
震
災
が
関
東
大
震
災
の

2
年
後
に
起
き
て
い
ま
す
。
地
震
や
火
事
で

豊
岡
の
中
心
部
と
城
崎
温
泉
は
壊
滅
的
被
害

を
受
け
ま
す
。
豊
岡
は
大
き
な
区
画
整
理
を

し
ま
し
た
が
、
城
崎
温
泉
は
そ
れ
を
せ
ず
に

建
物
は
3
階
建
て
で
道
に
面
し
た
と
こ
ろ
に

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
古
い
街
並
も
段
々

と
朽
ち
た
り
壊
さ
れ
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
時
代
と
と
も
に
後
退
っ
て
往

っ
て
、
こ
れ
か
ら
後
い
く
ば
く
も
な
く
し

て
ま
っ
た
く
地
上
か
ら
姿
を
消
す
の
日
あ

る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
日
本
と
い
う
い

わ
ば
大
き
な
博
物
館
の
中
に
保
存
さ
れ
て

い
る
昔
の
ま
ま
の
生
粋
の
港
町
の
形
態
や

そ
の
町
を
霧
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
包
ん
で

い
る
歴
史
や
伝
説
と
い
っ
た
も
の
を
、
単

に
懐
か
し
む
と
い
う
よ
り
も
何
と
か
し
て

記
録
に
止
め
て
お
く
の
必
要
が
な
い
で
あ

ろ
う
か
…
こ
と
に
移
り
変
り
の
劇
し
い
今

日
に
お
い
て
一
層
そ
の
感
を
深
く
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
も
ま
た
前
に
も
言
っ
た

よ
う
に
こ
う
し
た
旧
い
街
に
見
出
す
一
種

の
「
調
和
の
美
」
と
い
っ
た
も
の
が
果
た

し
て
ど
う
し
た
仕
組
か
ら
出
発
し
て
く
る

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
点
検
し
て

み
る
と
い
う
こ
と
も
、
将
来
の
街
を
造
る

の
工
夫
を
す
る
上
に
も
重
要
な
暗
示
を
持

ち
来
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

…
」（
P
1
9
3
|
P
1
9
4
、原
文
マ
マ
）

と
あ
り
ま
す
。「
調
和
の
美
」、
良
い
こ
と
を

言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
人
が
い

た
ん
で
す
よ
ね
。
お
そ
ら
く
関
町
を
発
見
し

た
の
は
彼
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
本
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
我
々
は
こ
の
人
の
気

持
ち
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
私
は
、
こ
う
い
う
書
物
を
通
し
て
と
て
も

元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
な
い

ん
だ
、
昔
か
ら
そ
う
い
う
人
が
い
た
ん
だ
、

そ
の
人
た
ち
の
思
い
を
私
た
ち
は
受
け
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
。
実
は
都
市
美
協
会

は
彼
が
中
心
に
な
っ
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。

1
9
2
0
年
代
に
都
市
美
を
推
進
す
る
大
き

な
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
9
2
6
年
に
都
市
美
協
会
が
で
き
て
、

1
9
3
7
年
に
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
都
市

美
協
議
会
が
で
き
ま
す
。

　
都
市
美
協
会
は
「
都
市
美
」
と
い
う
機
関

誌
を
発
行
し
て
お
り
、都
市
美
協
議
会
は「
現

代
之
都
市
美
」
と
い
う
立
派
な
論
文
集
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
協
議
会
の
開
催
報

告
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
第
2

回
協
議
会
で
は
、
都
市
美
審
議
委
員
会
設
立

に
関
す
る
件
、
街
路
照
明
統
制
に
関
す
る
件
、

広
告
物
法
改
善
に
関
す
る
件
、
喀
痰
の
取
締

に
関
す
る
件
、
全
国
都
市
美
協
議
会
の
継
続

に
関
す
る
件
な
ど
を
決
議
し
て
全
国
の
自
治

体
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
都
市

醜
を
な
く
す
べ
く
、
汚
い
看
板
や
電
線
、
電

柱
を
な
く
し
、
並
木
道
を
つ
く
る
と
い
う
運

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
都
市
美
運
動
に
つ
い

て
は
東
京
大
学
の
中
島
直
人
准
教
授
が
『
都

市
美
運
動
―
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
都
市

計
画
史
』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
歴
史
も
戦
争
を
境
に
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

想
い
を
形
に
し
て
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

「
本
」の
意
義

『
日
本
の
す
ま
い
』
は
、
建
築
計
画
学
の
大

御
所
だ
っ
た
西
山
夘
三
先
生
が
京
都
大
学
を

定
年
退
職
さ
れ
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
仕
事

で
す
。
日
本
の
多
様
な
住
ま
い
を
全
て
ご
自

身
で
調
査
さ
れ
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
面
、
書

物
と
し
て
の
装
丁
も
全
て
手
描
き
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
大
学
生
の
時
に
こ
の
本
を
手
に

と
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
一
人
で

や
る
人
が
い
る
の
か
と
驚
愕
し
ま
し
た
。
学

生
に
は
高
額
な
本
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
買
っ

て
、
今
で
も
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
西
山
先
生
は
日
本
の
住
宅
・
建

築
計
画
を
つ
く
っ
た
方
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
日
本
の
住
ま
い
の
全
容
を
階
級
構
成
ご
と

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
全

て
や
り
切
ら
れ
た
こ
と
に
本
当
に
驚
き
ま
し

た
。
私
は
同
じ
立
場
に
な
っ
て
こ
ん
な
こ
と

は
で
き
な
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

偉
い
先
生
を
目
標
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
、
大
学
は
違
い
ま
し
た
が
、
ず
っ
と

西
山
夘
三
先
生
の
こ
と
を
気
に
し
な
が
ら
仕

事
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
晩
年
に
な
っ
て
我
々
が
や
っ
て
い
る
調
査

の
顧
問
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
い
て
ご
一
緒

し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
本
も
こ
れ
か
ら

を
担
っ
て
い
く
人
た
ち
に
受
け
継
い
で
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
単
に
情
報
が
書
い
て
あ

る
ツ
ー
ル
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
命
を
賭

け
て
作
ら
れ
た
本
で
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。

　
今
の
時
代
は
簡
単
に
情
報
が
発
信
で
き
る

の
で
誰
も
が
書
き
手
に
な
れ
ま
す
が
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
か
つ
印
象
披
露
の
よ
う
な
も
の
が

多
く
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
、
き
ち
ん

と
後
に
残
す
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
や
る
こ

の
課
題
と
こ
れ
か
ら
|
」
に
結
び
付
く
よ
う

な
事
柄
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

西
村
氏
…
先
ほ
ど
紹
介
し
た
城
崎
温
泉
は
良

い
例
か
と
思
い
ま
す
。
豊
岡
市
は
す
ご
く
面

白
い
と
こ
ろ
で
城
崎
温
泉
と
豊
岡
は
全
く
違

う
生
き
方
を
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
復
興
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
豊
岡
の
ま
ち
と
建
物
は
興

味
深
い
で
す
。
豊
岡
の
駅
前
は
放
射
状
に
道

が
出
て
い
ま
す
が
、
国
立
の
駅
前
に
似
て
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
国
立
は
関
東
大
震
災
の

復
興
経
緯
を
見
な
が
ら
冷
静
に
自
分
た
ち
の

地
域
の
復
興
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
そ
の
一
方
で
城
崎
温
泉
や
小
さ
な
城

下
町
で
あ
る
出
石
は
北
但
大
震
災
の
被
害
を

そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
昔
な
が
ら

の
街
並
み
の
中
に
新
し
い
建
築
家
が
入
っ
て

き
て
学
校
や
役
場
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
竹
野
と
い
う
港
町
は
海
水
浴
や
カ
ニ
で

有
名
で
す
け
れ
ど
も
、
川
港
の
雰
囲
気
が
よ

く
残
っ
て
い
ま
す
。
個
性
の
違
う
5
つ
の
地

域
が
合
併
し
て
一
つ
の
ま
ち
に
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
は

戦
前
か
ら
の
動
き
が
現
在
の
個
性
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
加
者
…
1
9
2
6
年
に
柳
宗
悦
ら
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
民
藝
運
動
の
よ
う
に
、
民
衆

の
生
活
に
美
を
見
出
す
考
え
と
共
通
し
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
都
市
美
と

民
藝
運
動
な
ど
の
関
わ
り
は
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

西
村
氏
…
都
市
美
で
民
藝
運
動
の
話
が
話
題

に
出
て
く
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
時
代
と
し
て
は
重
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
大
事
に
す
る
と
い
う
時

代
の
雰
囲
気
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
明
治
30
年
あ
た
り
か
ら
約
10
年
間
で
国
内

の
鉄
道
が
急
速
に
敷
設
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
都
市
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
距
離
感
覚
も
変
わ
り
、
そ
れ

ま
で
は
徒
歩
で
し
か
移
動
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
が
汽
車
を
使
え
ば
か
な
り
の
距
離
を
移

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
都

市
と
都
市
と
の
関
係
性
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
色
々
な
も
の
を
保
存
す
る
運
動
団
体

は
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
き
な
変

革
の
中
で
、
も
う
一
度
郷
土
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
発
想
が
出
て
き
た
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
当
日
は
46
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
昭
和
初

期
に
は
街
並
み
を
は
じ
め
と
し
て
自
然
景
観

ま
で
保
存
・
保
護
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
い

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
現
在
さ
び
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
街
に
こ
そ
、
本
当
は
古

い
も
の
の
良
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。そ
う
い
う
街
を
再
発
見
し
て
い
き
た
い
」

「
お
話
の
内
容
が
新
鮮
で
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
実
体
験
と
お
人
柄
に
基
づ
く
お
話
が

印
象
的
で
し
た
。
改
め
て
「
古
書
」
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
」「
改
め
て
我
が
国
の
観
光

振
興
に
深
い
興
味
と
自
信
を
得
た
」「
西
村

先
生
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、
新
し
い
視
点
、

考
え
方
を
学
べ
た
。
40
周
年
記
念
と
い
う
こ

と
で
「
観
光
は
そ
れ
自
体
が
文
化
で
あ
り
、

そ
の
文
化
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
い
う
旅
の

図
書
館
の
開
設
当
時
の
想
い
も
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
、
開
設
40
周
年
を
迎
え
た
当
館
で
は

古
書
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
今
回
、
西

村
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
な
、
意

外
な
発
見
や
事
実
が
古
書
か
ら
得
ら
れ
る
こ

と
、
先
人
の
視
点
や
想
い
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
ら
れ
る
こ
と
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
で
未
来
に
向
け

て
ど
う
歩
ん
で
い
く
べ
き
か
の
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て

西
村
先
生
の
お
話
か
ら
も
、
地
域
の
、
そ
し

て
日
本
の
観
光
の
未
来
を
考
え
て
い
く
上
で

の
古
書
と
の
付
き
合
い
方
、
読
み
解
き
方
に

つ
い
て
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、
歴
史
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
け
継
ぐ
場
所
で
あ
る
図
書
館
と
し
て
の
役

割
も
再
認
識
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
当
館

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

建
て
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
一
般

的
な
温
泉
地
の
よ
う
に
一
戸
一
戸
を
広
く
し

て
、
周
り
に
自
然
が
あ
る
よ
う
な
形
に
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
城
崎
温
泉
は
関
西

で
一
番
元
気
の
あ
る
温
泉
地
で
す
け
れ
ど
も
、

北
但
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
そ
う
い
っ
た
ル

ー
ル
で
復
興
し
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
城
崎
温
泉
で
そ

れ
が
な
ぜ
で
き
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
温

泉
の
湧
出
量
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
湧
出
量

が
少
な
い
と
内
湯
を
大
き
く
で
き
な
い
の
で

旅
館
も
大
き
く
で
き
ま
せ
ん
。
外
湯
を
作
っ

て
、
そ
こ
に
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
仕
組
み

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
制
約
条
件
が
あ

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
例
だ
と
思
い
ま
す
。

条
件
が
良
い
と
こ
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に

や
れ
ば
い
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
、

あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

逆
に
色
々
な
不
満
が
あ
る
の
は
色
々
な
人
が

ま
と
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
と
説
得
す
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
…
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
名
所

旧
跡
の
発
想
の
起
源
は
歌
枕
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
古
典
和
歌
に
繰
り

返
し
詠
ま
れ
た
歌
枕
は
日
本
人
の
神
話
時
代

の
記
憶
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
安
時
代
に
詠
ま
れ
た
古
今
和
歌
集

の
序
に
紀
貫
之
が
枕
詞
と
い
う
表
現
で
歌
枕

の
概
念
を
示
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
和
歌
の
文
化
が
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
景
観
を
保
存
す
る
概
念
に
先
駆
け
て
生

ま
れ
た
ル
ー
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
「
奥
の
細
道
」
は
西
行
の

歌
枕
を
訪
ね
る
旅
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
詠
わ

れ
た
歌
と
場
所
が
一
緒
に
な
っ
て
物
語
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
物
語
を
確
認
す
る
旅
だ
っ

た
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
実
は
日
本
人
が
こ
う
い
う
こ
と
に
も

の
す
ご
く
セ
ン
ス
が
あ
る
な
と
感
じ
る
こ
と

が
時
々
あ
り
ま
す
。
2
0
1
5
年
に
「
舞
鶴

へ
の
生
還
1
9
4
5
|
1
9
5
6
シ
ベ
リ
ア

抑
留
等
日
本
人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の
記

録
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
帰
っ
て
く
る
時
に
手
書
き
の
書
類
等
は
持

っ
て
帰
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
が

結
構
あ
り
、
そ
の
多
く
が
和
歌
だ
と
い
い
ま

す
。
書
く
も
の
が
な
い
の
で
白
樺
の
樹
皮
に

削
る
よ
う
に
し
て
書
い
て
、
体
の
ど
こ
か
に

隠
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
苦

し
い
強
制
労
働
の
中
で
、
和
歌
を
詠
ん
で
い

く
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
知
っ

た
と
き
に
私
は
文
学
の
力
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
…
私
も
学
生
時
代
に
西
山
夘
三
先
生

の
『
日
本
の
す
ま
い
』
を
読
ん
で
感
動
し
、

民
家
の
住
ま
い
方
に
関
す
る
調
査
を
し
て
い

ま
し
た
。
西
山
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
し
た
ら
も
う
少
し
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い

で
す
。

西
村
氏
…
西
山
先
生
は
す
ご
く
細
か
い
方
で
、

麻
の
布
で
で
き
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
細
か
く
記

録
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
年
代
ご

と
に
日
付
が
書
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
が
全
部

残
っ
て
お
り
、「
西
山
文
庫
」
と
い
う
形
で

門
下
生
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。『
日

本
の
す
ま
い
』
の
よ
う
に
全
て
自
分
で
や
っ

て
し
ま
わ
れ
る
の
で
、
教
育
の
た
め
に
も
若

い
人
に
任
せ
れ
ば
良
い
の
に
と
思
い
ま
す
が
、

先
生
の
元
で
は
大
変
優
秀
な
方
が
育
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
教
育
と
い
う
の
は

難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
厳
し

い
先
生
だ
っ
た
の
で
私
も
い
つ
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
生
は
補
聴
器
を
付
け
て
ま

で
私
の
話
を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
下

さ
っ
て
、
恐
縮
至
極
で
し
た
。

参
加
者
…
世
界
に
先
駆
け
て
保
存
運
動
を
お

こ
な
い
、
風
景
協
会
ま
で
つ
く
っ
た
日
本
人

が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
美
し
さ
か
ら
ほ
ど
遠
い

都
市
田
園
景
観
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
ど
こ
で
思
想
が
断
絶
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
お
そ
ら
く
戦
後
復
興
の
中
で
全
て

が
途
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
争
が
な
け
れ

ば
当
時
の
思
想
が
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
境
に
当
時
の

思
想
を
一
か
ら
構
築
し
直
し
、
常
識
と
し
て

結
実
化
す
る
ま
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
そ
う
い
う
時
代
に

な
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
戦
争
と
い
う

の
は
本
当
に
心
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

参
加
者
…
今
日
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
古
書

か
ら
学
ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光

け
っ
ぱ
な
し
に
徘
徊
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

か
っ
た
。

　
ま
た
、
都
市
の
風
格
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
そ
こ
に
じ
っ
く
り
御
輿
を

す
え
て
か
か
る
に
限
る
ん
だ
が
、
不
幸
、

時
間
と
経
済
的
余
裕
に
乏
し
い
自
分
は
、

あ
る
都
市
の
如
き
は
小
半
日
で
観
察
を
き

り
あ
げ
、
す
ぐ
次
の
都
市
へ
移
っ
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
が
、
こ
う
し

た
慌
た
だ
し
い
旅
の
裡
の
印
象
で
も
、
そ

れ
だ
け
で
心
に
銘
記
す
る
も
の
か
ら
、
割

合
に
比
較
対
照
の
ハ
ッ
キ
リ
し
た
形
に
も

り
あ
が
っ
て
き
て
別
段
自
慢
す
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
目
隠
し
を
し
た

自
分
を
京
都
の
町
に
運
ん
で
き
て
ヒ
ョ
ッ

ク
ラ
覗
か
せ
て
み
て
も
、
そ
の
町
を
東
京

や
大
阪
の
町
と
見
あ
や
ま
る
よ
う
な
こ
と

は
せ
ん
つ
も
り
だ
。」（
P
3
|
P
4
、
原

文
マ
マ
）

ま
た
、

（
※
引
用
）

「
私
は
、
神
戸
か
ら
奈
良
、
奈
良
か
ら
北

陸
に
這
入
っ
て
金
沢
－
富
山
と
、
そ
の

街
々
を
歩
い
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
都

市
の
街
は
、
も
う
あ
の
大
都
市
特
有
の
人

間
生
活
の
燃
焼
と
群
衆
の
醸
す
毒
気
と
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
こ
で
は
、
私
ど
も
の

感
覚
を
さ
い
な
み
、
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
よ

う
な
も
の
は
何
物
も
な
く
、
た
と
え
ば
、

奈
良
名
勝
、
猿
沢
の
池
や
金
沢
の
ピ
カ
一

兼
六
公
園
を
漫
歩
し
て
い
る
中
学
生
の
心

持
と
相
通
ず
る
体
の
一
種
の
気
安
さ
を
感

ず
る
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
吾
等
の
ユ

ー
ト
ピ
ヤ
は
先
に
静
岡
の
街
を
歩
い
て
感

じ
た
よ
う
に
、
奈
良
や
金
沢
や
富
山
ぐ
ら

い
の
大
い
さ
の
都
市
に
限
る
ん
だ
な
…
と

今
さ
ら
に
そ
の
感
を
新
た
に
し
て
、
私
は

街
か
ら
街
へ
と
流
れ
歩
い
た
。」（
P
92

|
P
93
、
原
文
マ
マ
）

と
、
中
都
市
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
田
舎
町
の
良
さ
と
い
う
こ
と
で
、

（
※
引
用
）

「
同
じ
町
で
も
都
市
の
部
類
に
入
ら
ん
地

方
の
小
さ
な
埋
も
れ
て
る
よ
う
な
ま
ち
の

姿
を
見
て
歩
く
こ
と
も
愉
快
な
も
の
だ
。

そ
う
し
た
町
に
は
豪
華
な
都
市
と
は
コ
ロ

ッ
と
違
っ
た
趣
が
現
わ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
福
井
県
の
三
国
と
い
っ
た
昔
栄
え

た
港
町
か
ら
東
海
道
中
の
関
町
な
ん
て
い

う
鈴
鹿
峠
の
下
の
町
…
あ
る
い
は
信
州
路

の
追
分
な
ん
て
い
う
高
原
の
町
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
変
っ
た
姿
を
も
っ
て
い
る
。

つ
い
こ
の
間
、
白
石
噺
で
有
名
な
宮
城
県

の
白
石
町
を
歩
い
て
み
た
ん
で
す
が
、
街

に
た
っ
て
る
古
風
な
土
蔵
造
り
や
妻
入
り

町
家
に
し
て
か
ら
が
、
い
か
に
も
片
倉
小

十
郎
の
お
城
下
町
だ
っ
た
昔
の
面
影
を
失

せ
ず
に
も
っ
て
い
る
。」（
P
1
2
1
、
原

文
マ
マ
）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
小
さ
な
ま
ち
も
見
て
い

ま
す
。
三
国
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、

（
※
引
用
）

「
三
国
は
九
頭
竜
河
口
に
沿
う
た
一
筋
街

に
毛
が
生
え
た
（
戸
数
一
千
八
百
五
十
五

戸
、
人
口
八
千
七
百
三
十
八
人
）
ぐ
ら
い

の
…
地
形
的
に
は
さ
し
て
特
徴
の
な
い
町

で
あ
る
が
、
そ
の
町
家
の
形
態
に
は
い
ろ

い
ろ
な
特
徴
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

昔
は
こ
こ
は
や
は
り
同
じ
福
井
藩
の
中
に

あ
り
な
が
ら
、
今
の
福
井
市
あ
た
り
に
残

っ
て
い
る
町
家
と
較
べ
て
見
る
と
、
あ
の

深
い
両
の
袖
壁
な
ん
ど
の
具
合
を
除
い
て

は
、
著
し
い
相
違
で
、
総
じ
て
木
造
で
あ

る
が
、
た
と
え
ば
、
分
厚
い
板
を
縦
二
重

に
布
き
並
べ
た
下
屋
根
…
そ
の
目
板
を
抑

え
て
い
る
土
地
の
人
が〝
サ
ン
〞と
い
っ
て

る
横
木
…
・
小
屋
根
と
称
す
る
廂
や
大
屋

根
の
鬼
瓦
の
恰
好
な
ん
て
も
の
は
紛
う
べ

か
ら
ざ
る
特
徴
を
な
し
て
い
る
し
、」

（
P
1
8
5
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
面
白
い
の
は

（
※
引
用
）

「
天
保
前
後
に
出
さ
れ
た
『
国
々
湊
く
ら

べ
』
と
い
っ
た
湊
番
付
で
見
て
も
、
こ
の

三
国
は
前
頭
の
筆
頭
を
し
め
、
色
街
と
し

て
も
日
本
五
廓
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
た

だ
け
あ
っ
て
、
遊
女
の
逸
物
も
い
て
、
揚

代
な
ど
も
格
別
安
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な

わ
ち
、
大
関
格
の
長
崎
の
当
時
の
遊
女
の

値
段
が
四
百
か
ら
一
分
、
堺
が
六
匁
一
分
、

関
脇
の
博
多
が
二
朱
一
分
、
鳥
羽
が
十
二

匁
、
小
結
の
名
古
屋
が
二
朱
、
前
頭
の
三

国
が
四
百
か
ら
一
分
で
長
崎
と
同
値
、」

（
P
1
8
7
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

最
後
の
ま
と
め
に

（
※
引
用
）

「
余
談
は
と
も
か
く
、
私
ど
も
が
、
こ
の

三
国
の
よ
う
な
旧
い
港
町
に
も
つ
興
味
の

一
つ
は
、
そ
の
町
の
特
色
を
摑
む
と
い
う

事
の
外
に
我
国
の
町
と
い
う
町
が
挙
っ
て

新
し
い
も
の
新
し
い
も
の
へ
と
造
り
改
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
中
に
、
こ
の
港
町
の
よ
う

な
旧
態
依
然
た
る
も
の
の
姿
を
見
出
す
こ

と
は
確
か
に
一
つ
の
驚
異
に
値
い
す
る
事

実
で
あ
る
こ
と
、
が
、
や
が
て
こ
う
し
た

姿
も
三
国
小
女
郎
な
ん
か
の
話
が
わ
ず
か

に
余
命
少
な
い
古
老
の
口
ず
か
ら
伝
え
ら

れ
る
の
み
で
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
段
々

お
ぼ
ろ
げ
な
も
の
に
な
る
と
同
じ
よ
う
に
、

は
文
化
財
、
つ
ま
り
自
然
文
化
財
と
い
う
発

想
が
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の

が
天
然
記
念
物
で
す
。
現
在
で
は
、
天
然
記

念
物
と
い
う
と
貴
重
な
動
植
物
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
郷
土
を
代
表
す
る
自

然
を
保
護
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
彼
は
帰
国
後
、
保
存
運
動
を
し
ま
す
が
、

バ
ラ
バ
ラ
で
運
動
を
し
て
も
法
律
論
に
な
ら

な
い
た
め
、み
ん
な
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
の

発
足
と
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の

制
定
に
つ
な
が
る
訳
で
す
。
自
然
が
文
化
財

と
し
て
守
ら
れ
る
と
い
う
制
度
は
世
界
で
も

珍
し
く
、
な
お
か
つ
景
観
地
が
公
園
で
は
な

く
文
化
財
と
し
て
守
ら
れ
る
の
は
恐
ら
く
世

界
で
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
後
に
文
化
的
景
観
と
い
う
名

前
に
な
り
ま
す
。C

ultural Landscape

と
し
て
1
9
9
0
年
代
に
世
界
中
に
広
ま
り
、

世
界
遺
産
の
概
念
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
が

1
9
9
2
年
か
ら
で
す
。
欧
米
に
と
っ
て
は

非
常
に
新
し
い
概
念
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
本
を
書
い
て
い
る
人
た
ち
は
1
9
1
4
年

の
段
階
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
世
界
で
も
そ
こ
ま
で
先
行
し
て
風
景
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
国
は
な
い
は
ず
な
の
で
、

大
変
進
ん
で
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ

な
ど
欧
米
の
動
き
と
日
本
な
ら
で
は
の
文
化

が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
出
て
き
た
発
想
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
の
雑
誌

か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
私
の
手
元
に
は
昭
和
9
年
9
月

号
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
あ
る
雑
報
と

い
う
項
目
に
風
景
協
会
の
創
立
に
つ
い
て
書

い
て
あ
り
ま
す
。
設
立
趣
意
書
に
は

（
※
引
用
）

「
我
が
國
は
夙
こ
世
界
の
風
景
國
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
秀
麗
な
る
國
土
の
自
然
は
、

建
国
以
来
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
相
俟
っ
て
、

我
國
文
化
に
特
異
な
る
色
彩
を
賦
輿
し
て

居
る
の
は
頗
る
顕
著
な
る
事
實
で
あ
る
。

國
民
の
思
想
、
文
化
芸
術
等
、
悉
く
そ
の

美
は
し
い
風
景
に
よ
り
影
響
せ
ら
れ
ざ
る

は
な
く
、
而
し
て
又
國
民
ほ
ど
風
景
を
愛

す
る
念
の
深
き
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
現
代
人
は
動
も
す
れ
ば
器
械
的

文
明
に
酔
ひ
、
忽
忙
を
極
む
る
物
質
的
生

活
に
溺
れ
、
我
が
天
恵
の
厚
き
に
馴
れ
、

眞
に
風
景
を
享
受
す
る
心
の
余
裕
を
失
は

う
と
し
て
ゐ
る
。」（
P
68
、
原
文
マ
マ
）

と
あ
り
、
現
代
で
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
考
え
方
は
戦
後
の
権
利
意
識
と
西
洋

化
に
よ
り
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

こ
れ
を
読
む
と
わ
か
り
ま
す
。

消
え
行
く
我
が
国
の

風
景
へ
の
危
機
感

　
盛
岡
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
新
聞
記

者
で
も
あ
っ
た
橡
内
吉
胤
は
、
色
々
な
ま
ち

を
訪
ね
歩
い
て
い
く
つ
か
本
を
執
筆
し
て
い

ま
す
。『
日
本
都
市
風
景
』
の
緒
言
で
は
こ

の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

（
※
引
用
）

「
私
は
こ
れ
ま
で
都
市
風
景
…
な
い
し
都

市
の
個
性
…
一
概
に
都
市
の
風
景
…
都
市

の
個
性
と
い
っ
て
も
、
勿
論
そ
の
構
成
要

素
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
、
そ
の
都
市
は
山
の
中
の
都
市
で
あ
る

と
か
…
海
辺
の
都
市
で
あ
る
と
か
…
あ
る

い
は
い
く
筋
か
の
河
川
に
よ
っ
て
貫
流
さ

れ
て
お
る
…
と
い
っ
た
地
形
上
の
特
徴
や

土
壌
の
肌
あ
い
や
植
物
の
種
類
、
あ
る
い

は
、
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
と
か

穏
や
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
、
雪
や
雨

の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
い
う
気
象
上

の
特
色
、
そ
の
他
人
情
風
俗
や
方
言
、
民

家
の
建
築
的
特
徴
や
そ
の
「
名
勝
絵
は
が

き
」
に
出
て
来
る
名
所
旧
蹟
、
輩
出
人
物

や
名
産
名
物
、
伝
説
、
あ
る
い
は
ま
た
、

政
治
の
都
市
で
あ
る
と
か
、
商
工
業
の
都

市
で
あ
る
と
か
と
い
っ
た
社
会
的
経
済
的

条
件
に
よ
る
特
質
、
そ
れ
か
ら
そ
の
都
市

を
つ
つ
ん
で
い
る
歴
史
的
背
景
と
い
っ
た

雑
多
な
要
素
の
複
合
が
お
の
ず
か
ら
そ
の

都
市
の
風
景
を
形
づ
く
る
に
い
た
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
当
然
帰
結
さ
れ
る
ん
だ
が
、

ま
あ
、
そ
う
し
た
風
景
な
い
し
個
性
を
組

み
た
て
て
い
る
上
の
取
材
を
観
察
し
て
み

る
た
め
に
、
永
年
の
間
、
あ
ち
こ
ち
の
町

を
彷
徨
し
て
き
た
。
け
だ
し
、
旅
の
興
味

は
物
事
に
拘
泥
せ
ず
に
、
た
と
え
ば
一
個

の
巡
礼
者
の
よ
う
な
気
持
で
諸
々
の
印
象

を
素
直
に
受
け
い
れ
る
に
あ
る
ん
だ
が
、

私
は
、
い
さ
さ
か
研
究
的
・
・
・
研
究
的

と
い
っ
て
も
、
頭
か
ら
観
測
科
学
（
オ
ブ

ザ
ー
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
な

ん
か
の
命
ず
る
種
々
な
方
法
に
漂
う
て
い

た
ん
で
は
肝
心
の
躍
動
し
つ
つ
あ
る
風
景

の
ひ
ら
め
き
を
逸
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
る
の
で
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
そ
の
他
の
道
具
を
か
な

ぐ
り
す
て
、
ま
ず
も
っ
て
「
印
象
」
に
開

　
私
は
理
科
系
で
す
が
、
都
市
計
画
と
い
う

学
問
は
元
々
制
度
が
あ
り
、
都
市
に
は
人
が

い
て
、
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
色
々
な
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
基

本
的
に
は
非
常
に
文
化
的
な
学
問
で
す
。
従

っ
て
、
私
も
学
者
と
し
て
、
教
育
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
き
ち
ん
と
し
た
本
と
し
て
残
し

た
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
論
文
を
書
く
こ

と
も
良
い
で
す
が
、
長
く
書
か
な
け
れ
ば
背

景
ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
最
近
は
、
色
々
な
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
て
い
ま
す
が
、
速
報
性
は
あ
っ
て
も
大

き
な
話
を
語
る
に
は
難
し
い
訳
で
す
。

　
高
度
成
長
期
の
都
市
計
画
は
、
再
開
発
を

す
る
、
道
路
を
つ
く
る
、
環
境
を
よ
く
す
る
、

都
市
問
題
を
改
変
す
る
こ
と
が
主
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
し
た
。
壊
し
て
全
く
新
し
い
も
の
を

つ
く
る
の
が
主
流
で
あ
り
、
今
あ
る
も
の
を

大
事
に
す
る
と
い
う
の
は
都
市
計
画
の
範
囲

で
は
な
く
、
文
化
財
の
専
門
家
に
任
せ
れ
ば

良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
は
守
る
べ
き
も
の
は
き
ち
ん
と
守
っ
て
、

そ
れ
を
活
か
す
よ
う
な
都
市
を
つ
く
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
時
代
が
変

わ
っ
て
き
た
の
で
こ
う
し
て
生
き
延
び
て
は

い
ま
す
が
、
当
時
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
実
践

し
て
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ー
マ

を
変
え
た
方
が
い
い
と
か
、
そ
ん
な
考
え
方

は
主
観
的
だ
と
か
、
歴
史
の
プ
ロ
に
任
せ
れ

ば
い
い
と
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
あ
る
時
、
文
化
的
な
も
の
や
歴
史
的
な
も

の
や
景
観
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
つ
、
誰
が
言
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
。
過
去
に
色
々
な
こ
と
を
や
っ
た

人
の
努
力
や
発
想
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
今

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を

き
ち
ん
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
位
置

が
わ
か
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か

っ
て
進
む
べ
き
か
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

文
化
的
景
観
の

ル
ー
ツ
・
日
本

　
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
保
存
協
会
の
機
関
誌
で
あ
る
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」
で
す
。
こ
の
協
会
は
、

文
化
財
保
護
法
（
1
9
5
0
年
）
の
前
身
に

当
た
る
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

（
1
9
1
9
年
）
が
で
き
る
前
か
ら
活
動
し

て
お
り
、
本
書
に
は
各
地
の
保
存
運
動
が
細

か
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
草
の

根
的
な
日
々
の
活
動
は
な
か
な
か
形
に
残
ら

な
い
た
め
、
本
当
に
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
は
文

化
財
保
護
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
手
を
加
え
て
い
な
い
巨
石
や
動
物
も
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
い
わ
ば
文
化
財
に
当
た

り
ま
す
。
名
勝
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、

史
跡
と
名
勝
と
天
然
記
念
物
は
全
く
別
の
も

の
で
す
。
名
勝
の
元
々
の
発
想
は
庭
で
、
日

本
庭
園
を
守
ろ
う
と
い
う
の
が
出
発
点
で
す
。

し
か
し
、
保
存
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く

中
で
、
作
ら
れ
た
庭
だ
け
で
な
く
自
然
の
景

色
も
含
め
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
難
し
い
の
は
文
化
財
と

し
て
の
線
引
き
を
ど
こ
で
す
る
か
で
す
が
、

当
時
の
人
は
、
詩
歌
に
詠
わ
れ
た
り
、
浮
世

絵
な
ど
に
描
か
れ
た
景
色
を
、
対
象
化
さ
れ

た
文
化
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ま
し
た
。
そ

れ
が
景
勝
地
で
す
。

　
史
跡
と
い
う
の
は
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
、

土
地
の
記
憶
で
す
。
建
物
が
な
く
て
も
こ
こ

で
何
か
が
起
き
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
そ

の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
と
変
わ
っ
て
い
て
も
文
化

財
で
あ
る
と
捉
え
ま
し
た
。
史
跡
と
名
勝
と

天
然
記
念
物
は
全
く
違
う
も
の
で
す
が
、
そ

れ
を
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
保
存
す
る

協
会
を
つ
く
っ
て
有
志
の
方
々
が
保
存
運
動

を
始
め
る
訳
で
す
。

　
天
然
記
念
物
を
文
化
財
の
範
疇
に
含
め
る

こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
桜
の
研
究
者
と

し
て
有
名
な
三
好
学
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

彼
は
4
年
間
ド
イ
ツ
で
桜
の
研
究
を
し
た
後

に
日
本
に
戻
り
、
東
京
帝
国
大
学
の
植
物
学

の
先
生
に
な
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
に
い
た
時

に
、
田
舎
の
風
景
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う

郷
土
保
存
運
動
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

田
舎
の
風
景
と
い
う
の
は
植
物
が
メ
イ
ン
で

す
。
ド
イ
ツ
語
でN

aturdenkm
al

と
言
い

ま
す
け
れ
ど
も
、Natur

は
自
然
、denkm

al

　
旅
の
図
書
館
は
2
0
1
8
年
10
月
11
日

（
木
）
で
開
設
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
15

回
目
と
な
る
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
は
、
旅

の
図
書
館
開
設
40
周
年
記
念
号
「
観
光
文
化

2
3
9
号
：
特
集
　
古
書
か
ら
学
ぶ
」（
10
／

11
発
行
）
と
の
連
動
企
画
と
し
て
10
月
16
日

（
火
）
に
開
催
。
テ
ー
マ
を
「
古
書
か
ら
学

ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光
の
課
題

と
こ
れ
か
ら
|
」
と
し
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
に
当
財
団
の
評
議
員
・
専
門
委
員
で
あ
り
、

同
誌
の
巻
頭
言
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
西

村
幸
夫
氏
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
西
村
先
生
は
ご
著
書
で
も
「
観
光
客
が
伸

び
て
い
る
ま
ち
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い

ず
れ
の
ま
ち
に
も
歴
史
が
あ
り
、
ま
ち
と
し

て
の
厚
み
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
住
み
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
村
先
生
ご
自
身

が
古
書
か
ら
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
学
ば
れ
て

き
た
の
か
、
さ
ら
に
は
古
書
を
ひ
も
と
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
も
の
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
西
村
先
生
が
影
響
を
受
け
ら

れ
た
古
書
と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

歴
史
を
ふ
り
か
え
る

と
い
う
こ
と

　
学
問
は
2
種
類
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。
一
つ
の
真
理
を
追
究
す
る
タ
イ
プ
の

学
問
、
い
わ
ゆ
る
理
科
系
の
学
問
は
そ
こ
に

当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
事
も
最
初

に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
か
つ
海
外
で

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
英
語

の
論
文
で
発
表
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
は
文
化
・
文
脈
に
よ
っ
て
真
理

は
違
う
と
い
う
学
問
で
、
文
化
系
の
大
半
は

そ
れ
に
当
た
る
と
思
い
ま
す
。
文
化
系
で
は

論
文
を
書
く
の
も
大
事
で
す
が
、
む
し
ろ
思

想
を
語
る
こ
と
が
大
事
で
、
文
化
系
の
先
生

方
の
一
番
大
き
な
仕
事
は
主
著
を
書
く
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1
9
5
2
年
福
岡
市
生
ま
れ
。 

東
京
大
学
都
市
工
学
科
卒
、同
大
学
院
修
了
。 工
学
博
士
。 

専
門
は
都
市
計
画
、都
市
保

全
計
画
、都
市
景
観
計
画
な
ど
。 

明
治
大
学
助
手
、東
京
大
学
助
教
授
を
経
て
、東
京
大
学
大
学
院
教
授
、2
0
1
8
年

よ
り
現
職
。 

和
歌
山
県
景
観
審
議
会
会
長
、千
代
田
区
景
観
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
会
長
、フ
ラ
ン
ス
国
立
社
会
科
学
高
等

研
究
院
客
員
教
授
、世
界
遺
跡
記
念
物
会
議（
I
C
O
M
O
S
）副
会
長
、中
華
民
国
文
化
省
名
誉
顧
問
、先
端
科
学
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
な
ど
を
歴
任
。 

著
書
に『
西
村
幸
夫 

風
景
論
ノ
ー
ト
』（
鹿
島
出
版
会・2
0
0
8
年
）、『
都
市
保

全
計
画
』（
東
大
出
版
会・2
0
0
4
年
）、『
西
村
幸
夫 

文
化・観
光
論
ノ
ー
ト 

歴
史
ま
ち
づ
く
り・景
観
整
備
』（
鹿
島
出

版
会・2
0
1
8
年
）、『
西
村
幸
夫 

講
演・対
談
集 

ま
ち
を
想
う
』（
鹿
島
出
版
会・2
0
1
8
年
）な
ど
多
数
。 （
公
財
）

日
本
交
通
公
社
評
議
員・専
門
委
員
。

…
特
別
講
演
（
第
15
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
）

古
書
か
ら
学
ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト

日
本
の
観
光
の
課
題
と
こ
れ
か
ら

第

1
部

西
村
先
生
の
お
話

開設        周年40
旅
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guest sp
eaker

西
村
幸
夫
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学 

教
授
）　

と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当

時
は
活
版
印
刷
な
の
で
１
冊
の
本
を
作
る
に

は
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
の
で
、
出
版
す

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
の

意
味
で
言
う
と
、
１
冊
の
本
を
後
世
に
残
す

と
い
う
の
は
大
変
な
仕
事
で
す
。
こ
の
時
代

で
も
そ
う
な
の
で
、
戦
前
に
も
な
る
と
な
お

さ
ら
で
す
。
今
、
我
々
が
簡
単
に
ネ
ッ
ト
上

で
垂
れ
流
す
よ
う
な
情
報
と
は
レ
ベ
ル
が
違

う
。
人
間
の
肉
体
は
い
つ
か
滅
び
ま
す
が
、

想
い
が
形
に
な
っ
て
い
れ
ば
次
の
世
代
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
私
は
本
を
大
事

に
し
た
い
で
す
し
、
過
去
に
書
い
た
人
の
想

い
を
な
ん
と
か
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
継
ぐ

場
所
と
し
て
の
図
書
館

　
最
近
、『
県
都
物
語 

47
都
心
空
間
の
近
代

を
あ
る
く
』
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
。
地

域
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
公
立
図
書

館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
行
く
と
大
半
の

も
の
は
あ
る
の
で
、
こ
こ
10
年
く
ら
い
各
地

の
図
書
館
を
訪
ね
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
市
史

は
必
ず
読
み
ま
す
が
、
政
治
史
は
書
か
れ
て

い
て
も
生
活
史
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
昔
の
写
真
集
を

コ
ピ
ー
し
て
そ
れ
を
持
っ
て
ま
ち
を
歩
き
、

自
分
で
写
真
を
撮
る
。
そ
し
て
再
度
市
史
を

読
み
直
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
ど
う
考
え
た
ら

よ
い
か
を
1
ヶ
月
か
ら
2
ヶ
月
く
ら
い
考
え

続
け
る
と
い
う
生
活
を
10
年
間
し
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ま
る
で
恋
人
を
想
う
よ

う
に
そ
の
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
色
々
な
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
す
。

都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
る
の
で

色
々
な
も
の
の
見
方
が
で
き
ま
す
。
こ
の
道

は
な
ぜ
こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
こ
の
建
物
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
と
か
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
地
域
の
資
料
を
読

ん
で
い
き
ま
し
た
。
橡
内
吉
胤
が
『
日
本
都

市
風
景
』
で
書
い
た
よ
う
な
こ
と
を
、
私
も

『
県
都
物
語
』
を
通
し
て
書
き
ま
し
た
。

　
各
地
の
図
書
館
に
は
か
な
り
助
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
図
書
館
は
知
識
の
宝
庫
だ
と
思
い

ま
し
た
。
情
報
源
と
し
て
最
大
限
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
使
う
側
が
問
題
意
識
を
持
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
私
は
古
書
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

っ
て
、
そ
れ
で
私
も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
私
が
書
い

た
も
の
が
次
の
世
代
の
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
捨
て
ら
れ
ず
に
こ
う
い
う
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
読
者
に
何
ら

か
の
想
い
が
伝
わ
れ
ば
良
い
人
生
だ
っ
た
と

思
え
る
か
な
と
。
特
に
橡
内
吉
胤
の
本
と
自

分
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

参
加
者
…
都
市
は
美
を
中
心
に
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
猥
雑
さ
も
魅
力

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
都
市
の
猥

雑
さ
に
関
し
て
は
東
京
の
都
市
計
画
を
研
究

さ
れ
、
新
宿
の
歌
舞
伎
町
な
ど
を
作
ら
れ
た

石
川
栄
耀
先
生
な
ど
が
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

歌
舞
伎
町
は
区
画
整
理
で
で
き
て
い
ま
す
が
、

コ
マ
劇
場
（
現
・
新
宿
東
宝
ビ
ル
）
に
ぶ
つ

か
る
よ
う
に
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ッ

ド
で
作
る
の
で
は
な
く
、
突
き
当
た
り
に
広

場
的
空
間
を
配
置
す
る
こ
と
で
猥
雑
で
迷
路

の
よ
う
な
空
間
に
し
ま
し
た
。
実
際
、
そ
う

い
う
形
で
今
も
機
能
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
…
西
村
先
生
が
実
際
に
訪
れ
て
、
使

い
や
す
か
っ
た
公
立
図
書
館
は
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
3
階
の

地
域
コ
ー
ナ
ー
に
は
市
史
や
写
真
集
が
大
変

充
実
し
て
お
り
感
動
的
で
し
た
。
し
か
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚

い
だ
け
で
な
く
、
本
の
管
理
を
は
じ
め
色
々

な
シ
ス
テ
ム
が
飛
び
抜
け
て
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

参
加
者
…
西
村
先
生
の
ご
著
書
『
観
光
ま
ち

づ
く
り
』
で
、「
ま
ち
づ
く
り
が
観
光
へ
向

か
う
と
い
う
動
き
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
が

ま
ち
づ
く
り
へ
ひ
ろ
が
る
と
い
う
動
き
も
同

様
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
う
ご

き
は
観
光
地
づ
く
り
と
し
て
は
ま
だ
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
は
あ
る
。」と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

古
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
と
い

う
の
は
ど
こ
か
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
温
泉
街
の
ト
ー
タ
ル
な
魅

力
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
方
は
あ
ま
り
見

た
こ
と
が
な
い
で
す
。
も
し
か
す
る
と
当
時

は
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
発
想
が
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
別
の
宿
が
ど
れ

だ
け
頑
張
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
地
の
側
か
ら
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
城
崎

温
泉
で
し
ょ
う
か
。
城
崎
温
泉
の
あ
た
り
は
、

北
但
大
震
災
と
い
う
震
災
が
関
東
大
震
災
の

2
年
後
に
起
き
て
い
ま
す
。
地
震
や
火
事
で

豊
岡
の
中
心
部
と
城
崎
温
泉
は
壊
滅
的
被
害

を
受
け
ま
す
。
豊
岡
は
大
き
な
区
画
整
理
を

し
ま
し
た
が
、
城
崎
温
泉
は
そ
れ
を
せ
ず
に

建
物
は
3
階
建
て
で
道
に
面
し
た
と
こ
ろ
に

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
古
い
街
並
も
段
々

と
朽
ち
た
り
壊
さ
れ
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
時
代
と
と
も
に
後
退
っ
て
往

っ
て
、
こ
れ
か
ら
後
い
く
ば
く
も
な
く
し

て
ま
っ
た
く
地
上
か
ら
姿
を
消
す
の
日
あ

る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
日
本
と
い
う
い

わ
ば
大
き
な
博
物
館
の
中
に
保
存
さ
れ
て

い
る
昔
の
ま
ま
の
生
粋
の
港
町
の
形
態
や

そ
の
町
を
霧
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
包
ん
で

い
る
歴
史
や
伝
説
と
い
っ
た
も
の
を
、
単

に
懐
か
し
む
と
い
う
よ
り
も
何
と
か
し
て

記
録
に
止
め
て
お
く
の
必
要
が
な
い
で
あ

ろ
う
か
…
こ
と
に
移
り
変
り
の
劇
し
い
今

日
に
お
い
て
一
層
そ
の
感
を
深
く
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
も
ま
た
前
に
も
言
っ
た

よ
う
に
こ
う
し
た
旧
い
街
に
見
出
す
一
種

の
「
調
和
の
美
」
と
い
っ
た
も
の
が
果
た

し
て
ど
う
し
た
仕
組
か
ら
出
発
し
て
く
る

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
点
検
し
て

み
る
と
い
う
こ
と
も
、
将
来
の
街
を
造
る

の
工
夫
を
す
る
上
に
も
重
要
な
暗
示
を
持

ち
来
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

…
」（
P
1
9
3
|
P
1
9
4
、原
文
マ
マ
）

と
あ
り
ま
す
。「
調
和
の
美
」、
良
い
こ
と
を

言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
人
が
い

た
ん
で
す
よ
ね
。
お
そ
ら
く
関
町
を
発
見
し

た
の
は
彼
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
本
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
我
々
は
こ
の
人
の
気

持
ち
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
私
は
、
こ
う
い
う
書
物
を
通
し
て
と
て
も

元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
な
い

ん
だ
、
昔
か
ら
そ
う
い
う
人
が
い
た
ん
だ
、

そ
の
人
た
ち
の
思
い
を
私
た
ち
は
受
け
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
。
実
は
都
市
美
協
会

は
彼
が
中
心
に
な
っ
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。

1
9
2
0
年
代
に
都
市
美
を
推
進
す
る
大
き

な
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
9
2
6
年
に
都
市
美
協
会
が
で
き
て
、

1
9
3
7
年
に
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
都
市

美
協
議
会
が
で
き
ま
す
。

　
都
市
美
協
会
は
「
都
市
美
」
と
い
う
機
関

誌
を
発
行
し
て
お
り
、都
市
美
協
議
会
は「
現

代
之
都
市
美
」
と
い
う
立
派
な
論
文
集
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
協
議
会
の
開
催
報

告
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
第
2

回
協
議
会
で
は
、
都
市
美
審
議
委
員
会
設
立

に
関
す
る
件
、
街
路
照
明
統
制
に
関
す
る
件
、

広
告
物
法
改
善
に
関
す
る
件
、
喀
痰
の
取
締

に
関
す
る
件
、
全
国
都
市
美
協
議
会
の
継
続

に
関
す
る
件
な
ど
を
決
議
し
て
全
国
の
自
治

体
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
都
市

醜
を
な
く
す
べ
く
、
汚
い
看
板
や
電
線
、
電

柱
を
な
く
し
、
並
木
道
を
つ
く
る
と
い
う
運

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
都
市
美
運
動
に
つ
い

て
は
東
京
大
学
の
中
島
直
人
准
教
授
が
『
都

市
美
運
動
―
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
都
市

計
画
史
』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
歴
史
も
戦
争
を
境
に
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

想
い
を
形
に
し
て
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

「
本
」の
意
義

『
日
本
の
す
ま
い
』
は
、
建
築
計
画
学
の
大

御
所
だ
っ
た
西
山
夘
三
先
生
が
京
都
大
学
を

定
年
退
職
さ
れ
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
仕
事

で
す
。
日
本
の
多
様
な
住
ま
い
を
全
て
ご
自

身
で
調
査
さ
れ
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
面
、
書

物
と
し
て
の
装
丁
も
全
て
手
描
き
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
大
学
生
の
時
に
こ
の
本
を
手
に

と
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
一
人
で

や
る
人
が
い
る
の
か
と
驚
愕
し
ま
し
た
。
学

生
に
は
高
額
な
本
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
買
っ

て
、
今
で
も
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
西
山
先
生
は
日
本
の
住
宅
・
建

築
計
画
を
つ
く
っ
た
方
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
日
本
の
住
ま
い
の
全
容
を
階
級
構
成
ご
と

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
全

て
や
り
切
ら
れ
た
こ
と
に
本
当
に
驚
き
ま
し

た
。
私
は
同
じ
立
場
に
な
っ
て
こ
ん
な
こ
と

は
で
き
な
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

偉
い
先
生
を
目
標
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
、
大
学
は
違
い
ま
し
た
が
、
ず
っ
と

西
山
夘
三
先
生
の
こ
と
を
気
に
し
な
が
ら
仕

事
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
晩
年
に
な
っ
て
我
々
が
や
っ
て
い
る
調
査

の
顧
問
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
い
て
ご
一
緒

し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
本
も
こ
れ
か
ら

を
担
っ
て
い
く
人
た
ち
に
受
け
継
い
で
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
単
に
情
報
が
書
い
て
あ

る
ツ
ー
ル
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
命
を
賭

け
て
作
ら
れ
た
本
で
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。

　
今
の
時
代
は
簡
単
に
情
報
が
発
信
で
き
る

の
で
誰
も
が
書
き
手
に
な
れ
ま
す
が
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
か
つ
印
象
披
露
の
よ
う
な
も
の
が

多
く
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
、
き
ち
ん

と
後
に
残
す
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
や
る
こ

の
課
題
と
こ
れ
か
ら
|
」
に
結
び
付
く
よ
う

な
事
柄
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

西
村
氏
…
先
ほ
ど
紹
介
し
た
城
崎
温
泉
は
良

い
例
か
と
思
い
ま
す
。
豊
岡
市
は
す
ご
く
面

白
い
と
こ
ろ
で
城
崎
温
泉
と
豊
岡
は
全
く
違

う
生
き
方
を
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
復
興
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
豊
岡
の
ま
ち
と
建
物
は
興

味
深
い
で
す
。
豊
岡
の
駅
前
は
放
射
状
に
道

が
出
て
い
ま
す
が
、
国
立
の
駅
前
に
似
て
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
国
立
は
関
東
大
震
災
の

復
興
経
緯
を
見
な
が
ら
冷
静
に
自
分
た
ち
の

地
域
の
復
興
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
そ
の
一
方
で
城
崎
温
泉
や
小
さ
な
城

下
町
で
あ
る
出
石
は
北
但
大
震
災
の
被
害
を

そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
昔
な
が
ら

の
街
並
み
の
中
に
新
し
い
建
築
家
が
入
っ
て

き
て
学
校
や
役
場
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
竹
野
と
い
う
港
町
は
海
水
浴
や
カ
ニ
で

有
名
で
す
け
れ
ど
も
、
川
港
の
雰
囲
気
が
よ

く
残
っ
て
い
ま
す
。
個
性
の
違
う
5
つ
の
地

域
が
合
併
し
て
一
つ
の
ま
ち
に
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
は

戦
前
か
ら
の
動
き
が
現
在
の
個
性
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
加
者
…
1
9
2
6
年
に
柳
宗
悦
ら
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
民
藝
運
動
の
よ
う
に
、
民
衆

の
生
活
に
美
を
見
出
す
考
え
と
共
通
し
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
都
市
美
と

民
藝
運
動
な
ど
の
関
わ
り
は
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

西
村
氏
…
都
市
美
で
民
藝
運
動
の
話
が
話
題

に
出
て
く
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
時
代
と
し
て
は
重
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
大
事
に
す
る
と
い
う
時

代
の
雰
囲
気
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
明
治
30
年
あ
た
り
か
ら
約
10
年
間
で
国
内

の
鉄
道
が
急
速
に
敷
設
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
都
市
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
距
離
感
覚
も
変
わ
り
、
そ
れ

ま
で
は
徒
歩
で
し
か
移
動
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
が
汽
車
を
使
え
ば
か
な
り
の
距
離
を
移

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
都

市
と
都
市
と
の
関
係
性
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
色
々
な
も
の
を
保
存
す
る
運
動
団
体

は
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
き
な
変

革
の
中
で
、
も
う
一
度
郷
土
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
発
想
が
出
て
き
た
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
当
日
は
46
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
昭
和
初

期
に
は
街
並
み
を
は
じ
め
と
し
て
自
然
景
観

ま
で
保
存
・
保
護
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
い

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
現
在
さ
び
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
街
に
こ
そ
、
本
当
は
古

い
も
の
の
良
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。そ
う
い
う
街
を
再
発
見
し
て
い
き
た
い
」

「
お
話
の
内
容
が
新
鮮
で
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
実
体
験
と
お
人
柄
に
基
づ
く
お
話
が

印
象
的
で
し
た
。
改
め
て
「
古
書
」
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
」「
改
め
て
我
が
国
の
観
光

振
興
に
深
い
興
味
と
自
信
を
得
た
」「
西
村

先
生
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、
新
し
い
視
点
、

考
え
方
を
学
べ
た
。
40
周
年
記
念
と
い
う
こ

と
で
「
観
光
は
そ
れ
自
体
が
文
化
で
あ
り
、

そ
の
文
化
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
い
う
旅
の

図
書
館
の
開
設
当
時
の
想
い
も
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
、
開
設
40
周
年
を
迎
え
た
当
館
で
は

古
書
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
今
回
、
西

村
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
な
、
意

外
な
発
見
や
事
実
が
古
書
か
ら
得
ら
れ
る
こ

と
、
先
人
の
視
点
や
想
い
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
ら
れ
る
こ
と
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
で
未
来
に
向
け

て
ど
う
歩
ん
で
い
く
べ
き
か
の
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て

西
村
先
生
の
お
話
か
ら
も
、
地
域
の
、
そ
し

て
日
本
の
観
光
の
未
来
を
考
え
て
い
く
上
で

の
古
書
と
の
付
き
合
い
方
、
読
み
解
き
方
に

つ
い
て
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、
歴
史
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
け
継
ぐ
場
所
で
あ
る
図
書
館
と
し
て
の
役

割
も
再
認
識
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
当
館

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

建
て
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
一
般

的
な
温
泉
地
の
よ
う
に
一
戸
一
戸
を
広
く
し

て
、
周
り
に
自
然
が
あ
る
よ
う
な
形
に
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
城
崎
温
泉
は
関
西

で
一
番
元
気
の
あ
る
温
泉
地
で
す
け
れ
ど
も
、

北
但
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
そ
う
い
っ
た
ル

ー
ル
で
復
興
し
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
城
崎
温
泉
で
そ

れ
が
な
ぜ
で
き
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
温

泉
の
湧
出
量
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
湧
出
量

が
少
な
い
と
内
湯
を
大
き
く
で
き
な
い
の
で

旅
館
も
大
き
く
で
き
ま
せ
ん
。
外
湯
を
作
っ

て
、
そ
こ
に
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
仕
組
み

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
制
約
条
件
が
あ

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
例
だ
と
思
い
ま
す
。

条
件
が
良
い
と
こ
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に

や
れ
ば
い
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
、

あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

逆
に
色
々
な
不
満
が
あ
る
の
は
色
々
な
人
が

ま
と
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
と
説
得
す
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
…
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
名
所

旧
跡
の
発
想
の
起
源
は
歌
枕
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
古
典
和
歌
に
繰
り

返
し
詠
ま
れ
た
歌
枕
は
日
本
人
の
神
話
時
代

の
記
憶
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
安
時
代
に
詠
ま
れ
た
古
今
和
歌
集

の
序
に
紀
貫
之
が
枕
詞
と
い
う
表
現
で
歌
枕

の
概
念
を
示
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
和
歌
の
文
化
が
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
景
観
を
保
存
す
る
概
念
に
先
駆
け
て
生

ま
れ
た
ル
ー
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
「
奥
の
細
道
」
は
西
行
の

歌
枕
を
訪
ね
る
旅
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
詠
わ

れ
た
歌
と
場
所
が
一
緒
に
な
っ
て
物
語
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
物
語
を
確
認
す
る
旅
だ
っ

た
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
実
は
日
本
人
が
こ
う
い
う
こ
と
に
も

の
す
ご
く
セ
ン
ス
が
あ
る
な
と
感
じ
る
こ
と

が
時
々
あ
り
ま
す
。
2
0
1
5
年
に
「
舞
鶴

へ
の
生
還
1
9
4
5
|
1
9
5
6
シ
ベ
リ
ア

抑
留
等
日
本
人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の
記

録
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
帰
っ
て
く
る
時
に
手
書
き
の
書
類
等
は
持

っ
て
帰
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
が

結
構
あ
り
、
そ
の
多
く
が
和
歌
だ
と
い
い
ま

す
。
書
く
も
の
が
な
い
の
で
白
樺
の
樹
皮
に

削
る
よ
う
に
し
て
書
い
て
、
体
の
ど
こ
か
に

隠
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
苦

し
い
強
制
労
働
の
中
で
、
和
歌
を
詠
ん
で
い

く
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
知
っ

た
と
き
に
私
は
文
学
の
力
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
…
私
も
学
生
時
代
に
西
山
夘
三
先
生

の
『
日
本
の
す
ま
い
』
を
読
ん
で
感
動
し
、

民
家
の
住
ま
い
方
に
関
す
る
調
査
を
し
て
い

ま
し
た
。
西
山
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
し
た
ら
も
う
少
し
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い

で
す
。

西
村
氏
…
西
山
先
生
は
す
ご
く
細
か
い
方
で
、

麻
の
布
で
で
き
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
細
か
く
記

録
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
年
代
ご

と
に
日
付
が
書
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
が
全
部

残
っ
て
お
り
、「
西
山
文
庫
」
と
い
う
形
で

門
下
生
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。『
日

本
の
す
ま
い
』
の
よ
う
に
全
て
自
分
で
や
っ

て
し
ま
わ
れ
る
の
で
、
教
育
の
た
め
に
も
若

い
人
に
任
せ
れ
ば
良
い
の
に
と
思
い
ま
す
が
、

先
生
の
元
で
は
大
変
優
秀
な
方
が
育
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
教
育
と
い
う
の
は

難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
厳
し

い
先
生
だ
っ
た
の
で
私
も
い
つ
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
生
は
補
聴
器
を
付
け
て
ま

で
私
の
話
を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
下

さ
っ
て
、
恐
縮
至
極
で
し
た
。

参
加
者
…
世
界
に
先
駆
け
て
保
存
運
動
を
お

こ
な
い
、
風
景
協
会
ま
で
つ
く
っ
た
日
本
人

が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
美
し
さ
か
ら
ほ
ど
遠
い

都
市
田
園
景
観
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
ど
こ
で
思
想
が
断
絶
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
お
そ
ら
く
戦
後
復
興
の
中
で
全
て

が
途
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
争
が
な
け
れ

ば
当
時
の
思
想
が
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
境
に
当
時
の

思
想
を
一
か
ら
構
築
し
直
し
、
常
識
と
し
て

結
実
化
す
る
ま
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
そ
う
い
う
時
代
に

な
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
戦
争
と
い
う

の
は
本
当
に
心
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

参
加
者
…
今
日
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
古
書

か
ら
学
ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光

け
っ
ぱ
な
し
に
徘
徊
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

か
っ
た
。

　
ま
た
、
都
市
の
風
格
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
そ
こ
に
じ
っ
く
り
御
輿
を

す
え
て
か
か
る
に
限
る
ん
だ
が
、
不
幸
、

時
間
と
経
済
的
余
裕
に
乏
し
い
自
分
は
、

あ
る
都
市
の
如
き
は
小
半
日
で
観
察
を
き

り
あ
げ
、
す
ぐ
次
の
都
市
へ
移
っ
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
が
、
こ
う
し

た
慌
た
だ
し
い
旅
の
裡
の
印
象
で
も
、
そ

れ
だ
け
で
心
に
銘
記
す
る
も
の
か
ら
、
割

合
に
比
較
対
照
の
ハ
ッ
キ
リ
し
た
形
に
も

り
あ
が
っ
て
き
て
別
段
自
慢
す
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
目
隠
し
を
し
た

自
分
を
京
都
の
町
に
運
ん
で
き
て
ヒ
ョ
ッ

ク
ラ
覗
か
せ
て
み
て
も
、
そ
の
町
を
東
京

や
大
阪
の
町
と
見
あ
や
ま
る
よ
う
な
こ
と

は
せ
ん
つ
も
り
だ
。」（
P
3
|
P
4
、
原

文
マ
マ
）

ま
た
、

（
※
引
用
）

「
私
は
、
神
戸
か
ら
奈
良
、
奈
良
か
ら
北

陸
に
這
入
っ
て
金
沢
－
富
山
と
、
そ
の

街
々
を
歩
い
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
都

市
の
街
は
、
も
う
あ
の
大
都
市
特
有
の
人

間
生
活
の
燃
焼
と
群
衆
の
醸
す
毒
気
と
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
こ
で
は
、
私
ど
も
の

感
覚
を
さ
い
な
み
、
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
よ

う
な
も
の
は
何
物
も
な
く
、
た
と
え
ば
、

奈
良
名
勝
、
猿
沢
の
池
や
金
沢
の
ピ
カ
一

兼
六
公
園
を
漫
歩
し
て
い
る
中
学
生
の
心

持
と
相
通
ず
る
体
の
一
種
の
気
安
さ
を
感

ず
る
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
吾
等
の
ユ

ー
ト
ピ
ヤ
は
先
に
静
岡
の
街
を
歩
い
て
感

じ
た
よ
う
に
、
奈
良
や
金
沢
や
富
山
ぐ
ら

い
の
大
い
さ
の
都
市
に
限
る
ん
だ
な
…
と

今
さ
ら
に
そ
の
感
を
新
た
に
し
て
、
私
は

街
か
ら
街
へ
と
流
れ
歩
い
た
。」（
P
92

|
P
93
、
原
文
マ
マ
）

と
、
中
都
市
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
田
舎
町
の
良
さ
と
い
う
こ
と
で
、

（
※
引
用
）

「
同
じ
町
で
も
都
市
の
部
類
に
入
ら
ん
地

方
の
小
さ
な
埋
も
れ
て
る
よ
う
な
ま
ち
の

姿
を
見
て
歩
く
こ
と
も
愉
快
な
も
の
だ
。

そ
う
し
た
町
に
は
豪
華
な
都
市
と
は
コ
ロ

ッ
と
違
っ
た
趣
が
現
わ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
福
井
県
の
三
国
と
い
っ
た
昔
栄
え

た
港
町
か
ら
東
海
道
中
の
関
町
な
ん
て
い

う
鈴
鹿
峠
の
下
の
町
…
あ
る
い
は
信
州
路

の
追
分
な
ん
て
い
う
高
原
の
町
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
変
っ
た
姿
を
も
っ
て
い
る
。

つ
い
こ
の
間
、
白
石
噺
で
有
名
な
宮
城
県

の
白
石
町
を
歩
い
て
み
た
ん
で
す
が
、
街

に
た
っ
て
る
古
風
な
土
蔵
造
り
や
妻
入
り

町
家
に
し
て
か
ら
が
、
い
か
に
も
片
倉
小

十
郎
の
お
城
下
町
だ
っ
た
昔
の
面
影
を
失

せ
ず
に
も
っ
て
い
る
。」（
P
1
2
1
、
原

文
マ
マ
）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
小
さ
な
ま
ち
も
見
て
い

ま
す
。
三
国
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、

（
※
引
用
）

「
三
国
は
九
頭
竜
河
口
に
沿
う
た
一
筋
街

に
毛
が
生
え
た
（
戸
数
一
千
八
百
五
十
五

戸
、
人
口
八
千
七
百
三
十
八
人
）
ぐ
ら
い

の
…
地
形
的
に
は
さ
し
て
特
徴
の
な
い
町

で
あ
る
が
、
そ
の
町
家
の
形
態
に
は
い
ろ

い
ろ
な
特
徴
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

昔
は
こ
こ
は
や
は
り
同
じ
福
井
藩
の
中
に

あ
り
な
が
ら
、
今
の
福
井
市
あ
た
り
に
残

っ
て
い
る
町
家
と
較
べ
て
見
る
と
、
あ
の

深
い
両
の
袖
壁
な
ん
ど
の
具
合
を
除
い
て

は
、
著
し
い
相
違
で
、
総
じ
て
木
造
で
あ

る
が
、
た
と
え
ば
、
分
厚
い
板
を
縦
二
重

に
布
き
並
べ
た
下
屋
根
…
そ
の
目
板
を
抑

え
て
い
る
土
地
の
人
が〝
サ
ン
〞と
い
っ
て

る
横
木
…
・
小
屋
根
と
称
す
る
廂
や
大
屋

根
の
鬼
瓦
の
恰
好
な
ん
て
も
の
は
紛
う
べ

か
ら
ざ
る
特
徴
を
な
し
て
い
る
し
、」

（
P
1
8
5
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
面
白
い
の
は

（
※
引
用
）

「
天
保
前
後
に
出
さ
れ
た
『
国
々
湊
く
ら

べ
』
と
い
っ
た
湊
番
付
で
見
て
も
、
こ
の

三
国
は
前
頭
の
筆
頭
を
し
め
、
色
街
と
し

て
も
日
本
五
廓
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
た

だ
け
あ
っ
て
、
遊
女
の
逸
物
も
い
て
、
揚

代
な
ど
も
格
別
安
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な

わ
ち
、
大
関
格
の
長
崎
の
当
時
の
遊
女
の

値
段
が
四
百
か
ら
一
分
、
堺
が
六
匁
一
分
、

関
脇
の
博
多
が
二
朱
一
分
、
鳥
羽
が
十
二

匁
、
小
結
の
名
古
屋
が
二
朱
、
前
頭
の
三

国
が
四
百
か
ら
一
分
で
長
崎
と
同
値
、」

（
P
1
8
7
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

最
後
の
ま
と
め
に

（
※
引
用
）

「
余
談
は
と
も
か
く
、
私
ど
も
が
、
こ
の

三
国
の
よ
う
な
旧
い
港
町
に
も
つ
興
味
の

一
つ
は
、
そ
の
町
の
特
色
を
摑
む
と
い
う

事
の
外
に
我
国
の
町
と
い
う
町
が
挙
っ
て

新
し
い
も
の
新
し
い
も
の
へ
と
造
り
改
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
中
に
、
こ
の
港
町
の
よ
う

な
旧
態
依
然
た
る
も
の
の
姿
を
見
出
す
こ

と
は
確
か
に
一
つ
の
驚
異
に
値
い
す
る
事

実
で
あ
る
こ
と
、
が
、
や
が
て
こ
う
し
た

姿
も
三
国
小
女
郎
な
ん
か
の
話
が
わ
ず
か

に
余
命
少
な
い
古
老
の
口
ず
か
ら
伝
え
ら

れ
る
の
み
で
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
段
々

お
ぼ
ろ
げ
な
も
の
に
な
る
と
同
じ
よ
う
に
、

は
文
化
財
、
つ
ま
り
自
然
文
化
財
と
い
う
発

想
が
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の

が
天
然
記
念
物
で
す
。
現
在
で
は
、
天
然
記

念
物
と
い
う
と
貴
重
な
動
植
物
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
郷
土
を
代
表
す
る
自

然
を
保
護
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
彼
は
帰
国
後
、
保
存
運
動
を
し
ま
す
が
、

バ
ラ
バ
ラ
で
運
動
を
し
て
も
法
律
論
に
な
ら

な
い
た
め
、み
ん
な
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
の

発
足
と
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の

制
定
に
つ
な
が
る
訳
で
す
。
自
然
が
文
化
財

と
し
て
守
ら
れ
る
と
い
う
制
度
は
世
界
で
も

珍
し
く
、
な
お
か
つ
景
観
地
が
公
園
で
は
な

く
文
化
財
と
し
て
守
ら
れ
る
の
は
恐
ら
く
世

界
で
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
後
に
文
化
的
景
観
と
い
う
名

前
に
な
り
ま
す
。C

ultural Landscape

と
し
て
1
9
9
0
年
代
に
世
界
中
に
広
ま
り
、

世
界
遺
産
の
概
念
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
が

1
9
9
2
年
か
ら
で
す
。
欧
米
に
と
っ
て
は

非
常
に
新
し
い
概
念
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
本
を
書
い
て
い
る
人
た
ち
は
1
9
1
4
年

の
段
階
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
世
界
で
も
そ
こ
ま
で
先
行
し
て
風
景
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
国
は
な
い
は
ず
な
の
で
、

大
変
進
ん
で
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ

な
ど
欧
米
の
動
き
と
日
本
な
ら
で
は
の
文
化

が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
出
て
き
た
発
想
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
の
雑
誌

か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
私
の
手
元
に
は
昭
和
9
年
9
月

号
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
あ
る
雑
報
と

い
う
項
目
に
風
景
協
会
の
創
立
に
つ
い
て
書

い
て
あ
り
ま
す
。
設
立
趣
意
書
に
は

（
※
引
用
）

「
我
が
國
は
夙
こ
世
界
の
風
景
國
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
秀
麗
な
る
國
土
の
自
然
は
、

建
国
以
来
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
相
俟
っ
て
、

我
國
文
化
に
特
異
な
る
色
彩
を
賦
輿
し
て

居
る
の
は
頗
る
顕
著
な
る
事
實
で
あ
る
。

國
民
の
思
想
、
文
化
芸
術
等
、
悉
く
そ
の

美
は
し
い
風
景
に
よ
り
影
響
せ
ら
れ
ざ
る

は
な
く
、
而
し
て
又
國
民
ほ
ど
風
景
を
愛

す
る
念
の
深
き
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
現
代
人
は
動
も
す
れ
ば
器
械
的

文
明
に
酔
ひ
、
忽
忙
を
極
む
る
物
質
的
生

活
に
溺
れ
、
我
が
天
恵
の
厚
き
に
馴
れ
、

眞
に
風
景
を
享
受
す
る
心
の
余
裕
を
失
は

う
と
し
て
ゐ
る
。」（
P
68
、
原
文
マ
マ
）

と
あ
り
、
現
代
で
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
考
え
方
は
戦
後
の
権
利
意
識
と
西
洋

化
に
よ
り
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

こ
れ
を
読
む
と
わ
か
り
ま
す
。

消
え
行
く
我
が
国
の

風
景
へ
の
危
機
感

　
盛
岡
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
新
聞
記

者
で
も
あ
っ
た
橡
内
吉
胤
は
、
色
々
な
ま
ち

を
訪
ね
歩
い
て
い
く
つ
か
本
を
執
筆
し
て
い

ま
す
。『
日
本
都
市
風
景
』
の
緒
言
で
は
こ

の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

（
※
引
用
）

「
私
は
こ
れ
ま
で
都
市
風
景
…
な
い
し
都

市
の
個
性
…
一
概
に
都
市
の
風
景
…
都
市

の
個
性
と
い
っ
て
も
、
勿
論
そ
の
構
成
要

素
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
、
そ
の
都
市
は
山
の
中
の
都
市
で
あ
る

と
か
…
海
辺
の
都
市
で
あ
る
と
か
…
あ
る

い
は
い
く
筋
か
の
河
川
に
よ
っ
て
貫
流
さ

れ
て
お
る
…
と
い
っ
た
地
形
上
の
特
徴
や

土
壌
の
肌
あ
い
や
植
物
の
種
類
、
あ
る
い

は
、
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
と
か

穏
や
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
、
雪
や
雨

の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
い
う
気
象
上

の
特
色
、
そ
の
他
人
情
風
俗
や
方
言
、
民

家
の
建
築
的
特
徴
や
そ
の
「
名
勝
絵
は
が

き
」
に
出
て
来
る
名
所
旧
蹟
、
輩
出
人
物

や
名
産
名
物
、
伝
説
、
あ
る
い
は
ま
た
、

政
治
の
都
市
で
あ
る
と
か
、
商
工
業
の
都

市
で
あ
る
と
か
と
い
っ
た
社
会
的
経
済
的

条
件
に
よ
る
特
質
、
そ
れ
か
ら
そ
の
都
市

を
つ
つ
ん
で
い
る
歴
史
的
背
景
と
い
っ
た

雑
多
な
要
素
の
複
合
が
お
の
ず
か
ら
そ
の

都
市
の
風
景
を
形
づ
く
る
に
い
た
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
当
然
帰
結
さ
れ
る
ん
だ
が
、

ま
あ
、
そ
う
し
た
風
景
な
い
し
個
性
を
組

み
た
て
て
い
る
上
の
取
材
を
観
察
し
て
み

る
た
め
に
、
永
年
の
間
、
あ
ち
こ
ち
の
町

を
彷
徨
し
て
き
た
。
け
だ
し
、
旅
の
興
味

は
物
事
に
拘
泥
せ
ず
に
、
た
と
え
ば
一
個

の
巡
礼
者
の
よ
う
な
気
持
で
諸
々
の
印
象

を
素
直
に
受
け
い
れ
る
に
あ
る
ん
だ
が
、

私
は
、
い
さ
さ
か
研
究
的
・
・
・
研
究
的

と
い
っ
て
も
、
頭
か
ら
観
測
科
学
（
オ
ブ

ザ
ー
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
な

ん
か
の
命
ず
る
種
々
な
方
法
に
漂
う
て
い

た
ん
で
は
肝
心
の
躍
動
し
つ
つ
あ
る
風
景

の
ひ
ら
め
き
を
逸
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
る
の
で
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
そ
の
他
の
道
具
を
か
な

ぐ
り
す
て
、
ま
ず
も
っ
て
「
印
象
」
に
開

　
私
は
理
科
系
で
す
が
、
都
市
計
画
と
い
う

学
問
は
元
々
制
度
が
あ
り
、
都
市
に
は
人
が

い
て
、
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
色
々
な
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
基

本
的
に
は
非
常
に
文
化
的
な
学
問
で
す
。
従

っ
て
、
私
も
学
者
と
し
て
、
教
育
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
き
ち
ん
と
し
た
本
と
し
て
残
し

た
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
論
文
を
書
く
こ

と
も
良
い
で
す
が
、
長
く
書
か
な
け
れ
ば
背

景
ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
最
近
は
、
色
々
な
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
て
い
ま
す
が
、
速
報
性
は
あ
っ
て
も
大

き
な
話
を
語
る
に
は
難
し
い
訳
で
す
。

　
高
度
成
長
期
の
都
市
計
画
は
、
再
開
発
を

す
る
、
道
路
を
つ
く
る
、
環
境
を
よ
く
す
る
、

都
市
問
題
を
改
変
す
る
こ
と
が
主
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
し
た
。
壊
し
て
全
く
新
し
い
も
の
を

つ
く
る
の
が
主
流
で
あ
り
、
今
あ
る
も
の
を

大
事
に
す
る
と
い
う
の
は
都
市
計
画
の
範
囲

で
は
な
く
、
文
化
財
の
専
門
家
に
任
せ
れ
ば

良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
は
守
る
べ
き
も
の
は
き
ち
ん
と
守
っ
て
、

そ
れ
を
活
か
す
よ
う
な
都
市
を
つ
く
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
時
代
が
変

わ
っ
て
き
た
の
で
こ
う
し
て
生
き
延
び
て
は

い
ま
す
が
、
当
時
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
実
践

し
て
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ー
マ

を
変
え
た
方
が
い
い
と
か
、
そ
ん
な
考
え
方

は
主
観
的
だ
と
か
、
歴
史
の
プ
ロ
に
任
せ
れ

ば
い
い
と
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
あ
る
時
、
文
化
的
な
も
の
や
歴
史
的
な
も

の
や
景
観
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
つ
、
誰
が
言
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
。
過
去
に
色
々
な
こ
と
を
や
っ
た

人
の
努
力
や
発
想
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
今

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を

き
ち
ん
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
位
置

が
わ
か
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か

っ
て
進
む
べ
き
か
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

文
化
的
景
観
の

ル
ー
ツ
・
日
本

　
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
保
存
協
会
の
機
関
誌
で
あ
る
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」
で
す
。
こ
の
協
会
は
、

文
化
財
保
護
法
（
1
9
5
0
年
）
の
前
身
に

当
た
る
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

（
1
9
1
9
年
）
が
で
き
る
前
か
ら
活
動
し

て
お
り
、
本
書
に
は
各
地
の
保
存
運
動
が
細

か
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
草
の

根
的
な
日
々
の
活
動
は
な
か
な
か
形
に
残
ら

な
い
た
め
、
本
当
に
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
は
文

化
財
保
護
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
手
を
加
え
て
い
な
い
巨
石
や
動
物
も
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
い
わ
ば
文
化
財
に
当
た

り
ま
す
。
名
勝
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、

史
跡
と
名
勝
と
天
然
記
念
物
は
全
く
別
の
も

の
で
す
。
名
勝
の
元
々
の
発
想
は
庭
で
、
日

本
庭
園
を
守
ろ
う
と
い
う
の
が
出
発
点
で
す
。

し
か
し
、
保
存
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く

中
で
、
作
ら
れ
た
庭
だ
け
で
な
く
自
然
の
景

色
も
含
め
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
難
し
い
の
は
文
化
財
と

し
て
の
線
引
き
を
ど
こ
で
す
る
か
で
す
が
、

当
時
の
人
は
、
詩
歌
に
詠
わ
れ
た
り
、
浮
世

絵
な
ど
に
描
か
れ
た
景
色
を
、
対
象
化
さ
れ

た
文
化
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ま
し
た
。
そ

れ
が
景
勝
地
で
す
。

　
史
跡
と
い
う
の
は
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
、

土
地
の
記
憶
で
す
。
建
物
が
な
く
て
も
こ
こ

で
何
か
が
起
き
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
そ

の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
と
変
わ
っ
て
い
て
も
文
化

財
で
あ
る
と
捉
え
ま
し
た
。
史
跡
と
名
勝
と

天
然
記
念
物
は
全
く
違
う
も
の
で
す
が
、
そ

れ
を
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
保
存
す
る

協
会
を
つ
く
っ
て
有
志
の
方
々
が
保
存
運
動

を
始
め
る
訳
で
す
。

　
天
然
記
念
物
を
文
化
財
の
範
疇
に
含
め
る

こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
桜
の
研
究
者
と

し
て
有
名
な
三
好
学
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

彼
は
4
年
間
ド
イ
ツ
で
桜
の
研
究
を
し
た
後

に
日
本
に
戻
り
、
東
京
帝
国
大
学
の
植
物
学

の
先
生
に
な
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
に
い
た
時

に
、
田
舎
の
風
景
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う

郷
土
保
存
運
動
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

田
舎
の
風
景
と
い
う
の
は
植
物
が
メ
イ
ン
で

す
。
ド
イ
ツ
語
でN

aturdenkm
al

と
言
い

ま
す
け
れ
ど
も
、Natur

は
自
然
、denkm

al

　
旅
の
図
書
館
は
2
0
1
8
年
10
月
11
日

（
木
）
で
開
設
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
15

回
目
と
な
る
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
は
、
旅

の
図
書
館
開
設
40
周
年
記
念
号
「
観
光
文
化

2
3
9
号
：
特
集
　
古
書
か
ら
学
ぶ
」（
10
／

11
発
行
）
と
の
連
動
企
画
と
し
て
10
月
16
日

（
火
）
に
開
催
。
テ
ー
マ
を
「
古
書
か
ら
学

ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光
の
課
題

と
こ
れ
か
ら
|
」
と
し
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
に
当
財
団
の
評
議
員
・
専
門
委
員
で
あ
り
、

同
誌
の
巻
頭
言
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
西

村
幸
夫
氏
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
西
村
先
生
は
ご
著
書
で
も
「
観
光
客
が
伸

び
て
い
る
ま
ち
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い

ず
れ
の
ま
ち
に
も
歴
史
が
あ
り
、
ま
ち
と
し

て
の
厚
み
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
住
み
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
村
先
生
ご
自
身

が
古
書
か
ら
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
学
ば
れ
て

き
た
の
か
、
さ
ら
に
は
古
書
を
ひ
も
と
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
も
の
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
西
村
先
生
が
影
響
を
受
け
ら

れ
た
古
書
と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

歴
史
を
ふ
り
か
え
る

と
い
う
こ
と

　
学
問
は
2
種
類
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。
一
つ
の
真
理
を
追
究
す
る
タ
イ
プ
の

学
問
、
い
わ
ゆ
る
理
科
系
の
学
問
は
そ
こ
に

当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
事
も
最
初

に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
か
つ
海
外
で

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
英
語

の
論
文
で
発
表
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
は
文
化
・
文
脈
に
よ
っ
て
真
理

は
違
う
と
い
う
学
問
で
、
文
化
系
の
大
半
は

そ
れ
に
当
た
る
と
思
い
ま
す
。
文
化
系
で
は

論
文
を
書
く
の
も
大
事
で
す
が
、
む
し
ろ
思

想
を
語
る
こ
と
が
大
事
で
、
文
化
系
の
先
生

方
の
一
番
大
き
な
仕
事
は
主
著
を
書
く
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1
9
5
2
年
福
岡
市
生
ま
れ
。 

東
京
大
学
都
市
工
学
科
卒
、同
大
学
院
修
了
。 工
学
博
士
。 

専
門
は
都
市
計
画
、都
市
保

全
計
画
、都
市
景
観
計
画
な
ど
。 

明
治
大
学
助
手
、東
京
大
学
助
教
授
を
経
て
、東
京
大
学
大
学
院
教
授
、2
0
1
8
年

よ
り
現
職
。 

和
歌
山
県
景
観
審
議
会
会
長
、千
代
田
区
景
観
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
会
長
、フ
ラ
ン
ス
国
立
社
会
科
学
高
等

研
究
院
客
員
教
授
、世
界
遺
跡
記
念
物
会
議（
I
C
O
M
O
S
）副
会
長
、中
華
民
国
文
化
省
名
誉
顧
問
、先
端
科
学
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
な
ど
を
歴
任
。 

著
書
に『
西
村
幸
夫 

風
景
論
ノ
ー
ト
』（
鹿
島
出
版
会・2
0
0
8
年
）、『
都
市
保

全
計
画
』（
東
大
出
版
会・2
0
0
4
年
）、『
西
村
幸
夫 

文
化・観
光
論
ノ
ー
ト 

歴
史
ま
ち
づ
く
り・景
観
整
備
』（
鹿
島
出

版
会・2
0
1
8
年
）、『
西
村
幸
夫 

講
演・対
談
集 

ま
ち
を
想
う
』（
鹿
島
出
版
会・2
0
1
8
年
）な
ど
多
数
。 （
公
財
）

日
本
交
通
公
社
評
議
員・専
門
委
員
。

…
特
別
講
演
（
第
15
回
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
）

古
書
か
ら
学
ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト

日
本
の
観
光
の
課
題
と
こ
れ
か
ら

第

1
部

西
村
先
生
の
お
話

開設        周年40
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と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当

時
は
活
版
印
刷
な
の
で
１
冊
の
本
を
作
る
に

は
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
の
で
、
出
版
す

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
の

意
味
で
言
う
と
、
１
冊
の
本
を
後
世
に
残
す

と
い
う
の
は
大
変
な
仕
事
で
す
。
こ
の
時
代

で
も
そ
う
な
の
で
、
戦
前
に
も
な
る
と
な
お

さ
ら
で
す
。
今
、
我
々
が
簡
単
に
ネ
ッ
ト
上

で
垂
れ
流
す
よ
う
な
情
報
と
は
レ
ベ
ル
が
違

う
。
人
間
の
肉
体
は
い
つ
か
滅
び
ま
す
が
、

想
い
が
形
に
な
っ
て
い
れ
ば
次
の
世
代
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
私
は
本
を
大
事

に
し
た
い
で
す
し
、
過
去
に
書
い
た
人
の
想

い
を
な
ん
と
か
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
継
ぐ

場
所
と
し
て
の
図
書
館

　
最
近
、『
県
都
物
語 

47
都
心
空
間
の
近
代

を
あ
る
く
』
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
。
地

域
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
公
立
図
書

館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
行
く
と
大
半
の

も
の
は
あ
る
の
で
、
こ
こ
10
年
く
ら
い
各
地

の
図
書
館
を
訪
ね
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
市
史

は
必
ず
読
み
ま
す
が
、
政
治
史
は
書
か
れ
て

い
て
も
生
活
史
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
昔
の
写
真
集
を

コ
ピ
ー
し
て
そ
れ
を
持
っ
て
ま
ち
を
歩
き
、

自
分
で
写
真
を
撮
る
。
そ
し
て
再
度
市
史
を

読
み
直
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
ど
う
考
え
た
ら

よ
い
か
を
1
ヶ
月
か
ら
2
ヶ
月
く
ら
い
考
え

続
け
る
と
い
う
生
活
を
10
年
間
し
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ま
る
で
恋
人
を
想
う
よ

う
に
そ
の
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
色
々
な
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
す
。

都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
る
の
で

色
々
な
も
の
の
見
方
が
で
き
ま
す
。
こ
の
道

は
な
ぜ
こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
こ
の
建
物
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
と
か
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
地
域
の
資
料
を
読

ん
で
い
き
ま
し
た
。
橡
内
吉
胤
が
『
日
本
都

市
風
景
』
で
書
い
た
よ
う
な
こ
と
を
、
私
も

『
県
都
物
語
』
を
通
し
て
書
き
ま
し
た
。

　
各
地
の
図
書
館
に
は
か
な
り
助
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
図
書
館
は
知
識
の
宝
庫
だ
と
思
い

ま
し
た
。
情
報
源
と
し
て
最
大
限
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
使
う
側
が
問
題
意
識
を
持
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
私
は
古
書
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

っ
て
、
そ
れ
で
私
も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
私
が
書
い

た
も
の
が
次
の
世
代
の
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
捨
て
ら
れ
ず
に
こ
う
い
う
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
読
者
に
何
ら

か
の
想
い
が
伝
わ
れ
ば
良
い
人
生
だ
っ
た
と

思
え
る
か
な
と
。
特
に
橡
内
吉
胤
の
本
と
自

分
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

参
加
者
…
都
市
は
美
を
中
心
に
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
猥
雑
さ
も
魅
力

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
都
市
の
猥

雑
さ
に
関
し
て
は
東
京
の
都
市
計
画
を
研
究

さ
れ
、
新
宿
の
歌
舞
伎
町
な
ど
を
作
ら
れ
た

石
川
栄
耀
先
生
な
ど
が
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

歌
舞
伎
町
は
区
画
整
理
で
で
き
て
い
ま
す
が
、

コ
マ
劇
場
（
現
・
新
宿
東
宝
ビ
ル
）
に
ぶ
つ

か
る
よ
う
に
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ッ

ド
で
作
る
の
で
は
な
く
、
突
き
当
た
り
に
広

場
的
空
間
を
配
置
す
る
こ
と
で
猥
雑
で
迷
路

の
よ
う
な
空
間
に
し
ま
し
た
。
実
際
、
そ
う

い
う
形
で
今
も
機
能
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
…
西
村
先
生
が
実
際
に
訪
れ
て
、
使

い
や
す
か
っ
た
公
立
図
書
館
は
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
3
階
の

地
域
コ
ー
ナ
ー
に
は
市
史
や
写
真
集
が
大
変

充
実
し
て
お
り
感
動
的
で
し
た
。
し
か
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚

い
だ
け
で
な
く
、
本
の
管
理
を
は
じ
め
色
々

な
シ
ス
テ
ム
が
飛
び
抜
け
て
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

参
加
者
…
西
村
先
生
の
ご
著
書
『
観
光
ま
ち

づ
く
り
』
で
、「
ま
ち
づ
く
り
が
観
光
へ
向

か
う
と
い
う
動
き
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
が

ま
ち
づ
く
り
へ
ひ
ろ
が
る
と
い
う
動
き
も
同

様
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
う
ご

き
は
観
光
地
づ
く
り
と
し
て
は
ま
だ
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
は
あ
る
。」と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

古
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
と
い

う
の
は
ど
こ
か
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
温
泉
街
の
ト
ー
タ
ル
な
魅

力
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
方
は
あ
ま
り
見

た
こ
と
が
な
い
で
す
。
も
し
か
す
る
と
当
時

は
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
発
想
が
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
別
の
宿
が
ど
れ

だ
け
頑
張
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
地
の
側
か
ら
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
城
崎

温
泉
で
し
ょ
う
か
。
城
崎
温
泉
の
あ
た
り
は
、

北
但
大
震
災
と
い
う
震
災
が
関
東
大
震
災
の

2
年
後
に
起
き
て
い
ま
す
。
地
震
や
火
事
で

豊
岡
の
中
心
部
と
城
崎
温
泉
は
壊
滅
的
被
害

を
受
け
ま
す
。
豊
岡
は
大
き
な
区
画
整
理
を

し
ま
し
た
が
、
城
崎
温
泉
は
そ
れ
を
せ
ず
に

建
物
は
3
階
建
て
で
道
に
面
し
た
と
こ
ろ
に

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
古
い
街
並
も
段
々

と
朽
ち
た
り
壊
さ
れ
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
時
代
と
と
も
に
後
退
っ
て
往

っ
て
、
こ
れ
か
ら
後
い
く
ば
く
も
な
く
し

て
ま
っ
た
く
地
上
か
ら
姿
を
消
す
の
日
あ

る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
日
本
と
い
う
い

わ
ば
大
き
な
博
物
館
の
中
に
保
存
さ
れ
て

い
る
昔
の
ま
ま
の
生
粋
の
港
町
の
形
態
や

そ
の
町
を
霧
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
包
ん
で

い
る
歴
史
や
伝
説
と
い
っ
た
も
の
を
、
単

に
懐
か
し
む
と
い
う
よ
り
も
何
と
か
し
て

記
録
に
止
め
て
お
く
の
必
要
が
な
い
で
あ

ろ
う
か
…
こ
と
に
移
り
変
り
の
劇
し
い
今

日
に
お
い
て
一
層
そ
の
感
を
深
く
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
も
ま
た
前
に
も
言
っ
た

よ
う
に
こ
う
し
た
旧
い
街
に
見
出
す
一
種

の
「
調
和
の
美
」
と
い
っ
た
も
の
が
果
た

し
て
ど
う
し
た
仕
組
か
ら
出
発
し
て
く
る

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
点
検
し
て

み
る
と
い
う
こ
と
も
、
将
来
の
街
を
造
る

の
工
夫
を
す
る
上
に
も
重
要
な
暗
示
を
持

ち
来
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

…
」（
P
1
9
3
|
P
1
9
4
、原
文
マ
マ
）

と
あ
り
ま
す
。「
調
和
の
美
」、
良
い
こ
と
を

言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
人
が
い

た
ん
で
す
よ
ね
。
お
そ
ら
く
関
町
を
発
見
し

た
の
は
彼
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
本
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
我
々
は
こ
の
人
の
気

持
ち
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
私
は
、
こ
う
い
う
書
物
を
通
し
て
と
て
も

元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
な
い

ん
だ
、
昔
か
ら
そ
う
い
う
人
が
い
た
ん
だ
、

そ
の
人
た
ち
の
思
い
を
私
た
ち
は
受
け
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
。
実
は
都
市
美
協
会

は
彼
が
中
心
に
な
っ
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。

1
9
2
0
年
代
に
都
市
美
を
推
進
す
る
大
き

な
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
9
2
6
年
に
都
市
美
協
会
が
で
き
て
、

1
9
3
7
年
に
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
都
市

美
協
議
会
が
で
き
ま
す
。

　
都
市
美
協
会
は
「
都
市
美
」
と
い
う
機
関

誌
を
発
行
し
て
お
り
、都
市
美
協
議
会
は「
現

代
之
都
市
美
」
と
い
う
立
派
な
論
文
集
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
協
議
会
の
開
催
報

告
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
第
2

回
協
議
会
で
は
、
都
市
美
審
議
委
員
会
設
立

に
関
す
る
件
、
街
路
照
明
統
制
に
関
す
る
件
、

広
告
物
法
改
善
に
関
す
る
件
、
喀
痰
の
取
締

に
関
す
る
件
、
全
国
都
市
美
協
議
会
の
継
続

に
関
す
る
件
な
ど
を
決
議
し
て
全
国
の
自
治

体
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
都
市

醜
を
な
く
す
べ
く
、
汚
い
看
板
や
電
線
、
電

柱
を
な
く
し
、
並
木
道
を
つ
く
る
と
い
う
運

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
都
市
美
運
動
に
つ
い

て
は
東
京
大
学
の
中
島
直
人
准
教
授
が
『
都

市
美
運
動
―
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
都
市

計
画
史
』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
歴
史
も
戦
争
を
境
に
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

想
い
を
形
に
し
て
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

「
本
」の
意
義

『
日
本
の
す
ま
い
』
は
、
建
築
計
画
学
の
大

御
所
だ
っ
た
西
山
夘
三
先
生
が
京
都
大
学
を

定
年
退
職
さ
れ
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
仕
事

で
す
。
日
本
の
多
様
な
住
ま
い
を
全
て
ご
自

身
で
調
査
さ
れ
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
面
、
書

物
と
し
て
の
装
丁
も
全
て
手
描
き
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
大
学
生
の
時
に
こ
の
本
を
手
に

と
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
一
人
で

や
る
人
が
い
る
の
か
と
驚
愕
し
ま
し
た
。
学

生
に
は
高
額
な
本
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
買
っ

て
、
今
で
も
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
西
山
先
生
は
日
本
の
住
宅
・
建

築
計
画
を
つ
く
っ
た
方
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
日
本
の
住
ま
い
の
全
容
を
階
級
構
成
ご
と

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
全

て
や
り
切
ら
れ
た
こ
と
に
本
当
に
驚
き
ま
し

た
。
私
は
同
じ
立
場
に
な
っ
て
こ
ん
な
こ
と

は
で
き
な
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

偉
い
先
生
を
目
標
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
、
大
学
は
違
い
ま
し
た
が
、
ず
っ
と

西
山
夘
三
先
生
の
こ
と
を
気
に
し
な
が
ら
仕

事
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
晩
年
に
な
っ
て
我
々
が
や
っ
て
い
る
調
査

の
顧
問
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
い
て
ご
一
緒

し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
本
も
こ
れ
か
ら

を
担
っ
て
い
く
人
た
ち
に
受
け
継
い
で
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
単
に
情
報
が
書
い
て
あ

る
ツ
ー
ル
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
命
を
賭

け
て
作
ら
れ
た
本
で
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。

　
今
の
時
代
は
簡
単
に
情
報
が
発
信
で
き
る

の
で
誰
も
が
書
き
手
に
な
れ
ま
す
が
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
か
つ
印
象
披
露
の
よ
う
な
も
の
が

多
く
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
、
き
ち
ん

と
後
に
残
す
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
や
る
こ

の
課
題
と
こ
れ
か
ら
|
」
に
結
び
付
く
よ
う

な
事
柄
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

西
村
氏
…
先
ほ
ど
紹
介
し
た
城
崎
温
泉
は
良

い
例
か
と
思
い
ま
す
。
豊
岡
市
は
す
ご
く
面

白
い
と
こ
ろ
で
城
崎
温
泉
と
豊
岡
は
全
く
違

う
生
き
方
を
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
復
興
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
豊
岡
の
ま
ち
と
建
物
は
興

味
深
い
で
す
。
豊
岡
の
駅
前
は
放
射
状
に
道

が
出
て
い
ま
す
が
、
国
立
の
駅
前
に
似
て
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
国
立
は
関
東
大
震
災
の

復
興
経
緯
を
見
な
が
ら
冷
静
に
自
分
た
ち
の

地
域
の
復
興
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
そ
の
一
方
で
城
崎
温
泉
や
小
さ
な
城

下
町
で
あ
る
出
石
は
北
但
大
震
災
の
被
害
を

そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
昔
な
が
ら

の
街
並
み
の
中
に
新
し
い
建
築
家
が
入
っ
て

き
て
学
校
や
役
場
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
竹
野
と
い
う
港
町
は
海
水
浴
や
カ
ニ
で

有
名
で
す
け
れ
ど
も
、
川
港
の
雰
囲
気
が
よ

く
残
っ
て
い
ま
す
。
個
性
の
違
う
5
つ
の
地

域
が
合
併
し
て
一
つ
の
ま
ち
に
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
は

戦
前
か
ら
の
動
き
が
現
在
の
個
性
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
加
者
…
1
9
2
6
年
に
柳
宗
悦
ら
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
民
藝
運
動
の
よ
う
に
、
民
衆

の
生
活
に
美
を
見
出
す
考
え
と
共
通
し
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
都
市
美
と

民
藝
運
動
な
ど
の
関
わ
り
は
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

西
村
氏
…
都
市
美
で
民
藝
運
動
の
話
が
話
題

に
出
て
く
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
時
代
と
し
て
は
重
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
大
事
に
す
る
と
い
う
時

代
の
雰
囲
気
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
明
治
30
年
あ
た
り
か
ら
約
10
年
間
で
国
内

の
鉄
道
が
急
速
に
敷
設
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
都
市
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
距
離
感
覚
も
変
わ
り
、
そ
れ

ま
で
は
徒
歩
で
し
か
移
動
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
が
汽
車
を
使
え
ば
か
な
り
の
距
離
を
移

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
都

市
と
都
市
と
の
関
係
性
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
色
々
な
も
の
を
保
存
す
る
運
動
団
体

は
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
き
な
変

革
の
中
で
、
も
う
一
度
郷
土
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
発
想
が
出
て
き
た
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
当
日
は
46
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
昭
和
初

期
に
は
街
並
み
を
は
じ
め
と
し
て
自
然
景
観

ま
で
保
存
・
保
護
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
い

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
現
在
さ
び
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
街
に
こ
そ
、
本
当
は
古

い
も
の
の
良
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。そ
う
い
う
街
を
再
発
見
し
て
い
き
た
い
」

「
お
話
の
内
容
が
新
鮮
で
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
実
体
験
と
お
人
柄
に
基
づ
く
お
話
が

印
象
的
で
し
た
。
改
め
て
「
古
書
」
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
」「
改
め
て
我
が
国
の
観
光

振
興
に
深
い
興
味
と
自
信
を
得
た
」「
西
村

先
生
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、
新
し
い
視
点
、

考
え
方
を
学
べ
た
。
40
周
年
記
念
と
い
う
こ

と
で
「
観
光
は
そ
れ
自
体
が
文
化
で
あ
り
、

そ
の
文
化
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
い
う
旅
の

図
書
館
の
開
設
当
時
の
想
い
も
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
、
開
設
40
周
年
を
迎
え
た
当
館
で
は

古
書
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
今
回
、
西

村
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
な
、
意

外
な
発
見
や
事
実
が
古
書
か
ら
得
ら
れ
る
こ

と
、
先
人
の
視
点
や
想
い
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
ら
れ
る
こ
と
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
で
未
来
に
向
け

て
ど
う
歩
ん
で
い
く
べ
き
か
の
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て

西
村
先
生
の
お
話
か
ら
も
、
地
域
の
、
そ
し

て
日
本
の
観
光
の
未
来
を
考
え
て
い
く
上
で

の
古
書
と
の
付
き
合
い
方
、
読
み
解
き
方
に

つ
い
て
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、
歴
史
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
け
継
ぐ
場
所
で
あ
る
図
書
館
と
し
て
の
役

割
も
再
認
識
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
当
館

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

建
て
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
一
般

的
な
温
泉
地
の
よ
う
に
一
戸
一
戸
を
広
く
し

て
、
周
り
に
自
然
が
あ
る
よ
う
な
形
に
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
城
崎
温
泉
は
関
西

で
一
番
元
気
の
あ
る
温
泉
地
で
す
け
れ
ど
も
、

北
但
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
そ
う
い
っ
た
ル

ー
ル
で
復
興
し
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
城
崎
温
泉
で
そ

れ
が
な
ぜ
で
き
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
温

泉
の
湧
出
量
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
湧
出
量

が
少
な
い
と
内
湯
を
大
き
く
で
き
な
い
の
で

旅
館
も
大
き
く
で
き
ま
せ
ん
。
外
湯
を
作
っ

て
、
そ
こ
に
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
仕
組
み

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
制
約
条
件
が
あ

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
例
だ
と
思
い
ま
す
。

条
件
が
良
い
と
こ
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に

や
れ
ば
い
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
、

あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

逆
に
色
々
な
不
満
が
あ
る
の
は
色
々
な
人
が

ま
と
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
と
説
得
す
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
…
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
名
所

旧
跡
の
発
想
の
起
源
は
歌
枕
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
古
典
和
歌
に
繰
り

返
し
詠
ま
れ
た
歌
枕
は
日
本
人
の
神
話
時
代

の
記
憶
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
安
時
代
に
詠
ま
れ
た
古
今
和
歌
集

の
序
に
紀
貫
之
が
枕
詞
と
い
う
表
現
で
歌
枕

の
概
念
を
示
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
和
歌
の
文
化
が
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
景
観
を
保
存
す
る
概
念
に
先
駆
け
て
生

ま
れ
た
ル
ー
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
「
奥
の
細
道
」
は
西
行
の

歌
枕
を
訪
ね
る
旅
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
詠
わ

れ
た
歌
と
場
所
が
一
緒
に
な
っ
て
物
語
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
物
語
を
確
認
す
る
旅
だ
っ

た
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
実
は
日
本
人
が
こ
う
い
う
こ
と
に
も

の
す
ご
く
セ
ン
ス
が
あ
る
な
と
感
じ
る
こ
と

が
時
々
あ
り
ま
す
。
2
0
1
5
年
に
「
舞
鶴

へ
の
生
還
1
9
4
5
|
1
9
5
6
シ
ベ
リ
ア

抑
留
等
日
本
人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の
記

録
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
帰
っ
て
く
る
時
に
手
書
き
の
書
類
等
は
持

っ
て
帰
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
が

結
構
あ
り
、
そ
の
多
く
が
和
歌
だ
と
い
い
ま

す
。
書
く
も
の
が
な
い
の
で
白
樺
の
樹
皮
に

削
る
よ
う
に
し
て
書
い
て
、
体
の
ど
こ
か
に

隠
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
苦

し
い
強
制
労
働
の
中
で
、
和
歌
を
詠
ん
で
い

く
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
知
っ

た
と
き
に
私
は
文
学
の
力
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
…
私
も
学
生
時
代
に
西
山
夘
三
先
生

の
『
日
本
の
す
ま
い
』
を
読
ん
で
感
動
し
、

民
家
の
住
ま
い
方
に
関
す
る
調
査
を
し
て
い

ま
し
た
。
西
山
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
し
た
ら
も
う
少
し
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い

で
す
。

西
村
氏
…
西
山
先
生
は
す
ご
く
細
か
い
方
で
、

麻
の
布
で
で
き
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
細
か
く
記

録
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
年
代
ご

と
に
日
付
が
書
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
が
全
部

残
っ
て
お
り
、「
西
山
文
庫
」
と
い
う
形
で

門
下
生
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。『
日

本
の
す
ま
い
』
の
よ
う
に
全
て
自
分
で
や
っ

て
し
ま
わ
れ
る
の
で
、
教
育
の
た
め
に
も
若

い
人
に
任
せ
れ
ば
良
い
の
に
と
思
い
ま
す
が
、

先
生
の
元
で
は
大
変
優
秀
な
方
が
育
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
教
育
と
い
う
の
は

難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
厳
し

い
先
生
だ
っ
た
の
で
私
も
い
つ
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
生
は
補
聴
器
を
付
け
て
ま

で
私
の
話
を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
下

さ
っ
て
、
恐
縮
至
極
で
し
た
。

参
加
者
…
世
界
に
先
駆
け
て
保
存
運
動
を
お

こ
な
い
、
風
景
協
会
ま
で
つ
く
っ
た
日
本
人

が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
美
し
さ
か
ら
ほ
ど
遠
い

都
市
田
園
景
観
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
ど
こ
で
思
想
が
断
絶
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
お
そ
ら
く
戦
後
復
興
の
中
で
全
て

が
途
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
争
が
な
け
れ

ば
当
時
の
思
想
が
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
境
に
当
時
の

思
想
を
一
か
ら
構
築
し
直
し
、
常
識
と
し
て

結
実
化
す
る
ま
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
そ
う
い
う
時
代
に

な
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
戦
争
と
い
う

の
は
本
当
に
心
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

参
加
者
…
今
日
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
古
書

か
ら
学
ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光

け
っ
ぱ
な
し
に
徘
徊
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

か
っ
た
。

　
ま
た
、
都
市
の
風
格
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
そ
こ
に
じ
っ
く
り
御
輿
を

す
え
て
か
か
る
に
限
る
ん
だ
が
、
不
幸
、

時
間
と
経
済
的
余
裕
に
乏
し
い
自
分
は
、

あ
る
都
市
の
如
き
は
小
半
日
で
観
察
を
き

り
あ
げ
、
す
ぐ
次
の
都
市
へ
移
っ
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
が
、
こ
う
し

た
慌
た
だ
し
い
旅
の
裡
の
印
象
で
も
、
そ

れ
だ
け
で
心
に
銘
記
す
る
も
の
か
ら
、
割

合
に
比
較
対
照
の
ハ
ッ
キ
リ
し
た
形
に
も

り
あ
が
っ
て
き
て
別
段
自
慢
す
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
目
隠
し
を
し
た

自
分
を
京
都
の
町
に
運
ん
で
き
て
ヒ
ョ
ッ

ク
ラ
覗
か
せ
て
み
て
も
、
そ
の
町
を
東
京

や
大
阪
の
町
と
見
あ
や
ま
る
よ
う
な
こ
と

は
せ
ん
つ
も
り
だ
。」（
P
3
|
P
4
、
原

文
マ
マ
）

ま
た
、

（
※
引
用
）

「
私
は
、
神
戸
か
ら
奈
良
、
奈
良
か
ら
北

陸
に
這
入
っ
て
金
沢
－
富
山
と
、
そ
の

街
々
を
歩
い
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
都

市
の
街
は
、
も
う
あ
の
大
都
市
特
有
の
人

間
生
活
の
燃
焼
と
群
衆
の
醸
す
毒
気
と
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
こ
で
は
、
私
ど
も
の

感
覚
を
さ
い
な
み
、
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
よ

う
な
も
の
は
何
物
も
な
く
、
た
と
え
ば
、

奈
良
名
勝
、
猿
沢
の
池
や
金
沢
の
ピ
カ
一

兼
六
公
園
を
漫
歩
し
て
い
る
中
学
生
の
心

持
と
相
通
ず
る
体
の
一
種
の
気
安
さ
を
感

ず
る
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
吾
等
の
ユ

ー
ト
ピ
ヤ
は
先
に
静
岡
の
街
を
歩
い
て
感

じ
た
よ
う
に
、
奈
良
や
金
沢
や
富
山
ぐ
ら

い
の
大
い
さ
の
都
市
に
限
る
ん
だ
な
…
と

今
さ
ら
に
そ
の
感
を
新
た
に
し
て
、
私
は

街
か
ら
街
へ
と
流
れ
歩
い
た
。」（
P
92

|
P
93
、
原
文
マ
マ
）

と
、
中
都
市
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
田
舎
町
の
良
さ
と
い
う
こ
と
で
、

（
※
引
用
）

「
同
じ
町
で
も
都
市
の
部
類
に
入
ら
ん
地

方
の
小
さ
な
埋
も
れ
て
る
よ
う
な
ま
ち
の

姿
を
見
て
歩
く
こ
と
も
愉
快
な
も
の
だ
。

そ
う
し
た
町
に
は
豪
華
な
都
市
と
は
コ
ロ

ッ
と
違
っ
た
趣
が
現
わ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
福
井
県
の
三
国
と
い
っ
た
昔
栄
え

た
港
町
か
ら
東
海
道
中
の
関
町
な
ん
て
い

う
鈴
鹿
峠
の
下
の
町
…
あ
る
い
は
信
州
路

の
追
分
な
ん
て
い
う
高
原
の
町
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
変
っ
た
姿
を
も
っ
て
い
る
。

つ
い
こ
の
間
、
白
石
噺
で
有
名
な
宮
城
県

の
白
石
町
を
歩
い
て
み
た
ん
で
す
が
、
街

に
た
っ
て
る
古
風
な
土
蔵
造
り
や
妻
入
り

町
家
に
し
て
か
ら
が
、
い
か
に
も
片
倉
小

十
郎
の
お
城
下
町
だ
っ
た
昔
の
面
影
を
失

せ
ず
に
も
っ
て
い
る
。」（
P
1
2
1
、
原

文
マ
マ
）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
小
さ
な
ま
ち
も
見
て
い

ま
す
。
三
国
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、

（
※
引
用
）

「
三
国
は
九
頭
竜
河
口
に
沿
う
た
一
筋
街

に
毛
が
生
え
た
（
戸
数
一
千
八
百
五
十
五

戸
、
人
口
八
千
七
百
三
十
八
人
）
ぐ
ら
い

の
…
地
形
的
に
は
さ
し
て
特
徴
の
な
い
町

で
あ
る
が
、
そ
の
町
家
の
形
態
に
は
い
ろ

い
ろ
な
特
徴
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

昔
は
こ
こ
は
や
は
り
同
じ
福
井
藩
の
中
に

あ
り
な
が
ら
、
今
の
福
井
市
あ
た
り
に
残

っ
て
い
る
町
家
と
較
べ
て
見
る
と
、
あ
の

深
い
両
の
袖
壁
な
ん
ど
の
具
合
を
除
い
て

は
、
著
し
い
相
違
で
、
総
じ
て
木
造
で
あ

る
が
、
た
と
え
ば
、
分
厚
い
板
を
縦
二
重

に
布
き
並
べ
た
下
屋
根
…
そ
の
目
板
を
抑

え
て
い
る
土
地
の
人
が〝
サ
ン
〞と
い
っ
て

る
横
木
…
・
小
屋
根
と
称
す
る
廂
や
大
屋

根
の
鬼
瓦
の
恰
好
な
ん
て
も
の
は
紛
う
べ

か
ら
ざ
る
特
徴
を
な
し
て
い
る
し
、」

（
P
1
8
5
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
面
白
い
の
は

（
※
引
用
）

「
天
保
前
後
に
出
さ
れ
た
『
国
々
湊
く
ら

べ
』
と
い
っ
た
湊
番
付
で
見
て
も
、
こ
の

三
国
は
前
頭
の
筆
頭
を
し
め
、
色
街
と
し

て
も
日
本
五
廓
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
た

だ
け
あ
っ
て
、
遊
女
の
逸
物
も
い
て
、
揚

代
な
ど
も
格
別
安
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な

わ
ち
、
大
関
格
の
長
崎
の
当
時
の
遊
女
の

値
段
が
四
百
か
ら
一
分
、
堺
が
六
匁
一
分
、

関
脇
の
博
多
が
二
朱
一
分
、
鳥
羽
が
十
二

匁
、
小
結
の
名
古
屋
が
二
朱
、
前
頭
の
三

国
が
四
百
か
ら
一
分
で
長
崎
と
同
値
、」

（
P
1
8
7
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

最
後
の
ま
と
め
に

（
※
引
用
）

「
余
談
は
と
も
か
く
、
私
ど
も
が
、
こ
の

三
国
の
よ
う
な
旧
い
港
町
に
も
つ
興
味
の

一
つ
は
、
そ
の
町
の
特
色
を
摑
む
と
い
う

事
の
外
に
我
国
の
町
と
い
う
町
が
挙
っ
て

新
し
い
も
の
新
し
い
も
の
へ
と
造
り
改
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
中
に
、
こ
の
港
町
の
よ
う

な
旧
態
依
然
た
る
も
の
の
姿
を
見
出
す
こ

と
は
確
か
に
一
つ
の
驚
異
に
値
い
す
る
事

実
で
あ
る
こ
と
、
が
、
や
が
て
こ
う
し
た

姿
も
三
国
小
女
郎
な
ん
か
の
話
が
わ
ず
か

に
余
命
少
な
い
古
老
の
口
ず
か
ら
伝
え
ら

れ
る
の
み
で
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
段
々

お
ぼ
ろ
げ
な
も
の
に
な
る
と
同
じ
よ
う
に
、

は
文
化
財
、
つ
ま
り
自
然
文
化
財
と
い
う
発

想
が
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の

が
天
然
記
念
物
で
す
。
現
在
で
は
、
天
然
記

念
物
と
い
う
と
貴
重
な
動
植
物
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
郷
土
を
代
表
す
る
自

然
を
保
護
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
彼
は
帰
国
後
、
保
存
運
動
を
し
ま
す
が
、

バ
ラ
バ
ラ
で
運
動
を
し
て
も
法
律
論
に
な
ら

な
い
た
め
、み
ん
な
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
の

発
足
と
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の

制
定
に
つ
な
が
る
訳
で
す
。
自
然
が
文
化
財

と
し
て
守
ら
れ
る
と
い
う
制
度
は
世
界
で
も

珍
し
く
、
な
お
か
つ
景
観
地
が
公
園
で
は
な

く
文
化
財
と
し
て
守
ら
れ
る
の
は
恐
ら
く
世

界
で
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
後
に
文
化
的
景
観
と
い
う
名

前
に
な
り
ま
す
。C

ultural Landscape

と
し
て
1
9
9
0
年
代
に
世
界
中
に
広
ま
り
、

世
界
遺
産
の
概
念
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
が

1
9
9
2
年
か
ら
で
す
。
欧
米
に
と
っ
て
は

非
常
に
新
し
い
概
念
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
本
を
書
い
て
い
る
人
た
ち
は
1
9
1
4
年

の
段
階
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
世
界
で
も
そ
こ
ま
で
先
行
し
て
風
景
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
国
は
な
い
は
ず
な
の
で
、

大
変
進
ん
で
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ

な
ど
欧
米
の
動
き
と
日
本
な
ら
で
は
の
文
化

が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
出
て
き
た
発
想
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
の
雑
誌

か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
私
の
手
元
に
は
昭
和
9
年
9
月

号
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
あ
る
雑
報
と

い
う
項
目
に
風
景
協
会
の
創
立
に
つ
い
て
書

い
て
あ
り
ま
す
。
設
立
趣
意
書
に
は

（
※
引
用
）

「
我
が
國
は
夙
こ
世
界
の
風
景
國
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
秀
麗
な
る
國
土
の
自
然
は
、

建
国
以
来
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
相
俟
っ
て
、

我
國
文
化
に
特
異
な
る
色
彩
を
賦
輿
し
て

居
る
の
は
頗
る
顕
著
な
る
事
實
で
あ
る
。

國
民
の
思
想
、
文
化
芸
術
等
、
悉
く
そ
の

美
は
し
い
風
景
に
よ
り
影
響
せ
ら
れ
ざ
る

は
な
く
、
而
し
て
又
國
民
ほ
ど
風
景
を
愛

す
る
念
の
深
き
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
現
代
人
は
動
も
す
れ
ば
器
械
的

文
明
に
酔
ひ
、
忽
忙
を
極
む
る
物
質
的
生

活
に
溺
れ
、
我
が
天
恵
の
厚
き
に
馴
れ
、

眞
に
風
景
を
享
受
す
る
心
の
余
裕
を
失
は

う
と
し
て
ゐ
る
。」（
P
68
、
原
文
マ
マ
）

と
あ
り
、
現
代
で
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
考
え
方
は
戦
後
の
権
利
意
識
と
西
洋

化
に
よ
り
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

こ
れ
を
読
む
と
わ
か
り
ま
す
。

消
え
行
く
我
が
国
の

風
景
へ
の
危
機
感

　
盛
岡
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
新
聞
記

者
で
も
あ
っ
た
橡
内
吉
胤
は
、
色
々
な
ま
ち

を
訪
ね
歩
い
て
い
く
つ
か
本
を
執
筆
し
て
い

ま
す
。『
日
本
都
市
風
景
』
の
緒
言
で
は
こ

の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

（
※
引
用
）

「
私
は
こ
れ
ま
で
都
市
風
景
…
な
い
し
都

市
の
個
性
…
一
概
に
都
市
の
風
景
…
都
市

の
個
性
と
い
っ
て
も
、
勿
論
そ
の
構
成
要

素
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
、
そ
の
都
市
は
山
の
中
の
都
市
で
あ
る

と
か
…
海
辺
の
都
市
で
あ
る
と
か
…
あ
る

い
は
い
く
筋
か
の
河
川
に
よ
っ
て
貫
流
さ

れ
て
お
る
…
と
い
っ
た
地
形
上
の
特
徴
や

土
壌
の
肌
あ
い
や
植
物
の
種
類
、
あ
る
い

は
、
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
と
か

穏
や
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
、
雪
や
雨

の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
い
う
気
象
上

の
特
色
、
そ
の
他
人
情
風
俗
や
方
言
、
民

家
の
建
築
的
特
徴
や
そ
の
「
名
勝
絵
は
が

き
」
に
出
て
来
る
名
所
旧
蹟
、
輩
出
人
物

や
名
産
名
物
、
伝
説
、
あ
る
い
は
ま
た
、

政
治
の
都
市
で
あ
る
と
か
、
商
工
業
の
都

市
で
あ
る
と
か
と
い
っ
た
社
会
的
経
済
的

条
件
に
よ
る
特
質
、
そ
れ
か
ら
そ
の
都
市

を
つ
つ
ん
で
い
る
歴
史
的
背
景
と
い
っ
た

雑
多
な
要
素
の
複
合
が
お
の
ず
か
ら
そ
の

都
市
の
風
景
を
形
づ
く
る
に
い
た
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
当
然
帰
結
さ
れ
る
ん
だ
が
、

ま
あ
、
そ
う
し
た
風
景
な
い
し
個
性
を
組

み
た
て
て
い
る
上
の
取
材
を
観
察
し
て
み

る
た
め
に
、
永
年
の
間
、
あ
ち
こ
ち
の
町

を
彷
徨
し
て
き
た
。
け
だ
し
、
旅
の
興
味

は
物
事
に
拘
泥
せ
ず
に
、
た
と
え
ば
一
個

の
巡
礼
者
の
よ
う
な
気
持
で
諸
々
の
印
象

を
素
直
に
受
け
い
れ
る
に
あ
る
ん
だ
が
、

私
は
、
い
さ
さ
か
研
究
的
・
・
・
研
究
的

と
い
っ
て
も
、
頭
か
ら
観
測
科
学
（
オ
ブ

ザ
ー
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
な

ん
か
の
命
ず
る
種
々
な
方
法
に
漂
う
て
い

た
ん
で
は
肝
心
の
躍
動
し
つ
つ
あ
る
風
景

の
ひ
ら
め
き
を
逸
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
る
の
で
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
そ
の
他
の
道
具
を
か
な

ぐ
り
す
て
、
ま
ず
も
っ
て
「
印
象
」
に
開

　
私
は
理
科
系
で
す
が
、
都
市
計
画
と
い
う

学
問
は
元
々
制
度
が
あ
り
、
都
市
に
は
人
が

い
て
、
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
色
々
な
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
基

本
的
に
は
非
常
に
文
化
的
な
学
問
で
す
。
従

っ
て
、
私
も
学
者
と
し
て
、
教
育
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
き
ち
ん
と
し
た
本
と
し
て
残
し

た
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
論
文
を
書
く
こ

と
も
良
い
で
す
が
、
長
く
書
か
な
け
れ
ば
背

景
ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
最
近
は
、
色
々
な
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
て
い
ま
す
が
、
速
報
性
は
あ
っ
て
も
大

き
な
話
を
語
る
に
は
難
し
い
訳
で
す
。

　
高
度
成
長
期
の
都
市
計
画
は
、
再
開
発
を

す
る
、
道
路
を
つ
く
る
、
環
境
を
よ
く
す
る
、

都
市
問
題
を
改
変
す
る
こ
と
が
主
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
し
た
。
壊
し
て
全
く
新
し
い
も
の
を

つ
く
る
の
が
主
流
で
あ
り
、
今
あ
る
も
の
を

大
事
に
す
る
と
い
う
の
は
都
市
計
画
の
範
囲

で
は
な
く
、
文
化
財
の
専
門
家
に
任
せ
れ
ば

良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
は
守
る
べ
き
も
の
は
き
ち
ん
と
守
っ
て
、

そ
れ
を
活
か
す
よ
う
な
都
市
を
つ
く
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
時
代
が
変

わ
っ
て
き
た
の
で
こ
う
し
て
生
き
延
び
て
は

い
ま
す
が
、
当
時
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
実
践

し
て
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ー
マ

を
変
え
た
方
が
い
い
と
か
、
そ
ん
な
考
え
方

は
主
観
的
だ
と
か
、
歴
史
の
プ
ロ
に
任
せ
れ

ば
い
い
と
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
あ
る
時
、
文
化
的
な
も
の
や
歴
史
的
な
も

の
や
景
観
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
つ
、
誰
が
言
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
。
過
去
に
色
々
な
こ
と
を
や
っ
た

人
の
努
力
や
発
想
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
今

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を

き
ち
ん
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
位
置

が
わ
か
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か

っ
て
進
む
べ
き
か
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

文
化
的
景
観
の

ル
ー
ツ
・
日
本

　
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
保
存
協
会
の
機
関
誌
で
あ
る
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」
で
す
。
こ
の
協
会
は
、

文
化
財
保
護
法
（
1
9
5
0
年
）
の
前
身
に

当
た
る
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

（
1
9
1
9
年
）
が
で
き
る
前
か
ら
活
動
し

て
お
り
、
本
書
に
は
各
地
の
保
存
運
動
が
細

か
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
草
の

根
的
な
日
々
の
活
動
は
な
か
な
か
形
に
残
ら

な
い
た
め
、
本
当
に
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
は
文

化
財
保
護
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
手
を
加
え
て
い
な
い
巨
石
や
動
物
も
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
い
わ
ば
文
化
財
に
当
た

り
ま
す
。
名
勝
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、

史
跡
と
名
勝
と
天
然
記
念
物
は
全
く
別
の
も

の
で
す
。
名
勝
の
元
々
の
発
想
は
庭
で
、
日

本
庭
園
を
守
ろ
う
と
い
う
の
が
出
発
点
で
す
。

し
か
し
、
保
存
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く

中
で
、
作
ら
れ
た
庭
だ
け
で
な
く
自
然
の
景

色
も
含
め
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
難
し
い
の
は
文
化
財
と

し
て
の
線
引
き
を
ど
こ
で
す
る
か
で
す
が
、

当
時
の
人
は
、
詩
歌
に
詠
わ
れ
た
り
、
浮
世

絵
な
ど
に
描
か
れ
た
景
色
を
、
対
象
化
さ
れ

た
文
化
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ま
し
た
。
そ

れ
が
景
勝
地
で
す
。

　
史
跡
と
い
う
の
は
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
、

土
地
の
記
憶
で
す
。
建
物
が
な
く
て
も
こ
こ

で
何
か
が
起
き
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
そ

の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
と
変
わ
っ
て
い
て
も
文
化

財
で
あ
る
と
捉
え
ま
し
た
。
史
跡
と
名
勝
と

天
然
記
念
物
は
全
く
違
う
も
の
で
す
が
、
そ

れ
を
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
保
存
す
る

協
会
を
つ
く
っ
て
有
志
の
方
々
が
保
存
運
動

を
始
め
る
訳
で
す
。

　
天
然
記
念
物
を
文
化
財
の
範
疇
に
含
め
る

こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
桜
の
研
究
者
と

し
て
有
名
な
三
好
学
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

彼
は
4
年
間
ド
イ
ツ
で
桜
の
研
究
を
し
た
後

に
日
本
に
戻
り
、
東
京
帝
国
大
学
の
植
物
学

の
先
生
に
な
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
に
い
た
時

に
、
田
舎
の
風
景
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う

郷
土
保
存
運
動
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

田
舎
の
風
景
と
い
う
の
は
植
物
が
メ
イ
ン
で

す
。
ド
イ
ツ
語
でN

aturdenkm
al

と
言
い

ま
す
け
れ
ど
も
、Natur

は
自
然
、denkm

al

　
旅
の
図
書
館
は
2
0
1
8
年
10
月
11
日

（
木
）
で
開
設
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
15

回
目
と
な
る
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
は
、
旅

の
図
書
館
開
設
40
周
年
記
念
号
「
観
光
文
化

2
3
9
号
：
特
集
　
古
書
か
ら
学
ぶ
」（
10
／

11
発
行
）
と
の
連
動
企
画
と
し
て
10
月
16
日

（
火
）
に
開
催
。
テ
ー
マ
を
「
古
書
か
ら
学

ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光
の
課
題

と
こ
れ
か
ら
|
」
と
し
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
に
当
財
団
の
評
議
員
・
専
門
委
員
で
あ
り
、

同
誌
の
巻
頭
言
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
西

村
幸
夫
氏
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
西
村
先
生
は
ご
著
書
で
も
「
観
光
客
が
伸

び
て
い
る
ま
ち
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い

ず
れ
の
ま
ち
に
も
歴
史
が
あ
り
、
ま
ち
と
し

て
の
厚
み
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
住
み
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
村
先
生
ご
自
身

が
古
書
か
ら
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
学
ば
れ
て

き
た
の
か
、
さ
ら
に
は
古
書
を
ひ
も
と
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
も
の
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
西
村
先
生
が
影
響
を
受
け
ら

れ
た
古
書
と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

歴
史
を
ふ
り
か
え
る

と
い
う
こ
と

　
学
問
は
2
種
類
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。
一
つ
の
真
理
を
追
究
す
る
タ
イ
プ
の

学
問
、
い
わ
ゆ
る
理
科
系
の
学
問
は
そ
こ
に

当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
事
も
最
初

に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
か
つ
海
外
で

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
英
語

の
論
文
で
発
表
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
は
文
化
・
文
脈
に
よ
っ
て
真
理

は
違
う
と
い
う
学
問
で
、
文
化
系
の
大
半
は

そ
れ
に
当
た
る
と
思
い
ま
す
。
文
化
系
で
は

論
文
を
書
く
の
も
大
事
で
す
が
、
む
し
ろ
思

想
を
語
る
こ
と
が
大
事
で
、
文
化
系
の
先
生

方
の
一
番
大
き
な
仕
事
は
主
著
を
書
く
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
ち
な
い
よ
し
た
ね
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と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当

時
は
活
版
印
刷
な
の
で
１
冊
の
本
を
作
る
に

は
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
の
で
、
出
版
す

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
の

意
味
で
言
う
と
、
１
冊
の
本
を
後
世
に
残
す

と
い
う
の
は
大
変
な
仕
事
で
す
。
こ
の
時
代

で
も
そ
う
な
の
で
、
戦
前
に
も
な
る
と
な
お

さ
ら
で
す
。
今
、
我
々
が
簡
単
に
ネ
ッ
ト
上

で
垂
れ
流
す
よ
う
な
情
報
と
は
レ
ベ
ル
が
違

う
。
人
間
の
肉
体
は
い
つ
か
滅
び
ま
す
が
、

想
い
が
形
に
な
っ
て
い
れ
ば
次
の
世
代
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
私
は
本
を
大
事

に
し
た
い
で
す
し
、
過
去
に
書
い
た
人
の
想

い
を
な
ん
と
か
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
継
ぐ

場
所
と
し
て
の
図
書
館

　
最
近
、『
県
都
物
語 

47
都
心
空
間
の
近
代

を
あ
る
く
』
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
。
地

域
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
公
立
図
書

館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
行
く
と
大
半
の

も
の
は
あ
る
の
で
、
こ
こ
10
年
く
ら
い
各
地

の
図
書
館
を
訪
ね
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
市
史

は
必
ず
読
み
ま
す
が
、
政
治
史
は
書
か
れ
て

い
て
も
生
活
史
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
昔
の
写
真
集
を

コ
ピ
ー
し
て
そ
れ
を
持
っ
て
ま
ち
を
歩
き
、

自
分
で
写
真
を
撮
る
。
そ
し
て
再
度
市
史
を

読
み
直
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
ど
う
考
え
た
ら

よ
い
か
を
1
ヶ
月
か
ら
2
ヶ
月
く
ら
い
考
え

続
け
る
と
い
う
生
活
を
10
年
間
し
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ま
る
で
恋
人
を
想
う
よ

う
に
そ
の
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
色
々
な
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
す
。

都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
る
の
で

色
々
な
も
の
の
見
方
が
で
き
ま
す
。
こ
の
道

は
な
ぜ
こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
こ
の
建
物
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
と
か
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
地
域
の
資
料
を
読

ん
で
い
き
ま
し
た
。
橡
内
吉
胤
が
『
日
本
都

市
風
景
』
で
書
い
た
よ
う
な
こ
と
を
、
私
も

『
県
都
物
語
』
を
通
し
て
書
き
ま
し
た
。

　
各
地
の
図
書
館
に
は
か
な
り
助
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
図
書
館
は
知
識
の
宝
庫
だ
と
思
い

ま
し
た
。
情
報
源
と
し
て
最
大
限
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
使
う
側
が
問
題
意
識
を
持
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
私
は
古
書
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

っ
て
、
そ
れ
で
私
も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
私
が
書
い

た
も
の
が
次
の
世
代
の
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
捨
て
ら
れ
ず
に
こ
う
い
う
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
読
者
に
何
ら

か
の
想
い
が
伝
わ
れ
ば
良
い
人
生
だ
っ
た
と

思
え
る
か
な
と
。
特
に
橡
内
吉
胤
の
本
と
自

分
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

参
加
者
…
都
市
は
美
を
中
心
に
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
猥
雑
さ
も
魅
力

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
都
市
の
猥

雑
さ
に
関
し
て
は
東
京
の
都
市
計
画
を
研
究

さ
れ
、
新
宿
の
歌
舞
伎
町
な
ど
を
作
ら
れ
た

石
川
栄
耀
先
生
な
ど
が
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

歌
舞
伎
町
は
区
画
整
理
で
で
き
て
い
ま
す
が
、

コ
マ
劇
場
（
現
・
新
宿
東
宝
ビ
ル
）
に
ぶ
つ

か
る
よ
う
に
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ッ

ド
で
作
る
の
で
は
な
く
、
突
き
当
た
り
に
広

場
的
空
間
を
配
置
す
る
こ
と
で
猥
雑
で
迷
路

の
よ
う
な
空
間
に
し
ま
し
た
。
実
際
、
そ
う

い
う
形
で
今
も
機
能
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
…
西
村
先
生
が
実
際
に
訪
れ
て
、
使

い
や
す
か
っ
た
公
立
図
書
館
は
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
3
階
の

地
域
コ
ー
ナ
ー
に
は
市
史
や
写
真
集
が
大
変

充
実
し
て
お
り
感
動
的
で
し
た
。
し
か
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚

い
だ
け
で
な
く
、
本
の
管
理
を
は
じ
め
色
々

な
シ
ス
テ
ム
が
飛
び
抜
け
て
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

参
加
者
…
西
村
先
生
の
ご
著
書
『
観
光
ま
ち

づ
く
り
』
で
、「
ま
ち
づ
く
り
が
観
光
へ
向

か
う
と
い
う
動
き
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
が

ま
ち
づ
く
り
へ
ひ
ろ
が
る
と
い
う
動
き
も
同

様
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
う
ご

き
は
観
光
地
づ
く
り
と
し
て
は
ま
だ
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
は
あ
る
。」と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

古
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
と
い

う
の
は
ど
こ
か
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
温
泉
街
の
ト
ー
タ
ル
な
魅

力
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
方
は
あ
ま
り
見

た
こ
と
が
な
い
で
す
。
も
し
か
す
る
と
当
時

は
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
発
想
が
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
別
の
宿
が
ど
れ

だ
け
頑
張
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
地
の
側
か
ら
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
城
崎

温
泉
で
し
ょ
う
か
。
城
崎
温
泉
の
あ
た
り
は
、

北
但
大
震
災
と
い
う
震
災
が
関
東
大
震
災
の

2
年
後
に
起
き
て
い
ま
す
。
地
震
や
火
事
で

豊
岡
の
中
心
部
と
城
崎
温
泉
は
壊
滅
的
被
害

を
受
け
ま
す
。
豊
岡
は
大
き
な
区
画
整
理
を

し
ま
し
た
が
、
城
崎
温
泉
は
そ
れ
を
せ
ず
に

建
物
は
3
階
建
て
で
道
に
面
し
た
と
こ
ろ
に

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
古
い
街
並
も
段
々

と
朽
ち
た
り
壊
さ
れ
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
時
代
と
と
も
に
後
退
っ
て
往

っ
て
、
こ
れ
か
ら
後
い
く
ば
く
も
な
く
し

て
ま
っ
た
く
地
上
か
ら
姿
を
消
す
の
日
あ

る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
日
本
と
い
う
い

わ
ば
大
き
な
博
物
館
の
中
に
保
存
さ
れ
て

い
る
昔
の
ま
ま
の
生
粋
の
港
町
の
形
態
や

そ
の
町
を
霧
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
包
ん
で

い
る
歴
史
や
伝
説
と
い
っ
た
も
の
を
、
単

に
懐
か
し
む
と
い
う
よ
り
も
何
と
か
し
て

記
録
に
止
め
て
お
く
の
必
要
が
な
い
で
あ

ろ
う
か
…
こ
と
に
移
り
変
り
の
劇
し
い
今

日
に
お
い
て
一
層
そ
の
感
を
深
く
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
も
ま
た
前
に
も
言
っ
た

よ
う
に
こ
う
し
た
旧
い
街
に
見
出
す
一
種

の
「
調
和
の
美
」
と
い
っ
た
も
の
が
果
た

し
て
ど
う
し
た
仕
組
か
ら
出
発
し
て
く
る

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
点
検
し
て

み
る
と
い
う
こ
と
も
、
将
来
の
街
を
造
る

の
工
夫
を
す
る
上
に
も
重
要
な
暗
示
を
持

ち
来
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

…
」（
P
1
9
3
|
P
1
9
4
、原
文
マ
マ
）

と
あ
り
ま
す
。「
調
和
の
美
」、
良
い
こ
と
を

言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
人
が
い

た
ん
で
す
よ
ね
。
お
そ
ら
く
関
町
を
発
見
し

た
の
は
彼
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
本
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
我
々
は
こ
の
人
の
気

持
ち
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
私
は
、
こ
う
い
う
書
物
を
通
し
て
と
て
も

元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
な
い

ん
だ
、
昔
か
ら
そ
う
い
う
人
が
い
た
ん
だ
、

そ
の
人
た
ち
の
思
い
を
私
た
ち
は
受
け
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
。
実
は
都
市
美
協
会

は
彼
が
中
心
に
な
っ
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。

1
9
2
0
年
代
に
都
市
美
を
推
進
す
る
大
き

な
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
9
2
6
年
に
都
市
美
協
会
が
で
き
て
、

1
9
3
7
年
に
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
都
市

美
協
議
会
が
で
き
ま
す
。

　
都
市
美
協
会
は
「
都
市
美
」
と
い
う
機
関

誌
を
発
行
し
て
お
り
、都
市
美
協
議
会
は「
現

代
之
都
市
美
」
と
い
う
立
派
な
論
文
集
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
協
議
会
の
開
催
報

告
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
第
2

回
協
議
会
で
は
、
都
市
美
審
議
委
員
会
設
立

に
関
す
る
件
、
街
路
照
明
統
制
に
関
す
る
件
、

広
告
物
法
改
善
に
関
す
る
件
、
喀
痰
の
取
締

に
関
す
る
件
、
全
国
都
市
美
協
議
会
の
継
続

に
関
す
る
件
な
ど
を
決
議
し
て
全
国
の
自
治

体
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
都
市

醜
を
な
く
す
べ
く
、
汚
い
看
板
や
電
線
、
電

柱
を
な
く
し
、
並
木
道
を
つ
く
る
と
い
う
運

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
都
市
美
運
動
に
つ
い

て
は
東
京
大
学
の
中
島
直
人
准
教
授
が
『
都

市
美
運
動
―
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
都
市

計
画
史
』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
歴
史
も
戦
争
を
境
に
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

想
い
を
形
に
し
て
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

「
本
」の
意
義

『
日
本
の
す
ま
い
』
は
、
建
築
計
画
学
の
大

御
所
だ
っ
た
西
山
夘
三
先
生
が
京
都
大
学
を

定
年
退
職
さ
れ
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
仕
事

で
す
。
日
本
の
多
様
な
住
ま
い
を
全
て
ご
自

身
で
調
査
さ
れ
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
面
、
書

物
と
し
て
の
装
丁
も
全
て
手
描
き
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
大
学
生
の
時
に
こ
の
本
を
手
に

と
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
一
人
で

や
る
人
が
い
る
の
か
と
驚
愕
し
ま
し
た
。
学

生
に
は
高
額
な
本
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
買
っ

て
、
今
で
も
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
西
山
先
生
は
日
本
の
住
宅
・
建

築
計
画
を
つ
く
っ
た
方
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
日
本
の
住
ま
い
の
全
容
を
階
級
構
成
ご
と

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
全

て
や
り
切
ら
れ
た
こ
と
に
本
当
に
驚
き
ま
し

た
。
私
は
同
じ
立
場
に
な
っ
て
こ
ん
な
こ
と

は
で
き
な
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

偉
い
先
生
を
目
標
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
、
大
学
は
違
い
ま
し
た
が
、
ず
っ
と

西
山
夘
三
先
生
の
こ
と
を
気
に
し
な
が
ら
仕

事
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
晩
年
に
な
っ
て
我
々
が
や
っ
て
い
る
調
査

の
顧
問
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
い
て
ご
一
緒

し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
本
も
こ
れ
か
ら

を
担
っ
て
い
く
人
た
ち
に
受
け
継
い
で
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
単
に
情
報
が
書
い
て
あ

る
ツ
ー
ル
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
命
を
賭

け
て
作
ら
れ
た
本
で
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。

　
今
の
時
代
は
簡
単
に
情
報
が
発
信
で
き
る

の
で
誰
も
が
書
き
手
に
な
れ
ま
す
が
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
か
つ
印
象
披
露
の
よ
う
な
も
の
が

多
く
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
、
き
ち
ん

と
後
に
残
す
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
や
る
こ

の
課
題
と
こ
れ
か
ら
|
」
に
結
び
付
く
よ
う

な
事
柄
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

西
村
氏
…
先
ほ
ど
紹
介
し
た
城
崎
温
泉
は
良

い
例
か
と
思
い
ま
す
。
豊
岡
市
は
す
ご
く
面

白
い
と
こ
ろ
で
城
崎
温
泉
と
豊
岡
は
全
く
違

う
生
き
方
を
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
復
興
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
豊
岡
の
ま
ち
と
建
物
は
興

味
深
い
で
す
。
豊
岡
の
駅
前
は
放
射
状
に
道

が
出
て
い
ま
す
が
、
国
立
の
駅
前
に
似
て
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
国
立
は
関
東
大
震
災
の

復
興
経
緯
を
見
な
が
ら
冷
静
に
自
分
た
ち
の

地
域
の
復
興
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
そ
の
一
方
で
城
崎
温
泉
や
小
さ
な
城

下
町
で
あ
る
出
石
は
北
但
大
震
災
の
被
害
を

そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
昔
な
が
ら

の
街
並
み
の
中
に
新
し
い
建
築
家
が
入
っ
て

き
て
学
校
や
役
場
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
竹
野
と
い
う
港
町
は
海
水
浴
や
カ
ニ
で

有
名
で
す
け
れ
ど
も
、
川
港
の
雰
囲
気
が
よ

く
残
っ
て
い
ま
す
。
個
性
の
違
う
5
つ
の
地

域
が
合
併
し
て
一
つ
の
ま
ち
に
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
は

戦
前
か
ら
の
動
き
が
現
在
の
個
性
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
加
者
…
1
9
2
6
年
に
柳
宗
悦
ら
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
民
藝
運
動
の
よ
う
に
、
民
衆

の
生
活
に
美
を
見
出
す
考
え
と
共
通
し
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
都
市
美
と

民
藝
運
動
な
ど
の
関
わ
り
は
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

西
村
氏
…
都
市
美
で
民
藝
運
動
の
話
が
話
題

に
出
て
く
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
時
代
と
し
て
は
重
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
大
事
に
す
る
と
い
う
時

代
の
雰
囲
気
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
明
治
30
年
あ
た
り
か
ら
約
10
年
間
で
国
内

の
鉄
道
が
急
速
に
敷
設
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
都
市
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
距
離
感
覚
も
変
わ
り
、
そ
れ

ま
で
は
徒
歩
で
し
か
移
動
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
が
汽
車
を
使
え
ば
か
な
り
の
距
離
を
移

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
都

市
と
都
市
と
の
関
係
性
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
色
々
な
も
の
を
保
存
す
る
運
動
団
体

は
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
き
な
変

革
の
中
で
、
も
う
一
度
郷
土
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
発
想
が
出
て
き
た
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
当
日
は
46
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
昭
和
初

期
に
は
街
並
み
を
は
じ
め
と
し
て
自
然
景
観

ま
で
保
存
・
保
護
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
い

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
現
在
さ
び
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
街
に
こ
そ
、
本
当
は
古

い
も
の
の
良
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。そ
う
い
う
街
を
再
発
見
し
て
い
き
た
い
」

「
お
話
の
内
容
が
新
鮮
で
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
実
体
験
と
お
人
柄
に
基
づ
く
お
話
が

印
象
的
で
し
た
。
改
め
て
「
古
書
」
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
」「
改
め
て
我
が
国
の
観
光

振
興
に
深
い
興
味
と
自
信
を
得
た
」「
西
村

先
生
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、
新
し
い
視
点
、

考
え
方
を
学
べ
た
。
40
周
年
記
念
と
い
う
こ

と
で
「
観
光
は
そ
れ
自
体
が
文
化
で
あ
り
、

そ
の
文
化
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
い
う
旅
の

図
書
館
の
開
設
当
時
の
想
い
も
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
、
開
設
40
周
年
を
迎
え
た
当
館
で
は

古
書
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
今
回
、
西

村
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
な
、
意

外
な
発
見
や
事
実
が
古
書
か
ら
得
ら
れ
る
こ

と
、
先
人
の
視
点
や
想
い
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
ら
れ
る
こ
と
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
で
未
来
に
向
け

て
ど
う
歩
ん
で
い
く
べ
き
か
の
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て

西
村
先
生
の
お
話
か
ら
も
、
地
域
の
、
そ
し

て
日
本
の
観
光
の
未
来
を
考
え
て
い
く
上
で

の
古
書
と
の
付
き
合
い
方
、
読
み
解
き
方
に

つ
い
て
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、
歴
史
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
け
継
ぐ
場
所
で
あ
る
図
書
館
と
し
て
の
役

割
も
再
認
識
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
当
館

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

建
て
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
一
般

的
な
温
泉
地
の
よ
う
に
一
戸
一
戸
を
広
く
し

て
、
周
り
に
自
然
が
あ
る
よ
う
な
形
に
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
城
崎
温
泉
は
関
西

で
一
番
元
気
の
あ
る
温
泉
地
で
す
け
れ
ど
も
、

北
但
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
そ
う
い
っ
た
ル

ー
ル
で
復
興
し
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
城
崎
温
泉
で
そ

れ
が
な
ぜ
で
き
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
温

泉
の
湧
出
量
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
湧
出
量

が
少
な
い
と
内
湯
を
大
き
く
で
き
な
い
の
で

旅
館
も
大
き
く
で
き
ま
せ
ん
。
外
湯
を
作
っ

て
、
そ
こ
に
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
仕
組
み

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
制
約
条
件
が
あ

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
例
だ
と
思
い
ま
す
。

条
件
が
良
い
と
こ
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に

や
れ
ば
い
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
、

あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

逆
に
色
々
な
不
満
が
あ
る
の
は
色
々
な
人
が

ま
と
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
と
説
得
す
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
…
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
名
所

旧
跡
の
発
想
の
起
源
は
歌
枕
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
古
典
和
歌
に
繰
り

返
し
詠
ま
れ
た
歌
枕
は
日
本
人
の
神
話
時
代

の
記
憶
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
安
時
代
に
詠
ま
れ
た
古
今
和
歌
集

の
序
に
紀
貫
之
が
枕
詞
と
い
う
表
現
で
歌
枕

の
概
念
を
示
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
和
歌
の
文
化
が
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
景
観
を
保
存
す
る
概
念
に
先
駆
け
て
生

ま
れ
た
ル
ー
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
「
奥
の
細
道
」
は
西
行
の

歌
枕
を
訪
ね
る
旅
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
詠
わ

れ
た
歌
と
場
所
が
一
緒
に
な
っ
て
物
語
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
物
語
を
確
認
す
る
旅
だ
っ

た
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
実
は
日
本
人
が
こ
う
い
う
こ
と
に
も

の
す
ご
く
セ
ン
ス
が
あ
る
な
と
感
じ
る
こ
と

が
時
々
あ
り
ま
す
。
2
0
1
5
年
に
「
舞
鶴

へ
の
生
還
1
9
4
5
|
1
9
5
6
シ
ベ
リ
ア

抑
留
等
日
本
人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の
記

録
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
帰
っ
て
く
る
時
に
手
書
き
の
書
類
等
は
持

っ
て
帰
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
が

結
構
あ
り
、
そ
の
多
く
が
和
歌
だ
と
い
い
ま

す
。
書
く
も
の
が
な
い
の
で
白
樺
の
樹
皮
に

削
る
よ
う
に
し
て
書
い
て
、
体
の
ど
こ
か
に

隠
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
苦

し
い
強
制
労
働
の
中
で
、
和
歌
を
詠
ん
で
い

く
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
知
っ

た
と
き
に
私
は
文
学
の
力
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
…
私
も
学
生
時
代
に
西
山
夘
三
先
生

の
『
日
本
の
す
ま
い
』
を
読
ん
で
感
動
し
、

民
家
の
住
ま
い
方
に
関
す
る
調
査
を
し
て
い

ま
し
た
。
西
山
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
し
た
ら
も
う
少
し
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い

で
す
。

西
村
氏
…
西
山
先
生
は
す
ご
く
細
か
い
方
で
、

麻
の
布
で
で
き
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
細
か
く
記

録
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
年
代
ご

と
に
日
付
が
書
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
が
全
部

残
っ
て
お
り
、「
西
山
文
庫
」
と
い
う
形
で

門
下
生
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。『
日

本
の
す
ま
い
』
の
よ
う
に
全
て
自
分
で
や
っ

て
し
ま
わ
れ
る
の
で
、
教
育
の
た
め
に
も
若

い
人
に
任
せ
れ
ば
良
い
の
に
と
思
い
ま
す
が
、

先
生
の
元
で
は
大
変
優
秀
な
方
が
育
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
教
育
と
い
う
の
は

難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
厳
し

い
先
生
だ
っ
た
の
で
私
も
い
つ
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
生
は
補
聴
器
を
付
け
て
ま

で
私
の
話
を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
下

さ
っ
て
、
恐
縮
至
極
で
し
た
。

参
加
者
…
世
界
に
先
駆
け
て
保
存
運
動
を
お

こ
な
い
、
風
景
協
会
ま
で
つ
く
っ
た
日
本
人

が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
美
し
さ
か
ら
ほ
ど
遠
い

都
市
田
園
景
観
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
ど
こ
で
思
想
が
断
絶
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
お
そ
ら
く
戦
後
復
興
の
中
で
全
て

が
途
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
争
が
な
け
れ

ば
当
時
の
思
想
が
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
境
に
当
時
の

思
想
を
一
か
ら
構
築
し
直
し
、
常
識
と
し
て

結
実
化
す
る
ま
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
そ
う
い
う
時
代
に

な
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
戦
争
と
い
う

の
は
本
当
に
心
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

参
加
者
…
今
日
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
古
書

か
ら
学
ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光

け
っ
ぱ
な
し
に
徘
徊
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

か
っ
た
。

　
ま
た
、
都
市
の
風
格
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
そ
こ
に
じ
っ
く
り
御
輿
を

す
え
て
か
か
る
に
限
る
ん
だ
が
、
不
幸
、

時
間
と
経
済
的
余
裕
に
乏
し
い
自
分
は
、

あ
る
都
市
の
如
き
は
小
半
日
で
観
察
を
き

り
あ
げ
、
す
ぐ
次
の
都
市
へ
移
っ
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
が
、
こ
う
し

た
慌
た
だ
し
い
旅
の
裡
の
印
象
で
も
、
そ

れ
だ
け
で
心
に
銘
記
す
る
も
の
か
ら
、
割

合
に
比
較
対
照
の
ハ
ッ
キ
リ
し
た
形
に
も

り
あ
が
っ
て
き
て
別
段
自
慢
す
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
目
隠
し
を
し
た

自
分
を
京
都
の
町
に
運
ん
で
き
て
ヒ
ョ
ッ

ク
ラ
覗
か
せ
て
み
て
も
、
そ
の
町
を
東
京

や
大
阪
の
町
と
見
あ
や
ま
る
よ
う
な
こ
と

は
せ
ん
つ
も
り
だ
。」（
P
3
|
P
4
、
原

文
マ
マ
）

ま
た
、

（
※
引
用
）

「
私
は
、
神
戸
か
ら
奈
良
、
奈
良
か
ら
北

陸
に
這
入
っ
て
金
沢
－
富
山
と
、
そ
の

街
々
を
歩
い
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
都

市
の
街
は
、
も
う
あ
の
大
都
市
特
有
の
人

間
生
活
の
燃
焼
と
群
衆
の
醸
す
毒
気
と
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
こ
で
は
、
私
ど
も
の

感
覚
を
さ
い
な
み
、
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
よ

う
な
も
の
は
何
物
も
な
く
、
た
と
え
ば
、

奈
良
名
勝
、
猿
沢
の
池
や
金
沢
の
ピ
カ
一

兼
六
公
園
を
漫
歩
し
て
い
る
中
学
生
の
心

持
と
相
通
ず
る
体
の
一
種
の
気
安
さ
を
感

ず
る
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
吾
等
の
ユ

ー
ト
ピ
ヤ
は
先
に
静
岡
の
街
を
歩
い
て
感

じ
た
よ
う
に
、
奈
良
や
金
沢
や
富
山
ぐ
ら

い
の
大
い
さ
の
都
市
に
限
る
ん
だ
な
…
と

今
さ
ら
に
そ
の
感
を
新
た
に
し
て
、
私
は

街
か
ら
街
へ
と
流
れ
歩
い
た
。」（
P
92

|
P
93
、
原
文
マ
マ
）

と
、
中
都
市
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
田
舎
町
の
良
さ
と
い
う
こ
と
で
、

（
※
引
用
）

「
同
じ
町
で
も
都
市
の
部
類
に
入
ら
ん
地

方
の
小
さ
な
埋
も
れ
て
る
よ
う
な
ま
ち
の

姿
を
見
て
歩
く
こ
と
も
愉
快
な
も
の
だ
。

そ
う
し
た
町
に
は
豪
華
な
都
市
と
は
コ
ロ

ッ
と
違
っ
た
趣
が
現
わ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
福
井
県
の
三
国
と
い
っ
た
昔
栄
え

た
港
町
か
ら
東
海
道
中
の
関
町
な
ん
て
い

う
鈴
鹿
峠
の
下
の
町
…
あ
る
い
は
信
州
路

の
追
分
な
ん
て
い
う
高
原
の
町
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
変
っ
た
姿
を
も
っ
て
い
る
。

つ
い
こ
の
間
、
白
石
噺
で
有
名
な
宮
城
県

の
白
石
町
を
歩
い
て
み
た
ん
で
す
が
、
街

に
た
っ
て
る
古
風
な
土
蔵
造
り
や
妻
入
り

町
家
に
し
て
か
ら
が
、
い
か
に
も
片
倉
小

十
郎
の
お
城
下
町
だ
っ
た
昔
の
面
影
を
失

せ
ず
に
も
っ
て
い
る
。」（
P
1
2
1
、
原

文
マ
マ
）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
小
さ
な
ま
ち
も
見
て
い

ま
す
。
三
国
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、

（
※
引
用
）

「
三
国
は
九
頭
竜
河
口
に
沿
う
た
一
筋
街

に
毛
が
生
え
た
（
戸
数
一
千
八
百
五
十
五

戸
、
人
口
八
千
七
百
三
十
八
人
）
ぐ
ら
い

の
…
地
形
的
に
は
さ
し
て
特
徴
の
な
い
町

で
あ
る
が
、
そ
の
町
家
の
形
態
に
は
い
ろ

い
ろ
な
特
徴
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

昔
は
こ
こ
は
や
は
り
同
じ
福
井
藩
の
中
に

あ
り
な
が
ら
、
今
の
福
井
市
あ
た
り
に
残

っ
て
い
る
町
家
と
較
べ
て
見
る
と
、
あ
の

深
い
両
の
袖
壁
な
ん
ど
の
具
合
を
除
い
て

は
、
著
し
い
相
違
で
、
総
じ
て
木
造
で
あ

る
が
、
た
と
え
ば
、
分
厚
い
板
を
縦
二
重

に
布
き
並
べ
た
下
屋
根
…
そ
の
目
板
を
抑

え
て
い
る
土
地
の
人
が〝
サ
ン
〞と
い
っ
て

る
横
木
…
・
小
屋
根
と
称
す
る
廂
や
大
屋

根
の
鬼
瓦
の
恰
好
な
ん
て
も
の
は
紛
う
べ

か
ら
ざ
る
特
徴
を
な
し
て
い
る
し
、」

（
P
1
8
5
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
面
白
い
の
は

（
※
引
用
）

「
天
保
前
後
に
出
さ
れ
た
『
国
々
湊
く
ら

べ
』
と
い
っ
た
湊
番
付
で
見
て
も
、
こ
の

三
国
は
前
頭
の
筆
頭
を
し
め
、
色
街
と
し

て
も
日
本
五
廓
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
た

だ
け
あ
っ
て
、
遊
女
の
逸
物
も
い
て
、
揚

代
な
ど
も
格
別
安
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な

わ
ち
、
大
関
格
の
長
崎
の
当
時
の
遊
女
の

値
段
が
四
百
か
ら
一
分
、
堺
が
六
匁
一
分
、

関
脇
の
博
多
が
二
朱
一
分
、
鳥
羽
が
十
二

匁
、
小
結
の
名
古
屋
が
二
朱
、
前
頭
の
三

国
が
四
百
か
ら
一
分
で
長
崎
と
同
値
、」

（
P
1
8
7
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

最
後
の
ま
と
め
に

（
※
引
用
）

「
余
談
は
と
も
か
く
、
私
ど
も
が
、
こ
の

三
国
の
よ
う
な
旧
い
港
町
に
も
つ
興
味
の

一
つ
は
、
そ
の
町
の
特
色
を
摑
む
と
い
う

事
の
外
に
我
国
の
町
と
い
う
町
が
挙
っ
て

新
し
い
も
の
新
し
い
も
の
へ
と
造
り
改
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
中
に
、
こ
の
港
町
の
よ
う

な
旧
態
依
然
た
る
も
の
の
姿
を
見
出
す
こ

と
は
確
か
に
一
つ
の
驚
異
に
値
い
す
る
事

実
で
あ
る
こ
と
、
が
、
や
が
て
こ
う
し
た

姿
も
三
国
小
女
郎
な
ん
か
の
話
が
わ
ず
か

に
余
命
少
な
い
古
老
の
口
ず
か
ら
伝
え
ら

れ
る
の
み
で
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
段
々

お
ぼ
ろ
げ
な
も
の
に
な
る
と
同
じ
よ
う
に
、

は
文
化
財
、
つ
ま
り
自
然
文
化
財
と
い
う
発

想
が
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の

が
天
然
記
念
物
で
す
。
現
在
で
は
、
天
然
記

念
物
と
い
う
と
貴
重
な
動
植
物
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
郷
土
を
代
表
す
る
自

然
を
保
護
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
彼
は
帰
国
後
、
保
存
運
動
を
し
ま
す
が
、

バ
ラ
バ
ラ
で
運
動
を
し
て
も
法
律
論
に
な
ら

な
い
た
め
、み
ん
な
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
の

発
足
と
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の

制
定
に
つ
な
が
る
訳
で
す
。
自
然
が
文
化
財

と
し
て
守
ら
れ
る
と
い
う
制
度
は
世
界
で
も

珍
し
く
、
な
お
か
つ
景
観
地
が
公
園
で
は
な

く
文
化
財
と
し
て
守
ら
れ
る
の
は
恐
ら
く
世

界
で
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
後
に
文
化
的
景
観
と
い
う
名

前
に
な
り
ま
す
。C

ultural Landscape

と
し
て
1
9
9
0
年
代
に
世
界
中
に
広
ま
り
、

世
界
遺
産
の
概
念
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
が

1
9
9
2
年
か
ら
で
す
。
欧
米
に
と
っ
て
は

非
常
に
新
し
い
概
念
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
本
を
書
い
て
い
る
人
た
ち
は
1
9
1
4
年

の
段
階
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
世
界
で
も
そ
こ
ま
で
先
行
し
て
風
景
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
国
は
な
い
は
ず
な
の
で
、

大
変
進
ん
で
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ

な
ど
欧
米
の
動
き
と
日
本
な
ら
で
は
の
文
化

が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
出
て
き
た
発
想
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
の
雑
誌

か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
私
の
手
元
に
は
昭
和
9
年
9
月

号
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
あ
る
雑
報
と

い
う
項
目
に
風
景
協
会
の
創
立
に
つ
い
て
書

い
て
あ
り
ま
す
。
設
立
趣
意
書
に
は

（
※
引
用
）

「
我
が
國
は
夙
こ
世
界
の
風
景
國
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
秀
麗
な
る
國
土
の
自
然
は
、

建
国
以
来
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
相
俟
っ
て
、

我
國
文
化
に
特
異
な
る
色
彩
を
賦
輿
し
て

居
る
の
は
頗
る
顕
著
な
る
事
實
で
あ
る
。

國
民
の
思
想
、
文
化
芸
術
等
、
悉
く
そ
の

美
は
し
い
風
景
に
よ
り
影
響
せ
ら
れ
ざ
る

は
な
く
、
而
し
て
又
國
民
ほ
ど
風
景
を
愛

す
る
念
の
深
き
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
現
代
人
は
動
も
す
れ
ば
器
械
的

文
明
に
酔
ひ
、
忽
忙
を
極
む
る
物
質
的
生

活
に
溺
れ
、
我
が
天
恵
の
厚
き
に
馴
れ
、

眞
に
風
景
を
享
受
す
る
心
の
余
裕
を
失
は

う
と
し
て
ゐ
る
。」（
P
68
、
原
文
マ
マ
）

と
あ
り
、
現
代
で
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
考
え
方
は
戦
後
の
権
利
意
識
と
西
洋

化
に
よ
り
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

こ
れ
を
読
む
と
わ
か
り
ま
す
。

消
え
行
く
我
が
国
の

風
景
へ
の
危
機
感

　
盛
岡
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
新
聞
記

者
で
も
あ
っ
た
橡
内
吉
胤
は
、
色
々
な
ま
ち

を
訪
ね
歩
い
て
い
く
つ
か
本
を
執
筆
し
て
い

ま
す
。『
日
本
都
市
風
景
』
の
緒
言
で
は
こ

の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

（
※
引
用
）

「
私
は
こ
れ
ま
で
都
市
風
景
…
な
い
し
都

市
の
個
性
…
一
概
に
都
市
の
風
景
…
都
市

の
個
性
と
い
っ
て
も
、
勿
論
そ
の
構
成
要

素
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
、
そ
の
都
市
は
山
の
中
の
都
市
で
あ
る

と
か
…
海
辺
の
都
市
で
あ
る
と
か
…
あ
る

い
は
い
く
筋
か
の
河
川
に
よ
っ
て
貫
流
さ

れ
て
お
る
…
と
い
っ
た
地
形
上
の
特
徴
や

土
壌
の
肌
あ
い
や
植
物
の
種
類
、
あ
る
い

は
、
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
と
か

穏
や
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
、
雪
や
雨

の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
い
う
気
象
上

の
特
色
、
そ
の
他
人
情
風
俗
や
方
言
、
民

家
の
建
築
的
特
徴
や
そ
の
「
名
勝
絵
は
が

き
」
に
出
て
来
る
名
所
旧
蹟
、
輩
出
人
物

や
名
産
名
物
、
伝
説
、
あ
る
い
は
ま
た
、

政
治
の
都
市
で
あ
る
と
か
、
商
工
業
の
都

市
で
あ
る
と
か
と
い
っ
た
社
会
的
経
済
的

条
件
に
よ
る
特
質
、
そ
れ
か
ら
そ
の
都
市

を
つ
つ
ん
で
い
る
歴
史
的
背
景
と
い
っ
た

雑
多
な
要
素
の
複
合
が
お
の
ず
か
ら
そ
の

都
市
の
風
景
を
形
づ
く
る
に
い
た
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
当
然
帰
結
さ
れ
る
ん
だ
が
、

ま
あ
、
そ
う
し
た
風
景
な
い
し
個
性
を
組

み
た
て
て
い
る
上
の
取
材
を
観
察
し
て
み

る
た
め
に
、
永
年
の
間
、
あ
ち
こ
ち
の
町

を
彷
徨
し
て
き
た
。
け
だ
し
、
旅
の
興
味

は
物
事
に
拘
泥
せ
ず
に
、
た
と
え
ば
一
個

の
巡
礼
者
の
よ
う
な
気
持
で
諸
々
の
印
象

を
素
直
に
受
け
い
れ
る
に
あ
る
ん
だ
が
、

私
は
、
い
さ
さ
か
研
究
的
・
・
・
研
究
的

と
い
っ
て
も
、
頭
か
ら
観
測
科
学
（
オ
ブ

ザ
ー
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
な

ん
か
の
命
ず
る
種
々
な
方
法
に
漂
う
て
い

た
ん
で
は
肝
心
の
躍
動
し
つ
つ
あ
る
風
景

の
ひ
ら
め
き
を
逸
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
る
の
で
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
そ
の
他
の
道
具
を
か
な

ぐ
り
す
て
、
ま
ず
も
っ
て
「
印
象
」
に
開

　
私
は
理
科
系
で
す
が
、
都
市
計
画
と
い
う

学
問
は
元
々
制
度
が
あ
り
、
都
市
に
は
人
が

い
て
、
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
色
々
な
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
基

本
的
に
は
非
常
に
文
化
的
な
学
問
で
す
。
従

っ
て
、
私
も
学
者
と
し
て
、
教
育
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
き
ち
ん
と
し
た
本
と
し
て
残
し

た
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
論
文
を
書
く
こ

と
も
良
い
で
す
が
、
長
く
書
か
な
け
れ
ば
背

景
ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
最
近
は
、
色
々
な
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
て
い
ま
す
が
、
速
報
性
は
あ
っ
て
も
大

き
な
話
を
語
る
に
は
難
し
い
訳
で
す
。

　
高
度
成
長
期
の
都
市
計
画
は
、
再
開
発
を

す
る
、
道
路
を
つ
く
る
、
環
境
を
よ
く
す
る
、

都
市
問
題
を
改
変
す
る
こ
と
が
主
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
し
た
。
壊
し
て
全
く
新
し
い
も
の
を

つ
く
る
の
が
主
流
で
あ
り
、
今
あ
る
も
の
を

大
事
に
す
る
と
い
う
の
は
都
市
計
画
の
範
囲

で
は
な
く
、
文
化
財
の
専
門
家
に
任
せ
れ
ば

良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
は
守
る
べ
き
も
の
は
き
ち
ん
と
守
っ
て
、

そ
れ
を
活
か
す
よ
う
な
都
市
を
つ
く
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
時
代
が
変

わ
っ
て
き
た
の
で
こ
う
し
て
生
き
延
び
て
は

い
ま
す
が
、
当
時
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
実
践

し
て
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ー
マ

を
変
え
た
方
が
い
い
と
か
、
そ
ん
な
考
え
方

は
主
観
的
だ
と
か
、
歴
史
の
プ
ロ
に
任
せ
れ

ば
い
い
と
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
あ
る
時
、
文
化
的
な
も
の
や
歴
史
的
な
も

の
や
景
観
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
つ
、
誰
が
言
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
。
過
去
に
色
々
な
こ
と
を
や
っ
た

人
の
努
力
や
発
想
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
今

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を

き
ち
ん
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
位
置

が
わ
か
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か

っ
て
進
む
べ
き
か
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

文
化
的
景
観
の

ル
ー
ツ
・
日
本

　
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
保
存
協
会
の
機
関
誌
で
あ
る
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」
で
す
。
こ
の
協
会
は
、

文
化
財
保
護
法
（
1
9
5
0
年
）
の
前
身
に

当
た
る
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

（
1
9
1
9
年
）
が
で
き
る
前
か
ら
活
動
し

て
お
り
、
本
書
に
は
各
地
の
保
存
運
動
が
細

か
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
草
の

根
的
な
日
々
の
活
動
は
な
か
な
か
形
に
残
ら

な
い
た
め
、
本
当
に
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
は
文

化
財
保
護
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
手
を
加
え
て
い
な
い
巨
石
や
動
物
も
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
い
わ
ば
文
化
財
に
当
た

り
ま
す
。
名
勝
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、

史
跡
と
名
勝
と
天
然
記
念
物
は
全
く
別
の
も

の
で
す
。
名
勝
の
元
々
の
発
想
は
庭
で
、
日

本
庭
園
を
守
ろ
う
と
い
う
の
が
出
発
点
で
す
。

し
か
し
、
保
存
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く

中
で
、
作
ら
れ
た
庭
だ
け
で
な
く
自
然
の
景

色
も
含
め
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
難
し
い
の
は
文
化
財
と

し
て
の
線
引
き
を
ど
こ
で
す
る
か
で
す
が
、

当
時
の
人
は
、
詩
歌
に
詠
わ
れ
た
り
、
浮
世

絵
な
ど
に
描
か
れ
た
景
色
を
、
対
象
化
さ
れ

た
文
化
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ま
し
た
。
そ

れ
が
景
勝
地
で
す
。

　
史
跡
と
い
う
の
は
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
、

土
地
の
記
憶
で
す
。
建
物
が
な
く
て
も
こ
こ

で
何
か
が
起
き
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
そ

の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
と
変
わ
っ
て
い
て
も
文
化

財
で
あ
る
と
捉
え
ま
し
た
。
史
跡
と
名
勝
と

天
然
記
念
物
は
全
く
違
う
も
の
で
す
が
、
そ

れ
を
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
保
存
す
る

協
会
を
つ
く
っ
て
有
志
の
方
々
が
保
存
運
動

を
始
め
る
訳
で
す
。

　
天
然
記
念
物
を
文
化
財
の
範
疇
に
含
め
る

こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
桜
の
研
究
者
と

し
て
有
名
な
三
好
学
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

彼
は
4
年
間
ド
イ
ツ
で
桜
の
研
究
を
し
た
後

に
日
本
に
戻
り
、
東
京
帝
国
大
学
の
植
物
学

の
先
生
に
な
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
に
い
た
時

に
、
田
舎
の
風
景
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う

郷
土
保
存
運
動
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

田
舎
の
風
景
と
い
う
の
は
植
物
が
メ
イ
ン
で

す
。
ド
イ
ツ
語
でN

aturdenkm
al

と
言
い

ま
す
け
れ
ど
も
、Natur

は
自
然
、denkm

al

　
旅
の
図
書
館
は
2
0
1
8
年
10
月
11
日

（
木
）
で
開
設
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
15

回
目
と
な
る
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
は
、
旅

の
図
書
館
開
設
40
周
年
記
念
号
「
観
光
文
化

2
3
9
号
：
特
集
　
古
書
か
ら
学
ぶ
」（
10
／

11
発
行
）
と
の
連
動
企
画
と
し
て
10
月
16
日

（
火
）
に
開
催
。
テ
ー
マ
を
「
古
書
か
ら
学

ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光
の
課
題

と
こ
れ
か
ら
|
」
と
し
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
に
当
財
団
の
評
議
員
・
専
門
委
員
で
あ
り
、

同
誌
の
巻
頭
言
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
西

村
幸
夫
氏
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
西
村
先
生
は
ご
著
書
で
も
「
観
光
客
が
伸

び
て
い
る
ま
ち
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い

ず
れ
の
ま
ち
に
も
歴
史
が
あ
り
、
ま
ち
と
し

て
の
厚
み
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
住
み
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
村
先
生
ご
自
身

が
古
書
か
ら
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
学
ば
れ
て

き
た
の
か
、
さ
ら
に
は
古
書
を
ひ
も
と
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
も
の
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
西
村
先
生
が
影
響
を
受
け
ら

れ
た
古
書
と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

歴
史
を
ふ
り
か
え
る

と
い
う
こ
と

　
学
問
は
2
種
類
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。
一
つ
の
真
理
を
追
究
す
る
タ
イ
プ
の

学
問
、
い
わ
ゆ
る
理
科
系
の
学
問
は
そ
こ
に

当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
事
も
最
初

に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
か
つ
海
外
で

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
英
語

の
論
文
で
発
表
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
は
文
化
・
文
脈
に
よ
っ
て
真
理

は
違
う
と
い
う
学
問
で
、
文
化
系
の
大
半
は

そ
れ
に
当
た
る
と
思
い
ま
す
。
文
化
系
で
は

論
文
を
書
く
の
も
大
事
で
す
が
、
む
し
ろ
思

想
を
語
る
こ
と
が
大
事
で
、
文
化
系
の
先
生

方
の
一
番
大
き
な
仕
事
は
主
著
を
書
く
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
ち
な
い
よ
し
た
ね
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と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当

時
は
活
版
印
刷
な
の
で
１
冊
の
本
を
作
る
に

は
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
の
で
、
出
版
す

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
の

意
味
で
言
う
と
、
１
冊
の
本
を
後
世
に
残
す

と
い
う
の
は
大
変
な
仕
事
で
す
。
こ
の
時
代

で
も
そ
う
な
の
で
、
戦
前
に
も
な
る
と
な
お

さ
ら
で
す
。
今
、
我
々
が
簡
単
に
ネ
ッ
ト
上

で
垂
れ
流
す
よ
う
な
情
報
と
は
レ
ベ
ル
が
違

う
。
人
間
の
肉
体
は
い
つ
か
滅
び
ま
す
が
、

想
い
が
形
に
な
っ
て
い
れ
ば
次
の
世
代
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
私
は
本
を
大
事

に
し
た
い
で
す
し
、
過
去
に
書
い
た
人
の
想

い
を
な
ん
と
か
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
継
ぐ

場
所
と
し
て
の
図
書
館

　
最
近
、『
県
都
物
語 

47
都
心
空
間
の
近
代

を
あ
る
く
』
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
。
地

域
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
公
立
図
書

館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
行
く
と
大
半
の

も
の
は
あ
る
の
で
、
こ
こ
10
年
く
ら
い
各
地

の
図
書
館
を
訪
ね
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
市
史

は
必
ず
読
み
ま
す
が
、
政
治
史
は
書
か
れ
て

い
て
も
生
活
史
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
昔
の
写
真
集
を

コ
ピ
ー
し
て
そ
れ
を
持
っ
て
ま
ち
を
歩
き
、

自
分
で
写
真
を
撮
る
。
そ
し
て
再
度
市
史
を

読
み
直
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
ど
う
考
え
た
ら

よ
い
か
を
1
ヶ
月
か
ら
2
ヶ
月
く
ら
い
考
え

続
け
る
と
い
う
生
活
を
10
年
間
し
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ま
る
で
恋
人
を
想
う
よ

う
に
そ
の
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
色
々
な
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
す
。

都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
る
の
で

色
々
な
も
の
の
見
方
が
で
き
ま
す
。
こ
の
道

は
な
ぜ
こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
こ
の
建
物
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
と
か
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
地
域
の
資
料
を
読

ん
で
い
き
ま
し
た
。
橡
内
吉
胤
が
『
日
本
都

市
風
景
』
で
書
い
た
よ
う
な
こ
と
を
、
私
も

『
県
都
物
語
』
を
通
し
て
書
き
ま
し
た
。

　
各
地
の
図
書
館
に
は
か
な
り
助
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
図
書
館
は
知
識
の
宝
庫
だ
と
思
い

ま
し
た
。
情
報
源
と
し
て
最
大
限
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
使
う
側
が
問
題
意
識
を
持
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
私
は
古
書
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

っ
て
、
そ
れ
で
私
も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
私
が
書
い

た
も
の
が
次
の
世
代
の
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
捨
て
ら
れ
ず
に
こ
う
い
う
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
読
者
に
何
ら

か
の
想
い
が
伝
わ
れ
ば
良
い
人
生
だ
っ
た
と

思
え
る
か
な
と
。
特
に
橡
内
吉
胤
の
本
と
自

分
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

参
加
者
…
都
市
は
美
を
中
心
に
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
猥
雑
さ
も
魅
力

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
都
市
の
猥

雑
さ
に
関
し
て
は
東
京
の
都
市
計
画
を
研
究

さ
れ
、
新
宿
の
歌
舞
伎
町
な
ど
を
作
ら
れ
た

石
川
栄
耀
先
生
な
ど
が
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

歌
舞
伎
町
は
区
画
整
理
で
で
き
て
い
ま
す
が
、

コ
マ
劇
場
（
現
・
新
宿
東
宝
ビ
ル
）
に
ぶ
つ

か
る
よ
う
に
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ッ

ド
で
作
る
の
で
は
な
く
、
突
き
当
た
り
に
広

場
的
空
間
を
配
置
す
る
こ
と
で
猥
雑
で
迷
路

の
よ
う
な
空
間
に
し
ま
し
た
。
実
際
、
そ
う

い
う
形
で
今
も
機
能
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
…
西
村
先
生
が
実
際
に
訪
れ
て
、
使

い
や
す
か
っ
た
公
立
図
書
館
は
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
3
階
の

地
域
コ
ー
ナ
ー
に
は
市
史
や
写
真
集
が
大
変

充
実
し
て
お
り
感
動
的
で
し
た
。
し
か
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚

い
だ
け
で
な
く
、
本
の
管
理
を
は
じ
め
色
々

な
シ
ス
テ
ム
が
飛
び
抜
け
て
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

参
加
者
…
西
村
先
生
の
ご
著
書
『
観
光
ま
ち

づ
く
り
』
で
、「
ま
ち
づ
く
り
が
観
光
へ
向

か
う
と
い
う
動
き
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
が

ま
ち
づ
く
り
へ
ひ
ろ
が
る
と
い
う
動
き
も
同

様
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
う
ご

き
は
観
光
地
づ
く
り
と
し
て
は
ま
だ
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
は
あ
る
。」と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

古
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
と
い

う
の
は
ど
こ
か
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
温
泉
街
の
ト
ー
タ
ル
な
魅

力
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
方
は
あ
ま
り
見

た
こ
と
が
な
い
で
す
。
も
し
か
す
る
と
当
時

は
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
発
想
が
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
別
の
宿
が
ど
れ

だ
け
頑
張
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
地
の
側
か
ら
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
城
崎

温
泉
で
し
ょ
う
か
。
城
崎
温
泉
の
あ
た
り
は
、

北
但
大
震
災
と
い
う
震
災
が
関
東
大
震
災
の

2
年
後
に
起
き
て
い
ま
す
。
地
震
や
火
事
で

豊
岡
の
中
心
部
と
城
崎
温
泉
は
壊
滅
的
被
害

を
受
け
ま
す
。
豊
岡
は
大
き
な
区
画
整
理
を

し
ま
し
た
が
、
城
崎
温
泉
は
そ
れ
を
せ
ず
に

建
物
は
3
階
建
て
で
道
に
面
し
た
と
こ
ろ
に

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
古
い
街
並
も
段
々

と
朽
ち
た
り
壊
さ
れ
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
時
代
と
と
も
に
後
退
っ
て
往

っ
て
、
こ
れ
か
ら
後
い
く
ば
く
も
な
く
し

て
ま
っ
た
く
地
上
か
ら
姿
を
消
す
の
日
あ

る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
日
本
と
い
う
い

わ
ば
大
き
な
博
物
館
の
中
に
保
存
さ
れ
て

い
る
昔
の
ま
ま
の
生
粋
の
港
町
の
形
態
や

そ
の
町
を
霧
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
包
ん
で

い
る
歴
史
や
伝
説
と
い
っ
た
も
の
を
、
単

に
懐
か
し
む
と
い
う
よ
り
も
何
と
か
し
て

記
録
に
止
め
て
お
く
の
必
要
が
な
い
で
あ

ろ
う
か
…
こ
と
に
移
り
変
り
の
劇
し
い
今

日
に
お
い
て
一
層
そ
の
感
を
深
く
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
も
ま
た
前
に
も
言
っ
た

よ
う
に
こ
う
し
た
旧
い
街
に
見
出
す
一
種

の
「
調
和
の
美
」
と
い
っ
た
も
の
が
果
た

し
て
ど
う
し
た
仕
組
か
ら
出
発
し
て
く
る

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
点
検
し
て

み
る
と
い
う
こ
と
も
、
将
来
の
街
を
造
る

の
工
夫
を
す
る
上
に
も
重
要
な
暗
示
を
持

ち
来
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

…
」（
P
1
9
3
|
P
1
9
4
、原
文
マ
マ
）

と
あ
り
ま
す
。「
調
和
の
美
」、
良
い
こ
と
を

言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
人
が
い

た
ん
で
す
よ
ね
。
お
そ
ら
く
関
町
を
発
見
し

た
の
は
彼
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
本
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
我
々
は
こ
の
人
の
気

持
ち
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
私
は
、
こ
う
い
う
書
物
を
通
し
て
と
て
も

元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
な
い

ん
だ
、
昔
か
ら
そ
う
い
う
人
が
い
た
ん
だ
、

そ
の
人
た
ち
の
思
い
を
私
た
ち
は
受
け
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
。
実
は
都
市
美
協
会

は
彼
が
中
心
に
な
っ
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。

1
9
2
0
年
代
に
都
市
美
を
推
進
す
る
大
き

な
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
9
2
6
年
に
都
市
美
協
会
が
で
き
て
、

1
9
3
7
年
に
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
都
市

美
協
議
会
が
で
き
ま
す
。

　
都
市
美
協
会
は
「
都
市
美
」
と
い
う
機
関

誌
を
発
行
し
て
お
り
、都
市
美
協
議
会
は「
現

代
之
都
市
美
」
と
い
う
立
派
な
論
文
集
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
協
議
会
の
開
催
報

告
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
第
2

回
協
議
会
で
は
、
都
市
美
審
議
委
員
会
設
立

に
関
す
る
件
、
街
路
照
明
統
制
に
関
す
る
件
、

広
告
物
法
改
善
に
関
す
る
件
、
喀
痰
の
取
締

に
関
す
る
件
、
全
国
都
市
美
協
議
会
の
継
続

に
関
す
る
件
な
ど
を
決
議
し
て
全
国
の
自
治

体
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
都
市

醜
を
な
く
す
べ
く
、
汚
い
看
板
や
電
線
、
電

柱
を
な
く
し
、
並
木
道
を
つ
く
る
と
い
う
運

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
都
市
美
運
動
に
つ
い

て
は
東
京
大
学
の
中
島
直
人
准
教
授
が
『
都

市
美
運
動
―
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
都
市

計
画
史
』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
歴
史
も
戦
争
を
境
に
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

想
い
を
形
に
し
て
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

「
本
」の
意
義

『
日
本
の
す
ま
い
』
は
、
建
築
計
画
学
の
大

御
所
だ
っ
た
西
山
夘
三
先
生
が
京
都
大
学
を

定
年
退
職
さ
れ
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
仕
事

で
す
。
日
本
の
多
様
な
住
ま
い
を
全
て
ご
自

身
で
調
査
さ
れ
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
面
、
書

物
と
し
て
の
装
丁
も
全
て
手
描
き
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
大
学
生
の
時
に
こ
の
本
を
手
に

と
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
一
人
で

や
る
人
が
い
る
の
か
と
驚
愕
し
ま
し
た
。
学

生
に
は
高
額
な
本
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
買
っ

て
、
今
で
も
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
西
山
先
生
は
日
本
の
住
宅
・
建

築
計
画
を
つ
く
っ
た
方
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
日
本
の
住
ま
い
の
全
容
を
階
級
構
成
ご
と

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
全

て
や
り
切
ら
れ
た
こ
と
に
本
当
に
驚
き
ま
し

た
。
私
は
同
じ
立
場
に
な
っ
て
こ
ん
な
こ
と

は
で
き
な
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

偉
い
先
生
を
目
標
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
、
大
学
は
違
い
ま
し
た
が
、
ず
っ
と

西
山
夘
三
先
生
の
こ
と
を
気
に
し
な
が
ら
仕

事
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
晩
年
に
な
っ
て
我
々
が
や
っ
て
い
る
調
査

の
顧
問
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
い
て
ご
一
緒

し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
本
も
こ
れ
か
ら

を
担
っ
て
い
く
人
た
ち
に
受
け
継
い
で
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
単
に
情
報
が
書
い
て
あ

る
ツ
ー
ル
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
命
を
賭

け
て
作
ら
れ
た
本
で
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。

　
今
の
時
代
は
簡
単
に
情
報
が
発
信
で
き
る

の
で
誰
も
が
書
き
手
に
な
れ
ま
す
が
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
か
つ
印
象
披
露
の
よ
う
な
も
の
が

多
く
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
、
き
ち
ん

と
後
に
残
す
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
や
る
こ

の
課
題
と
こ
れ
か
ら
|
」
に
結
び
付
く
よ
う

な
事
柄
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

西
村
氏
…
先
ほ
ど
紹
介
し
た
城
崎
温
泉
は
良

い
例
か
と
思
い
ま
す
。
豊
岡
市
は
す
ご
く
面

白
い
と
こ
ろ
で
城
崎
温
泉
と
豊
岡
は
全
く
違

う
生
き
方
を
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
復
興
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
豊
岡
の
ま
ち
と
建
物
は
興

味
深
い
で
す
。
豊
岡
の
駅
前
は
放
射
状
に
道

が
出
て
い
ま
す
が
、
国
立
の
駅
前
に
似
て
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
国
立
は
関
東
大
震
災
の

復
興
経
緯
を
見
な
が
ら
冷
静
に
自
分
た
ち
の

地
域
の
復
興
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
そ
の
一
方
で
城
崎
温
泉
や
小
さ
な
城

下
町
で
あ
る
出
石
は
北
但
大
震
災
の
被
害
を

そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
昔
な
が
ら

の
街
並
み
の
中
に
新
し
い
建
築
家
が
入
っ
て

き
て
学
校
や
役
場
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
竹
野
と
い
う
港
町
は
海
水
浴
や
カ
ニ
で

有
名
で
す
け
れ
ど
も
、
川
港
の
雰
囲
気
が
よ

く
残
っ
て
い
ま
す
。
個
性
の
違
う
5
つ
の
地

域
が
合
併
し
て
一
つ
の
ま
ち
に
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
は

戦
前
か
ら
の
動
き
が
現
在
の
個
性
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
加
者
…
1
9
2
6
年
に
柳
宗
悦
ら
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
民
藝
運
動
の
よ
う
に
、
民
衆

の
生
活
に
美
を
見
出
す
考
え
と
共
通
し
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
都
市
美
と

民
藝
運
動
な
ど
の
関
わ
り
は
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

西
村
氏
…
都
市
美
で
民
藝
運
動
の
話
が
話
題

に
出
て
く
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
時
代
と
し
て
は
重
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
大
事
に
す
る
と
い
う
時

代
の
雰
囲
気
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
明
治
30
年
あ
た
り
か
ら
約
10
年
間
で
国
内

の
鉄
道
が
急
速
に
敷
設
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
都
市
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
距
離
感
覚
も
変
わ
り
、
そ
れ

ま
で
は
徒
歩
で
し
か
移
動
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
が
汽
車
を
使
え
ば
か
な
り
の
距
離
を
移

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
都

市
と
都
市
と
の
関
係
性
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
色
々
な
も
の
を
保
存
す
る
運
動
団
体

は
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
き
な
変

革
の
中
で
、
も
う
一
度
郷
土
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
発
想
が
出
て
き
た
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
当
日
は
46
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
昭
和
初

期
に
は
街
並
み
を
は
じ
め
と
し
て
自
然
景
観

ま
で
保
存
・
保
護
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
い

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
現
在
さ
び
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
街
に
こ
そ
、
本
当
は
古

い
も
の
の
良
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。そ
う
い
う
街
を
再
発
見
し
て
い
き
た
い
」

「
お
話
の
内
容
が
新
鮮
で
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
実
体
験
と
お
人
柄
に
基
づ
く
お
話
が

印
象
的
で
し
た
。
改
め
て
「
古
書
」
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
」「
改
め
て
我
が
国
の
観
光

振
興
に
深
い
興
味
と
自
信
を
得
た
」「
西
村

先
生
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、
新
し
い
視
点
、

考
え
方
を
学
べ
た
。
40
周
年
記
念
と
い
う
こ

と
で
「
観
光
は
そ
れ
自
体
が
文
化
で
あ
り
、

そ
の
文
化
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
い
う
旅
の

図
書
館
の
開
設
当
時
の
想
い
も
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
、
開
設
40
周
年
を
迎
え
た
当
館
で
は

古
書
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
今
回
、
西

村
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
な
、
意

外
な
発
見
や
事
実
が
古
書
か
ら
得
ら
れ
る
こ

と
、
先
人
の
視
点
や
想
い
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
ら
れ
る
こ
と
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
で
未
来
に
向
け

て
ど
う
歩
ん
で
い
く
べ
き
か
の
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て

西
村
先
生
の
お
話
か
ら
も
、
地
域
の
、
そ
し

て
日
本
の
観
光
の
未
来
を
考
え
て
い
く
上
で

の
古
書
と
の
付
き
合
い
方
、
読
み
解
き
方
に

つ
い
て
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、
歴
史
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
け
継
ぐ
場
所
で
あ
る
図
書
館
と
し
て
の
役

割
も
再
認
識
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
当
館

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

建
て
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
一
般

的
な
温
泉
地
の
よ
う
に
一
戸
一
戸
を
広
く
し

て
、
周
り
に
自
然
が
あ
る
よ
う
な
形
に
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
城
崎
温
泉
は
関
西

で
一
番
元
気
の
あ
る
温
泉
地
で
す
け
れ
ど
も
、

北
但
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
そ
う
い
っ
た
ル

ー
ル
で
復
興
し
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
城
崎
温
泉
で
そ

れ
が
な
ぜ
で
き
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
温

泉
の
湧
出
量
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
湧
出
量

が
少
な
い
と
内
湯
を
大
き
く
で
き
な
い
の
で

旅
館
も
大
き
く
で
き
ま
せ
ん
。
外
湯
を
作
っ

て
、
そ
こ
に
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
仕
組
み

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
制
約
条
件
が
あ

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
例
だ
と
思
い
ま
す
。

条
件
が
良
い
と
こ
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に

や
れ
ば
い
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
、

あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

逆
に
色
々
な
不
満
が
あ
る
の
は
色
々
な
人
が

ま
と
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
と
説
得
す
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
…
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
名
所

旧
跡
の
発
想
の
起
源
は
歌
枕
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
古
典
和
歌
に
繰
り

返
し
詠
ま
れ
た
歌
枕
は
日
本
人
の
神
話
時
代

の
記
憶
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
安
時
代
に
詠
ま
れ
た
古
今
和
歌
集

の
序
に
紀
貫
之
が
枕
詞
と
い
う
表
現
で
歌
枕

の
概
念
を
示
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
和
歌
の
文
化
が
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
景
観
を
保
存
す
る
概
念
に
先
駆
け
て
生

ま
れ
た
ル
ー
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
「
奥
の
細
道
」
は
西
行
の

歌
枕
を
訪
ね
る
旅
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
詠
わ

れ
た
歌
と
場
所
が
一
緒
に
な
っ
て
物
語
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
物
語
を
確
認
す
る
旅
だ
っ

た
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
実
は
日
本
人
が
こ
う
い
う
こ
と
に
も

の
す
ご
く
セ
ン
ス
が
あ
る
な
と
感
じ
る
こ
と

が
時
々
あ
り
ま
す
。
2
0
1
5
年
に
「
舞
鶴

へ
の
生
還
1
9
4
5
|
1
9
5
6
シ
ベ
リ
ア

抑
留
等
日
本
人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の
記

録
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
帰
っ
て
く
る
時
に
手
書
き
の
書
類
等
は
持

っ
て
帰
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
が

結
構
あ
り
、
そ
の
多
く
が
和
歌
だ
と
い
い
ま

す
。
書
く
も
の
が
な
い
の
で
白
樺
の
樹
皮
に

削
る
よ
う
に
し
て
書
い
て
、
体
の
ど
こ
か
に

隠
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
苦

し
い
強
制
労
働
の
中
で
、
和
歌
を
詠
ん
で
い

く
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
知
っ

た
と
き
に
私
は
文
学
の
力
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
…
私
も
学
生
時
代
に
西
山
夘
三
先
生

の
『
日
本
の
す
ま
い
』
を
読
ん
で
感
動
し
、

民
家
の
住
ま
い
方
に
関
す
る
調
査
を
し
て
い

ま
し
た
。
西
山
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
し
た
ら
も
う
少
し
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い

で
す
。

西
村
氏
…
西
山
先
生
は
す
ご
く
細
か
い
方
で
、

麻
の
布
で
で
き
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
細
か
く
記

録
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
年
代
ご

と
に
日
付
が
書
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
が
全
部

残
っ
て
お
り
、「
西
山
文
庫
」
と
い
う
形
で

門
下
生
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。『
日

本
の
す
ま
い
』
の
よ
う
に
全
て
自
分
で
や
っ

て
し
ま
わ
れ
る
の
で
、
教
育
の
た
め
に
も
若

い
人
に
任
せ
れ
ば
良
い
の
に
と
思
い
ま
す
が
、

先
生
の
元
で
は
大
変
優
秀
な
方
が
育
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
教
育
と
い
う
の
は

難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
厳
し

い
先
生
だ
っ
た
の
で
私
も
い
つ
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
生
は
補
聴
器
を
付
け
て
ま

で
私
の
話
を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
下

さ
っ
て
、
恐
縮
至
極
で
し
た
。

参
加
者
…
世
界
に
先
駆
け
て
保
存
運
動
を
お

こ
な
い
、
風
景
協
会
ま
で
つ
く
っ
た
日
本
人

が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
美
し
さ
か
ら
ほ
ど
遠
い

都
市
田
園
景
観
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
ど
こ
で
思
想
が
断
絶
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
お
そ
ら
く
戦
後
復
興
の
中
で
全
て

が
途
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
争
が
な
け
れ

ば
当
時
の
思
想
が
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
境
に
当
時
の

思
想
を
一
か
ら
構
築
し
直
し
、
常
識
と
し
て

結
実
化
す
る
ま
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
そ
う
い
う
時
代
に

な
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
戦
争
と
い
う

の
は
本
当
に
心
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

参
加
者
…
今
日
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
古
書

か
ら
学
ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光

け
っ
ぱ
な
し
に
徘
徊
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

か
っ
た
。

　
ま
た
、
都
市
の
風
格
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
そ
こ
に
じ
っ
く
り
御
輿
を

す
え
て
か
か
る
に
限
る
ん
だ
が
、
不
幸
、

時
間
と
経
済
的
余
裕
に
乏
し
い
自
分
は
、

あ
る
都
市
の
如
き
は
小
半
日
で
観
察
を
き

り
あ
げ
、
す
ぐ
次
の
都
市
へ
移
っ
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
が
、
こ
う
し

た
慌
た
だ
し
い
旅
の
裡
の
印
象
で
も
、
そ

れ
だ
け
で
心
に
銘
記
す
る
も
の
か
ら
、
割

合
に
比
較
対
照
の
ハ
ッ
キ
リ
し
た
形
に
も

り
あ
が
っ
て
き
て
別
段
自
慢
す
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
目
隠
し
を
し
た

自
分
を
京
都
の
町
に
運
ん
で
き
て
ヒ
ョ
ッ

ク
ラ
覗
か
せ
て
み
て
も
、
そ
の
町
を
東
京

や
大
阪
の
町
と
見
あ
や
ま
る
よ
う
な
こ
と

は
せ
ん
つ
も
り
だ
。」（
P
3
|
P
4
、
原

文
マ
マ
）

ま
た
、

（
※
引
用
）

「
私
は
、
神
戸
か
ら
奈
良
、
奈
良
か
ら
北

陸
に
這
入
っ
て
金
沢
－
富
山
と
、
そ
の

街
々
を
歩
い
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
都

市
の
街
は
、
も
う
あ
の
大
都
市
特
有
の
人

間
生
活
の
燃
焼
と
群
衆
の
醸
す
毒
気
と
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
こ
で
は
、
私
ど
も
の

感
覚
を
さ
い
な
み
、
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
よ

う
な
も
の
は
何
物
も
な
く
、
た
と
え
ば
、

奈
良
名
勝
、
猿
沢
の
池
や
金
沢
の
ピ
カ
一

兼
六
公
園
を
漫
歩
し
て
い
る
中
学
生
の
心

持
と
相
通
ず
る
体
の
一
種
の
気
安
さ
を
感

ず
る
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
吾
等
の
ユ

ー
ト
ピ
ヤ
は
先
に
静
岡
の
街
を
歩
い
て
感

じ
た
よ
う
に
、
奈
良
や
金
沢
や
富
山
ぐ
ら

い
の
大
い
さ
の
都
市
に
限
る
ん
だ
な
…
と

今
さ
ら
に
そ
の
感
を
新
た
に
し
て
、
私
は

街
か
ら
街
へ
と
流
れ
歩
い
た
。」（
P
92

|
P
93
、
原
文
マ
マ
）

と
、
中
都
市
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
田
舎
町
の
良
さ
と
い
う
こ
と
で
、

（
※
引
用
）

「
同
じ
町
で
も
都
市
の
部
類
に
入
ら
ん
地

方
の
小
さ
な
埋
も
れ
て
る
よ
う
な
ま
ち
の

姿
を
見
て
歩
く
こ
と
も
愉
快
な
も
の
だ
。

そ
う
し
た
町
に
は
豪
華
な
都
市
と
は
コ
ロ

ッ
と
違
っ
た
趣
が
現
わ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
福
井
県
の
三
国
と
い
っ
た
昔
栄
え

た
港
町
か
ら
東
海
道
中
の
関
町
な
ん
て
い

う
鈴
鹿
峠
の
下
の
町
…
あ
る
い
は
信
州
路

の
追
分
な
ん
て
い
う
高
原
の
町
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
変
っ
た
姿
を
も
っ
て
い
る
。

つ
い
こ
の
間
、
白
石
噺
で
有
名
な
宮
城
県

の
白
石
町
を
歩
い
て
み
た
ん
で
す
が
、
街

に
た
っ
て
る
古
風
な
土
蔵
造
り
や
妻
入
り

町
家
に
し
て
か
ら
が
、
い
か
に
も
片
倉
小

十
郎
の
お
城
下
町
だ
っ
た
昔
の
面
影
を
失

せ
ず
に
も
っ
て
い
る
。」（
P
1
2
1
、
原

文
マ
マ
）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
小
さ
な
ま
ち
も
見
て
い

ま
す
。
三
国
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、

（
※
引
用
）

「
三
国
は
九
頭
竜
河
口
に
沿
う
た
一
筋
街

に
毛
が
生
え
た
（
戸
数
一
千
八
百
五
十
五

戸
、
人
口
八
千
七
百
三
十
八
人
）
ぐ
ら
い

の
…
地
形
的
に
は
さ
し
て
特
徴
の
な
い
町

で
あ
る
が
、
そ
の
町
家
の
形
態
に
は
い
ろ

い
ろ
な
特
徴
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

昔
は
こ
こ
は
や
は
り
同
じ
福
井
藩
の
中
に

あ
り
な
が
ら
、
今
の
福
井
市
あ
た
り
に
残

っ
て
い
る
町
家
と
較
べ
て
見
る
と
、
あ
の

深
い
両
の
袖
壁
な
ん
ど
の
具
合
を
除
い
て

は
、
著
し
い
相
違
で
、
総
じ
て
木
造
で
あ

る
が
、
た
と
え
ば
、
分
厚
い
板
を
縦
二
重

に
布
き
並
べ
た
下
屋
根
…
そ
の
目
板
を
抑

え
て
い
る
土
地
の
人
が〝
サ
ン
〞と
い
っ
て

る
横
木
…
・
小
屋
根
と
称
す
る
廂
や
大
屋

根
の
鬼
瓦
の
恰
好
な
ん
て
も
の
は
紛
う
べ

か
ら
ざ
る
特
徴
を
な
し
て
い
る
し
、」

（
P
1
8
5
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
面
白
い
の
は

（
※
引
用
）

「
天
保
前
後
に
出
さ
れ
た
『
国
々
湊
く
ら

べ
』
と
い
っ
た
湊
番
付
で
見
て
も
、
こ
の

三
国
は
前
頭
の
筆
頭
を
し
め
、
色
街
と
し

て
も
日
本
五
廓
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
た

だ
け
あ
っ
て
、
遊
女
の
逸
物
も
い
て
、
揚

代
な
ど
も
格
別
安
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な

わ
ち
、
大
関
格
の
長
崎
の
当
時
の
遊
女
の

値
段
が
四
百
か
ら
一
分
、
堺
が
六
匁
一
分
、

関
脇
の
博
多
が
二
朱
一
分
、
鳥
羽
が
十
二

匁
、
小
結
の
名
古
屋
が
二
朱
、
前
頭
の
三

国
が
四
百
か
ら
一
分
で
長
崎
と
同
値
、」

（
P
1
8
7
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

最
後
の
ま
と
め
に

（
※
引
用
）

「
余
談
は
と
も
か
く
、
私
ど
も
が
、
こ
の

三
国
の
よ
う
な
旧
い
港
町
に
も
つ
興
味
の

一
つ
は
、
そ
の
町
の
特
色
を
摑
む
と
い
う

事
の
外
に
我
国
の
町
と
い
う
町
が
挙
っ
て

新
し
い
も
の
新
し
い
も
の
へ
と
造
り
改
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
中
に
、
こ
の
港
町
の
よ
う

な
旧
態
依
然
た
る
も
の
の
姿
を
見
出
す
こ

と
は
確
か
に
一
つ
の
驚
異
に
値
い
す
る
事

実
で
あ
る
こ
と
、
が
、
や
が
て
こ
う
し
た

姿
も
三
国
小
女
郎
な
ん
か
の
話
が
わ
ず
か

に
余
命
少
な
い
古
老
の
口
ず
か
ら
伝
え
ら

れ
る
の
み
で
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
段
々

お
ぼ
ろ
げ
な
も
の
に
な
る
と
同
じ
よ
う
に
、

は
文
化
財
、
つ
ま
り
自
然
文
化
財
と
い
う
発

想
が
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の

が
天
然
記
念
物
で
す
。
現
在
で
は
、
天
然
記

念
物
と
い
う
と
貴
重
な
動
植
物
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
郷
土
を
代
表
す
る
自

然
を
保
護
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
彼
は
帰
国
後
、
保
存
運
動
を
し
ま
す
が
、

バ
ラ
バ
ラ
で
運
動
を
し
て
も
法
律
論
に
な
ら

な
い
た
め
、み
ん
な
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
の

発
足
と
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の

制
定
に
つ
な
が
る
訳
で
す
。
自
然
が
文
化
財

と
し
て
守
ら
れ
る
と
い
う
制
度
は
世
界
で
も

珍
し
く
、
な
お
か
つ
景
観
地
が
公
園
で
は
な

く
文
化
財
と
し
て
守
ら
れ
る
の
は
恐
ら
く
世

界
で
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
後
に
文
化
的
景
観
と
い
う
名

前
に
な
り
ま
す
。C

ultural Landscape

と
し
て
1
9
9
0
年
代
に
世
界
中
に
広
ま
り
、

世
界
遺
産
の
概
念
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
が

1
9
9
2
年
か
ら
で
す
。
欧
米
に
と
っ
て
は

非
常
に
新
し
い
概
念
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
本
を
書
い
て
い
る
人
た
ち
は
1
9
1
4
年

の
段
階
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
世
界
で
も
そ
こ
ま
で
先
行
し
て
風
景
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
国
は
な
い
は
ず
な
の
で
、

大
変
進
ん
で
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ

な
ど
欧
米
の
動
き
と
日
本
な
ら
で
は
の
文
化

が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
出
て
き
た
発
想
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
の
雑
誌

か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
私
の
手
元
に
は
昭
和
9
年
9
月

号
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
あ
る
雑
報
と

い
う
項
目
に
風
景
協
会
の
創
立
に
つ
い
て
書

い
て
あ
り
ま
す
。
設
立
趣
意
書
に
は

（
※
引
用
）

「
我
が
國
は
夙
こ
世
界
の
風
景
國
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
秀
麗
な
る
國
土
の
自
然
は
、

建
国
以
来
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
相
俟
っ
て
、

我
國
文
化
に
特
異
な
る
色
彩
を
賦
輿
し
て

居
る
の
は
頗
る
顕
著
な
る
事
實
で
あ
る
。

國
民
の
思
想
、
文
化
芸
術
等
、
悉
く
そ
の

美
は
し
い
風
景
に
よ
り
影
響
せ
ら
れ
ざ
る

は
な
く
、
而
し
て
又
國
民
ほ
ど
風
景
を
愛

す
る
念
の
深
き
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
現
代
人
は
動
も
す
れ
ば
器
械
的

文
明
に
酔
ひ
、
忽
忙
を
極
む
る
物
質
的
生

活
に
溺
れ
、
我
が
天
恵
の
厚
き
に
馴
れ
、

眞
に
風
景
を
享
受
す
る
心
の
余
裕
を
失
は

う
と
し
て
ゐ
る
。」（
P
68
、
原
文
マ
マ
）

と
あ
り
、
現
代
で
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
考
え
方
は
戦
後
の
権
利
意
識
と
西
洋

化
に
よ
り
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

こ
れ
を
読
む
と
わ
か
り
ま
す
。

消
え
行
く
我
が
国
の

風
景
へ
の
危
機
感

　
盛
岡
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
新
聞
記

者
で
も
あ
っ
た
橡
内
吉
胤
は
、
色
々
な
ま
ち

を
訪
ね
歩
い
て
い
く
つ
か
本
を
執
筆
し
て
い

ま
す
。『
日
本
都
市
風
景
』
の
緒
言
で
は
こ

の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

（
※
引
用
）

「
私
は
こ
れ
ま
で
都
市
風
景
…
な
い
し
都

市
の
個
性
…
一
概
に
都
市
の
風
景
…
都
市

の
個
性
と
い
っ
て
も
、
勿
論
そ
の
構
成
要

素
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
、
そ
の
都
市
は
山
の
中
の
都
市
で
あ
る

と
か
…
海
辺
の
都
市
で
あ
る
と
か
…
あ
る

い
は
い
く
筋
か
の
河
川
に
よ
っ
て
貫
流
さ

れ
て
お
る
…
と
い
っ
た
地
形
上
の
特
徴
や

土
壌
の
肌
あ
い
や
植
物
の
種
類
、
あ
る
い

は
、
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
と
か

穏
や
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
、
雪
や
雨

の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
い
う
気
象
上

の
特
色
、
そ
の
他
人
情
風
俗
や
方
言
、
民

家
の
建
築
的
特
徴
や
そ
の
「
名
勝
絵
は
が

き
」
に
出
て
来
る
名
所
旧
蹟
、
輩
出
人
物

や
名
産
名
物
、
伝
説
、
あ
る
い
は
ま
た
、

政
治
の
都
市
で
あ
る
と
か
、
商
工
業
の
都

市
で
あ
る
と
か
と
い
っ
た
社
会
的
経
済
的

条
件
に
よ
る
特
質
、
そ
れ
か
ら
そ
の
都
市

を
つ
つ
ん
で
い
る
歴
史
的
背
景
と
い
っ
た

雑
多
な
要
素
の
複
合
が
お
の
ず
か
ら
そ
の

都
市
の
風
景
を
形
づ
く
る
に
い
た
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
当
然
帰
結
さ
れ
る
ん
だ
が
、

ま
あ
、
そ
う
し
た
風
景
な
い
し
個
性
を
組

み
た
て
て
い
る
上
の
取
材
を
観
察
し
て
み

る
た
め
に
、
永
年
の
間
、
あ
ち
こ
ち
の
町

を
彷
徨
し
て
き
た
。
け
だ
し
、
旅
の
興
味

は
物
事
に
拘
泥
せ
ず
に
、
た
と
え
ば
一
個

の
巡
礼
者
の
よ
う
な
気
持
で
諸
々
の
印
象

を
素
直
に
受
け
い
れ
る
に
あ
る
ん
だ
が
、

私
は
、
い
さ
さ
か
研
究
的
・
・
・
研
究
的

と
い
っ
て
も
、
頭
か
ら
観
測
科
学
（
オ
ブ

ザ
ー
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
な

ん
か
の
命
ず
る
種
々
な
方
法
に
漂
う
て
い

た
ん
で
は
肝
心
の
躍
動
し
つ
つ
あ
る
風
景

の
ひ
ら
め
き
を
逸
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
る
の
で
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
そ
の
他
の
道
具
を
か
な

ぐ
り
す
て
、
ま
ず
も
っ
て
「
印
象
」
に
開

　
私
は
理
科
系
で
す
が
、
都
市
計
画
と
い
う

学
問
は
元
々
制
度
が
あ
り
、
都
市
に
は
人
が

い
て
、
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
色
々
な
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
基

本
的
に
は
非
常
に
文
化
的
な
学
問
で
す
。
従

っ
て
、
私
も
学
者
と
し
て
、
教
育
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
き
ち
ん
と
し
た
本
と
し
て
残
し

た
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
論
文
を
書
く
こ

と
も
良
い
で
す
が
、
長
く
書
か
な
け
れ
ば
背

景
ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
最
近
は
、
色
々
な
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
て
い
ま
す
が
、
速
報
性
は
あ
っ
て
も
大

き
な
話
を
語
る
に
は
難
し
い
訳
で
す
。

　
高
度
成
長
期
の
都
市
計
画
は
、
再
開
発
を

す
る
、
道
路
を
つ
く
る
、
環
境
を
よ
く
す
る
、

都
市
問
題
を
改
変
す
る
こ
と
が
主
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
し
た
。
壊
し
て
全
く
新
し
い
も
の
を

つ
く
る
の
が
主
流
で
あ
り
、
今
あ
る
も
の
を

大
事
に
す
る
と
い
う
の
は
都
市
計
画
の
範
囲

で
は
な
く
、
文
化
財
の
専
門
家
に
任
せ
れ
ば

良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
は
守
る
べ
き
も
の
は
き
ち
ん
と
守
っ
て
、

そ
れ
を
活
か
す
よ
う
な
都
市
を
つ
く
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
時
代
が
変

わ
っ
て
き
た
の
で
こ
う
し
て
生
き
延
び
て
は

い
ま
す
が
、
当
時
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
実
践

し
て
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ー
マ

を
変
え
た
方
が
い
い
と
か
、
そ
ん
な
考
え
方

は
主
観
的
だ
と
か
、
歴
史
の
プ
ロ
に
任
せ
れ

ば
い
い
と
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
あ
る
時
、
文
化
的
な
も
の
や
歴
史
的
な
も

の
や
景
観
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
つ
、
誰
が
言
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
。
過
去
に
色
々
な
こ
と
を
や
っ
た

人
の
努
力
や
発
想
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
今

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を

き
ち
ん
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
位
置

が
わ
か
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か

っ
て
進
む
べ
き
か
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

文
化
的
景
観
の

ル
ー
ツ
・
日
本

　
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
保
存
協
会
の
機
関
誌
で
あ
る
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」
で
す
。
こ
の
協
会
は
、

文
化
財
保
護
法
（
1
9
5
0
年
）
の
前
身
に

当
た
る
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

（
1
9
1
9
年
）
が
で
き
る
前
か
ら
活
動
し

て
お
り
、
本
書
に
は
各
地
の
保
存
運
動
が
細

か
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
草
の

根
的
な
日
々
の
活
動
は
な
か
な
か
形
に
残
ら

な
い
た
め
、
本
当
に
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
は
文

化
財
保
護
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
手
を
加
え
て
い
な
い
巨
石
や
動
物
も
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
い
わ
ば
文
化
財
に
当
た

り
ま
す
。
名
勝
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、

史
跡
と
名
勝
と
天
然
記
念
物
は
全
く
別
の
も

の
で
す
。
名
勝
の
元
々
の
発
想
は
庭
で
、
日

本
庭
園
を
守
ろ
う
と
い
う
の
が
出
発
点
で
す
。

し
か
し
、
保
存
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く

中
で
、
作
ら
れ
た
庭
だ
け
で
な
く
自
然
の
景

色
も
含
め
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
難
し
い
の
は
文
化
財
と

し
て
の
線
引
き
を
ど
こ
で
す
る
か
で
す
が
、

当
時
の
人
は
、
詩
歌
に
詠
わ
れ
た
り
、
浮
世

絵
な
ど
に
描
か
れ
た
景
色
を
、
対
象
化
さ
れ

た
文
化
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ま
し
た
。
そ

れ
が
景
勝
地
で
す
。

　
史
跡
と
い
う
の
は
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
、

土
地
の
記
憶
で
す
。
建
物
が
な
く
て
も
こ
こ

で
何
か
が
起
き
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
そ

の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
と
変
わ
っ
て
い
て
も
文
化

財
で
あ
る
と
捉
え
ま
し
た
。
史
跡
と
名
勝
と

天
然
記
念
物
は
全
く
違
う
も
の
で
す
が
、
そ

れ
を
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
保
存
す
る

協
会
を
つ
く
っ
て
有
志
の
方
々
が
保
存
運
動

を
始
め
る
訳
で
す
。

　
天
然
記
念
物
を
文
化
財
の
範
疇
に
含
め
る

こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
桜
の
研
究
者
と

し
て
有
名
な
三
好
学
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

彼
は
4
年
間
ド
イ
ツ
で
桜
の
研
究
を
し
た
後

に
日
本
に
戻
り
、
東
京
帝
国
大
学
の
植
物
学

の
先
生
に
な
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
に
い
た
時

に
、
田
舎
の
風
景
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う

郷
土
保
存
運
動
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

田
舎
の
風
景
と
い
う
の
は
植
物
が
メ
イ
ン
で

す
。
ド
イ
ツ
語
でN

aturdenkm
al

と
言
い

ま
す
け
れ
ど
も
、Natur

は
自
然
、denkm

al

　
旅
の
図
書
館
は
2
0
1
8
年
10
月
11
日

（
木
）
で
開
設
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
15

回
目
と
な
る
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
は
、
旅

の
図
書
館
開
設
40
周
年
記
念
号
「
観
光
文
化

2
3
9
号
：
特
集
　
古
書
か
ら
学
ぶ
」（
10
／

11
発
行
）
と
の
連
動
企
画
と
し
て
10
月
16
日

（
火
）
に
開
催
。
テ
ー
マ
を
「
古
書
か
ら
学

ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光
の
課
題

と
こ
れ
か
ら
|
」
と
し
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
に
当
財
団
の
評
議
員
・
専
門
委
員
で
あ
り
、

同
誌
の
巻
頭
言
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
西

村
幸
夫
氏
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
西
村
先
生
は
ご
著
書
で
も
「
観
光
客
が
伸

び
て
い
る
ま
ち
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い

ず
れ
の
ま
ち
に
も
歴
史
が
あ
り
、
ま
ち
と
し

て
の
厚
み
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
住
み
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
村
先
生
ご
自
身

が
古
書
か
ら
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
学
ば
れ
て

き
た
の
か
、
さ
ら
に
は
古
書
を
ひ
も
と
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
も
の
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
西
村
先
生
が
影
響
を
受
け
ら

れ
た
古
書
と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

歴
史
を
ふ
り
か
え
る

と
い
う
こ
と

　
学
問
は
2
種
類
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。
一
つ
の
真
理
を
追
究
す
る
タ
イ
プ
の

学
問
、
い
わ
ゆ
る
理
科
系
の
学
問
は
そ
こ
に

当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
事
も
最
初

に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
か
つ
海
外
で

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
英
語

の
論
文
で
発
表
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
は
文
化
・
文
脈
に
よ
っ
て
真
理

は
違
う
と
い
う
学
問
で
、
文
化
系
の
大
半
は

そ
れ
に
当
た
る
と
思
い
ま
す
。
文
化
系
で
は

論
文
を
書
く
の
も
大
事
で
す
が
、
む
し
ろ
思

想
を
語
る
こ
と
が
大
事
で
、
文
化
系
の
先
生

方
の
一
番
大
き
な
仕
事
は
主
著
を
書
く
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当

時
は
活
版
印
刷
な
の
で
１
冊
の
本
を
作
る
に

は
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
の
で
、
出
版
す

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
の

意
味
で
言
う
と
、
１
冊
の
本
を
後
世
に
残
す

と
い
う
の
は
大
変
な
仕
事
で
す
。
こ
の
時
代

で
も
そ
う
な
の
で
、
戦
前
に
も
な
る
と
な
お

さ
ら
で
す
。
今
、
我
々
が
簡
単
に
ネ
ッ
ト
上

で
垂
れ
流
す
よ
う
な
情
報
と
は
レ
ベ
ル
が
違

う
。
人
間
の
肉
体
は
い
つ
か
滅
び
ま
す
が
、

想
い
が
形
に
な
っ
て
い
れ
ば
次
の
世
代
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
私
は
本
を
大
事

に
し
た
い
で
す
し
、
過
去
に
書
い
た
人
の
想

い
を
な
ん
と
か
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
継
ぐ

場
所
と
し
て
の
図
書
館

　
最
近
、『
県
都
物
語 

47
都
心
空
間
の
近
代

を
あ
る
く
』
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
。
地

域
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
公
立
図
書

館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
行
く
と
大
半
の

も
の
は
あ
る
の
で
、
こ
こ
10
年
く
ら
い
各
地

の
図
書
館
を
訪
ね
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
市
史

は
必
ず
読
み
ま
す
が
、
政
治
史
は
書
か
れ
て

い
て
も
生
活
史
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
昔
の
写
真
集
を

コ
ピ
ー
し
て
そ
れ
を
持
っ
て
ま
ち
を
歩
き
、

自
分
で
写
真
を
撮
る
。
そ
し
て
再
度
市
史
を

読
み
直
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
ど
う
考
え
た
ら

よ
い
か
を
1
ヶ
月
か
ら
2
ヶ
月
く
ら
い
考
え

続
け
る
と
い
う
生
活
を
10
年
間
し
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ま
る
で
恋
人
を
想
う
よ

う
に
そ
の
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
色
々
な
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
す
。

都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
る
の
で

色
々
な
も
の
の
見
方
が
で
き
ま
す
。
こ
の
道

は
な
ぜ
こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
こ
の
建
物
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
と
か
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
地
域
の
資
料
を
読

ん
で
い
き
ま
し
た
。
橡
内
吉
胤
が
『
日
本
都

市
風
景
』
で
書
い
た
よ
う
な
こ
と
を
、
私
も

『
県
都
物
語
』
を
通
し
て
書
き
ま
し
た
。

　
各
地
の
図
書
館
に
は
か
な
り
助
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
図
書
館
は
知
識
の
宝
庫
だ
と
思
い

ま
し
た
。
情
報
源
と
し
て
最
大
限
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
使
う
側
が
問
題
意
識
を
持
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
私
は
古
書
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

っ
て
、
そ
れ
で
私
も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
私
が
書
い

た
も
の
が
次
の
世
代
の
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
捨
て
ら
れ
ず
に
こ
う
い
う
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
読
者
に
何
ら

か
の
想
い
が
伝
わ
れ
ば
良
い
人
生
だ
っ
た
と

思
え
る
か
な
と
。
特
に
橡
内
吉
胤
の
本
と
自

分
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

参
加
者
…
都
市
は
美
を
中
心
に
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
猥
雑
さ
も
魅
力

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
都
市
の
猥

雑
さ
に
関
し
て
は
東
京
の
都
市
計
画
を
研
究

さ
れ
、
新
宿
の
歌
舞
伎
町
な
ど
を
作
ら
れ
た

石
川
栄
耀
先
生
な
ど
が
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

歌
舞
伎
町
は
区
画
整
理
で
で
き
て
い
ま
す
が
、

コ
マ
劇
場
（
現
・
新
宿
東
宝
ビ
ル
）
に
ぶ
つ

か
る
よ
う
に
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ッ

ド
で
作
る
の
で
は
な
く
、
突
き
当
た
り
に
広

場
的
空
間
を
配
置
す
る
こ
と
で
猥
雑
で
迷
路

の
よ
う
な
空
間
に
し
ま
し
た
。
実
際
、
そ
う

い
う
形
で
今
も
機
能
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
…
西
村
先
生
が
実
際
に
訪
れ
て
、
使

い
や
す
か
っ
た
公
立
図
書
館
は
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
3
階
の

地
域
コ
ー
ナ
ー
に
は
市
史
や
写
真
集
が
大
変

充
実
し
て
お
り
感
動
的
で
し
た
。
し
か
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚

い
だ
け
で
な
く
、
本
の
管
理
を
は
じ
め
色
々

な
シ
ス
テ
ム
が
飛
び
抜
け
て
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

参
加
者
…
西
村
先
生
の
ご
著
書
『
観
光
ま
ち

づ
く
り
』
で
、「
ま
ち
づ
く
り
が
観
光
へ
向

か
う
と
い
う
動
き
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
が

ま
ち
づ
く
り
へ
ひ
ろ
が
る
と
い
う
動
き
も
同

様
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
う
ご

き
は
観
光
地
づ
く
り
と
し
て
は
ま
だ
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
は
あ
る
。」と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

古
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
と
い

う
の
は
ど
こ
か
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
温
泉
街
の
ト
ー
タ
ル
な
魅

力
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
方
は
あ
ま
り
見

た
こ
と
が
な
い
で
す
。
も
し
か
す
る
と
当
時

は
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
発
想
が
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
別
の
宿
が
ど
れ

だ
け
頑
張
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
地
の
側
か
ら
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
城
崎

温
泉
で
し
ょ
う
か
。
城
崎
温
泉
の
あ
た
り
は
、

北
但
大
震
災
と
い
う
震
災
が
関
東
大
震
災
の

2
年
後
に
起
き
て
い
ま
す
。
地
震
や
火
事
で

豊
岡
の
中
心
部
と
城
崎
温
泉
は
壊
滅
的
被
害

を
受
け
ま
す
。
豊
岡
は
大
き
な
区
画
整
理
を

し
ま
し
た
が
、
城
崎
温
泉
は
そ
れ
を
せ
ず
に

建
物
は
3
階
建
て
で
道
に
面
し
た
と
こ
ろ
に

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
古
い
街
並
も
段
々

と
朽
ち
た
り
壊
さ
れ
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
時
代
と
と
も
に
後
退
っ
て
往

っ
て
、
こ
れ
か
ら
後
い
く
ば
く
も
な
く
し

て
ま
っ
た
く
地
上
か
ら
姿
を
消
す
の
日
あ

る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
日
本
と
い
う
い

わ
ば
大
き
な
博
物
館
の
中
に
保
存
さ
れ
て

い
る
昔
の
ま
ま
の
生
粋
の
港
町
の
形
態
や

そ
の
町
を
霧
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
包
ん
で

い
る
歴
史
や
伝
説
と
い
っ
た
も
の
を
、
単

に
懐
か
し
む
と
い
う
よ
り
も
何
と
か
し
て

記
録
に
止
め
て
お
く
の
必
要
が
な
い
で
あ

ろ
う
か
…
こ
と
に
移
り
変
り
の
劇
し
い
今

日
に
お
い
て
一
層
そ
の
感
を
深
く
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
も
ま
た
前
に
も
言
っ
た

よ
う
に
こ
う
し
た
旧
い
街
に
見
出
す
一
種

の
「
調
和
の
美
」
と
い
っ
た
も
の
が
果
た

し
て
ど
う
し
た
仕
組
か
ら
出
発
し
て
く
る

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
点
検
し
て

み
る
と
い
う
こ
と
も
、
将
来
の
街
を
造
る

の
工
夫
を
す
る
上
に
も
重
要
な
暗
示
を
持

ち
来
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

…
」（
P
1
9
3
|
P
1
9
4
、原
文
マ
マ
）

と
あ
り
ま
す
。「
調
和
の
美
」、
良
い
こ
と
を

言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
人
が
い

た
ん
で
す
よ
ね
。
お
そ
ら
く
関
町
を
発
見
し

た
の
は
彼
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
本
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
我
々
は
こ
の
人
の
気

持
ち
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
私
は
、
こ
う
い
う
書
物
を
通
し
て
と
て
も

元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
な
い

ん
だ
、
昔
か
ら
そ
う
い
う
人
が
い
た
ん
だ
、

そ
の
人
た
ち
の
思
い
を
私
た
ち
は
受
け
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
。
実
は
都
市
美
協
会

は
彼
が
中
心
に
な
っ
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。

1
9
2
0
年
代
に
都
市
美
を
推
進
す
る
大
き

な
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
9
2
6
年
に
都
市
美
協
会
が
で
き
て
、

1
9
3
7
年
に
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
都
市

美
協
議
会
が
で
き
ま
す
。

　
都
市
美
協
会
は
「
都
市
美
」
と
い
う
機
関

誌
を
発
行
し
て
お
り
、都
市
美
協
議
会
は「
現

代
之
都
市
美
」
と
い
う
立
派
な
論
文
集
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
協
議
会
の
開
催
報

告
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
第
2

回
協
議
会
で
は
、
都
市
美
審
議
委
員
会
設
立

に
関
す
る
件
、
街
路
照
明
統
制
に
関
す
る
件
、

広
告
物
法
改
善
に
関
す
る
件
、
喀
痰
の
取
締

に
関
す
る
件
、
全
国
都
市
美
協
議
会
の
継
続

に
関
す
る
件
な
ど
を
決
議
し
て
全
国
の
自
治

体
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
都
市

醜
を
な
く
す
べ
く
、
汚
い
看
板
や
電
線
、
電

柱
を
な
く
し
、
並
木
道
を
つ
く
る
と
い
う
運

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
都
市
美
運
動
に
つ
い

て
は
東
京
大
学
の
中
島
直
人
准
教
授
が
『
都

市
美
運
動
―
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
都
市

計
画
史
』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
歴
史
も
戦
争
を
境
に
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

想
い
を
形
に
し
て
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

「
本
」の
意
義

『
日
本
の
す
ま
い
』
は
、
建
築
計
画
学
の
大

御
所
だ
っ
た
西
山
夘
三
先
生
が
京
都
大
学
を

定
年
退
職
さ
れ
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
仕
事

で
す
。
日
本
の
多
様
な
住
ま
い
を
全
て
ご
自

身
で
調
査
さ
れ
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
面
、
書

物
と
し
て
の
装
丁
も
全
て
手
描
き
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
大
学
生
の
時
に
こ
の
本
を
手
に

と
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
一
人
で

や
る
人
が
い
る
の
か
と
驚
愕
し
ま
し
た
。
学

生
に
は
高
額
な
本
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
買
っ

て
、
今
で
も
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
西
山
先
生
は
日
本
の
住
宅
・
建

築
計
画
を
つ
く
っ
た
方
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
日
本
の
住
ま
い
の
全
容
を
階
級
構
成
ご
と

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
全

て
や
り
切
ら
れ
た
こ
と
に
本
当
に
驚
き
ま
し

た
。
私
は
同
じ
立
場
に
な
っ
て
こ
ん
な
こ
と

は
で
き
な
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

偉
い
先
生
を
目
標
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
、
大
学
は
違
い
ま
し
た
が
、
ず
っ
と

西
山
夘
三
先
生
の
こ
と
を
気
に
し
な
が
ら
仕

事
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
晩
年
に
な
っ
て
我
々
が
や
っ
て
い
る
調
査

の
顧
問
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
い
て
ご
一
緒

し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
本
も
こ
れ
か
ら

を
担
っ
て
い
く
人
た
ち
に
受
け
継
い
で
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
単
に
情
報
が
書
い
て
あ

る
ツ
ー
ル
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
命
を
賭

け
て
作
ら
れ
た
本
で
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。

　
今
の
時
代
は
簡
単
に
情
報
が
発
信
で
き
る

の
で
誰
も
が
書
き
手
に
な
れ
ま
す
が
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
か
つ
印
象
披
露
の
よ
う
な
も
の
が

多
く
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
、
き
ち
ん

と
後
に
残
す
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
や
る
こ

の
課
題
と
こ
れ
か
ら
|
」
に
結
び
付
く
よ
う

な
事
柄
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

西
村
氏
…
先
ほ
ど
紹
介
し
た
城
崎
温
泉
は
良

い
例
か
と
思
い
ま
す
。
豊
岡
市
は
す
ご
く
面

白
い
と
こ
ろ
で
城
崎
温
泉
と
豊
岡
は
全
く
違

う
生
き
方
を
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
復
興
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
豊
岡
の
ま
ち
と
建
物
は
興

味
深
い
で
す
。
豊
岡
の
駅
前
は
放
射
状
に
道

が
出
て
い
ま
す
が
、
国
立
の
駅
前
に
似
て
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
国
立
は
関
東
大
震
災
の

復
興
経
緯
を
見
な
が
ら
冷
静
に
自
分
た
ち
の

地
域
の
復
興
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
そ
の
一
方
で
城
崎
温
泉
や
小
さ
な
城

下
町
で
あ
る
出
石
は
北
但
大
震
災
の
被
害
を

そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
昔
な
が
ら

の
街
並
み
の
中
に
新
し
い
建
築
家
が
入
っ
て

き
て
学
校
や
役
場
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
竹
野
と
い
う
港
町
は
海
水
浴
や
カ
ニ
で

有
名
で
す
け
れ
ど
も
、
川
港
の
雰
囲
気
が
よ

く
残
っ
て
い
ま
す
。
個
性
の
違
う
5
つ
の
地

域
が
合
併
し
て
一
つ
の
ま
ち
に
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
は

戦
前
か
ら
の
動
き
が
現
在
の
個
性
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
加
者
…
1
9
2
6
年
に
柳
宗
悦
ら
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
民
藝
運
動
の
よ
う
に
、
民
衆

の
生
活
に
美
を
見
出
す
考
え
と
共
通
し
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
都
市
美
と

民
藝
運
動
な
ど
の
関
わ
り
は
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

西
村
氏
…
都
市
美
で
民
藝
運
動
の
話
が
話
題

に
出
て
く
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
時
代
と
し
て
は
重
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
大
事
に
す
る
と
い
う
時

代
の
雰
囲
気
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
明
治
30
年
あ
た
り
か
ら
約
10
年
間
で
国
内

の
鉄
道
が
急
速
に
敷
設
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
都
市
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
距
離
感
覚
も
変
わ
り
、
そ
れ

ま
で
は
徒
歩
で
し
か
移
動
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
が
汽
車
を
使
え
ば
か
な
り
の
距
離
を
移

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
都

市
と
都
市
と
の
関
係
性
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
色
々
な
も
の
を
保
存
す
る
運
動
団
体

は
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
き
な
変

革
の
中
で
、
も
う
一
度
郷
土
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
発
想
が
出
て
き
た
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
当
日
は
46
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
昭
和
初

期
に
は
街
並
み
を
は
じ
め
と
し
て
自
然
景
観

ま
で
保
存
・
保
護
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
い

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
現
在
さ
び
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
街
に
こ
そ
、
本
当
は
古

い
も
の
の
良
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。そ
う
い
う
街
を
再
発
見
し
て
い
き
た
い
」

「
お
話
の
内
容
が
新
鮮
で
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
実
体
験
と
お
人
柄
に
基
づ
く
お
話
が

印
象
的
で
し
た
。
改
め
て
「
古
書
」
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
」「
改
め
て
我
が
国
の
観
光

振
興
に
深
い
興
味
と
自
信
を
得
た
」「
西
村

先
生
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、
新
し
い
視
点
、

考
え
方
を
学
べ
た
。
40
周
年
記
念
と
い
う
こ

と
で
「
観
光
は
そ
れ
自
体
が
文
化
で
あ
り
、

そ
の
文
化
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
い
う
旅
の

図
書
館
の
開
設
当
時
の
想
い
も
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
、
開
設
40
周
年
を
迎
え
た
当
館
で
は

古
書
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
今
回
、
西

村
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
な
、
意

外
な
発
見
や
事
実
が
古
書
か
ら
得
ら
れ
る
こ

と
、
先
人
の
視
点
や
想
い
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
ら
れ
る
こ
と
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
で
未
来
に
向
け

て
ど
う
歩
ん
で
い
く
べ
き
か
の
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て

西
村
先
生
の
お
話
か
ら
も
、
地
域
の
、
そ
し

て
日
本
の
観
光
の
未
来
を
考
え
て
い
く
上
で

の
古
書
と
の
付
き
合
い
方
、
読
み
解
き
方
に

つ
い
て
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、
歴
史
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
け
継
ぐ
場
所
で
あ
る
図
書
館
と
し
て
の
役

割
も
再
認
識
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
当
館

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

建
て
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
一
般

的
な
温
泉
地
の
よ
う
に
一
戸
一
戸
を
広
く
し

て
、
周
り
に
自
然
が
あ
る
よ
う
な
形
に
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
城
崎
温
泉
は
関
西

で
一
番
元
気
の
あ
る
温
泉
地
で
す
け
れ
ど
も
、

北
但
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
そ
う
い
っ
た
ル

ー
ル
で
復
興
し
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
城
崎
温
泉
で
そ

れ
が
な
ぜ
で
き
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
温

泉
の
湧
出
量
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
湧
出
量

が
少
な
い
と
内
湯
を
大
き
く
で
き
な
い
の
で

旅
館
も
大
き
く
で
き
ま
せ
ん
。
外
湯
を
作
っ

て
、
そ
こ
に
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
仕
組
み

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
制
約
条
件
が
あ

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
例
だ
と
思
い
ま
す
。

条
件
が
良
い
と
こ
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に

や
れ
ば
い
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
、

あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

逆
に
色
々
な
不
満
が
あ
る
の
は
色
々
な
人
が

ま
と
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
と
説
得
す
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
…
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
名
所

旧
跡
の
発
想
の
起
源
は
歌
枕
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
古
典
和
歌
に
繰
り

返
し
詠
ま
れ
た
歌
枕
は
日
本
人
の
神
話
時
代

の
記
憶
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
安
時
代
に
詠
ま
れ
た
古
今
和
歌
集

の
序
に
紀
貫
之
が
枕
詞
と
い
う
表
現
で
歌
枕

の
概
念
を
示
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
和
歌
の
文
化
が
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
景
観
を
保
存
す
る
概
念
に
先
駆
け
て
生

ま
れ
た
ル
ー
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
「
奥
の
細
道
」
は
西
行
の

歌
枕
を
訪
ね
る
旅
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
詠
わ

れ
た
歌
と
場
所
が
一
緒
に
な
っ
て
物
語
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
物
語
を
確
認
す
る
旅
だ
っ

た
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
実
は
日
本
人
が
こ
う
い
う
こ
と
に
も

の
す
ご
く
セ
ン
ス
が
あ
る
な
と
感
じ
る
こ
と

が
時
々
あ
り
ま
す
。
2
0
1
5
年
に
「
舞
鶴

へ
の
生
還
1
9
4
5
|
1
9
5
6
シ
ベ
リ
ア

抑
留
等
日
本
人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の
記

録
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
帰
っ
て
く
る
時
に
手
書
き
の
書
類
等
は
持

っ
て
帰
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
が

結
構
あ
り
、
そ
の
多
く
が
和
歌
だ
と
い
い
ま

す
。
書
く
も
の
が
な
い
の
で
白
樺
の
樹
皮
に

削
る
よ
う
に
し
て
書
い
て
、
体
の
ど
こ
か
に

隠
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
苦

し
い
強
制
労
働
の
中
で
、
和
歌
を
詠
ん
で
い

く
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
知
っ

た
と
き
に
私
は
文
学
の
力
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
…
私
も
学
生
時
代
に
西
山
夘
三
先
生

の
『
日
本
の
す
ま
い
』
を
読
ん
で
感
動
し
、

民
家
の
住
ま
い
方
に
関
す
る
調
査
を
し
て
い

ま
し
た
。
西
山
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
し
た
ら
も
う
少
し
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い

で
す
。

西
村
氏
…
西
山
先
生
は
す
ご
く
細
か
い
方
で
、

麻
の
布
で
で
き
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
細
か
く
記

録
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
年
代
ご

と
に
日
付
が
書
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
が
全
部

残
っ
て
お
り
、「
西
山
文
庫
」
と
い
う
形
で

門
下
生
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。『
日

本
の
す
ま
い
』
の
よ
う
に
全
て
自
分
で
や
っ

て
し
ま
わ
れ
る
の
で
、
教
育
の
た
め
に
も
若

い
人
に
任
せ
れ
ば
良
い
の
に
と
思
い
ま
す
が
、

先
生
の
元
で
は
大
変
優
秀
な
方
が
育
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
教
育
と
い
う
の
は

難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
厳
し

い
先
生
だ
っ
た
の
で
私
も
い
つ
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
生
は
補
聴
器
を
付
け
て
ま

で
私
の
話
を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
下

さ
っ
て
、
恐
縮
至
極
で
し
た
。

参
加
者
…
世
界
に
先
駆
け
て
保
存
運
動
を
お

こ
な
い
、
風
景
協
会
ま
で
つ
く
っ
た
日
本
人

が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
美
し
さ
か
ら
ほ
ど
遠
い

都
市
田
園
景
観
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
ど
こ
で
思
想
が
断
絶
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
お
そ
ら
く
戦
後
復
興
の
中
で
全
て

が
途
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
争
が
な
け
れ

ば
当
時
の
思
想
が
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
境
に
当
時
の

思
想
を
一
か
ら
構
築
し
直
し
、
常
識
と
し
て

結
実
化
す
る
ま
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
そ
う
い
う
時
代
に

な
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
戦
争
と
い
う

の
は
本
当
に
心
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

参
加
者
…
今
日
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
古
書

か
ら
学
ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光

け
っ
ぱ
な
し
に
徘
徊
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

か
っ
た
。

　
ま
た
、
都
市
の
風
格
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
そ
こ
に
じ
っ
く
り
御
輿
を

す
え
て
か
か
る
に
限
る
ん
だ
が
、
不
幸
、

時
間
と
経
済
的
余
裕
に
乏
し
い
自
分
は
、

あ
る
都
市
の
如
き
は
小
半
日
で
観
察
を
き

り
あ
げ
、
す
ぐ
次
の
都
市
へ
移
っ
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
が
、
こ
う
し

た
慌
た
だ
し
い
旅
の
裡
の
印
象
で
も
、
そ

れ
だ
け
で
心
に
銘
記
す
る
も
の
か
ら
、
割

合
に
比
較
対
照
の
ハ
ッ
キ
リ
し
た
形
に
も

り
あ
が
っ
て
き
て
別
段
自
慢
す
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
目
隠
し
を
し
た

自
分
を
京
都
の
町
に
運
ん
で
き
て
ヒ
ョ
ッ

ク
ラ
覗
か
せ
て
み
て
も
、
そ
の
町
を
東
京

や
大
阪
の
町
と
見
あ
や
ま
る
よ
う
な
こ
と

は
せ
ん
つ
も
り
だ
。」（
P
3
|
P
4
、
原

文
マ
マ
）

ま
た
、

（
※
引
用
）

「
私
は
、
神
戸
か
ら
奈
良
、
奈
良
か
ら
北

陸
に
這
入
っ
て
金
沢
－
富
山
と
、
そ
の

街
々
を
歩
い
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
都

市
の
街
は
、
も
う
あ
の
大
都
市
特
有
の
人

間
生
活
の
燃
焼
と
群
衆
の
醸
す
毒
気
と
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
こ
で
は
、
私
ど
も
の

感
覚
を
さ
い
な
み
、
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
よ

う
な
も
の
は
何
物
も
な
く
、
た
と
え
ば
、

奈
良
名
勝
、
猿
沢
の
池
や
金
沢
の
ピ
カ
一

兼
六
公
園
を
漫
歩
し
て
い
る
中
学
生
の
心

持
と
相
通
ず
る
体
の
一
種
の
気
安
さ
を
感

ず
る
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
吾
等
の
ユ

ー
ト
ピ
ヤ
は
先
に
静
岡
の
街
を
歩
い
て
感

じ
た
よ
う
に
、
奈
良
や
金
沢
や
富
山
ぐ
ら

い
の
大
い
さ
の
都
市
に
限
る
ん
だ
な
…
と

今
さ
ら
に
そ
の
感
を
新
た
に
し
て
、
私
は

街
か
ら
街
へ
と
流
れ
歩
い
た
。」（
P
92

|
P
93
、
原
文
マ
マ
）

と
、
中
都
市
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
田
舎
町
の
良
さ
と
い
う
こ
と
で
、

（
※
引
用
）

「
同
じ
町
で
も
都
市
の
部
類
に
入
ら
ん
地

方
の
小
さ
な
埋
も
れ
て
る
よ
う
な
ま
ち
の

姿
を
見
て
歩
く
こ
と
も
愉
快
な
も
の
だ
。

そ
う
し
た
町
に
は
豪
華
な
都
市
と
は
コ
ロ

ッ
と
違
っ
た
趣
が
現
わ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
福
井
県
の
三
国
と
い
っ
た
昔
栄
え

た
港
町
か
ら
東
海
道
中
の
関
町
な
ん
て
い

う
鈴
鹿
峠
の
下
の
町
…
あ
る
い
は
信
州
路

の
追
分
な
ん
て
い
う
高
原
の
町
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
変
っ
た
姿
を
も
っ
て
い
る
。

つ
い
こ
の
間
、
白
石
噺
で
有
名
な
宮
城
県

の
白
石
町
を
歩
い
て
み
た
ん
で
す
が
、
街

に
た
っ
て
る
古
風
な
土
蔵
造
り
や
妻
入
り

町
家
に
し
て
か
ら
が
、
い
か
に
も
片
倉
小

十
郎
の
お
城
下
町
だ
っ
た
昔
の
面
影
を
失

せ
ず
に
も
っ
て
い
る
。」（
P
1
2
1
、
原

文
マ
マ
）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
小
さ
な
ま
ち
も
見
て
い

ま
す
。
三
国
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、

（
※
引
用
）

「
三
国
は
九
頭
竜
河
口
に
沿
う
た
一
筋
街

に
毛
が
生
え
た
（
戸
数
一
千
八
百
五
十
五

戸
、
人
口
八
千
七
百
三
十
八
人
）
ぐ
ら
い

の
…
地
形
的
に
は
さ
し
て
特
徴
の
な
い
町

で
あ
る
が
、
そ
の
町
家
の
形
態
に
は
い
ろ

い
ろ
な
特
徴
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

昔
は
こ
こ
は
や
は
り
同
じ
福
井
藩
の
中
に

あ
り
な
が
ら
、
今
の
福
井
市
あ
た
り
に
残

っ
て
い
る
町
家
と
較
べ
て
見
る
と
、
あ
の

深
い
両
の
袖
壁
な
ん
ど
の
具
合
を
除
い
て

は
、
著
し
い
相
違
で
、
総
じ
て
木
造
で
あ

る
が
、
た
と
え
ば
、
分
厚
い
板
を
縦
二
重

に
布
き
並
べ
た
下
屋
根
…
そ
の
目
板
を
抑

え
て
い
る
土
地
の
人
が〝
サ
ン
〞と
い
っ
て

る
横
木
…
・
小
屋
根
と
称
す
る
廂
や
大
屋

根
の
鬼
瓦
の
恰
好
な
ん
て
も
の
は
紛
う
べ

か
ら
ざ
る
特
徴
を
な
し
て
い
る
し
、」

（
P
1
8
5
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
面
白
い
の
は

（
※
引
用
）

「
天
保
前
後
に
出
さ
れ
た
『
国
々
湊
く
ら

べ
』
と
い
っ
た
湊
番
付
で
見
て
も
、
こ
の

三
国
は
前
頭
の
筆
頭
を
し
め
、
色
街
と
し

て
も
日
本
五
廓
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
た

だ
け
あ
っ
て
、
遊
女
の
逸
物
も
い
て
、
揚

代
な
ど
も
格
別
安
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な

わ
ち
、
大
関
格
の
長
崎
の
当
時
の
遊
女
の

値
段
が
四
百
か
ら
一
分
、
堺
が
六
匁
一
分
、

関
脇
の
博
多
が
二
朱
一
分
、
鳥
羽
が
十
二

匁
、
小
結
の
名
古
屋
が
二
朱
、
前
頭
の
三

国
が
四
百
か
ら
一
分
で
長
崎
と
同
値
、」

（
P
1
8
7
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

最
後
の
ま
と
め
に

（
※
引
用
）

「
余
談
は
と
も
か
く
、
私
ど
も
が
、
こ
の

三
国
の
よ
う
な
旧
い
港
町
に
も
つ
興
味
の

一
つ
は
、
そ
の
町
の
特
色
を
摑
む
と
い
う

事
の
外
に
我
国
の
町
と
い
う
町
が
挙
っ
て

新
し
い
も
の
新
し
い
も
の
へ
と
造
り
改
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
中
に
、
こ
の
港
町
の
よ
う

な
旧
態
依
然
た
る
も
の
の
姿
を
見
出
す
こ

と
は
確
か
に
一
つ
の
驚
異
に
値
い
す
る
事

実
で
あ
る
こ
と
、
が
、
や
が
て
こ
う
し
た

姿
も
三
国
小
女
郎
な
ん
か
の
話
が
わ
ず
か

に
余
命
少
な
い
古
老
の
口
ず
か
ら
伝
え
ら

れ
る
の
み
で
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
段
々

お
ぼ
ろ
げ
な
も
の
に
な
る
と
同
じ
よ
う
に
、

は
文
化
財
、
つ
ま
り
自
然
文
化
財
と
い
う
発

想
が
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の

が
天
然
記
念
物
で
す
。
現
在
で
は
、
天
然
記

念
物
と
い
う
と
貴
重
な
動
植
物
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
郷
土
を
代
表
す
る
自

然
を
保
護
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
彼
は
帰
国
後
、
保
存
運
動
を
し
ま
す
が
、

バ
ラ
バ
ラ
で
運
動
を
し
て
も
法
律
論
に
な
ら

な
い
た
め
、み
ん
な
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
の

発
足
と
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の

制
定
に
つ
な
が
る
訳
で
す
。
自
然
が
文
化
財

と
し
て
守
ら
れ
る
と
い
う
制
度
は
世
界
で
も

珍
し
く
、
な
お
か
つ
景
観
地
が
公
園
で
は
な

く
文
化
財
と
し
て
守
ら
れ
る
の
は
恐
ら
く
世

界
で
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
後
に
文
化
的
景
観
と
い
う
名

前
に
な
り
ま
す
。C

ultural Landscape

と
し
て
1
9
9
0
年
代
に
世
界
中
に
広
ま
り
、

世
界
遺
産
の
概
念
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
が

1
9
9
2
年
か
ら
で
す
。
欧
米
に
と
っ
て
は

非
常
に
新
し
い
概
念
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
本
を
書
い
て
い
る
人
た
ち
は
1
9
1
4
年

の
段
階
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
世
界
で
も
そ
こ
ま
で
先
行
し
て
風
景
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
国
は
な
い
は
ず
な
の
で
、

大
変
進
ん
で
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ

な
ど
欧
米
の
動
き
と
日
本
な
ら
で
は
の
文
化

が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
出
て
き
た
発
想
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
の
雑
誌

か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
私
の
手
元
に
は
昭
和
9
年
9
月

号
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
あ
る
雑
報
と

い
う
項
目
に
風
景
協
会
の
創
立
に
つ
い
て
書

い
て
あ
り
ま
す
。
設
立
趣
意
書
に
は

（
※
引
用
）

「
我
が
國
は
夙
こ
世
界
の
風
景
國
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
秀
麗
な
る
國
土
の
自
然
は
、

建
国
以
来
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
相
俟
っ
て
、

我
國
文
化
に
特
異
な
る
色
彩
を
賦
輿
し
て

居
る
の
は
頗
る
顕
著
な
る
事
實
で
あ
る
。

國
民
の
思
想
、
文
化
芸
術
等
、
悉
く
そ
の

美
は
し
い
風
景
に
よ
り
影
響
せ
ら
れ
ざ
る

は
な
く
、
而
し
て
又
國
民
ほ
ど
風
景
を
愛

す
る
念
の
深
き
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
現
代
人
は
動
も
す
れ
ば
器
械
的

文
明
に
酔
ひ
、
忽
忙
を
極
む
る
物
質
的
生

活
に
溺
れ
、
我
が
天
恵
の
厚
き
に
馴
れ
、

眞
に
風
景
を
享
受
す
る
心
の
余
裕
を
失
は

う
と
し
て
ゐ
る
。」（
P
68
、
原
文
マ
マ
）

と
あ
り
、
現
代
で
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
考
え
方
は
戦
後
の
権
利
意
識
と
西
洋

化
に
よ
り
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

こ
れ
を
読
む
と
わ
か
り
ま
す
。

消
え
行
く
我
が
国
の

風
景
へ
の
危
機
感

　
盛
岡
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
新
聞
記

者
で
も
あ
っ
た
橡
内
吉
胤
は
、
色
々
な
ま
ち

を
訪
ね
歩
い
て
い
く
つ
か
本
を
執
筆
し
て
い

ま
す
。『
日
本
都
市
風
景
』
の
緒
言
で
は
こ

の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

（
※
引
用
）

「
私
は
こ
れ
ま
で
都
市
風
景
…
な
い
し
都

市
の
個
性
…
一
概
に
都
市
の
風
景
…
都
市

の
個
性
と
い
っ
て
も
、
勿
論
そ
の
構
成
要

素
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
、
そ
の
都
市
は
山
の
中
の
都
市
で
あ
る

と
か
…
海
辺
の
都
市
で
あ
る
と
か
…
あ
る

い
は
い
く
筋
か
の
河
川
に
よ
っ
て
貫
流
さ

れ
て
お
る
…
と
い
っ
た
地
形
上
の
特
徴
や

土
壌
の
肌
あ
い
や
植
物
の
種
類
、
あ
る
い

は
、
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
と
か

穏
や
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
、
雪
や
雨

の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
い
う
気
象
上

の
特
色
、
そ
の
他
人
情
風
俗
や
方
言
、
民

家
の
建
築
的
特
徴
や
そ
の
「
名
勝
絵
は
が

き
」
に
出
て
来
る
名
所
旧
蹟
、
輩
出
人
物

や
名
産
名
物
、
伝
説
、
あ
る
い
は
ま
た
、

政
治
の
都
市
で
あ
る
と
か
、
商
工
業
の
都

市
で
あ
る
と
か
と
い
っ
た
社
会
的
経
済
的

条
件
に
よ
る
特
質
、
そ
れ
か
ら
そ
の
都
市

を
つ
つ
ん
で
い
る
歴
史
的
背
景
と
い
っ
た

雑
多
な
要
素
の
複
合
が
お
の
ず
か
ら
そ
の

都
市
の
風
景
を
形
づ
く
る
に
い
た
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
当
然
帰
結
さ
れ
る
ん
だ
が
、

ま
あ
、
そ
う
し
た
風
景
な
い
し
個
性
を
組

み
た
て
て
い
る
上
の
取
材
を
観
察
し
て
み

る
た
め
に
、
永
年
の
間
、
あ
ち
こ
ち
の
町

を
彷
徨
し
て
き
た
。
け
だ
し
、
旅
の
興
味

は
物
事
に
拘
泥
せ
ず
に
、
た
と
え
ば
一
個

の
巡
礼
者
の
よ
う
な
気
持
で
諸
々
の
印
象

を
素
直
に
受
け
い
れ
る
に
あ
る
ん
だ
が
、

私
は
、
い
さ
さ
か
研
究
的
・
・
・
研
究
的

と
い
っ
て
も
、
頭
か
ら
観
測
科
学
（
オ
ブ

ザ
ー
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
な

ん
か
の
命
ず
る
種
々
な
方
法
に
漂
う
て
い

た
ん
で
は
肝
心
の
躍
動
し
つ
つ
あ
る
風
景

の
ひ
ら
め
き
を
逸
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
る
の
で
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
そ
の
他
の
道
具
を
か
な

ぐ
り
す
て
、
ま
ず
も
っ
て
「
印
象
」
に
開

　
私
は
理
科
系
で
す
が
、
都
市
計
画
と
い
う

学
問
は
元
々
制
度
が
あ
り
、
都
市
に
は
人
が

い
て
、
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
色
々
な
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
基

本
的
に
は
非
常
に
文
化
的
な
学
問
で
す
。
従

っ
て
、
私
も
学
者
と
し
て
、
教
育
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
き
ち
ん
と
し
た
本
と
し
て
残
し

た
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
論
文
を
書
く
こ

と
も
良
い
で
す
が
、
長
く
書
か
な
け
れ
ば
背

景
ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
最
近
は
、
色
々
な
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
て
い
ま
す
が
、
速
報
性
は
あ
っ
て
も
大

き
な
話
を
語
る
に
は
難
し
い
訳
で
す
。

　
高
度
成
長
期
の
都
市
計
画
は
、
再
開
発
を

す
る
、
道
路
を
つ
く
る
、
環
境
を
よ
く
す
る
、

都
市
問
題
を
改
変
す
る
こ
と
が
主
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
し
た
。
壊
し
て
全
く
新
し
い
も
の
を

つ
く
る
の
が
主
流
で
あ
り
、
今
あ
る
も
の
を

大
事
に
す
る
と
い
う
の
は
都
市
計
画
の
範
囲

で
は
な
く
、
文
化
財
の
専
門
家
に
任
せ
れ
ば

良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
は
守
る
べ
き
も
の
は
き
ち
ん
と
守
っ
て
、

そ
れ
を
活
か
す
よ
う
な
都
市
を
つ
く
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
時
代
が
変

わ
っ
て
き
た
の
で
こ
う
し
て
生
き
延
び
て
は

い
ま
す
が
、
当
時
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
実
践

し
て
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ー
マ

を
変
え
た
方
が
い
い
と
か
、
そ
ん
な
考
え
方

は
主
観
的
だ
と
か
、
歴
史
の
プ
ロ
に
任
せ
れ

ば
い
い
と
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
あ
る
時
、
文
化
的
な
も
の
や
歴
史
的
な
も

の
や
景
観
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
つ
、
誰
が
言
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
。
過
去
に
色
々
な
こ
と
を
や
っ
た

人
の
努
力
や
発
想
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
今

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を

き
ち
ん
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
位
置

が
わ
か
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か

っ
て
進
む
べ
き
か
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

文
化
的
景
観
の

ル
ー
ツ
・
日
本

　
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
保
存
協
会
の
機
関
誌
で
あ
る
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」
で
す
。
こ
の
協
会
は
、

文
化
財
保
護
法
（
1
9
5
0
年
）
の
前
身
に

当
た
る
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

（
1
9
1
9
年
）
が
で
き
る
前
か
ら
活
動
し

て
お
り
、
本
書
に
は
各
地
の
保
存
運
動
が
細

か
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
草
の

根
的
な
日
々
の
活
動
は
な
か
な
か
形
に
残
ら

な
い
た
め
、
本
当
に
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
は
文

化
財
保
護
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
手
を
加
え
て
い
な
い
巨
石
や
動
物
も
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
い
わ
ば
文
化
財
に
当
た

り
ま
す
。
名
勝
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、

史
跡
と
名
勝
と
天
然
記
念
物
は
全
く
別
の
も

の
で
す
。
名
勝
の
元
々
の
発
想
は
庭
で
、
日

本
庭
園
を
守
ろ
う
と
い
う
の
が
出
発
点
で
す
。

し
か
し
、
保
存
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く

中
で
、
作
ら
れ
た
庭
だ
け
で
な
く
自
然
の
景

色
も
含
め
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
難
し
い
の
は
文
化
財
と

し
て
の
線
引
き
を
ど
こ
で
す
る
か
で
す
が
、

当
時
の
人
は
、
詩
歌
に
詠
わ
れ
た
り
、
浮
世

絵
な
ど
に
描
か
れ
た
景
色
を
、
対
象
化
さ
れ

た
文
化
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ま
し
た
。
そ

れ
が
景
勝
地
で
す
。

　
史
跡
と
い
う
の
は
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
、

土
地
の
記
憶
で
す
。
建
物
が
な
く
て
も
こ
こ

で
何
か
が
起
き
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
そ

の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
と
変
わ
っ
て
い
て
も
文
化

財
で
あ
る
と
捉
え
ま
し
た
。
史
跡
と
名
勝
と

天
然
記
念
物
は
全
く
違
う
も
の
で
す
が
、
そ

れ
を
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
保
存
す
る

協
会
を
つ
く
っ
て
有
志
の
方
々
が
保
存
運
動

を
始
め
る
訳
で
す
。

　
天
然
記
念
物
を
文
化
財
の
範
疇
に
含
め
る

こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
桜
の
研
究
者
と

し
て
有
名
な
三
好
学
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

彼
は
4
年
間
ド
イ
ツ
で
桜
の
研
究
を
し
た
後

に
日
本
に
戻
り
、
東
京
帝
国
大
学
の
植
物
学

の
先
生
に
な
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
に
い
た
時

に
、
田
舎
の
風
景
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う

郷
土
保
存
運
動
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

田
舎
の
風
景
と
い
う
の
は
植
物
が
メ
イ
ン
で

す
。
ド
イ
ツ
語
でN

aturdenkm
al

と
言
い

ま
す
け
れ
ど
も
、Natur

は
自
然
、denkm

al

　
旅
の
図
書
館
は
2
0
1
8
年
10
月
11
日

（
木
）
で
開
設
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
15

回
目
と
な
る
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
は
、
旅

の
図
書
館
開
設
40
周
年
記
念
号
「
観
光
文
化

2
3
9
号
：
特
集
　
古
書
か
ら
学
ぶ
」（
10
／

11
発
行
）
と
の
連
動
企
画
と
し
て
10
月
16
日

（
火
）
に
開
催
。
テ
ー
マ
を
「
古
書
か
ら
学

ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光
の
課
題

と
こ
れ
か
ら
|
」
と
し
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
に
当
財
団
の
評
議
員
・
専
門
委
員
で
あ
り
、

同
誌
の
巻
頭
言
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
西

村
幸
夫
氏
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
西
村
先
生
は
ご
著
書
で
も
「
観
光
客
が
伸

び
て
い
る
ま
ち
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い

ず
れ
の
ま
ち
に
も
歴
史
が
あ
り
、
ま
ち
と
し

て
の
厚
み
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
住
み
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
村
先
生
ご
自
身

が
古
書
か
ら
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
学
ば
れ
て

き
た
の
か
、
さ
ら
に
は
古
書
を
ひ
も
と
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
も
の
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
西
村
先
生
が
影
響
を
受
け
ら

れ
た
古
書
と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

歴
史
を
ふ
り
か
え
る

と
い
う
こ
と

　
学
問
は
2
種
類
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。
一
つ
の
真
理
を
追
究
す
る
タ
イ
プ
の

学
問
、
い
わ
ゆ
る
理
科
系
の
学
問
は
そ
こ
に

当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
事
も
最
初

に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
か
つ
海
外
で

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
英
語

の
論
文
で
発
表
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
は
文
化
・
文
脈
に
よ
っ
て
真
理

は
違
う
と
い
う
学
問
で
、
文
化
系
の
大
半
は

そ
れ
に
当
た
る
と
思
い
ま
す
。
文
化
系
で
は

論
文
を
書
く
の
も
大
事
で
す
が
、
む
し
ろ
思

想
を
語
る
こ
と
が
大
事
で
、
文
化
系
の
先
生

方
の
一
番
大
き
な
仕
事
は
主
著
を
書
く
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
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「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
會・刀
江
書
院
1
9
1
4
年
〜
1
9
4
4
年

（
本
稿
で
の
引
用
は「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
會・教
育
研
究
會,
1
9
2
6
年
〜
1
9
4
3
年
）

『
日
本
都
市
風
景
』橡
内
吉
胤・時
潮
社,
1
9
3
4
年（
本
稿
で
の
引
用
は『
日
本
都
市
風
景
』橡
内
吉
胤・筑
摩
書
房,
1
9
8
7
年
）

「
都
市
美
」都
市
美
協
会,
1
9
3
1
年
4
月（
第
1
号
）〜
1
9
4
2
年
5
月（
第
39
号
）＊
第
15
号
は
休
刊

「
全
国
都
市
美
協
議
会
研
究
報
告 

第
1
回 

現
代
之
都
市
美
」都
市
美
協
会
編・都
市
美
協
会,
1
9
3
7
│

1
9
3
8
年

『
都
市
美
運
動
│
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
都
市
計
画
史
』中
島
直
人・東
京
大
学
出
版
会,
2
0
0
9
年

『
日
本
の
す
ま
い（
壱
）』西
山
夘
三・勁
草
書
房,
1
9
7
5
年

『
日
本
の
す
ま
い（
弐
）』西
山
夘
三・勁
草
書
房,
1
9
7
6
年

『
日
本
の
す
ま
い（
参
）』西
山
夘
三・勁
草
書
房,
1
9
8
0
年

『
県
都
物
語 

47
都
心
空
間
の
近
代
を
あ
る
く
』西
村
幸
夫・有
斐
閣,
2
0
1
8
年

『
観
光
ま
ち
づ
く
り 

ま
ち
自
慢
か
ら
は
じ
ま
る
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』西
村
幸
夫 

編
著・学
芸
出
版
社,
2
0
0
9
年

機
関
誌「
観
光
文
化
2
3
9
号
：
旅
の
図
書
館
開
設
40
周
年
記
念
号 

特
集 

古
書
か
ら
学
ぶ
」・（
公
財
）日
本
交
通
公
社,
2
0
1
8
年

と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当

時
は
活
版
印
刷
な
の
で
１
冊
の
本
を
作
る
に

は
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
の
で
、
出
版
す

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
の

意
味
で
言
う
と
、
１
冊
の
本
を
後
世
に
残
す

と
い
う
の
は
大
変
な
仕
事
で
す
。
こ
の
時
代

で
も
そ
う
な
の
で
、
戦
前
に
も
な
る
と
な
お

さ
ら
で
す
。
今
、
我
々
が
簡
単
に
ネ
ッ
ト
上

で
垂
れ
流
す
よ
う
な
情
報
と
は
レ
ベ
ル
が
違

う
。
人
間
の
肉
体
は
い
つ
か
滅
び
ま
す
が
、

想
い
が
形
に
な
っ
て
い
れ
ば
次
の
世
代
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
私
は
本
を
大
事

に
し
た
い
で
す
し
、
過
去
に
書
い
た
人
の
想

い
を
な
ん
と
か
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
継
ぐ

場
所
と
し
て
の
図
書
館

　
最
近
、『
県
都
物
語 

47
都
心
空
間
の
近
代

を
あ
る
く
』
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
。
地

域
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
公
立
図
書

館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
行
く
と
大
半
の

も
の
は
あ
る
の
で
、
こ
こ
10
年
く
ら
い
各
地

の
図
書
館
を
訪
ね
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
市
史

は
必
ず
読
み
ま
す
が
、
政
治
史
は
書
か
れ
て

い
て
も
生
活
史
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
昔
の
写
真
集
を

コ
ピ
ー
し
て
そ
れ
を
持
っ
て
ま
ち
を
歩
き
、

自
分
で
写
真
を
撮
る
。
そ
し
て
再
度
市
史
を

読
み
直
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
ど
う
考
え
た
ら

よ
い
か
を
1
ヶ
月
か
ら
2
ヶ
月
く
ら
い
考
え

続
け
る
と
い
う
生
活
を
10
年
間
し
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ま
る
で
恋
人
を
想
う
よ

う
に
そ
の
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
色
々
な
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
す
。

都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
る
の
で

色
々
な
も
の
の
見
方
が
で
き
ま
す
。
こ
の
道

は
な
ぜ
こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
こ
の
建
物
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
と
か
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
地
域
の
資
料
を
読

ん
で
い
き
ま
し
た
。
橡
内
吉
胤
が
『
日
本
都

市
風
景
』
で
書
い
た
よ
う
な
こ
と
を
、
私
も

『
県
都
物
語
』
を
通
し
て
書
き
ま
し
た
。

　
各
地
の
図
書
館
に
は
か
な
り
助
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
図
書
館
は
知
識
の
宝
庫
だ
と
思
い

ま
し
た
。
情
報
源
と
し
て
最
大
限
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
使
う
側
が
問
題
意
識
を
持
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
私
は
古
書
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

っ
て
、
そ
れ
で
私
も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
私
が
書
い

た
も
の
が
次
の
世
代
の
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
捨
て
ら
れ
ず
に
こ
う
い
う
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
読
者
に
何
ら

か
の
想
い
が
伝
わ
れ
ば
良
い
人
生
だ
っ
た
と

思
え
る
か
な
と
。
特
に
橡
内
吉
胤
の
本
と
自

分
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

参
加
者
…
都
市
は
美
を
中
心
に
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
猥
雑
さ
も
魅
力

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
都
市
の
猥

雑
さ
に
関
し
て
は
東
京
の
都
市
計
画
を
研
究

さ
れ
、
新
宿
の
歌
舞
伎
町
な
ど
を
作
ら
れ
た

石
川
栄
耀
先
生
な
ど
が
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

歌
舞
伎
町
は
区
画
整
理
で
で
き
て
い
ま
す
が
、

コ
マ
劇
場
（
現
・
新
宿
東
宝
ビ
ル
）
に
ぶ
つ

か
る
よ
う
に
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ッ

ド
で
作
る
の
で
は
な
く
、
突
き
当
た
り
に
広

場
的
空
間
を
配
置
す
る
こ
と
で
猥
雑
で
迷
路

の
よ
う
な
空
間
に
し
ま
し
た
。
実
際
、
そ
う

い
う
形
で
今
も
機
能
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
…
西
村
先
生
が
実
際
に
訪
れ
て
、
使

い
や
す
か
っ
た
公
立
図
書
館
は
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
3
階
の

地
域
コ
ー
ナ
ー
に
は
市
史
や
写
真
集
が
大
変

充
実
し
て
お
り
感
動
的
で
し
た
。
し
か
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚

い
だ
け
で
な
く
、
本
の
管
理
を
は
じ
め
色
々

な
シ
ス
テ
ム
が
飛
び
抜
け
て
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

参
加
者
…
西
村
先
生
の
ご
著
書
『
観
光
ま
ち

づ
く
り
』
で
、「
ま
ち
づ
く
り
が
観
光
へ
向

か
う
と
い
う
動
き
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
が

ま
ち
づ
く
り
へ
ひ
ろ
が
る
と
い
う
動
き
も
同

様
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
う
ご

き
は
観
光
地
づ
く
り
と
し
て
は
ま
だ
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
は
あ
る
。」と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

古
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
と
い

う
の
は
ど
こ
か
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
温
泉
街
の
ト
ー
タ
ル
な
魅

力
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
方
は
あ
ま
り
見

た
こ
と
が
な
い
で
す
。
も
し
か
す
る
と
当
時

は
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
発
想
が
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
別
の
宿
が
ど
れ

だ
け
頑
張
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
地
の
側
か
ら
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
城
崎

温
泉
で
し
ょ
う
か
。
城
崎
温
泉
の
あ
た
り
は
、

北
但
大
震
災
と
い
う
震
災
が
関
東
大
震
災
の

2
年
後
に
起
き
て
い
ま
す
。
地
震
や
火
事
で

豊
岡
の
中
心
部
と
城
崎
温
泉
は
壊
滅
的
被
害

を
受
け
ま
す
。
豊
岡
は
大
き
な
区
画
整
理
を

し
ま
し
た
が
、
城
崎
温
泉
は
そ
れ
を
せ
ず
に

建
物
は
3
階
建
て
で
道
に
面
し
た
と
こ
ろ
に

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
古
い
街
並
も
段
々

と
朽
ち
た
り
壊
さ
れ
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
時
代
と
と
も
に
後
退
っ
て
往

っ
て
、
こ
れ
か
ら
後
い
く
ば
く
も
な
く
し

て
ま
っ
た
く
地
上
か
ら
姿
を
消
す
の
日
あ

る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
日
本
と
い
う
い

わ
ば
大
き
な
博
物
館
の
中
に
保
存
さ
れ
て

い
る
昔
の
ま
ま
の
生
粋
の
港
町
の
形
態
や

そ
の
町
を
霧
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
包
ん
で

い
る
歴
史
や
伝
説
と
い
っ
た
も
の
を
、
単

に
懐
か
し
む
と
い
う
よ
り
も
何
と
か
し
て

記
録
に
止
め
て
お
く
の
必
要
が
な
い
で
あ

ろ
う
か
…
こ
と
に
移
り
変
り
の
劇
し
い
今

日
に
お
い
て
一
層
そ
の
感
を
深
く
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
も
ま
た
前
に
も
言
っ
た

よ
う
に
こ
う
し
た
旧
い
街
に
見
出
す
一
種

の
「
調
和
の
美
」
と
い
っ
た
も
の
が
果
た

し
て
ど
う
し
た
仕
組
か
ら
出
発
し
て
く
る

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
点
検
し
て

み
る
と
い
う
こ
と
も
、
将
来
の
街
を
造
る

の
工
夫
を
す
る
上
に
も
重
要
な
暗
示
を
持

ち
来
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

…
」（
P
1
9
3
|
P
1
9
4
、原
文
マ
マ
）

と
あ
り
ま
す
。「
調
和
の
美
」、
良
い
こ
と
を

言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
人
が
い

た
ん
で
す
よ
ね
。
お
そ
ら
く
関
町
を
発
見
し

た
の
は
彼
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
本
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
我
々
は
こ
の
人
の
気

持
ち
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
私
は
、
こ
う
い
う
書
物
を
通
し
て
と
て
も

元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
な
い

ん
だ
、
昔
か
ら
そ
う
い
う
人
が
い
た
ん
だ
、

そ
の
人
た
ち
の
思
い
を
私
た
ち
は
受
け
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
。
実
は
都
市
美
協
会

は
彼
が
中
心
に
な
っ
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。

1
9
2
0
年
代
に
都
市
美
を
推
進
す
る
大
き

な
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
9
2
6
年
に
都
市
美
協
会
が
で
き
て
、

1
9
3
7
年
に
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
都
市

美
協
議
会
が
で
き
ま
す
。

　
都
市
美
協
会
は
「
都
市
美
」
と
い
う
機
関

誌
を
発
行
し
て
お
り
、都
市
美
協
議
会
は「
現

代
之
都
市
美
」
と
い
う
立
派
な
論
文
集
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
協
議
会
の
開
催
報

告
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
第
2

回
協
議
会
で
は
、
都
市
美
審
議
委
員
会
設
立

に
関
す
る
件
、
街
路
照
明
統
制
に
関
す
る
件
、

広
告
物
法
改
善
に
関
す
る
件
、
喀
痰
の
取
締

に
関
す
る
件
、
全
国
都
市
美
協
議
会
の
継
続

に
関
す
る
件
な
ど
を
決
議
し
て
全
国
の
自
治

体
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
都
市

醜
を
な
く
す
べ
く
、
汚
い
看
板
や
電
線
、
電

柱
を
な
く
し
、
並
木
道
を
つ
く
る
と
い
う
運

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
都
市
美
運
動
に
つ
い

て
は
東
京
大
学
の
中
島
直
人
准
教
授
が
『
都

市
美
運
動
―
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
都
市

計
画
史
』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
歴
史
も
戦
争
を
境
に
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

想
い
を
形
に
し
て
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

「
本
」の
意
義

『
日
本
の
す
ま
い
』
は
、
建
築
計
画
学
の
大

御
所
だ
っ
た
西
山
夘
三
先
生
が
京
都
大
学
を

定
年
退
職
さ
れ
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
仕
事

で
す
。
日
本
の
多
様
な
住
ま
い
を
全
て
ご
自

身
で
調
査
さ
れ
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
面
、
書

物
と
し
て
の
装
丁
も
全
て
手
描
き
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
大
学
生
の
時
に
こ
の
本
を
手
に

と
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
一
人
で

や
る
人
が
い
る
の
か
と
驚
愕
し
ま
し
た
。
学

生
に
は
高
額
な
本
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
買
っ

て
、
今
で
も
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
西
山
先
生
は
日
本
の
住
宅
・
建

築
計
画
を
つ
く
っ
た
方
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
日
本
の
住
ま
い
の
全
容
を
階
級
構
成
ご
と

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
全

て
や
り
切
ら
れ
た
こ
と
に
本
当
に
驚
き
ま
し

た
。
私
は
同
じ
立
場
に
な
っ
て
こ
ん
な
こ
と

は
で
き
な
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

偉
い
先
生
を
目
標
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
、
大
学
は
違
い
ま
し
た
が
、
ず
っ
と

西
山
夘
三
先
生
の
こ
と
を
気
に
し
な
が
ら
仕

事
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
晩
年
に
な
っ
て
我
々
が
や
っ
て
い
る
調
査

の
顧
問
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
い
て
ご
一
緒

し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
本
も
こ
れ
か
ら

を
担
っ
て
い
く
人
た
ち
に
受
け
継
い
で
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
単
に
情
報
が
書
い
て
あ

る
ツ
ー
ル
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
命
を
賭

け
て
作
ら
れ
た
本
で
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。

　
今
の
時
代
は
簡
単
に
情
報
が
発
信
で
き
る

の
で
誰
も
が
書
き
手
に
な
れ
ま
す
が
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
か
つ
印
象
披
露
の
よ
う
な
も
の
が

多
く
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
、
き
ち
ん

と
後
に
残
す
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
や
る
こ

の
課
題
と
こ
れ
か
ら
|
」
に
結
び
付
く
よ
う

な
事
柄
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

西
村
氏
…
先
ほ
ど
紹
介
し
た
城
崎
温
泉
は
良

い
例
か
と
思
い
ま
す
。
豊
岡
市
は
す
ご
く
面

白
い
と
こ
ろ
で
城
崎
温
泉
と
豊
岡
は
全
く
違

う
生
き
方
を
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
復
興
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
豊
岡
の
ま
ち
と
建
物
は
興

味
深
い
で
す
。
豊
岡
の
駅
前
は
放
射
状
に
道

が
出
て
い
ま
す
が
、
国
立
の
駅
前
に
似
て
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
国
立
は
関
東
大
震
災
の

復
興
経
緯
を
見
な
が
ら
冷
静
に
自
分
た
ち
の

地
域
の
復
興
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
そ
の
一
方
で
城
崎
温
泉
や
小
さ
な
城

下
町
で
あ
る
出
石
は
北
但
大
震
災
の
被
害
を

そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
昔
な
が
ら

の
街
並
み
の
中
に
新
し
い
建
築
家
が
入
っ
て

き
て
学
校
や
役
場
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
竹
野
と
い
う
港
町
は
海
水
浴
や
カ
ニ
で

有
名
で
す
け
れ
ど
も
、
川
港
の
雰
囲
気
が
よ

く
残
っ
て
い
ま
す
。
個
性
の
違
う
5
つ
の
地

域
が
合
併
し
て
一
つ
の
ま
ち
に
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
は

戦
前
か
ら
の
動
き
が
現
在
の
個
性
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
加
者
…
1
9
2
6
年
に
柳
宗
悦
ら
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
民
藝
運
動
の
よ
う
に
、
民
衆

の
生
活
に
美
を
見
出
す
考
え
と
共
通
し
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
都
市
美
と

民
藝
運
動
な
ど
の
関
わ
り
は
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

西
村
氏
…
都
市
美
で
民
藝
運
動
の
話
が
話
題

に
出
て
く
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
時
代
と
し
て
は
重
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
大
事
に
す
る
と
い
う
時

代
の
雰
囲
気
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
明
治
30
年
あ
た
り
か
ら
約
10
年
間
で
国
内

の
鉄
道
が
急
速
に
敷
設
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
都
市
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
距
離
感
覚
も
変
わ
り
、
そ
れ

ま
で
は
徒
歩
で
し
か
移
動
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
が
汽
車
を
使
え
ば
か
な
り
の
距
離
を
移

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
都

市
と
都
市
と
の
関
係
性
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
色
々
な
も
の
を
保
存
す
る
運
動
団
体

は
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
き
な
変

革
の
中
で
、
も
う
一
度
郷
土
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
発
想
が
出
て
き
た
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
当
日
は
46
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
昭
和
初

期
に
は
街
並
み
を
は
じ
め
と
し
て
自
然
景
観

ま
で
保
存
・
保
護
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
い

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
現
在
さ
び
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
街
に
こ
そ
、
本
当
は
古

い
も
の
の
良
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。そ
う
い
う
街
を
再
発
見
し
て
い
き
た
い
」

「
お
話
の
内
容
が
新
鮮
で
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
実
体
験
と
お
人
柄
に
基
づ
く
お
話
が

印
象
的
で
し
た
。
改
め
て
「
古
書
」
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
」「
改
め
て
我
が
国
の
観
光

振
興
に
深
い
興
味
と
自
信
を
得
た
」「
西
村

先
生
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、
新
し
い
視
点
、

考
え
方
を
学
べ
た
。
40
周
年
記
念
と
い
う
こ

と
で
「
観
光
は
そ
れ
自
体
が
文
化
で
あ
り
、

そ
の
文
化
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
い
う
旅
の

図
書
館
の
開
設
当
時
の
想
い
も
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
、
開
設
40
周
年
を
迎
え
た
当
館
で
は

古
書
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
今
回
、
西

村
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
な
、
意

外
な
発
見
や
事
実
が
古
書
か
ら
得
ら
れ
る
こ

と
、
先
人
の
視
点
や
想
い
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
ら
れ
る
こ
と
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
で
未
来
に
向
け

て
ど
う
歩
ん
で
い
く
べ
き
か
の
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て

西
村
先
生
の
お
話
か
ら
も
、
地
域
の
、
そ
し

て
日
本
の
観
光
の
未
来
を
考
え
て
い
く
上
で

の
古
書
と
の
付
き
合
い
方
、
読
み
解
き
方
に

つ
い
て
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、
歴
史
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
け
継
ぐ
場
所
で
あ
る
図
書
館
と
し
て
の
役

割
も
再
認
識
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
当
館

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

建
て
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
一
般

的
な
温
泉
地
の
よ
う
に
一
戸
一
戸
を
広
く
し

て
、
周
り
に
自
然
が
あ
る
よ
う
な
形
に
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
城
崎
温
泉
は
関
西

で
一
番
元
気
の
あ
る
温
泉
地
で
す
け
れ
ど
も
、

北
但
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
そ
う
い
っ
た
ル

ー
ル
で
復
興
し
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
城
崎
温
泉
で
そ

れ
が
な
ぜ
で
き
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
温

泉
の
湧
出
量
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
湧
出
量

が
少
な
い
と
内
湯
を
大
き
く
で
き
な
い
の
で

旅
館
も
大
き
く
で
き
ま
せ
ん
。
外
湯
を
作
っ

て
、
そ
こ
に
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
仕
組
み

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
制
約
条
件
が
あ

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
例
だ
と
思
い
ま
す
。

条
件
が
良
い
と
こ
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に

や
れ
ば
い
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
、

あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

逆
に
色
々
な
不
満
が
あ
る
の
は
色
々
な
人
が

ま
と
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
と
説
得
す
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
…
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
名
所

旧
跡
の
発
想
の
起
源
は
歌
枕
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
古
典
和
歌
に
繰
り

返
し
詠
ま
れ
た
歌
枕
は
日
本
人
の
神
話
時
代

の
記
憶
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
安
時
代
に
詠
ま
れ
た
古
今
和
歌
集

の
序
に
紀
貫
之
が
枕
詞
と
い
う
表
現
で
歌
枕

の
概
念
を
示
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
和
歌
の
文
化
が
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
景
観
を
保
存
す
る
概
念
に
先
駆
け
て
生

ま
れ
た
ル
ー
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
「
奥
の
細
道
」
は
西
行
の

歌
枕
を
訪
ね
る
旅
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
詠
わ

れ
た
歌
と
場
所
が
一
緒
に
な
っ
て
物
語
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
物
語
を
確
認
す
る
旅
だ
っ

た
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
実
は
日
本
人
が
こ
う
い
う
こ
と
に
も

の
す
ご
く
セ
ン
ス
が
あ
る
な
と
感
じ
る
こ
と

が
時
々
あ
り
ま
す
。
2
0
1
5
年
に
「
舞
鶴

へ
の
生
還
1
9
4
5
|
1
9
5
6
シ
ベ
リ
ア

抑
留
等
日
本
人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の
記

録
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
帰
っ
て
く
る
時
に
手
書
き
の
書
類
等
は
持

っ
て
帰
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
が

結
構
あ
り
、
そ
の
多
く
が
和
歌
だ
と
い
い
ま

す
。
書
く
も
の
が
な
い
の
で
白
樺
の
樹
皮
に

削
る
よ
う
に
し
て
書
い
て
、
体
の
ど
こ
か
に

隠
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
苦

し
い
強
制
労
働
の
中
で
、
和
歌
を
詠
ん
で
い

く
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
知
っ

た
と
き
に
私
は
文
学
の
力
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
…
私
も
学
生
時
代
に
西
山
夘
三
先
生

の
『
日
本
の
す
ま
い
』
を
読
ん
で
感
動
し
、

民
家
の
住
ま
い
方
に
関
す
る
調
査
を
し
て
い

ま
し
た
。
西
山
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
し
た
ら
も
う
少
し
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い

で
す
。

西
村
氏
…
西
山
先
生
は
す
ご
く
細
か
い
方
で
、

麻
の
布
で
で
き
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
細
か
く
記

録
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
年
代
ご

と
に
日
付
が
書
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
が
全
部

残
っ
て
お
り
、「
西
山
文
庫
」
と
い
う
形
で

門
下
生
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。『
日

本
の
す
ま
い
』
の
よ
う
に
全
て
自
分
で
や
っ

て
し
ま
わ
れ
る
の
で
、
教
育
の
た
め
に
も
若

い
人
に
任
せ
れ
ば
良
い
の
に
と
思
い
ま
す
が
、

先
生
の
元
で
は
大
変
優
秀
な
方
が
育
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
教
育
と
い
う
の
は

難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
厳
し

い
先
生
だ
っ
た
の
で
私
も
い
つ
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
生
は
補
聴
器
を
付
け
て
ま

で
私
の
話
を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
下

さ
っ
て
、
恐
縮
至
極
で
し
た
。

参
加
者
…
世
界
に
先
駆
け
て
保
存
運
動
を
お

こ
な
い
、
風
景
協
会
ま
で
つ
く
っ
た
日
本
人

が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
美
し
さ
か
ら
ほ
ど
遠
い

都
市
田
園
景
観
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
ど
こ
で
思
想
が
断
絶
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
お
そ
ら
く
戦
後
復
興
の
中
で
全
て

が
途
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
争
が
な
け
れ

ば
当
時
の
思
想
が
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
境
に
当
時
の

思
想
を
一
か
ら
構
築
し
直
し
、
常
識
と
し
て

結
実
化
す
る
ま
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
そ
う
い
う
時
代
に

な
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
戦
争
と
い
う

の
は
本
当
に
心
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

参
加
者
…
今
日
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
古
書

か
ら
学
ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光

け
っ
ぱ
な
し
に
徘
徊
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

か
っ
た
。

　
ま
た
、
都
市
の
風
格
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
そ
こ
に
じ
っ
く
り
御
輿
を

す
え
て
か
か
る
に
限
る
ん
だ
が
、
不
幸
、

時
間
と
経
済
的
余
裕
に
乏
し
い
自
分
は
、

あ
る
都
市
の
如
き
は
小
半
日
で
観
察
を
き

り
あ
げ
、
す
ぐ
次
の
都
市
へ
移
っ
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
が
、
こ
う
し

た
慌
た
だ
し
い
旅
の
裡
の
印
象
で
も
、
そ

れ
だ
け
で
心
に
銘
記
す
る
も
の
か
ら
、
割

合
に
比
較
対
照
の
ハ
ッ
キ
リ
し
た
形
に
も

り
あ
が
っ
て
き
て
別
段
自
慢
す
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
目
隠
し
を
し
た

自
分
を
京
都
の
町
に
運
ん
で
き
て
ヒ
ョ
ッ

ク
ラ
覗
か
せ
て
み
て
も
、
そ
の
町
を
東
京

や
大
阪
の
町
と
見
あ
や
ま
る
よ
う
な
こ
と

は
せ
ん
つ
も
り
だ
。」（
P
3
|
P
4
、
原

文
マ
マ
）

ま
た
、

（
※
引
用
）

「
私
は
、
神
戸
か
ら
奈
良
、
奈
良
か
ら
北

陸
に
這
入
っ
て
金
沢
－
富
山
と
、
そ
の

街
々
を
歩
い
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
都

市
の
街
は
、
も
う
あ
の
大
都
市
特
有
の
人

間
生
活
の
燃
焼
と
群
衆
の
醸
す
毒
気
と
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
こ
で
は
、
私
ど
も
の

感
覚
を
さ
い
な
み
、
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
よ

う
な
も
の
は
何
物
も
な
く
、
た
と
え
ば
、

奈
良
名
勝
、
猿
沢
の
池
や
金
沢
の
ピ
カ
一

兼
六
公
園
を
漫
歩
し
て
い
る
中
学
生
の
心

持
と
相
通
ず
る
体
の
一
種
の
気
安
さ
を
感

ず
る
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
吾
等
の
ユ

ー
ト
ピ
ヤ
は
先
に
静
岡
の
街
を
歩
い
て
感

じ
た
よ
う
に
、
奈
良
や
金
沢
や
富
山
ぐ
ら

い
の
大
い
さ
の
都
市
に
限
る
ん
だ
な
…
と

今
さ
ら
に
そ
の
感
を
新
た
に
し
て
、
私
は

街
か
ら
街
へ
と
流
れ
歩
い
た
。」（
P
92

|
P
93
、
原
文
マ
マ
）

と
、
中
都
市
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
田
舎
町
の
良
さ
と
い
う
こ
と
で
、

（
※
引
用
）

「
同
じ
町
で
も
都
市
の
部
類
に
入
ら
ん
地

方
の
小
さ
な
埋
も
れ
て
る
よ
う
な
ま
ち
の

姿
を
見
て
歩
く
こ
と
も
愉
快
な
も
の
だ
。

そ
う
し
た
町
に
は
豪
華
な
都
市
と
は
コ
ロ

ッ
と
違
っ
た
趣
が
現
わ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
福
井
県
の
三
国
と
い
っ
た
昔
栄
え

た
港
町
か
ら
東
海
道
中
の
関
町
な
ん
て
い

う
鈴
鹿
峠
の
下
の
町
…
あ
る
い
は
信
州
路

の
追
分
な
ん
て
い
う
高
原
の
町
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
変
っ
た
姿
を
も
っ
て
い
る
。

つ
い
こ
の
間
、
白
石
噺
で
有
名
な
宮
城
県

の
白
石
町
を
歩
い
て
み
た
ん
で
す
が
、
街

に
た
っ
て
る
古
風
な
土
蔵
造
り
や
妻
入
り

町
家
に
し
て
か
ら
が
、
い
か
に
も
片
倉
小

十
郎
の
お
城
下
町
だ
っ
た
昔
の
面
影
を
失

せ
ず
に
も
っ
て
い
る
。」（
P
1
2
1
、
原

文
マ
マ
）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
小
さ
な
ま
ち
も
見
て
い

ま
す
。
三
国
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、

（
※
引
用
）

「
三
国
は
九
頭
竜
河
口
に
沿
う
た
一
筋
街

に
毛
が
生
え
た
（
戸
数
一
千
八
百
五
十
五

戸
、
人
口
八
千
七
百
三
十
八
人
）
ぐ
ら
い

の
…
地
形
的
に
は
さ
し
て
特
徴
の
な
い
町

で
あ
る
が
、
そ
の
町
家
の
形
態
に
は
い
ろ

い
ろ
な
特
徴
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

昔
は
こ
こ
は
や
は
り
同
じ
福
井
藩
の
中
に

あ
り
な
が
ら
、
今
の
福
井
市
あ
た
り
に
残

っ
て
い
る
町
家
と
較
べ
て
見
る
と
、
あ
の

深
い
両
の
袖
壁
な
ん
ど
の
具
合
を
除
い
て

は
、
著
し
い
相
違
で
、
総
じ
て
木
造
で
あ

る
が
、
た
と
え
ば
、
分
厚
い
板
を
縦
二
重

に
布
き
並
べ
た
下
屋
根
…
そ
の
目
板
を
抑

え
て
い
る
土
地
の
人
が〝
サ
ン
〞と
い
っ
て

る
横
木
…
・
小
屋
根
と
称
す
る
廂
や
大
屋

根
の
鬼
瓦
の
恰
好
な
ん
て
も
の
は
紛
う
べ

か
ら
ざ
る
特
徴
を
な
し
て
い
る
し
、」

（
P
1
8
5
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
面
白
い
の
は

（
※
引
用
）

「
天
保
前
後
に
出
さ
れ
た
『
国
々
湊
く
ら

べ
』
と
い
っ
た
湊
番
付
で
見
て
も
、
こ
の

三
国
は
前
頭
の
筆
頭
を
し
め
、
色
街
と
し

て
も
日
本
五
廓
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
た

だ
け
あ
っ
て
、
遊
女
の
逸
物
も
い
て
、
揚

代
な
ど
も
格
別
安
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な

わ
ち
、
大
関
格
の
長
崎
の
当
時
の
遊
女
の

値
段
が
四
百
か
ら
一
分
、
堺
が
六
匁
一
分
、

関
脇
の
博
多
が
二
朱
一
分
、
鳥
羽
が
十
二

匁
、
小
結
の
名
古
屋
が
二
朱
、
前
頭
の
三

国
が
四
百
か
ら
一
分
で
長
崎
と
同
値
、」

（
P
1
8
7
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

最
後
の
ま
と
め
に

（
※
引
用
）

「
余
談
は
と
も
か
く
、
私
ど
も
が
、
こ
の

三
国
の
よ
う
な
旧
い
港
町
に
も
つ
興
味
の

一
つ
は
、
そ
の
町
の
特
色
を
摑
む
と
い
う

事
の
外
に
我
国
の
町
と
い
う
町
が
挙
っ
て

新
し
い
も
の
新
し
い
も
の
へ
と
造
り
改
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
中
に
、
こ
の
港
町
の
よ
う

な
旧
態
依
然
た
る
も
の
の
姿
を
見
出
す
こ

と
は
確
か
に
一
つ
の
驚
異
に
値
い
す
る
事

実
で
あ
る
こ
と
、
が
、
や
が
て
こ
う
し
た

姿
も
三
国
小
女
郎
な
ん
か
の
話
が
わ
ず
か

に
余
命
少
な
い
古
老
の
口
ず
か
ら
伝
え
ら

れ
る
の
み
で
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
段
々

お
ぼ
ろ
げ
な
も
の
に
な
る
と
同
じ
よ
う
に
、

は
文
化
財
、
つ
ま
り
自
然
文
化
財
と
い
う
発

想
が
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の

が
天
然
記
念
物
で
す
。
現
在
で
は
、
天
然
記

念
物
と
い
う
と
貴
重
な
動
植
物
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
郷
土
を
代
表
す
る
自

然
を
保
護
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
彼
は
帰
国
後
、
保
存
運
動
を
し
ま
す
が
、

バ
ラ
バ
ラ
で
運
動
を
し
て
も
法
律
論
に
な
ら

な
い
た
め
、み
ん
な
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
の

発
足
と
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の

制
定
に
つ
な
が
る
訳
で
す
。
自
然
が
文
化
財

と
し
て
守
ら
れ
る
と
い
う
制
度
は
世
界
で
も

珍
し
く
、
な
お
か
つ
景
観
地
が
公
園
で
は
な

く
文
化
財
と
し
て
守
ら
れ
る
の
は
恐
ら
く
世

界
で
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
後
に
文
化
的
景
観
と
い
う
名

前
に
な
り
ま
す
。C

ultural Landscape

と
し
て
1
9
9
0
年
代
に
世
界
中
に
広
ま
り
、

世
界
遺
産
の
概
念
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
が

1
9
9
2
年
か
ら
で
す
。
欧
米
に
と
っ
て
は

非
常
に
新
し
い
概
念
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
本
を
書
い
て
い
る
人
た
ち
は
1
9
1
4
年

の
段
階
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
世
界
で
も
そ
こ
ま
で
先
行
し
て
風
景
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
国
は
な
い
は
ず
な
の
で
、

大
変
進
ん
で
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ

な
ど
欧
米
の
動
き
と
日
本
な
ら
で
は
の
文
化

が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
出
て
き
た
発
想
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
の
雑
誌

か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
私
の
手
元
に
は
昭
和
9
年
9
月

号
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
あ
る
雑
報
と

い
う
項
目
に
風
景
協
会
の
創
立
に
つ
い
て
書

い
て
あ
り
ま
す
。
設
立
趣
意
書
に
は

（
※
引
用
）

「
我
が
國
は
夙
こ
世
界
の
風
景
國
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
秀
麗
な
る
國
土
の
自
然
は
、

建
国
以
来
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
相
俟
っ
て
、

我
國
文
化
に
特
異
な
る
色
彩
を
賦
輿
し
て

居
る
の
は
頗
る
顕
著
な
る
事
實
で
あ
る
。

國
民
の
思
想
、
文
化
芸
術
等
、
悉
く
そ
の

美
は
し
い
風
景
に
よ
り
影
響
せ
ら
れ
ざ
る

は
な
く
、
而
し
て
又
國
民
ほ
ど
風
景
を
愛

す
る
念
の
深
き
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
現
代
人
は
動
も
す
れ
ば
器
械
的

文
明
に
酔
ひ
、
忽
忙
を
極
む
る
物
質
的
生

活
に
溺
れ
、
我
が
天
恵
の
厚
き
に
馴
れ
、

眞
に
風
景
を
享
受
す
る
心
の
余
裕
を
失
は

う
と
し
て
ゐ
る
。」（
P
68
、
原
文
マ
マ
）

と
あ
り
、
現
代
で
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
考
え
方
は
戦
後
の
権
利
意
識
と
西
洋

化
に
よ
り
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

こ
れ
を
読
む
と
わ
か
り
ま
す
。

消
え
行
く
我
が
国
の

風
景
へ
の
危
機
感

　
盛
岡
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
新
聞
記

者
で
も
あ
っ
た
橡
内
吉
胤
は
、
色
々
な
ま
ち

を
訪
ね
歩
い
て
い
く
つ
か
本
を
執
筆
し
て
い

ま
す
。『
日
本
都
市
風
景
』
の
緒
言
で
は
こ

の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

（
※
引
用
）

「
私
は
こ
れ
ま
で
都
市
風
景
…
な
い
し
都

市
の
個
性
…
一
概
に
都
市
の
風
景
…
都
市

の
個
性
と
い
っ
て
も
、
勿
論
そ
の
構
成
要

素
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
、
そ
の
都
市
は
山
の
中
の
都
市
で
あ
る

と
か
…
海
辺
の
都
市
で
あ
る
と
か
…
あ
る

い
は
い
く
筋
か
の
河
川
に
よ
っ
て
貫
流
さ

れ
て
お
る
…
と
い
っ
た
地
形
上
の
特
徴
や

土
壌
の
肌
あ
い
や
植
物
の
種
類
、
あ
る
い

は
、
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
と
か

穏
や
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
、
雪
や
雨

の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
い
う
気
象
上

の
特
色
、
そ
の
他
人
情
風
俗
や
方
言
、
民

家
の
建
築
的
特
徴
や
そ
の
「
名
勝
絵
は
が

き
」
に
出
て
来
る
名
所
旧
蹟
、
輩
出
人
物

や
名
産
名
物
、
伝
説
、
あ
る
い
は
ま
た
、

政
治
の
都
市
で
あ
る
と
か
、
商
工
業
の
都

市
で
あ
る
と
か
と
い
っ
た
社
会
的
経
済
的

条
件
に
よ
る
特
質
、
そ
れ
か
ら
そ
の
都
市

を
つ
つ
ん
で
い
る
歴
史
的
背
景
と
い
っ
た

雑
多
な
要
素
の
複
合
が
お
の
ず
か
ら
そ
の

都
市
の
風
景
を
形
づ
く
る
に
い
た
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
当
然
帰
結
さ
れ
る
ん
だ
が
、

ま
あ
、
そ
う
し
た
風
景
な
い
し
個
性
を
組

み
た
て
て
い
る
上
の
取
材
を
観
察
し
て
み

る
た
め
に
、
永
年
の
間
、
あ
ち
こ
ち
の
町

を
彷
徨
し
て
き
た
。
け
だ
し
、
旅
の
興
味

は
物
事
に
拘
泥
せ
ず
に
、
た
と
え
ば
一
個

の
巡
礼
者
の
よ
う
な
気
持
で
諸
々
の
印
象

を
素
直
に
受
け
い
れ
る
に
あ
る
ん
だ
が
、

私
は
、
い
さ
さ
か
研
究
的
・
・
・
研
究
的

と
い
っ
て
も
、
頭
か
ら
観
測
科
学
（
オ
ブ

ザ
ー
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
な

ん
か
の
命
ず
る
種
々
な
方
法
に
漂
う
て
い

た
ん
で
は
肝
心
の
躍
動
し
つ
つ
あ
る
風
景

の
ひ
ら
め
き
を
逸
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
る
の
で
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
そ
の
他
の
道
具
を
か
な

ぐ
り
す
て
、
ま
ず
も
っ
て
「
印
象
」
に
開

　
私
は
理
科
系
で
す
が
、
都
市
計
画
と
い
う

学
問
は
元
々
制
度
が
あ
り
、
都
市
に
は
人
が

い
て
、
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
色
々
な
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
基

本
的
に
は
非
常
に
文
化
的
な
学
問
で
す
。
従

っ
て
、
私
も
学
者
と
し
て
、
教
育
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
き
ち
ん
と
し
た
本
と
し
て
残
し

た
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
論
文
を
書
く
こ

と
も
良
い
で
す
が
、
長
く
書
か
な
け
れ
ば
背

景
ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
最
近
は
、
色
々
な
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
て
い
ま
す
が
、
速
報
性
は
あ
っ
て
も
大

き
な
話
を
語
る
に
は
難
し
い
訳
で
す
。

　
高
度
成
長
期
の
都
市
計
画
は
、
再
開
発
を

す
る
、
道
路
を
つ
く
る
、
環
境
を
よ
く
す
る
、

都
市
問
題
を
改
変
す
る
こ
と
が
主
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
し
た
。
壊
し
て
全
く
新
し
い
も
の
を

つ
く
る
の
が
主
流
で
あ
り
、
今
あ
る
も
の
を

大
事
に
す
る
と
い
う
の
は
都
市
計
画
の
範
囲

で
は
な
く
、
文
化
財
の
専
門
家
に
任
せ
れ
ば

良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
は
守
る
べ
き
も
の
は
き
ち
ん
と
守
っ
て
、

そ
れ
を
活
か
す
よ
う
な
都
市
を
つ
く
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
時
代
が
変

わ
っ
て
き
た
の
で
こ
う
し
て
生
き
延
び
て
は

い
ま
す
が
、
当
時
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
実
践

し
て
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ー
マ

を
変
え
た
方
が
い
い
と
か
、
そ
ん
な
考
え
方

は
主
観
的
だ
と
か
、
歴
史
の
プ
ロ
に
任
せ
れ

ば
い
い
と
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
あ
る
時
、
文
化
的
な
も
の
や
歴
史
的
な
も

の
や
景
観
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
つ
、
誰
が
言
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
。
過
去
に
色
々
な
こ
と
を
や
っ
た

人
の
努
力
や
発
想
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
今

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を

き
ち
ん
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
位
置

が
わ
か
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か

っ
て
進
む
べ
き
か
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

文
化
的
景
観
の

ル
ー
ツ
・
日
本

　
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
保
存
協
会
の
機
関
誌
で
あ
る
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」
で
す
。
こ
の
協
会
は
、

文
化
財
保
護
法
（
1
9
5
0
年
）
の
前
身
に

当
た
る
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

（
1
9
1
9
年
）
が
で
き
る
前
か
ら
活
動
し

て
お
り
、
本
書
に
は
各
地
の
保
存
運
動
が
細

か
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
草
の

根
的
な
日
々
の
活
動
は
な
か
な
か
形
に
残
ら

な
い
た
め
、
本
当
に
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
は
文

化
財
保
護
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
手
を
加
え
て
い
な
い
巨
石
や
動
物
も
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
い
わ
ば
文
化
財
に
当
た

り
ま
す
。
名
勝
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、

史
跡
と
名
勝
と
天
然
記
念
物
は
全
く
別
の
も

の
で
す
。
名
勝
の
元
々
の
発
想
は
庭
で
、
日

本
庭
園
を
守
ろ
う
と
い
う
の
が
出
発
点
で
す
。

し
か
し
、
保
存
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く

中
で
、
作
ら
れ
た
庭
だ
け
で
な
く
自
然
の
景

色
も
含
め
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
難
し
い
の
は
文
化
財
と

し
て
の
線
引
き
を
ど
こ
で
す
る
か
で
す
が
、

当
時
の
人
は
、
詩
歌
に
詠
わ
れ
た
り
、
浮
世

絵
な
ど
に
描
か
れ
た
景
色
を
、
対
象
化
さ
れ

た
文
化
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ま
し
た
。
そ

れ
が
景
勝
地
で
す
。

　
史
跡
と
い
う
の
は
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
、

土
地
の
記
憶
で
す
。
建
物
が
な
く
て
も
こ
こ

で
何
か
が
起
き
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
そ

の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
と
変
わ
っ
て
い
て
も
文
化

財
で
あ
る
と
捉
え
ま
し
た
。
史
跡
と
名
勝
と

天
然
記
念
物
は
全
く
違
う
も
の
で
す
が
、
そ

れ
を
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
保
存
す
る

協
会
を
つ
く
っ
て
有
志
の
方
々
が
保
存
運
動

を
始
め
る
訳
で
す
。

　
天
然
記
念
物
を
文
化
財
の
範
疇
に
含
め
る

こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
桜
の
研
究
者
と

し
て
有
名
な
三
好
学
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

彼
は
4
年
間
ド
イ
ツ
で
桜
の
研
究
を
し
た
後

に
日
本
に
戻
り
、
東
京
帝
国
大
学
の
植
物
学

の
先
生
に
な
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
に
い
た
時

に
、
田
舎
の
風
景
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う

郷
土
保
存
運
動
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

田
舎
の
風
景
と
い
う
の
は
植
物
が
メ
イ
ン
で

す
。
ド
イ
ツ
語
でN

aturdenkm
al

と
言
い

ま
す
け
れ
ど
も
、Natur

は
自
然
、denkm

al

　
旅
の
図
書
館
は
2
0
1
8
年
10
月
11
日

（
木
）
で
開
設
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
15

回
目
と
な
る
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
は
、
旅

の
図
書
館
開
設
40
周
年
記
念
号
「
観
光
文
化

2
3
9
号
：
特
集
　
古
書
か
ら
学
ぶ
」（
10
／

11
発
行
）
と
の
連
動
企
画
と
し
て
10
月
16
日

（
火
）
に
開
催
。
テ
ー
マ
を
「
古
書
か
ら
学

ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光
の
課
題

と
こ
れ
か
ら
|
」
と
し
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
に
当
財
団
の
評
議
員
・
専
門
委
員
で
あ
り
、

同
誌
の
巻
頭
言
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
西

村
幸
夫
氏
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
西
村
先
生
は
ご
著
書
で
も
「
観
光
客
が
伸

び
て
い
る
ま
ち
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い

ず
れ
の
ま
ち
に
も
歴
史
が
あ
り
、
ま
ち
と
し

て
の
厚
み
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
住
み
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
村
先
生
ご
自
身

が
古
書
か
ら
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
学
ば
れ
て

き
た
の
か
、
さ
ら
に
は
古
書
を
ひ
も
と
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
も
の
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
西
村
先
生
が
影
響
を
受
け
ら

れ
た
古
書
と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

歴
史
を
ふ
り
か
え
る

と
い
う
こ
と

　
学
問
は
2
種
類
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。
一
つ
の
真
理
を
追
究
す
る
タ
イ
プ
の

学
問
、
い
わ
ゆ
る
理
科
系
の
学
問
は
そ
こ
に

当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
事
も
最
初

に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
か
つ
海
外
で

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
英
語

の
論
文
で
発
表
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
は
文
化
・
文
脈
に
よ
っ
て
真
理

は
違
う
と
い
う
学
問
で
、
文
化
系
の
大
半
は

そ
れ
に
当
た
る
と
思
い
ま
す
。
文
化
系
で
は

論
文
を
書
く
の
も
大
事
で
す
が
、
む
し
ろ
思

想
を
語
る
こ
と
が
大
事
で
、
文
化
系
の
先
生

方
の
一
番
大
き
な
仕
事
は
主
著
を
書
く
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
會・刀
江
書
院
1
9
1
4
年
〜
1
9
4
4
年

（
本
稿
で
の
引
用
は「
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
會・教
育
研
究
會,
1
9
2
6
年
〜
1
9
4
3
年
）

『
日
本
都
市
風
景
』橡
内
吉
胤・時
潮
社,
1
9
3
4
年（
本
稿
で
の
引
用
は『
日
本
都
市
風
景
』橡
内
吉
胤・筑
摩
書
房,
1
9
8
7
年
）

「
都
市
美
」都
市
美
協
会,
1
9
3
1
年
4
月（
第
1
号
）〜
1
9
4
2
年
5
月（
第
39
号
）＊
第
15
号
は
休
刊

「
全
国
都
市
美
協
議
会
研
究
報
告 

第
1
回 

現
代
之
都
市
美
」都
市
美
協
会
編・都
市
美
協
会,
1
9
3
7
│

1
9
3
8
年

『
都
市
美
運
動
│
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
都
市
計
画
史
』中
島
直
人・東
京
大
学
出
版
会,
2
0
0
9
年

『
日
本
の
す
ま
い（
壱
）』西
山
夘
三・勁
草
書
房,
1
9
7
5
年

『
日
本
の
す
ま
い（
弐
）』西
山
夘
三・勁
草
書
房,
1
9
7
6
年

『
日
本
の
す
ま
い（
参
）』西
山
夘
三・勁
草
書
房,
1
9
8
0
年

『
県
都
物
語 

47
都
心
空
間
の
近
代
を
あ
る
く
』西
村
幸
夫・有
斐
閣,
2
0
1
8
年

『
観
光
ま
ち
づ
く
り 

ま
ち
自
慢
か
ら
は
じ
ま
る
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』西
村
幸
夫 

編
著・学
芸
出
版
社,
2
0
0
9
年

機
関
誌「
観
光
文
化
2
3
9
号
：
旅
の
図
書
館
開
設
40
周
年
記
念
号 

特
集 

古
書
か
ら
学
ぶ
」・（
公
財
）日
本
交
通
公
社,
2
0
1
8
年

と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当

時
は
活
版
印
刷
な
の
で
１
冊
の
本
を
作
る
に

は
手
間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
の
で
、
出
版
す

る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
の

意
味
で
言
う
と
、
１
冊
の
本
を
後
世
に
残
す

と
い
う
の
は
大
変
な
仕
事
で
す
。
こ
の
時
代

で
も
そ
う
な
の
で
、
戦
前
に
も
な
る
と
な
お

さ
ら
で
す
。
今
、
我
々
が
簡
単
に
ネ
ッ
ト
上

で
垂
れ
流
す
よ
う
な
情
報
と
は
レ
ベ
ル
が
違

う
。
人
間
の
肉
体
は
い
つ
か
滅
び
ま
す
が
、

想
い
が
形
に
な
っ
て
い
れ
ば
次
の
世
代
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
私
は
本
を
大
事

に
し
た
い
で
す
し
、
過
去
に
書
い
た
人
の
想

い
を
な
ん
と
か
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
継
ぐ

場
所
と
し
て
の
図
書
館

　
最
近
、『
県
都
物
語 

47
都
心
空
間
の
近
代

を
あ
る
く
』
と
い
う
本
を
書
き
ま
し
た
。
地

域
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
公
立
図
書

館
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
行
く
と
大
半
の

も
の
は
あ
る
の
で
、
こ
こ
10
年
く
ら
い
各
地

の
図
書
館
を
訪
ね
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
市
史

は
必
ず
読
み
ま
す
が
、
政
治
史
は
書
か
れ
て

い
て
も
生
活
史
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
昔
の
写
真
集
を

コ
ピ
ー
し
て
そ
れ
を
持
っ
て
ま
ち
を
歩
き
、

自
分
で
写
真
を
撮
る
。
そ
し
て
再
度
市
史
を

読
み
直
し
て
、
こ
の
ま
ち
を
ど
う
考
え
た
ら

よ
い
か
を
1
ヶ
月
か
ら
2
ヶ
月
く
ら
い
考
え

続
け
る
と
い
う
生
活
を
10
年
間
し
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ま
る
で
恋
人
を
想
う
よ

う
に
そ
の
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
る
ん
で
す
。

そ
う
す
る
と
色
々
な
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
す
。

都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ
る
の
で

色
々
な
も
の
の
見
方
が
で
き
ま
す
。
こ
の
道

は
な
ぜ
こ
ん
な
に
曲
が
っ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
こ
の
建
物
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
と
か
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
地
域
の
資
料
を
読

ん
で
い
き
ま
し
た
。
橡
内
吉
胤
が
『
日
本
都

市
風
景
』
で
書
い
た
よ
う
な
こ
と
を
、
私
も

『
県
都
物
語
』
を
通
し
て
書
き
ま
し
た
。

　
各
地
の
図
書
館
に
は
か
な
り
助
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
図
書
館
は
知
識
の
宝
庫
だ
と
思
い

ま
し
た
。
情
報
源
と
し
て
最
大
限
に
活
用
す

る
た
め
に
も
、
使
う
側
が
問
題
意
識
を
持
た

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
私
は
古
書
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

っ
て
、
そ
れ
で
私
も
こ
こ
ま
で
や
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
私
が
書
い

た
も
の
が
次
の
世
代
の
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
捨
て
ら
れ
ず
に
こ
う
い
う
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
、
会
っ
た
こ
と
の
な
い
読
者
に
何
ら

か
の
想
い
が
伝
わ
れ
ば
良
い
人
生
だ
っ
た
と

思
え
る
か
な
と
。
特
に
橡
内
吉
胤
の
本
と
自

分
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

参
加
者
…
都
市
は
美
を
中
心
に
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
猥
雑
さ
も
魅
力

の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。
都
市
の
猥

雑
さ
に
関
し
て
は
東
京
の
都
市
計
画
を
研
究

さ
れ
、
新
宿
の
歌
舞
伎
町
な
ど
を
作
ら
れ
た

石
川
栄
耀
先
生
な
ど
が
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

歌
舞
伎
町
は
区
画
整
理
で
で
き
て
い
ま
す
が
、

コ
マ
劇
場
（
現
・
新
宿
東
宝
ビ
ル
）
に
ぶ
つ

か
る
よ
う
に
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ッ

ド
で
作
る
の
で
は
な
く
、
突
き
当
た
り
に
広

場
的
空
間
を
配
置
す
る
こ
と
で
猥
雑
で
迷
路

の
よ
う
な
空
間
に
し
ま
し
た
。
実
際
、
そ
う

い
う
形
で
今
も
機
能
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
…
西
村
先
生
が
実
際
に
訪
れ
て
、
使

い
や
す
か
っ
た
公
立
図
書
館
は
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
3
階
の

地
域
コ
ー
ナ
ー
に
は
市
史
や
写
真
集
が
大
変

充
実
し
て
お
り
感
動
的
で
し
た
。
し
か
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚

い
だ
け
で
な
く
、
本
の
管
理
を
は
じ
め
色
々

な
シ
ス
テ
ム
が
飛
び
抜
け
て
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

参
加
者
…
西
村
先
生
の
ご
著
書
『
観
光
ま
ち

づ
く
り
』
で
、「
ま
ち
づ
く
り
が
観
光
へ
向

か
う
と
い
う
動
き
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
が

ま
ち
づ
く
り
へ
ひ
ろ
が
る
と
い
う
動
き
も
同

様
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
う
ご

き
は
観
光
地
づ
く
り
と
し
て
は
ま
だ
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
は
あ
る
。」と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

古
書
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
と
い

う
の
は
ど
こ
か
あ
り
ま
す
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
温
泉
街
の
ト
ー
タ
ル
な
魅

力
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
方
は
あ
ま
り
見

た
こ
と
が
な
い
で
す
。
も
し
か
す
る
と
当
時

は
そ
う
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
発
想
が
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
別
の
宿
が
ど
れ

だ
け
頑
張
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
観
光
地
の
側
か
ら
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
城
崎

温
泉
で
し
ょ
う
か
。
城
崎
温
泉
の
あ
た
り
は
、

北
但
大
震
災
と
い
う
震
災
が
関
東
大
震
災
の

2
年
後
に
起
き
て
い
ま
す
。
地
震
や
火
事
で

豊
岡
の
中
心
部
と
城
崎
温
泉
は
壊
滅
的
被
害

を
受
け
ま
す
。
豊
岡
は
大
き
な
区
画
整
理
を

し
ま
し
た
が
、
城
崎
温
泉
は
そ
れ
を
せ
ず
に

建
物
は
3
階
建
て
で
道
に
面
し
た
と
こ
ろ
に

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
古
い
街
並
も
段
々

と
朽
ち
た
り
壊
さ
れ
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
時
代
と
と
も
に
後
退
っ
て
往

っ
て
、
こ
れ
か
ら
後
い
く
ば
く
も
な
く
し

て
ま
っ
た
く
地
上
か
ら
姿
を
消
す
の
日
あ

る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
日
本
と
い
う
い

わ
ば
大
き
な
博
物
館
の
中
に
保
存
さ
れ
て

い
る
昔
の
ま
ま
の
生
粋
の
港
町
の
形
態
や

そ
の
町
を
霧
か
な
ん
ぞ
の
よ
う
に
包
ん
で

い
る
歴
史
や
伝
説
と
い
っ
た
も
の
を
、
単

に
懐
か
し
む
と
い
う
よ
り
も
何
と
か
し
て

記
録
に
止
め
て
お
く
の
必
要
が
な
い
で
あ

ろ
う
か
…
こ
と
に
移
り
変
り
の
劇
し
い
今

日
に
お
い
て
一
層
そ
の
感
を
深
く
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
し
か
も
ま
た
前
に
も
言
っ
た

よ
う
に
こ
う
し
た
旧
い
街
に
見
出
す
一
種

の
「
調
和
の
美
」
と
い
っ
た
も
の
が
果
た

し
て
ど
う
し
た
仕
組
か
ら
出
発
し
て
く
る

も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
点
検
し
て

み
る
と
い
う
こ
と
も
、
将
来
の
街
を
造
る

の
工
夫
を
す
る
上
に
も
重
要
な
暗
示
を
持

ち
来
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

…
」（
P
1
9
3
|
P
1
9
4
、原
文
マ
マ
）

と
あ
り
ま
す
。「
調
和
の
美
」、
良
い
こ
と
を

言
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
人
が
い

た
ん
で
す
よ
ね
。
お
そ
ら
く
関
町
を
発
見
し

た
の
は
彼
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
本
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
我
々
は
こ
の
人
の
気

持
ち
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
私
は
、
こ
う
い
う
書
物
を
通
し
て
と
て
も

元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
な
い

ん
だ
、
昔
か
ら
そ
う
い
う
人
が
い
た
ん
だ
、

そ
の
人
た
ち
の
思
い
を
私
た
ち
は
受
け
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
。
実
は
都
市
美
協
会

は
彼
が
中
心
に
な
っ
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。

1
9
2
0
年
代
に
都
市
美
を
推
進
す
る
大
き

な
動
き
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

1
9
2
6
年
に
都
市
美
協
会
が
で
き
て
、

1
9
3
7
年
に
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
都
市

美
協
議
会
が
で
き
ま
す
。

　
都
市
美
協
会
は
「
都
市
美
」
と
い
う
機
関

誌
を
発
行
し
て
お
り
、都
市
美
協
議
会
は「
現

代
之
都
市
美
」
と
い
う
立
派
な
論
文
集
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
協
議
会
の
開
催
報

告
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
第
2

回
協
議
会
で
は
、
都
市
美
審
議
委
員
会
設
立

に
関
す
る
件
、
街
路
照
明
統
制
に
関
す
る
件
、

広
告
物
法
改
善
に
関
す
る
件
、
喀
痰
の
取
締

に
関
す
る
件
、
全
国
都
市
美
協
議
会
の
継
続

に
関
す
る
件
な
ど
を
決
議
し
て
全
国
の
自
治

体
に
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
都
市

醜
を
な
く
す
べ
く
、
汚
い
看
板
や
電
線
、
電

柱
を
な
く
し
、
並
木
道
を
つ
く
る
と
い
う
運

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
都
市
美
運
動
に
つ
い

て
は
東
京
大
学
の
中
島
直
人
准
教
授
が
『
都

市
美
運
動
―
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
都
市

計
画
史
』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
歴
史
も
戦
争
を
境
に
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

想
い
を
形
に
し
て
、

次
の
世
代
に
つ
な
げ
る

「
本
」の
意
義

『
日
本
の
す
ま
い
』
は
、
建
築
計
画
学
の
大

御
所
だ
っ
た
西
山
夘
三
先
生
が
京
都
大
学
を

定
年
退
職
さ
れ
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ
仕
事

で
す
。
日
本
の
多
様
な
住
ま
い
を
全
て
ご
自

身
で
調
査
さ
れ
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
図
面
、
書

物
と
し
て
の
装
丁
も
全
て
手
描
き
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。
大
学
生
の
時
に
こ
の
本
を
手
に

と
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
一
人
で

や
る
人
が
い
る
の
か
と
驚
愕
し
ま
し
た
。
学

生
に
は
高
額
な
本
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
買
っ

て
、
今
で
も
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
西
山
先
生
は
日
本
の
住
宅
・
建

築
計
画
を
つ
く
っ
た
方
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
日
本
の
住
ま
い
の
全
容
を
階
級
構
成
ご
と

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
全

て
や
り
切
ら
れ
た
こ
と
に
本
当
に
驚
き
ま
し

た
。
私
は
同
じ
立
場
に
な
っ
て
こ
ん
な
こ
と

は
で
き
な
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う

偉
い
先
生
を
目
標
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
、
大
学
は
違
い
ま
し
た
が
、
ず
っ
と

西
山
夘
三
先
生
の
こ
と
を
気
に
し
な
が
ら
仕

事
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
晩
年
に
な
っ
て
我
々
が
や
っ
て
い
る
調
査

の
顧
問
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ
い
て
ご
一
緒

し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
本
も
こ
れ
か
ら

を
担
っ
て
い
く
人
た
ち
に
受
け
継
い
で
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
。
単
に
情
報
が
書
い
て
あ

る
ツ
ー
ル
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
命
を
賭

け
て
作
ら
れ
た
本
で
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し

ま
す
。

　
今
の
時
代
は
簡
単
に
情
報
が
発
信
で
き
る

の
で
誰
も
が
書
き
手
に
な
れ
ま
す
が
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
か
つ
印
象
披
露
の
よ
う
な
も
の
が

多
く
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
、
き
ち
ん

と
後
に
残
す
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
や
る
こ

の
課
題
と
こ
れ
か
ら
|
」
に
結
び
付
く
よ
う

な
事
柄
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

か
。

西
村
氏
…
先
ほ
ど
紹
介
し
た
城
崎
温
泉
は
良

い
例
か
と
思
い
ま
す
。
豊
岡
市
は
す
ご
く
面

白
い
と
こ
ろ
で
城
崎
温
泉
と
豊
岡
は
全
く
違

う
生
き
方
を
し
て
き
ま
し
た
。
震
災
復
興
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
豊
岡
の
ま
ち
と
建
物
は
興

味
深
い
で
す
。
豊
岡
の
駅
前
は
放
射
状
に
道

が
出
て
い
ま
す
が
、
国
立
の
駅
前
に
似
て
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
国
立
は
関
東
大
震
災
の

復
興
経
緯
を
見
な
が
ら
冷
静
に
自
分
た
ち
の

地
域
の
復
興
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
そ
の
一
方
で
城
崎
温
泉
や
小
さ
な
城

下
町
で
あ
る
出
石
は
北
但
大
震
災
の
被
害
を

そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
の
で
、
昔
な
が
ら

の
街
並
み
の
中
に
新
し
い
建
築
家
が
入
っ
て

き
て
学
校
や
役
場
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。
竹
野
と
い
う
港
町
は
海
水
浴
や
カ
ニ
で

有
名
で
す
け
れ
ど
も
、
川
港
の
雰
囲
気
が
よ

く
残
っ
て
い
ま
す
。
個
性
の
違
う
5
つ
の
地

域
が
合
併
し
て
一
つ
の
ま
ち
に
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
は

戦
前
か
ら
の
動
き
が
現
在
の
個
性
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
加
者
…
1
9
2
6
年
に
柳
宗
悦
ら
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
た
民
藝
運
動
の
よ
う
に
、
民
衆

の
生
活
に
美
を
見
出
す
考
え
と
共
通
し
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
都
市
美
と

民
藝
運
動
な
ど
の
関
わ
り
は
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

西
村
氏
…
都
市
美
で
民
藝
運
動
の
話
が
話
題

に
出
て
く
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
時
代
と
し
て
は
重
な
っ
て
い
る
の
で
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
大
事
に
す
る
と
い
う
時

代
の
雰
囲
気
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
明
治
30
年
あ
た
り
か
ら
約
10
年
間
で
国
内

の
鉄
道
が
急
速
に
敷
設
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
れ
に
伴
っ
て
都
市
構
造
が
大
き
く
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
距
離
感
覚
も
変
わ
り
、
そ
れ

ま
で
は
徒
歩
で
し
か
移
動
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
が
汽
車
を
使
え
ば
か
な
り
の
距
離
を
移

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
都

市
と
都
市
と
の
関
係
性
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
色
々
な
も
の
を
保
存
す
る
運
動
団
体

は
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
き
な
変

革
の
中
で
、
も
う
一
度
郷
土
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
発
想
が
出
て
き
た
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
当
日
は
46
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
昭
和
初

期
に
は
街
並
み
を
は
じ
め
と
し
て
自
然
景
観

ま
で
保
存
・
保
護
し
よ
う
と
す
る
人
々
が
い

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
現
在
さ
び
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
街
に
こ
そ
、
本
当
は
古

い
も
の
の
良
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。そ
う
い
う
街
を
再
発
見
し
て
い
き
た
い
」

「
お
話
の
内
容
が
新
鮮
で
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
実
体
験
と
お
人
柄
に
基
づ
く
お
話
が

印
象
的
で
し
た
。
改
め
て
「
古
書
」
に
関
心

を
持
ち
ま
し
た
」「
改
め
て
我
が
国
の
観
光

振
興
に
深
い
興
味
と
自
信
を
得
た
」「
西
村

先
生
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、
新
し
い
視
点
、

考
え
方
を
学
べ
た
。
40
周
年
記
念
と
い
う
こ

と
で
「
観
光
は
そ
れ
自
体
が
文
化
で
あ
り
、

そ
の
文
化
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
い
う
旅
の

図
書
館
の
開
設
当
時
の
想
い
も
わ
か
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
っ
た
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
、
開
設
40
周
年
を
迎
え
た
当
館
で
は

古
書
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組
み
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
今
回
、
西

村
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
よ
う
な
、
意

外
な
発
見
や
事
実
が
古
書
か
ら
得
ら
れ
る
こ

と
、
先
人
の
視
点
や
想
い
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
ら
れ
る
こ
と
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
で
未
来
に
向
け

て
ど
う
歩
ん
で
い
く
べ
き
か
の
ヒ
ン
ト
を
得

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て

西
村
先
生
の
お
話
か
ら
も
、
地
域
の
、
そ
し

て
日
本
の
観
光
の
未
来
を
考
え
て
い
く
上
で

の
古
書
と
の
付
き
合
い
方
、
読
み
解
き
方
に

つ
い
て
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

過
去
か
ら
未
来
へ
、
歴
史
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

受
け
継
ぐ
場
所
で
あ
る
図
書
館
と
し
て
の
役

割
も
再
認
識
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
当
館

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

建
て
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
一
般

的
な
温
泉
地
の
よ
う
に
一
戸
一
戸
を
広
く
し

て
、
周
り
に
自
然
が
あ
る
よ
う
な
形
に
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
城
崎
温
泉
は
関
西

で
一
番
元
気
の
あ
る
温
泉
地
で
す
け
れ
ど
も
、

北
但
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
そ
う
い
っ
た
ル

ー
ル
で
復
興
し
て
い
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
城
崎
温
泉
で
そ

れ
が
な
ぜ
で
き
た
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
温

泉
の
湧
出
量
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
湧
出
量

が
少
な
い
と
内
湯
を
大
き
く
で
き
な
い
の
で

旅
館
も
大
き
く
で
き
ま
せ
ん
。
外
湯
を
作
っ

て
、
そ
こ
に
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
仕
組
み

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
制
約
条
件
が
あ

っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
、
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
例
だ
と
思
い
ま
す
。

条
件
が
良
い
と
こ
ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に

や
れ
ば
い
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
、

あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

逆
に
色
々
な
不
満
が
あ
る
の
は
色
々
な
人
が

ま
と
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
だ
と
説
得
す
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
…
先
生
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
名
所

旧
跡
の
発
想
の
起
源
は
歌
枕
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
古
典
和
歌
に
繰
り

返
し
詠
ま
れ
た
歌
枕
は
日
本
人
の
神
話
時
代

の
記
憶
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
安
時
代
に
詠
ま
れ
た
古
今
和
歌
集

の
序
に
紀
貫
之
が
枕
詞
と
い
う
表
現
で
歌
枕

の
概
念
を
示
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
和
歌
の
文
化
が
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
景
観
を
保
存
す
る
概
念
に
先
駆
け
て
生

ま
れ
た
ル
ー
ツ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
例
え
ば
「
奥
の
細
道
」
は
西
行
の

歌
枕
を
訪
ね
る
旅
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
詠
わ

れ
た
歌
と
場
所
が
一
緒
に
な
っ
て
物
語
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
物
語
を
確
認
す
る
旅
だ
っ

た
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
実
は
日
本
人
が
こ
う
い
う
こ
と
に
も

の
す
ご
く
セ
ン
ス
が
あ
る
な
と
感
じ
る
こ
と

が
時
々
あ
り
ま
す
。
2
0
1
5
年
に
「
舞
鶴

へ
の
生
還
1
9
4
5
|
1
9
5
6
シ
ベ
リ
ア

抑
留
等
日
本
人
の
本
国
へ
の
引
き
揚
げ
の
記

録
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
帰
っ
て
く
る
時
に
手
書
き
の
書
類
等
は
持

っ
て
帰
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ
た
も
の
が

結
構
あ
り
、
そ
の
多
く
が
和
歌
だ
と
い
い
ま

す
。
書
く
も
の
が
な
い
の
で
白
樺
の
樹
皮
に

削
る
よ
う
に
し
て
書
い
て
、
体
の
ど
こ
か
に

隠
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
苦

し
い
強
制
労
働
の
中
で
、
和
歌
を
詠
ん
で
い

く
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
知
っ

た
と
き
に
私
は
文
学
の
力
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
…
私
も
学
生
時
代
に
西
山
夘
三
先
生

の
『
日
本
の
す
ま
い
』
を
読
ん
で
感
動
し
、

民
家
の
住
ま
い
方
に
関
す
る
調
査
を
し
て
い

ま
し
た
。
西
山
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
し
た
ら
も
う
少
し
詳
し
く
お
聞
き
し
た
い

で
す
。

西
村
氏
…
西
山
先
生
は
す
ご
く
細
か
い
方
で
、

麻
の
布
で
で
き
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
細
か
く
記

録
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
年
代
ご

と
に
日
付
が
書
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
帳
が
全
部

残
っ
て
お
り
、「
西
山
文
庫
」
と
い
う
形
で

門
下
生
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。『
日

本
の
す
ま
い
』
の
よ
う
に
全
て
自
分
で
や
っ

て
し
ま
わ
れ
る
の
で
、
教
育
の
た
め
に
も
若

い
人
に
任
せ
れ
ば
良
い
の
に
と
思
い
ま
す
が
、

先
生
の
元
で
は
大
変
優
秀
な
方
が
育
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
教
育
と
い
う
の
は

難
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
厳
し

い
先
生
だ
っ
た
の
で
私
も
い
つ
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
生
は
補
聴
器
を
付
け
て
ま

で
私
の
話
を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
い
て
下

さ
っ
て
、
恐
縮
至
極
で
し
た
。

参
加
者
…
世
界
に
先
駆
け
て
保
存
運
動
を
お

こ
な
い
、
風
景
協
会
ま
で
つ
く
っ
た
日
本
人

が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
美
し
さ
か
ら
ほ
ど
遠
い

都
市
田
園
景
観
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
い
つ
ど
こ
で
思
想
が
断
絶
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
村
氏
…
お
そ
ら
く
戦
後
復
興
の
中
で
全
て

が
途
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
争
が
な
け
れ

ば
当
時
の
思
想
が
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
境
に
当
時
の

思
想
を
一
か
ら
構
築
し
直
し
、
常
識
と
し
て

結
実
化
す
る
ま
で
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
が
、
よ
う
や
く
そ
う
い
う
時
代
に

な
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
戦
争
と
い
う

の
は
本
当
に
心
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

参
加
者
…
今
日
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
古
書

か
ら
学
ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光

け
っ
ぱ
な
し
に
徘
徊
す
る
こ
と
を
忘
れ
な

か
っ
た
。

　
ま
た
、
都
市
の
風
格
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
そ
こ
に
じ
っ
く
り
御
輿
を

す
え
て
か
か
る
に
限
る
ん
だ
が
、
不
幸
、

時
間
と
経
済
的
余
裕
に
乏
し
い
自
分
は
、

あ
る
都
市
の
如
き
は
小
半
日
で
観
察
を
き

り
あ
げ
、
す
ぐ
次
の
都
市
へ
移
っ
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
が
、
こ
う
し

た
慌
た
だ
し
い
旅
の
裡
の
印
象
で
も
、
そ

れ
だ
け
で
心
に
銘
記
す
る
も
の
か
ら
、
割

合
に
比
較
対
照
の
ハ
ッ
キ
リ
し
た
形
に
も

り
あ
が
っ
て
き
て
別
段
自
慢
す
る
わ
け
じ

ゃ
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
目
隠
し
を
し
た

自
分
を
京
都
の
町
に
運
ん
で
き
て
ヒ
ョ
ッ

ク
ラ
覗
か
せ
て
み
て
も
、
そ
の
町
を
東
京

や
大
阪
の
町
と
見
あ
や
ま
る
よ
う
な
こ
と

は
せ
ん
つ
も
り
だ
。」（
P
3
|
P
4
、
原

文
マ
マ
）

ま
た
、

（
※
引
用
）

「
私
は
、
神
戸
か
ら
奈
良
、
奈
良
か
ら
北

陸
に
這
入
っ
て
金
沢
－
富
山
と
、
そ
の

街
々
を
歩
い
て
み
た
が
、
そ
れ
ら
の
中
都

市
の
街
は
、
も
う
あ
の
大
都
市
特
有
の
人

間
生
活
の
燃
焼
と
群
衆
の
醸
す
毒
気
と
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
こ
で
は
、
私
ど
も
の

感
覚
を
さ
い
な
み
、
エ
キ
サ
イ
ト
す
る
よ

う
な
も
の
は
何
物
も
な
く
、
た
と
え
ば
、

奈
良
名
勝
、
猿
沢
の
池
や
金
沢
の
ピ
カ
一

兼
六
公
園
を
漫
歩
し
て
い
る
中
学
生
の
心

持
と
相
通
ず
る
体
の
一
種
の
気
安
さ
を
感

ず
る
の
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
吾
等
の
ユ

ー
ト
ピ
ヤ
は
先
に
静
岡
の
街
を
歩
い
て
感

じ
た
よ
う
に
、
奈
良
や
金
沢
や
富
山
ぐ
ら

い
の
大
い
さ
の
都
市
に
限
る
ん
だ
な
…
と

今
さ
ら
に
そ
の
感
を
新
た
に
し
て
、
私
は

街
か
ら
街
へ
と
流
れ
歩
い
た
。」（
P
92

|
P
93
、
原
文
マ
マ
）

と
、
中
都
市
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
田
舎
町
の
良
さ
と
い
う
こ
と
で
、

（
※
引
用
）

「
同
じ
町
で
も
都
市
の
部
類
に
入
ら
ん
地

方
の
小
さ
な
埋
も
れ
て
る
よ
う
な
ま
ち
の

姿
を
見
て
歩
く
こ
と
も
愉
快
な
も
の
だ
。

そ
う
し
た
町
に
は
豪
華
な
都
市
と
は
コ
ロ

ッ
と
違
っ
た
趣
が
現
わ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
福
井
県
の
三
国
と
い
っ
た
昔
栄
え

た
港
町
か
ら
東
海
道
中
の
関
町
な
ん
て
い

う
鈴
鹿
峠
の
下
の
町
…
あ
る
い
は
信
州
路

の
追
分
な
ん
て
い
う
高
原
の
町
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
変
っ
た
姿
を
も
っ
て
い
る
。

つ
い
こ
の
間
、
白
石
噺
で
有
名
な
宮
城
県

の
白
石
町
を
歩
い
て
み
た
ん
で
す
が
、
街

に
た
っ
て
る
古
風
な
土
蔵
造
り
や
妻
入
り

町
家
に
し
て
か
ら
が
、
い
か
に
も
片
倉
小

十
郎
の
お
城
下
町
だ
っ
た
昔
の
面
影
を
失

せ
ず
に
も
っ
て
い
る
。」（
P
1
2
1
、
原

文
マ
マ
）

と
い
っ
た
よ
う
に
、
小
さ
な
ま
ち
も
見
て
い

ま
す
。
三
国
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
、

（
※
引
用
）

「
三
国
は
九
頭
竜
河
口
に
沿
う
た
一
筋
街

に
毛
が
生
え
た
（
戸
数
一
千
八
百
五
十
五

戸
、
人
口
八
千
七
百
三
十
八
人
）
ぐ
ら
い

の
…
地
形
的
に
は
さ
し
て
特
徴
の
な
い
町

で
あ
る
が
、
そ
の
町
家
の
形
態
に
は
い
ろ

い
ろ
な
特
徴
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

昔
は
こ
こ
は
や
は
り
同
じ
福
井
藩
の
中
に

あ
り
な
が
ら
、
今
の
福
井
市
あ
た
り
に
残

っ
て
い
る
町
家
と
較
べ
て
見
る
と
、
あ
の

深
い
両
の
袖
壁
な
ん
ど
の
具
合
を
除
い
て

は
、
著
し
い
相
違
で
、
総
じ
て
木
造
で
あ

る
が
、
た
と
え
ば
、
分
厚
い
板
を
縦
二
重

に
布
き
並
べ
た
下
屋
根
…
そ
の
目
板
を
抑

え
て
い
る
土
地
の
人
が〝
サ
ン
〞と
い
っ
て

る
横
木
…
・
小
屋
根
と
称
す
る
廂
や
大
屋

根
の
鬼
瓦
の
恰
好
な
ん
て
も
の
は
紛
う
べ

か
ら
ざ
る
特
徴
を
な
し
て
い
る
し
、」

（
P
1
8
5
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
面
白
い
の
は

（
※
引
用
）

「
天
保
前
後
に
出
さ
れ
た
『
国
々
湊
く
ら

べ
』
と
い
っ
た
湊
番
付
で
見
て
も
、
こ
の

三
国
は
前
頭
の
筆
頭
を
し
め
、
色
街
と
し

て
も
日
本
五
廓
の
一
つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
た

だ
け
あ
っ
て
、
遊
女
の
逸
物
も
い
て
、
揚

代
な
ど
も
格
別
安
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な

わ
ち
、
大
関
格
の
長
崎
の
当
時
の
遊
女
の

値
段
が
四
百
か
ら
一
分
、
堺
が
六
匁
一
分
、

関
脇
の
博
多
が
二
朱
一
分
、
鳥
羽
が
十
二

匁
、
小
結
の
名
古
屋
が
二
朱
、
前
頭
の
三

国
が
四
百
か
ら
一
分
で
長
崎
と
同
値
、」

（
P
1
8
7
、
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

最
後
の
ま
と
め
に

（
※
引
用
）

「
余
談
は
と
も
か
く
、
私
ど
も
が
、
こ
の

三
国
の
よ
う
な
旧
い
港
町
に
も
つ
興
味
の

一
つ
は
、
そ
の
町
の
特
色
を
摑
む
と
い
う

事
の
外
に
我
国
の
町
と
い
う
町
が
挙
っ
て

新
し
い
も
の
新
し
い
も
の
へ
と
造
り
改
え

ら
れ
つ
つ
あ
る
中
に
、
こ
の
港
町
の
よ
う

な
旧
態
依
然
た
る
も
の
の
姿
を
見
出
す
こ

と
は
確
か
に
一
つ
の
驚
異
に
値
い
す
る
事

実
で
あ
る
こ
と
、
が
、
や
が
て
こ
う
し
た

姿
も
三
国
小
女
郎
な
ん
か
の
話
が
わ
ず
か

に
余
命
少
な
い
古
老
の
口
ず
か
ら
伝
え
ら

れ
る
の
み
で
、
年
を
経
る
に
従
っ
て
段
々

お
ぼ
ろ
げ
な
も
の
に
な
る
と
同
じ
よ
う
に
、

は
文
化
財
、
つ
ま
り
自
然
文
化
財
と
い
う
発

想
が
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
た
も
の

が
天
然
記
念
物
で
す
。
現
在
で
は
、
天
然
記

念
物
と
い
う
と
貴
重
な
動
植
物
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
郷
土
を
代
表
す
る
自

然
を
保
護
す
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
彼
は
帰
国
後
、
保
存
運
動
を
し
ま
す
が
、

バ
ラ
バ
ラ
で
運
動
を
し
て
も
法
律
論
に
な
ら

な
い
た
め
、み
ん
な
で
や
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
協
会
の

発
足
と
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の

制
定
に
つ
な
が
る
訳
で
す
。
自
然
が
文
化
財

と
し
て
守
ら
れ
る
と
い
う
制
度
は
世
界
で
も

珍
し
く
、
な
お
か
つ
景
観
地
が
公
園
で
は
な

く
文
化
財
と
し
て
守
ら
れ
る
の
は
恐
ら
く
世

界
で
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
後
に
文
化
的
景
観
と
い
う
名

前
に
な
り
ま
す
。C

ultural Landscape

と
し
て
1
9
9
0
年
代
に
世
界
中
に
広
ま
り
、

世
界
遺
産
の
概
念
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
が

1
9
9
2
年
か
ら
で
す
。
欧
米
に
と
っ
て
は

非
常
に
新
し
い
概
念
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
本
を
書
い
て
い
る
人
た
ち
は
1
9
1
4
年

の
段
階
で
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
世
界
で
も
そ
こ
ま
で
先
行
し
て
風
景
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
国
は
な
い
は
ず
な
の
で
、

大
変
進
ん
で
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ

な
ど
欧
米
の
動
き
と
日
本
な
ら
で
は
の
文
化

が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
出
て
き
た
発
想
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
一
つ
の
雑
誌

か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
私
の
手
元
に
は
昭
和
9
年
9
月

号
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
あ
る
雑
報
と

い
う
項
目
に
風
景
協
会
の
創
立
に
つ
い
て
書

い
て
あ
り
ま
す
。
設
立
趣
意
書
に
は

（
※
引
用
）

「
我
が
國
は
夙
こ
世
界
の
風
景
國
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
秀
麗
な
る
國
土
の
自
然
は
、

建
国
以
来
の
光
輝
あ
る
歴
史
と
相
俟
っ
て
、

我
國
文
化
に
特
異
な
る
色
彩
を
賦
輿
し
て

居
る
の
は
頗
る
顕
著
な
る
事
實
で
あ
る
。

國
民
の
思
想
、
文
化
芸
術
等
、
悉
く
そ
の

美
は
し
い
風
景
に
よ
り
影
響
せ
ら
れ
ざ
る

は
な
く
、
而
し
て
又
國
民
ほ
ど
風
景
を
愛

す
る
念
の
深
き
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
現
代
人
は
動
も
す
れ
ば
器
械
的

文
明
に
酔
ひ
、
忽
忙
を
極
む
る
物
質
的
生

活
に
溺
れ
、
我
が
天
恵
の
厚
き
に
馴
れ
、

眞
に
風
景
を
享
受
す
る
心
の
余
裕
を
失
は

う
と
し
て
ゐ
る
。」（
P
68
、
原
文
マ
マ
）

と
あ
り
、
現
代
で
も
通
じ
る
こ
と
で
す
。
こ

う
し
た
考
え
方
は
戦
後
の
権
利
意
識
と
西
洋

化
に
よ
り
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が

こ
れ
を
読
む
と
わ
か
り
ま
す
。

消
え
行
く
我
が
国
の

風
景
へ
の
危
機
感

　
盛
岡
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
新
聞
記

者
で
も
あ
っ
た
橡
内
吉
胤
は
、
色
々
な
ま
ち

を
訪
ね
歩
い
て
い
く
つ
か
本
を
執
筆
し
て
い

ま
す
。『
日
本
都
市
風
景
』
の
緒
言
で
は
こ

の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

（
※
引
用
）

「
私
は
こ
れ
ま
で
都
市
風
景
…
な
い
し
都

市
の
個
性
…
一
概
に
都
市
の
風
景
…
都
市

の
個
性
と
い
っ
て
も
、
勿
論
そ
の
構
成
要

素
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
て
、
た
と
え

ば
、
そ
の
都
市
は
山
の
中
の
都
市
で
あ
る

と
か
…
海
辺
の
都
市
で
あ
る
と
か
…
あ
る

い
は
い
く
筋
か
の
河
川
に
よ
っ
て
貫
流
さ

れ
て
お
る
…
と
い
っ
た
地
形
上
の
特
徴
や

土
壌
の
肌
あ
い
や
植
物
の
種
類
、
あ
る
い

は
、
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
と
か

穏
や
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
、
雪
や
雨

の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
か
い
う
気
象
上

の
特
色
、
そ
の
他
人
情
風
俗
や
方
言
、
民

家
の
建
築
的
特
徴
や
そ
の
「
名
勝
絵
は
が

き
」
に
出
て
来
る
名
所
旧
蹟
、
輩
出
人
物

や
名
産
名
物
、
伝
説
、
あ
る
い
は
ま
た
、

政
治
の
都
市
で
あ
る
と
か
、
商
工
業
の
都

市
で
あ
る
と
か
と
い
っ
た
社
会
的
経
済
的

条
件
に
よ
る
特
質
、
そ
れ
か
ら
そ
の
都
市

を
つ
つ
ん
で
い
る
歴
史
的
背
景
と
い
っ
た

雑
多
な
要
素
の
複
合
が
お
の
ず
か
ら
そ
の

都
市
の
風
景
を
形
づ
く
る
に
い
た
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
当
然
帰
結
さ
れ
る
ん
だ
が
、

ま
あ
、
そ
う
し
た
風
景
な
い
し
個
性
を
組

み
た
て
て
い
る
上
の
取
材
を
観
察
し
て
み

る
た
め
に
、
永
年
の
間
、
あ
ち
こ
ち
の
町

を
彷
徨
し
て
き
た
。
け
だ
し
、
旅
の
興
味

は
物
事
に
拘
泥
せ
ず
に
、
た
と
え
ば
一
個

の
巡
礼
者
の
よ
う
な
気
持
で
諸
々
の
印
象

を
素
直
に
受
け
い
れ
る
に
あ
る
ん
だ
が
、

私
は
、
い
さ
さ
か
研
究
的
・
・
・
研
究
的

と
い
っ
て
も
、
頭
か
ら
観
測
科
学
（
オ
ブ

ザ
ー
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
）
な

ん
か
の
命
ず
る
種
々
な
方
法
に
漂
う
て
い

た
ん
で
は
肝
心
の
躍
動
し
つ
つ
あ
る
風
景

の
ひ
ら
め
き
を
逸
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
る
の
で
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
、

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
そ
の
他
の
道
具
を
か
な

ぐ
り
す
て
、
ま
ず
も
っ
て
「
印
象
」
に
開

　
私
は
理
科
系
で
す
が
、
都
市
計
画
と
い
う

学
問
は
元
々
制
度
が
あ
り
、
都
市
に
は
人
が

い
て
、
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
色
々
な
こ
と

を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
基

本
的
に
は
非
常
に
文
化
的
な
学
問
で
す
。
従

っ
て
、
私
も
学
者
と
し
て
、
教
育
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
き
ち
ん
と
し
た
本
と
し
て
残
し

た
い
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
論
文
を
書
く
こ

と
も
良
い
で
す
が
、
長
く
書
か
な
け
れ
ば
背

景
ま
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
最
近
は
、
色
々
な
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
て
い
ま
す
が
、
速
報
性
は
あ
っ
て
も
大

き
な
話
を
語
る
に
は
難
し
い
訳
で
す
。

　
高
度
成
長
期
の
都
市
計
画
は
、
再
開
発
を

す
る
、
道
路
を
つ
く
る
、
環
境
を
よ
く
す
る
、

都
市
問
題
を
改
変
す
る
こ
と
が
主
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
し
た
。
壊
し
て
全
く
新
し
い
も
の
を

つ
く
る
の
が
主
流
で
あ
り
、
今
あ
る
も
の
を

大
事
に
す
る
と
い
う
の
は
都
市
計
画
の
範
囲

で
は
な
く
、
文
化
財
の
専
門
家
に
任
せ
れ
ば

良
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
は
守
る
べ
き
も
の
は
き
ち
ん
と
守
っ
て
、

そ
れ
を
活
か
す
よ
う
な
都
市
を
つ
く
っ
て
い

く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
時
代
が
変

わ
っ
て
き
た
の
で
こ
う
し
て
生
き
延
び
て
は

い
ま
す
が
、
当
時
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
実
践

し
て
い
る
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
テ
ー
マ

を
変
え
た
方
が
い
い
と
か
、
そ
ん
な
考
え
方

は
主
観
的
だ
と
か
、
歴
史
の
プ
ロ
に
任
せ
れ

ば
い
い
と
い
っ
た
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
あ
る
時
、
文
化
的
な
も
の
や
歴
史
的
な
も

の
や
景
観
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

い
つ
、
誰
が
言
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
ま
し
た
。
過
去
に
色
々
な
こ
と
を
や
っ
た

人
の
努
力
や
発
想
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
今

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を

き
ち
ん
と
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
位
置

が
わ
か
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
向
か

っ
て
進
む
べ
き
か
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。

文
化
的
景
観
の

ル
ー
ツ
・
日
本

　
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
保
存
協
会
の
機
関
誌
で
あ
る
「
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
」
で
す
。
こ
の
協
会
は
、

文
化
財
保
護
法
（
1
9
5
0
年
）
の
前
身
に

当
た
る
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法

（
1
9
1
9
年
）
が
で
き
る
前
か
ら
活
動
し

て
お
り
、
本
書
に
は
各
地
の
保
存
運
動
が
細

か
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
草
の

根
的
な
日
々
の
活
動
は
な
か
な
か
形
に
残
ら

な
い
た
め
、
本
当
に
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
は
文

化
財
保
護
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
手
を
加
え
て
い
な
い
巨
石
や
動
物
も
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
い
わ
ば
文
化
財
に
当
た

り
ま
す
。
名
勝
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
が
、

史
跡
と
名
勝
と
天
然
記
念
物
は
全
く
別
の
も

の
で
す
。
名
勝
の
元
々
の
発
想
は
庭
で
、
日

本
庭
園
を
守
ろ
う
と
い
う
の
が
出
発
点
で
す
。

し
か
し
、
保
存
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く

中
で
、
作
ら
れ
た
庭
だ
け
で
な
く
自
然
の
景

色
も
含
め
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
難
し
い
の
は
文
化
財
と

し
て
の
線
引
き
を
ど
こ
で
す
る
か
で
す
が
、

当
時
の
人
は
、
詩
歌
に
詠
わ
れ
た
り
、
浮
世

絵
な
ど
に
描
か
れ
た
景
色
を
、
対
象
化
さ
れ

た
文
化
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ま
し
た
。
そ

れ
が
景
勝
地
で
す
。

　
史
跡
と
い
う
の
は
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
、

土
地
の
記
憶
で
す
。
建
物
が
な
く
て
も
こ
こ

で
何
か
が
起
き
た
こ
と
は
事
実
な
の
で
、
そ

の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
と
変
わ
っ
て
い
て
も
文
化

財
で
あ
る
と
捉
え
ま
し
た
。
史
跡
と
名
勝
と

天
然
記
念
物
は
全
く
違
う
も
の
で
す
が
、
そ

れ
を
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
保
存
す
る

協
会
を
つ
く
っ
て
有
志
の
方
々
が
保
存
運
動

を
始
め
る
訳
で
す
。

　
天
然
記
念
物
を
文
化
財
の
範
疇
に
含
め
る

こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
桜
の
研
究
者
と

し
て
有
名
な
三
好
学
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

彼
は
4
年
間
ド
イ
ツ
で
桜
の
研
究
を
し
た
後

に
日
本
に
戻
り
、
東
京
帝
国
大
学
の
植
物
学

の
先
生
に
な
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
に
い
た
時

に
、
田
舎
の
風
景
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う

郷
土
保
存
運
動
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
す
。

田
舎
の
風
景
と
い
う
の
は
植
物
が
メ
イ
ン
で

す
。
ド
イ
ツ
語
でN

aturdenkm
al

と
言
い

ま
す
け
れ
ど
も
、Natur

は
自
然
、denkm

al

　
旅
の
図
書
館
は
2
0
1
8
年
10
月
11
日

（
木
）
で
開
設
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
15

回
目
と
な
る
た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
は
、
旅

の
図
書
館
開
設
40
周
年
記
念
号
「
観
光
文
化

2
3
9
号
：
特
集
　
古
書
か
ら
学
ぶ
」（
10
／

11
発
行
）
と
の
連
動
企
画
と
し
て
10
月
16
日

（
火
）
に
開
催
。
テ
ー
マ
を
「
古
書
か
ら
学

ぶ
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
|
日
本
の
観
光
の
課
題

と
こ
れ
か
ら
|
」
と
し
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
に
当
財
団
の
評
議
員
・
専
門
委
員
で
あ
り
、

同
誌
の
巻
頭
言
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
西

村
幸
夫
氏
（
神
戸
芸
術
工
科
大
学
教
授
）
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
西
村
先
生
は
ご
著
書
で
も
「
観
光
客
が
伸

び
て
い
る
ま
ち
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い

ず
れ
の
ま
ち
に
も
歴
史
が
あ
り
、
ま
ち
と
し

て
の
厚
み
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
住
み
た
く

な
る
よ
う
な
ま
ち
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
村
先
生
ご
自
身

が
古
書
か
ら
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
学
ば
れ
て

き
た
の
か
、
さ
ら
に
は
古
書
を
ひ
も
と
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
も
の
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
西
村
先
生
が
影
響
を
受
け
ら

れ
た
古
書
と
と
も
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

歴
史
を
ふ
り
か
え
る

と
い
う
こ
と

　
学
問
は
2
種
類
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。
一
つ
の
真
理
を
追
究
す
る
タ
イ
プ
の

学
問
、
い
わ
ゆ
る
理
科
系
の
学
問
は
そ
こ
に

当
て
は
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
事
も
最
初

に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
か
つ
海
外
で

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
英
語

の
論
文
で
発
表
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま

す
。

　
も
う
一
つ
は
文
化
・
文
脈
に
よ
っ
て
真
理

は
違
う
と
い
う
学
問
で
、
文
化
系
の
大
半
は

そ
れ
に
当
た
る
と
思
い
ま
す
。
文
化
系
で
は

論
文
を
書
く
の
も
大
事
で
す
が
、
む
し
ろ
思

想
を
語
る
こ
と
が
大
事
で
、
文
化
系
の
先
生

方
の
一
番
大
き
な
仕
事
は
主
著
を
書
く
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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図 1 高山市（行政）における海外戦略部のねらい（江尻氏の発表資料より）　

図 2 高山市（行政）における組織体制（江尻氏の発表資料より）　

2018年4月現在

の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
考
え
方
と
し

て
、
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
増
や
す
、

②
訪
日
外
国
人
消
費
単
価
を
上
げ
る
、
③
域

内
調
達
率
を
高
め
る
、
の
3
点
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
実
際
に
香
港
で
戦
略
派
遣
の
任

務
に
あ
た
っ
た
江
尻
英
夫
氏
（
高
山
市
東
京

事
務
所
所
長
代
理
）
か
ら
高
山
市
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
と
体
制
づ
く
り
、
海
外
現
地
で

の
戦
略
派
遣
活
動
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
2
0
1
7
年
に
高
山
市
に
宿
泊
し
た
外
国

人
観
光
客
数
51
万
3
0
0
0
人
の
内
訳
は
台

湾
が
21
％
、
香
港
12
％
、
中
国
8
％
、
タ
イ

6
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
5
％
と
続
く
。
特

に
近
年
は
中
国
か
ら
の
観
光
客
の
伸
び
が
著

し
い
。
高
山
市
で
は
誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
特

定
の
国
に
絞
ら
ず
、
世
界
中
を
意
識
し
て
い

る
。
国
と
国
と
の
外
交
的
な
問
題
が
発
生
す

る
と
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
側
面
が
あ

る
た
め
、
リ
ス
ク
分
散
の
ね
ら
い
も
あ
る
。

●
高
山
市
の
海
外
と
の
つ
な
が
り
は
1
9
6

0
年
に
ア
メ
リ
カ
･
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー

市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
1
9
8
7
年
に
は
国
際
交
流
を
推
進

す
る
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

当
初
は
海
外
か
ら
誘
客
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

ま
ち
の
国
際
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
観
点
で

あ
っ
た
。

●
1
9
8
6
年
に
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
て
国
際
観
光
都
市
宣
言
を
お
こ

な
い
、
世
界
に
向
け
て
誘
客
を
進
め
て
い
く

流
れ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
1
9
9
6
年
か
ら

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
〝
住
み
よ

い
ま
ち
は
、
行
き
よ
い
ま
ち
〞
を
推
進
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
か
ら
得
ら
れ
た
声
を
施
策
に
反
映
し
、
多

言
語
の
市
内
散
策
マ
ッ
プ
や
誘
導
案
内
板
の

整
備
、
外
国
人
観
光
客
の
受
入
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
、
民
間
事
業
者
が
行
う
多
言
語
対
応

を
支
援
す
る
お
も
て
な
し
国
際
化
促
進
事
業

補
助
金
の
創
設
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

●
高
山
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
民
間
事

業
者
が
尽
力
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、

34
の
団
体
・
企
業
か
ら
成
る
「
飛
騨
高
山
国

際
誘
客
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
事
業
負
担

金
を
持
ち
寄
り
官
民
協
働
で
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
7
月
10
日
（
火
）、
第
13
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
〜
独
自
の

取
り
組
み
「
戦
略
派
遣
」
の
展
開
〜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
高
山
市
は
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
・
ガ
イ
ド
」
で
３
つ
星
で
紹
介
さ
れ
る

な
ど
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
、
今
や
人
口

の
5
・
7
倍
に
も
な
る
年
間
51
万
人
（
2
0

1
7
年
・
宿
泊
ベ
ー
ス
）
の
外
国
人
旅
行
者

が
訪
れ
る
人
気
の
観
光
地
で
す
。
官
民
協
働

に
よ
る
地
道
で
息
の
長
い
取
り
組
み
の
成
果

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
な
か
で
も
注
目
し
た

い
の
が
、
海
外
に
お
け
る
飛
騨
高
山
産
品
の

認
知
度
向
上
と
流
通
促
進
に
よ
り
、
市
へ
の

誘
客
と
消
費
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

「
物
産
と
観
光
の
好
循
環
」
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
仕
組
み
と
し
て
職
員
を

国
内
外
の
観
光
関
連
組
織
に
派
遣
し
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
践
す
る
「
戦
略
派

遣
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
財
団
の
2
0
1
7
年
度
自
主

研
究
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
に

関
す
る
事
例
研
究
」
の
一
環
で
出
版
し
た

『
育
て
、
磨
き
、
輝
か
せ
る 

― 

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
消
費
促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』
と
の

連
動
企
画
と
し
ま
し
た
。
最
初
に
本
研
究
担

当
の
柿
島
主
任
研
究
員
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

●
2
0
1
1
年
に
は
海
外
に
向
け
た
誘
客
、

販
売
、
交
流
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
海
外
戦
略
室
を
設
置
し
た
。
そ
し

て
、
現
地
の
目
線
を
取
り
入
れ
た
戦
略
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
広
域
連
携
に
よ
る
魅
力

的
な
観
光
ル
ー
ト
の
構
築
を
行
っ
た
ほ
か
、

無
料
公
衆
無
線
L
A
N
の
整
備
、
ム
ス
リ
ム

旅
行
者
の
受
入
体
制
強
化
、
地
域
限
定
特
例

通
訳
案
内
士
の
育
成
、
消
費
免
税
一
括
手
続

き
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
受
け
入
れ
環

境
整
備
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

●
高
山
市
で
は
2
0
1
0
年
か
ら
職
員
の

「
戦
略
派
遣
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。「
戦

略
派
遣
」
と
は
、
派
遣
先
の
業
務
に
加
え
、

赴
任
地
で
高
山
市
の
誘
客
や
産
品
販
路
開
拓

な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
お
こ

な
う
も
の
で
あ
る
。
派
遣
先
に
は
、
高
山
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
、
ひ
い

て
は
訪
日
観
光
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
共
通
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
活
動
を
し
て
い

る
。
現
在
は
、
国
内
は
観
光
庁
や
J
N
T
O

本
部
、
J
E
T
R
O
本
部
、
中
部
国
際
空
港
、

海
外
で
は
デ
ン
バ
ー
の
日
本
国
総
領
事
館
、

J
N
T
O
パ
リ
事
務
所
、
J
N
T
O
香
港
事

務
所
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
海
外
、
国

内
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
と
東
京
事
務
所

は
常
に
連
携
し
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

●
私
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
香
港
で
は
、
香
港

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
連
携
に
よ
る
飛
騨

牛
フ
ェ
ア
の
開
催
を
J
N
T
O
訪
日
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
て
行
う
な
ど
、
歴
代
の

戦
略
派
遣
職
員
に
よ
り
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
香
港

へ
の
飛
騨
牛
輸
出
量
が
約
7
0
0
kg（
2
0

1
1
年
度
）
か
ら
約
1
6,
0
0
0
kg（
2
0

1
6
年
度
）
に
増
加
し
、
香
港
か
ら
高
山
市

へ
の
観
光
客
数
が
約
1
0,
0
0
0
人（
2
0

1
1
年
）
か
ら
約
5
8,
0
0
0
人（
2
0
1

6
年
）
に
増
加
し
た
実
績
に
表
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
飛
騨
高
山
に
欧
米
豪
か
ら
の
旅
行

者
が
多
く
訪
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

江
尻
氏
…
欧
米
豪
の
方
は
羽
田
や
成
田
か
ら

入
国
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
関
東
か
ら
京

都
や
大
阪
へ
向
か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
現
在
で

は
北
陸
新
幹
線
も
開
通
し
、
金
沢
や
白
川
郷

を
経
て
高
山
市
に
来
訪
さ
れ
る
ル
ー
ト
も
で

き
て
い
る
な
ど
地
理
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
一

面
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
や
関
係

機
関
と
広
域
で
連
携
す
る
こ
と
で
か
な
り
の

件
数
の
メ
デ
ィ
ア
取
材
対
応
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
３
つ
星
の
影
響
と
あ
わ

せ
て
多
方
面
で
宣
伝
し
て
い
る
効
果
が
出
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
本
市
が
実
施
し
た

「
外
国
人
観
光
客
動
態
調
査
」
に
よ
る
と
欧

米
豪
の
方
が
高
山
市
に
期
待
し
て
い
る
も
の

と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
歴
史
的
建
造
物
・

町
並
み
」で
あ
っ
た
。
高
山
市
近
辺
で
は
里

山
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
案
内
す
る
ツ
ア

ー「S
A
T
O

Y
A
M

A
 

E
X
P
E
R
IE

N
C
E

」（
㈱

美
ら
地
球
）
の
人
気
が
高
い
が
、
特
別
な
景

色
や
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
て
も
旅
行
者
の
自
国

に
な
い
日
常
的
な
風
景
を
ど
う
誘
客
に
結
び

付
け
て
い
く
か
が
重
要
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
戦
略
派
遣
で
培
っ
た
現
地
で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
活
動
は
、
次
の
担
当
者
に
引

き
継
が
れ
る
の
か
。

江
尻
氏
…
派
遣
期
間
中
は
、
い
つ
誰
と
ど
こ

で
会
っ
て
ど
う
い
う
話
を
し
た
か
を
業
務
日

誌
の
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
記
録
し

て
高
山
市
の
上
司
に
定
期
的
に
報
告
し
て
い

た
。
後
任
と
は
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
重
要
な
関
係
先
に

は
直
接
連
れ
て
い
っ
て
関
係
を
引
き
継
い
で

い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
に
は
行
政
や
民
間
の
方
な

ど
様
々
な
担
い
手
が
い
る
と
思
う
が
、
地
域

の
関
係
者
が
こ
れ
ほ
ど
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
お
こ
な
え
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
観
光
協
会
の
会
長
を
長

く
つ
と
め
ら
れ
、
観
光
カ
リ
ス
マ
に
も
選
ば

れ
た
先
人
が
い
ら
し
た
が
、
そ
の
方
が
観
光

振
興
の
た
め
に
は
民
間
が
お
金
を
出
し
て
汗

も
か
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
持
論
の
も
と
、

民
間
主
導
で
率
先
し
て
取
り
組
み
を
お
こ
な

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
民
間
事
業
者
が
一

丸
と
な
り
、
行
政
が
そ
の
取
り
組
み
を
支
え

る
こ
と
で
現
在
の
体
制
の
礎
が
で
き
た
と
言

え
る
。

参
加
者
…
地
元
の
方
た
ち
の
観
光
に
対
す
る

意
識
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
対
応
は
50

年
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
住
民
向
け

の
外
国
語
講
座
を
運
営
し
て
い
る
が
、
そ
の

講
座
の
参
加
者
か
ら
は
困
っ
て
い
る
外
国
人

観
光
客
を
見
か
け
た
ら
自
ら
声
を
か
け
ら
れ

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

13 回第

「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
インバウ
ン
ド
戦
略
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
独
自
の
取
り
組
み「
戦
略
派
遣
」の
展
開
〜

【
第
1
部
】

江
尻
氏
か
ら
の

話
題
提
供（
ポ
イ
ン
ト
）

江
尻
英
夫
氏（
高
山
市
東
京
事
務
所
所
長
代
理
）

1
9
9
3
年
高
山
市
役
所
入
庁
。

2
0
1
3
年
4
月
、高
山
市
役
所
か
ら
日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）に
派
遣
。

1
年
間
の
東
京
本
部
勤
務
を
経
て
香
港
事
務
所
に
異
動
し
、

香
港
お
よ
び
中
国
広
東
省
に
お
け
る

訪
日
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
。

2
0
1
7
年
4
月
、高
山
市
役
所
へ
帰
任
し
海
外
戦
略
部
海
外
戦
略
課
係
長
に
就
任
。

2
0
1
8
年
4
月
よ
り
現
職
。

G
u
est sp

ea
ker

海外に向けた施策を総合的に推進するため
2011年4月に海外戦略室（現：海外戦略部）を設置

インバウンドの
促進

多様な国際交流の推進

組織体制

東京事務所

海外戦略部

にぎわいの
創出

活力の
創出

郷土愛の創出

情報発信の
充実
受入体制の
強化
魅力ある
観光周遊ルートの
形成など

上記メンバーの中に
総括担当を配置

上記メンバーの中に
総括担当を配置

指揮
命令

指揮
命令

海外販路の
開拓
事業者の
販売活動への
支援
外国人
観光客への
販売環境の
充実など

都市間交流の推進
異文化に接する機会の
提供など

農畜
産業観光

工業商業

文化教育

本庁 国外国内

首都圏
観光庁
JNTO
JETRO

1人
1人
1人

部長
担当監
（係長兼務）
係員
国際交流員

1人
1人

3人
1人

香港
パリ
デンバー

1人
1人
1人

中京圏
中部国際空港 1人

連携 連携連携

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
常
日
頃
、
外
国
人
旅
行
者
を
目
に
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
も
の
お
じ
せ
ず
に
声

を
か
け
る
光
景
も
見
る
。
一
般
の
住
民
に
ま

で
外
国
の
お
客
さ
ま
を
お
も
て
な
し
す
る
と

い
う
姿
勢
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
一
方
、
観
光
客
の
行
動
に
よ
っ
て
住
民
か

ら
苦
情
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

観
光
客
が
食
べ
歩
き
を
し
た
後
の
ご
み
を
庭

先
の
花
壇
に
置
い
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

寺
院
で
の
お
葬
式
の
最
中
に
観
光
客
が
外
で

騒
が
し
く
見
学
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど

が
あ
る
が
、
市
で
は
散
策
マ
ッ
プ
に
マ
ナ
ー

啓
発
の
文
言
を
追
加
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ひ
と
つ
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
外
国
人
観
光

客
が
高
山
市
に
来
る
こ
と
の
意
味
や
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
で
は
、
2
年
後
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は
何
か
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

江
尻
氏
…
特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組

み
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
全
世
界
に
対
し
て
高
山
市
の
普
遍
的
な

魅
力
の
発
信
や
お
も
て
な
し
の
心
で
の
対
応

を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
飛
騨
高
山
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
30
年
以
上
も
の
取
り

組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」「
公
の
取
り
組
み
の
重
要
性
と
民

間
連
携
が
必
要
な
事
が
良
く
理
解
で
き
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
30
年
前
に
国
際
交
流
か
ら
は
じ
ま
っ
た
高

山
市
の
取
り
組
み
は
、
民
間
事
業
者
、
住
民

な
ど
も
含
め
て
一
体
と
な
っ
た
意
識
・
体
制

の
も
と
、
受
入
態
勢
の
整
備
や
近
隣
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
面
的
展
開
な
ど
、
総
合
的
か

つ
効
率
的
に
取
り
組
み
を
お
こ
な
え
て
い
る

点
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
特
に
戦
略
派
遣
に

み
る
人
材
育
成
や
現
地
の
消
費
促
進
な
ど
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
戦
略
的
な
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
様
子
か
ら
は
、
今

後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
を
考
え
て
い
く
上

で
も
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）
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図 1 高山市（行政）における海外戦略部のねらい（江尻氏の発表資料より）　

図 2 高山市（行政）における組織体制（江尻氏の発表資料より）　

2018年4月現在

の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
考
え
方
と
し

て
、
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
増
や
す
、

②
訪
日
外
国
人
消
費
単
価
を
上
げ
る
、
③
域

内
調
達
率
を
高
め
る
、
の
3
点
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
実
際
に
香
港
で
戦
略
派
遣
の
任

務
に
あ
た
っ
た
江
尻
英
夫
氏
（
高
山
市
東
京

事
務
所
所
長
代
理
）
か
ら
高
山
市
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
と
体
制
づ
く
り
、
海
外
現
地
で

の
戦
略
派
遣
活
動
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
2
0
1
7
年
に
高
山
市
に
宿
泊
し
た
外
国

人
観
光
客
数
51
万
3
0
0
0
人
の
内
訳
は
台

湾
が
21
％
、
香
港
12
％
、
中
国
8
％
、
タ
イ

6
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
5
％
と
続
く
。
特

に
近
年
は
中
国
か
ら
の
観
光
客
の
伸
び
が
著

し
い
。
高
山
市
で
は
誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
特

定
の
国
に
絞
ら
ず
、
世
界
中
を
意
識
し
て
い

る
。
国
と
国
と
の
外
交
的
な
問
題
が
発
生
す

る
と
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
側
面
が
あ

る
た
め
、
リ
ス
ク
分
散
の
ね
ら
い
も
あ
る
。

●
高
山
市
の
海
外
と
の
つ
な
が
り
は
1
9
6

0
年
に
ア
メ
リ
カ
･
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー

市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
1
9
8
7
年
に
は
国
際
交
流
を
推
進

す
る
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

当
初
は
海
外
か
ら
誘
客
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

ま
ち
の
国
際
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
観
点
で

あ
っ
た
。

●
1
9
8
6
年
に
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
て
国
際
観
光
都
市
宣
言
を
お
こ

な
い
、
世
界
に
向
け
て
誘
客
を
進
め
て
い
く

流
れ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
1
9
9
6
年
か
ら

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
〝
住
み
よ

い
ま
ち
は
、
行
き
よ
い
ま
ち
〞
を
推
進
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
か
ら
得
ら
れ
た
声
を
施
策
に
反
映
し
、
多

言
語
の
市
内
散
策
マ
ッ
プ
や
誘
導
案
内
板
の

整
備
、
外
国
人
観
光
客
の
受
入
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
、
民
間
事
業
者
が
行
う
多
言
語
対
応

を
支
援
す
る
お
も
て
な
し
国
際
化
促
進
事
業

補
助
金
の
創
設
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

●
高
山
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
民
間
事

業
者
が
尽
力
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、

34
の
団
体
・
企
業
か
ら
成
る
「
飛
騨
高
山
国

際
誘
客
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
事
業
負
担

金
を
持
ち
寄
り
官
民
協
働
で
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
7
月
10
日
（
火
）、
第
13
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
〜
独
自
の

取
り
組
み
「
戦
略
派
遣
」
の
展
開
〜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
高
山
市
は
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
・
ガ
イ
ド
」
で
３
つ
星
で
紹
介
さ
れ
る

な
ど
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
、
今
や
人
口

の
5
・
7
倍
に
も
な
る
年
間
51
万
人
（
2
0

1
7
年
・
宿
泊
ベ
ー
ス
）
の
外
国
人
旅
行
者

が
訪
れ
る
人
気
の
観
光
地
で
す
。
官
民
協
働

に
よ
る
地
道
で
息
の
長
い
取
り
組
み
の
成
果

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
な
か
で
も
注
目
し
た

い
の
が
、
海
外
に
お
け
る
飛
騨
高
山
産
品
の

認
知
度
向
上
と
流
通
促
進
に
よ
り
、
市
へ
の

誘
客
と
消
費
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

「
物
産
と
観
光
の
好
循
環
」
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
仕
組
み
と
し
て
職
員
を

国
内
外
の
観
光
関
連
組
織
に
派
遣
し
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
践
す
る
「
戦
略
派

遣
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
財
団
の
2
0
1
7
年
度
自
主

研
究
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
に

関
す
る
事
例
研
究
」
の
一
環
で
出
版
し
た

『
育
て
、
磨
き
、
輝
か
せ
る 

― 

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
消
費
促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』
と
の

連
動
企
画
と
し
ま
し
た
。
最
初
に
本
研
究
担

当
の
柿
島
主
任
研
究
員
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

●
2
0
1
1
年
に
は
海
外
に
向
け
た
誘
客
、

販
売
、
交
流
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
海
外
戦
略
室
を
設
置
し
た
。
そ
し

て
、
現
地
の
目
線
を
取
り
入
れ
た
戦
略
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
広
域
連
携
に
よ
る
魅
力

的
な
観
光
ル
ー
ト
の
構
築
を
行
っ
た
ほ
か
、

無
料
公
衆
無
線
L
A
N
の
整
備
、
ム
ス
リ
ム

旅
行
者
の
受
入
体
制
強
化
、
地
域
限
定
特
例

通
訳
案
内
士
の
育
成
、
消
費
免
税
一
括
手
続

き
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
受
け
入
れ
環

境
整
備
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

●
高
山
市
で
は
2
0
1
0
年
か
ら
職
員
の

「
戦
略
派
遣
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。「
戦

略
派
遣
」
と
は
、
派
遣
先
の
業
務
に
加
え
、

赴
任
地
で
高
山
市
の
誘
客
や
産
品
販
路
開
拓

な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
お
こ

な
う
も
の
で
あ
る
。
派
遣
先
に
は
、
高
山
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
、
ひ
い

て
は
訪
日
観
光
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
共
通
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
活
動
を
し
て
い

る
。
現
在
は
、
国
内
は
観
光
庁
や
J
N
T
O

本
部
、
J
E
T
R
O
本
部
、
中
部
国
際
空
港
、

海
外
で
は
デ
ン
バ
ー
の
日
本
国
総
領
事
館
、

J
N
T
O
パ
リ
事
務
所
、
J
N
T
O
香
港
事

務
所
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
海
外
、
国

内
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
と
東
京
事
務
所

は
常
に
連
携
し
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

●
私
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
香
港
で
は
、
香
港

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
連
携
に
よ
る
飛
騨

牛
フ
ェ
ア
の
開
催
を
J
N
T
O
訪
日
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
て
行
う
な
ど
、
歴
代
の

戦
略
派
遣
職
員
に
よ
り
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
香
港

へ
の
飛
騨
牛
輸
出
量
が
約
7
0
0
kg（
2
0

1
1
年
度
）
か
ら
約
1
6,
0
0
0
kg（
2
0

1
6
年
度
）
に
増
加
し
、
香
港
か
ら
高
山
市

へ
の
観
光
客
数
が
約
1
0,
0
0
0
人（
2
0

1
1
年
）
か
ら
約
5
8,
0
0
0
人（
2
0
1

6
年
）
に
増
加
し
た
実
績
に
表
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
飛
騨
高
山
に
欧
米
豪
か
ら
の
旅
行

者
が
多
く
訪
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

江
尻
氏
…
欧
米
豪
の
方
は
羽
田
や
成
田
か
ら

入
国
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
関
東
か
ら
京

都
や
大
阪
へ
向
か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
現
在
で

は
北
陸
新
幹
線
も
開
通
し
、
金
沢
や
白
川
郷

を
経
て
高
山
市
に
来
訪
さ
れ
る
ル
ー
ト
も
で

き
て
い
る
な
ど
地
理
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
一

面
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
や
関
係

機
関
と
広
域
で
連
携
す
る
こ
と
で
か
な
り
の

件
数
の
メ
デ
ィ
ア
取
材
対
応
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
３
つ
星
の
影
響
と
あ
わ

せ
て
多
方
面
で
宣
伝
し
て
い
る
効
果
が
出
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
本
市
が
実
施
し
た

「
外
国
人
観
光
客
動
態
調
査
」
に
よ
る
と
欧

米
豪
の
方
が
高
山
市
に
期
待
し
て
い
る
も
の

と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
歴
史
的
建
造
物
・

町
並
み
」で
あ
っ
た
。
高
山
市
近
辺
で
は
里

山
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
案
内
す
る
ツ
ア

ー「S
A
T
O

Y
A
M

A
 

E
X
P
E
R
IE

N
C
E

」（
㈱

美
ら
地
球
）
の
人
気
が
高
い
が
、
特
別
な
景

色
や
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
て
も
旅
行
者
の
自
国

に
な
い
日
常
的
な
風
景
を
ど
う
誘
客
に
結
び

付
け
て
い
く
か
が
重
要
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
戦
略
派
遣
で
培
っ
た
現
地
で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
活
動
は
、
次
の
担
当
者
に
引

き
継
が
れ
る
の
か
。

江
尻
氏
…
派
遣
期
間
中
は
、
い
つ
誰
と
ど
こ

で
会
っ
て
ど
う
い
う
話
を
し
た
か
を
業
務
日

誌
の
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
記
録
し

て
高
山
市
の
上
司
に
定
期
的
に
報
告
し
て
い

た
。
後
任
と
は
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
重
要
な
関
係
先
に

は
直
接
連
れ
て
い
っ
て
関
係
を
引
き
継
い
で

い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
に
は
行
政
や
民
間
の
方
な

ど
様
々
な
担
い
手
が
い
る
と
思
う
が
、
地
域

の
関
係
者
が
こ
れ
ほ
ど
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
お
こ
な
え
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
観
光
協
会
の
会
長
を
長

く
つ
と
め
ら
れ
、
観
光
カ
リ
ス
マ
に
も
選
ば

れ
た
先
人
が
い
ら
し
た
が
、
そ
の
方
が
観
光

振
興
の
た
め
に
は
民
間
が
お
金
を
出
し
て
汗

も
か
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
持
論
の
も
と
、

民
間
主
導
で
率
先
し
て
取
り
組
み
を
お
こ
な

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
民
間
事
業
者
が
一

丸
と
な
り
、
行
政
が
そ
の
取
り
組
み
を
支
え

る
こ
と
で
現
在
の
体
制
の
礎
が
で
き
た
と
言

え
る
。

参
加
者
…
地
元
の
方
た
ち
の
観
光
に
対
す
る

意
識
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
対
応
は
50

年
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
住
民
向
け

の
外
国
語
講
座
を
運
営
し
て
い
る
が
、
そ
の

講
座
の
参
加
者
か
ら
は
困
っ
て
い
る
外
国
人

観
光
客
を
見
か
け
た
ら
自
ら
声
を
か
け
ら
れ

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

13 回第

「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
インバウ
ン
ド
戦
略
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
独
自
の
取
り
組
み「
戦
略
派
遣
」の
展
開
〜

【
第
1
部
】

江
尻
氏
か
ら
の

話
題
提
供（
ポ
イ
ン
ト
）

江
尻
英
夫
氏（
高
山
市
東
京
事
務
所
所
長
代
理
）

1
9
9
3
年
高
山
市
役
所
入
庁
。

2
0
1
3
年
4
月
、高
山
市
役
所
か
ら
日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）に
派
遣
。

1
年
間
の
東
京
本
部
勤
務
を
経
て
香
港
事
務
所
に
異
動
し
、

香
港
お
よ
び
中
国
広
東
省
に
お
け
る

訪
日
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
。

2
0
1
7
年
4
月
、高
山
市
役
所
へ
帰
任
し
海
外
戦
略
部
海
外
戦
略
課
係
長
に
就
任
。

2
0
1
8
年
4
月
よ
り
現
職
。

G
u
est sp

ea
ker

海外に向けた施策を総合的に推進するため
2011年4月に海外戦略室（現：海外戦略部）を設置

インバウンドの
促進

多様な国際交流の推進

組織体制

東京事務所

海外戦略部

にぎわいの
創出

活力の
創出

郷土愛の創出

情報発信の
充実
受入体制の
強化
魅力ある
観光周遊ルートの
形成など

上記メンバーの中に
総括担当を配置

上記メンバーの中に
総括担当を配置

指揮
命令

指揮
命令

海外販路の
開拓
事業者の
販売活動への
支援
外国人
観光客への
販売環境の
充実など

都市間交流の推進
異文化に接する機会の
提供など

農畜
産業観光

工業商業

文化教育

本庁 国外国内

首都圏
観光庁
JNTO
JETRO

1人
1人
1人

部長
担当監
（係長兼務）
係員
国際交流員

1人
1人

3人
1人

香港
パリ
デンバー

1人
1人
1人

中京圏
中部国際空港 1人

連携 連携連携

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
常
日
頃
、
外
国
人
旅
行
者
を
目
に
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
も
の
お
じ
せ
ず
に
声

を
か
け
る
光
景
も
見
る
。
一
般
の
住
民
に
ま

で
外
国
の
お
客
さ
ま
を
お
も
て
な
し
す
る
と

い
う
姿
勢
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
一
方
、
観
光
客
の
行
動
に
よ
っ
て
住
民
か

ら
苦
情
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

観
光
客
が
食
べ
歩
き
を
し
た
後
の
ご
み
を
庭

先
の
花
壇
に
置
い
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

寺
院
で
の
お
葬
式
の
最
中
に
観
光
客
が
外
で

騒
が
し
く
見
学
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど

が
あ
る
が
、
市
で
は
散
策
マ
ッ
プ
に
マ
ナ
ー

啓
発
の
文
言
を
追
加
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ひ
と
つ
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
外
国
人
観
光

客
が
高
山
市
に
来
る
こ
と
の
意
味
や
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
で
は
、
2
年
後
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は
何
か
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

江
尻
氏
…
特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組

み
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
全
世
界
に
対
し
て
高
山
市
の
普
遍
的
な

魅
力
の
発
信
や
お
も
て
な
し
の
心
で
の
対
応

を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
飛
騨
高
山
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
30
年
以
上
も
の
取
り

組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」「
公
の
取
り
組
み
の
重
要
性
と
民

間
連
携
が
必
要
な
事
が
良
く
理
解
で
き
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
30
年
前
に
国
際
交
流
か
ら
は
じ
ま
っ
た
高

山
市
の
取
り
組
み
は
、
民
間
事
業
者
、
住
民

な
ど
も
含
め
て
一
体
と
な
っ
た
意
識
・
体
制

の
も
と
、
受
入
態
勢
の
整
備
や
近
隣
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
面
的
展
開
な
ど
、
総
合
的
か

つ
効
率
的
に
取
り
組
み
を
お
こ
な
え
て
い
る

点
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
特
に
戦
略
派
遣
に

み
る
人
材
育
成
や
現
地
の
消
費
促
進
な
ど
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
戦
略
的
な
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
様
子
か
ら
は
、
今

後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
を
考
え
て
い
く
上

で
も
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）
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〈
参
考
〉『
―
育
て
、磨
き
、輝
か
せ
る
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
消
費

促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』（
公
財
）日
本
交
通
公
社・ぎ
ょ
う

せ
い
、2
0
1
8
年

機
関
誌「
観
光
文
化
2
3
3
号 

特
集
：
外
国
人
観
光
客
の
消

費
を
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る
に
は
」（
公
財
）日
本
交
通

公
社
、2
0
1
7
年

の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
考
え
方
と
し

て
、
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
増
や
す
、

②
訪
日
外
国
人
消
費
単
価
を
上
げ
る
、
③
域

内
調
達
率
を
高
め
る
、
の
3
点
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
実
際
に
香
港
で
戦
略
派
遣
の
任

務
に
あ
た
っ
た
江
尻
英
夫
氏
（
高
山
市
東
京

事
務
所
所
長
代
理
）
か
ら
高
山
市
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
と
体
制
づ
く
り
、
海
外
現
地
で

の
戦
略
派
遣
活
動
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
2
0
1
7
年
に
高
山
市
に
宿
泊
し
た
外
国

人
観
光
客
数
51
万
3
0
0
0
人
の
内
訳
は
台

湾
が
21
％
、
香
港
12
％
、
中
国
8
％
、
タ
イ

6
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
5
％
と
続
く
。
特

に
近
年
は
中
国
か
ら
の
観
光
客
の
伸
び
が
著

し
い
。
高
山
市
で
は
誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
特

定
の
国
に
絞
ら
ず
、
世
界
中
を
意
識
し
て
い

る
。
国
と
国
と
の
外
交
的
な
問
題
が
発
生
す

る
と
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
側
面
が
あ

る
た
め
、
リ
ス
ク
分
散
の
ね
ら
い
も
あ
る
。

●
高
山
市
の
海
外
と
の
つ
な
が
り
は
1
9
6

0
年
に
ア
メ
リ
カ
･
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー

市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
1
9
8
7
年
に
は
国
際
交
流
を
推
進

す
る
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

当
初
は
海
外
か
ら
誘
客
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

ま
ち
の
国
際
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
観
点
で

あ
っ
た
。

●
1
9
8
6
年
に
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
て
国
際
観
光
都
市
宣
言
を
お
こ

な
い
、
世
界
に
向
け
て
誘
客
を
進
め
て
い
く

流
れ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
1
9
9
6
年
か
ら

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
〝
住
み
よ

い
ま
ち
は
、
行
き
よ
い
ま
ち
〞
を
推
進
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
か
ら
得
ら
れ
た
声
を
施
策
に
反
映
し
、
多

言
語
の
市
内
散
策
マ
ッ
プ
や
誘
導
案
内
板
の

整
備
、
外
国
人
観
光
客
の
受
入
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
、
民
間
事
業
者
が
行
う
多
言
語
対
応

を
支
援
す
る
お
も
て
な
し
国
際
化
促
進
事
業

補
助
金
の
創
設
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

●
高
山
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
民
間
事

業
者
が
尽
力
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、

34
の
団
体
・
企
業
か
ら
成
る
「
飛
騨
高
山
国

際
誘
客
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
事
業
負
担

金
を
持
ち
寄
り
官
民
協
働
で
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
7
月
10
日
（
火
）、
第
13
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
〜
独
自
の

取
り
組
み
「
戦
略
派
遣
」
の
展
開
〜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
高
山
市
は
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
・
ガ
イ
ド
」
で
３
つ
星
で
紹
介
さ
れ
る

な
ど
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
、
今
や
人
口

の
5
・
7
倍
に
も
な
る
年
間
51
万
人
（
2
0

1
7
年
・
宿
泊
ベ
ー
ス
）
の
外
国
人
旅
行
者

が
訪
れ
る
人
気
の
観
光
地
で
す
。
官
民
協
働

に
よ
る
地
道
で
息
の
長
い
取
り
組
み
の
成
果

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
な
か
で
も
注
目
し
た

い
の
が
、
海
外
に
お
け
る
飛
騨
高
山
産
品
の

認
知
度
向
上
と
流
通
促
進
に
よ
り
、
市
へ
の

誘
客
と
消
費
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

「
物
産
と
観
光
の
好
循
環
」
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
仕
組
み
と
し
て
職
員
を

国
内
外
の
観
光
関
連
組
織
に
派
遣
し
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
践
す
る
「
戦
略
派

遣
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
財
団
の
2
0
1
7
年
度
自
主

研
究
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
に

関
す
る
事
例
研
究
」
の
一
環
で
出
版
し
た

『
育
て
、
磨
き
、
輝
か
せ
る 

― 

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
消
費
促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』
と
の

連
動
企
画
と
し
ま
し
た
。
最
初
に
本
研
究
担

当
の
柿
島
主
任
研
究
員
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

●
2
0
1
1
年
に
は
海
外
に
向
け
た
誘
客
、

販
売
、
交
流
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
海
外
戦
略
室
を
設
置
し
た
。
そ
し

て
、
現
地
の
目
線
を
取
り
入
れ
た
戦
略
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
広
域
連
携
に
よ
る
魅
力

的
な
観
光
ル
ー
ト
の
構
築
を
行
っ
た
ほ
か
、

無
料
公
衆
無
線
L
A
N
の
整
備
、
ム
ス
リ
ム

旅
行
者
の
受
入
体
制
強
化
、
地
域
限
定
特
例

通
訳
案
内
士
の
育
成
、
消
費
免
税
一
括
手
続

き
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
受
け
入
れ
環

境
整
備
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

●
高
山
市
で
は
2
0
1
0
年
か
ら
職
員
の

「
戦
略
派
遣
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。「
戦

略
派
遣
」
と
は
、
派
遣
先
の
業
務
に
加
え
、

赴
任
地
で
高
山
市
の
誘
客
や
産
品
販
路
開
拓

な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
お
こ

な
う
も
の
で
あ
る
。
派
遣
先
に
は
、
高
山
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
、
ひ
い

て
は
訪
日
観
光
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
共
通
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
活
動
を
し
て
い

る
。
現
在
は
、
国
内
は
観
光
庁
や
J
N
T
O

本
部
、
J
E
T
R
O
本
部
、
中
部
国
際
空
港
、

海
外
で
は
デ
ン
バ
ー
の
日
本
国
総
領
事
館
、

J
N
T
O
パ
リ
事
務
所
、
J
N
T
O
香
港
事

務
所
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
海
外
、
国

内
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
と
東
京
事
務
所

は
常
に
連
携
し
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

●
私
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
香
港
で
は
、
香
港

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
連
携
に
よ
る
飛
騨

牛
フ
ェ
ア
の
開
催
を
J
N
T
O
訪
日
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
て
行
う
な
ど
、
歴
代
の

戦
略
派
遣
職
員
に
よ
り
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
香
港

へ
の
飛
騨
牛
輸
出
量
が
約
7
0
0
kg（
2
0

1
1
年
度
）
か
ら
約
1
6,
0
0
0
kg（
2
0

1
6
年
度
）
に
増
加
し
、
香
港
か
ら
高
山
市

へ
の
観
光
客
数
が
約
1
0,
0
0
0
人（
2
0

1
1
年
）
か
ら
約
5
8,
0
0
0
人（
2
0
1

6
年
）
に
増
加
し
た
実
績
に
表
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
飛
騨
高
山
に
欧
米
豪
か
ら
の
旅
行

者
が
多
く
訪
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

江
尻
氏
…
欧
米
豪
の
方
は
羽
田
や
成
田
か
ら

入
国
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
関
東
か
ら
京

都
や
大
阪
へ
向
か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
現
在
で

は
北
陸
新
幹
線
も
開
通
し
、
金
沢
や
白
川
郷

を
経
て
高
山
市
に
来
訪
さ
れ
る
ル
ー
ト
も
で

き
て
い
る
な
ど
地
理
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
一

面
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
や
関
係

機
関
と
広
域
で
連
携
す
る
こ
と
で
か
な
り
の

件
数
の
メ
デ
ィ
ア
取
材
対
応
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
３
つ
星
の
影
響
と
あ
わ

せ
て
多
方
面
で
宣
伝
し
て
い
る
効
果
が
出
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
本
市
が
実
施
し
た

「
外
国
人
観
光
客
動
態
調
査
」
に
よ
る
と
欧

米
豪
の
方
が
高
山
市
に
期
待
し
て
い
る
も
の

と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
歴
史
的
建
造
物
・

町
並
み
」で
あ
っ
た
。
高
山
市
近
辺
で
は
里

山
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
案
内
す
る
ツ
ア

ー「S
A
T
O

Y
A
M

A
 

E
X
P
E
R
IE

N
C
E

」（
㈱

美
ら
地
球
）
の
人
気
が
高
い
が
、
特
別
な
景

色
や
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
て
も
旅
行
者
の
自
国

に
な
い
日
常
的
な
風
景
を
ど
う
誘
客
に
結
び

付
け
て
い
く
か
が
重
要
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
戦
略
派
遣
で
培
っ
た
現
地
で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
活
動
は
、
次
の
担
当
者
に
引

き
継
が
れ
る
の
か
。

江
尻
氏
…
派
遣
期
間
中
は
、
い
つ
誰
と
ど
こ

で
会
っ
て
ど
う
い
う
話
を
し
た
か
を
業
務
日

誌
の
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
記
録
し

て
高
山
市
の
上
司
に
定
期
的
に
報
告
し
て
い

た
。
後
任
と
は
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
重
要
な
関
係
先
に

は
直
接
連
れ
て
い
っ
て
関
係
を
引
き
継
い
で

い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
に
は
行
政
や
民
間
の
方
な

ど
様
々
な
担
い
手
が
い
る
と
思
う
が
、
地
域

の
関
係
者
が
こ
れ
ほ
ど
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
お
こ
な
え
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
観
光
協
会
の
会
長
を
長

く
つ
と
め
ら
れ
、
観
光
カ
リ
ス
マ
に
も
選
ば

れ
た
先
人
が
い
ら
し
た
が
、
そ
の
方
が
観
光

振
興
の
た
め
に
は
民
間
が
お
金
を
出
し
て
汗

も
か
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
持
論
の
も
と
、

民
間
主
導
で
率
先
し
て
取
り
組
み
を
お
こ
な

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
民
間
事
業
者
が
一

丸
と
な
り
、
行
政
が
そ
の
取
り
組
み
を
支
え

る
こ
と
で
現
在
の
体
制
の
礎
が
で
き
た
と
言

え
る
。

参
加
者
…
地
元
の
方
た
ち
の
観
光
に
対
す
る

意
識
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
対
応
は
50

年
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
住
民
向
け

の
外
国
語
講
座
を
運
営
し
て
い
る
が
、
そ
の

講
座
の
参
加
者
か
ら
は
困
っ
て
い
る
外
国
人

観
光
客
を
見
か
け
た
ら
自
ら
声
を
か
け
ら
れ

【
第
2
部
】

意
見
交
換

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
常
日
頃
、
外
国
人
旅
行
者
を
目
に
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
も
の
お
じ
せ
ず
に
声

を
か
け
る
光
景
も
見
る
。
一
般
の
住
民
に
ま

で
外
国
の
お
客
さ
ま
を
お
も
て
な
し
す
る
と

い
う
姿
勢
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
一
方
、
観
光
客
の
行
動
に
よ
っ
て
住
民
か

ら
苦
情
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

観
光
客
が
食
べ
歩
き
を
し
た
後
の
ご
み
を
庭

先
の
花
壇
に
置
い
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

寺
院
で
の
お
葬
式
の
最
中
に
観
光
客
が
外
で

騒
が
し
く
見
学
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど

が
あ
る
が
、
市
で
は
散
策
マ
ッ
プ
に
マ
ナ
ー

啓
発
の
文
言
を
追
加
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ひ
と
つ
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
外
国
人
観
光

客
が
高
山
市
に
来
る
こ
と
の
意
味
や
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
で
は
、
2
年
後
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は
何
か
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

江
尻
氏
…
特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組

み
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
全
世
界
に
対
し
て
高
山
市
の
普
遍
的
な

魅
力
の
発
信
や
お
も
て
な
し
の
心
で
の
対
応

を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
飛
騨
高
山
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
30
年
以
上
も
の
取
り

組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」「
公
の
取
り
組
み
の
重
要
性
と
民

間
連
携
が
必
要
な
事
が
良
く
理
解
で
き
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
30
年
前
に
国
際
交
流
か
ら
は
じ
ま
っ
た
高

山
市
の
取
り
組
み
は
、
民
間
事
業
者
、
住
民

な
ど
も
含
め
て
一
体
と
な
っ
た
意
識
・
体
制

の
も
と
、
受
入
態
勢
の
整
備
や
近
隣
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
面
的
展
開
な
ど
、
総
合
的
か

つ
効
率
的
に
取
り
組
み
を
お
こ
な
え
て
い
る

点
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
特
に
戦
略
派
遣
に

み
る
人
材
育
成
や
現
地
の
消
費
促
進
な
ど
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
戦
略
的
な
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
様
子
か
ら
は
、
今

後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
を
考
え
て
い
く
上

で
も
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）
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〈
参
考
〉『
―
育
て
、磨
き
、輝
か
せ
る
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
消
費

促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』（
公
財
）日
本
交
通
公
社・ぎ
ょ
う

せ
い
、2
0
1
8
年

機
関
誌「
観
光
文
化
2
3
3
号 

特
集
：
外
国
人
観
光
客
の
消

費
を
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る
に
は
」（
公
財
）日
本
交
通

公
社
、2
0
1
7
年

の
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の
考
え
方
と
し

て
、
①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を
増
や
す
、

②
訪
日
外
国
人
消
費
単
価
を
上
げ
る
、
③
域

内
調
達
率
を
高
め
る
、
の
3
点
に
つ
い
て
説

明
し
た
後
、
実
際
に
香
港
で
戦
略
派
遣
の
任

務
に
あ
た
っ
た
江
尻
英
夫
氏
（
高
山
市
東
京

事
務
所
所
長
代
理
）
か
ら
高
山
市
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
戦
略
と
体
制
づ
く
り
、
海
外
現
地
で

の
戦
略
派
遣
活
動
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
2
0
1
7
年
に
高
山
市
に
宿
泊
し
た
外
国

人
観
光
客
数
51
万
3
0
0
0
人
の
内
訳
は
台

湾
が
21
％
、
香
港
12
％
、
中
国
8
％
、
タ
イ

6
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
5
％
と
続
く
。
特

に
近
年
は
中
国
か
ら
の
観
光
客
の
伸
び
が
著

し
い
。
高
山
市
で
は
誘
客
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
特

定
の
国
に
絞
ら
ず
、
世
界
中
を
意
識
し
て
い

る
。
国
と
国
と
の
外
交
的
な
問
題
が
発
生
す

る
と
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
側
面
が
あ

る
た
め
、
リ
ス
ク
分
散
の
ね
ら
い
も
あ
る
。

●
高
山
市
の
海
外
と
の
つ
な
が
り
は
1
9
6

0
年
に
ア
メ
リ
カ
･
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー

市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
1
9
8
7
年
に
は
国
際
交
流
を
推
進

す
る
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

当
初
は
海
外
か
ら
誘
客
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

ま
ち
の
国
際
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
観
点
で

あ
っ
た
。

●
1
9
8
6
年
に
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
て
国
際
観
光
都
市
宣
言
を
お
こ

な
い
、
世
界
に
向
け
て
誘
客
を
進
め
て
い
く

流
れ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
1
9
9
6
年
か
ら

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
〝
住
み
よ

い
ま
ち
は
、
行
き
よ
い
ま
ち
〞
を
推
進
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
か
ら
得
ら
れ
た
声
を
施
策
に
反
映
し
、
多

言
語
の
市
内
散
策
マ
ッ
プ
や
誘
導
案
内
板
の

整
備
、
外
国
人
観
光
客
の
受
入
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
、
民
間
事
業
者
が
行
う
多
言
語
対
応

を
支
援
す
る
お
も
て
な
し
国
際
化
促
進
事
業

補
助
金
の
創
設
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

●
高
山
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
は
民
間
事

業
者
が
尽
力
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、

34
の
団
体
・
企
業
か
ら
成
る
「
飛
騨
高
山
国

際
誘
客
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
事
業
負
担

金
を
持
ち
寄
り
官
民
協
働
で
観
光
誘
客
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
8
年
7
月
10
日
（
火
）、
第
13
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
世
界
を
魅
了
す
る

飛
騨
高
山
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
〜
独
自
の

取
り
組
み
「
戦
略
派
遣
」
の
展
開
〜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
高
山
市
は
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
・
ガ
イ
ド
」
で
３
つ
星
で
紹
介
さ
れ
る

な
ど
世
界
中
か
ら
注
目
を
集
め
、
今
や
人
口

の
5
・
7
倍
に
も
な
る
年
間
51
万
人
（
2
0

1
7
年
・
宿
泊
ベ
ー
ス
）
の
外
国
人
旅
行
者

が
訪
れ
る
人
気
の
観
光
地
で
す
。
官
民
協
働

に
よ
る
地
道
で
息
の
長
い
取
り
組
み
の
成
果

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
な
か
で
も
注
目
し
た

い
の
が
、
海
外
に
お
け
る
飛
騨
高
山
産
品
の

認
知
度
向
上
と
流
通
促
進
に
よ
り
、
市
へ
の

誘
客
と
消
費
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

「
物
産
と
観
光
の
好
循
環
」
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
仕
組
み
と
し
て
職
員
を

国
内
外
の
観
光
関
連
組
織
に
派
遣
し
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
践
す
る
「
戦
略
派

遣
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
当
財
団
の
2
0
1
7
年
度
自
主

研
究
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
に

関
す
る
事
例
研
究
」
の
一
環
で
出
版
し
た

『
育
て
、
磨
き
、
輝
か
せ
る 

― 

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
消
費
促
進
と
地
域
経
済
活
性
化
』
と
の

連
動
企
画
と
し
ま
し
た
。
最
初
に
本
研
究
担

当
の
柿
島
主
任
研
究
員
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

●
2
0
1
1
年
に
は
海
外
に
向
け
た
誘
客
、

販
売
、
交
流
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
海
外
戦
略
室
を
設
置
し
た
。
そ
し

て
、
現
地
の
目
線
を
取
り
入
れ
た
戦
略
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
広
域
連
携
に
よ
る
魅
力

的
な
観
光
ル
ー
ト
の
構
築
を
行
っ
た
ほ
か
、

無
料
公
衆
無
線
L
A
N
の
整
備
、
ム
ス
リ
ム

旅
行
者
の
受
入
体
制
強
化
、
地
域
限
定
特
例

通
訳
案
内
士
の
育
成
、
消
費
免
税
一
括
手
続

き
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
受
け
入
れ
環

境
整
備
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

●
高
山
市
で
は
2
0
1
0
年
か
ら
職
員
の

「
戦
略
派
遣
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。「
戦

略
派
遣
」
と
は
、
派
遣
先
の
業
務
に
加
え
、

赴
任
地
で
高
山
市
の
誘
客
や
産
品
販
路
開
拓

な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
お
こ

な
う
も
の
で
あ
る
。
派
遣
先
に
は
、
高
山
市

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
、
ひ
い

て
は
訪
日
観
光
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
共
通
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
活
動
を
し
て
い

る
。
現
在
は
、
国
内
は
観
光
庁
や
J
N
T
O

本
部
、
J
E
T
R
O
本
部
、
中
部
国
際
空
港
、

海
外
で
は
デ
ン
バ
ー
の
日
本
国
総
領
事
館
、

J
N
T
O
パ
リ
事
務
所
、
J
N
T
O
香
港
事

務
所
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
海
外
、
国

内
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
と
東
京
事
務
所

は
常
に
連
携
し
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

●
私
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
香
港
で
は
、
香
港

に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
連
携
に
よ
る
飛
騨

牛
フ
ェ
ア
の
開
催
を
J
N
T
O
訪
日
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
て
行
う
な
ど
、
歴
代
の

戦
略
派
遣
職
員
に
よ
り
継
続
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
そ
の
成
果
は
、
香
港

へ
の
飛
騨
牛
輸
出
量
が
約
7
0
0
kg（
2
0

1
1
年
度
）
か
ら
約
1
6,
0
0
0
kg（
2
0

1
6
年
度
）
に
増
加
し
、
香
港
か
ら
高
山
市

へ
の
観
光
客
数
が
約
1
0,
0
0
0
人（
2
0

1
1
年
）
か
ら
約
5
8,
0
0
0
人（
2
0
1

6
年
）
に
増
加
し
た
実
績
に
表
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

参
加
者
…
飛
騨
高
山
に
欧
米
豪
か
ら
の
旅
行

者
が
多
く
訪
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

江
尻
氏
…
欧
米
豪
の
方
は
羽
田
や
成
田
か
ら

入
国
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
関
東
か
ら
京

都
や
大
阪
へ
向
か
う
途
中
で
立
ち
寄
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
現
在
で

は
北
陸
新
幹
線
も
開
通
し
、
金
沢
や
白
川
郷

を
経
て
高
山
市
に
来
訪
さ
れ
る
ル
ー
ト
も
で

き
て
い
る
な
ど
地
理
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
一

面
が
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
や
関
係

機
関
と
広
域
で
連
携
す
る
こ
と
で
か
な
り
の

件
数
の
メ
デ
ィ
ア
取
材
対
応
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
３
つ
星
の
影
響
と
あ
わ

せ
て
多
方
面
で
宣
伝
し
て
い
る
効
果
が
出
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
本
市
が
実
施
し
た

「
外
国
人
観
光
客
動
態
調
査
」
に
よ
る
と
欧

米
豪
の
方
が
高
山
市
に
期
待
し
て
い
る
も
の

と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
歴
史
的
建
造
物
・

町
並
み
」で
あ
っ
た
。
高
山
市
近
辺
で
は
里

山
を
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
案
内
す
る
ツ
ア

ー「S
A
T
O

Y
A
M

A
 

E
X
P
E
R
IE

N
C
E

」（
㈱

美
ら
地
球
）
の
人
気
が
高
い
が
、
特
別
な
景

色
や
イ
ベ
ン
ト
で
な
く
て
も
旅
行
者
の
自
国

に
な
い
日
常
的
な
風
景
を
ど
う
誘
客
に
結
び

付
け
て
い
く
か
が
重
要
で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
戦
略
派
遣
で
培
っ
た
現
地
で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
活
動
は
、
次
の
担
当
者
に
引

き
継
が
れ
る
の
か
。

江
尻
氏
…
派
遣
期
間
中
は
、
い
つ
誰
と
ど
こ

で
会
っ
て
ど
う
い
う
話
を
し
た
か
を
業
務
日

誌
の
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
記
録
し

て
高
山
市
の
上
司
に
定
期
的
に
報
告
し
て
い

た
。
後
任
と
は
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
共
有

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
重
要
な
関
係
先
に

は
直
接
連
れ
て
い
っ
て
関
係
を
引
き
継
い
で

い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
に
は
行
政
や
民
間
の
方
な

ど
様
々
な
担
い
手
が
い
る
と
思
う
が
、
地
域

の
関
係
者
が
こ
れ
ほ
ど
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
お
こ
な
え
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
観
光
協
会
の
会
長
を
長

く
つ
と
め
ら
れ
、
観
光
カ
リ
ス
マ
に
も
選
ば

れ
た
先
人
が
い
ら
し
た
が
、
そ
の
方
が
観
光

振
興
の
た
め
に
は
民
間
が
お
金
を
出
し
て
汗

も
か
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
持
論
の
も
と
、

民
間
主
導
で
率
先
し
て
取
り
組
み
を
お
こ
な

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
民
間
事
業
者
が
一

丸
と
な
り
、
行
政
が
そ
の
取
り
組
み
を
支
え

る
こ
と
で
現
在
の
体
制
の
礎
が
で
き
た
と
言

え
る
。

参
加
者
…
地
元
の
方
た
ち
の
観
光
に
対
す
る

意
識
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
対
応
は
50

年
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

江
尻
氏
…
飛
騨
高
山
国
際
協
会
が
住
民
向
け

の
外
国
語
講
座
を
運
営
し
て
い
る
が
、
そ
の

講
座
の
参
加
者
か
ら
は
困
っ
て
い
る
外
国
人

観
光
客
を
見
か
け
た
ら
自
ら
声
を
か
け
ら
れ

【
第
2
部
】

意
見
交
換

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
常
日
頃
、
外
国
人
旅
行
者
を
目
に
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
も
の
お
じ
せ
ず
に
声

を
か
け
る
光
景
も
見
る
。
一
般
の
住
民
に
ま

で
外
国
の
お
客
さ
ま
を
お
も
て
な
し
す
る
と

い
う
姿
勢
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う
に
思
え
る
。

　
一
方
、
観
光
客
の
行
動
に
よ
っ
て
住
民
か

ら
苦
情
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

観
光
客
が
食
べ
歩
き
を
し
た
後
の
ご
み
を
庭

先
の
花
壇
に
置
い
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

寺
院
で
の
お
葬
式
の
最
中
に
観
光
客
が
外
で

騒
が
し
く
見
学
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど

が
あ
る
が
、
市
で
は
散
策
マ
ッ
プ
に
マ
ナ
ー

啓
発
の
文
言
を
追
加
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ひ
と
つ
実
施
し
て
い
る
最
中
で
あ

る
。
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
外
国
人
観
光

客
が
高
山
市
に
来
る
こ
と
の
意
味
や
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
高
山
市
で
は
、
2
年
後
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え

た
取
り
組
み
は
何
か
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

江
尻
氏
…
特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
に
焦
点
を
当
て
た
取
り
組

み
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
全
世
界
に
対
し
て
高
山
市
の
普
遍
的
な

魅
力
の
発
信
や
お
も
て
な
し
の
心
で
の
対
応

を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
「
飛
騨
高
山
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
30
年
以
上
も
の
取
り

組
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」「
公
の
取
り
組
み
の
重
要
性
と
民

間
連
携
が
必
要
な
事
が
良
く
理
解
で
き
た
」

と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
30
年
前
に
国
際
交
流
か
ら
は
じ
ま
っ
た
高

山
市
の
取
り
組
み
は
、
民
間
事
業
者
、
住
民

な
ど
も
含
め
て
一
体
と
な
っ
た
意
識
・
体
制

の
も
と
、
受
入
態
勢
の
整
備
や
近
隣
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
面
的
展
開
な
ど
、
総
合
的
か

つ
効
率
的
に
取
り
組
み
を
お
こ
な
え
て
い
る

点
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。
特
に
戦
略
派
遣
に

み
る
人
材
育
成
や
現
地
の
消
費
促
進
な
ど
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
で
戦
略
的
な
取
り

組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
様
子
か
ら
は
、
今

後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
を
考
え
て
い
く
上

で
も
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）
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た
例
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
日
本
で
も

レ
ガ
シ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
観
光
面
で

も
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

〝
観
光
レ
ガ
シ
ー
〞
の
あ
り
方
と
、
そ
れ
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
ど
う
い
っ
た

こ
と
を
意
識
し
、
実
践
す
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
。
ロ
ン
ド
ン
の
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

な
が
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、

東
京
の
建
築
空
間
・
公
共
空
間
・
景
観
を
ど

う
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
し
た
後
の
メ
ー
ン

パ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
地
区
の
未
来
を
描
く

の
が
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
の
レ
ガ
シ
ー
計
画
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
次
世
代
へ
の
た
す
き
で
あ

る
。
今
い
る
人
だ
け
が
儲
け
る
こ
と
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
次
世
代
に
何
を
遺
す
か
を

考
え
る
こ
と
が
レ
ガ
シ
ー
計
画
に
は
重
要
で

あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
し
た
再
開

発
で
、
地
価
が
安
く
治
安
も
悪
い
ロ
ン
ド
ン

市
内
東
部
地
区
の
環
境
を
改
善
さ
せ
た
。

　
一
方
で
市
内
中
心
部
に
設
置
さ
れ
た
競
技

会
場
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
れ
ば
撤
去
す

る
前
提
の
も
と
、
例
え
ば
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
会
場
な
ど
は
1
・
5
ヶ
月
で
作
り
上
げ

る
と
い
う
簡
素
な
造
り
だ
っ
た
。
「
遺
さ
な

い
レ
ガ
シ
ー
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
と
知

っ
た
。

●
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
は
ス
タ
ジ
ア
ム
や
競
技

場
を
独
立
し
た
も
の
と
し
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
街
や
都
市
そ
の
も
の
が
競
技
場
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
馬
術

競
技
は
世
界
遺
産
で
あ
る
グ
リ
ニ
ッ
ジ
公
園

を
会
場
と
し
た
が
、
観
客
席
は
鉄
パ
イ
プ
で

組
ん
だ
骨
組
み
に
布
を
か
け
る
よ
う
な
簡
単

な
作
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
競
技
馬
が
障
害
物
を
跳
び

越
え
て
い
る
そ
の
後
ろ
姿
は
、
テ
ム
ズ
川
対

岸
の
新
金
融
街
の
高
層
ビ
ル
を
跳
ん
で
い
る

よ
う
に
世
界
中
の
人
々
が
注
目
す
る
テ
レ
ビ

画
面
に
は
映
っ
た
は
ず
だ
。
ど
の
よ
う
な
競

技
場
を
つ
く
る
か
と
い
う
よ
り
も
、
街
を
ど

う
見
せ
る
か
を
常
に
意
識
し
て
競
技
場
配
置

や
カ
メ
ラ
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
い
た
。

●
1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ

ー
マ
は
戦
後
復
興
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
新

幹
線
や
高
速
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備

さ
れ
た
。
い
わ
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
持
ち
込

む
こ
と
で
都
市
を
作
り
上
げ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
現
在
の
東
京
と
い
う
都
市
は
あ
る

程
度
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
成
長
社
会
と
成

熟
社
会
の
違
い
を
見
据
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
的
で
は
な
く
手
段
と
し
て
ど
う
使
う
か

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

●
開
会
式
を
行
っ
た
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
も

簡
素
な
造
り
で
あ
っ
た
が
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
見
て
、
洗
練
さ
れ
た
場
所
に
な
っ
た

こ
と
を
感
じ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
自
国
イ
ギ

リ
ス
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、

ス
タ
ジ
ア
ム
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
る
前

に
完
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
成
功
し
て
は
じ
め
て
完
成
す
る
こ
と
を

感
じ
た
。

●
聖
火
リ
レ
ー
が
街
中
を
通
る
時
に
は
警
察

官
が
観
衆
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
煽
り
、
ハ

イ
タ
ッ
チ
し
て
い
た
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ

な
い
光
景
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
警

察
官
が
街
中
を
歩
き
回
っ
て
い
る
の
が
日
常

風
景
で
あ
り
、
市
民
と
の
距
離
感
が
と
て
も

近
い
と
い
う
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

●
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
〝In

sp
ire a gen

eration

〞
で
あ
り
、

そ
れ
を
私
は
「
次
世
代
へ
の
た
す
き
」
と
意

訳
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
を
体
現
す
る

よ
う
に
開
会
式
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る

世
界
中
が
注
目
す
る
最
終
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に

往
年
の
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
著
名
人
で
は
な
く
、

ま
だ
無
名
の
10
代
選
手
た
ち
を
起
用
し
た
。

　
2
0
1
8
年
8
月
28
日
（
火
）、
第
14
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
観
光
都
市
ロ
ン
ド

ン
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

ど
う
捉
え
た
か
│
建
築
空
間
・
公
共
空
間
・

景
観
を
観
光
レ
ガ
シ
ー
へ
│
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
レ
ガ
シ
ー
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
競
技
場
の
現
場
監
理
な
ど

に
携
わ
っ
た
、
建
築
家
の
山
嵜
一
也
氏
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
近
年

で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
政
策
の
重
要
な
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
観
光
を
位
置
づ
け
る
国
も

多
く
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に

ユ
ニ
ー
ク
で
戦
略
的
な
観
光
政
策
を
展
開
し

ま
た
聖
火
が
灯
さ
れ
た
聖
火
台
の
一
部
と
な

る
小
さ
な
花
弁
は
参
加
国
の
数
と
同
じ
2
0

4
枚
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
に
〝
お

み
や
げ
〞
と
し
て
各
国
に
渡
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
人
に
語
り
た
く
な
る
よ
う
な
演
出
が

あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
特
徴
で
は
な

い
か
。

●
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
イ
ギ

リ
ス
が
世
界
に
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、
世
界

中
の
人
に
イ
ギ
リ
ス
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼

ら
は
イ
ギ
リ
ス
と
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
考

え
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
や
文
化
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
前
面
に
出
す
仕
掛
け
を
施

し
た
。
日
本
も
2
0
2
0
年
に
向
け
て
、
世

界
の
中
で
の
日
本
と
は
何
か
、
日
本
の
観
光

の
特
徴
と
は
何
か
を
再
考
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

参
加
者
…
観
客
や
選
手
な
ど
の
輸
送
手
段
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
計
画
が
立
て
ら
れ
て

い
た
の
か
。

山
嵜
氏
…
ロ
ン
ド
ン
は
地
下
鉄
や
バ
ス
が
充

実
し
て
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
で
あ
る
。
徒

歩
で
の
移
動
も
し
や
す
い
た
め
、
期
間
中
は

歩
い
て
移
動
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
マ
ッ
プ

も
配
布
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
競
技
会
場
に

よ
っ
て
は
ア
ク
セ
ス
が
良
す
ぎ
る
と
最
寄
駅

に
人
が
集
中
し
過
ぎ
て
し
ま
う
た
め
、
最
寄

駅
を
閉
鎖
し
て
周
辺
の
別
の
駅
に
利
用
者
を

分
散
さ
せ
る
措
置
を
と
っ
た
グ
リ
ニ
ッ
ジ
馬

術
会
場
の
例
も
あ
っ
た
。
ま
た
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
は
一
方
通
行
に
し
て
い
た
。
不
便
な
面
も

あ
っ
た
が
、
移
動
に
余
裕
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
大
会
前
か
ら
行
っ

て
い
た
。
普
段
利
用
し
て
い
る
市
民
に
ス
ム

ー
ズ
に
移
動
し
て
も
ら
う
た
め
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
す
る
こ
と
で
う
ま
く
い
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
た
時
に
街
な
か

に
新
旧
が
同
居
し
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
方
た
ち
が
街
を

再
開
発
す
る
時
の
美
意
識
と
は
ど
う
い
っ
た

も
の
か
。

山
嵜
氏
…
「
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
」
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
た
発
電
所
が
現
代
美
術
館
に
転

用
さ
れ
た
例
も
あ
る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
と
残
し
や
す
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
芸
術
や
文

化
に
対
す
る
意
識
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
の
建
物
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
ふ

ま
え
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
得
意

で
あ
る
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
リ
ン

ピ
ア
ー
ド
と
し
て
４
年
間
実
施
さ
れ
て
い
た

が
、
市
民
の
立
場
と
し
て
は
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ど
う
見
て
い
た
か
。

山
嵜
氏
…
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
い
て
き
た

時
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
庁
舎
を
背
景
に
ダ
ン
サ

ー
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い
て
と
て
も

興
味
深
か
っ
た
。
日
本
で
も
日
本
人
が
知
ら

な
い
と
こ
ろ
に
外
国
人
観
光
客
が
こ
ぞ
っ
て

訪
れ
て
い
た
り
、
ア
ニ
メ
や
メ
イ
ド
カ
フ
ェ

な
ど
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
文
化
も

あ
る
。
意
外
と
足
元
に
あ
る
も
の
を
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

捉
え
な
お
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
大
切
な
の

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
を
多
く
す
れ
ば
良
し
と

い
う
短
絡
的
な
考
え
方
で
は
な
い
。

参
加
者
…
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
進
め
方
に

つ
い
て
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

山
嵜
氏
…
例
え
ば
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

最
初
の
エ
ン
ブ
レ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
が
発
表
さ

れ
た
時
に
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ

ス
で
も
同
様
の
反
応
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ロ
ン
ド
ン
大
会
組
織
委
員
会
は
反
対
意
見
を

受
け
付
け
ず
に
そ
の
デ
ザ
イ
ン
で
押
し
通
し

た
。
世
界
の
注
目
を
集
め
る
五
輪
エ
ン
ブ
レ

ム
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
賛
否
両
論
が
あ

る
く
ら
い
の
強
い
個
性
が
な
い
と
印
象
に
残

ら
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
と
思
う
。
も
ち
ろ

ん
、
公
募
に
お
け
る
不
透
明
な
選
考
プ
ロ
セ

ス
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
日
本
で
も
デ

ザ
イ
ン
の
専
門
家
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
は

も
う
少
し
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
。
組
織
委

員
会
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
、
ま
た
、
パ

ト
ロ
ン
と
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
建
築
家
を
理

解
し
、
守
り
、
一
度
決
め
た
こ
と
は
突
き
進

め
る
強
い
意
志
や
覚
悟
が
必
要
だ
と
思
う
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
で
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
評
価
さ
れ
た
と
思
う
が
、
印
象
に
残
っ
て

い
る
点
は
あ
る
か
。

山
嵜
氏
…
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
規
模
が
小
さ

く
な
る
た
め
、
元
の
会
場
を
縮
小
す
る
形
で

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

14 回第

「
観
光
都
市
ロン
ドン
は

オ
リ
ン
ピッ
ク・パラ
リ
ン
ピッ
ク
を

ど
う
捉
え
た
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
建
築
空
間・公
共
空
間・
景
観
を
観
光
レ
ガ
シ
ーへ
〜

山
嵜
一
也
氏（
山
嵜
一
也
建
築
設
計
事
務
所
代
表
・
女
子
美
術
大
学
非
常
勤
講
師
）

1
9
7
4
年
東
京
都
出
身
。芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
建
設
工
学
修
士
課
程
修
了
。

2
0
0
1
年
単
身
渡
英
。観
光
ビ
ザ
で
5
0
0
社
以
上
の
就
活
を
し
、ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
に
建
築
設
計
活
動
を
開
始
。

2
0
0
3
〜
2
0
1
2
年
に
勤
務
し
た
ア
ラ
イ
ズ・ア
ン
ド・モ
リ
ソ
ン・ア
ー
キ
テ
ク
ツ
で
は
、欧
州
最
大
級
と
な
る
ハ
ブ
駅
、

キ
ン
グ
ス
ク
ロ
ス・セ
ン
ト
パ
ン
ク
ラ
ス
地
下
鉄
駅
改
修
工
事
の
現
場
監
理
や
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
招
致
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
模
型
、

レ
ガ
シ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、グ
リ
ニ
ッ
ジ
公
園
馬
術
競
技
場
の
現
場
監
理
に
関
わ
る
。

2
0
1
3
年
1
月
帰
国
。東
京
を
拠
点
に
事
務
所
設
立
。

著
書『
イ
ギ
リ
ス
人
の
、割
り
切
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
働
き
方
』（
カ
ド
カ
ワ・2
0
1
6
年
）

「
そ
の
ま
ま
使
え
る 

建
築
英
語
表
現
」（
学
芸
出
版
社・2
0
1
6
年
）。

首
都
大
学
東
京
大
学
院
観
光
科
学
域
博
士
後
期
課
程
在
籍
。

G
u
est sp

ea
ker

【
第
1
部
】

山
嵜
氏
か
ら
の

話
題
提
供（
ポ
イ
ン
ト
）

対
応
し
た
。
し
か
し
、
仮
設
の
会
場
も
多
か

っ
た
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
に
つ
い
て

は
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
ロ
ン
ド
ン
の
街
な
か
で
は
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
前
か
ら
意
識
さ

れ
て
い
る
。
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
乗
り
降
り

で
き
る
ス
ロ
ー
プ
が
自
動
で
出
て
く
る
２
階

建
て
バ
ス
の
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
誰
か
に
助

け
て
も
ら
わ
な
く
て
も
障
が
い
の
あ
る
人
が

一
人
で
行
動
で
き
る
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て

い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
の
対
応
と
同
時
に
人
々

の
意
識
が
変
わ
れ
ば
街
は
変
わ
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
は
都
市
の
総
合
力
ラ
ン

キ
ン
グ
で
も
上
位
で
あ
り
、
観
光
地
と
し
て

も
人
気
が
あ
る
が
、
一
過
性
で
は
な
く
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後
も
人
気
が
持
続
し
て
い
る
理

由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

山
嵜
氏
…
ロ
ン
ド
ン
は
建
築
や
都
市
景
観
そ

の
も
の
が
魅
力
的
で
あ
り
、
か
つ
美
術
館
、

博
物
館
、
劇
場
な
ど
文
化
施
設
が
充
実
し
て

い
る
。
そ
こ
に
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
競
技
会
場
な
ど
が
加
わ

り
、
見
ど
こ
ろ
が
多
く
何
度
も
訪
れ
た
く
な

る
街
と
な
っ
た
。
ま
た
、
留
学
生
の
受
け
入

れ
に
力
を
入
れ
て
い
る
点
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
と

感
じ
る
。
若
い
留
学
生
が
ロ
ン
ド
ン
を
中
心

と
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
の
経
験
を
帰
国
後
に
語

る
こ
と
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
魅
力
が
世
界
中
に

発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
2
0
2
0
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
色
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
用
で
き
そ
う
で
し
た
。

何
よ
り
物
事
の
考
え
方
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
」「
2
0
2
0
年
に
向
け
た

今
を
と
ら
え
る
機
会
と
し
て
勉
強
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

レ
ガ
シ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
会
場
設
計
な

ど
、
現
場
に
携
わ
れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た

山
嵜
氏
の
知
見
は
興
味
深
く
、
イ
ギ
リ
ス
の

戦
略
的
で
割
り
切
っ
た
考
え
方
、
ど
の
よ
う

に
「
次
世
代
に
た
す
き
を
渡
す
か
」
と
い
う

レ
ガ
シ
ー
の
考
え
方
、
自
国
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
へ
の
認
識
と
そ
の
見
せ
方
は
、
今
後

の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
と
の
向
き
合
い
方
や
、

世
界
に
向
け
て
日
本
を
ど
の
よ
う
に
見
せ
て

い
く
か
を
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

写真2）グリニッジ公園馬術競技場　※山嵜氏提供

写真1）オリンピック期間中のロンドン タワーブリッジ
※山嵜氏提供
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た
例
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
日
本
で
も

レ
ガ
シ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
観
光
面
で

も
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

〝
観
光
レ
ガ
シ
ー
〞
の
あ
り
方
と
、
そ
れ
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
ど
う
い
っ
た

こ
と
を
意
識
し
、
実
践
す
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
。
ロ
ン
ド
ン
の
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

な
が
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、

東
京
の
建
築
空
間
・
公
共
空
間
・
景
観
を
ど

う
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
し
た
後
の
メ
ー
ン

パ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
地
区
の
未
来
を
描
く

の
が
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
の
レ
ガ
シ
ー
計
画
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
次
世
代
へ
の
た
す
き
で
あ

る
。
今
い
る
人
だ
け
が
儲
け
る
こ
と
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
次
世
代
に
何
を
遺
す
か
を

考
え
る
こ
と
が
レ
ガ
シ
ー
計
画
に
は
重
要
で

あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
し
た
再
開

発
で
、
地
価
が
安
く
治
安
も
悪
い
ロ
ン
ド
ン

市
内
東
部
地
区
の
環
境
を
改
善
さ
せ
た
。

　
一
方
で
市
内
中
心
部
に
設
置
さ
れ
た
競
技

会
場
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
れ
ば
撤
去
す

る
前
提
の
も
と
、
例
え
ば
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
会
場
な
ど
は
1
・
5
ヶ
月
で
作
り
上
げ

る
と
い
う
簡
素
な
造
り
だ
っ
た
。
「
遺
さ
な

い
レ
ガ
シ
ー
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
と
知

っ
た
。

●
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
は
ス
タ
ジ
ア
ム
や
競
技

場
を
独
立
し
た
も
の
と
し
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
街
や
都
市
そ
の
も
の
が
競
技
場
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
馬
術

競
技
は
世
界
遺
産
で
あ
る
グ
リ
ニ
ッ
ジ
公
園

を
会
場
と
し
た
が
、
観
客
席
は
鉄
パ
イ
プ
で

組
ん
だ
骨
組
み
に
布
を
か
け
る
よ
う
な
簡
単

な
作
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
競
技
馬
が
障
害
物
を
跳
び

越
え
て
い
る
そ
の
後
ろ
姿
は
、
テ
ム
ズ
川
対

岸
の
新
金
融
街
の
高
層
ビ
ル
を
跳
ん
で
い
る

よ
う
に
世
界
中
の
人
々
が
注
目
す
る
テ
レ
ビ

画
面
に
は
映
っ
た
は
ず
だ
。
ど
の
よ
う
な
競

技
場
を
つ
く
る
か
と
い
う
よ
り
も
、
街
を
ど

う
見
せ
る
か
を
常
に
意
識
し
て
競
技
場
配
置

や
カ
メ
ラ
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
い
た
。

●
1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ

ー
マ
は
戦
後
復
興
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
新

幹
線
や
高
速
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備

さ
れ
た
。
い
わ
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
持
ち
込

む
こ
と
で
都
市
を
作
り
上
げ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
現
在
の
東
京
と
い
う
都
市
は
あ
る

程
度
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
成
長
社
会
と
成

熟
社
会
の
違
い
を
見
据
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
的
で
は
な
く
手
段
と
し
て
ど
う
使
う
か

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

●
開
会
式
を
行
っ
た
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
も

簡
素
な
造
り
で
あ
っ
た
が
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
見
て
、
洗
練
さ
れ
た
場
所
に
な
っ
た

こ
と
を
感
じ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
自
国
イ
ギ

リ
ス
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、

ス
タ
ジ
ア
ム
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
る
前

に
完
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
成
功
し
て
は
じ
め
て
完
成
す
る
こ
と
を

感
じ
た
。

●
聖
火
リ
レ
ー
が
街
中
を
通
る
時
に
は
警
察

官
が
観
衆
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
煽
り
、
ハ

イ
タ
ッ
チ
し
て
い
た
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ

な
い
光
景
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
警

察
官
が
街
中
を
歩
き
回
っ
て
い
る
の
が
日
常

風
景
で
あ
り
、
市
民
と
の
距
離
感
が
と
て
も

近
い
と
い
う
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

●
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
〝In

sp
ire a gen

eration

〞
で
あ
り
、

そ
れ
を
私
は
「
次
世
代
へ
の
た
す
き
」
と
意

訳
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
を
体
現
す
る

よ
う
に
開
会
式
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る

世
界
中
が
注
目
す
る
最
終
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に

往
年
の
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
著
名
人
で
は
な
く
、

ま
だ
無
名
の
10
代
選
手
た
ち
を
起
用
し
た
。

　
2
0
1
8
年
8
月
28
日
（
火
）、
第
14
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
観
光
都
市
ロ
ン
ド

ン
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

ど
う
捉
え
た
か
│
建
築
空
間
・
公
共
空
間
・

景
観
を
観
光
レ
ガ
シ
ー
へ
│
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
レ
ガ
シ
ー
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
競
技
場
の
現
場
監
理
な
ど

に
携
わ
っ
た
、
建
築
家
の
山
嵜
一
也
氏
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
近
年

で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
政
策
の
重
要
な
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
観
光
を
位
置
づ
け
る
国
も

多
く
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に

ユ
ニ
ー
ク
で
戦
略
的
な
観
光
政
策
を
展
開
し

ま
た
聖
火
が
灯
さ
れ
た
聖
火
台
の
一
部
と
な

る
小
さ
な
花
弁
は
参
加
国
の
数
と
同
じ
2
0

4
枚
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
に
〝
お

み
や
げ
〞
と
し
て
各
国
に
渡
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
人
に
語
り
た
く
な
る
よ
う
な
演
出
が

あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
特
徴
で
は
な

い
か
。

●
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
イ
ギ

リ
ス
が
世
界
に
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、
世
界

中
の
人
に
イ
ギ
リ
ス
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼

ら
は
イ
ギ
リ
ス
と
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
考

え
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
や
文
化
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
前
面
に
出
す
仕
掛
け
を
施

し
た
。
日
本
も
2
0
2
0
年
に
向
け
て
、
世

界
の
中
で
の
日
本
と
は
何
か
、
日
本
の
観
光

の
特
徴
と
は
何
か
を
再
考
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

参
加
者
…
観
客
や
選
手
な
ど
の
輸
送
手
段
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
計
画
が
立
て
ら
れ
て

い
た
の
か
。

山
嵜
氏
…
ロ
ン
ド
ン
は
地
下
鉄
や
バ
ス
が
充

実
し
て
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
で
あ
る
。
徒

歩
で
の
移
動
も
し
や
す
い
た
め
、
期
間
中
は

歩
い
て
移
動
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
マ
ッ
プ

も
配
布
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
競
技
会
場
に

よ
っ
て
は
ア
ク
セ
ス
が
良
す
ぎ
る
と
最
寄
駅

に
人
が
集
中
し
過
ぎ
て
し
ま
う
た
め
、
最
寄

駅
を
閉
鎖
し
て
周
辺
の
別
の
駅
に
利
用
者
を

分
散
さ
せ
る
措
置
を
と
っ
た
グ
リ
ニ
ッ
ジ
馬

術
会
場
の
例
も
あ
っ
た
。
ま
た
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
は
一
方
通
行
に
し
て
い
た
。
不
便
な
面
も

あ
っ
た
が
、
移
動
に
余
裕
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
大
会
前
か
ら
行
っ

て
い
た
。
普
段
利
用
し
て
い
る
市
民
に
ス
ム

ー
ズ
に
移
動
し
て
も
ら
う
た
め
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
す
る
こ
と
で
う
ま
く
い
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
た
時
に
街
な
か

に
新
旧
が
同
居
し
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
方
た
ち
が
街
を

再
開
発
す
る
時
の
美
意
識
と
は
ど
う
い
っ
た

も
の
か
。

山
嵜
氏
…
「
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
」
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
た
発
電
所
が
現
代
美
術
館
に
転

用
さ
れ
た
例
も
あ
る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
と
残
し
や
す
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
芸
術
や
文

化
に
対
す
る
意
識
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
の
建
物
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
ふ

ま
え
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
得
意

で
あ
る
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
リ
ン

ピ
ア
ー
ド
と
し
て
４
年
間
実
施
さ
れ
て
い
た

が
、
市
民
の
立
場
と
し
て
は
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ど
う
見
て
い
た
か
。

山
嵜
氏
…
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
い
て
き
た

時
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
庁
舎
を
背
景
に
ダ
ン
サ

ー
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い
て
と
て
も

興
味
深
か
っ
た
。
日
本
で
も
日
本
人
が
知
ら

な
い
と
こ
ろ
に
外
国
人
観
光
客
が
こ
ぞ
っ
て

訪
れ
て
い
た
り
、
ア
ニ
メ
や
メ
イ
ド
カ
フ
ェ

な
ど
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
文
化
も

あ
る
。
意
外
と
足
元
に
あ
る
も
の
を
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

捉
え
な
お
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
大
切
な
の

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
を
多
く
す
れ
ば
良
し
と

い
う
短
絡
的
な
考
え
方
で
は
な
い
。

参
加
者
…
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
進
め
方
に

つ
い
て
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

山
嵜
氏
…
例
え
ば
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

最
初
の
エ
ン
ブ
レ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
が
発
表
さ

れ
た
時
に
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ

ス
で
も
同
様
の
反
応
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ロ
ン
ド
ン
大
会
組
織
委
員
会
は
反
対
意
見
を

受
け
付
け
ず
に
そ
の
デ
ザ
イ
ン
で
押
し
通
し

た
。
世
界
の
注
目
を
集
め
る
五
輪
エ
ン
ブ
レ

ム
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
賛
否
両
論
が
あ

る
く
ら
い
の
強
い
個
性
が
な
い
と
印
象
に
残

ら
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
と
思
う
。
も
ち
ろ

ん
、
公
募
に
お
け
る
不
透
明
な
選
考
プ
ロ
セ

ス
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
日
本
で
も
デ

ザ
イ
ン
の
専
門
家
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
は

も
う
少
し
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
。
組
織
委

員
会
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
、
ま
た
、
パ

ト
ロ
ン
と
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
建
築
家
を
理

解
し
、
守
り
、
一
度
決
め
た
こ
と
は
突
き
進

め
る
強
い
意
志
や
覚
悟
が
必
要
だ
と
思
う
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
で
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
評
価
さ
れ
た
と
思
う
が
、
印
象
に
残
っ
て

い
る
点
は
あ
る
か
。

山
嵜
氏
…
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
規
模
が
小
さ

く
な
る
た
め
、
元
の
会
場
を
縮
小
す
る
形
で

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

14 回第

「
観
光
都
市
ロン
ドン
は

オ
リ
ン
ピッ
ク・パラ
リ
ン
ピッ
ク
を

ど
う
捉
え
た
か
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
建
築
空
間・公
共
空
間・
景
観
を
観
光
レ
ガ
シ
ーへ
〜

山
嵜
一
也
氏（
山
嵜
一
也
建
築
設
計
事
務
所
代
表
・
女
子
美
術
大
学
非
常
勤
講
師
）

1
9
7
4
年
東
京
都
出
身
。芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
建
設
工
学
修
士
課
程
修
了
。

2
0
0
1
年
単
身
渡
英
。観
光
ビ
ザ
で
5
0
0
社
以
上
の
就
活
を
し
、ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
に
建
築
設
計
活
動
を
開
始
。

2
0
0
3
〜
2
0
1
2
年
に
勤
務
し
た
ア
ラ
イ
ズ・ア
ン
ド・モ
リ
ソ
ン・ア
ー
キ
テ
ク
ツ
で
は
、欧
州
最
大
級
と
な
る
ハ
ブ
駅
、

キ
ン
グ
ス
ク
ロ
ス・セ
ン
ト
パ
ン
ク
ラ
ス
地
下
鉄
駅
改
修
工
事
の
現
場
監
理
や
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
招
致
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
模
型
、

レ
ガ
シ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、グ
リ
ニ
ッ
ジ
公
園
馬
術
競
技
場
の
現
場
監
理
に
関
わ
る
。

2
0
1
3
年
1
月
帰
国
。東
京
を
拠
点
に
事
務
所
設
立
。

著
書『
イ
ギ
リ
ス
人
の
、割
り
切
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
働
き
方
』（
カ
ド
カ
ワ・2
0
1
6
年
）

「
そ
の
ま
ま
使
え
る 

建
築
英
語
表
現
」（
学
芸
出
版
社・2
0
1
6
年
）。

首
都
大
学
東
京
大
学
院
観
光
科
学
域
博
士
後
期
課
程
在
籍
。

G
u
est sp

ea
ker

【
第
1
部
】

山
嵜
氏
か
ら
の

話
題
提
供（
ポ
イ
ン
ト
）

対
応
し
た
。
し
か
し
、
仮
設
の
会
場
も
多
か

っ
た
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
に
つ
い
て

は
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
ロ
ン
ド
ン
の
街
な
か
で
は
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
前
か
ら
意
識
さ

れ
て
い
る
。
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
乗
り
降
り

で
き
る
ス
ロ
ー
プ
が
自
動
で
出
て
く
る
２
階

建
て
バ
ス
の
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
誰
か
に
助

け
て
も
ら
わ
な
く
て
も
障
が
い
の
あ
る
人
が

一
人
で
行
動
で
き
る
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て

い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
の
対
応
と
同
時
に
人
々

の
意
識
が
変
わ
れ
ば
街
は
変
わ
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
は
都
市
の
総
合
力
ラ
ン

キ
ン
グ
で
も
上
位
で
あ
り
、
観
光
地
と
し
て

も
人
気
が
あ
る
が
、
一
過
性
で
は
な
く
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後
も
人
気
が
持
続
し
て
い
る
理

由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

山
嵜
氏
…
ロ
ン
ド
ン
は
建
築
や
都
市
景
観
そ

の
も
の
が
魅
力
的
で
あ
り
、
か
つ
美
術
館
、

博
物
館
、
劇
場
な
ど
文
化
施
設
が
充
実
し
て

い
る
。
そ
こ
に
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
競
技
会
場
な
ど
が
加
わ

り
、
見
ど
こ
ろ
が
多
く
何
度
も
訪
れ
た
く
な

る
街
と
な
っ
た
。
ま
た
、
留
学
生
の
受
け
入

れ
に
力
を
入
れ
て
い
る
点
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
と

感
じ
る
。
若
い
留
学
生
が
ロ
ン
ド
ン
を
中
心

と
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
の
経
験
を
帰
国
後
に
語

る
こ
と
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
魅
力
が
世
界
中
に

発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
2
0
2
0
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
色
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
用
で
き
そ
う
で
し
た
。

何
よ
り
物
事
の
考
え
方
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
」「
2
0
2
0
年
に
向
け
た

今
を
と
ら
え
る
機
会
と
し
て
勉
強
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

レ
ガ
シ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
会
場
設
計
な

ど
、
現
場
に
携
わ
れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た

山
嵜
氏
の
知
見
は
興
味
深
く
、
イ
ギ
リ
ス
の

戦
略
的
で
割
り
切
っ
た
考
え
方
、
ど
の
よ
う

に
「
次
世
代
に
た
す
き
を
渡
す
か
」
と
い
う

レ
ガ
シ
ー
の
考
え
方
、
自
国
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
へ
の
認
識
と
そ
の
見
せ
方
は
、
今
後

の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
と
の
向
き
合
い
方
や
、

世
界
に
向
け
て
日
本
を
ど
の
よ
う
に
見
せ
て

い
く
か
を
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

写真2）グリニッジ公園馬術競技場　※山嵜氏提供

写真1）オリンピック期間中のロンドン タワーブリッジ
※山嵜氏提供
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た
例
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
日
本
で
も

レ
ガ
シ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
観
光
面
で

も
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

〝
観
光
レ
ガ
シ
ー
〞
の
あ
り
方
と
、
そ
れ
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
ど
う
い
っ
た

こ
と
を
意
識
し
、
実
践
す
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
。
ロ
ン
ド
ン
の
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

な
が
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、

東
京
の
建
築
空
間
・
公
共
空
間
・
景
観
を
ど

う
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
し
た
後
の
メ
ー
ン

パ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
地
区
の
未
来
を
描
く

の
が
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
の
レ
ガ
シ
ー
計
画
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
次
世
代
へ
の
た
す
き
で
あ

る
。
今
い
る
人
だ
け
が
儲
け
る
こ
と
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
次
世
代
に
何
を
遺
す
か
を

考
え
る
こ
と
が
レ
ガ
シ
ー
計
画
に
は
重
要
で

あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
し
た
再
開

発
で
、
地
価
が
安
く
治
安
も
悪
い
ロ
ン
ド
ン

市
内
東
部
地
区
の
環
境
を
改
善
さ
せ
た
。

　
一
方
で
市
内
中
心
部
に
設
置
さ
れ
た
競
技

会
場
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
れ
ば
撤
去
す

る
前
提
の
も
と
、
例
え
ば
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
会
場
な
ど
は
1
・
5
ヶ
月
で
作
り
上
げ

る
と
い
う
簡
素
な
造
り
だ
っ
た
。
「
遺
さ
な

い
レ
ガ
シ
ー
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
と
知

っ
た
。

●
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
は
ス
タ
ジ
ア
ム
や
競
技

場
を
独
立
し
た
も
の
と
し
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
街
や
都
市
そ
の
も
の
が
競
技
場
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
馬
術

競
技
は
世
界
遺
産
で
あ
る
グ
リ
ニ
ッ
ジ
公
園

を
会
場
と
し
た
が
、
観
客
席
は
鉄
パ
イ
プ
で

組
ん
だ
骨
組
み
に
布
を
か
け
る
よ
う
な
簡
単

な
作
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
競
技
馬
が
障
害
物
を
跳
び

越
え
て
い
る
そ
の
後
ろ
姿
は
、
テ
ム
ズ
川
対

岸
の
新
金
融
街
の
高
層
ビ
ル
を
跳
ん
で
い
る

よ
う
に
世
界
中
の
人
々
が
注
目
す
る
テ
レ
ビ

画
面
に
は
映
っ
た
は
ず
だ
。
ど
の
よ
う
な
競

技
場
を
つ
く
る
か
と
い
う
よ
り
も
、
街
を
ど

う
見
せ
る
か
を
常
に
意
識
し
て
競
技
場
配
置

や
カ
メ
ラ
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
い
た
。

●
1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ

ー
マ
は
戦
後
復
興
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
新

幹
線
や
高
速
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備

さ
れ
た
。
い
わ
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
持
ち
込

む
こ
と
で
都
市
を
作
り
上
げ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
現
在
の
東
京
と
い
う
都
市
は
あ
る

程
度
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
成
長
社
会
と
成

熟
社
会
の
違
い
を
見
据
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
的
で
は
な
く
手
段
と
し
て
ど
う
使
う
か

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

●
開
会
式
を
行
っ
た
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
も

簡
素
な
造
り
で
あ
っ
た
が
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
見
て
、
洗
練
さ
れ
た
場
所
に
な
っ
た

こ
と
を
感
じ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
自
国
イ
ギ

リ
ス
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、

ス
タ
ジ
ア
ム
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
る
前

に
完
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
成
功
し
て
は
じ
め
て
完
成
す
る
こ
と
を

感
じ
た
。

●
聖
火
リ
レ
ー
が
街
中
を
通
る
時
に
は
警
察

官
が
観
衆
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
煽
り
、
ハ

イ
タ
ッ
チ
し
て
い
た
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ

な
い
光
景
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
警

察
官
が
街
中
を
歩
き
回
っ
て
い
る
の
が
日
常

風
景
で
あ
り
、
市
民
と
の
距
離
感
が
と
て
も

近
い
と
い
う
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

●
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
〝In

sp
ire a gen

eration

〞
で
あ
り
、

そ
れ
を
私
は
「
次
世
代
へ
の
た
す
き
」
と
意

訳
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
を
体
現
す
る

よ
う
に
開
会
式
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る

世
界
中
が
注
目
す
る
最
終
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に

往
年
の
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
著
名
人
で
は
な
く
、

ま
だ
無
名
の
10
代
選
手
た
ち
を
起
用
し
た
。

　
2
0
1
8
年
8
月
28
日
（
火
）、
第
14
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
観
光
都
市
ロ
ン
ド

ン
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

ど
う
捉
え
た
か
│
建
築
空
間
・
公
共
空
間
・

景
観
を
観
光
レ
ガ
シ
ー
へ
│
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
レ
ガ
シ
ー
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
競
技
場
の
現
場
監
理
な
ど

に
携
わ
っ
た
、
建
築
家
の
山
嵜
一
也
氏
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
近
年

で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
政
策
の
重
要
な
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
観
光
を
位
置
づ
け
る
国
も

多
く
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に

ユ
ニ
ー
ク
で
戦
略
的
な
観
光
政
策
を
展
開
し

ま
た
聖
火
が
灯
さ
れ
た
聖
火
台
の
一
部
と
な

る
小
さ
な
花
弁
は
参
加
国
の
数
と
同
じ
2
0

4
枚
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
に
〝
お

み
や
げ
〞
と
し
て
各
国
に
渡
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
人
に
語
り
た
く
な
る
よ
う
な
演
出
が

あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
特
徴
で
は
な

い
か
。

●
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
イ
ギ

リ
ス
が
世
界
に
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、
世
界

中
の
人
に
イ
ギ
リ
ス
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼

ら
は
イ
ギ
リ
ス
と
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
考

え
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
や
文
化
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
前
面
に
出
す
仕
掛
け
を
施

し
た
。
日
本
も
2
0
2
0
年
に
向
け
て
、
世

界
の
中
で
の
日
本
と
は
何
か
、
日
本
の
観
光

の
特
徴
と
は
何
か
を
再
考
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

参
加
者
…
観
客
や
選
手
な
ど
の
輸
送
手
段
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
計
画
が
立
て
ら
れ
て

い
た
の
か
。

山
嵜
氏
…
ロ
ン
ド
ン
は
地
下
鉄
や
バ
ス
が
充

実
し
て
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
で
あ
る
。
徒

歩
で
の
移
動
も
し
や
す
い
た
め
、
期
間
中
は

歩
い
て
移
動
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
マ
ッ
プ

も
配
布
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
競
技
会
場
に

よ
っ
て
は
ア
ク
セ
ス
が
良
す
ぎ
る
と
最
寄
駅

に
人
が
集
中
し
過
ぎ
て
し
ま
う
た
め
、
最
寄

駅
を
閉
鎖
し
て
周
辺
の
別
の
駅
に
利
用
者
を

分
散
さ
せ
る
措
置
を
と
っ
た
グ
リ
ニ
ッ
ジ
馬

術
会
場
の
例
も
あ
っ
た
。
ま
た
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
は
一
方
通
行
に
し
て
い
た
。
不
便
な
面
も

あ
っ
た
が
、
移
動
に
余
裕
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
大
会
前
か
ら
行
っ

て
い
た
。
普
段
利
用
し
て
い
る
市
民
に
ス
ム

ー
ズ
に
移
動
し
て
も
ら
う
た
め
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
す
る
こ
と
で
う
ま
く
い
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
た
時
に
街
な
か

に
新
旧
が
同
居
し
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
方
た
ち
が
街
を

再
開
発
す
る
時
の
美
意
識
と
は
ど
う
い
っ
た

も
の
か
。

山
嵜
氏
…
「
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
」
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
た
発
電
所
が
現
代
美
術
館
に
転

用
さ
れ
た
例
も
あ
る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
と
残
し
や
す
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
芸
術
や
文

化
に
対
す
る
意
識
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
の
建
物
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
ふ

ま
え
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
得
意

で
あ
る
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
リ
ン

ピ
ア
ー
ド
と
し
て
４
年
間
実
施
さ
れ
て
い
た

が
、
市
民
の
立
場
と
し
て
は
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ど
う
見
て
い
た
か
。

山
嵜
氏
…
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
い
て
き
た

時
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
庁
舎
を
背
景
に
ダ
ン
サ

ー
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い
て
と
て
も

興
味
深
か
っ
た
。
日
本
で
も
日
本
人
が
知
ら

な
い
と
こ
ろ
に
外
国
人
観
光
客
が
こ
ぞ
っ
て

訪
れ
て
い
た
り
、
ア
ニ
メ
や
メ
イ
ド
カ
フ
ェ

な
ど
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
文
化
も

あ
る
。
意
外
と
足
元
に
あ
る
も
の
を
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

捉
え
な
お
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
大
切
な
の

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
を
多
く
す
れ
ば
良
し
と

い
う
短
絡
的
な
考
え
方
で
は
な
い
。

参
加
者
…
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
進
め
方
に

つ
い
て
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

山
嵜
氏
…
例
え
ば
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

最
初
の
エ
ン
ブ
レ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
が
発
表
さ

れ
た
時
に
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ

ス
で
も
同
様
の
反
応
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ロ
ン
ド
ン
大
会
組
織
委
員
会
は
反
対
意
見
を

受
け
付
け
ず
に
そ
の
デ
ザ
イ
ン
で
押
し
通
し

た
。
世
界
の
注
目
を
集
め
る
五
輪
エ
ン
ブ
レ

ム
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
賛
否
両
論
が
あ

る
く
ら
い
の
強
い
個
性
が
な
い
と
印
象
に
残

ら
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
と
思
う
。
も
ち
ろ

ん
、
公
募
に
お
け
る
不
透
明
な
選
考
プ
ロ
セ

ス
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
日
本
で
も
デ

ザ
イ
ン
の
専
門
家
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
は

も
う
少
し
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
。
組
織
委

員
会
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
、
ま
た
、
パ

ト
ロ
ン
と
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
建
築
家
を
理

解
し
、
守
り
、
一
度
決
め
た
こ
と
は
突
き
進

め
る
強
い
意
志
や
覚
悟
が
必
要
だ
と
思
う
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
で
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
評
価
さ
れ
た
と
思
う
が
、
印
象
に
残
っ
て

い
る
点
は
あ
る
か
。

山
嵜
氏
…
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
規
模
が
小
さ

く
な
る
た
め
、
元
の
会
場
を
縮
小
す
る
形
で

【
第
2
部
】

意
見
交
換

対
応
し
た
。
し
か
し
、
仮
設
の
会
場
も
多
か

っ
た
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
に
つ
い
て

は
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
ロ
ン
ド
ン
の
街
な
か
で
は
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
前
か
ら
意
識
さ

れ
て
い
る
。
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
乗
り
降
り

で
き
る
ス
ロ
ー
プ
が
自
動
で
出
て
く
る
２
階

建
て
バ
ス
の
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
誰
か
に
助

け
て
も
ら
わ
な
く
て
も
障
が
い
の
あ
る
人
が

一
人
で
行
動
で
き
る
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て

い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
の
対
応
と
同
時
に
人
々

の
意
識
が
変
わ
れ
ば
街
は
変
わ
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
は
都
市
の
総
合
力
ラ
ン

キ
ン
グ
で
も
上
位
で
あ
り
、
観
光
地
と
し
て

も
人
気
が
あ
る
が
、
一
過
性
で
は
な
く
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後
も
人
気
が
持
続
し
て
い
る
理

由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

山
嵜
氏
…
ロ
ン
ド
ン
は
建
築
や
都
市
景
観
そ

の
も
の
が
魅
力
的
で
あ
り
、
か
つ
美
術
館
、

博
物
館
、
劇
場
な
ど
文
化
施
設
が
充
実
し
て

い
る
。
そ
こ
に
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
競
技
会
場
な
ど
が
加
わ

り
、
見
ど
こ
ろ
が
多
く
何
度
も
訪
れ
た
く
な

る
街
と
な
っ
た
。
ま
た
、
留
学
生
の
受
け
入

れ
に
力
を
入
れ
て
い
る
点
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
と

感
じ
る
。
若
い
留
学
生
が
ロ
ン
ド
ン
を
中
心

と
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
の
経
験
を
帰
国
後
に
語

る
こ
と
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
魅
力
が
世
界
中
に

発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
2
0
2
0
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
色
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
用
で
き
そ
う
で
し
た
。

何
よ
り
物
事
の
考
え
方
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
」「
2
0
2
0
年
に
向
け
た

今
を
と
ら
え
る
機
会
と
し
て
勉
強
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

レ
ガ
シ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
会
場
設
計
な

ど
、
現
場
に
携
わ
れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た

山
嵜
氏
の
知
見
は
興
味
深
く
、
イ
ギ
リ
ス
の

戦
略
的
で
割
り
切
っ
た
考
え
方
、
ど
の
よ
う

に
「
次
世
代
に
た
す
き
を
渡
す
か
」
と
い
う

レ
ガ
シ
ー
の
考
え
方
、
自
国
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
へ
の
認
識
と
そ
の
見
せ
方
は
、
今
後

の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
と
の
向
き
合
い
方
や
、

世
界
に
向
け
て
日
本
を
ど
の
よ
う
に
見
せ
て

い
く
か
を
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

〈
参
考
〉Delivering a Golden Legacy   A grow

th strategy for inbound tourism
 to Britain from

 2012 to 2020
https://w

w
w

.visitbritain.org/sites/default/files/vbcorporate/Docum
ents-Library/docum

ents/
Britain_Grow

th_%
20Strategy%

20_inbound_Golden_Legacy_2012_to_2020.pdf
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た
例
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
日
本
で
も

レ
ガ
シ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
観
光
面
で

も
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

〝
観
光
レ
ガ
シ
ー
〞
の
あ
り
方
と
、
そ
れ
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
ど
う
い
っ
た

こ
と
を
意
識
し
、
実
践
す
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
。
ロ
ン
ド
ン
の
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

な
が
ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、

東
京
の
建
築
空
間
・
公
共
空
間
・
景
観
を
ど

う
魅
力
的
な
も
の
に
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
し
た
後
の
メ
ー
ン

パ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
地
区
の
未
来
を
描
く

の
が
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
の
レ
ガ
シ
ー
計
画
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
次
世
代
へ
の
た
す
き
で
あ

る
。
今
い
る
人
だ
け
が
儲
け
る
こ
と
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
次
世
代
に
何
を
遺
す
か
を

考
え
る
こ
と
が
レ
ガ
シ
ー
計
画
に
は
重
要
で

あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
し
た
再
開

発
で
、
地
価
が
安
く
治
安
も
悪
い
ロ
ン
ド
ン

市
内
東
部
地
区
の
環
境
を
改
善
さ
せ
た
。

　
一
方
で
市
内
中
心
部
に
設
置
さ
れ
た
競
技

会
場
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
れ
ば
撤
去
す

る
前
提
の
も
と
、
例
え
ば
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
会
場
な
ど
は
1
・
5
ヶ
月
で
作
り
上
げ

る
と
い
う
簡
素
な
造
り
だ
っ
た
。
「
遺
さ
な

い
レ
ガ
シ
ー
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
と
知

っ
た
。

●
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
は
ス
タ
ジ
ア
ム
や
競
技

場
を
独
立
し
た
も
の
と
し
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
街
や
都
市
そ
の
も
の
が
競
技
場
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
馬
術

競
技
は
世
界
遺
産
で
あ
る
グ
リ
ニ
ッ
ジ
公
園

を
会
場
と
し
た
が
、
観
客
席
は
鉄
パ
イ
プ
で

組
ん
だ
骨
組
み
に
布
を
か
け
る
よ
う
な
簡
単

な
作
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
競
技
馬
が
障
害
物
を
跳
び

越
え
て
い
る
そ
の
後
ろ
姿
は
、
テ
ム
ズ
川
対

岸
の
新
金
融
街
の
高
層
ビ
ル
を
跳
ん
で
い
る

よ
う
に
世
界
中
の
人
々
が
注
目
す
る
テ
レ
ビ

画
面
に
は
映
っ
た
は
ず
だ
。
ど
の
よ
う
な
競

技
場
を
つ
く
る
か
と
い
う
よ
り
も
、
街
を
ど

う
見
せ
る
か
を
常
に
意
識
し
て
競
技
場
配
置

や
カ
メ
ラ
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
い
た
。

●
1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ

ー
マ
は
戦
後
復
興
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
新

幹
線
や
高
速
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備

さ
れ
た
。
い
わ
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
持
ち
込

む
こ
と
で
都
市
を
作
り
上
げ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
現
在
の
東
京
と
い
う
都
市
は
あ
る

程
度
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
成
長
社
会
と
成

熟
社
会
の
違
い
を
見
据
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
的
で
は
な
く
手
段
と
し
て
ど
う
使
う
か

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

●
開
会
式
を
行
っ
た
メ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
も

簡
素
な
造
り
で
あ
っ
た
が
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
見
て
、
洗
練
さ
れ
た
場
所
に
な
っ
た

こ
と
を
感
じ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
自
国
イ
ギ

リ
ス
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、

ス
タ
ジ
ア
ム
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
る
前

に
完
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
成
功
し
て
は
じ
め
て
完
成
す
る
こ
と
を

感
じ
た
。

●
聖
火
リ
レ
ー
が
街
中
を
通
る
時
に
は
警
察

官
が
観
衆
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
煽
り
、
ハ

イ
タ
ッ
チ
し
て
い
た
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ

な
い
光
景
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
警

察
官
が
街
中
を
歩
き
回
っ
て
い
る
の
が
日
常

風
景
で
あ
り
、
市
民
と
の
距
離
感
が
と
て
も

近
い
と
い
う
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

●
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
〝In

sp
ire a gen

eration

〞
で
あ
り
、

そ
れ
を
私
は
「
次
世
代
へ
の
た
す
き
」
と
意

訳
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
を
体
現
す
る

よ
う
に
開
会
式
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る

世
界
中
が
注
目
す
る
最
終
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に

往
年
の
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
著
名
人
で
は
な
く
、

ま
だ
無
名
の
10
代
選
手
た
ち
を
起
用
し
た
。

　
2
0
1
8
年
8
月
28
日
（
火
）、
第
14
回

た
び
と
し
ょ
C
a
f
e
「
観
光
都
市
ロ
ン
ド

ン
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

ど
う
捉
え
た
か
│
建
築
空
間
・
公
共
空
間
・

景
観
を
観
光
レ
ガ
シ
ー
へ
│
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
、
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
レ
ガ
シ
ー
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
競
技
場
の
現
場
監
理
な
ど

に
携
わ
っ
た
、
建
築
家
の
山
嵜
一
也
氏
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。
近
年

で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
政
策
の
重
要
な
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
観
光
を
位
置
づ
け
る
国
も

多
く
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に

ユ
ニ
ー
ク
で
戦
略
的
な
観
光
政
策
を
展
開
し

ま
た
聖
火
が
灯
さ
れ
た
聖
火
台
の
一
部
と
な

る
小
さ
な
花
弁
は
参
加
国
の
数
と
同
じ
2
0

4
枚
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
に
〝
お

み
や
げ
〞
と
し
て
各
国
に
渡
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
人
に
語
り
た
く
な
る
よ
う
な
演
出
が

あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
特
徴
で
は
な

い
か
。

●
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
イ
ギ

リ
ス
が
世
界
に
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、
世
界

中
の
人
に
イ
ギ
リ
ス
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼

ら
は
イ
ギ
リ
ス
と
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
考

え
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
や
文
化
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
前
面
に
出
す
仕
掛
け
を
施

し
た
。
日
本
も
2
0
2
0
年
に
向
け
て
、
世

界
の
中
で
の
日
本
と
は
何
か
、
日
本
の
観
光

の
特
徴
と
は
何
か
を
再
考
す
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

参
加
者
…
観
客
や
選
手
な
ど
の
輸
送
手
段
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
計
画
が
立
て
ら
れ
て

い
た
の
か
。

山
嵜
氏
…
ロ
ン
ド
ン
は
地
下
鉄
や
バ
ス
が
充

実
し
て
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
で
あ
る
。
徒

歩
で
の
移
動
も
し
や
す
い
た
め
、
期
間
中
は

歩
い
て
移
動
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
マ
ッ
プ

も
配
布
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
競
技
会
場
に

よ
っ
て
は
ア
ク
セ
ス
が
良
す
ぎ
る
と
最
寄
駅

に
人
が
集
中
し
過
ぎ
て
し
ま
う
た
め
、
最
寄

駅
を
閉
鎖
し
て
周
辺
の
別
の
駅
に
利
用
者
を

分
散
さ
せ
る
措
置
を
と
っ
た
グ
リ
ニ
ッ
ジ
馬

術
会
場
の
例
も
あ
っ
た
。
ま
た
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
は
一
方
通
行
に
し
て
い
た
。
不
便
な
面
も

あ
っ
た
が
、
移
動
に
余
裕
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
大
会
前
か
ら
行
っ

て
い
た
。
普
段
利
用
し
て
い
る
市
民
に
ス
ム

ー
ズ
に
移
動
し
て
も
ら
う
た
め
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
す
る
こ
と
で
う
ま
く
い
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
た
時
に
街
な
か

に
新
旧
が
同
居
し
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
方
た
ち
が
街
を

再
開
発
す
る
時
の
美
意
識
と
は
ど
う
い
っ
た

も
の
か
。

山
嵜
氏
…
「
テ
ー
ト
・
モ
ダ
ン
」
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
た
発
電
所
が
現
代
美
術
館
に
転

用
さ
れ
た
例
も
あ
る
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
と
残
し
や
す
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
芸
術
や
文

化
に
対
す
る
意
識
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
の
建
物
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
ふ

ま
え
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
得
意

で
あ
る
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
リ
ン

ピ
ア
ー
ド
と
し
て
４
年
間
実
施
さ
れ
て
い
た

が
、
市
民
の
立
場
と
し
て
は
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ど
う
見
て
い
た
か
。

山
嵜
氏
…
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
い
て
き
た

時
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
庁
舎
を
背
景
に
ダ
ン
サ

ー
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い
て
と
て
も

興
味
深
か
っ
た
。
日
本
で
も
日
本
人
が
知
ら

な
い
と
こ
ろ
に
外
国
人
観
光
客
が
こ
ぞ
っ
て

訪
れ
て
い
た
り
、
ア
ニ
メ
や
メ
イ
ド
カ
フ
ェ

な
ど
海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
文
化
も

あ
る
。
意
外
と
足
元
に
あ
る
も
の
を
知
ら
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

捉
え
な
お
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
大
切
な
の

は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
を
多
く
す
れ
ば
良
し
と

い
う
短
絡
的
な
考
え
方
で
は
な
い
。

参
加
者
…
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
進
め
方
に

つ
い
て
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。

山
嵜
氏
…
例
え
ば
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

最
初
の
エ
ン
ブ
レ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
が
発
表
さ

れ
た
時
に
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ

ス
で
も
同
様
の
反
応
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ロ
ン
ド
ン
大
会
組
織
委
員
会
は
反
対
意
見
を

受
け
付
け
ず
に
そ
の
デ
ザ
イ
ン
で
押
し
通
し

た
。
世
界
の
注
目
を
集
め
る
五
輪
エ
ン
ブ
レ

ム
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
賛
否
両
論
が
あ

る
く
ら
い
の
強
い
個
性
が
な
い
と
印
象
に
残

ら
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
と
思
う
。
も
ち
ろ

ん
、
公
募
に
お
け
る
不
透
明
な
選
考
プ
ロ
セ

ス
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
日
本
で
も
デ

ザ
イ
ン
の
専
門
家
に
対
す
る
リ
ス
ペ
ク
ト
は

も
う
少
し
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
。
組
織
委

員
会
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
、
ま
た
、
パ

ト
ロ
ン
と
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
建
築
家
を
理

解
し
、
守
り
、
一
度
決
め
た
こ
と
は
突
き
進

め
る
強
い
意
志
や
覚
悟
が
必
要
だ
と
思
う
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
で
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
評
価
さ
れ
た
と
思
う
が
、
印
象
に
残
っ
て

い
る
点
は
あ
る
か
。

山
嵜
氏
…
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
規
模
が
小
さ

く
な
る
た
め
、
元
の
会
場
を
縮
小
す
る
形
で

【
第
2
部
】

意
見
交
換

対
応
し
た
。
し
か
し
、
仮
設
の
会
場
も
多
か

っ
た
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
に
つ
い
て

は
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思

う
。
ロ
ン
ド
ン
の
街
な
か
で
は
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
前
か
ら
意
識
さ

れ
て
い
る
。
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
乗
り
降
り

で
き
る
ス
ロ
ー
プ
が
自
動
で
出
て
く
る
２
階

建
て
バ
ス
の
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
誰
か
に
助

け
て
も
ら
わ
な
く
て
も
障
が
い
の
あ
る
人
が

一
人
で
行
動
で
き
る
よ
う
な
環
境
が
整
っ
て

い
る
。
ハ
ー
ド
面
で
の
対
応
と
同
時
に
人
々

の
意
識
が
変
わ
れ
ば
街
は
変
わ
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

参
加
者
…
ロ
ン
ド
ン
は
都
市
の
総
合
力
ラ
ン

キ
ン
グ
で
も
上
位
で
あ
り
、
観
光
地
と
し
て

も
人
気
が
あ
る
が
、
一
過
性
で
は
な
く
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
後
も
人
気
が
持
続
し
て
い
る
理

由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

山
嵜
氏
…
ロ
ン
ド
ン
は
建
築
や
都
市
景
観
そ

の
も
の
が
魅
力
的
で
あ
り
、
か
つ
美
術
館
、

博
物
館
、
劇
場
な
ど
文
化
施
設
が
充
実
し
て

い
る
。
そ
こ
に
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
競
技
会
場
な
ど
が
加
わ

り
、
見
ど
こ
ろ
が
多
く
何
度
も
訪
れ
た
く
な

る
街
と
な
っ
た
。
ま
た
、
留
学
生
の
受
け
入

れ
に
力
を
入
れ
て
い
る
点
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
と

感
じ
る
。
若
い
留
学
生
が
ロ
ン
ド
ン
を
中
心

と
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
の
経
験
を
帰
国
後
に
語

る
こ
と
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
魅
力
が
世
界
中
に

発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
2
0
2
0
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
色
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
用
で
き
そ
う
で
し
た
。

何
よ
り
物
事
の
考
え
方
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
」「
2
0
2
0
年
に
向
け
た

今
を
と
ら
え
る
機
会
と
し
て
勉
強
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

レ
ガ
シ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
会
場
設
計
な

ど
、
現
場
に
携
わ
れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た

山
嵜
氏
の
知
見
は
興
味
深
く
、
イ
ギ
リ
ス
の

戦
略
的
で
割
り
切
っ
た
考
え
方
、
ど
の
よ
う

に
「
次
世
代
に
た
す
き
を
渡
す
か
」
と
い
う

レ
ガ
シ
ー
の
考
え
方
、
自
国
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
へ
の
認
識
と
そ
の
見
せ
方
は
、
今
後

の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
と
の
向
き
合
い
方
や
、

世
界
に
向
け
て
日
本
を
ど
の
よ
う
に
見
せ
て

い
く
か
を
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー 

旅
の
図
書
館
長

企
画
室
長 

主
任
研
究
員 

福
永
香
織
）

〈
参
考
〉Delivering a Golden Legacy   A grow

th strategy for inbound tourism
 to Britain from

 2012 to 2020
https://w

w
w

.visitbritain.org/sites/default/files/vbcorporate/Docum
ents-Library/docum

ents/
Britain_Grow

th_%
20Strategy%

20_inbound_Golden_Legacy_2012_to_2020.pdf
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っ
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
1
日
目
は
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」（
73
･
7
％
）「
外

国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」（
59
･
2

％
）「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」（
47
･
4
％
）、

2
日
目
は
「
観
光
地
の
動
向
」（
69
･
8
％
）

「
観
光
政
策
の
動
向
」（
60
･
5
％
）
の
順
に

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）、
30
日（
火
）

に
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
2
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
に
わ
け
、
最

新
の
『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』
や
当
財
団
の

独
自
調
査
結
果
を
元
に
、
最
新
の
観
光
動
向

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今

年
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
「
観
光
財
源
」

に
焦
点
を
当
て
、
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
京
都
市
、
別
府
市
、

倶
知
安
町
か
ら
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招

き
し
て
深
掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
5
7
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は

旅
行
業
（
13
･
4
％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
13

･
4
％
）、
行
政
（
11
･
5
％
）、
宿
泊
業

（
10
･
8
％
）、
報
道
・
出
版
（
9
･
6
％
）、

公
的
機
関
・
観
光
関
連
団
体
（
8
･
3
％
）、

金
融
・
保
険
（
8
･
3
％
）
の
順
で
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
観
光
の

全
体
動
向
の
把
握
」
や
「
先
進
事
例
に
関
す

る
情
報
」、「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ
の
ヒ
ン

ト
」
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
特
に
興
味
が
あ

め
て
」「
思
い
出
を
つ
く
る
た
め
」「
家
族
の

親
睦
の
た
め
」
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。「
仕
事
な
ど
で
休
暇

が
と
れ
な
い
」「
家
計
の
制
約
が
あ
る
」
と

い
っ
た
旅
行
の
阻
害
要
因
は
依
然
と
し
て
大

き
い
一
方
で
「
旅
行
に
関
心
が
な
い
」
と
い

う
回
答
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」
で
は
、

2
0
1
7
年
の
訪
日
市
場
、
訪
日
市
場
の
変

化
、
2
0
1
8
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
今
後
の

市
場
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
特
に

今
年
は
観
光
庁
の
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
訪
日
外
国
人

の
旅
行
形
態
や
消
費
動
向
を
よ
り
詳
細
に
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
市
場
動
向
を
読
み
解
く
上
で
は
訪
日
外
客

数
が
集
中
す
る
時
期
が
鈍
化
す
る
動
き
を
察

知
し
て
い
く
の
が
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

と
報
告
し
ま
し
た
。

「
2
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前

線 

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」

で
は
、（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）

と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
D
B
J
・
J
T

B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
12
地
域
・
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を
元
に
、
ナ
イ
ト
ラ

イ
フ
で
は
「
繁
華
街
の
街
歩
き
」
や
「
日
本

の
伝
統
的
な
料
亭
で
の
飲
食
」
の
順
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
民
泊
に
つ
い
て
は
現

地
の
人
の
暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
こ
と
を
魅

力
と
し
て
感
じ
て
い
る
一
方
で
、
言
葉
が
通

じ
る
か
ど
う
か
を
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、

伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て
興
味

は
分
散
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
漆
器
の
人
気

が
高
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
の
リ
ピ
ー
タ
ー
分
析
で
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
体
験
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
韓
国
・

台
湾
・
香
港
共
通
で
「
紅
葉
の
鑑
賞
」
が
、

タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
通
で
「
日
本
旅
館

で
の
宿
泊
」
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商

品
」
で
は
、「
J
T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調

査
」
の
結
果
を
中
心
に
各
国
・
地
域
の
旅
行

商
品
の
傾
向
を
報
告
し
ま
し
た
。
中
国
は
地

方
周
遊
型
の
商
品
も
少
し
ず
つ
登
場
し
て
お

り
、
日
本
の
大
学
見
学
や
日
本
の
職
人
を
テ

ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど
特
徴
的
な
商
品
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
台
湾
で
は
野
球
観
戦
や
登

山
、
芸
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
S
I
T
が
、
香

港
で
は
桃
狩
り
や
超
高
額
ツ
ア
ー
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
現
地
調
査
の
結
果
か
ら
、
訪
日
旅
行

商
品
と
し
て
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

桜
・
紅
葉
、
富
士
山
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど

の
人
気
が
高
い
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市

場
へ
訴
求
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど

も
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
に

お
い
て
先
進
的
な
政
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る

京
都
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
糟
谷
範
子
氏

（
京
都
市
観
光
政
策
監
）
か
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
歴
史
を
持
つ
京
都
市
の

観
光
政
策
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
伝
統
産

業
か
ら
先
端
産
業
に
至
る
ま
で
発
展
し
て
い

る
「
も
の
づ
く
り
都
市
」
と
、
精
神
文
化
の

拠
点
と
し
て
の
「
も
の
が
た
り
づ
く
り
都

市
」
と
し
て
の
京
都
市
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
2
0
1
4
年
に
策
定
し
た
「
京

都
観
光
振
興
計
画
2
0
2
0
」
で
設
定
し
た

外
国
人
宿
泊
客
数
や
観
光
消
費
額
の
目
標
数

値
を
上
方
修
正
し
、
訪
日
観
光
客
の
増
加
な

ど
に
伴
っ
て
発
生
し
て
い
る
諸
課
題
や
環
境

変
化
へ
の
対
応
を
加
え
た
「
京
都
観
光
振
興

計
画
2
0
2
0
＋
1
」
を
元
に
、
観
光
客
の

マ
ナ
ー
問
題
や
混
雑
、
無
許
可
民
泊
施
設
の

増
加
、
観
光
業
の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

様
々
な
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
施
策

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
京
都
市
と

D
M
O
、
民
間
事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
観
光
消
費
の
増
加
、
繁
閑
差
の
縮
小
、
長

期
滞
在
の
促
進
、
観
光
産
業
等
の
人
材
育
成
、

労
働
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
向
け
て
「
持
続

可
能
で
満
足
度
の
高
い
国
際
文
化
観
光
都

市
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
お
話
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

活 動 報 告
28 回第

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
を

開
催

「
1
、
観
光
政
策
の
動
向
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
観
光
政
策
の
概
観
、
都
道
府
県
・
市
町

村
の
観
光
政
策
の
動
向
、
観
光
政
策
の
成
果

と
手
段
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま

図 1 当シンポジウムに期待していたこと

図 2 事前に特に興味があったテーマ・発表を聞いて特に参考になったテーマ

日本人の
旅行市場

インバウンド
市場の動向

外国人の
訪日旅行に対する意識

台湾・香港・中国発の
団体旅行商品

京都市より
取り組み紹介

無回答

観光政策
の動向

観光地の動向

トピックス：
観光財源の確保と活用

無回答

「旅行年報2018」の
解説

「旅行年報2018」に
載っていない情報

最新の統計資料

先進事例に関する
情報

今後の戦略や
施策へのヒント

観光の全体動向の
把握

その他

無回答

10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%0.0%

10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%0.0%

1日目

2日目

し
た
。
特
に
当
財
団
が
事
務
局
を
つ
と
め
る

観
光
政
策
検
討
有
識
者
会
議
で
実
施
し
た

「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
観
光
政
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
今
後

重
点
と
す
る
事
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
も
市
町
村
も
「
情
報
発
信
」「
旅
行
目

的
と
な
る
観
光
資
源
の
ソ
フ
ト
整
備
」
の
順

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
特
に
「
受
入
環
境

の
ハ
ー
ド
整
備
」
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
と

市
町
村
が
相
互
に
主
導
的
な
役
割
を
期
待
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
都
道
府
県
と
市
町

村
の
意
識
を
さ
ら
に
分
析
し
て
い
く
と
、
政

策
に
対
す
る
判
断
の
軸
が
複
数
あ
る
こ
と
、

観
光
政
策
の
目
的
（
成
果
）
と
手
段
及
び
そ

の
評
価
の
関
係
が
曖
昧
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。

「
2
、
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
特
に
目
立

っ
た
出
来
事
と
し
て
、
①
外
国
人
旅
行
者
へ

の
対
応
、
②
広
域
連
携
D
M
O
に
よ
る
取
組

み
、
③
観
光
財
源
の
確
保
、
④
サ
イ
ク
リ
ン

グ
観
光
の
展
開
、
⑤
自
然
災
害
の
多
発
を
挙

げ
て
解
説
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
主
な
ト

ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、

歴
史
・
文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
等

の
利
用
者
数
が
増
加
し
て
い
る
様
子
や
、
環

境
省
に
よ
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
、
入
域
料
の
導
入
に
向
け
た
座
間
味

村
や
竹
富
町
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
や
、

環
境
省
に
よ
る
「
新
・
湯
治
」
推
進
の
動
き

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
2
つ
目
と
な
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
観

光
財
源
の
確
保
と
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
山
田
雄
一
主
席
研
究
員
か
ら
、
観
光
財
源

の
考
え
方
と
位
置
づ
け
、
財
源
の
種
別
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倶
知

安
町
総
合
政
策
課
長
の
柳
澤
利
宏
氏
か
ら
、

倶
知
安
町
が
世
界
有
数
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
観
光
振
興
施
策

を
実
施
す
る
た
め
、
2
0
1
5
年
に
「
新
し

い
財
源
確
保
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
立
ち
上
げ
て
新
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
き
た
様
子
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
日
目
（
旅
行
市
場
編
）

同
町
で
は
、
家
屋
敷
課
税
や
リ
フ
ト
税
の
導

入
、
入
湯
税
の
増
額
な
ど
を
含
め
て
検
討
し

た
結
果
、
国
内
で
は
初
め
て
と
な
る
2
％
の

定
率
制
で
の
宿
泊
税
導
入
に
向
け
て
調
整
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
の
内

田
剛
氏
か
ら
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
を

推
進
す
る
た
め
、
新
税
導
入
を
含
め
た
新
た

な
財
源
確
保
の
検
討
を
2
0
1
5
年
か
ら
開

始
し
、
そ
の
後
、
入
湯
税
超
過
課
税
に
絞
り

検
討
を
お
こ
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
市
で
は
、
外
部
委
員

も
含
む
「
別
府
の
み
ら
い
検
討
会
議
」
を
開

催
し
、
常
に
副
市
長
が
出
席
。
会
議
の
様
子

や
配
布
資
料
を
市
民
や
マ
ス
コ
ミ
に
も
公
開

し
て
い
た
こ
と
で
、
市
と
し
て
の
自
主
財
源

確
保
へ
の
意
気
込
み
や
、
最
重
要
課
題
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
外
部
へ
表
明
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
い
ま
す
。
同
会
議
か
ら
は
、
①

入
湯
税
超
過
課
税
の
導
入
に
つ
い
て
、
②
超

過
課
税
部
分
の
使
途
に
つ
い
て
、
③
税
率
に

つ
い
て
、
④
入
湯
税
の
現
行
部
分
と
引
上
げ

部
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
⑤
使
途
の
透
明

性
の
確
保
に
つ
い
て
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

両
自
治
体
が
観
光
財
源
の
導
入
を
検
討
す
る

際
に
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点
、
課
題
な

ど
を
さ
ら
に
深
く
う
か
が
い
、
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
今
後
は
受
益
者
負
担
の
考
え
方
が

重
要
に
な
る
一
方
で
、
財
源
の
使
途
を
明
確

に
説
明
し
、
い
か
に
効
果
的
に
活
用
し
て
い

く
か
が
課
題
と
な
る
こ
と
な
ど
を
共
有
し
ま

し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
豪
州
な
ど
の

現
地
リ
ポ
ー
ト
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

「
例
年
同
様
、
直
近
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分

析
は
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
。

京
都
の
観
光
に
お
け
る
現
状
を
多
面
的
に
理

解
で
き
た
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含

め
）」「
観
光
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
地
域
の

現
場
レ
ベ
ル
の
具
体
的
な
話
（
導
入
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
所
感
や
課
題
も
含
め

て
）
が
伺
え
て
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
有
益
な
情
報
を
ご
提
供
で
き
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
と
、
時
代
を
見
据
え

た
自
主
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

企
画
室
　
泉 

佳
奈
）

プログラム

１
．旅
行
市
場
の
い
ま

①
日
本
人
の
旅
行
市
場

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向

２
．ト
ピ
ッ
ク
ス・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前
線

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識

②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商
品

③
京
都
市
よ
り
取
り
組
み
紹
介
 

３
．質
疑
応
答
・
総
括

１
．観
光
政
策
の
動
向

２
．観
光
地
の
動
向

３
．ト
ピ
ッ
ク
ス
： 

観
光
財
源
の
確
保
と
活
用
 

①
観
光
財
源
の
確
保
と
活
用
に
つ
い
て

②
倶
知
安
町
よ
り
取
り
組
み
紹
介

③
別
府
市
よ
り
取
り
組
み
紹
介

④
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

４
．総
括
 

五
木
田
玲
子（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

川
口
明
子（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

外
山
昌
樹（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

柿
島
あ
か
ね（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

糟
谷
範
子
氏（
京
都
市
観
光
政
策
監
）

塩
谷
英
生

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部
・
主
任
研
究
員
） 

岩
崎
比
奈
子（
観
光
政
策
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

後
藤
健
太
郎（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

山
田
雄
一（
観
光
政
策
研
究
部
長
・
主
席
研
究
員
）

柳
澤
利
宏
氏（
倶
知
安
町
総
合
政
策
課
長
）

内
田 

剛
氏（
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
）

10
29

旅
行
市
場
編

月

10
30

観
光
地
・
観
光
政
策
編

火

（
理
事
・
観
光
経
済
研
究
部
長
・

 

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
・
主
席
研
究
員
）

「
①
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
旅
行
者

数
の
推
移
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団

が
独
自
で
実
施
し
て
い
る
旅
行
者
調
査
の
分

析
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
の
選
択
率
が
全
体
的
に
下
が

っ
て
い
る
中
で
1
位
の
「
温
泉
旅
行
」
と
大

差
が
あ
っ
た
2
位
の
「
自
然
観
光
」
が

2
0
1
7
年
度
か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

2
0
0
6
年
か
ら
の
推
移
を
分
析
す
る
と
、

旅
行
動
機
の
変
化
と
し
て
「
日
常
生
活
か
ら

の
解
放
」
や
「
保
養
休
養
」
が
減
少
傾
向
に

あ
る
反
面
、「
旅
先
の
お
い
し
い
も
の
を
求

1日
時
…
…
…

会
場
…
…
…

参
加
者
数
…

2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）・
30
日（
火
） 

14
‥
00
〜
17
‥
00

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
B
1
F
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル

1
日
目
90
名
、2
日
目
67
名

表

「
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催
概
要

23.7%

14.0%

34.2%

30.2%

43.4%

39.5%

52.6%

67.4%

50.0%

58.1%

56.6%

67.4%

3.9%

0.0%

0.0%

0.0%

47.4%

32.9%
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56.6%

59.2%

51.3%

25.0%

48.7%

22.4%

39.5%

0.0%

5.3%
事前に
特に興味があった
テーマ
発表を聞いて
特に参考になった
テーマ

60.5%

30.2%

69.8%

41.9%

51.2%

72.1%

7.0%

9.3%

１日目（n=76）
２日目（n=43）
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っ
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
1
日
目
は
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」（
73
･
7
％
）「
外

国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」（
59
･
2

％
）「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」（
47
･
4
％
）、

2
日
目
は
「
観
光
地
の
動
向
」（
69
･
8
％
）

「
観
光
政
策
の
動
向
」（
60
･
5
％
）
の
順
に

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）、
30
日（
火
）

に
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
2
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
に
わ
け
、
最

新
の
『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』
や
当
財
団
の

独
自
調
査
結
果
を
元
に
、
最
新
の
観
光
動
向

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今

年
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
「
観
光
財
源
」

に
焦
点
を
当
て
、
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
京
都
市
、
別
府
市
、

倶
知
安
町
か
ら
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招

き
し
て
深
掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
5
7
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は

旅
行
業
（
13
･
4
％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
13

･
4
％
）、
行
政
（
11
･
5
％
）、
宿
泊
業

（
10
･
8
％
）、
報
道
・
出
版
（
9
･
6
％
）、

公
的
機
関
・
観
光
関
連
団
体
（
8
･
3
％
）、

金
融
・
保
険
（
8
･
3
％
）
の
順
で
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
観
光
の

全
体
動
向
の
把
握
」
や
「
先
進
事
例
に
関
す

る
情
報
」、「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ
の
ヒ
ン

ト
」
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
特
に
興
味
が
あ

め
て
」「
思
い
出
を
つ
く
る
た
め
」「
家
族
の

親
睦
の
た
め
」
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。「
仕
事
な
ど
で
休
暇

が
と
れ
な
い
」「
家
計
の
制
約
が
あ
る
」
と

い
っ
た
旅
行
の
阻
害
要
因
は
依
然
と
し
て
大

き
い
一
方
で
「
旅
行
に
関
心
が
な
い
」
と
い

う
回
答
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」
で
は
、

2
0
1
7
年
の
訪
日
市
場
、
訪
日
市
場
の
変

化
、
2
0
1
8
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
今
後
の

市
場
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
特
に

今
年
は
観
光
庁
の
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
訪
日
外
国
人

の
旅
行
形
態
や
消
費
動
向
を
よ
り
詳
細
に
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
市
場
動
向
を
読
み
解
く
上
で
は
訪
日
外
客

数
が
集
中
す
る
時
期
が
鈍
化
す
る
動
き
を
察

知
し
て
い
く
の
が
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

と
報
告
し
ま
し
た
。

「
2
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前

線 

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」

で
は
、（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）

と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
D
B
J
・
J
T

B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
12
地
域
・
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を
元
に
、
ナ
イ
ト
ラ

イ
フ
で
は
「
繁
華
街
の
街
歩
き
」
や
「
日
本

の
伝
統
的
な
料
亭
で
の
飲
食
」
の
順
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
民
泊
に
つ
い
て
は
現

地
の
人
の
暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
こ
と
を
魅

力
と
し
て
感
じ
て
い
る
一
方
で
、
言
葉
が
通

じ
る
か
ど
う
か
を
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、

伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て
興
味

は
分
散
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
漆
器
の
人
気

が
高
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
の
リ
ピ
ー
タ
ー
分
析
で
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
体
験
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
韓
国
・

台
湾
・
香
港
共
通
で
「
紅
葉
の
鑑
賞
」
が
、

タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
通
で
「
日
本
旅
館

で
の
宿
泊
」
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商

品
」
で
は
、「
J
T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調

査
」
の
結
果
を
中
心
に
各
国
・
地
域
の
旅
行

商
品
の
傾
向
を
報
告
し
ま
し
た
。
中
国
は
地

方
周
遊
型
の
商
品
も
少
し
ず
つ
登
場
し
て
お

り
、
日
本
の
大
学
見
学
や
日
本
の
職
人
を
テ

ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど
特
徴
的
な
商
品
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
台
湾
で
は
野
球
観
戦
や
登

山
、
芸
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
S
I
T
が
、
香

港
で
は
桃
狩
り
や
超
高
額
ツ
ア
ー
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
現
地
調
査
の
結
果
か
ら
、
訪
日
旅
行

商
品
と
し
て
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

桜
・
紅
葉
、
富
士
山
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど

の
人
気
が
高
い
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市

場
へ
訴
求
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど

も
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
に

お
い
て
先
進
的
な
政
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る

京
都
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
糟
谷
範
子
氏

（
京
都
市
観
光
政
策
監
）
か
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
歴
史
を
持
つ
京
都
市
の

観
光
政
策
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
伝
統
産

業
か
ら
先
端
産
業
に
至
る
ま
で
発
展
し
て
い

る
「
も
の
づ
く
り
都
市
」
と
、
精
神
文
化
の

拠
点
と
し
て
の
「
も
の
が
た
り
づ
く
り
都

市
」
と
し
て
の
京
都
市
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
2
0
1
4
年
に
策
定
し
た
「
京

都
観
光
振
興
計
画
2
0
2
0
」
で
設
定
し
た

外
国
人
宿
泊
客
数
や
観
光
消
費
額
の
目
標
数

値
を
上
方
修
正
し
、
訪
日
観
光
客
の
増
加
な

ど
に
伴
っ
て
発
生
し
て
い
る
諸
課
題
や
環
境

変
化
へ
の
対
応
を
加
え
た
「
京
都
観
光
振
興

計
画
2
0
2
0
＋
1
」
を
元
に
、
観
光
客
の

マ
ナ
ー
問
題
や
混
雑
、
無
許
可
民
泊
施
設
の

増
加
、
観
光
業
の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

様
々
な
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
施
策

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
京
都
市
と

D
M
O
、
民
間
事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
観
光
消
費
の
増
加
、
繁
閑
差
の
縮
小
、
長

期
滞
在
の
促
進
、
観
光
産
業
等
の
人
材
育
成
、

労
働
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
向
け
て
「
持
続

可
能
で
満
足
度
の
高
い
国
際
文
化
観
光
都

市
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
お
話
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

活 動 報 告
28 回第

旅
行
動
向

シン
ポ
ジ
ウム
を

開
催

「
1
、
観
光
政
策
の
動
向
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
観
光
政
策
の
概
観
、
都
道
府
県
・
市
町

村
の
観
光
政
策
の
動
向
、
観
光
政
策
の
成
果

と
手
段
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま

図 1 当シンポジウムに期待していたこと

図 2 事前に特に興味があったテーマ・発表を聞いて特に参考になったテーマ

日本人の
旅行市場

インバウンド
市場の動向

外国人の
訪日旅行に対する意識

台湾・香港・中国発の
団体旅行商品

京都市より
取り組み紹介

無回答

観光政策
の動向

観光地の動向

トピックス：
観光財源の確保と活用

無回答

「旅行年報2018」の
解説

「旅行年報2018」に
載っていない情報

最新の統計資料

先進事例に関する
情報

今後の戦略や
施策へのヒント

観光の全体動向の
把握

その他

無回答
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1日目

2日目

し
た
。
特
に
当
財
団
が
事
務
局
を
つ
と
め
る

観
光
政
策
検
討
有
識
者
会
議
で
実
施
し
た

「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
観
光
政
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
今
後

重
点
と
す
る
事
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
も
市
町
村
も
「
情
報
発
信
」「
旅
行
目

的
と
な
る
観
光
資
源
の
ソ
フ
ト
整
備
」
の
順

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
特
に
「
受
入
環
境

の
ハ
ー
ド
整
備
」
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
と

市
町
村
が
相
互
に
主
導
的
な
役
割
を
期
待
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
都
道
府
県
と
市
町

村
の
意
識
を
さ
ら
に
分
析
し
て
い
く
と
、
政

策
に
対
す
る
判
断
の
軸
が
複
数
あ
る
こ
と
、

観
光
政
策
の
目
的
（
成
果
）
と
手
段
及
び
そ

の
評
価
の
関
係
が
曖
昧
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。

「
2
、
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
特
に
目
立

っ
た
出
来
事
と
し
て
、
①
外
国
人
旅
行
者
へ

の
対
応
、
②
広
域
連
携
D
M
O
に
よ
る
取
組

み
、
③
観
光
財
源
の
確
保
、
④
サ
イ
ク
リ
ン

グ
観
光
の
展
開
、
⑤
自
然
災
害
の
多
発
を
挙

げ
て
解
説
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
主
な
ト

ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、

歴
史
・
文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
等

の
利
用
者
数
が
増
加
し
て
い
る
様
子
や
、
環

境
省
に
よ
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
、
入
域
料
の
導
入
に
向
け
た
座
間
味

村
や
竹
富
町
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
や
、

環
境
省
に
よ
る
「
新
・
湯
治
」
推
進
の
動
き

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
2
つ
目
と
な
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
観

光
財
源
の
確
保
と
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
山
田
雄
一
主
席
研
究
員
か
ら
、
観
光
財
源

の
考
え
方
と
位
置
づ
け
、
財
源
の
種
別
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倶
知

安
町
総
合
政
策
課
長
の
柳
澤
利
宏
氏
か
ら
、

倶
知
安
町
が
世
界
有
数
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
観
光
振
興
施
策

を
実
施
す
る
た
め
、
2
0
1
5
年
に
「
新
し

い
財
源
確
保
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
立
ち
上
げ
て
新
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
き
た
様
子
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
日
目
（
旅
行
市
場
編
）

同
町
で
は
、
家
屋
敷
課
税
や
リ
フ
ト
税
の
導

入
、
入
湯
税
の
増
額
な
ど
を
含
め
て
検
討
し

た
結
果
、
国
内
で
は
初
め
て
と
な
る
2
％
の

定
率
制
で
の
宿
泊
税
導
入
に
向
け
て
調
整
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
の
内

田
剛
氏
か
ら
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
を

推
進
す
る
た
め
、
新
税
導
入
を
含
め
た
新
た

な
財
源
確
保
の
検
討
を
2
0
1
5
年
か
ら
開

始
し
、
そ
の
後
、
入
湯
税
超
過
課
税
に
絞
り

検
討
を
お
こ
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
市
で
は
、
外
部
委
員

も
含
む
「
別
府
の
み
ら
い
検
討
会
議
」
を
開

催
し
、
常
に
副
市
長
が
出
席
。
会
議
の
様
子

や
配
布
資
料
を
市
民
や
マ
ス
コ
ミ
に
も
公
開

し
て
い
た
こ
と
で
、
市
と
し
て
の
自
主
財
源

確
保
へ
の
意
気
込
み
や
、
最
重
要
課
題
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
外
部
へ
表
明
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
い
ま
す
。
同
会
議
か
ら
は
、
①

入
湯
税
超
過
課
税
の
導
入
に
つ
い
て
、
②
超

過
課
税
部
分
の
使
途
に
つ
い
て
、
③
税
率
に

つ
い
て
、
④
入
湯
税
の
現
行
部
分
と
引
上
げ

部
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
⑤
使
途
の
透
明

性
の
確
保
に
つ
い
て
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

両
自
治
体
が
観
光
財
源
の
導
入
を
検
討
す
る

際
に
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点
、
課
題
な

ど
を
さ
ら
に
深
く
う
か
が
い
、
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
今
後
は
受
益
者
負
担
の
考
え
方
が

重
要
に
な
る
一
方
で
、
財
源
の
使
途
を
明
確

に
説
明
し
、
い
か
に
効
果
的
に
活
用
し
て
い

く
か
が
課
題
と
な
る
こ
と
な
ど
を
共
有
し
ま

し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
豪
州
な
ど
の

現
地
リ
ポ
ー
ト
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

「
例
年
同
様
、
直
近
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分

析
は
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
。

京
都
の
観
光
に
お
け
る
現
状
を
多
面
的
に
理

解
で
き
た
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含

め
）」「
観
光
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
地
域
の

現
場
レ
ベ
ル
の
具
体
的
な
話
（
導
入
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
所
感
や
課
題
も
含
め

て
）
が
伺
え
て
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
有
益
な
情
報
を
ご
提
供
で
き
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
と
、
時
代
を
見
据
え

た
自
主
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

企
画
室
　
泉 

佳
奈
）

プログラム

１
．旅
行
市
場
の
い
ま

①
日
本
人
の
旅
行
市
場

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向

２
．ト
ピ
ッ
ク
ス・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前
線

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識

②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商
品

③
京
都
市
よ
り
取
り
組
み
紹
介
 

３
．質
疑
応
答
・
総
括

１
．観
光
政
策
の
動
向

２
．観
光
地
の
動
向

３
．ト
ピ
ッ
ク
ス
： 

観
光
財
源
の
確
保
と
活
用
 

①
観
光
財
源
の
確
保
と
活
用
に
つ
い
て

②
倶
知
安
町
よ
り
取
り
組
み
紹
介

③
別
府
市
よ
り
取
り
組
み
紹
介

④
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

４
．総
括
 

五
木
田
玲
子（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

川
口
明
子（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

外
山
昌
樹（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

柿
島
あ
か
ね（
観
光
経
済
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

糟
谷
範
子
氏（
京
都
市
観
光
政
策
監
）

塩
谷
英
生

守
屋
邦
彦（
観
光
政
策
研
究
部
・
主
任
研
究
員
） 

岩
崎
比
奈
子（
観
光
政
策
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

後
藤
健
太
郎（
観
光
地
域
研
究
部
・
主
任
研
究
員
）

山
田
雄
一（
観
光
政
策
研
究
部
長
・
主
席
研
究
員
）

柳
澤
利
宏
氏（
倶
知
安
町
総
合
政
策
課
長
）

内
田 

剛
氏（
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
）

10
29

旅
行
市
場
編

月

10
30

観
光
地
・
観
光
政
策
編

火

（
理
事
・
観
光
経
済
研
究
部
長
・

 

観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
長
・
主
席
研
究
員
）

「
①
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
旅
行
者

数
の
推
移
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団

が
独
自
で
実
施
し
て
い
る
旅
行
者
調
査
の
分

析
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
の
選
択
率
が
全
体
的
に
下
が

っ
て
い
る
中
で
1
位
の
「
温
泉
旅
行
」
と
大

差
が
あ
っ
た
2
位
の
「
自
然
観
光
」
が

2
0
1
7
年
度
か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

2
0
0
6
年
か
ら
の
推
移
を
分
析
す
る
と
、

旅
行
動
機
の
変
化
と
し
て
「
日
常
生
活
か
ら

の
解
放
」
や
「
保
養
休
養
」
が
減
少
傾
向
に

あ
る
反
面
、「
旅
先
の
お
い
し
い
も
の
を
求

1日
時
…
…
…

会
場
…
…
…

参
加
者
数
…

2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）・
30
日（
火
） 

14
‥
00
〜
17
‥
00

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
B
1
F
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル

1
日
目
90
名
、2
日
目
67
名

表

「
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催
概
要

23.7%

14.0%

34.2%

30.2%

43.4%

39.5%

52.6%

67.4%

50.0%

58.1%

56.6%

67.4%

3.9%

0.0%

0.0%

0.0%

47.4%

32.9%

73.7%

56.6%

59.2%

51.3%

25.0%

48.7%

22.4%

39.5%

0.0%

5.3%
事前に
特に興味があった
テーマ
発表を聞いて
特に参考になった
テーマ

60.5%

30.2%

69.8%

41.9%

51.2%

72.1%

7.0%

9.3%

１日目（n=76）
２日目（n=43）
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っ
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
1
日
目
は
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」（
73
･
7
％
）「
外

国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」（
59
･
2

％
）「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」（
47
･
4
％
）、

2
日
目
は
「
観
光
地
の
動
向
」（
69
･
8
％
）

「
観
光
政
策
の
動
向
」（
60
･
5
％
）
の
順
に

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）、
30
日（
火
）

に
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
2
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
に
わ
け
、
最

新
の
『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』
や
当
財
団
の

独
自
調
査
結
果
を
元
に
、
最
新
の
観
光
動
向

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今

年
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
「
観
光
財
源
」

に
焦
点
を
当
て
、
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
京
都
市
、
別
府
市
、

倶
知
安
町
か
ら
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招

き
し
て
深
掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
5
7
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は

旅
行
業
（
13
･
4
％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
13

･
4
％
）、
行
政
（
11
･
5
％
）、
宿
泊
業

（
10
･
8
％
）、
報
道
・
出
版
（
9
･
6
％
）、

公
的
機
関
・
観
光
関
連
団
体
（
8
･
3
％
）、

金
融
・
保
険
（
8
･
3
％
）
の
順
で
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
観
光
の

全
体
動
向
の
把
握
」
や
「
先
進
事
例
に
関
す

る
情
報
」、「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ
の
ヒ
ン

ト
」
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
特
に
興
味
が
あ

め
て
」「
思
い
出
を
つ
く
る
た
め
」「
家
族
の

親
睦
の
た
め
」
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。「
仕
事
な
ど
で
休
暇

が
と
れ
な
い
」「
家
計
の
制
約
が
あ
る
」
と

い
っ
た
旅
行
の
阻
害
要
因
は
依
然
と
し
て
大

き
い
一
方
で
「
旅
行
に
関
心
が
な
い
」
と
い

う
回
答
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」
で
は
、

2
0
1
7
年
の
訪
日
市
場
、
訪
日
市
場
の
変

化
、
2
0
1
8
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
今
後
の

市
場
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
特
に

今
年
は
観
光
庁
の
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
訪
日
外
国
人

の
旅
行
形
態
や
消
費
動
向
を
よ
り
詳
細
に
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
市
場
動
向
を
読
み
解
く
上
で
は
訪
日
外
客

数
が
集
中
す
る
時
期
が
鈍
化
す
る
動
き
を
察

知
し
て
い
く
の
が
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

と
報
告
し
ま
し
た
。

「
2
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前

線 

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」

で
は
、（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）

と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
D
B
J
・
J
T

B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
12
地
域
・
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を
元
に
、
ナ
イ
ト
ラ

イ
フ
で
は
「
繁
華
街
の
街
歩
き
」
や
「
日
本

の
伝
統
的
な
料
亭
で
の
飲
食
」
の
順
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
民
泊
に
つ
い
て
は
現

地
の
人
の
暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
こ
と
を
魅

力
と
し
て
感
じ
て
い
る
一
方
で
、
言
葉
が
通

じ
る
か
ど
う
か
を
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、

伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て
興
味

は
分
散
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
漆
器
の
人
気

が
高
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
の
リ
ピ
ー
タ
ー
分
析
で
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
体
験
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
韓
国
・

台
湾
・
香
港
共
通
で
「
紅
葉
の
鑑
賞
」
が
、

タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
通
で
「
日
本
旅
館

で
の
宿
泊
」
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商

品
」
で
は
、「
J
T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調

査
」
の
結
果
を
中
心
に
各
国
・
地
域
の
旅
行

商
品
の
傾
向
を
報
告
し
ま
し
た
。
中
国
は
地

方
周
遊
型
の
商
品
も
少
し
ず
つ
登
場
し
て
お

り
、
日
本
の
大
学
見
学
や
日
本
の
職
人
を
テ

ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど
特
徴
的
な
商
品
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
台
湾
で
は
野
球
観
戦
や
登

山
、
芸
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
S
I
T
が
、
香

港
で
は
桃
狩
り
や
超
高
額
ツ
ア
ー
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
現
地
調
査
の
結
果
か
ら
、
訪
日
旅
行

商
品
と
し
て
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

桜
・
紅
葉
、
富
士
山
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど

の
人
気
が
高
い
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市

場
へ
訴
求
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど

も
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
に

お
い
て
先
進
的
な
政
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る

京
都
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
糟
谷
範
子
氏

（
京
都
市
観
光
政
策
監
）
か
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
歴
史
を
持
つ
京
都
市
の

観
光
政
策
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
伝
統
産

業
か
ら
先
端
産
業
に
至
る
ま
で
発
展
し
て
い

る
「
も
の
づ
く
り
都
市
」
と
、
精
神
文
化
の

拠
点
と
し
て
の
「
も
の
が
た
り
づ
く
り
都

市
」
と
し
て
の
京
都
市
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
2
0
1
4
年
に
策
定
し
た
「
京

都
観
光
振
興
計
画
2
0
2
0
」
で
設
定
し
た

外
国
人
宿
泊
客
数
や
観
光
消
費
額
の
目
標
数

値
を
上
方
修
正
し
、
訪
日
観
光
客
の
増
加
な

ど
に
伴
っ
て
発
生
し
て
い
る
諸
課
題
や
環
境

変
化
へ
の
対
応
を
加
え
た
「
京
都
観
光
振
興

計
画
2
0
2
0
＋
1
」
を
元
に
、
観
光
客
の

マ
ナ
ー
問
題
や
混
雑
、
無
許
可
民
泊
施
設
の

増
加
、
観
光
業
の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

様
々
な
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
施
策

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
京
都
市
と

D
M
O
、
民
間
事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
観
光
消
費
の
増
加
、
繁
閑
差
の
縮
小
、
長

期
滞
在
の
促
進
、
観
光
産
業
等
の
人
材
育
成
、

労
働
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
向
け
て
「
持
続

可
能
で
満
足
度
の
高
い
国
際
文
化
観
光
都

市
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
お
話
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

「
1
、
観
光
政
策
の
動
向
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
観
光
政
策
の
概
観
、
都
道
府
県
・
市
町

村
の
観
光
政
策
の
動
向
、
観
光
政
策
の
成
果

と
手
段
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
特
に
当
財
団
が
事
務
局
を
つ
と
め
る

観
光
政
策
検
討
有
識
者
会
議
で
実
施
し
た

「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
観
光
政
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
今
後

重
点
と
す
る
事
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
も
市
町
村
も
「
情
報
発
信
」「
旅
行
目

的
と
な
る
観
光
資
源
の
ソ
フ
ト
整
備
」
の
順

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
特
に
「
受
入
環
境

の
ハ
ー
ド
整
備
」
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
と

市
町
村
が
相
互
に
主
導
的
な
役
割
を
期
待
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
都
道
府
県
と
市
町

村
の
意
識
を
さ
ら
に
分
析
し
て
い
く
と
、
政

策
に
対
す
る
判
断
の
軸
が
複
数
あ
る
こ
と
、

観
光
政
策
の
目
的
（
成
果
）
と
手
段
及
び
そ

の
評
価
の
関
係
が
曖
昧
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。

「
2
、
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
特
に
目
立

っ
た
出
来
事
と
し
て
、
①
外
国
人
旅
行
者
へ

の
対
応
、
②
広
域
連
携
D
M
O
に
よ
る
取
組

み
、
③
観
光
財
源
の
確
保
、
④
サ
イ
ク
リ
ン

グ
観
光
の
展
開
、
⑤
自
然
災
害
の
多
発
を
挙

げ
て
解
説
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
主
な
ト

ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、

歴
史
・
文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
等

の
利
用
者
数
が
増
加
し
て
い
る
様
子
や
、
環

境
省
に
よ
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
、
入
域
料
の
導
入
に
向
け
た
座
間
味

村
や
竹
富
町
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
や
、

環
境
省
に
よ
る
「
新
・
湯
治
」
推
進
の
動
き

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
2
つ
目
と
な
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
観

光
財
源
の
確
保
と
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
山
田
雄
一
主
席
研
究
員
か
ら
、
観
光
財
源

の
考
え
方
と
位
置
づ
け
、
財
源
の
種
別
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倶
知

安
町
総
合
政
策
課
長
の
柳
澤
利
宏
氏
か
ら
、

倶
知
安
町
が
世
界
有
数
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
観
光
振
興
施
策

を
実
施
す
る
た
め
、
2
0
1
5
年
に
「
新
し

い
財
源
確
保
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
立
ち
上
げ
て
新
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
き
た
様
子
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
日
目
（
観
光
地
・
観
光
政
策
編
）

同
町
で
は
、
家
屋
敷
課
税
や
リ
フ
ト
税
の
導

入
、
入
湯
税
の
増
額
な
ど
を
含
め
て
検
討
し

た
結
果
、
国
内
で
は
初
め
て
と
な
る
2
％
の

定
率
制
で
の
宿
泊
税
導
入
に
向
け
て
調
整
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
の
内

田
剛
氏
か
ら
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
を

推
進
す
る
た
め
、
新
税
導
入
を
含
め
た
新
た

な
財
源
確
保
の
検
討
を
2
0
1
5
年
か
ら
開

始
し
、
そ
の
後
、
入
湯
税
超
過
課
税
に
絞
り

検
討
を
お
こ
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
市
で
は
、
外
部
委
員

も
含
む
「
別
府
の
み
ら
い
検
討
会
議
」
を
開

催
し
、
常
に
副
市
長
が
出
席
。
会
議
の
様
子

や
配
布
資
料
を
市
民
や
マ
ス
コ
ミ
に
も
公
開

し
て
い
た
こ
と
で
、
市
と
し
て
の
自
主
財
源

確
保
へ
の
意
気
込
み
や
、
最
重
要
課
題
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
外
部
へ
表
明
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
い
ま
す
。
同
会
議
か
ら
は
、
①

入
湯
税
超
過
課
税
の
導
入
に
つ
い
て
、
②
超

過
課
税
部
分
の
使
途
に
つ
い
て
、
③
税
率
に

つ
い
て
、
④
入
湯
税
の
現
行
部
分
と
引
上
げ

部
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
⑤
使
途
の
透
明

性
の
確
保
に
つ
い
て
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

両
自
治
体
が
観
光
財
源
の
導
入
を
検
討
す
る

際
に
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点
、
課
題
な

ど
を
さ
ら
に
深
く
う
か
が
い
、
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
今
後
は
受
益
者
負
担
の
考
え
方
が

重
要
に
な
る
一
方
で
、
財
源
の
使
途
を
明
確

に
説
明
し
、
い
か
に
効
果
的
に
活
用
し
て
い

く
か
が
課
題
と
な
る
こ
と
な
ど
を
共
有
し
ま

し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
豪
州
な
ど
の

現
地
リ
ポ
ー
ト
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

「
例
年
同
様
、
直
近
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分

析
は
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
。

京
都
の
観
光
に
お
け
る
現
状
を
多
面
的
に
理

解
で
き
た
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含

め
）」「
観
光
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
地
域
の

現
場
レ
ベ
ル
の
具
体
的
な
話
（
導
入
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
所
感
や
課
題
も
含
め

て
）
が
伺
え
て
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
有
益
な
情
報
を
ご
提
供
で
き
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
と
、
時
代
を
見
据
え

た
自
主
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

企
画
室
　
泉 

佳
奈
）

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』

（
公
財
）日
本
交
通
公
社・2
0
1
8
年

https://w
w
w
.jtb.or.jp/publication-sym

posium
/

book/annual-report/annual-report-2018

「
①
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
旅
行
者

数
の
推
移
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団

が
独
自
で
実
施
し
て
い
る
旅
行
者
調
査
の
分

析
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
の
選
択
率
が
全
体
的
に
下
が

っ
て
い
る
中
で
1
位
の
「
温
泉
旅
行
」
と
大

差
が
あ
っ
た
2
位
の
「
自
然
観
光
」
が

2
0
1
7
年
度
か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

2
0
0
6
年
か
ら
の
推
移
を
分
析
す
る
と
、

旅
行
動
機
の
変
化
と
し
て
「
日
常
生
活
か
ら

の
解
放
」
や
「
保
養
休
養
」
が
減
少
傾
向
に

あ
る
反
面
、「
旅
先
の
お
い
し
い
も
の
を
求
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っ
た
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
1
日
目
は
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」（
73
･
7
％
）「
外

国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」（
59
･
2

％
）「
日
本
人
の
旅
行
市
場
」（
47
･
4
％
）、

2
日
目
は
「
観
光
地
の
動
向
」（
69
･
8
％
）

「
観
光
政
策
の
動
向
」（
60
･
5
％
）
の
順
に

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
2
0
1
8
年
10
月
29
日（
月
）、
30
日（
火
）

に
第
28
回
旅
行
動
向
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
年
も
1
日
目
「
旅
行
市
場
編
」
と
2
日

目
「
観
光
地
・
観
光
政
策
編
」
に
わ
け
、
最

新
の
『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』
や
当
財
団
の

独
自
調
査
結
果
を
元
に
、
最
新
の
観
光
動
向

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
今

年
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
と
「
観
光
財
源
」

に
焦
点
を
当
て
、
特
に
先
進
的
な
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
京
都
市
、
別
府
市
、

倶
知
安
町
か
ら
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
お
招

き
し
て
深
掘
り
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
多
く
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、

2
日
間
で
延
べ
1
5
7
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
業
種
は

旅
行
業
（
13
･
4
％
）、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
13

･
4
％
）、
行
政
（
11
･
5
％
）、
宿
泊
業

（
10
･
8
％
）、
報
道
・
出
版
（
9
･
6
％
）、

公
的
機
関
・
観
光
関
連
団
体
（
8
･
3
％
）、

金
融
・
保
険
（
8
･
3
％
）
の
順
で
、
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
し
て
は
、
特
に
「
観
光
の

全
体
動
向
の
把
握
」
や
「
先
進
事
例
に
関
す

る
情
報
」、「
今
後
の
戦
略
や
施
策
へ
の
ヒ
ン

ト
」
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
特
に
興
味
が
あ

め
て
」「
思
い
出
を
つ
く
る
た
め
」「
家
族
の

親
睦
の
た
め
」
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。「
仕
事
な
ど
で
休
暇

が
と
れ
な
い
」「
家
計
の
制
約
が
あ
る
」
と

い
っ
た
旅
行
の
阻
害
要
因
は
依
然
と
し
て
大

き
い
一
方
で
「
旅
行
に
関
心
が
な
い
」
と
い

う
回
答
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

「
②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
の
動
向
」
で
は
、

2
0
1
7
年
の
訪
日
市
場
、
訪
日
市
場
の
変

化
、
2
0
1
8
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
今
後
の

市
場
動
向
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
特
に

今
年
は
観
光
庁
の
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
訪
日
外
国
人

の
旅
行
形
態
や
消
費
動
向
を
よ
り
詳
細
に
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

の
市
場
動
向
を
読
み
解
く
上
で
は
訪
日
外
客

数
が
集
中
す
る
時
期
が
鈍
化
す
る
動
き
を
察

知
し
て
い
く
の
が
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

と
報
告
し
ま
し
た
。

「
2
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
：
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
前

線 

①
外
国
人
の
訪
日
旅
行
に
対
す
る
意
識
」

で
は
、（
株
）日
本
政
策
投
資
銀
行（
D
B
J
）

と
共
同
で
実
施
し
て
い
る
「
D
B
J
・
J
T

B
F
ア
ジ
ア
欧
米
豪
12
地
域
・
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
意
向
調
査
」
を
元
に
、
ナ
イ
ト
ラ

イ
フ
で
は
「
繁
華
街
の
街
歩
き
」
や
「
日
本

の
伝
統
的
な
料
亭
で
の
飲
食
」
の
順
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
民
泊
に
つ
い
て
は
現

地
の
人
の
暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
こ
と
を
魅

力
と
し
て
感
じ
て
い
る
一
方
で
、
言
葉
が
通

じ
る
か
ど
う
か
を
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
、

伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て
興
味

は
分
散
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
漆
器
の
人
気

が
高
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
の
リ
ピ
ー
タ
ー
分
析
で
は
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
体
験
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
韓
国
・

台
湾
・
香
港
共
通
で
「
紅
葉
の
鑑
賞
」
が
、

タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
通
で
「
日
本
旅
館

で
の
宿
泊
」
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
②
台
湾
・
香
港
・
中
国
発
の
団
体
旅
行
商

品
」
で
は
、「
J
T
B
F
訪
日
旅
行
商
品
調

査
」
の
結
果
を
中
心
に
各
国
・
地
域
の
旅
行

商
品
の
傾
向
を
報
告
し
ま
し
た
。
中
国
は
地

方
周
遊
型
の
商
品
も
少
し
ず
つ
登
場
し
て
お

り
、
日
本
の
大
学
見
学
や
日
本
の
職
人
を
テ

ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど
特
徴
的
な
商
品
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
台
湾
で
は
野
球
観
戦
や
登

山
、
芸
術
を
テ
ー
マ
に
し
た
S
I
T
が
、
香

港
で
は
桃
狩
り
や
超
高
額
ツ
ア
ー
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
現
地
調
査
の
結
果
か
ら
、
訪
日
旅
行

商
品
と
し
て
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

桜
・
紅
葉
、
富
士
山
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど

の
人
気
が
高
い
こ
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市

場
へ
訴
求
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
な
ど

も
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
に

お
い
て
先
進
的
な
政
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る

京
都
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
糟
谷
範
子
氏

（
京
都
市
観
光
政
策
監
）
か
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
長
い
歴
史
を
持
つ
京
都
市
の

観
光
政
策
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
伝
統
産

業
か
ら
先
端
産
業
に
至
る
ま
で
発
展
し
て
い

る
「
も
の
づ
く
り
都
市
」
と
、
精
神
文
化
の

拠
点
と
し
て
の
「
も
の
が
た
り
づ
く
り
都

市
」
と
し
て
の
京
都
市
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
2
0
1
4
年
に
策
定
し
た
「
京

都
観
光
振
興
計
画
2
0
2
0
」
で
設
定
し
た

外
国
人
宿
泊
客
数
や
観
光
消
費
額
の
目
標
数

値
を
上
方
修
正
し
、
訪
日
観
光
客
の
増
加
な

ど
に
伴
っ
て
発
生
し
て
い
る
諸
課
題
や
環
境

変
化
へ
の
対
応
を
加
え
た
「
京
都
観
光
振
興

計
画
2
0
2
0
＋
1
」
を
元
に
、
観
光
客
の

マ
ナ
ー
問
題
や
混
雑
、
無
許
可
民
泊
施
設
の

増
加
、
観
光
業
の
担
い
手
不
足
と
い
っ
た

様
々
な
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
た
施
策

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
京
都
市
と

D
M
O
、
民
間
事
業
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
観
光
消
費
の
増
加
、
繁
閑
差
の
縮
小
、
長

期
滞
在
の
促
進
、
観
光
産
業
等
の
人
材
育
成
、

労
働
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
向
け
て
「
持
続

可
能
で
満
足
度
の
高
い
国
際
文
化
観
光
都

市
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
お
話
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

「
1
、
観
光
政
策
の
動
向
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
観
光
政
策
の
概
観
、
都
道
府
県
・
市
町

村
の
観
光
政
策
の
動
向
、
観
光
政
策
の
成
果

と
手
段
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
特
に
当
財
団
が
事
務
局
を
つ
と
め
る

観
光
政
策
検
討
有
識
者
会
議
で
実
施
し
た

「
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
観
光
政
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
よ
る
と
、
今
後

重
点
と
す
る
事
業
分
野
に
つ
い
て
は
、
都
道

府
県
も
市
町
村
も
「
情
報
発
信
」「
旅
行
目

的
と
な
る
観
光
資
源
の
ソ
フ
ト
整
備
」
の
順

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
特
に
「
受
入
環
境

の
ハ
ー
ド
整
備
」
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
と

市
町
村
が
相
互
に
主
導
的
な
役
割
を
期
待
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
都
道
府
県
と
市
町

村
の
意
識
を
さ
ら
に
分
析
し
て
い
く
と
、
政

策
に
対
す
る
判
断
の
軸
が
複
数
あ
る
こ
と
、

観
光
政
策
の
目
的
（
成
果
）
と
手
段
及
び
そ

の
評
価
の
関
係
が
曖
昧
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。

「
2
、
観
光
地
の
動
向
」
で
は
、
特
に
目
立

っ
た
出
来
事
と
し
て
、
①
外
国
人
旅
行
者
へ

の
対
応
、
②
広
域
連
携
D
M
O
に
よ
る
取
組

み
、
③
観
光
財
源
の
確
保
、
④
サ
イ
ク
リ
ン

グ
観
光
の
展
開
、
⑤
自
然
災
害
の
多
発
を
挙

げ
て
解
説
し
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
主
な
ト

ピ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
テ
ー
マ
別
観
光
地
の
動
き
（
自
然
、

歴
史
・
文
化
、
温
泉
）
で
は
、
国
立
公
園
等

の
利
用
者
数
が
増
加
し
て
い
る
様
子
や
、
環

境
省
に
よ
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
概
要
、
入
域
料
の
導
入
に
向
け
た
座
間
味

村
や
竹
富
町
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
保
護
法
改
正
や
、

環
境
省
に
よ
る
「
新
・
湯
治
」
推
進
の
動
き

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
2
つ
目
と
な
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
「
観

光
財
源
の
確
保
と
活
用
」
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
山
田
雄
一
主
席
研
究
員
か
ら
、
観
光
財
源

の
考
え
方
と
位
置
づ
け
、
財
源
の
種
別
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倶
知

安
町
総
合
政
策
課
長
の
柳
澤
利
宏
氏
か
ら
、

倶
知
安
町
が
世
界
有
数
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
観
光
振
興
施
策

を
実
施
す
る
た
め
、
2
0
1
5
年
に
「
新
し

い
財
源
確
保
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
立
ち
上
げ
て
新
財
源
の
確
保
を
検
討

し
て
き
た
様
子
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
日
目
（
観
光
地
・
観
光
政
策
編
）

同
町
で
は
、
家
屋
敷
課
税
や
リ
フ
ト
税
の
導

入
、
入
湯
税
の
増
額
な
ど
を
含
め
て
検
討
し

た
結
果
、
国
内
で
は
初
め
て
と
な
る
2
％
の

定
率
制
で
の
宿
泊
税
導
入
に
向
け
て
調
整
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
別
府
市
総
務
部
参
事
兼
市
民
税
課
長
の
内

田
剛
氏
か
ら
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
を

推
進
す
る
た
め
、
新
税
導
入
を
含
め
た
新
た

な
財
源
確
保
の
検
討
を
2
0
1
5
年
か
ら
開

始
し
、
そ
の
後
、
入
湯
税
超
過
課
税
に
絞
り

検
討
を
お
こ
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
市
で
は
、
外
部
委
員

も
含
む
「
別
府
の
み
ら
い
検
討
会
議
」
を
開

催
し
、
常
に
副
市
長
が
出
席
。
会
議
の
様
子

や
配
布
資
料
を
市
民
や
マ
ス
コ
ミ
に
も
公
開

し
て
い
た
こ
と
で
、
市
と
し
て
の
自
主
財
源

確
保
へ
の
意
気
込
み
や
、
最
重
要
課
題
と
し

て
の
位
置
づ
け
を
外
部
へ
表
明
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
い
ま
す
。
同
会
議
か
ら
は
、
①

入
湯
税
超
過
課
税
の
導
入
に
つ
い
て
、
②
超

過
課
税
部
分
の
使
途
に
つ
い
て
、
③
税
率
に

つ
い
て
、
④
入
湯
税
の
現
行
部
分
と
引
上
げ

部
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
⑤
使
途
の
透
明

性
の
確
保
に
つ
い
て
提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

両
自
治
体
が
観
光
財
源
の
導
入
を
検
討
す
る

際
に
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点
、
課
題
な

ど
を
さ
ら
に
深
く
う
か
が
い
、
議
論
を
深
め

ま
し
た
。
今
後
は
受
益
者
負
担
の
考
え
方
が

重
要
に
な
る
一
方
で
、
財
源
の
使
途
を
明
確

に
説
明
し
、
い
か
に
効
果
的
に
活
用
し
て
い

く
か
が
課
題
と
な
る
こ
と
な
ど
を
共
有
し
ま

し
た
。

お
わ
り
に

　
参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
豪
州
な
ど
の

現
地
リ
ポ
ー
ト
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

「
例
年
同
様
、
直
近
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分

析
は
大
変
説
得
力
が
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
。

京
都
の
観
光
に
お
け
る
現
状
を
多
面
的
に
理

解
で
き
た
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
含

め
）」「
観
光
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
地
域
の

現
場
レ
ベ
ル
の
具
体
的
な
話
（
導
入
に
至
る

プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
所
感
や
課
題
も
含
め

て
）
が
伺
え
て
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
有
益
な
情
報
を
ご
提
供
で
き
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
と
、
時
代
を
見
据
え

た
自
主
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
観
光
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

企
画
室
　
泉 

佳
奈
）

〈
参
考
〉『
旅
行
年
報
2
0
1
8
』

（
公
財
）日
本
交
通
公
社・2
0
1
8
年

https://w
w
w
.jtb.or.jp/publication-sym

posium
/

book/annual-report/annual-report-2018

「
①
日
本
人
の
旅
行
市
場
」
で
は
、
旅
行
者

数
の
推
移
に
つ
い
て
解
説
し
た
後
、
当
財
団

が
独
自
で
実
施
し
て
い
る
旅
行
者
調
査
の
分

析
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
行
っ
て
み
た
い

旅
行
の
タ
イ
プ
の
選
択
率
が
全
体
的
に
下
が

っ
て
い
る
中
で
1
位
の
「
温
泉
旅
行
」
と
大

差
が
あ
っ
た
2
位
の
「
自
然
観
光
」
が

2
0
1
7
年
度
か
ら
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

2
0
0
6
年
か
ら
の
推
移
を
分
析
す
る
と
、

旅
行
動
機
の
変
化
と
し
て
「
日
常
生
活
か
ら

の
解
放
」
や
「
保
養
休
養
」
が
減
少
傾
向
に

あ
る
反
面
、「
旅
先
の
お
い
し
い
も
の
を
求
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当
大
学
で
は
、
２
〜
３
年
次
の
2
年
間
、

ゼ
ミ
（
必
修
科
目
）
を
行
い
ま
す
（
な
お
、

4
年
次
の
「
卒
業
研
究
」
も
ゼ
ミ
教
員
が
担

当
し
ま
す
）。
2
0
1
8
年
度
は
、
2
年
生

15
名
、
3
年
生
12
名
が
履
修
し
て
い
ま
す
。

　
当
ゼ
ミ
で
は
、
2
年
前
期
に
観
光
地
の
魅

力
（
強
味
）
を
、
前
述
し
たP

roduct

（
観

光
資
源
・
観
光
施
設
）
か
ら
分
析
し
ま
す
。

観
光
資
源
の
数
だ
け
で
な
く
、
種
類
の
多
様

性
や
誘
客
レ
ベ
ル
（
例
え
ば
、
公
益
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
に
よ
る
特
A
級
、
A
級
と

い
う
ラ
ン
ク
、
世
界
遺
産
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
三

つ
星
等
）
を
踏
ま
え
て
考
え
ま
す
。
2
年
後

期
に
は
、
観
光
地
の
魅
力
に
加
え
、
問
題

（
弱
み
）
の
分
析
を
行
い
ま
す
。
こ
の
学
期

で
は
、
観
光
資
源
に
加
え
、
観
光
客
の
デ
ー

タ
も
用
い
ま
す
。
最
新
デ
ー
タ
か
ら
観
光
客

の
特
徴
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
過
去
10
年

間
の
時
系
列
デ
ー
タ
か
ら
観
光
客
の
変
化
を

読
み
解
き
ま
す
。
3
年
前
期
か
ら
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
、
観
光
地
の
魅
力
向
上
策
と
問

題
解
決
策
を
考
察
し
ま
す
。
3
年
後
期
は
、

2
年
間
の
ゼ
ミ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
観
光

地
の
現
状
（
魅
力
と
問
題
）
だ
け
で
な
く
観

光
地
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
を
分
析
し
、
観

　
淑
徳
大
学
経
営
学
部
（
埼
玉
県
三
芳
町
）

は
2
0
1
2
年
度
に
新
設
さ
れ
、
経
営
学
科
、

観
光
経
営
学
科
の
2
学
科
を
有
し
ま
す
。
私

の
所
属
す
る
観
光
経
営
学
科
は
観
光
業
界
出

身
の
教
員
が
多
く
、
観
光
業
界
・
観
光
地
と

い
う
「
現
場
」
を
、
様
々
な
科
目
の
テ
ー
マ

や
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
前
職
は
、
財
団
法
人
（
現
　
公
益
財

団
法
人
）
日
本
交
通
公
社
で
、
旅
行
・
観
光

に
か
か
わ
る
調
査
研
究
業
務
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
観
光
地
の
魅
力
を
高
め
、
よ
り
多

く
の
旅
行
者
を
誘
致
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
、
と
い
う
「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
仕
事
に
数
多
く
取

り
組
み
ま
し
た
。
難
し
い
仕
事
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
大
変
面
白
か
っ
た
の
で
、
ゼ
ミ
の

学
生
た
ち
と
そ
の
経
験
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
思
い
、「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

を
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
様
々
な
定
義
が
あ

り
、
一
般
的
に
は
、
環
境
分
析
↓
戦
略
立
案

光
地
の
将
来
像
（
10
年
後
の
観
光
地
の
望
ま

し
い
姿
）
と
、
将
来
像
実
現
に
向
け
た
施
策

を
学
生
が
提
案
し
ま
す
。

　
当
ゼ
ミ
で
は
、
既
存
資
料
調
査
と
視
察
旅

行
を
組
み
合
わ
せ
て
観
光
地
の
現
状
を
多
角

的
に
理
解
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
考
察
・
提

案
で
き
る
力
を
学
生
に
身
に
着
け
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
情

報
は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
ど
う
解

釈
す
る
の
か
、
ま
た
観
光
地
の
望
ま
し
い
将

来
像
と
は
ど
ん
な
姿
な
の
か
、
正
解
の
な
い

「
問
い
」
を
学
生
へ
投
げ
か
け
続
け
ま
す
。

視
察
旅
行
は
、
セ
メ
ス
タ
ー
ご
と
に
研
究
対

象
地
を
1
泊
2
日
で
来
訪
し
ま
す
。
「
自
分

の
目
で
観
光
地
を
見
る
・
体
験
す
る
」
の
は
、

観
光
地
を
理
解
す
る
た
め
に
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
。
研
究
対
象
地
の
選
定
か
ら
、
視

察
旅
行
の
運
営
ま
で
、
学
生
自
身
が
行
い
ま

す
。
ま
ず
学
生
は
、
自
分
が
希
望
す
る
研
究

対
象
地
を
決
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

自
分
以
外
の
ゼ
ミ
生
を
説
得
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
全
員
の
提
案
の
中
か
ら
1
カ
所

を
研
究
対
象
地
と
し
て
、
話
し
合
い
で
決
め

ま
す
。
視
察
す
る
観
光
資
源
・
施
設
、
視
察

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

淑
徳
大
学

経
営
学
部

観
光
経
営
学
科

朝
倉
ゼ
ミ

観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
―
―

こ
の
い
ず
れ
か
の
言
葉
を
冠
す
る
学
部
・
学
科
を
有
す
る

日
本
の
大
学
は
44
校
、大
学
院
が
9
校（
2
0
1
8
年
度
）あ
り
ま
す
。

「
観
光
立
国
」の
こ
れ
か
ら
を
支
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
彼
ら
が

何
に
関
心
を
持
ち
、

学
び
、感
じ
、研
究
し
て
い
る
の
か
。

〝
ゼ
ミ
〞と
い
う
窓
を
通
し
て
覗
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
１
回
は
淑
徳
大
学
・
朝
倉
は
る
み
教
授
に
よ
る

 

〝
朝
倉
ゼ
ミ
〞の
紹
介
で
す
。

　
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
面
白
い
部

分
は
、
観
光
地
の
魅
力
を
発
見
し
、
ど
の
よ

う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
観
光
客
を
増
や
す
か
を

2
年
生

ゼ
ミ
長（
山
川
挙
史
）・

副
ゼ
ミ
長（
松
尾
羽
蘭
）

コ
メ
ン
ト

ゼ
ミ
の
様
子

順
序
（
ル
ー
ト
）
は
、
ゼ
ミ
生
全
員
で
決
め

ま
す
。
視
察
地
へ
の
交
通
手
段
の
手
配
や
宿

泊
施
設
の
予
約
、
視
察
中
の
経
費
管
理
も
学

生
が
行
い
ま
す
。
視
察
時
間
や
経
費
の
管
理
、

天
候
等
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
視
察
順
序
を

変
更
す
る
な
ど
、
学
生
自
身
が
判
断
す
べ
き

こ
と
は
多
く
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
多
様

な
ス
キ
ル
を
こ
の
視
察
旅
行
か
ら
学
び
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
当
ゼ
ミ
で
取
り
上

げ
る
「
観
光
地
」
や
企
業
だ
け
で
な
く
、

個
々
人
の
人
生
設
計
に
も
役
立
つ
「
手
法
」

だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
4
年
間
は

本
当
に
短
く
、
現
状
で
は
3
年
生
の
終
わ
り

（
3
月
）
か
ら
就
職
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

就
職
活
動
へ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
応
用
し
て

み
る
と
、「
自
分
」
と
い
うP

rod
u
ct

の
現

状
分
析
（
長
所
、
短
所
）
を
行
い
、
自
分
の

将
来
像
（
ど
ん
な
業
界
、
ど
ん
な
会
社
に
入

り
た
い
の
か
）
を
明
ら
か
に
し
、
希
望
す
る

業
界
・
企
業
に
入
る
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
を
考
え
（
就
職
活
動
を
）
実
行
す

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
や
「
4
P
」
と
い
っ
た
言
葉
を

用
い
な
く
て
も
、
こ
う
し
た
手
法
を
学
生
た

ち
が
人
生
の
様
々
な
局
面
で
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
も
、
学

生
た
ち
に
ぜ
ひ
と
も
身
に
着
け
て
ほ
し
い
力

で
あ
り
、
ゼ
ミ
を
通
し
て
厳
し
く
指
導
し
て

い
ま
す
。
学
生
の
常
識
と
社
会
人
の
常
識
が

異
な
る
の
は
当
然
な
の
で
、
私
自
身
の
社
会

人
経
験
を
踏
ま
え
、
小
さ
な
こ
と
も
繰
り
返

し
教
え
ま
す
。
ま
た
、
私
は
以
前
、
あ
る
大

企
業
の
会
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
大
学

に
と
っ
て
の
お
客
様
は
社
会
で
あ
り
、
学
生

は
商
品
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
深
く
共
感

し
て
い
ま
す
。
学
生
を
商
品
に
例
え
る
の
は

適
切
で
は
な
い
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生
を
「
よ
い
商

品
」
と
し
て
社
会
に
送
り
だ
す
こ
と
も
私
の

大
切
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
ゼ
ミ
を
通
し

て
学
生
の
成
長
を
で
き
る
限
り
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

淑
徳
大
学
経
営
学
部

観
光
経
営
学
科
の
特
徴

1
ゼ
ミ
の
進
め
方

3

「
学
び
」の
ポ
イ
ン
ト

4

「
卒
業
後
」を

意
識
し
た

ゼ
ミ
で
の
指
導

5

ゼ
ミ
テ
ー
マ

「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」と
は

2

1
回

第

↓
施
策
立
案
↓
実
行
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま

す
。
当
ゼ
ミ
で
は
、
施
策
立
案
に
用
い
ら
れ

る「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
4
P
」、す
な
わ
ち
、

P
roduct

（
製
品
戦
略
）、P

rice

（
価
格
戦
略
）、

P
lace

（
流
通
戦
略
）、P

rom
otion

（
販
売
促

進
戦
略
）の
う
ち
、Product

に
重
点
を
置
い

て
講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

考
え
る
こ
と
と
、
ゼ
ミ
生
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
1
泊
2
日
の
視
察
旅
行
で
す
。
観

光
地
の
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
情

報
や
人
か
ら
聞
い
た
話
よ
り
も
、
自
分
が
実

際
に
来
訪
し
た
方
が
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
朝
倉
先
生
は
、
勉
強
だ
け
で
は
な

く
、
メ
ー
ル
の
送
り
方
等
、
社
会
に
出
て
か

ら
必
要
な
こ
と
を
細
か
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

3
年
生
の
3
月
に
始
ま
る
就
職
活
動
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
生
の
指
導
を
し
っ

か
り
と
身
に
着
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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当
大
学
で
は
、
２
〜
３
年
次
の
2
年
間
、

ゼ
ミ
（
必
修
科
目
）
を
行
い
ま
す
（
な
お
、

4
年
次
の
「
卒
業
研
究
」
も
ゼ
ミ
教
員
が
担

当
し
ま
す
）。
2
0
1
8
年
度
は
、
2
年
生

15
名
、
3
年
生
12
名
が
履
修
し
て
い
ま
す
。

　
当
ゼ
ミ
で
は
、
2
年
前
期
に
観
光
地
の
魅

力
（
強
味
）
を
、
前
述
し
たP

roduct

（
観

光
資
源
・
観
光
施
設
）
か
ら
分
析
し
ま
す
。

観
光
資
源
の
数
だ
け
で
な
く
、
種
類
の
多
様

性
や
誘
客
レ
ベ
ル
（
例
え
ば
、
公
益
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
に
よ
る
特
A
級
、
A
級
と

い
う
ラ
ン
ク
、
世
界
遺
産
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
三

つ
星
等
）
を
踏
ま
え
て
考
え
ま
す
。
2
年
後

期
に
は
、
観
光
地
の
魅
力
に
加
え
、
問
題

（
弱
み
）
の
分
析
を
行
い
ま
す
。
こ
の
学
期

で
は
、
観
光
資
源
に
加
え
、
観
光
客
の
デ
ー

タ
も
用
い
ま
す
。
最
新
デ
ー
タ
か
ら
観
光
客

の
特
徴
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
過
去
10
年

間
の
時
系
列
デ
ー
タ
か
ら
観
光
客
の
変
化
を

読
み
解
き
ま
す
。
3
年
前
期
か
ら
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
、
観
光
地
の
魅
力
向
上
策
と
問

題
解
決
策
を
考
察
し
ま
す
。
3
年
後
期
は
、

2
年
間
の
ゼ
ミ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
観
光

地
の
現
状
（
魅
力
と
問
題
）
だ
け
で
な
く
観

光
地
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
を
分
析
し
、
観

　
淑
徳
大
学
経
営
学
部
（
埼
玉
県
三
芳
町
）

は
2
0
1
2
年
度
に
新
設
さ
れ
、
経
営
学
科
、

観
光
経
営
学
科
の
2
学
科
を
有
し
ま
す
。
私

の
所
属
す
る
観
光
経
営
学
科
は
観
光
業
界
出

身
の
教
員
が
多
く
、
観
光
業
界
・
観
光
地
と

い
う
「
現
場
」
を
、
様
々
な
科
目
の
テ
ー
マ

や
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
前
職
は
、
財
団
法
人
（
現
　
公
益
財

団
法
人
）
日
本
交
通
公
社
で
、
旅
行
・
観
光

に
か
か
わ
る
調
査
研
究
業
務
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
観
光
地
の
魅
力
を
高
め
、
よ
り
多

く
の
旅
行
者
を
誘
致
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
、
と
い
う
「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
仕
事
に
数
多
く
取

り
組
み
ま
し
た
。
難
し
い
仕
事
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
大
変
面
白
か
っ
た
の
で
、
ゼ
ミ
の

学
生
た
ち
と
そ
の
経
験
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
思
い
、「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

を
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
様
々
な
定
義
が
あ

り
、
一
般
的
に
は
、
環
境
分
析
↓
戦
略
立
案

光
地
の
将
来
像
（
10
年
後
の
観
光
地
の
望
ま

し
い
姿
）
と
、
将
来
像
実
現
に
向
け
た
施
策

を
学
生
が
提
案
し
ま
す
。

　
当
ゼ
ミ
で
は
、
既
存
資
料
調
査
と
視
察
旅

行
を
組
み
合
わ
せ
て
観
光
地
の
現
状
を
多
角

的
に
理
解
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
考
察
・
提

案
で
き
る
力
を
学
生
に
身
に
着
け
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
情

報
は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
ど
う
解

釈
す
る
の
か
、
ま
た
観
光
地
の
望
ま
し
い
将

来
像
と
は
ど
ん
な
姿
な
の
か
、
正
解
の
な
い

「
問
い
」
を
学
生
へ
投
げ
か
け
続
け
ま
す
。

視
察
旅
行
は
、
セ
メ
ス
タ
ー
ご
と
に
研
究
対

象
地
を
1
泊
2
日
で
来
訪
し
ま
す
。
「
自
分

の
目
で
観
光
地
を
見
る
・
体
験
す
る
」
の
は
、

観
光
地
を
理
解
す
る
た
め
に
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
。
研
究
対
象
地
の
選
定
か
ら
、
視

察
旅
行
の
運
営
ま
で
、
学
生
自
身
が
行
い
ま

す
。
ま
ず
学
生
は
、
自
分
が
希
望
す
る
研
究

対
象
地
を
決
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

自
分
以
外
の
ゼ
ミ
生
を
説
得
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
全
員
の
提
案
の
中
か
ら
1
カ
所

を
研
究
対
象
地
と
し
て
、
話
し
合
い
で
決
め

ま
す
。
視
察
す
る
観
光
資
源
・
施
設
、
視
察

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

淑
徳
大
学

経
営
学
部

観
光
経
営
学
科

朝
倉
ゼ
ミ

観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
―
―

こ
の
い
ず
れ
か
の
言
葉
を
冠
す
る
学
部
・
学
科
を
有
す
る

日
本
の
大
学
は
44
校
、大
学
院
が
9
校（
2
0
1
8
年
度
）あ
り
ま
す
。

「
観
光
立
国
」の
こ
れ
か
ら
を
支
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
彼
ら
が

何
に
関
心
を
持
ち
、

学
び
、感
じ
、研
究
し
て
い
る
の
か
。

〝
ゼ
ミ
〞と
い
う
窓
を
通
し
て
覗
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
１
回
は
淑
徳
大
学
・
朝
倉
は
る
み
教
授
に
よ
る

 

〝
朝
倉
ゼ
ミ
〞の
紹
介
で
す
。

　
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
面
白
い
部

分
は
、
観
光
地
の
魅
力
を
発
見
し
、
ど
の
よ

う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
観
光
客
を
増
や
す
か
を

2
年
生

ゼ
ミ
長（
山
川
挙
史
）・

副
ゼ
ミ
長（
松
尾
羽
蘭
）

コ
メ
ン
ト

ゼ
ミ
の
様
子

順
序
（
ル
ー
ト
）
は
、
ゼ
ミ
生
全
員
で
決
め

ま
す
。
視
察
地
へ
の
交
通
手
段
の
手
配
や
宿

泊
施
設
の
予
約
、
視
察
中
の
経
費
管
理
も
学

生
が
行
い
ま
す
。
視
察
時
間
や
経
費
の
管
理
、

天
候
等
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
視
察
順
序
を

変
更
す
る
な
ど
、
学
生
自
身
が
判
断
す
べ
き

こ
と
は
多
く
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
多
様

な
ス
キ
ル
を
こ
の
視
察
旅
行
か
ら
学
び
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
当
ゼ
ミ
で
取
り
上

げ
る
「
観
光
地
」
や
企
業
だ
け
で
な
く
、

個
々
人
の
人
生
設
計
に
も
役
立
つ
「
手
法
」

だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
4
年
間
は

本
当
に
短
く
、
現
状
で
は
3
年
生
の
終
わ
り

（
3
月
）
か
ら
就
職
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

就
職
活
動
へ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
応
用
し
て

み
る
と
、「
自
分
」
と
い
うP

rod
u
ct

の
現

状
分
析
（
長
所
、
短
所
）
を
行
い
、
自
分
の

将
来
像
（
ど
ん
な
業
界
、
ど
ん
な
会
社
に
入

り
た
い
の
か
）
を
明
ら
か
に
し
、
希
望
す
る

業
界
・
企
業
に
入
る
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
を
考
え
（
就
職
活
動
を
）
実
行
す

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
や
「
4
P
」
と
い
っ
た
言
葉
を

用
い
な
く
て
も
、
こ
う
し
た
手
法
を
学
生
た

ち
が
人
生
の
様
々
な
局
面
で
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
も
、
学

生
た
ち
に
ぜ
ひ
と
も
身
に
着
け
て
ほ
し
い
力

で
あ
り
、
ゼ
ミ
を
通
し
て
厳
し
く
指
導
し
て

い
ま
す
。
学
生
の
常
識
と
社
会
人
の
常
識
が

異
な
る
の
は
当
然
な
の
で
、
私
自
身
の
社
会

人
経
験
を
踏
ま
え
、
小
さ
な
こ
と
も
繰
り
返

し
教
え
ま
す
。
ま
た
、
私
は
以
前
、
あ
る
大

企
業
の
会
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
大
学

に
と
っ
て
の
お
客
様
は
社
会
で
あ
り
、
学
生

は
商
品
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
深
く
共
感

し
て
い
ま
す
。
学
生
を
商
品
に
例
え
る
の
は

適
切
で
は
な
い
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生
を
「
よ
い
商

品
」
と
し
て
社
会
に
送
り
だ
す
こ
と
も
私
の

大
切
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
ゼ
ミ
を
通
し

て
学
生
の
成
長
を
で
き
る
限
り
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

淑
徳
大
学
経
営
学
部

観
光
経
営
学
科
の
特
徴

1
ゼ
ミ
の
進
め
方

3

「
学
び
」の
ポ
イ
ン
ト

4

「
卒
業
後
」を

意
識
し
た

ゼ
ミ
で
の
指
導

5

ゼ
ミ
テ
ー
マ

「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」と
は

2

1
回

第

↓
施
策
立
案
↓
実
行
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま

す
。
当
ゼ
ミ
で
は
、
施
策
立
案
に
用
い
ら
れ

る「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
4
P
」、す
な
わ
ち
、

P
roduct

（
製
品
戦
略
）、P
rice

（
価
格
戦
略
）、

P
lace

（
流
通
戦
略
）、P

rom
otion

（
販
売
促

進
戦
略
）の
う
ち
、Product

に
重
点
を
置
い

て
講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

考
え
る
こ
と
と
、
ゼ
ミ
生
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
1
泊
2
日
の
視
察
旅
行
で
す
。
観

光
地
の
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
情

報
や
人
か
ら
聞
い
た
話
よ
り
も
、
自
分
が
実

際
に
来
訪
し
た
方
が
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
朝
倉
先
生
は
、
勉
強
だ
け
で
は
な

く
、
メ
ー
ル
の
送
り
方
等
、
社
会
に
出
て
か

ら
必
要
な
こ
と
を
細
か
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

3
年
生
の
3
月
に
始
ま
る
就
職
活
動
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
生
の
指
導
を
し
っ

か
り
と
身
に
着
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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朝
倉
は
る
み

淑
徳
大
学 

経
営
学
部
観
光
経
営

学
科
教
授
。 

東
京
女
子
大
学
文

理
学
部
英
米
文
学
科
卒
。 

財
団

法
人
日
本
交
通
公
社
、玉
川
大
学

経
営
学
部
観
光
経
営
学
科
非
常
勤
講
師（「
旅
行
サ

ー
ビ
ス
論
」）等
を
経
て
2
0
1
2
年
4
月
よ
り
現

職
。 

主
な
著
書
に『
自
然
災
害
│

減
災
・
防
災
と
復

旧
・
復
興
へ
の
提
言
』（
共
著
）、技
報
堂
出
版
、

2
0
1
7
年
、『
観
光
ま
ち
づ
く
り
│

ま
ち
自
慢
か

ら
は
じ
ま
る
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』 

共
著
、学
芸
出

版
社
、2
0
0
9
年
、『
観
光
読
本（
第
２
版
）』、共
著
、

東
洋
経
済
新
報
社
、2
0
0
4
年
、な
ど
。

　
今
期
の
研
究
対
象
地
、
つ
ま
り
視
察
旅
行
先
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ゼ
ミ
生
15
人
か

ら
10
ヶ
所
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
視
察
旅
行
先
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
推
薦
者
数
の
多

さ
で
は
な
く
、
5
つ
の
条
件
…
❶
温
泉
が
あ
る
、
❷
自
然
の
景
色
が
い
い
、
❸
世
界
遺
産

ま
た
は
A
級
以
上
の
観
光
資
源
が
あ
る
、
❹
神
社
・
仏
閣
が
あ
る
、
❺
食
の
特
産
品
が
あ

る
―
を
満
た
す
場
所
と
し
ま
し
た
。
日
光
市
は
観
光
資
源
が
数
・
種
類
と
も
豊
富
で
、

上
記
5
条
件
を
満
た
す
こ
と
か
ら
視
察
先
に
選
ば
れ
、
2
0
1
8
年
12
月
１
日（
土
）
〜

2
日（
日
）
に
か
け
て
、
2
年
生
ゼ
ミ
15
名
が
同
市
の
視
察
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

は
、
鬼
怒
川
温
泉
エ
リ
ア
に
あ
る
と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ
あ
日
光
、
東
武
ワ
ー

ル
ド
ス
ク
ェ
ア
、
足
湯
（
鬼
怒
川
温
泉
駅
前
）、
鬼
怒
楯
岩
大
吊
橋
を
視
察

後
、
2
0
1
7
年
8
月
か
ら
東
武
鬼
怒
川
線
で
運
行
さ
れ
て
い
る
「
Ｄ
Ｌ
大
樹
」
に
乗
車

し
ま
し
た
（
12
月
1
日
か
ら
Ｓ
Ｌ
が
検
査
の
た
め
。
Ｄ
Ｌ
‐
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
）。
鬼

怒
川
温
泉
駅
前
の
転
車
台
に
は
、
多
く
の
観
光
客
が
集
ま
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｌ
・
Ｄ
Ｌ
が
日

光
市
の
新
し
い
観
光
資
源
と
し
て
観
光
客
誘
致
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

は
、
華
厳
ノ
滝
と
中
禅
寺
湖
の
眺
望
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
日
光
田
母
沢
御
用

邸
記
念
公
園
、
世
界
遺
産
で
あ
る
輪
王
寺
大
猷
院
、
日
光
二
荒
山
神
社
、
日

光
東
照
宮
及
び
宝
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
東
照
宮
で
は
ガ
イ
ド
を
依
頼
し
、
歴
史
や
建
造

物
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
伺
い
ま
し
た
。

　
日
光
市
の
観
光
資
源
・
施
設
は
、
12
月
〜
3
月
は
「
冬
季
」
モ
ー
ド
に
入
り
ま
す
。
中

禅
寺
湖
畔
の
イ
タ
リ
ア
大
使
館
別
荘
記
念
公
園
や
英
国
大
使
館
別
荘
記
念
公
園
等
は
閉
館

中
、
輪
王
寺
は
入
寺
が
15
時
30
分
ま
で
、
中
禅
寺
湖
の
遊
覧
船
も
運
航
し
て
お
ら
ず
、
バ

ス
の
本
数
も
春
・
夏
・
秋
季
に
比
べ
る
と
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
日
本
の
観
光

地
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
り
ま
す
が
、
日
光
市
の
よ
う
に
冬
季
の
寒
さ
が
厳
し
い

観
光
地
で
は
、
冬
季
に
施
設
閉
鎖
や
開
館
時
間
の
短
縮
と
い
う
対
応
も
起
こ
り
え
ま
す
。

学
生
た
ち
は
こ
う
し
た
観
光
地
の
対
応
を
、
観
光
客
数
の
季
節
波
動
と
の
関
係
か
ら
、
ま

た
観
光
客
と
し
て
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
の
視
点
、
つ
ま
り
、
施
設
運
営
者
の
視

点
か
ら
考
え
る
こ
と
を
、
視
察
後
の
総
括
で
学
び
ま
す
。

（
文
：
朝
倉
は
る
み
）

視察旅行
事例

2018年後期2年ゼミ視察先
選定から実施まで

　
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
面
白
い
部

分
は
、
観
光
地
の
魅
力
を
発
見
し
、
ど
の
よ

う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
観
光
客
を
増
や
す
か
を東照宮視察 東武鬼怒川線DL乗車

1
日
目

2
日
目

考
え
る
こ
と
と
、
ゼ
ミ
生
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
1
泊
2
日
の
視
察
旅
行
で
す
。
観

光
地
の
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
情

報
や
人
か
ら
聞
い
た
話
よ
り
も
、
自
分
が
実

際
に
来
訪
し
た
方
が
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
朝
倉
先
生
は
、
勉
強
だ
け
で
は
な

く
、
メ
ー
ル
の
送
り
方
等
、
社
会
に
出
て
か

ら
必
要
な
こ
と
を
細
か
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

3
年
生
の
3
月
に
始
ま
る
就
職
活
動
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
生
の
指
導
を
し
っ

か
り
と
身
に
着
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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「旅の図書館」にある
6万冊の蔵書の中から、

特集に関係の深い図書と報告書を
リストアップしました。

今号は
居住地域のオーバーツーリズム

についての特集ですが、
ここでは自然環境地域における

関連図書・報告書も
併せて紹介しています。

【選】
旅の図書館副館長

大隅一志

特集関連の蔵書・報告書
リスト

環境省環境研究
総合推進費終了
研究等成果報告書
持続的地域社会構築の
核としての自然保護地域の
評価･計画･管理･
合意形成手法の開発
平成26年度～平成28年度
Developing Tools for Evaluation, 
Planning, Management and 
Consensus Building in Protected 
Areas as Cores 
for Sustainable Local Communities
東京農工大学 
北海道大学ほか著、
環境省地球環境局
総務課研究調査室、
2017

観光概論
第10版
宍戸 学 
鈴木涼太郎 ほか著、
JTB総合研究所、
2017

自然ツーリズム学
（よくわかる観光学2）
菊池俊夫 
有馬貴之 編著、
朝倉書店、
2015

ツアー事故は
なぜ起こるのか
マス・ツーリズムの本質

（平凡社新書728）
吉田春生、
平凡社、
2013

“観光公害”概念の再定義
― グローバル観光時代の社会
地域問題の解読を見据えて―
日本観光学会誌
第57号
pp.43-50
天野景太、
日本観光学会、
2016

日韓国際観光
カンファレンス2018
Korea Japan 
International tourism 
conference 2018

（公財）日本交通公社，
（公財）日本交通公社，
2018

日本ヒマラヤ協会
創立50周年記念
日本ヒマラヤ登山通史
山森欣一、
日本ヒマラヤ協会（HAJ）、
2018

Overtourism?
Understanding 
and managing 
urban tourism 
growth beyond 
perceptions
World Tourism 
Organization
(UNWTO), 
World Tourism 
Organization
(UNWTO), 
2018
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TOURISM 
MANAGEMENT
FOURTH EDITION
Weaver,David Bruce、
WILEY、
2010

Planning for 
Tourism, 
Leisure and 
Sustainability
International Case 
Studies
Travis, Anthony S，
C a B Intl，
2011

自然保護と
サステイナブル・
ツーリズム
Eagles, 
Paul F.J.著、
小林英俊 監訳、
平凡社、
2005

21世紀の観光開発に
関するシンポジウム

「持続可能な観光を目指して」 
報告書
国際観光開発研究センター、
国際観光開発研究センター、
1996

利用体験から見た
尾瀬の収容力に関する
調査総合報告書
～特に尾瀬ヶ原を中心にして～
尾瀬保護財団、
尾瀬保護財団、
2005

持続可能な観光と
地域発展への
アプローチ
塚本珪一、
泉文堂、
1999

レジャーの社会経済史
イギリスの経験
荒井政治、
東洋経済新報社、
1989

“再び観光公害について”
「日本観光学会
研究報告 第10号」
pp.32-36
小池洋一、
日本観光学会、
1979

観光まちづくりの
エンジニアリング
観光振興と環境保全の両立
国土総合研究機構
観光まちづくり研究会、
学芸出版社、
2009

持続可能な観光の
推進に係わる現場指針の
検討に関する調査
運輸経済協力環境配慮方策調査

（観光）報告書 要約
国際観光開発研究センター、
国際観光開発研究センター、
2000

Planning for a
sustainable
environment :
A Report by the Town 
and Country 
Planning Association
Andrew Blowers編、
Earthscan Pubns Ltd，
1993

アジアの観光公害
O'Gray, Ron.　
中嶋正昭、
教文館、
1983
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●180号（2006年11月発行）から、全頁ページを当財団ホームページで公開しています。
●バックナンバーは、アマゾンamazon.co.jpでオン・デマンド印刷版を販売しています、

●年間定期購読については当財団のホームページでご案内しています。

『観光文化』
バックナンバーのご案内

図書のご案内

　地域交通をめぐる環境変化はめまぐ
るしく、ICT、EVなど新しい技術の進展や
自動運転導入へ向けた社会実験、また、
BRT（Bus Rapid Transit）、公共交通空
白地有償運送、貨客混載といった新し
い交通システムの導入が進んでいます。
一方、観光市場においては、インバウン
ド市場の急伸に加え、国内旅行も含め
たFIT化が進展していて、地域交通の重
要性も高まっています。本特集では、こう
した環境変化の中、高齢化や人手不足

等の諸課題を抱えた地域が公共交通を梃子に地域づくりを進め
ていく際に、観光はどのように寄与することができるのかについて、
研究者の意見や先進事例の取材を通じて考察します。A4判52ペ
ージ／1,000円+税

237号（2018年4月発行） 
特集 これからの地域交通と観光

　旅の図書館は2018
年に開設40周年を迎え
ました。開設以来、観光・旅行に関する
最新の図書や雑誌に加え、明治・大正・
昭和戦前期の古書や地誌、社史といっ
た古い資料も収集してきました。こうした
古書の中には、その分野、その時代に
おいて大きな影響を与えたものや、現代
にも通じる示唆を投げかけるものも多く
存在します。また、思わぬ発見やアイデ
アの宝庫であることに気づかされます。

本特集では、古書を活用しながら研究を進めている先生方に、歴
史を語る上で欠かせない古書や、影響を受けた古書をご紹介い
ただいています。古書の魅力や古書から学ぶ面白さを知って、古
書を手に取るきっかけとしていただけたら幸いです。A4判60ペー
ジ／1,000円+税

239号（2018年10月発行） 
特集 古書から学ぶ

　旅に出るきっかけを人生の“節目”に
求めるのは日本人だけではないだろう
が、旧暦にみられるように季節の変化
がはっきりし、伊勢参りのように本音と
建前を使い分ける日本人には節目をい
わば言い訳に旅に出る傾向が強い。近
年、若者の間では、“節目に旅に出る”
から“旅に出ることで人生に節目を作
る”、つまり希薄になった地縁、血縁など
の人間関係を円滑にするため、仲間と
一緒に旅に出かけることで節目を作る

という知恵が生み出されているとも言われている。節目旅行の意
味が大きく変わろうとしているとみることもでき、地域がこうした新
たな需要に対応していくことも一考に値するのではないか。A4判
66ページ／1,000円+税

236号（2018年1月発行） 
特集 人生に旅を! 節目旅行ノススメ

　経済のサービス化のなか、「観光」は
地域経済振興のエンジンとして期待さ
れる存在になりました。しかし、観光振興
に伴う取り組みは広範で、これらの取り
組みを実際に展開するには、多様な事
業を持続的に展開できるだけの財源を
有することが必要です。その財源として、
法定外目的税である宿泊税の導入や、
入湯税の増税などが各地で検討されて
いますが、税に対するアレルギーや誤解
も多いのが実情です。本特集では、宿泊

税などの国内外の事例や制度を取り上げ、観光振興財源の導入
と活用に向けた提言を行っています。A4判56ページ／1,000円+
税

238号（2018年7月発行） 
特集 インバウンド時代の観光振興財源

　近年、訪日外国人旅行者数は毎年過去最高を更新し
続けています。今後、インバウンド需要を取り込もうとする
地域にとって重要なことは、先進的にインバウンド対応
事業や施策を行い、特に地域への経済効果向上の観点
から、どのような成果を上げてきたのか検証し、施策や事
業を検討することです。特に近年では「モノ消費」（爆買
い）から「コト消費」（体験）へと変化するインバウンド需要
をどう地域に取り込むかがポイントになっており、地域資
源を「育て、磨き、輝かせる」ことで、訪日外国人旅行者に

『育て、磨き、輝かせる インバウンドの消費促進と地域経済活性化』（2018年7月、発行 ： 株式会社 ぎょうせい）
よる交流人口を拡大し、地域活性化に成功している事例
が出てきています。そこで本書では、経済効果を高めるに
あたって重要な「①訪日外国人旅行者を“増やす”」「②
訪日外国人旅行者の消費単価を“上げる”」「③域内調
達率を“高める”」を実現するために必要な視点を整理し、
視点ごとに先進事例を紹介します。課題や苦悩をどう乗り
越えたかにも注目し、インバウンド需要を地域経済活性
化に結びつけていくためのヒントがみつかります。公財）
日本交通公社 編著／Ａ5判188ページ／2200円＋税

開設        周年40
旅
の図書館

記念号
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●ここで紹介している当財団発行の出版物は、
全ページをホームページで公開しています。
●またアマゾン（amazon.co.jp）で、
オンデマンド印刷版を販売しています。

公益財団法人 日本交通公社 出版物のご案内

毎号、研究員がみなさまにお伝えしたい観光テーマで綴る「研究員コラム」。
全文は当財団のホームページでご覧下さい。隔週月曜日の更新です。「研究員コラム」の紹介

　平成30年度『観光地経営講座』のテーマは
「多様化する宿泊事業に対応する観光地経
営」です。宿泊事業は世界的に大きく変化して
きています。国際化が進展する中、我が国の宿
泊事業もその流れを受けて大きく変化しつつ
あります。そうした宿泊事業の変化について、
国際規模での宿泊事業投資のコーディネータ
ー、ファンドも活用しながら所有と経営を分離

し多店舗展開を行っている宿泊事業者、日本で世界基準のコンド
ミニアム事業を立ち上げてきた開発運営事業者、そして、自身が
持つ住居系不動産（アパート）を利用し新たな宿泊事業に取り組
む宿泊事業者の方々を講師に、宿泊事業に生じている「変化」「ダ
イナミズム」を参加者の皆様と共有させていただきました。そして、
地域として何を目指していくのか、宿泊事業という大きな資本をど
のように地域に呼び込み、育て、発展させていくのかについて、デ
ィスカッションしました。観光地に対する「投資」はその地域の持続
的な成長に欠かせない要素です。インバウンドが動いてきた現在
は、そうした投資を呼び込むチャンスともなっています。その手段と
して、地域における宿泊施設をどのように構成していくのか、どのよ
うに活用していくのかについて考えるヒントになったと考えていま
す。A4判80ページ／1,000円+税。『観光地経営講座 講義録』は、
平成25年度版からホームページで公開しています。

『平成30年度 観光地経営講座 講義録』
（発行：2018年11月）

　日本一の高さを誇り、日本を代表

する山である富士山。その姿は、古

来より日本人の自然に対する信仰

のあり方や日本独自の芸術文化に

おける源泉となっており、その価値

を踏まえて2013年、世界文化遺産

リストに記載されました。現在、富士

山では文化遺産としての価値の認

知度向上や登山道の混雑による安

　当財団のエントランスにあるギャラリーでは、
当財団の沿革を紹介する常設展示をはじめ、研究成果などを紹介する企画展示を定期的におこなっています。

　また、旅の図書館では所蔵古書をさまざまな切り口から紹介する古書展示をおこなっています。
ご来館の際はぜひご覧下さい。

『富士山 公益財団法人日本交通公社の取り組み』
（2019年1月～3月）

企画
展示
ギャラリー

古書
展示
ギャラリー

　経済的困窮の打開策、国際親善

の有力手段の一方策として外客誘

致の重要性が認識されつつある中、

昭和5年に「外客誘致に関する施設

の統一連絡及促進を図る官設の中

央機関」として設置されたのが、鉄

道省国際観光局です。 同局は、太平

洋戦争に突入するまでの約12年間

にわたり、ジャパン・ツーリスト・ビュ

『日本における観光行政のあゆみ ～国際観光局の12年～』
（2019年1月～3月）

旅の図書館開設40周年特別展示第3段

　我が国の観
光統計の課題
について少し
お話ししてみ
たい。国や地
域の観光行政
担当者、観光
事業者、研究
者など統計ユ
ーザーの便益

という観点からみて、手直しすべき我が国の観光統計の課題は
様々にある。それらを大別するならば、観光統計自体の質的な側
面と、観光統計の利活用の側面とに二分されるだろう。

我が国の観光統計をめぐる一連の課題
[コラムvol.385]…塩谷英生

　わたしたちのオフィス・日本交
通公社ビルが「港区みどりの街づ
くり賞」を受賞しました。今回表彰
された他の4施設は商業ビルやホ
テル、マンションと業態はそれぞ
れ異なりますが、いずれも港区の
街並みと建物との連続性を意識した設計であったことが各施設の
紹介から窺うことができました。わたし自身がこれまで携わってき
たみどりとの関わりは観光資源として接する機会が多く、景観その
ものの価値に重きを置きがちでした。しかし今回の受賞はみどり単
体としての価値だけではなく、地域とのつながりを含めた価値にも
目を向けることの大切さを教えてもらった貴重な機会となりました。

港区みどりの街づくり賞受賞にあたって
[コラムvol.384]…相澤美穂子

　当財団では、地方公共団体（都道府県および市町村)を対象と
する「観光政策に関するアンケート調査」を2014年度より毎年継
続して実施している。現在、このアンケート結果を元に、「観光振興
による取り組みは経済
的な影響を与えてい
るのか？」「どのような
取り組みが影響を与
えているのか？」とい
った点を中心に分析
を進めているところで
ある。本コラムでは、そ
の一端をご紹介したい。

観光政策の目的と手段
[コラムvol.382]…守屋邦彦

　鳥海山山麓に2018年7月1日、新
たな美術館が誕生しました。その名
も「鳥海山 木のおもちゃ美術館」。も
とは明治から大正時代の校舎形式
を受け継いだ東北日本海側の特徴
ある木造校舎で、３つの棟（A～C棟）と、元体育館（D棟）の、計4つ
の建物からなっています。A棟・D棟が有料の美術館ゾーン、B棟・
C棟が無料の市民ゾーンです。子ども達に大人気なのはD棟「もり
のあそびば」。スギ、エンジュといった主に秋田県材が使用された、
優しくあたたかな雰囲気に包まれた空間の中央には、隠れ家のよ
うなツリーハウス「ちょうかいタワー」がそびえ立ち、5000個「木の
どんぐりプール」や、様々なおもちゃが置かれた「遊びのこべや（26
室）」が整備されています。A棟では・・

地域の思いがつまった廃校を、“新たな交流拠点”に
[コラムvol.383]…吉澤清良

  「日本人の旅行市場」「訪日外国人の旅行市
場」「観光産業」「観光地」「観光政策」の 5 編と、

「付記（観光研究）」「資料偏（統計資料と年表）」
で構成。各種の統計資料や当財団が実施し
た調査結果をもとに、最近一年の動向を解説
しています。A4 判 224 ページ／ 2,000 円 + 税。
経年で見ることができるように、『旅行年報』は、
2014 年版からホームページで公開しています。

『旅行年報2018』（発行：2018年10月）

 「温泉まちづくり研究会」は、7つの温泉地（阿
寒湖、草津、鳥羽、有馬、道後、由布院、黒川）
が集まり、温泉地、温泉旅館が抱える課題につ
いて、解決の方向を探り、活性化に資すること
を目指しています。本書は2017年度に開催し
た3回の研究会の内容を分かりやすく取りまと
めたものです。第1回は「温泉地の雇用環境」
をテーマとし、今年度研究会として実施する宿

泊施設従業員・経営者アンケートの内容などについて議論を深め
ました。第2回は「温泉地でのアート（芸術文化）の展開を考える」と
題し、芸術祭でいかに地域が発展していくのかなどについて学びま
した。第3回は「温泉地の雇用問題を考える～今後どう取り組むべ
きか～」と題し、各会員温泉地で実施した宿泊施設従業員・経営
者アンケートの結果をもとに、今後の温泉地での人材の「確保」

「定着」「育成」についての議論を行いました。A4判84ページ／
1,500円+税。『温泉まちづくり』は2011年度版からホームページ
で全ページを公開しています。

『温泉まちづくり』（発行：2018年3月）
－2017年度 温泉まちづくり研究会総括レポート―

ーロー（日本旅行協会）や国際観光

協会などの関連組織とともに、海外

における観光事業の調査研究、ホテ

ルや観光地の整備、海外への観光

宣伝、外客への接遇改善などを実施

しました。今回の特別展示では、我が

国における観光行政のルーツであ

る同局の取り組みを出版物からご紹

介しています。

全性の低下などが課題となっていま

す。

　今回の展示では、富士山に関する

当財団の調査・研究の経緯をはじめ、

安全で快適な富士登山を楽しむた

めの「来訪者管理戦略の策定」や、

富士山の奥深さに触れてもらうため

の「REBIRTH! 富士講プロジェク

ト」の概要などをご紹介しています。

観光文化
機関誌
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●ここで紹介している当財団発行の出版物は、
全ページをホームページで公開しています。
●またアマゾン（amazon.co.jp）で、
オンデマンド印刷版を販売しています。

公益財団法人 日本交通公社 出版物のご案内

毎号、研究員がみなさまにお伝えしたい観光テーマで綴る「研究員コラム」。
全文は当財団のホームページでご覧下さい。隔週月曜日の更新です。「研究員コラム」の紹介

　平成30年度『観光地経営講座』のテーマは
「多様化する宿泊事業に対応する観光地経
営」です。宿泊事業は世界的に大きく変化して
きています。国際化が進展する中、我が国の宿
泊事業もその流れを受けて大きく変化しつつ
あります。そうした宿泊事業の変化について、
国際規模での宿泊事業投資のコーディネータ
ー、ファンドも活用しながら所有と経営を分離

し多店舗展開を行っている宿泊事業者、日本で世界基準のコンド
ミニアム事業を立ち上げてきた開発運営事業者、そして、自身が
持つ住居系不動産（アパート）を利用し新たな宿泊事業に取り組
む宿泊事業者の方々を講師に、宿泊事業に生じている「変化」「ダ
イナミズム」を参加者の皆様と共有させていただきました。そして、
地域として何を目指していくのか、宿泊事業という大きな資本をど
のように地域に呼び込み、育て、発展させていくのかについて、デ
ィスカッションしました。観光地に対する「投資」はその地域の持続
的な成長に欠かせない要素です。インバウンドが動いてきた現在
は、そうした投資を呼び込むチャンスともなっています。その手段と
して、地域における宿泊施設をどのように構成していくのか、どのよ
うに活用していくのかについて考えるヒントになったと考えていま
す。A4判80ページ／1,000円+税。『観光地経営講座 講義録』は、
平成25年度版からホームページで公開しています。

『平成30年度 観光地経営講座 講義録』
（発行：2018年11月）

　日本一の高さを誇り、日本を代表

する山である富士山。その姿は、古

来より日本人の自然に対する信仰

のあり方や日本独自の芸術文化に

おける源泉となっており、その価値

を踏まえて2013年、世界文化遺産

リストに記載されました。現在、富士

山では文化遺産としての価値の認

知度向上や登山道の混雑による安

　当財団のエントランスにあるギャラリーでは、
当財団の沿革を紹介する常設展示をはじめ、研究成果などを紹介する企画展示を定期的におこなっています。

　また、旅の図書館では所蔵古書をさまざまな切り口から紹介する古書展示をおこなっています。
ご来館の際はぜひご覧下さい。

『富士山 公益財団法人日本交通公社の取り組み』
（2019年1月～3月）

企画
展示
ギャラリー

古書
展示
ギャラリー

　経済的困窮の打開策、国際親善

の有力手段の一方策として外客誘

致の重要性が認識されつつある中、

昭和5年に「外客誘致に関する施設

の統一連絡及促進を図る官設の中

央機関」として設置されたのが、鉄

道省国際観光局です。 同局は、太平

洋戦争に突入するまでの約12年間

にわたり、ジャパン・ツーリスト・ビュ

『日本における観光行政のあゆみ ～国際観光局の12年～』
（2019年1月～3月）

旅の図書館開設40周年特別展示第3段

　我が国の観
光統計の課題
について少し
お話ししてみ
たい。国や地
域の観光行政
担当者、観光
事業者、研究
者など統計ユ
ーザーの便益

という観点からみて、手直しすべき我が国の観光統計の課題は
様々にある。それらを大別するならば、観光統計自体の質的な側
面と、観光統計の利活用の側面とに二分されるだろう。

我が国の観光統計をめぐる一連の課題
[コラムvol.385]…塩谷英生

　わたしたちのオフィス・日本交
通公社ビルが「港区みどりの街づ
くり賞」を受賞しました。今回表彰
された他の4施設は商業ビルやホ
テル、マンションと業態はそれぞ
れ異なりますが、いずれも港区の
街並みと建物との連続性を意識した設計であったことが各施設の
紹介から窺うことができました。わたし自身がこれまで携わってき
たみどりとの関わりは観光資源として接する機会が多く、景観その
ものの価値に重きを置きがちでした。しかし今回の受賞はみどり単
体としての価値だけではなく、地域とのつながりを含めた価値にも
目を向けることの大切さを教えてもらった貴重な機会となりました。

港区みどりの街づくり賞受賞にあたって
[コラムvol.384]…相澤美穂子

　当財団では、地方公共団体（都道府県および市町村)を対象と
する「観光政策に関するアンケート調査」を2014年度より毎年継
続して実施している。現在、このアンケート結果を元に、「観光振興
による取り組みは経済
的な影響を与えてい
るのか？」「どのような
取り組みが影響を与
えているのか？」とい
った点を中心に分析
を進めているところで
ある。本コラムでは、そ
の一端をご紹介したい。

観光政策の目的と手段
[コラムvol.382]…守屋邦彦

　鳥海山山麓に2018年7月1日、新
たな美術館が誕生しました。その名
も「鳥海山 木のおもちゃ美術館」。も
とは明治から大正時代の校舎形式
を受け継いだ東北日本海側の特徴
ある木造校舎で、３つの棟（A～C棟）と、元体育館（D棟）の、計4つ
の建物からなっています。A棟・D棟が有料の美術館ゾーン、B棟・
C棟が無料の市民ゾーンです。子ども達に大人気なのはD棟「もり
のあそびば」。スギ、エンジュといった主に秋田県材が使用された、
優しくあたたかな雰囲気に包まれた空間の中央には、隠れ家のよ
うなツリーハウス「ちょうかいタワー」がそびえ立ち、5000個「木の
どんぐりプール」や、様々なおもちゃが置かれた「遊びのこべや（26
室）」が整備されています。A棟では・・

地域の思いがつまった廃校を、“新たな交流拠点”に
[コラムvol.383]…吉澤清良

  「日本人の旅行市場」「訪日外国人の旅行市
場」「観光産業」「観光地」「観光政策」の 5 編と、

「付記（観光研究）」「資料偏（統計資料と年表）」
で構成。各種の統計資料や当財団が実施し
た調査結果をもとに、最近一年の動向を解説
しています。A4 判 224 ページ／ 2,000 円 + 税。
経年で見ることができるように、『旅行年報』は、
2014 年版からホームページで公開しています。

『旅行年報2018』（発行：2018年10月）

 「温泉まちづくり研究会」は、7つの温泉地（阿
寒湖、草津、鳥羽、有馬、道後、由布院、黒川）
が集まり、温泉地、温泉旅館が抱える課題につ
いて、解決の方向を探り、活性化に資すること
を目指しています。本書は2017年度に開催し
た3回の研究会の内容を分かりやすく取りまと
めたものです。第1回は「温泉地の雇用環境」
をテーマとし、今年度研究会として実施する宿

泊施設従業員・経営者アンケートの内容などについて議論を深め
ました。第2回は「温泉地でのアート（芸術文化）の展開を考える」と
題し、芸術祭でいかに地域が発展していくのかなどについて学びま
した。第3回は「温泉地の雇用問題を考える～今後どう取り組むべ
きか～」と題し、各会員温泉地で実施した宿泊施設従業員・経営
者アンケートの結果をもとに、今後の温泉地での人材の「確保」

「定着」「育成」についての議論を行いました。A4判84ページ／
1,500円+税。『温泉まちづくり』は2011年度版からホームページ
で全ページを公開しています。

『温泉まちづくり』（発行：2018年3月）
－2017年度 温泉まちづくり研究会総括レポート―

ーロー（日本旅行協会）や国際観光

協会などの関連組織とともに、海外

における観光事業の調査研究、ホテ

ルや観光地の整備、海外への観光

宣伝、外客への接遇改善などを実施

しました。今回の特別展示では、我が

国における観光行政のルーツであ

る同局の取り組みを出版物からご紹

介しています。

全性の低下などが課題となっていま

す。

　今回の展示では、富士山に関する

当財団の調査・研究の経緯をはじめ、

安全で快適な富士登山を楽しむた

めの「来訪者管理戦略の策定」や、

富士山の奥深さに触れてもらうため

の「REBIRTH! 富士講プロジェク

ト」の概要などをご紹介しています。

観光文化
機関誌
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れ

ば
観
光
客
は
後
か
ら
や
っ
て
来
る
」
と
い
う
思
い
を
も

っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
観
光
と
は
、
本
来
物
見
遊
山

を
意
味
す
る
言
葉
で
は
な
く
、
易
経
に
は
「
国
の
光
を

観
る
」
と
あ
る
。
従
っ
て
、
国
の
光
と
は
そ
の
ま
ち
の

佇
ま
い
や
自
然
の
風
景
な
ど
「
外
な
る
風
景
」
と
、
そ

こ
に
住
む
人
々
の
営
み
や
目
の
輝
き
、
暮
ら
し
の
文
化

な
ど
の
「
内
な
る
風
景
」
の
総
体
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
触
れ
て
こ
そ
、
人
は
心
を
動
か
さ
れ
、

と
き
め
き
を
覚
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
地
を
訪
れ

よ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
観
光
の
本
質
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ま
ち
そ
の
も
の
の
魅
力
こ
そ
が
観
光
の

〝
本
態
性
ニ
ー
ズ
〞
で
あ
り
、
か
つ
て
各
地
で
見
ら
れ

巻頭言

た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
作
る
な
ど
の
一
過
性
の
経
済
効
果

だ
け
を
狙
っ
た
も
の
は
〝
流
行
性
ニ
ー
ズ
〞
に
過
ぎ
な

い
。

　
ま
ち
の
魅
力
と
は
何
か
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、

「
究
極
の
観
光
客
」
の
姿
が
見
え
て
く
る
。
私
が
考
え

る
「
究
極
の
観
光
客
」
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

に
賛
同
し
、
こ
こ
な
ら
生
涯
を
終
え
て
も
良
い
と
す
る

「
死
に
甲
斐
の
あ
る
ま
ち
」
＝
「
終
の
栖
」
と
決
め
て

移
り
住
ん
で
来
ら
れ
る
人
た
ち
で
あ
る
。
観
光
は
、
そ

の
た
め
の
内
覧
会
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
に
と
っ
て
生
き
甲
斐
は
複
数
あ
っ
て
も
、
人
生
を

終
え
る
場
所
は
た
だ
一
ケ
所
。
死
の
間
際
に
「
こ
ん
な

ま
ち
で
…
」
と
後
悔
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
無

意
味
と
な
る
。
死
に
甲
斐
に
は
属
地
性
が
あ
る
。

　
私
は
青
年
会
議
所
時
代
、
今
で
は
近
江
八
幡
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
た
八
幡
堀
の
復
活
・
修
景
保
存
活

動
を
始
め
、
そ
の
後
市
長
時
代
に
は
、
近
江
商
人
の
商

家
が
建
ち
並
ぶ
新
町
通
な
ど
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

指
定
や
、
近
江
八
幡
の
水
郷
の
文
化
庁
「
重
要
文
化
的

景
観
」第
１
号
指
定
（
平
成
18
年
）
な
ど
、
一
貫
し
て

終
の
栖
の
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
地
方
が
観
光
地
を
考
え
る
上
で
最
も
大
切
な
の
は
、

こ
う
し
た
長
い
歴
史
の
中
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
風
景
や

固
有
の
歴
史
、
文
化
遺
産
、
祭
り
や
行
事
な
ど
に
根
ざ

し
、
本
質
を
踏
ま
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
だ
と
考
え
て
い
る
。

観光は終の栖の内覧会

元
近江八幡市長

川端五兵衞

－死に甲斐のある終の栖のまちづくり－
つい すみか

つ
い

す
み
か

　世
界
的
規
模
で
旅
行
者
が
急
増
す
る
中
、
一
部
の
地
域
で
は
、
許
容
範
囲
を
超
え

た
観
光
客
の
来
訪
お
よ
び
行
動
に
よ
る
生
活
・
商
環
境
の
悪
化
や
観
光
客
の
体
験
の

質
の
低
下
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
環
境
変
化
が
見
込
ま
れ
る
中
に
お
い

て
、
観
光
を
我
が
国
の
成
長
を
支
え
る
基
幹
産
業
と
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
し
て
、

観
光
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
地
域
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
、
我
々
は
今
観
光
に
ど

う
向
き
合
う
べ
き
か
。
こ
う
し
た
環
境
変
化
を
経
験
し
な
が
ら
も
、
地
域
で
議
論
を

積
み
重
ね
、
地
域
の
意
思
を
明
確
に
示
し
、
行
動
・
対
応
し
て
き
た
各
地
の
取
組
を

通
じ
て
、
我
が
国
の
持
続
可
能
な
観
光
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
。
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地域の“意思”
観光客急増で問われる

1.
観光による地域への
負の影響にどう向き合うべきか
公財）日本交通公社 後藤健太郎

2.
オーバーツーリズムに苦悩する
国際観光都市
バルセロナ、ベネチア、
京都 
龍谷大学 阿部大輔

3.
地域らしさと
町の品格に相応しい
観光振興の
あり方とは
近江八幡
近江八幡観光物産協会 田中宏樹

4.
生活と観光の
バランスを考える
視点と環境変化
への対応
由布院 後藤健太郎

5.
世界の人々 の
夢と憧れの街へ
銀座 
銀座通連合会事務局長 竹沢えり子

6.
観光地域の
マネジメントに先立ち
必要となる計画管理
鎌倉市 後藤健太郎

7.
居住地での観光を許容制限する対応
ソウル 
帝京大学 金 振晩

公
財
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交
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社 

福
永
香
織

特
集
関
連
の

蔵
書
・
報
告
書
リ
ス
ト

旅
の
図
書
館 

大
隅
一
志

旅
の
図
書
館
か
ら

韓
国
に
お
け
る

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
況
と

対
応
の
方
向
性

活
動
報
告

観
光
は
終
の
栖
の

内
覧
会

元
近
江
八
幡
市
長 

川
端
五
兵
衞

第 号
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巻
頭
言

観
光
客

急
増
で

問
わ
れ
る

地
域
の〝
意
思
〞

公
財
）日
本
交
通
公
社 

吉
澤
清
良

視
座

高
山
市
東
京
事
務
所 

江
尻
英
夫

飛
騨
高
山
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略

13
第

回

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

山
嵜
一
也
建
築
設
計
事
務
所

山
嵜
一
也

公
財
）日
本
交
通
公
社 

泉 

佳
奈

観
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都
市
ロ
ン
ド
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は

オ
リ
ン
ピ
ッ
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パ
ラ
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ピ
ッ
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ど
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捉
え
た
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14
第

回

た
び
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し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
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旅
行
動
向

シ
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ポ
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を
開
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28
第

回

淑
徳
大
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朝
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ゼ
ミ

淑
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大
学 
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は
る
み

【
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観
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学
ぶ
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い
う
こ
と

特
集
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レ
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ー
 No.
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芸
術
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ぶ
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ト
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設
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か
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